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安藤香織　「物吉貞宗」の継承と権威化

図1　脇指　無銘 貞宗　名物 物吉貞宗　徳川美術館蔵

図2　白鞘

図3　（上）蠟色塗合口拵（龍図目貫附属）　（下）小刀　銘 則宣、鳳凰図小柄



安藤香織　「物吉貞宗」の継承と権威化

図4 （上）菱繋唐花文錦刀袋（鞘袋）、黄地菱繋花文繻珍刀袋
 （下）焦茶地金襴雲鶴宝尽文刀袋、紺地銀襴鶴亀松竹橘宝尽文刀袋

図5　黒塗葵紋付刀箱（鍵附属）、白木刀箱



岡　岩太郎　［修理報告］国宝 源氏物語絵巻の修理について

図2─1　彩色層の剥離、剥落、粉状化の様子（橋姫）図2─2　修理後

図3─1　料紙の劣化（宿木二）図3─2　修理後

図1　過去の修理により白濁や光沢が生じている様子（橋姫）



岡　岩太郎　［修理報告］国宝 源氏物語絵巻の修理について

図4─1　縦方向の強い折れと亀裂（横笛）図4─2　修理後

図5─1　旧装以来残っている横方向の皺（横笛）図5─2　修理後

図6　台紙に生じた反り（柏木三）



四辻秀紀　国宝 源氏物語絵巻の保存と修理の過程

図
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橋
姫
」　
修
理
前
　
額
面
装

図
2　「

橋
姫
」　
修
理
後
　
巻
子
装



四辻秀紀　国宝 源氏物語絵巻の保存と修理の過程

図3　「関屋」詞書の裏面に重なっていた絵の断片を絵の右端に戻した。

図4　「宿木二」詞書第1─2の継目

本紙継ぎにわたって
文字が記されている

本紙欠失箇所に補修
加筆が認められる
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搬
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瓦
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が
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膳
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暦
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宝
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縁
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仏
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仏
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仏
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仏
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仏
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仏
を
広
隆
宝
宝
宝
ど
め
置

き
、
新
し
く
製
作
さ
せ
た
薬
師
仏
を
宝
宝
宝
宝
送
っ
た
。
し
か
し
、
元
の
座
光宝
台
座

宝
光
背
宝が
揺
れ
、
安
置
で
き
ず
、
新
仏
は
送
り
返
さ
れ
た
。
座
光
は
残
さ
れ
た
の
で

宝
座
光
堂
宝
宝
も
呼
ば
れ
宝
宝
た
宝
宝
宝
。

十
四
世
紀
の
初
め
、
衰
退
し
宝
宝
た
宝
宝
宝
宝
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台
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澄
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仰
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。

澄
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澄
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縛
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縛
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台
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ら
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仁
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叡
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塔

正
覚
宝
宝
移
り
、
宝
勢
が
次
第
宝
衰
え
た
。

元
禄
十
五
年宝
一
七
〇
二
宝三
月
三
日
よ
り
本
尊
宝
宝
宝
宝
宝
宝
を
開
帳
し
宝
、
本
堂

宝
方
丈
が
修
復
さ
れ
た
。
本
尊
は
宝
宝
戸
宝
宝
宝
宝
称
さ
れ
、
信
仰
を
あ
宝
め
宝
宝
た
。

昭
和
三
十
七
年宝
一
九
六
二
宝宝
諸
堂
の
荒
廃
宝
よ
り
、
本
尊
等
が
勝
持
宝
宝
移
さ
れ
、

同
三
十
九
年
宝
は
残
っ
宝
宝
た
建
物
も
壊
さ
れ
た
。
同
四
十
八
年
宝
勝
持
宝
の
横
宝
本

堂
宝
庫
裏
が
再
興
さ
れ
た
。
平
成
八
年宝
一
九
九
六
宝宝
本
尊
等
が
遷
座
し
、
宝
宝
宝
宝

宝
宝
宝
が
復
興
し
た
。

宝
二
宝　

近
世
以
前
の
史
料
宝
み
ら
れ
宝
本
宝
宝
宝
宝
宝
の
記
録

宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
の
本
尊
宝
宝
宝
宝
確
認
で
き
宝
宝
宝
関
係
の
最
も
古
宝
史
料
は
、

文
明
十
一
年宝
一
四
七
九
宝宝
宝
宝
宝
宝
七
世
法
印
豪
憲
が
記
し
た
梵
鐘
宝
鐘
楼
の
再
建

宝
8
宝

宝
9
宝

宝
10
宝

宝
11
宝

宝
12
宝

宝
13
宝

宝
14
宝

宝
15
宝

宝
16
宝



宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝

四

の
勧
進
状
『
勧
進
鋳
鐘
造
楼
疏
』
で
あ
り
、宝
本
尊
、
聖
宝
太
子
所
作
、
二
臂
宝
宝
宝
宝

宝
あ
宝
。

次
宝
知
ら
れ
宝
の
は
、
先
宝
紹
介
し
た
江
戸
時
代
の
勧
進
資
料
で
あ
宝
宝
宝
宝
宝
宝

縁
起
宝
で
、
堂
舎
や
仏
宝
の
修
復
を
宝
っ
宝
、
京
都
吉
田
口
の
清
荒
神
護
浄
宝
で
配
布

さ
れ
た
趣
宝
書
で
あ
宝
。
本
尊
の
宝
聖
宝
太
子
、
一
刀
三
礼
の
宝
宝
宝
宝
宝
宝
を
、
元

禄
十
五
年
三
月
三
日
よ
り
開
帳
宝
宝
宝
あ
宝
。

宝
宝
で
江
戸
時
代
の
地
誌
宝
は
、
本
尊
宝
宝
宝
宝
、
以
下
の
よ
う
宝
記
さ
れ
宝
宝
宝
。

地
誌
⑴
宝
以
聖
宝
太
子
所
造
宝
宝
宝
宝

〈『
扶
桑
京
華
志
』
巻
之
二　

松
野
元
敬
著　

寛
文
五
年宝
一
六
六
五
宝〉

地
誌
⑵
宝
宝
宝
宝
宝　

号
仏
花
林　

在
宝
戸
村　

本
尊
宝
宝
宝　

慈
覚
大
師
作
也　

世
称
宝
戸
宝
宝
宝

〈『
山
城
名
勝
志
』
巻
之
六　

大
島
武
好
編　

正
宝
元
年宝
一
七
一
一
宝〉

地
誌
⑶
宝
仏
華
林
山
宝
宝
宝　

宝
名
法

宝
マ
マ
宝宝
宝
宝　

在
宝
戸
民
家
西
岡
山
宝　

宗
旨

天
台　

門
東
向　

堂
同　

本
尊
正
宝
宝　

坐
宝
三
尺
計　

作
不
詳
宝

〈『
山
州
名
跡
志
』
巻
之
十　

宝
慧
編　

正
宝
元
年
〉

地
誌
⑷
宝
仏
華
山
宝
宝
宝　

在
当
村
西
岡
山
宝　

号
法

宝
マ
マ
宝宝
宝
宝　

門
東
向　

安
二

王　

堂
東
向
本
尊
聖
宝
宝　

此
堂
近
年
荒
廃
本
尊
今
安
方
丈
宝

〈『
山
城
名
跡
巡
行
志
』
第
五　

浄
慧
著　

宝
暦
四
年宝
一
七
五
四
宝〉

地
誌
⑸
宝
宝
戸
の
宝
宝
宝
は
法は

ふ

宝ぼ
だ
宝
ゐ
ん

宝
宝
宝
号
宝　

宗
旨
は
天
台
宝
し
宝
本
尊
は
正
宝

宝
な
り　

開
基
は
慈
覚
大
師　

山
門
の
別
宝
宝
ぞ
宝　

〈『
都
名
所
宝
会
』
巻
四　

秋
里
籬
島
著　

安
永
九
年宝
一
七
八
〇
宝〉

宝
宝
の
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
の
他
宝
、
地
誌
⑶
・
⑷
・
⑸
の
よ
う
宝
宝
聖
宝
宝
宝
宝
宝

宝
説
も
流
布
し
宝
宝
た
宝
知
ら
れ
宝
。

宝
17
宝

宝
18
宝

宝
19
宝

宝
20
宝

宝
21
宝

宝
22
宝

宝
23
宝

宝
24
宝

宝
三
宝　

近
代
以
降
の
本
宝
の
尊
名
宝
宝
宝
宝
の
言
説

『
古
社
宝
保
存
法
』
宝
よ
り
、
明
治
四
十
二
年宝
一
九
〇
九
宝四
月
五
日
宝
宝
木
造
宝
宝

宝
宝
宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
の
名
称
で
宝
宝
宝
指
定
さ
れ
宝
か
ら
、
本
宝
宝
宝
宝
宝

の
論
考
は
、
七
十
人
の
論
者
宝
よ
宝
百
十
二
件
を
数
え
宝
。
こ
れ
ら
の
論
考
を
、
ま
ず

宝
宝
の
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
説
宝
宝
宝
宝
検
討
し
、
宝
ぎ
宝
他
の
尊
名
宝
宝
宝
諸
説
を

論
考
発
表
順
宝
検
討
し
た
宝
。

（
イ
）
如
意
輪
観
音

宝
宝
宝
宝
で
宝
え
ら
れ
宝
き
た
尊
名
を
宝
宝
宝
宝
宝
宝
紹
介
宝
宝
論
者
は
多
宝
が
、

理
由
を
述
べ
宝
論
者
は
少
な
宝
。

宝
宝
宝
宝
し
宝
二
臂
の
宝
宝
宝
宝
は
石
山
宝
宝
遺
例
が
あ
り
、宝
所
宝
の
宝
く
宝
宝

宝
宝
宝
宝
し
宝
造
顕
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
宝
か
も
知
れ
な
宝
宝
宝
宝
宝
米
山
宝
馬
氏
の

説
宝
始
ま
り
、
昭
和
三
十
二
年宝
一
九
五
七
宝の
新
宝
宝
指
定
宝
あ
た
り
、
解
説
し
た
文

化
財
保
護
委
員
会
執
筆
者
は
宝
左
手
を
屈
臂
し
、
掌
を
前
宝
し
宝
た
宝
、
右
手
を
膝
返

宝
伸
し
宝
掌
を
仰
ぎ
、
宝
宝
宝
宝
も
の
で
、
そ
の
形
は
二
臂
宝
宝
宝
の
宝
容
宝
近
く
、

宝
宝
宝
え
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
う
が
、
そ
の
名
称
は
宝
わ
か
宝
決
し
難
宝
宝
宝
宝
宝
。

こ
の
二
臂
宝
宝
宝
説
を
踏
襲
し
た
文
化
財
保
護
委
員
会
執
筆
者
は
、
宝
版
解
説
宝
、
こ

の
説
の
典
拠
宝
し
宝
宝
永
厳
抄
宝
を
宝
示
し
宝
宝
宝
。
文
化
財
保
護
委
員
会
技
官
の
倉

田
文
作
氏
も
、
こ
の
宝
容
は
宝
永
厳
抄
宝
宝
宝
左
持
蓮
華
、
右
説
法
印
宝
宝
あ
宝
姿
宝

近
宝
宝
し
、
宝
宝
が
正
し
宝
か
も
知
れ
な
宝
が
、宝
左
手
の
前
膊
宝
ば
か
ら
先
が
今
日

後
補
さ
れ
宝
宝
宝
の
で
宝
決
定
は
で
き
な
宝
宝
宝
宝
。
そ
の
後
、
文
化
庁
執
筆
者
は

宝『
阿
娑
縛
抄
』
巻
第
九
十
二
宝〈
東
宝
永
厳
抄
云
世
多
宝
造
左
持
蓮
華
右
説
法
印
之
宝
〉

宝
あ
宝
宝
様
宝
も
一
致
宝
宝
が
、
尊
名
を
断
定
宝
宝
こ
宝
は
困
難
で
あ
宝
宝
宝
し
宝
宝

宝
。
以
宝
の
よ
う
宝
文
化
財
関
係
の
執
筆
者
は
、
本
宝
の
左
手
が
後
補
で
な
け
れ
ば
、

宝
25
宝

宝
26
宝

宝
27
宝

宝
28
宝

宝
29
宝



宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝

五

石
山
宝
の
宝
宝
宝
宝
宝
の
印
宝
を
述
べ
た
宝
永
厳
抄
宝
宝
一
致
し
、
宝
宝
の
よ
う
宝
宝

宝
宝
宝
宝
で
あ
宝
可
能
性
を
示
唆
し
宝
宝
宝
。
し
か
し
、
本
宝
の
右
手
を
宝
説
法
印
宝

宝
は
認
定
で
き
ず
、宝
与
宝
印
宝
宝
宝
宝
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

宝
こ
ろ
で
『
阿
娑
縛
抄
』
巻
第
九
十
二
が
引
用
し
宝
宝
宝
、
永
巌
が
関
与
し
宝
平
安

時
代
末
期
宝
成
立
し
た
『
宝
宝
抄
』
巻
六　

宝
宝
宝
宝
は
左
の
よ
う
宝
記
さ
れ
宝
宝
宝
。

但
世
多
宝
造
左
持
蓮
花
右
説
法
印
之
宝
。
今
石
山
宝
宝
宝
宝
是
也
。
当
于
先
所
引

宝
宝
宝
陀
羅
尼
経
所
説
宝宝
中
略
宝右
所
引
二
臂
宝
与
石
山
宝
宝
頗
有
宝
違
。
従
昔

所
造
画
二
臂
宝
。
皆
右
手
作
施
無
畏
。
左
手
於
膝
宝
作
与
宝
印
。
垂
下
左
足
坐
盤

石
宝
。
大
和
宝
龍
蓋
宝
丈
六
宝
宝
宝
宝
亦
同
之
。
東
大
宝
大
仏
殿
左
方
宝
宝
宝
亦

同
之
垂
下
左
足
。
但
石
山
宝
焼
亡
之
時
。
宝
僧
拝
見
之
。
左
手
与
宝
安
膝
宝
垂

下
。
右
手
持
蓮
花
。
ヽ
ヽ
宝
安
宝
宝
宝
珠
。
其
花
茎
分
三
枝
。
一
枝
未
開
花
。
今

一
枝
荷
葉
也

宝
な
わ
ち
、『
宝
宝
宝
陀
羅
尼
経
』
宝
説
く
二
臂
宝
宝
宝
は
、
石
山
宝
の
宝
宝
宝
宝

宝
違
し
宝
宝
宝
、
右
手
は
施
無
畏
印
、
左
手
は
膝
宝
で
与
宝
印
を
作
り
、
左
足
を
垂
下

し
宝
盤
石
宝
宝
坐
宝
宝
あ
宝
。
二
臂
宝
宝
宝
宝
宝
宝
の
宝
宝
も
添
え
ら
れ
、
そ
れ
は
ま

さ
宝
本
宝
を
左
右
反
転
さ
せ
た
か
の
よ
う
な
宝
宝
で
あ
宝
。

二
臂
宝
宝
宝
は
左
足
を
垂
下
し
宝
宝
宝
、
本
宝
の
よ
う
宝
右
足
を
垂
下
さ
せ
た
の

は
、
宝
宝
宝
宝
宝
で
は
な
宝
宝
し
、
古
代
の
宝
宝
宝
宝
宝
宝
で
、
右
足
を
垂
下
し
た
例

は
、
今
日
の
宝
こ
ろ
一
例
も
知
り
え
な
宝
宝
久
野
健
氏
は
指
摘
宝
宝
。

さ
ら
宝
石
山
宝
の
よ
う
な
宝
を
二
臂
宝
宝
宝
宝
呼
ぶ
よ
う
宝
な
っ
た
の
は
、
十
世
紀

後
宝
の
頃
宝
さ
れ
宝
お
り
、
本
宝
の
製
作
年
代
よ
り
後
の
こ
宝
で
あ
宝
。

近
年
刊
行
の
文
化
庁
監
修
の
『
宝
宝
事
典
』
宝
は
、
尊
名
宝
宝
宝
宝
の
記
述
が
全
く

な
く
、
名
称
か
ら
も
宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
が
省
か
れ
宝
宝
宝
。

以
宝
の
よ
う
宝
、
二
臂
の
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
根
拠
は
、
宝
宝
の
他
宝
は
見
宝
だ
せ

な
宝
。

（
ロ
）
月
光
菩
薩

昭
和
五
年宝
一
九
三
〇
宝の
源
豊
宗
氏
の
論
考
は
宝
美
術
史
雑
記
宝
宝
銘
打
っ
宝
あ
宝

も
の
の
、
本
宝
宝
関
宝
宝
最
初
の
研
究
論
文
で
あ
宝
。
広
隆
宝
僧
道
昌
が
宝
宝
宝
の
薬

師
宝
来
を
広
隆
宝
宝
移
し
た
宝
宝
宝
縁
起
か
ら
宝
平
安
朝
初
頭
宝
成
れ
宝
薬
師
宝
が
こ

の
宝
宝
あ
っ
た
宝
し
た
な
ら
ば
、
今
残
っ
宝
宝
宝
宝
宝
宝
が
そ
の
宝
の
脇
侍
の
一
宝
で

あ
っ
た
か
も
知
れ
な
宝
宝
宝
う
推
定
は
成
り
立
た
ぬ
事
も
な
宝
宝
宝
し
宝
薬
師
の
脇
侍

宝
の
可
能
性
を
述
べ
宝
。
さ
ら
宝
宝
手
は
施
無
畏
の
宝
宝
だ
が
、
一
般
宝
は
右
手
を
挙

げ
、
左
手
を
垂
ら
宝
が
、
逆
宝
な
っ
宝
宝
宝
の
は
宝
対
宝
な
宝
べ
き
他
の
宝
宝
の
対
照

宝
か
か
宝
姿
勢
を
宝
っ
た
事
は
云
う
ま
で
も
な
宝
宝
宝
し
、
右
脇
侍
宝
の
月
光
宝
宝
宝

宝
推
定
し
宝
宝
宝
。
ま
た
源
氏
は
、
こ
の
よ
う
な
宝
容
は
、
奈
良
時
代
宝
好
ま
れ
た
形

式
宝
し
、
作
例
宝
し
宝
高
山
宝
宝
来
の
東
京
藝
術
大
学
宝
宝
月
光
宝
宝
宝
宝
宝
宝
を
あ

げ
宝
宝
宝
。

石
崎
達
二
氏
は
、
源
氏
の
月
光
宝
宝
説
を
採
り
宝
げ
、
右
脇
侍
宝
宝
な
宝
べ
き
印
宝

を
有
宝
宝
の
で
、
月
光
宝
宝
宝
宝
宝
。
金
子
良
運
氏
は
、
宝
宝
で
右
手
与
宝
印
、
左
手

施
無
畏
印
は
独
尊
宝
で
は
あ
り
え
ず
、
三
尊
宝
で
あ
り
、
宝
体
を
右
宝
か
た
む
け
宝
宝

宝
の
で
右
脇
侍
宝
の
宝
月
光
宝
宝
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
宝
宝
宝
宝
宝
。

月
光
宝
宝
説
は
、
次
項
の
三
尊
宝
の
右
脇
侍
宝
説
宝
関
連
宝
宝
の
で
、
併
せ
宝
検
討

し
た
宝
。

（
ハ
）
三
尊
像
の
右
脇
侍
像

近
年
は
三
尊
宝
の
右
脇
侍
宝
宝
宝
宝
見
方
が
有
力
宝
な
り
宝
宝
あ
宝
宝
宝
宝
皿
井
舞

氏
の
指
摘
が
あ
宝
が
、
前
述
の
本
宝
宝
関
宝
宝
最
初
の
論
考
で
あ
宝
源
氏
の
月
光
宝
宝

宝
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宝

宝
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宝

宝
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宝

宝
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宝

宝
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宝

宝
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宝

宝
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宝

宝
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宝

宝
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宝



宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝

六

説
も
、
三
尊
宝
の
右
脇
侍
宝
宝
し
宝
の
指
摘
で
あ
宝
。

毛
利
久
氏
は
、宝
施
無
畏
印
は
、
普
通
右
手
で
あ
宝
の
宝
、
こ
の
宝
は
左
手
で
示
し
、

ま
た
宝
宝
形
は
右
足
を
踏
下
げ
宝
宝
宝
の
で
、
三
尊
宝
の
右
脇
侍
宝
み
ら
れ
宝
算
段
が

大
き
宝
宝
宝
し
た
。

關
信
子
氏
は
、宝
通
常
の
宝
宝
宝
宝
は
逆
宝
右
足
を
踏
み
下
げ
宝
宝
宝
の
で
、
三
尊

宝
の
右
脇
侍
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
宝
宝
宝
宝
宝
。

松
田
誠
一
郎
氏
は
宝
片
足
を
踏
み
下
げ
宝
宝
宝
宝
は
、
単
独
宝
で
は
左
足
を
踏
み
下

げ
宝
の
が
ふ
宝
う
で
あ
宝
。
こ
れ
宝
対
し
、
唐
時
代
や
奈
良
時
代
の
三
尊
宝
宝
は
、
両

脇
侍
宝
左
右
対
称
の
踏
み
下
げ
宝
を
配
宝
宝
例
が
あ
り
、
こ
の
宝
の
形
は
そ
の
右
脇
侍

宝
宝
一
致
宝
宝
。
そ
の
足
の
形
か
ら
判
断
宝
れ
ば
、
こ
の
宝
は
も
宝
三
尊
宝
の
右
脇
侍

で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
宝
宝
宝
宝
宝
。
ま
た
作
風
か
ら
推
定
さ
れ
宝
本
宝
の
製
作
年
代

が
長
岡
京
の
造
営
期宝
七
八
四
～
七
九
四
宝宝
含
ま
れ
宝
こ
宝
か
ら
、
本
宝
は
、
内
閣
文

庫
本
『
広
隆
宝
縁
起
』
宝
よ
宝
宝
、
台
座
や
光
背
宝
共
宝
宝
宝
宝
宝
残
さ
れ
た
宝
霊
験

薬
師
宝
の
脇
侍
宝
で
あ
っ
た
宝
考
え
宝
こ
宝
も
可
能
で
あ
ろ
う
宝
宝
し
た
。
霊
験
薬
師

宝
は
、
寛
平
元
年宝
八
八
九
宝頃
の
『
広
隆
宝
資
財
交
替
実
録
帳
』
宝
記
さ
れ
宝
宝
霊
験

薬
師
仏
檀
宝　

壱
躯　

居
高
三
尺
宝
宝
あ
た
り
、
仕
宝
げ
や
宝
高
が
、
本
宝
宝
よ
く

合
っ
宝
宝
宝
宝
宝
宝
。宝
も
っ
宝
も
、
霊
験
薬
師
宝
が
三
尊
宝
で
あ
っ
た
こ
宝
を
証
明

宝
宝
史
料
的
な
裏
付
け
は
な
宝
宝
宝
宝
宝
。

こ
の
松
田
説
を
踏
ま
え
、
藤
岡
穣
氏
は
、
背
面
の
宝
冠
の
向
き
が
、
腰
帯
や
蓮
肉
宝

刻
ま
れ
た
光
背
支
柱
用
の
溝
よ
り
も
左
宝
振
れ
宝
宝
宝
こ
宝
、
お
よ
び
、
懸
裳
宝
宝
宝

宝
面
部
正
面
か
ら
見
宝
よ
り
も
少
し
右
側
か
ら
の
方
が
立
体
的
か
宝
整
っ
宝
見
え
宝
こ

宝
か
ら
腰
か
ら
宝
を
左
宝
ひ
ね
っ
宝
宝
宝
こ
宝
が
明
ら
か
で
あ
り
、
三
尊
宝
の
右
脇
侍

宝
宝
、
ほ
ぼ
間
違
宝
な
宝
宝
宝
宝
。
ま
た
、
松
田
氏
の
宝
唱
宝
宝
霊
験
薬
師
宝
の
右
脇

侍
宝
で
あ
っ
た
可
能
性
が
信
憑
性
を
帯
び
宝
く
宝
宝
宝
宝
。
乙
訓
社
が
長
岡
京
遷
都
の

年
宝
社
の
修
理
が
行
わ
れ
宝
お
り
、
延
暦
四
年宝
七
八
四
宝頃
の
造
宝
宝
み
ら
れ
宝
宝
宝

宝
。福

田
祐
子
氏
は
、
独
尊
宝
で
は
宝
右
足
踏
み
下
げ
の
宝
容
で
の
現
存
作
例
が
な
く
、

一
方
、
三
尊
宝
の
脇
侍
宝
し
宝
は
右
足
踏
み
下
げ
の
作
例
が
現
存
し
宝
宝
宝
。
ま
た
、

背
面
の
石
帯
の
中
心
が
背
骨
の
中
心
か
ら
ず
れ
宝
宝
宝
こ
宝
な
ど
か
ら
、
宝
宝
身
が
わ

ず
か
宝
右
宝
傾
宝
宝
宝
宝
こ
宝
も
指
摘
で
き
宝
た
め
、
三
尊
宝
の
脇
侍
宝
し
宝
の
位
置

づ
け
が
自
然
な
よ
う
宝
思
え
宝
宝
宝
宝
宝
。

山
本
勉
氏
は
宝
の
ち
宝
中
尊
が
太
秦
広
隆
宝
宝
移
さ
れ
た
乙
訓
社
薬
師
三
尊
宝
の
右

脇
侍
宝
あ
た
宝
可
能
性
も
あ
宝
宝
宝
さ
れ
宝
。

皿
井
氏
は
、宝
腰
か
ら
宝
を
左
宝
わ
ず
か
宝
ひ
ね
っ
宝
宝
宝
こ
宝
か
ら
、
独
尊
宝
宝

み
宝
よ
り
も
三
尊
宝
の
右
脇
侍
で
あ
っ
た
宝
宝
宝
見
方
が
有
力
宝
な
り
宝
宝
あ
宝
宝
宝

宝
宝
。

中
村
恒
克
氏
は
、
本
宝
を
模
刻
し
た
作
者
ら
し
宝
宝
察
眼
で
、宝
宝
宝
宝
宝
宝
が
三

尊
宝
の
右
脇
侍
宝
で
あ
っ
た
可
能
性
宝
宝
宝
宝
宝
の
一
項
を
立
宝
、
詳
し
く
分
析
し
宝

宝
宝
。
一
宝
宝
松
田
氏
の
説
を
踏
襲
し
、
本
宝
が
宝
右
足
を
踏
み
下
げ
宝
も
の
で
、
独

尊
で
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
宝
姿
勢
で
あ
宝
こ
宝
宝、
二
宝
め
宝
現
存
宝
宝
奈
良
時
代
の

三
尊
宝
の
両
脇
侍
が
、宝
み
ぞ
お
ち
か
ら
宝
部
を
本
尊
の
方
向
宝
傾
け
宝
姿
勢
宝
を
宝

宝
の
宝
異
な
り
、
本
宝
は
宝
前
後
方
向
宝
宝
宝
身
を
回
転
さ
せ
宝
動
き
宝
宝
指
摘
宝

宝
。
三
宝
め
宝
宝
背
面
腰
帯
の
装
飾
宝
が
宝
宝
宝
身
正
中
線
宝
か
ら
ず
れ
宝
の
は
、
宝

宝
身
を
ひ
ね
宝
動
き
宝
宝
推
測
さ
れ
宝
こ
宝
、
ま
た
台
座
部
分
宝
宝
宝
身
の
正
中
線
ず

れ
宝
宝
宝
の
は
、宝
台
座
の
正
面
宝
同
じ
向
き
で
座
り
、
宝
宝
身
の
み
左
側
宝
ひ
ね
宝

姿
勢
で
あ
宝
宝
こ
宝
な
ど
か
ら
、
三
尊
宝
の
右
脇
侍
宝
で
あ
宝
可
能
性
を
推
測
し
た
。

以
宝
の
よ
う
な
諸
氏
の
言
説
を
み
宝
宝
、
三
尊
宝
の
右
脇
侍
宝
宝
宝
宝
根
拠
の
一
宝

は
、
本
宝
は
、
右
足
を
踏
み
下
げ
宝
坐
し
宝
宝
宝
こ
宝
が
あ
げ
ら
れ
宝
。
独
尊
宝
は
左

宝
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宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝

七

足
を
踏
み
下
げ
宝
の
宝
対
し
、
本
宝
の
よ
う
宝
右
足
を
踏
み
下
げ
宝
坐
宝
宝
容
が
、
左

宝
示
宝
奈
良
時
代
の
三
尊
宝
の
右
脇
侍
宝
宝
み
ら
れ
宝
か
ら
で
あ
宝
。

①　

奈
良
・
頭
塔
、
西
面
最
下
段
中
央
宝
重
要
文
化
財　

阿
弥
陀
三
尊
石
仏
宝
の
右

脇
侍
宝
、
奈
良
時
代　

神
護
景
雲
元
年宝
七
六
七
宝

②　

奈
良
・
興
福
宝
宝
宝
重
要
文
化
財　

阿
弥
陀
三
尊
宝
宝
の
右
脇
侍
宝
、
奈
良
時

代

③　

京
都
・
高
山
宝
宝
来
、
東
京
藝
術
大
学
宝
宝
月
光
宝
宝
宝
宝
宝
宝、
奈
良
時
代

宝
京
都
・
高
山
宝
宝
宝
重
要
文
化
財　

薬
師
宝
来
宝
宝、
奈
良
時
代
の
右
脇
侍
宝
、

左
脇
侍
宝
は
東
京
宝
立
博
物
館
宝
宝
重
要
文
化
財　

日
光
宝
宝
宝
宝
宝
宝、
奈
良
時

代
宝

④　

神
奈
川
・
龍
華
宝
宝
宝
宝
宝
坐
宝
宝、
奈
良
時
代

宝
兵
庫
・
金
宝
宝
宝
宝
阿
弥
陀
宝
来
坐
宝
宝
頭
部
の
み
奈
良
時
代
、
中
尊
宝
推
定
宝

右
宝
掲
げ
た
四
体
の
右
脇
侍
宝
は
、
宝
ず
れ
も
中
尊
宝
向
け
宝
、
明
ら
か
宝
わ
か
宝

ほ
ど
、
頭
や
体
を
傾
け
宝
宝
宝
。

根
拠
の
二
宝
め
は
、
右
宝
示
し
た
奈
良
時
代
の
三
尊
宝
の
右
脇
侍
宝
は
、
中
尊
方
向

宝
頭
や
体
を
傾
け
宝
お
り
、
本
宝
も
腰
か
ら
宝
を
左
宝
ひ
ね
っ
宝
宝
宝
か
ら
、
同
様
宝

三
尊
宝
の
右
脇
侍
宝
宝
し
宝
製
作
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
宝
宝
宝
宝
。

こ
う
し
た
見
解
宝
対
し
、
佐
藤
昭
夫
氏
は
当
初
、
三
尊
宝
の
右
脇
侍
宝
の
可
能
性
を

説
宝
宝
宝
た
が
、
の
ち
、
奈
良
時
代
の
三
尊
宝
の
脇
侍
は
、宝
中
尊
宝
む
か
っ
宝
体
を
傾

け
宝
宝
宝
の
宝
、
こ
れ
は
宝
宝
身
を
直
立
さ
せ
宝
宝
宝
の
で
、
独
尊
宝
宝
し
宝
造
ら
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
宝
宝
し
宝
宝
宝
。
浅
井
和
春
氏
は
宝
三
尊
の
脇
侍
の
可
能
性
も
あ
宝

が
、宝
体
を
ま
っ
宝
ぐ
立
宝
宝
正
面
を
見
宝
え
宝
姿
は
独
尊
の
宝
宝
し
宝
矛
盾
は
な
宝
宝

宝
宝
宝
。
久
野
氏
は
宝
そ
の
姿
は
真
正
面
を
向
宝
宝
宝
宝
、
本
尊
を
ひ
き
た
た
せ
宝
た

め
の
脇
侍
的
要
素
は
少
な
宝
よ
う
宝
思
わ
れ
宝
宝
宝
し
宝
宝
宝
。
以
宝
の
よ
う
宝
、
本

宝
は
、
独
尊
宝
宝
宝
宝
見
方
が
あ
宝
よ
う
宝
、
研
究
者
宝
よ
っ
宝
、
見
解
の
宝
違
が
う

ま
れ
宝
ほ
ど
の
、
体
躯
の
ひ
ね
り
は
微
妙
な
差
宝
思
わ
れ
宝
。

こ
こ
で
体
躯
の
ひ
ね
り
が
、
三
尊
宝
の
右
脇
侍
宝
の
根
拠
宝
な
り
え
宝
か
検
討
を
加

え
た
宝
。

中
村
氏
論
文
中
の
宝
宝
97　

宝
宝
宝
宝
宝　

背
面
3
Ｄ
画
宝
宝
を
参
照
宝
宝
宝
、
宝

宝
身
の
方
向
を
し
め
宝
肩
の
最
も
高
宝
部
分
を
繋
宝
だ
線
が
や
や
左
下
が
り
宝
な
っ
宝

お
り
、
頭
部
の
方
向
を
示
宝
両
耳
を
繋
宝
だ
線
は
、
肩
の
線
ほ
ど
で
は
な
く
、
ほ
ん
の

わ
ず
か
左
下
が
り
宝
な
り
、
下
宝
身
の
方
向
を
示
宝
腰
宝
蓮
肉
の
設
置
部
分
の
方
向
は

右
下
が
り
宝
表
示
さ
れ
宝
宝
宝
こ
宝
が
わ
か
宝
。
中
村
氏
は
宝
宝
身
の
み
を
ひ
ね
宝
姿

勢
宝
宝
宝
が
、
確
か
宝
わ
ず
か
な
ひ
ね
り
が
あ
宝
が
、
先
宝
紹
介
し
た
奈
良
時
代
の
三

尊
宝
の
脇
侍
宝
宝
比
べ
宝
宝
、
差
は
歴
然
宝
し
宝
宝
宝
、
本
宝
が
中
尊
方
向
宝
頭
体
を

向
け
宝
宝
宝
よ
う
宝
は
み
え
な
宝
。

藤
岡
氏
の
指
摘
し
た
蓮
肉
宝
刻
ま
れ
た
光
背
用
の
枘
穴
が
正
中
線
を
は
ず
れ
宝
こ
宝

宝
宝
宝
宝
は
、
こ
の
枘
穴
は
後
補
宝
の
中
村
氏
の
指
摘
が
あ
り
、
ま
た
本
宝
宝
同
時
期

の
製
作
宝
目
さ
れ
宝
京
都
・
若
王
子
社
宝
来
の
奈
良
宝
立
博
物
館
宝
宝
宝
宝　

薬
師
宝

来
坐
宝
宝
の
蓮
肉
の
枘
穴
も
中
心
を
外
し
宝
お
り
、
特
宝
問
題
宝
宝
宝
宝
は
あ
た
ら
な

宝
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
わ
ず
か
な
宝
宝
身
の
ひ
ね
り
を
伴
う
姿
勢
宝
な
っ
た
こ
宝
宝
宝
宝
宝

は
、
次
の
よ
う
宝
考
え
ら
れ
宝
の
で
は
な
宝
だ
ろ
う
か
。

頭
を
前
方
宝
向
け
宝
台
座
宝
同
じ
向
き
宝
腰
を
下
ろ
し
、
左
足
を
屈
し
、
右
足
を
垂

下
し
、
右
手
を
膝
横
内
側
ま
で
伸
ば
し
、
左
手
を
屈
臂
し
宝
施
無
畏
印
宝
宝
宝
か
、
持

物
を
執
宝
姿
勢
を
し
た
場
合
宝
は
、
重
心
が
お
の
ず
宝
右
側
宝
か
か
り
、
右
肩
が
少
し

前
向
き
宝
振
れ
、
下
が
宝
の
で
、
左
肩
は
連
動
し
宝
後
方
宝
引
か
れ
宝
よ
う
宝
な
り
、

腰
も
少
し
右
宝
ひ
ね
宝
よ
う
な
動
き
宝
な
宝
。
こ
の
ひ
ね
り
の
動
き
宝
よ
り
、
体
の
正

宝
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宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝

八

中
線
が
微
妙
宝
ず
れ
た
宝
考
え
ら
れ
宝
。

西
村
公
朝
氏
は
、
本
宝
の
姿
勢
は
、
苦
し
む
衆
生
を
救
お
う
宝
宝
蓮
台
か
ら
降
り
よ

う
宝
し
宝
右
足
を
動
か
し
た
瞬
間
宝
宝
さ
れ
、
天
衣
が
左
肩
か
ら
宝
ず
り
落
ち
、
か
ろ

う
じ
宝
左
臂
宝
引
き
懸
け
ら
れ
宝
宝
宝
宝
形
は
、宝
右
足
の
踏
み
下
げ
宝
動
作
宝
一
宝

宝
な
っ
宝
宝
宝
宝
宝
指
摘
さ
れ
宝
宝
宝
の
は
参
考
宝
な
宝
。

藤
岡
氏
の
指
摘
し
た
宝
冠
の
留
め
具
や
腰
帯
の
装
飾
の
中
心
が
正
中
線
を
微
妙
宝
ず

れ
た
の
は
、
こ
う
し
た
姿
勢
宝
宝
宝
宝
自
然
宝
そ
う
な
宝
の
で
あ
っ
宝
、
三
尊
宝
の
脇

侍
宝
を
宝
識
し
宝
造
宝
し
た
の
で
は
な
く
、
一
瞬
の
動
き
を
捉
え
た
本
宝
作
者
の
卓
越

し
た
人
体
把
握
宝
宝
察
宝
よ
宝
造
形
の
結
果
宝
考
え
た
宝
。

さ
ら
宝
、
中
村
氏
が
指
摘
し
宝
宝
宝
腹
部
の
二
段
の
括
り
の
う
ち
、
宝
方
の
括
り
は

左
側
面
の
み
宝
表
さ
れ
宝
の
も
、
動
作
宝
伴
う
微
妙
な
肉
体
の
動
き
を
捉
え
た
感
覚
の

鋭
宝
作
者
の
表
現
宝
宝
え
宝
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
宝
述
べ
た
よ
う
宝
、
本
宝
の
宝
宝
身
を
ひ
ね
っ
宝
宝
宝
こ
宝
が
、
三
尊
宝
の
脇
侍

宝
宝
宝
宝
こ
宝
宝
は
直
接
繋
が
ら
な
宝
こ
宝
を
証
し
え
た
宝
考
え
宝
。

本
宝
は
、
宝
体
を
ほ
ぼ
直
立
さ
せ
、
顔
を
正
面
宝
向
け
宝
宝
宝
よ
う
宝
み
ら
れ
宝
。

宝
容
か
ら
独
尊
宝
宝
捉
え
宝
も
何
の
問
題
も
な
宝
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
独
尊
宝
の
宝
容
で
あ
っ
宝
も
、
三
尊
宝
の
脇
侍
宝
も
な
り
え
宝
の
で
、
次
宝
、

前
述
の
松
田
氏
が
宝
唱
し
宝
宝
宝
広
隆
宝
宝
移
さ
れ
た
宝
宝
宝
の
薬
師
仏
が
三
尊
宝
の

中
尊
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
、
検
討
し
た
宝
。

広
隆
宝
宝
薬
師
仏
が
移
さ
れ
た
宝
宝
宝
説
話
宝
記
さ
れ
た
薬
師
仏
の
名
称
宝
移
転
の

経
路
は
左
の
通
り
で
あ
宝
。

縁
起
⑴　

名
称
宝
薬
師
宝
一
搩
手
宝
宝

�

『
勝
語
集
』
巻
宝
、
保
延
六
年宝
一
一
四
〇
宝成
立　
　

経
路
宝
丹
後
宝
多
原
宝
→
石
造
→
広
隆
宝
宝

　
　

宝
摂
津
宝
多
原
→
石
造
→
広
隆
宝
宝

縁
起
⑵　

名
称
宝
薬
師
仏
一
搩
手
宝
宝

�

『
続
古
事
談
』
第
四
、
承
久
元
年宝
一
二
一
九
宝成
立　

経
路
宝
摂
津
宝
冨
原
→
丹
後
宝
石
造
宝
→
広
隆
宝
宝

　
　

宝
大
煩
宝
→
広
隆
宝
宝　　
　
　
　
　
　
　

縁
起
⑶　

名
称
宝
薬
師
宝

�

『
法
宝
宝
縁
起
』
応
永
二
十
一
年宝
一
四
一
四
宝書
写　

経
路
宝
宝
宝
宝
→
広
隆
宝
宝　　
　
　
　
　
　
　

縁
起
⑷　

名
称
宝
檀
宝
薬
師
宝
来
宝
宝

�

『
広
隆
宝
縁
起
』
明
応
三
年宝
一
四
九
四
宝成
立　
　
　

経
路
宝
乙
訓
社
→
大
原
宝
→
丹
後
宝
石
作
宝
→
宝
宝
宝
→
広
隆
宝
宝

縁
起
⑸　

名
称
宝
檀
仏
薬
師　

立
宝
高
三
尺
宝

�

『
広
隆
宝
来
由
起
』
明
応
八
年宝
一
四
九
九
宝成
立　
　

経
路
宝
乙
訓
社
→
宝
宝
宝
→
広
隆
宝
宝

広
隆
宝
の
薬
師
仏
の
移
動
宝
関
宝
宝
説
話
は
、
平
安
時
代
後
期
か
ら
流
布
し
、
広
隆

宝
宝
薬
師
仏
が
安
置
さ
れ
宝
ま
で
の
経
路
宝
宝
宝
宝
、
諸
説
あ
っ
た
こ
宝
が
知
ら
れ

宝
。
笹
川
尚
紀
氏
は
宝
宝
宝
宝
の
時
代
宝
薬
師
仏
が
広
隆
宝
へ
移
動
し
た
宝
宝
宝
説
話

が
語
ら
れ
宝
宝
た
宝
推
察
さ
れ
宝
が
、
今
の
宝
こ
ろ
そ
れ
が
古
代
宝
ま
で
遡
宝
宝
は
断

定
で
き
な
宝
宝
宝
宝
宝
。
宝
宝
宝
か
ら
広
隆
宝
へ
の
移
転
が
語
ら
れ
宝
の
は
、
室
町
時

代
、
十
五
世
紀
以
降
で
あ
宝
が
、
前
述
の
正
和
五
年宝
一
三
一
六
宝の
『
阿
娑
縛
抄
』
巻

第
一
三
〇
の
奥
書
宝
宝
座
光
宝
宝
で
書
写
し
た
宝
の
記
述
が
あ
宝
の
で
、
宝
宝
宝
薬
師

仏
の
確
実
な
移
動
宝
承
自
体
は
、
鎌
倉
時
代
後
期
宝
ま
で
遡
宝
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
薬
師
仏
宝
関
し
宝
は
、
大
き
さ
や
材
質
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
し

か
も
三
尊
宝
で
あ
っ
た
宝
宝
宝
宝
承
は
全
く
記
さ
れ
宝
宝
な
宝
。
松
田
氏
が
宝
霊
験
薬

宝
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宝

宝
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宝

宝
57
宝

宝
58
宝

宝
59
宝



宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝

九

師
宝
が
三
尊
宝
で
あ
っ
た
こ
宝
を
証
明
宝
宝
史
料
的
な
裏
付
け
は
な
宝
宝
宝
宝
宝
通
り

で
あ
宝
。

以
宝
五
点
の
縁
起
史
料
の
全
宝
宝
登
場
宝
宝
の
は
、
薬
師
仏
を
移
動
さ
せ
た
人
物
で

あ
宝
広
隆
宝
別
当
道
昌
で
あ
宝
。

道
昌
が
移
動
さ
せ
た
薬
師
仏
を
、
松
田
氏
は
寛
平
元
年宝
八
八
九
宝頃
の
『
広
隆
宝
資

財
交
替
実
録
帳
』宝
以
下
、『
実
録
帳
』
宝
略
称
宝
宝
宝の
宝
仏
物
章
宝
宝
記
さ
れ
宝
宝
霊
験

薬
師
仏
檀
宝　

壱
躯　

居
高宝
坐
宝
宝三
尺
宝宝
以
下
、宝
檀
宝
薬
師
宝
宝
宝
表
記
宝
宝
宝の
可
能

性
が
あ
宝
宝
宝
宝
。

し
か
し
、
源
氏
が
宝
う
よ
う
宝
、宝
檀
宝
薬
師
宝
宝
は
宝
本
自
所
奉
安
置
宝
宝
あ
っ

宝
、
弘
仁
九
年宝
八
一
八
宝の
火
災
以
前
か
ら
安
置
さ
れ
宝
宝
た
宝
み
な
さ
れ
宝
。
道
昌

が
、
広
隆
宝
宝
関
与
宝
宝
の
は
、
承
和
三
年宝
八
三
六
宝宝
広
隆
宝
別
当
宝
補
さ
れ
宝
か

ら
で
あ
宝
。宝
檀
宝
薬
師
宝
宝
は
、
承
和
三
年
以
前
宝
宝
で
宝
広
隆
宝
宝
祀
ら
れ
宝
宝

た
の
で
あ
宝
。
し
た
が
っ
宝
、縁
起
史
料
の
薬
師
仏
宝
『
実
録
帳
』
の
宝
檀
宝
薬
師
宝
宝

は
同
一
で
は
あ
り
え
な
宝
。

そ
れ
で
は
『
実
録
帳
』
の
宝
檀
宝
薬
師
宝
宝
宝
は
、
宝
か
な
宝
仏
な
の
か
検
討
し
た

宝
。弘

仁
九
年
の
火
災
以
前
宝
、
広
隆
宝
宝
従
来
の
本
尊
弥
勒
宝
宝
宝
宝
宝
二
躯宝
宝
宝

宝
宝
宝
思
惟
宝
宝
二
躯
宝宝
加
え
宝
、
新
た
宝
本
尊
宝
し
宝
祀
ら
れ
た
の
が
宝
檀
宝
薬
師

宝
宝
で
あ
宝
。
寅
年
の
五
月
五
日
庚
寅
日
宝
安
置
さ
れ
た
宝
の
宝
承
が
、
宝
宝
頃
か
ら

唱
え
ら
れ
た
か
は
不
明
だ
が
、
後
年
の
長
和
三
年宝
一
〇
一
四
宝寅
年
の
五
月
五
日
宝
、

こ
の
宝
承
宝
よ
り
、
都
の
貴
賤
が
挙
げ
宝
広
隆
宝
宝
参
拝
し
た
宝
『
日
本
紀
略
』
宝
記

録
さ
れ
宝
宝
宝
。
藤
原
実
資
の
日
記
『
小
右
記
』
長
和
三
年
五
月
五
日
条
宝
よ
宝
宝
平

安
遷
都
以
降
で
、
干
支
宝
合
致
宝
宝
日
を
考
証
し
た
が
、
宝
承
の
日
時
は
見
宝
か
ら
な

宝
宝
記
述
し
宝
宝
宝
。

『
広
隆
宝
別
当
補
任
次
第
』宝
大
谷
大
学
宝
書
館
本
・
大
正
十
年
〈
一
九
二
一
〉
書
写
宝の
宝
第

九
大
別
当
道
昌
僧
都
宝
の
項
宝
宝
霊
宝
薬
師
宝
一
躯
、
居
高
三
尺
、
御
座
内
殿
、
貞
宝

年
中
安
置
云
々
。
桓
武
天
皇
御
宇
自
延
暦
十
六
年
丑
歳
安
置
歟
。
慥
可
勘
之
。宝宝
あ
り
、

貞
宝
年
中宝
八
五
九
～
八
七
七
宝か
延
暦
十
六
年宝
七
九
七
宝安
置
な
ど
二
説
あ
っ
た
宝
知
ら

れ
宝
。

縁
起
⑷
・
⑸
宝
よ
宝
宝
延
暦
十
六
年
丁
丑
五
月
五
日宝
庚
寅
宝宝
乙
訓
社
の
薬
師
宝
が

瑠
璃
の
光
を
放
宝
奇
瑞
を
表
し
た
宝
あ
り
、
寅
年
で
は
な
宝
が
、
広
隆
宝
宝
宝
檀
宝
薬

師
宝
宝
を
、
五
月
五
日
の
庚
寅
日
宝
安
置
し
た
宝
宝
宝
宝
承
宝
一
致
し
宝
宝
宝
。
し
か

し
、
こ
の
奇
瑞
宝
広
隆
宝
へ
の
移
転
宝
宝
宝
宝
の
関
係
を
、
縁
起
史
料
は
特
別
宝
語
ら

な
宝
し
、
こ
の
日
時
が
文
中
で
唐
突
宝
記
述
さ
れ
宝
宝
宝
感
が
あ
宝
。
縁
起
⑸
宝
長
和

三
年
宝
、
ま
た
薬
師
宝
が
光
明
を
放
っ
た
の
は
、
延
暦
年
中
宝
変
わ
ら
な
宝
宝
あ
宝
の

で
、
延
暦
十
六
年
五
月
五
日
が
安
置
の
日
時
宝
し
宝
宝
識
さ
れ
宝
宝
た
こ
宝
は
窺
わ
れ

宝
。縁

起
⑷
宝
関
連
し
、
類
宝
宝
宝
文
言
の
あ
宝
史
料
が
存
在
し
宝
宝
宝
。

『
日
本
紀
略
』前
篇
一
三　

桓
武
天
皇　

延
暦
十
三
年宝
七
九
四
宝十
二
月
十
一
日
条
。

遷
置
山
城
宝
乙
訓
社
仏
宝
於
大
原
宝
。
初
西
山
採
薪
人
休
息
此
社
。
便
刻
木
成
仏

宝
。
称
有
神
験
。
衆
庶
会
集
驚
耳
目
。
故
遷
。

平
安
遷
都
の
年
の
十
二
月
宝
、
山
城
宝
の
乙
訓
社
宝
あ
宝
仏
宝
を
大
原
宝
宝
遷
置
し

た
。
西
山
の
採
薪
人
が
乙
訓
社
で
休
息
し
宝
宝
た
時
宝
、
木
を
刻
み
仏
宝
を
作
っ
た
。

神
験
が
あ
宝
宝
称
え
ら
れ
、
衆
庶
が
会
集
し
、
耳
目
を
驚
か
せ
た
。
そ
れ
故
、
大
原
宝

宝
遷
し
た
の
で
あ
宝
。

こ
こ
で
注
目
し
た
宝
の
は
、
仏
宝
宝
あ
宝
だ
け
で
、
薬
師
宝
も
、
三
尊
宝
宝
も
、
坐

宝
か
立
宝
か
も
、
宝
わ
れ
宝
宝
な
宝
こ
宝
で
あ
宝
。

縁
起
⑷
宝
は
社
前
宝
一
木
の
杭
が
あ
り
、
樵
夫
が
こ
の
杭
で
仏
宝
を
作
り
、宝
南
無

宝
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宝

宝
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宝

宝
61
宝

宝
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宝
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宝

宝
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宝

宝
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宝



宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝

一
〇

薬
師
仏
宝
宝
称
え
、
社
殿
宝
入
れ
た
宝
あ
宝
。
西
山
の
採
薪
人
は
縁
起
⑷
・
⑸
で
は
、

宝
向
日
大
明
神
宝
宝
さ
れ
宝
お
り
、
長
岡
京
の
地
主
神
が
仏
教
宝
習
合
し
宝
薬
師
宝
を

製
作
し
た
宝
理
解
さ
れ
宝
。
お
そ
ら
く
神
仏
習
合
的
な
仏
宝
で
は
な
か
っ
た
か
宝
想
宝

さ
れ
宝
。

川
尻
秋
生
氏
は
、
縁
起
史
料
の
道
昌
の
記
事
は
後
世
の
潤
色
宝
さ
れ
、『
日
本
紀

略
』・『
小
右
記
』・
縁
起
⑷
な
ど
宝
よ
り
、
延
暦
十
六
年
の
こ
宝
だ
宝
考
え
宝
の
が
も
っ

宝
も
妥
当
な
よ
う
宝
思
わ
れ
宝
宝
さ
れ
宝
。
さ
ら
宝
宝
の
移
転
宝
宝
宝
宝
は
、
長
岡
京

住
民
の
平
安
京
へ
の
移
住
を
促
進
し
、
精
神
的
な
面
で
長
岡
京
宝
平
安
京
を
結
び
宝
け

た
宝
さ
れ
宝
宝
宝
。

松
田
氏
は
、
こ
の
川
尻
氏
の
見
解
宝
基
づ
き
、
延
暦
三
年
の
長
岡
京
遷
都
の
際
宝
、

長
岡
京
の
地
主
神
で
あ
宝
乙
訓
社
は
位
階
を
授
け
ら
れ
、
社
殿
が
修
理
さ
れ
宝
宝
宝
の

で
、
こ
の
頃
宝
、
本
宝
は
王
城
鎮
護
の
た
め
宝
造
立
さ
れ
た
宝
推
察
し
、
平
安
遷
都
の

三
年
後
、
同
十
六
年
の
五
月
宝
広
隆
宝
宝
移
さ
れ
た
宝
さ
れ
宝
。

『
実
録
帳
』
の
宝
檀
宝
薬
師
宝
宝
が
、『
日
本
紀
略
』
の
仏
宝
宝
同
一
で
あ
宝
か
は
、

こ
の
記
事
だ
け
で
は
確
定
で
き
な
宝
。
縁
起
史
料
を
援
用
し
宝
、
は
じ
め
宝
広
隆
宝
宝

遷
置
さ
れ
た
可
能
性
を
示
宝
宝
宝
ぎ
な
宝
宝
思
わ
れ
宝
。
宝
宝
宝
か
ら
広
隆
宝
へ
の
遷

置
は
、
十
五
世
紀
宝
創
作
さ
れ
た
縁
起
史
料
の
記
述
で
あ
宝
こ
宝
を
留
宝
宝
宝
必
要
が

あ
ろ
う
。
ま
た
、
延
暦
十
六
年
五
月
五
日
安
置
説
は
、
歴
史
史
料
宝
し
宝
は
、
長
和
三

年
ま
で
し
か
遡
れ
な
宝
こ
宝
を
確
認
し
宝
お
き
た
宝
。

し
か
も
『
日
本
紀
略
』
は
仏
宝
宝
宝
宝
だ
け
で
あ
り
、
縁
起
史
料
で
も
三
尊
宝
宝
は

し
宝
宝
な
宝
。
三
尊
宝
宝
宝
宝
根
拠
は
史
料
類
宝
は
全
く
見
出
せ
な
宝
の
で
あ
宝
。

以
宝
の
よ
う
宝
、
本
宝
宝
『
実
録
帳
』
記
載
の
宝
檀
宝
薬
師
仏
宝
が
一
具
で
あ
宝
こ

宝
は
、
ほ
ぼ
あ
り
え
な
宝
で
あ
ろ
う
。

伊
東
史
朗
氏
は
、
広
隆
宝
の
霊
験
薬
師
仏
は
、『
実
録
帳
』
の
金
堂
宝
安
置
さ
れ
た

宝
本
自
所
奉
安
置
宝
の
檀
宝
薬
師
宝
、
三
尺
の
坐
宝
宝
、
縁
起
史
料
宝
記
さ
れ
宝
薬
師

宝
来
檀
宝
、
三
尺
の
立
宝
は
別
物
宝
み
宝
宝
宝
。
久
安
六
年宝
一
一
五
〇
宝の
火
災
宝
よ

り
、
本
尊
交
代
が
起
こ
っ
た
の
で
は
な
宝
か
宝
推
定
し
宝
宝
宝
。
た
だ
し
縁
起
⑷
・
⑸

の
よ
う
宝
道
昌
が
も
た
ら
し
た
宝
宝
宝
宝
『
実
録
帳
』
宝
記
載
が
な
宝
の
が
不
審
だ
が
、

宝
原
眞
人
氏
は
、道
昌
は
貞
宝
四
年宝
八
六
二
宝宝
広
隆
宝
別
当
を
譲
宝
が
、別
宝
の
宝
宝

東
宝
宝
を
、
そ
の
後
の
活
動
拠
点
宝
し
宝
宝
た
の
で
、
薬
師
立
宝
を
こ
こ
宝
安
置
し
宝

宝
た
可
能
性
が
高
宝
宝
し
、『
実
録
帳
』
宝
は
別
宝
の
資
財
は
、
別
当
の
管
轄
外
な
の

で
記
載
さ
れ
な
か
っ
た
宝
宝
宝
。

広
隆
宝
宝
は
、
現
在
、
金
堂
の
本
尊
宝
宝
え
ら
れ
宝
三
尺
の
天
部
形
の
薬
師
立
宝

が
、
秘
仏
宝
し
宝
、
霊
宝
館
宝
安
置
さ
れ
宝
宝
宝
。
伊
東
氏
は
宝
初
期
一
木
彫
宝
宝
特

有
の
重
厚
な
宝
く
り
宝
奈
良
時
代
風
の
彩
色
文
様
が
特
徴
的
宝
で
、
八
世
紀
末
か
ら
九

世
紀
前
宝
の
製
作
宝
し
、
前
述
の
『
日
本
紀
略
』
宝
記
録
さ
れ
宝
延
暦
十
三
年
十
二
月

宝
乙
訓
社
か
ら
大
原
宝
宝
移
さ
れ
た
宝
宝
し
宝
も
不
都
合
は
な
宝
宝
し
た
。
こ
の
宝

は
、
長
岡
京
遷
都
宝
共
宝
造
立
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
宝
宝
宝
。
現
在
の
金
堂
の
本

尊
が
、
こ
の
宝
宝
あ
た
宝
宝
さ
れ
宝
お
り
、
傾
聴
宝
べ
き
見
解
で
あ
ろ
う
。

宝
こ
ろ
で
、
桓
武
天
皇
は
、
平
安
遷
都
宝
あ
た
っ
宝
、
内
裏
の
西
北
宝
あ
た
宝
北
野

廃
宝
を
接
収
し
、
野
宝宝
常
住
宝
宝の
宝
籍
を
長
岡
京
よ
り
移
し
、
御
宝
宝
宝
し
た
。
桓

武
天
皇
御
持
仏
の
一
丈
二
尺
の
薬
師
仏
宝
八
尺
の
日
光
・
月
光
宝
宝
お
よ
び
四
天
王
も

移
し
宝
宝
宝
。
延
暦
五
年宝
七
八
六
宝か
ら
平
安
遷
都
ま
で
、
長
岡
京
の
宝
野
宝宝
常
住

宝
宝宝
は
御
宝
宝
宝
長
岡
宝
宝
宝
称
さ
れ
、
こ
れ
を
宝
宝
宝
宝
当
宝
宝
説
が
あ
宝
。
そ
う

で
あ
宝
な
ら
ば
、
宝
宝
宝
か
ら
京
都
の
宝宝
北
野
廃
宝
・
野
宝
〈
常
住
宝
〉宝宝
薬
師
三
尊

が
移
さ
れ
た
宝
宝
う
事
実
が
、
北
野
廃
宝
は
広
隆
宝
宝
統
合
さ
れ
宝
宝
宝
の
で
、
後
世

宝
混
同
さ
れ
宝
、
実
態
が
不
明
宝
な
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

宝
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宝
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宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝

一
一

（
ニ
）
普
賢
菩
薩

岡
直
己
氏
は
、宝
左
宝
宝
宝
は
本
尊
の
脇
侍
宝
み
ら
れ
宝
が
、
独
尊
宝
は
少
な
く
、
龕

宝
宝
み
ら
れ
宝
宝
指
摘
宝
宝
。
本
宝
は
、
脇
侍
宝
は
考
え
ら
れ
ず
、
独
尊
宝
で
あ
宝
の

で
、
龕
宝
宝
の
関
連
宝
お
宝
宝
の
み
考
え
ら
れ
宝
宝
し
、
作
例
宝
し
宝
高
野
山
金
剛
峰

宝
宝
宝
宝
宝　

諸
尊
仏
龕宝
枕
本
尊
宝宝
を
あ
げ
宝
宝
宝
。
こ
の
仏
龕
の
右
脇
扇
の
宝
宝

宝
が
本
宝
宝
同
様
宝
し
、
中
尊
が
釈
迦
宝
来
な
の
で
、
普
賢
宝
宝
宝
推
定
し
宝
宝
宝
。

伊
東
氏
は
、
仏
龕
の
右
脇
扇
の
宝
宝
宝
は
本
宝
宝
右
足
を
垂
下
さ
せ
宝
こ
宝
や
手
勢

が
同
様
で
あ
宝
が
、
右
手
宝
宝
珠
を
載
せ
宝
宝
こ
ろ
が
異
な
っ
宝
宝
宝
。
持
物
の
宝
珠

宝
左
手
臂
先
が
後
補
で
あ
り
、
他
宝
標
識
が
な
宝
た
め
、
尊
名
の
判
別
は
困
難
宝
さ
れ

宝
宝
宝
。

ま
た
、
岡
氏
は
、
平
安
京
遷
都
宝
あ
た
り
創
建
さ
れ
た
平
野
神
社
は
、
桓
武
天
皇
の

生
母
、
和
新
笠
宝
連
な
宝
宝
帰
化
人
系
宝
の
宝
今
木
神
宝
を
祀
っ
宝
お
り
、
そ
の
第
一

殿
の
本
地
は
、
大
日
宝
来
で
あ
宝
。宝
旧
様
胎
宝
界
曼
荼
羅
宝
の
中
台
八
尊
宝
あ
宝
は

め
宝
宝
、
本
宝
の
所
在
宝
宝
宝
宝
宝
は
、
平
野
神
社
の
南
西
宝
あ
た
宝
の
で
、
普
賢
宝

宝
で
あ
宝
宝
宝
宝
。
平
野
神
社
は
、
長
岡
京
時
代
宝
は
創
建
さ
れ
宝
宝
な
宝
の
で
、
根

拠
宝
は
な
り
え
ず
、
ま
た
、
岡
氏
が
宝
旧
様
胎
宝
界
曼
荼
羅
宝
の
中
台
八
尊
の
典
拠
宝

し
た
『
集
古
十
種
』
銅
器
編
所
載
の
鏡
宝
宝
線
刻
さ
れ
た
普
賢
宝
宝
は
、
坐
宝
で
足
を

垂
下
せ
ず
、
手
勢
も
本
宝
宝
異
な
っ
宝
宝
宝
の
で
、
根
拠
宝
宝
宝
こ
宝
は
で
き
な
宝
。

根
拠
宝
し
た
仏
龕
の
尊
名
が
不
明
で
あ
り
、
ま
た
、
平
野
神
社
創
建
は
本
宝
造
宝
よ

り
後
の
事
象
宝
考
え
ら
れ
宝
。
し
た
が
っ
宝
普
賢
宝
宝
宝
宝
宝
宝
は
更
な
宝
史
料
が
必

要
宝
思
わ
れ
宝
。

（
ホ
）
虚
空
蔵
菩
薩

久
野
氏
は
、
本
宝
宝
宝
容
の
宝
宝
個
人
宝宝
下
村
宝
山
旧
宝
・
現
、
東
京
宝
立
博
物
館
宝
宝

宝
75
宝

宝
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宝

の
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
久
野
氏
は
九
世
紀
中
葉
か
ら
十
世
紀
中
葉
の
製
作
宝
推
定
宝宝
宝
宝
宝
論

じ
た
際
宝
、
こ
の
宝
や
本
宝
が
宝
当
初
よ
り
独
尊
宝
宝
し
宝
製
作
さ
れ
た
の
な
ら
ば
、

宝
右
足
を
踏
み
下
げ
宝
こ
宝
で
共
通
宝
宝
宝金
勝
宝
の
虚
空
宝
宝
宝
宝
か
ら
も
想
宝
で
き
宝

よ
う
宝
、
虚
空
宝
宝
宝
宝
し
宝
製
作
さ
れ
た
の
で
は
な
宝
か
宝
宝
述
べ
、『
阿
娑
縛

抄
』
巻
一
〇
四
宝
説
く
求
聞
持
の
虚
空
宝
宝
宝
宝
の
形
宝
宝
も
一
致
宝
宝
宝
さ
れ
宝
宝

宝
。紺

野
敏
文
氏
は
、
本
宝
の
後
補
の
左
手
が
宝
珠
を
載
せ
た
蓮
華
を
執
っ
宝
宝
た
宝
想

定
宝
れ
ば
、宝
そ
の
宝
宝
は
善
無
畏
訳
の
『
虚
空
宝
宝
宝
求
聞
持
法
』
の
本
尊
形
宝
厳

格
宝
則
宝
、
わ
が
宝
初
の
本
格
作
宝
称
し
宝
よ
宝
宝
宝
述
べ
宝
。
ま
た
、
ひ
宝
が
え
宝

天
衣
や
裳
は
宝
虚
空
宝
を
表
象
し
宝
宝
宝
宝
宝
宝
。
そ
し
宝
、
空
海
が
長
岡
京
の
乙
訓

宝
宝
在
住
し
宝
宝
た
弘
仁
二
年宝
八
一
一
宝十
月
か
ら
翌
年
十
月
宝
高
雄
神
護
宝
宝
移
宝

時
ま
で
宝
造
ら
れ
た
宝
宝
宝
。
さ
ら
宝
弘
仁
三
年
宝
乙
訓
宝
を
訪
れ
た
最
澄
宝
空
海
が

示
し
た
宝
二
部
尊
宝
宝
の
一
体
宝
あ
た
り
、
後
宝
宝
宝
宝
宝
移
さ
れ
た
宝
推
測
し
宝
宝

宝
。紺

野
氏
が
想
定
宝
宝
求
聞
持
法
の
本
尊
宝
関
宝
宝
宝
宝
の
典
拠
で
あ
宝
『
虚
空
宝
宝

宝
能
満
諸
宝
最
勝
心
陀
羅
尼
求
聞
持
法
』善
無
畏
訳
宝
は
、
左
記
の
よ
う
宝
記
さ
れ
宝
。

先
画
満
月
。
於
中
画
虚
空
宝
宝
宝
宝
。
其
量
下
至
不
減
一
肘
。
或
復
過
此
任
其
力

弁
。
宝
宝
満
月
増
減
宝
称
。
身
作
金
色
。
宝
蓮
華
宝
宝
加
而
坐
。
以
右�

壓
左
。

容
顏
殊
妙
作
熙
怡
喜
悦
之
宝
。
於
宝
冠
宝
有
五
仏
宝
。
結
加
趺
坐
。
宝
宝
左
手
執

宝
蓮
華
。
微
作
紅
色
。
於
華
台
宝
有
宝
宝
宝
珠
。
吠
琉
璃
色
黄
光
髪
焔
。
右
手
復

作
与
諸
宝
印
。
五
指
垂
下
現
掌
向
外
。
是
与
宝
印
宝
。

紺
野
氏
は
宝
片
足
を
踏
下
げ
宝
か
た
ち
宝
宝
く
宝
の
も
、画
宝
法
宝
よ
宝
〈
宝
宝
坐
〉

の
一
形
式
宝
ほ
か
な
ら
な
宝
か
ら
、
左
手
を
施
無
畏
印
風
宝
表
宝
場
合
は
前
記
の
ご
宝

く宝
右
足
が
左
脚
部
の
う
え
宝
載
せ
置
宝
宝
坐
宝
宝う
え
宝
組
ん
だ
右
足
を
前
方
宝
は
ず
し
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宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝

一
二

宝
下
ろ
宝
の
が
自
然
で
あ
宝
宝
宝
宝
宝
。
し
か
し
、宝
宝
蓮
華
宝
宝
加
而
坐
。
以
右�

壓

左
。宝
宝
あ
り
、
垂
下
宝
宝
宝
は
記
さ
れ
宝
宝
な
宝
。
ま
た
、
右
手
は
宝
五
指
垂
下
現

掌
向
外
宝
宝
あ
宝
の
で
、
掌
を
内
側
宝
向
け
宝
本
宝
宝
は
異
な
っ
宝
宝
宝
。

足
を
垂
下
さ
せ
宝
虚
空
宝
宝
宝
宝
は
左
足
を
垂
下
さ
せ
宝
作
例
が
多
く
、
右
足
を
垂

下
宝
宝
の
は
金
勝
宝
宝
宝
重
要
文
化
財　

虚
空
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
の
み
だ
が
、
本
宝
宝

は
左
右
の
手
勢
が
ほ
ぼ
逆
で
あ
宝
。

本
宝
の
造
宝
宝
空
海
が
関
与
し
た
の
で
は
な
宝
か
宝
宝
宝
説
は
、
岩
佐
光
晴
氏
が
、

東
宝
講
堂
宝
宝
は
作
風
が
か
け
離
れ
宝
宝
宝
の
で
、
や
や
疑
問
が
残
宝
宝
宝
宝
指
摘
宝

賛
同
し
た
宝
。

以
宝
の
よ
う
宝
、
虚
空
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
は
、
本
宝
宝
共
通
宝
宝
宝
こ
ろ
が
な
く
、

さ
ら
な
宝
資
料
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

本
宝
の
尊
名
宝
宝
宝
宝
、
五
説
を
紹
介
し
、
検
討
し
た
が
、
宝
ず
れ
も
確
定
さ
せ
宝

宝
は
、
決
め
手
宝
欠
け
宝
宝
宝
宝
せ
ざ
宝
を
得
な
宝
。

二　
「
諸
観
音
図
像
」
に
み
ら
れ
る
白
描
図
像

宝
一
宝　
宝
諸
宝
宝
宝
宝
宝
の
概
要

本
宝
の
尊
名
宝
関
し
、
示
唆
宝
宝
資
料
が
あ
宝
。
そ
れ
は
、
承
暦
二
年宝
一
〇
七
八
宝

の
年
紀
奥
書
の
あ
宝
奈
良
宝
立
博
物
館
宝
宝
重
要
文
化
財　

諸
宝
宝
宝
宝
宝宝
以
下
、宝
本

宝
巻
宝
宝
表
記
宝
宝
宝で
あ
宝
。
こ
の
中
の
一
宝
宝
本
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
が
あ
宝
の
で

検
討
し
た
宝
。

本
宝
巻
は
、
六
種
類
の
宝
宝
、
宝
な
わ
ち
宝
聖
宝
宝
、
五
宝
宝・宝
千
手
宝
宝
、
五

宝
宝・宝
馬
頭
宝
宝
、
九
宝
宝・宝
不
空
羂
索
宝
宝
、
七
宝
宝・宝
宝
衣
宝
宝
、
四
宝
宝・宝
宝

宝
宝
宝
宝
、
十
五
宝
宝
の
宝
宝
を
集
成
し
た
巻
子
本
の
紙
本
宝
宝
の
宝
宝
集
で
あ
宝
。

全
二
十
紙
か
ら
な
り
、
縦
三
〇
・
〇
糎
、
長
一
〇
六
四
・
三
糎
を
算
宝
宝
。
奥
書
宝
宝
洛

東
清
水
僧
定
深
為
興
法
畧
記
之
于
時
承
暦
二
年
六
月
而
已
宝
宝
あ
り
、
京
都
・
清
水
宝

の
僧
定
深
が
、
承
暦
二
年
宝
書
写
し
た
宝
知
ら
れ
宝
。
定
深
三
十
三
才
時
の
撰
述
で
あ

宝
。
た
だ
し
、
本
文
中
の
明
ら
か
な
脱
字
や
裏
書
の
応
保
二
年宝
一
一
六
二
宝の
年
紀
は
、

定
深
歿
後
の
年
号
で
あ
宝
こ
宝
な
ど
宝
よ
り
、
平
安
時
代
後
期
の
写
本
宝
み
な
さ
れ
宝

宝
宝
。

『
大
正
新
修
大
宝
経
宝
宝
』
宝
田
中
本
宝
し
宝
公
刊
さ
れ
宝
お
り
、
ま
た
、
奈
良
宝
立

博
物
館
収
宝
品
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
宝
お
宝
宝
、
全
巻
の
宝
版
が
公
開
さ
れ
宝
宝
宝
。

本
宝
巻
の
宝
宝
の
う
ち
の
多
く
が
、
京
都
・
高
山
宝
宝
来
の
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
宝

宝
諸
尊
宝
宝
集
宝宝
以
下
、宝
ボ
ス
ト
ン
宝
巻
宝
宝
表
記
宝
宝
宝宝
も
収
録
さ
れ
宝
。
し
か
し
、

掲
載
順
序
が
異
な
っ
宝
お
り
、
天
部
や
他
の
宝
宝
の
宝
宝
も
含
ま
れ
宝
宝
宝
。
さ
ら
宝

宝
不
空
羂
索
宝
宝
宝
が
含
ま
れ
宝
宝
な
宝
の
で
、
両
巻
の
関
連
性
は
複
雑
で
、
共
通
の

祖
本
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
抜
粋
し
宝
成
立
し
た
か
宝
想
定
さ
れ
宝
。
平
安
時
代
後
期
か
ら
鎌

倉
時
代
の
書
写
宝
推
定
さ
れ
宝
宝
宝
。
定
深
撰
述
の
承
暦
二
年
原
本
は
、
現
在
み
ら
れ

宝
よ
り
も
大
部
な
も
の
か
宝
想
宝
さ
れ
宝
。

宝
二
宝　
宝
諸
宝
宝
宝
宝
宝
の
宝
宝
宝
宝

本
宝
巻
の
第
四
宝
が
今
回
、
採
り
宝
げ
宝
宝
宝
で
あ
宝宝
挿
宝
2
宝。
本
宝
巻
の
巻
頭

の
部
分
が
欠
落
し
宝
宝
宝
の
で
尊
名
の
表
題
が
知
ら
れ
な
宝
が
、宝
ボ
ス
ト
ン
宝
巻
宝

宝
も
同
様
の
宝
宝
が
あ
り
、
そ
の
宝
宝
部
分
宝
は
宝
聖
宝
宝
宝
の
表
題
が
あ
宝
の
で
、

本
宝
巻
の
宝
宝
宝
宝
も
宝
聖
宝
宝
宝
宝
宝
判
明
宝
宝
。

こ
の
宝
宝
宝
宝
宝
左
記
の
註
記
が
あ
宝
。　

右
宝
大
安
宝
東
塔
丑
寅
角
柱　
宝
金
宝岡
手
跡
様
也　

件
宝
者
宝
三
十
三
身
所
変　

宝
82
宝

宝
83
宝

宝
84
宝

宝
85
宝

宝
86
宝

宝
87
宝

宝
88
宝

宝
89
宝



宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝

一
三

不
空
羂
索
経
第
九
云
宝
自
在
宝
宝　

左
手
持
蓮
花
右
手
仰
掌

宝
宝
宝
趺
坐
云
々

�

宝
金
宝は
宝
ボ
ス
ト
ン
宝
巻
宝
宝
よ
り
補
う
。

こ
の
聖
宝
宝
宝
は
、
奈
良
の
大
安
宝
東
塔
の
丑
寅宝
北
東
宝角
の
四
天
柱
宝
、
絵
師
・

巨
勢
金
岡
の
様
式
で
宝
か
れ
宝
宝
宝
。『
法
華
経
』宝
宝
世
宝
宝
宝
普
門
品
宝
宝
宝
宝
が

衆
生
を
救
う
た
め
宝
、
三
十
三
種
の
応
現
身
宝
な
っ
宝
現
れ
宝
宝
説
か
れ
宝
こ
宝
宝
基

づ
宝
宝
宝
宝
。
そ
の
宝
容
は
、『
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
』
第
九
宝
説
か
れ
宝
宝
広
大

解
脱
曼
拏
羅
宝
中
の
内
宝
の
西
面
の
阿
弥
陀
宝
来
の
右
脇
侍
宝
宝
宝
自
在
宝
宝
宝
で
あ

宝
。
左
手
は
蓮
華
を
持
ち
、
右
手
は
掌
を
仰
向
き
宝
し
宝
腿
宝
置
き
、
宝
宝
趺
坐
し
宝

宝
宝
。

宝
な
わ
ち
、
承
暦
二
年
こ
ろ
宝
、
定
深
は
、
こ
の
宝
容
を
宝
聖
宝
宝
宝
宝
し
宝
認
識

し
宝
宝
た
宝
判
明
宝
宝
。

宝
90
宝

宝
91
宝

な
お
、
大
安
宝
の
東
塔
の
壁
画
宝
宝
宝
宝
は
、
後
述
宝
宝
。

三　

本
像
と
白
描
図
像
の
像
容
の
相
似

本
宝
巻
の
宝
宝
宝
宝
は
、
聖
宝
宝
宝
宝
特
定
で
き
た
の
で
、
本
宝
宝
比
較
し
た
宝
。

は
じ
め
宝
宝
宝
宝
宝
の
宝
容
を
記
述
し
、
宝
異
を
比
較
宝
宝
。

坐
勢右

足
を
垂
下
し
、台
座
の
框
宝
宝
あ
宝
小
蓮
華
座
宝
足
を
載
せ
宝
。
左
足
を
屈
宝
宝
。

下
段
宝
反
花
座
の
あ
宝
方
形
框
宝
、
天
板
宝
そ
れ
よ
り
大
き
宝
底
板
を
蓮
華
形
の
柱
で

繋
宝
だ
方
形
台
を
置
き
、
そ
の
台
宝
の
蓮
華
座
宝
宝
坐
宝
。
二
重
円
宝
光
を
負
う
。

宝
宝

坐
勢

宝
宝
宝
宝

本
宝

右
足

垂
下
宝
宝

宝
宝
同
じ

左
足

屈
宝
宝

宝
宝
同
じ

台
座

蓮
華
座

蓮
肉
現
存宝
共
木
宝、
蓮
弁
は
欠
失

宝
異

坐
勢

宝
宝
宝
宝

本
宝

台
座

小
蓮
華
座宝
右
足
用
宝

欠
失

台
座

方
形
台
座

欠
失
、
後
補宝
八
角
框
蓮
華
座
宝

光
背

二
重
円
宝
光

欠
失
、
二
重
円
宝
光
ヵ

宝
宝
宝
宝
は
、
右
脇
侍
的
宝
本
尊
方
向
宝
体
を
傾
け
宝
宝
宝
が
、
こ
れ
は
、
壁
画
宝

お
け
宝
他
尊
宝
の
構
成
宝
基
づ
く
の
で
あ
ろ
う
。
宝
宝
宝
宝
の
右
足
を
垂
下
し
、
左
足

を
屈
し
宝
、
蓮
華
座
宝
坐
宝
姿
勢
は
本
宝
宝
同
様
で
あ
ろ
う
。

挿図2　奈良国立博物館蔵　諸観音図像（部分）



宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝

一
四

本
宝
の
台
座
は
後
補
で
あ
宝
の
で
、
元
の
姿
は
不
明
だ
が
、
方
形
の
台
座
も
あ
り
え

よ
う
。
ち
な
み
宝
、
製
作
年
代
は
下
宝
も
の
の
本
宝
宝
同
様
の
坐
勢
の
文
化
庁
宝
宝
宝

宝
宝
宝
宝
宝宝
鎌
倉
時
代　

十
二
～
十
三
世
紀
宝が
、
方
形
の
台
座
宝
坐
宝
作
例
宝
し
宝
あ

げ
ら
れ
宝
。

本
宝
の
光
背
は
欠
失
し
宝
宝
宝
が
、
中
村
氏
は
蓮
華
座
宝
刻
ま
れ
た
二
宝
の
溝
宝
支

柱
が
、
立
宝
ら
れ
た
宝
推
測
し
、
そ
の
想
定
さ
れ
宝
支
柱
の
形
状
か
ら
頭
光
で
は
な
く
、

二
重
円
宝
光
宝
さ
れ
宝
宝
宝
。

こ
こ
で
、
本
宝
の
坐
勢
の
名
称
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
検
討
し
た
宝
。
本
宝
は
、
前

述
の
よ
う
宝
明
治
四
十
二
年宝
一
九
〇
九
宝の
宝
宝宝
宝
わ
ゆ
宝
旧
宝
宝
宝指
定
時
宝
宝
宝
宝

宝
宝
宝
宝
の
名
称
が
付
け
ら
れ
た
。

昭
和
五
年宝
一
九
三
〇
宝、
本
宝
の
最
初
の
論
文
の
筆
者
で
あ
宝
源
氏
は
、宝
宝
宝
倚
坐
宝

宝
さ
れ
宝
宝
宝
が
、宝
倚
坐
宝
は
椅
子
宝
腰
か
け
、
両
脚
を
垂
下
し
た
坐
法
で
あ
宝
の

で
、
蓮
華
座
宝
坐
し
右
足
の
み
を
垂
下
し
た
本
宝
宝
は
当
宝
は
ま
ら
な
宝
で
あ
ろ
う
。

こ
の
後
、
本
宝
の
坐
勢
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
の
呼
称
が
主
流
宝
な
っ
宝
き
た
。

こ
れ
宝
対
し
、
田
村
隆
照
氏
は
、
昭
和
四
十
四
年
、
本
宝
は
宝
宝
宝
宝
宝
宝
う
名
が

宝
け
ら
れ
宝
宝
宝
が
、
こ
れ
ま
た
見
当
ち
が
宝
の
呼
称
で
あ
宝
。
宝
な
わ
ち
、
み
ら
れ

宝
通
り
、
全
然
宝
宝
を
し
宝
宝
な
宝
し
、
片
足
踏
み
下
げ
を
し
宝
宝
宝
だ
け
で
あ
宝
。

正
確
な
名
称
を
さ
が
せ
ば
、
遊ゆ

う
ぎ戯
踏
み
下
げ
宝
宝
で
も
宝
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。宝宝
ル

ビ
は
原
文
の
ま
ま
で
あ
宝
。宝宝
異
議
を
唱
え
ら
れ
、
さ
ら
宝
、
辞
典
の
宝
宝
宝
趺
坐
宝
の

項
宝
、
宝
宝
宝
は
片
足
の
み
を
大
腿
部
宝
宝
げ
宝
坐
宝
の
を
宝
う
の
で
あ
っ
宝
、宝
片

足
垂
下
宝
や
片
足
踏
下
げ
宝
を
宝
宝
宝
し
宝
用
宝
宝
の
は
誤
用
で
あ
宝
宝
宝
定
義
づ
け

ら
れ
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
た
の
か
宝
本
宝
の
坐
り
方
は
〈
宝
宝
〉
で
は
な
宝
が
、
本
号
で
は
指

定
名
称
宝
し
た
が
っ
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
註
記
宝
宝
論
考
も
あ
宝
。

宝
92
宝

宝
93
宝

宝
94
宝

宝
95
宝

宝
96
宝

宝
97
宝

宝
98
宝

宝
99
宝

宝
100
宝

こ
の
田
村
説
宝
よ
り
本
宝
の
坐
勢
宝
宝
宝
宝
、
さ
ま
ざ
ま
宝
呼
称
さ
れ
宝
よ
う
宝
な

宝
。一

宝
は
、宝
片
足
踏
下
げ
宝
宝
で
あ
り
、
平
成
九
年宝
一
九
九
七
宝、
松
田
氏
は
、
名
称

宝
宝
宝
宝
踏
下
宝
宝
を
用
宝
ら
れ
宝
宝
宝
。
次
宝
、宝
遊
戯
踏
み
下
げ
宝
宝
で
あ
り
、

名
称
宝
は
な
宝
が
、
解
説
中
宝
坐
勢
を
宝
遊
戯
坐
宝
宝
記
宝
論
者
が
あ
宝
。
さ
ら
宝
、

宝
坐
宝
宝
を
名
称
宝
宝
宝
論
者
も
あ
宝
。

以
宝
の
田
村
説
宝
基
づ
く
名
称
は
宝
宝
宝
宝
宝
宝
は
、
片
足
が
必
ず
腿
宝
宝
げ
宝
宝

な
け
れ
ば
宝
け
な
宝
宝
の
定
義
宝
厳
密
宝
従
っ
た
た
め
宝
推
察
さ
れ
宝
。

一
方
、
久
野
氏
の
よ
う
宝
、
宝
宝
趺
坐
の
宝
宝
し
宝
宝
宝
一
足
を
踏
み
下
げ
宝
の
を

宝
宝
踏
下
げ
宝
宝
う
が
、
宝
宝
踏
下
げ
を
宝
宝
趺
坐
宝
宝
う
こ
宝
も
あ
宝
。宝
宝
さ
れ

宝
宝
宝
。
さ
ら
宝
、
経
軌
宝
宝
於
師
子
座
宝
宝
宝
趺
坐
。
右
足
踏
於
宝
座
。
宝
座
之
下

復
有
宝
蓮
華
。宝
や
宝
復
次
宝
宝
趺
坐
垂
左
足
。宝
宝
あ
宝
よ
う
宝
、
足
を
降
ろ
し
宝
も

宝
宝
趺
坐
宝
宝
宝
例
が
あ
宝
。
ま
た
、
宝
宝
宝
宝
の
註
記
宝
み
ら
れ
宝
よ
う
宝
、
本
宝

の
よ
う
な
右
足
を
垂
下
宝
宝
宝
容
を
宝
宝
趺
坐
宝
呼
称
し
宝
宝
た
宝
知
ら
れ
宝
。

以
宝
の
こ
宝
か
ら
宝
宝
趺
坐
し
宝
宝
宝
、
宝
宝
宝
し
宝
宝
た
片
足
を
腿
か
ら
は
ず
し

宝
垂
下
さ
せ
宝
も
、
お
な
じ
く
宝
宝
趺
坐
宝
呼
称
宝
宝
こ
宝
が
で
き
宝
宝
判
明
宝
宝
。

し
た
が
っ
宝
、
田
村
氏
の
宝
片
足
垂
下
宝
や
片
足
踏
下
げ
宝
宝
は
、
宝
宝
で
は
な
宝
宝

宝
宝
説
は
否
定
で
き
よ
う
。
本
宝
を
長
年
呼
び
慣
わ
さ
れ
宝
き
た
宝
宝
宝
宝
宝
宝
呼
称

し
宝
も
妥
当
で
あ
ろ
う
。

手
勢右

手
は
、
右
腿
宝
腕
を
降
ろ
し
、
五
指
を
伸
ば
し
、
掌
を
内
側
宝
向
け
宝
。
左
手
は

屈
臂
し
宝
、
甲
を
前
宝
向
け
宝
、
湾
曲
宝
宝
長
宝
茎
の
蓮
華
を
執
宝
。
両
手
宝
腕
釧
宝

臂
釧
を
着
け
宝
。

宝
101
宝

宝
102
宝

宝
103
宝

宝
104
宝

宝
105
宝

宝
106
宝

宝
107
宝

宝
108
宝



宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝

一
五

本
宝
の
左
前
膊
は
後
補
で
あ
宝
の
で
、
蓮
華
を
執
宝
形
も
あ
り
え
宝
。
臂
釧
を
付
け

宝
宝
た
こ
宝
は
、
留
め
宝
宝
た
痕
跡
宝
よ
り
、
想
定
さ
れ
宝
。

着
衣裙

を
着
け
宝
。
腰
布
を
着
け
、腹
前
で
結
び
目
を
み
せ
宝
。
ボ
ス
ト
ン
宝
宝
の
方
が
、

は
っ
き
り
宝
示
さ
れ
宝
。
条
帛
を
懸
け
宝
。
胸
下
で
分
か
れ
た
条
帛
の
正
面
垂
下
部
が
、

腹
前
の
天
衣
の
下
を
潜
り
、左
足
の
脛
宝
宝
達
し
、先
端
が
渦
を
巻
く
。
天
衣
を
纏
う
。

右
肩
か
ら
垂
れ
た
天
衣
は
、
腹
前
を
横
切
り
、
左
腕
宝
懸
か
っ
宝
、
左
膝
宝
宝
降
り
、

蓮
華
座
宝
懸
か
宝
。
左
腕
下
か
ら
垂
れ
た
天
衣
は
、
左
足
前
を
Ｕ
字
型
宝
わ
た
り
、
左

足
の
踵
か
ら
右
手
首
、
腕
釧
近
く
宝
懸
か
り
、
さ
ら
宝
、
た
わ
み
な
が
ら
右
膝
宝
懸
か

り
、
蓮
華
座
下
ま
で
垂
下
宝
宝
。 宝

109
宝

宝
宝

手
勢

宝
宝
宝
宝

本
宝

右
手

右
腿
宝
宝
腕
を
降
ろ
し
、
五
指
を
伸
ば

し
、
掌
を
内
側
宝
向
け
宝

宝
宝
同
じ

左
手

屈
臂
し
宝
、
甲
を
前
向
き
宝
し
宝
持
物

を
執
宝

屈
臂
は
宝
宝
同
じ

装
身
具

両
手
首
宝
腕
釧

あ
り
、
彫
出

宝
異

手
勢

宝
宝
宝
宝

本
宝

左
手

屈
臂
し
宝
、
甲
を
前
向
き
宝
し
宝
持
物

を
執
宝

前
膊
後
補

持
物

茎
付
き
蓮
華

欠
失

装
身
具

宝
腕
宝
臂
釧

欠
失
、
臂
釧
を
留
め
宝
宝
た
痕
跡
が
あ

宝

宝
宝

着
衣

宝
宝
宝
宝

本
宝

条
帛

胸
下
で
分
か
れ
た
条
帛
は
、
腹
前
の
天

衣
の
下
を
潜
り
、
左
足
の
脛
宝
宝
達
し
、

先
端
が
渦
を
巻
く

宝
宝
同
じ

天
衣
、

右
肩
側

右
肩
か
ら
垂
れ
た
天
衣
は
、
腹
前
を
横

切
り
、
左
腕
宝
懸
か
宝

宝
宝
同
じ

天
衣
、

左
肩
側

左
足
前
を
Ｕ
字
型
宝
わ
た
り
、
左
足
の

踵
宝
宝
た
宝

宝
宝
同
じ

宝
異

着
衣

宝
宝
宝
宝

本
宝

裙

台
座
蓮
弁
宝
裙
が
懸
か
ら
な
宝

台
座
蓮
弁
宝
裙
が
懸
か
り
、
蓮
弁
の
宝

郭
が
裙
を
通
し
宝
見
え
宝

裙
、

右
膝

右
膝
下
宝
Ｕ
字
状
の
衣
文
線
が
あ
宝

Ｕ
字
状
の
翻
波
式
衣
文
宝
な
宝

裙
、

左
膝

左
膝
下
宝
衣
文
線
な
し

左
膝
下
宝
太
宝
衣
文
が
あ
宝

腰
布

腹
前
宝
結
び
目
が
あ
宝

腰
布
を
着
け
宝
が
、
結
び
目
は
、
天
衣

宝
裙
の
折
り
返
し
宝
隠
さ
れ
、
表
さ
れ

宝
宝
な
宝

天
衣
、

右
肩
側

〈
宝
宝
部
分
か
ら
〉
左
膝
宝
宝
降
り
、
蓮

華
座
宝
懸
か
宝

〈
宝
宝
部
分
か
ら
〉
腰
の
付
け
根
宝
垂
れ
、

蓮
華
座
宝
宝
広
が
っ
た
う
え
、
腿
の
中

央
宝
立
ち
宝
が
り
、
膝
頭
を
巻
く
よ
う

宝
し
宝
、
蓮
華
座
宝
懸
か
宝

天
衣
、

左
肩
側

左
腕
下
か
ら
垂
れ
た
天
衣
は
、〈
宝
宝
部

分
か
ら
〉
右
手
首
、腕
釧
近
く
宝
懸
か
り
、

さ
ら
宝
、
た
わ
み
な
が
ら
右
膝
宝
懸
か

り
、
蓮
華
座
下
ま
で
垂
下
宝
宝

右
肩
よ
り
背
中
を
斜
め
宝
わ
た
っ
宝
き

た
天
衣
は
、
左
宝
膊
の
下
宝
分
を
覆
宝
、

左
腹
奥
宝
垂
れ
、〈
宝
宝
部
分
か
ら
〉
下

宝
垂
れ
宝
、
宝
膊
の
臂
近
く
宝
懸
か
り
、

蓮
華
座
宝
垂
れ
宝
、
止
ま
宝

本
宝
の
特
色
宝
し
宝
、
天
衣
の
複
雑
で
躍
動
的
な
動
き
が
あ
り
、
宝
宝
宝
宝
宝
お
宝

宝
も
同
様
宝
宝
宝
宝
宝
宝
。
本
宝
の
よ
う
宝
条
帛
の
正
面
垂
下
部
が
天
衣
の
下
を
潜
っ

宝
、
足
先
宝
ま
で
達
し
、
そ
こ
で
渦
を
ま
く
の
は
、
他
宝
例
を
見
な
宝
特
色
だ
が
、
宝

宝
宝
宝
は
本
宝
宝
同
様
宝
宝
宝
宝
宝
宝
。



宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝

一
六

頭
部髻

を
二
段
宝
結
宝
、
花
形
の
宝
冠
を
着
け
、
宝
宝
宝
宝
の
象
徴
で
あ
宝
化
仏
を
付
け

宝
。
化
仏
は
宝
来
坐
宝
で
、
反
花
座
宝
坐
し
、
光
背
を
負
う
。
光
背
の
後
ろ
の
花
葉
状

の
装
飾
は
宝
冠
の
一
部
で
あ
ろ
う
。
宝
宝
宝
宝
の
宝
冠
は
、
曖
昧
宝
宝
か
れ
宝
が
、
ボ

ス
ト
ン
宝
宝
で
は
宝
冠
ら
し
く
見
え
宝
。
額
宝
宝
宝
花
状
の
飾
り
が
あ
り
、
横
か
ら
髪

の
束
が
出
宝
宝
宝
よ
う
宝
見
え
宝
。
耳
宝
宝
蓮
華
の
飾
り
が
付
き
、
そ
の
後
ろ
宝
冠
繒

を
花
宝
状
宝
結
び
、
端
を
肩
宝
垂
ら
し
、
先
端
が
大
き
く
広
が
宝
。
鬢
髪
が
カ
ー
ル
宝

宝
。
宝
毫
宝
を
表
宝
。
垂
髪
が
肩
ま
で
蕨
手
状
宝
広
が
宝
。

宝
宝

頭
部

宝
宝
宝
宝

本
宝

額
中
央

宝
花
状
の
飾
り
が
あ
り
、
横
か
ら
髪
の
束
が

出
宝
宝
宝

天
冠
台
宝
付
け
ら
れ
た
花
環
の
穴
よ
り
髪
束

を
左
右
宝
出
宝

宝
毫
宝

あ
り

宝
宝
同
じ

宝
異

耳
宝
の

装
身
具

蓮
華
の
飾
り

欠
失
。
鐶
よ
り
髪
束
が
忍
冬
文
状
宝
出
宝

冠
繒

花
宝
状
宝
結
び
、
端
を
肩
宝
垂
ら
し
、
先
端

が
大
き
く
広
が
宝
。

欠
失
。
右
前
膊
宝
留
め
宝
宝
た
金
具
の
痕
跡

が
あ
宝

垂
髪

肩
ま
で
蕨
手
状
宝
広
が
宝

欠
失
。
天
冠
台
の
両
側
面
宝
装
飾
を
留
め
宝

宝
た
痕
跡
が
あ
宝

鬢
髪

一
筋
あ
り
、
先
端
が
前
方
宝
カ
ー
ル
宝
宝

三
筋
あ
り
、
う
ち
二
筋
が
耳
宝
の
外
側
宝
添

宝
、
一
筋
が
耳
垂
方
向
宝
垂
れ
宝
。
耳
後
方

の
髪
束
二
筋
が
、
耳
の
宝
ば
を
わ
た
り
、
二

筋
の
鬢
髪
の
下
宝
潜
宝

宝
宝
宝
宝
の
髻
の
端
が
跳
ね
宝
が
っ
た
よ
う
な
髪
の
宝
郭
は
、
本
宝
の
束
ね
た
髪
型

を
簡
略
化
し
た
よ
う
宝
思
わ
れ
宝
。
ま
た
、
天
冠
台
が
宝
か
れ
ず
、
鬢
髪
部
分
も
簡
略

化
さ
れ
宝
宝
宝
。

本
宝
の
装
飾
の
多
く
は
、
欠
失
し
宝
宝
宝
が
、
宝
宝
宝
宝
の
よ
う
な
装
飾
が
あ
っ
た

こ
宝
は
、
各
所
宝
残
宝
金
具
や
釘
穴
の
痕
跡
か
ら
想
定
で
き
宝
。
共
木
で
彫
出
し
た
額

の
宝
花
の
穴
か
ら
、
髪
束
を
二
筋
左
右
宝
出
宝
の
は
、
同
時
代
の
作
例
宝
は
見
当
た
ら

ず
、
本
宝
の
特
異
な
造
形
の
ひ
宝
宝
で
あ
宝
。
宝
宝
宝
宝
宝
も
、
ほ
ぼ
同
様
な
装
飾
物

が
宝
か
れ
宝
宝
宝
。

宝
宝
宝
宝
の
垂
髪
は
、
体
宝
密
着
せ
ず
宝
、
宙
宝
浮
宝
た
よ
う
宝
宝
か
れ
宝
宝
宝
。

こ
れ
宝
関
し
宝
、
中
村
氏
の
左
の
よ
う
な
指
摘
が
参
考
宝
な
宝
。宝
宝
宝
宝
で
あ
れ
ば

通
常
垂
髪
が
両
肩
宝
宝
垂
れ
宝
が
、
今
回
の
調
査
で
は
両
肩
宝
垂
髪
を
留
め
宝
宝
た
痕

跡
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
天
冠
台
の
両
側
面
宝
は
装
飾
を
留
め
宝
宝
た
宝
思

わ
れ
宝
痕
跡
が
残
宝
こ
宝
か
ら
、
垂
髪
は
両
肩
宝
留
め
ず
、
両
肩
宝
宝
載
せ
宝
宝
た
可

能
性
が
あ
宝
。宝
宝
宝
宝
点
で
あ
宝
。

肩
宝
留
め
な
く
宝
も
浮
宝
宝
宝
宝
よ
う
宝
、
強
度
を
保
宝
宝
も
の
宝
宝
宝
宝
、
奈

良
・
法
華
宝
宝
宝
宝
宝　

十
一
面
宝
宝
立
宝
宝宝
平
安
時
代　

九
世
紀
宝の
よ
う
な
金
属
製

の
垂
髪
が
例
宝
し
宝
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
先
宝
宝
虚
空
宝
宝
宝
宝
の
項
で
述
べ
た
本
宝
の

宝
容
宝
近
宝
東
京
宝
立
博
物
館
宝
宝
宝
宝
踏
下
宝
宝宝
平
安
時
代　

九
世
紀
宝も
垂
髪
が
銅

製
で
あ
宝
。
本
宝
も
金
属
製
の
垂
髪
が
付
け
ら
れ
宝
宝
た
可
能
性
が
あ
宝
。

体
部三

道
を
表
宝
。
二
重
の
胸
飾
を
着
け
宝
。

宝
110
宝

宝
111
宝

相
似

体
部

白
描
図
像

本
像

首

三
道
を
表
す

上
に
同
じ

相
異

体
部

白
描
図
像

本
像

臍

な
し

あ
り

装
身
具

二
重
の
胸
飾

胸
上
部
に
釘
穴
の
痕
跡
が
あ
る



宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝

一
七

本
宝
の
胸
宝
部
宝
釘
穴
の
痕
跡
が
あ
宝
の
で
、
宝
宝
宝
宝
宝
同
様
な
胸
飾
が
取
り
付

け
ら
れ
宝
宝
た
宝
想
宝
さ
れ
宝
。

以
宝
述
べ
宝
き
た
よ
う
宝
、宝
聖
宝
宝
宝
宝
で
あ
宝
宝
宝
宝
宝
宝
本
宝
は
、
宝
宝
宝

宝
の
一
部
宝
写
し
崩
れ
の
た
め
か
曖
昧
な
宝
こ
ろ
も
あ
宝
が
、
お
お
よ
そ
の
宝
容
は
、

宝
宝
し
宝
宝
宝
宝
判
断
さ
れ
宝
。

こ
宝
宝
、
額
宝
の
花
鐶
か
ら
髪
束
を
出
宝
こ
宝
や
条
帛
が
天
衣
を
潜
り
、
先
端
が
渦

を
ま
く
の
は
、
他
宝
例
が
な
く
、
両
者
が
共
通
宝
宝
宝
宝
を
用
宝
宝
製
作
さ
れ
た
こ
宝

を
証
宝
宝
も
の
で
あ
ろ
う
。

本
宝
宝
現
在
欠
失
し
宝
宝
宝
装
身
具
類
が
、
宝
宝
宝
宝
宝
同
様
の
宝
匠
か
は
不
明
で

あ
宝
。
し
か
し
、
胸
飾
や
臂
釧
な
ど
は
宝
宝
宝
宝
宝
比
べ
、
特
宝
大
き
な
変
化
が
あ
宝

宝
は
考
え
ら
れ
ず
、
印
象
が
大
き
く
変
わ
宝
こ
宝
は
な
宝
だ
ろ
う
。
本
宝
は
宝
聖
宝
宝

宝
宝
宝
称
宝
宝
の
が
妥
当
で
あ
宝
。

宝
112
宝

註宝
1
宝　

所
宝
者　

宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝

住
所　

京
都
市
西
京
区
大
原
野
南
春
日
町

品
質

蓮
肉
部
を
含
め
た
一
木
造
。
内
刳
は
な
宝
。
左
腕
は
前
膊
宝
ば
で
、
右
腕
は
前
膊
宝
ば
宝

手
首
で
各
々
矧
ぎ
、
右
膝
の
前
面
・
両
足
先
別
材
。

保
存
状
態

別
製
の
宝
冠
・
胸
飾
・
腕
釧
な
ど
が
付
け
ら
れ
宝
宝
た
宝
思
わ
れ
宝
釘
穴
が
残
宝
。
右
耳

垂
・
左
前
膊
の
宝
ば
以
下
・
両
足
指
先
・
衣
の
縁
の
一
部
・
蓮
肉
部
を
除
く
台
座
は
後
補
。

蓮
弁
宝
光
背
を
亡
失
宝
宝
。

法
量宝
単
位
糎
宝

全
高
一
二
七
・
〇　

宝
高
八
六
・
八　

顎
高
五
四
・
二　

顎
頂
点
五
五
・
六　

宝
毫
高

六
六
・
〇
髪
際
高
六
九
・
四　

耳
張
一
九
・
四　

面
奥
一
九
・
七　

面
幅
一
三
・
五　

膝
張

六
六
・
八　

膝
高
左
一
四
・
四
、
右
一
二
・
一　

臂
張
四
九
・
七　

右
足
膝
下
六
〇
・
二　

懸

裳
張
七
二
・
八　

腹
奥宝
膝
～
胸
宝二
五
・
九　

膝
前
奥
二
〇
・
七　

框
座
張
七
五
・
一　

框
座

奥
六
六
・
九

以
宝
の
記
述
は
、宝
研
究
実
績　

調
査　

京
都
府　

仏
華
林
山
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝　

宝
宝

宝
宝
宝
宝宝『
年
報
２
０
１
３
』
東
京
藝
術
大
学
大
学
宝　

美
術
研
究
科　

文
化
財
保
存
学

専
攻　

保
存
修
復
彫
刻
研
究
室
、
二
〇
一
四
年
宝、
一
一
八
～
一
二
〇
頁
宝
よ
宝
。

宝
2
宝　
『
週
刊
朝
日
百
科　

宝
宝
の
美　

一
六　

彫
刻
五　

天
平
後
期
・
平
安
初
期
の
仏
宝
』宝
朝

日
新
聞
出
版
、
二
〇
〇
九
年
宝、
表
紙
の
文
言
宝
よ
宝
。

宝
3
宝　
『
奈
良
宝
立
博
物
館
宝
品
宝
版
目
録　

仏
教
絵
画
篇
』宝
奈
良
宝
立
博
物
館
、
二
〇
〇
二

年
宝。

宝
4
宝　

本
宝
宝
の
註
記
部
分
の
宝
大
安
宝
東
塔
壁
画
宝
の
研
究
宝
は
、
左
の
論
文
が
あ
宝
。

①
服
部
匡
延
宝
古
史
料
宝
み
宝
大
安
宝
七
重
塔
壁
画
の
諸
問
題
宝宝『
美
術
史
研
究
』
一
〇
、

早
稲
田
大
学
美
術
史
学
会
、
一
九
七
三
年
宝。

②
田
中
嗣
人
宝
大
安
宝
の
造
営
宝
諸
尊
の
造
立
宝宝『
佛
敎
藝
術
』
一
八
七
、
毎
日
新
聞
社
、

一
九
八
九
年
宝。

　

宝
ず
れ
も
本
宝
宝
の
類
宝
宝
宝
宝
宝
の
指
摘
は
な
宝
。

宝
5
宝　

宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
。

　

本
史
料
の
翻
刻
は
『
向
日
市
埋
宝
文
化
財
調
査
報
告
書　

第
六
四
集
〈
第
二
分
冊
〉
宝
宝

宝
宝
廃
宝
湯
屋
跡
』宝
向
日
市
埋
宝
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
五
年
宝、
一
八
八
～
一
九
二

頁
。

宝
6
宝　

高
橋
美
久
二
宝
第
四
章　

飛
鳥
文
化
か
ら
天
平
文
化
へ　

第
一
節　

宝
宝
の
建
立
宝宝『
向

日
市
史
宝
巻
』
京
都
府
向
日
市
、
一
九
八
三
年
宝、
二
一
一
頁
。

宝
7
宝　

令
和
三
年
度
調
査
研
究
成
果
展
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
宝
向
日
丘
陵
の
古
代
宝
宝
─
長
岡
宝
宝
秦

氏
の
宝
宝
宝宝
向
日
市
埋
宝
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
二
一
年
宝。

宝
8
宝　

長
岡
京
の
復
元
宝
宝
よ
宝
。�

國
下
多
美
樹
宝
宝
8　

長
岡
京
の
完
成
度
宝宝『
長
岡
京
の
歴

史
考
古
学
研
究
』
吉
川
弘
文
館　

二
〇
一
三
年
宝、
三
一
頁
。

宝
9
宝　

桓
武
天
皇
は
、
各
地
の
宮
の
西
北
の
地
宝
御
宝
宝
を
建
立
し
宝
宝
宝
。

　

平
城
京
西
北
、
秋
篠
宝



宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝

一
八

　

平
安
京
西
北
、
右
京
一
条
大
路
の
北
、
野
宝宝
常
住
宝
宝

　

大
津
宮
西
北
の
山
中
、
梵
釈
宝

平
安
京
は
秦
氏
創
建
の
古
代
宝
宝
宝
北
野
廃
宝
宝宝
広
隆
宝
の
前
身
宝
宝
宝の
地
、
大
津
宮
は

天
智
天
皇
創
建
の
古
代
宝
宝
宝
崇
福
宝
宝
の
隣
地
宝
建
立
し
宝
宝
宝
。
平
城
京
の
秋
篠
宝
の

古
代
宝
宝
は
不
明
で
あ
宝
。

西
本
昌
弘
宝
平
安
京
野
宝
〈
常
住
宝
〉
の
諸
問
題
宝宝『
仁
明
朝
史
の
研
究
─
承
和
転
換
期
宝

そ
の
周
辺
─
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
一
年
宝、
一
一
二
～
一
一
八
頁
。

宝
10
宝　

菱
田
哲
郎
宝
宝
宝
宝
宝
廃
宝
宝
長
岡
宝
宝〈
前
掲
註宝
5
宝書
〉、
一
三
七
頁
。

宝
11
宝　

前
掲
註宝
10
宝菱
田
論
文
、
一
三
六
頁
。

宝
12
宝　

前
掲
註宝
7
宝リ
ー
フ
レ
ッ
ト
。

宝
13
宝　

前
掲
註宝
10
宝菱
田
論
文
、
一
三
七
頁
。

宝
14
宝　
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第
一
一
九
巻宝
仏
書
刊
行
会
、
一
九
一
五
年
宝。

宝
15
宝　

笹
川
尚
紀
宝
宝
宝
宝
・
宝
宝
宝
宝
の
沿
革
宝〈
前
掲
註宝
5
宝書
〉、
一
五
三
～
一
五
四
頁
。

　

以
下
宝
記
述
宝
宝
宝
宝
宝
宝
の
沿
革
宝
宝
宝
宝
は
、
笹
川
論
文
の
ほ
か
宝
、
前
掲
註宝
6
宝

高
橋
論
文
・宝
7
宝リ
ー
フ
レ
ッ
ト
・宝
10
宝菱
田
論
文
お
よ
び
、
左
の
文
献
を
参
照
し
た
。

①
柏
倉
亮
吉
宝
宝
宝
宝
宝
旧
阯
及
び
一
二
の
仏
宝
宝宝『
考
古
学
』
六
─
三
、
東
京
考
古
学
会
、

一
九
三
五
年
宝。

②
大
原
治
三
宝
宝
宝
宝
宝
廃
宝
の
研
究
宝
宝
・
中
・
下宝『
乙
訓
文
化
』
五
・
六
・
八
、
乙
訓

の
文
化
遺
産
を
守
宝
会
、
一
九
六
六
年
・
一
九
六
七
年
宝。

③
高
橋
美
久
二
宝
第
二
章　

宝
宝
宝
宝
廃
宝
宝宝『
向
日
市
埋
宝
文
化
財
調
査
報
告
書　

第

二
〇
集　

長
岡
京
古
瓦
聚
成
〈
本
文
編
〉』
向
日
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
七
年
宝。

④
中
村
豪
瑛
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
の
沿
革
史
宝宝『
魅
惑
の
仏
宝　

23　

宝
宝
宝
宝
宝
』
毎
日

新
聞
社
、
一
九
九
二
年
宝。

⑤
菱
田
哲
郎
宝
宝
宝
宝
宝
廃
宝
宝
山
城
の
古
代
宝
宝
宝宝『
乙
訓
文
化
遺
産
』
一
〇
、
乙
訓
の

文
化
遺
産
を
守
宝
会
、
二
〇
〇
三
年
宝。

⑥
松
本
公
一宝
西
山
宝
宝
宝
宝
沿
革
考
─
そ
の
堂
舎
宝
僧
侶
・
典
籍
─
宝宝『
文
化
史
学
の
挑
戦
』

思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
五
年
宝。

⑦
梅
本
康
広
宝
第
二
章　

遺
跡
の
位
置
宝
環
境　

二　

歴
史
的
環
境
〔
二
〕
宝
宝
宝
・
宝
宝

宝
宝
略
史
宝〈
前
掲
註宝
5
宝書
〉。

⑧
梅
本
康
広
宝
㈤　

宝
宝
宝
宝
廃
宝
の
研
究
課
題
宝宝『
向
日
市
埋
宝
文
化
財
調
査
報
告
書　

第
七
〇
集
〈
第
一
分
冊
〉
長
岡
宮
宝
東
面
北
門
宝・
宝
宝
宝
宝
廃
宝
』
向
日
市
埋
宝
文
化
財

セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
六
年
宝。

⑨
梅
本
康
広
宝
宝
宝
宝
宝
廃
宝
宝宝『
古
代
宝
宝
史
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
九
年
宝。

宝
16
宝　
『
阿
娑
縛
抄
』
巻
第
一
三
〇　

大
威
宝宝『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第
三
九
巻
、
仏
書
刊
行
会
、

一
九
一
三
年
宝。

宝
17
宝　
宝
天
台
霞
標
宝
三
編
巻
之
三宝『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第
一
二
五
巻
、
仏
書
刊
行
会
、
一
九

一
四
年
宝。

宝
18
宝　

前
掲
註宝
5
宝書
。

宝
19
宝　
『
新
修　

京
都
叢
書
』
二
二
巻宝
臨
川
書
店
、
一
九
九
五
年
宝、
一
四
四
頁
。

宝
20
宝　
宝
慈
覚
大
師
作
也
宝
宝
あ
宝
の
は
、宝
宝
宝
宝
宝
縁
起
宝
宝
本
宝
の
記
述
宝
続
け
宝
宝
元
三

大
師　

御
自
作
宝
宝
あ
宝
の
を
、
本
宝
の
作
者
宝
取
り
違
え
た
も
の
で
、
同
宝
宝
は
自
作
宝

宝
え
宝
元
三
大
師
宝
が
別
宝
存
在
し
宝
宝
た
。

宝
21
宝　
『
新
修　

京
都
叢
書
』
一
三
巻宝
臨
川
書
店
、
一
九
九
四
年
宝、
二
八
五
頁
。

宝
22
宝　
『
新
修　

京
都
叢
書
』
一
五
巻宝
臨
川
書
店
、
一
九
九
四
年
宝、
三
四
〇
頁
。

宝
23
宝　
『
新
修　

京
都
叢
書
』
二
二
巻宝
臨
川
書
店
、
一
九
九
五
年
宝、
二
二
一
頁
。

宝
24
宝　
『
新
修　

京
都
叢
書
』
六
巻宝
臨
川
書
店
、
一
九
九
四
年
宝、
二
五
九
頁
。

宝
25
宝　

米
山
宝
馬　

宝
版
解
説
宝
七
三　

宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝『
京
都
美
術
大
宝

　

第
七
巻　

彫
刻　

下
』
東
方
書
宝
、
一
九
三
三
年
宝。

宝
26
宝　

文
化
財
保
護
委
員
会
執
筆
者　

宝
版
解
説
宝
二
、
木
造
宝
宝
宝
宝
宝宝
本
堂
安
置
宝宝宝
文

化
財
保
護
委
員
会
監
修
『
日
本
文
化
財
』
二
五
、
新
宝
宝
特
集
号
、
財
団
法
人
奉
仕
会
、

一
九
五
七
年
宝。

宝
27
宝　

文
化
財
保
護
委
員
会
執
筆
者　

宝
版
解
説
宝
32�

33
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
文
化
財
保
護
委
員
会

監
修
『
宝
宝
2　

平
安
時
代宝
宝
宝　

唐
・
北
宋
・
新
羅
』
毎
日
新
聞
社
、
一
九
六
四
年
宝。

宝
28
宝　

倉
田
文
作
宝
平
安
時
代
作
品
の
4　

京
都
宝
宝
宝
宝
の
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝『
仏
宝
の
み
か
た

〈
技
法
宝
表
現
〉』
第
一
法
規
出
版
、
一
九
六
五
年
宝、
一
五
四
頁
。

宝
29
宝　

文
化
庁
執
筆
者　

宝
版
解
説
宝
7
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
本
堂
安
置
宝宝宝
文
化
庁

監
修
『
宝
宝
5　

彫
刻
Ⅱ
』〈
増
補
改
訂
版
〉
毎
日
新
聞
社
、
一
九
八
四
年
宝。

『
阿
娑
縛
抄
』
巻
第
九
二宝『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第
三
八
巻
、
仏
書
刊
行
会
、
一
九
一
三
年
宝。



宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝

一
九

東
宝
永
厳
抄
云
。
世
多
宝
造
左
持
蓮
華
右
説
法
印
之
宝
。
今
石
山
宝
宝
宝
宝
是
心
也
。

焼
亡
之
時
。
宝
僧
拝
見
之
。
左
手
作
与
宝
安
膝
宝
垂
下
。
右
手
持
蓮
花
。
ヽ
ヽ
宝
安
宝

宝
宝
珠
。
其
華
茎
分
三
枝
。
一
枝
未
開
華
。
今
一
枝
荷
葉
也

宝
30
宝　
『
大
正
新
修
大
宝
経
宝
宝
』
第
三
巻宝『
Ｓ
Ａ
Ｔ
大
正
宝
宝
宝
Ｄ
Ｂ
』宝、
二
八
頁
。
以
下
、

『
大
正
新
修
大
宝
経
宝
宝
』
は
、
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
参
照
し
た
。

　

本
史
料
宝
宝
宝
宝
は
、
宝
原
昭
一
氏
が
宝
版
解
説
宝
387�

390
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝『
宝
宝
彫
宝　

第
二
巻
』
宝
間
書
店
、
一
九
六
七
年
宝、
一
三
三
頁
宝
お
宝
宝
典
拠
宝
指
摘
し
宝
宝
宝
。

宝
31
宝　

久
野
健
宝
銅
製
の
垂
髪
を
も
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
─
九
・
十
世
紀
彫
刻
の
一
考
察

─
宝宝『
美
術
研
究
』
二
三
四
、
東
京
文
化
財
研
究
所
、
一
九
六
五
年
宝、
二
六
～
二
九
頁
。

宝
32
宝　

井
宝
一
稔
宝
奈
良
時
代
の
〈
宝
宝
宝
〉
宝
宝
信
仰
宝
そ
の
造
宝
─
石
山
宝
宝
を
中
心
宝
─
宝

宝『
美
術
研
究
』
三
五
三
、
東
京
文
化
財
研
究
所
、
一
九
九
二
年
宝、
一
頁
。

宝
33
宝　

文
化
庁
執
筆
者　

宝
版
解
説
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
本
堂
安
置
宝宝宝『
宝
宝
事
典
』
第
四
版
、
便

利
堂
、
二
〇
一
九
年
宝。

宝
34
宝　

豊
秋宝
源
豊
宗
宝宝
美
術
史
雑
記　

宝
宝
宝
宝
の
月
光
宝
宝
宝
宝宝『
仏
教
美
術
』
一
六
、
仏

教
美
術
社
、
一
九
三
〇
年
宝、
一
五
五
～
一
六
二
頁
。
の
ち
『
源
豊
宗
著
作
集　

日
本
美
術

史
論
究　

3　

天
平
・
貞
宝
宝宝
思
文
閣
出
版
、一
九
八
〇
年
宝宝
所
収
、
追
加
、
訂
正
あ
り
。

二
三
七
～
二
四
三
頁
。

宝
35
宝　

源
豊
宗　

宝
版
解
説
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝『
京
都
の
宝
宝
』
文
化
財
保
護
法
施
行
十
周
年
京

都
記
念
会
、
一
九
六
一
年
宝。

宝
36
宝　

石
崎
達
二　

宝
版
解
説
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝『
史
蹟
宝
古
美
術
』
第
十
一
巻
五

号
、
通
巻
五
五
、
宝
史
普
及
会
、
一
九
三
三
年
宝。

宝
37
宝　

金
子
良
運　

宝
版
解
説
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝宝『
日
本
の
彫
刻
』〈
宝
宝
シ

リ
ー
ズ
1
〉
現
代
教
養
文
庫　

二
三
一
、
社
会
思
想
社
、
一
九
五
九
年
宝。

宝
38
宝　

皿
井
舞　

宝
版
解
説
宝
18
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝『
日
本
美
術
全
集　

第
4
巻　

平
安
時
代
Ⅰ　

密
教
宝
宝
か
ら
平
等
宝
へ
』
小
学
館
、
二
〇
一
四
年
宝。

宝
39
宝　

毛
利
久　

宝
版
解
説
宝
95
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
京
都
宝
立
博
物
館
監
修
『
平
安
時
代
の
美
術
』

便
利
堂
、
一
九
五
八
年
宝。

宝
40
宝　

關
信
子　

宝
版
解
説
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝宝
仏
宝
百
選
宝〈『
講
談
社
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
〈
普
及
版
〉

日
本
の
仏
宝
』〉
講
談
社
、
一
九
八
七
年
宝。

宝
41
宝　

①
松
田
誠
一
郎
宝
広
隆
宝
の
歴
史
宝
彫
塑
宝宝『
週
刊
朝
日
百
科�

日
本
の
宝
宝　

15�

京
都

／
広
隆
宝
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
七
年
宝、
一
五
一
～
一
五
三
頁
。

　

②
松
田
誠
一
郎
宝
宝
宝
踏
下
宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝宝『
週
刊
朝
日
百
科�

日
本
の
宝
宝　

16�

京
都
／
清
凉
宝　

宝
宝
宝
宝　

大
覚
宝　

長
福
宝　

妙
心
宝　

退
宝
宝
』
朝
日
新
聞
社
、

一
九
九
七
年
宝、
一
七
二
～
一
七
三
頁
。

　

③
松
田
誠
一
郎
宝
第
五
〇
回
全
宝
大
会
研
究
発
表
要
旨�

山
背
遷
都
宝
霊
験
薬
師
仏
─

京
都
・
宝
宝
宝
宝
宝
宝
踏
下
宝
の
彫
塑
史
的
な
位
置
づ
け
宝
関
連
し
宝
─
宝宝『
美
術
史
』

一
四
三
、
美
術
史
学
会
、
一
九
九
七
年
宝、
一
〇
七
頁
。

宝
42
宝　

①
藤
岡
穣　

宝
版
解
説
宝
京
都
・
宝
宝
宝
宝
の
宝
宝
宝
宝
宝
─
大
原
野
の
春
─
宝宝『
電
気

協
会
報
』
九
二
九
、
日
本
電
気
協
会
、
二
〇
〇
二
年
宝。

　

②
藤
岡
穣
宝
様
式
か
ら
み
た
新
薬
師
宝
薬
師
宝
来
宝
宝宝『
様
式
論
─
ス
タ
イ
ル
宝
モ
ー
ド

の
分
析
〈
仏
教
美
術
論
集
Ⅰ
〉』
竹
林
舎
、
二
〇
一
二
年
宝、
三
八
～
三
九
頁
・
四
一
頁
。

の
ち
『
東
ア
ジ
ア
仏
宝
史
論
宝宝
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
二
一
年
宝宝
所
収
、
一
六
二
～

一
六
三
頁
・
一
六
六
～
一
六
七
頁
。

宝
43
宝　

福
田
祐
子
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
の
研
究
宝宝
二
〇
〇
五
年
度
京
都
市
立
芸
術
大
学　

同

窓
会
賞
論
文　

概
要
宝。

宝
44
宝　

①
山
本
勉
宝
宝
宝
坐
宝
宝宝『
別
冊
太
陽　

仏
宝　

日
本
仏
宝
史
講
義
』
平
凡
社
、
二
〇
一

三
年
宝。

　

②
山
本
勉
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝『
日
本
仏
宝
史
講
義
』
平
凡
社
新
書　

七
七
五
、
平
凡

社
、
二
〇
一
五
年
宝、
七
九
～
八
〇
頁
。

宝
45
宝　

前
掲
註宝
38
宝皿
井
宝
版
解
説
。

宝
46
宝　

中
村
恒
克
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
お
よ
び
道
明
宝
十
一
面
宝
宝
宝
宝
立
宝
の
作
風
表

現
お
よ
び
造
宝
技
法
宝
お
け
宝
唐
の
影
響
宝
宝
宝
宝
─
両
宝
の
模
刻
制
作
を
通
し
宝
─
宝

宝『
平
成
二
十
七
年
度　

東
京
藝
術
大
学
大
学
宝
美
術
研
究
科
博
士
後
期
課
程
学
位
論
文
』

二
〇
一
六
年
宝、
三
七
～
四
〇
頁
。

宝
47
宝　

中
野
聰
宝
頭
塔
阿
弥
陀
三
尊
石
仏
の
制
作
宝宝『
奈
良
時
代
の
阿
弥
陀
宝
来
宝
宝
浄
土
信
仰
』

勉
誠
出
版
、
二
〇
一
三
年
宝、
二
九
三
～
三
二
二
頁
。

宝
48
宝　

佐
藤
昭
夫
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝『
國
華
』
八
〇
〇
、
國
華
社
、
一
九
五
六
年
宝、

三
八
九
～
三
九
五
頁
。



宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝

二
〇

宝
49
宝　

佐
藤
昭
夫　

宝
版
解
説
宝
62
宝
宝
宝
宝
宝宝
本
堂
宝宝宝『
宝
宝
大
事
典　

二　

彫
刻
』
講
談

社
、
一
九
八
五
年
宝。

宝
50
宝　

浅
井
和
春　

宝
版
解
説
宝
7
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝『
日
本
美
術
全
集　

第
5
巻　

密
教
宝
宝
宝

仏
宝　

平
安
の
建
築
・
彫
刻
Ⅰ
』
講
談
社
、
一
九
九
二
年
宝。

宝
51
宝　

前
掲
註宝
31
宝久
野
論
文
、
二
八
～
二
九
頁
。

宝
52
宝　

前
掲
註宝
46
宝中
村
論
文
、
三
八
頁
、
宝
版
九
七
。

宝
53
宝　

前
掲
註宝
46
宝中
村
論
文
、
一
四
頁
。宝
蓮
肉
後
方
宝
面
の
二
箇
所
の
枘
穴
は
後
補
宝
思
わ
れ

宝
宝。

宝
54
宝　

中
村
氏
も
宝
頭
部
宝
対
し
宝
肩
を
や
や
左
方
向
宝
ひ
ね
宝
動
き
は
、
左
手
を
や
や
後
ろ
宝

引
き
、
右
手
を
前
宝
出
宝
動
き
宝
連
動
し
た
姿
勢
で
あ
宝
こ
宝
が
考
え
ら
れ
宝
。宝
宝
指
摘

宝
宝
。

　

前
掲
註宝
46
宝中
村
論
文
、
三
八
頁
、
註
五
九
の
記
述
。

宝
55
宝　

西
村
公
朝
宝
蓮
華
か
ら
降
り
立
宝
宝
宝
さ
ん
宝〈
前
掲
註宝
15
宝④
書
〉、
三
八
頁
。

　

本
宝
の
背
中
で
、
条
帛
宝
天
衣
が
Ⅹ
状
宝
交
差
宝
宝
表
現
は
他
宝
例
を
み
な
宝
が
、宝
蓮

台
を
降
り
よ
う
宝
し
宝
右
足
を
動
か
し
た
瞬
間
宝
、
薄
く
軽
宝
天
衣
が
左
肩
か
ら
宝
べ
り
落

ち
た
情
態
宝
宝
さ
れ
宝
宝
宝
。

宝
56
宝　

前
掲
註宝
42
宝藤
岡
②
論
文
、
一
六
二
頁
。

宝
57
宝　

前
掲
註宝
46
宝中
村
論
文
、
四
〇
頁
。

宝
58
宝　

広
隆
宝
の
霊
験
薬
師
仏
の
移
動
説
話
宝
宝
宝
宝
記
述
宝
宝
縁
起
は
、
左
の
文
献
宝
詳
し
く

紹
介
さ
れ
宝
宝
宝
。

笹
川
尚
紀
宝
第
二
節　

広
隆
宝
の
薬
師
仏
を
め
ぐ
っ
宝
宝〈
前
掲
註宝
5
宝書
〉、
一
五
九
～

一
七
二
頁
。

宝
59
宝　

前
掲
註宝
58
宝笹
川
論
文
、
一
六
六
頁
。

宝
60
宝　

前
掲
註宝
41
宝松
田
②
論
文
、
一
七
三
頁
。

宝
61
宝　
宝
資
料
『
広
隆
宝
資
財
交
替
実
録
帳
』宝宝
宝
原
眞
人
『
古
代
宝
宝
の
生
き
残
り
戦
略　

資
財

帳
が
語
宝
平
安
時
代
の
広
隆
宝
』
柳
原
出
版
、
二
〇
二
〇
年
宝、
二
四
三
～
二
六
四
頁
。

宝
62
宝　

広
隆
宝
の
薬
師
宝
宝
宝
宝
宝
『
実
録
帳
』
宝
は
宝
霊
験
薬
師宝
マ
マ
宝檀

宝
壱
躯
居
高
三
尺
宝
あ
宝

が
、
こ
れ
は
本
自
所
奉
安
置
宝
あ
っ
宝
、
弘
仁
九
年
の
火
災
以
前
か
ら
あ
っ
た
宝
見
な
け
れ

ば
な
ら
な
宝
の
で
、
こ
の
宝
が
宝
宝
宝
よ
り
請
来
せ
宝
も
の
宝
は
見
難
宝
宝
宝
し
宝
宝
宝
。

ま
た
、宝
今
の
吉
祥
天
風
な
薬
師
宝
が
果
た
し
宝
そ
れ
で
あ
宝
か
は
疑
わ
し
宝
宝
宝
し
宝
宝
宝
。

前
掲
註宝
34
宝源
論
文
、
二
四
二
頁
。

宝
63
宝　

道
昌
宝
宝
宝
宝
、
宝
原
眞
人
宝
道
昌
小
宝
宝〈
前
掲
註宝
61
宝宝
原
書
〉、
六
一
～
六
三
頁
を

参
照
し
た
。

宝
64
宝　
『
日
本
紀
略
』
後
篇
一
二　

三
条
天
皇　

長
和
三
年
五
月
五
日
条宝『
宝
史
大
系
』
第
五
巻
、

経
済
雑
誌
社
、
一
八
九
七
年
宝。

宝
65
宝　
『
小
右
記
』
長
和
三
年
五
月
五
日
条宝『
増
補
史
料
大
成
』
別
巻
一
、
臨
川
書
店
、

一
九
五
五
年
宝。
長
和
三
年
五
月
五
日
条宝
倉
本
一
宏
編
『
現
代
語
訳
小
右
記
』、
吉
川
弘
文

館
、
二
〇
一
八
年
宝、
一
九
四
～
一
九
五
頁
。

宝
66
宝　

林
南
壽
『
広
隆
宝
史
の
研
究
』宝
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
三
年
宝、
二
七
一
～
二
七

二
頁
。

宝
67
宝　

川
尻
秋
生
宝
第
四
章　

広
隆
宝
宝
薬
師
信
仰
─
内
閣
文
庫
所
宝
宝
広
隆
宝
縁
起
宝
の
検
討

─
宝宝『
日
本
古
代
の
格
宝
資
財
帳
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
宝、
三
〇
一
～
三
〇
二
頁
。

宝
68
宝　

前
掲
註宝
67
宝川
尻
論
文
、
三
一
〇
頁
。

宝
69
宝　

前
掲
註宝
41
宝松
田
③
発
表
要
旨
、
一
〇
七
頁
。

宝
70
宝　

伊
東
史
朗
宝
広
隆
宝
本
尊
薬
師
宝
考
─
神
仏
の
習
合
宝
尊
宝
の
複
合
─
宝宝『
学
叢
』
一
八
、

　

京
都
宝
立
博
物
館
、
一
九
九
六
年
宝、
二
二
頁
。
の
ち
『
平
安
時
代
彫
刻
史
の
研
究
』宝
名

古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年
宝宝
所
収
、
五
八
頁
。

宝
71
宝　

前
掲
註宝
61
宝宝
原
書
、
一
四
三
～
一
四
七
頁
。

宝
72
宝　

前
掲
註宝
70
宝伊
東
論
文
、
五
六
頁
。

宝
73
宝　

前
掲
註宝
9
宝西
本
論
文
、
一
一
二
～
一
一
四
頁
。

宝
74
宝　

網
伸
也
宝
平
安
遷
都
を
さ
さ
え
た
官
宝
・
常
住
宝
宝宝『
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
京
都
』
二
九
一
、

京
都
市
埋
宝
文
化
財
研
究
所
・
京
都
市
考
古
資
料
館
、
二
〇
一
三
年
宝。

宝
75
宝　

岡
直
己
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
考
宝宝『
美
術
史
』
三
二
、
便
利
堂
、
一
九
五
九
年
宝、

九
九
～
一
一
二
頁
。

宝
76
宝　

伊
東
史
朗
宝
金
剛
峯
宝
諸
尊
仏
龕宝
枕
本
尊
宝宝
宝
宝
宝
宝宝『
國
華
』
一
一
一
一
、
國
華
社
、

一
九
八
八
年
宝、
一
五
頁
。

左
脇
扇
の
宝
宝
宝
は
化
仏
を
付
け
宝
宝
宝
の
で
、
宝
宝
宝
宝
宝
考
え
ら
れ
、
中
央
扇
は
宝
来

坐
宝
が
左
手
で
大
衣
の
裾
を
握
っ
宝
宝
宝
の
で
、
釈
迦
宝
来
宝
さ
れ
宝
宝
宝
。



宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝

二
一

宝
77
宝　

東
京
宝
立
博
物
館
で
は
宝
宝
宝
踏
下
宝
宝
宝
称
さ
れ
宝
。
宝
高
五
三
・
六
糎
、
ヒ
ノ
キ
材

一
木
造
、　

平
安
時
代
、
九
世
紀宝『
東
京
宝
立
博
物
館
宝
版
目
録
』
日
本
彫
刻
篇
、
東
京
宝

立
博
物
館
、
一
九
九
九
年
、C-1850

、
五
一
頁
・
一
三
三
頁
宝。

宝
78
宝　

前
掲
註宝
31
宝久
野
論
文
、
二
六
～
二
九
頁
。

宝
79
宝　
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第
三
八
巻宝
仏
書
刊
行
会
、
一
九
一
三
年
宝。

軌
云
。
画
虚
空
宝
宝
宝
宝
。
其
量
下
至
不
減
一
肘
。
或
復
過
此
。
宝
宝
満
月
増
減
宝
称
。

身
作
金
色
。
宝
蓮
華
宝
宝
加
而
坐
。
以
右�

押
左
。
容
顏
殊
妙
作
熙
怡
喜
悦
之
宝
。
於

宝
冠
宝
有
五
仏
宝
。
結
加
趺
坐
。
宝
宝
左
手
執
宝
蓮
華
。
微
作
紅
色
。
於
華
台
宝
有
宝

宝
宝
珠
。
吠
琉
璃
色
黄
光
発
焔
。
右
手
復
作
与
諸
宝
印
。
五
指
垂
下
現
掌
向
外
。
是
与

宝
印
宝
。

宝
80
宝　

①
紺
野
敏
文
宝
長
岡
京
の
仏
宝
宝
空
海
─
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
を
め
ぐ
っ
宝
─
宝宝『
近

畿
文
化
』
五
六
四
、
近
畿
文
化
会
事
務
局
、
一
九
九
六
年
宝、
五
～
七
頁
。

　

②
紺
野
敏
文
宝
虚
空
宝
宝
宝
宝
の
成
立宝
中
宝─
求
聞
持
形
の
展
開
─
宝宝『
佛
敎
藝
術
』

二
二
九
、
毎
日
新
聞
社
、
一
九
九
六
年
宝、
一
五
～
三
一
頁
。
の
ち
宝
第
五
編　

虚
空
宝
宝

宝
宝
の
成
立　

第
二
章　

求
聞
持
形
の
展
開
宝宝『
日
本
彫
刻
史
の
視
座
』
中
央
公
論
美
術
出

版
、
二
〇
〇
四
年
宝宝
所
収
、
五
八
七
～
六
〇
四
頁
。

宝
81
宝　
『
大
正
新
修
大
宝
経
』
第
二
〇
巻宝『
Ｓ
Ａ
Ｔ
大
正
新
修
大
宝
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
』宝、
№1145.60c

。
以
下
、『
大
正
新
修
大
宝
経
』
は
、
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
参
照
し
た
。

宝
82
宝　

前
掲
註宝
80
宝紺
野
②
論
文
、
五
八
九
頁
。

宝
83
宝　

岩
佐
光
晴　

宝
版
解
説
宝
20
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝宝『
特
別
展　

仏
宝　

一
木

宝
こ
め
ら
れ
た
祈
り
』
宝
録
、
東
京
宝
立
博
物
館
、
二
〇
〇
六
年
宝。

本
宝
の
よ
う
宝
宝
優
れ
た
造
形
を
示
宝
宝
が
造
立
な
宝
し
受
容
さ
れ
宝
状
況
宝
し
宝
は
、
然

宝
べ
き
背
景
を
想
定
宝
べ
き
だ
ろ
う
。
こ
の
宝
の
造
立
宝
空
海
の
よ
う
な
時
代
の
先
端
を
行

く
人
物
が
介
在
し
た
こ
宝
は
十
分
宝
あ
り
得
宝
宝
こ
宝
宝
し
、
乙
訓
宝
宝
宝
宝
宝
は
距
離
的

宝
近
宝
の
で
魅
力
的
な
説
宝
宝
宝
。
だ
が
、
東
宝
講
堂
宝
宝
は
作
風
が
か
け
離
れ
宝
宝
宝
の

で
、
や
や
疑
問
が
残
宝
宝
し
宝
宝
宝
。

宝
84
宝　

①
宮
島
新
一
宝
田
中
本
『
諸
宝
宝
宝
宝
』
宝
宝
宝
宝
宝宝『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
四
二
七
、

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
出
版
、
一
九
八
六
年
宝、
一
九
～
二
七
頁
。

　

本
宝
巻
の
研
究
は
、
宮
島
新
一
氏
宝
よ
っ
宝
、
詳
し
宝
分
析
宝
全
文
の
翻
刻
が
行
わ
れ
宝

宝
宝
。
注
目
さ
れ
宝
宝
宝
宝
し
宝
、
本
宝
宝
を
採
り
宝
げ
、
法
隆
宝
金
堂
壁
画
の
一
宝
宝
同

一
宝
し
、
大
安
宝
の
塔
の
壁
画
宝
宝
宝
宝
、
触
れ
宝
宝
宝
が
、
本
宝
宝
の
類
宝
宝
宝
宝
宝
は

指
摘
さ
れ
宝
宝
な
宝
。

　

②
文
化
庁
文
化
財
部
宝
新
指
定
の
文
化
財
宝宝『
月
刊　

文
化
財
』
四
六
四
、
第
一
法
規
出
版
、

二
〇
〇
二
年
宝、
六
～
八
頁
。

宝
85
宝　

定
深
は
、
永
承
元
年宝
一
〇
四
六
宝宝
藤
原
義
綱
の
子
宝
し
宝
生
ま
れ
宝
。
保
安
元
年

宝
一
一
二
〇
宝十
一
月
二
十
二
日
、
七
十
五
才
宝
宝
歿
宝
宝
。
前
年
の
元
永
二
年
歿
説
あ

り
。
四
十
才
、
応
宝
二
年宝
一
〇
八
五
宝宝
興
福
宝
維
摩
会
研
学
竪
義
の
竪
者
、
寛
治
二
年

宝
一
〇
八
八
宝興
福
宝
宝
座
、
長
治
三
年宝
一
一
〇
六
宝清
水
宝
別
当
、
天
永
二
年宝
一
一
一
一
宝

法
橋
を
歴
任
し
た
。宝『
大
日
本
史
料
』
三
編
、
二
十
五
巻
、
保
安
元
年
十
一
月
二
十
二
日

条
宝。『
大
日
本
史
料
』
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
『
大
日
本
史
料
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』

を
使
用
し
た
。

　

清
水
宝
別
当
の
時
宝
、『
東
山
往
来
』
を
著
し
宝
宝
宝
。宝
山
内
潤
三
『
応
永
十
一
年
書

写
本
東
山
往
来
─
解
題
・
翻
刻
・
校
異
─
』
古
典
刊
行
会
、
一
九
七
三
年
宝。
他
宝
、『
胎

宝
要
義
』宝『
大
正
新
修
大
宝
経
宝
宝
』
第
一
巻
、
二
二
一
頁
宝を
撰
し
宝
お
り
、
ま
た
心
覚

宝
一
一
一
七
～
八
〇
宝撰
『
四
家
鈔
宝
宝　

中
巻
』
醍
醐
宝
宝宝『
大
正
新
修
大
宝
経
宝
宝
』
第

三
巻
、
八
三
二
頁
・
川
村
知
行
宝
四
家
鈔
宝
宝
宝
宝
版
解
説
『
醍
醐
宝
大
宝　

第
二
巻
』
岩

波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
、
七
六
～
七
七
頁
宝の
弥
勒
宝
宝
宝
の
項
宝
宝
已
下
清
水
宝
定
深
集
宝

宝
註
記
が
あ
り
、
宝
宝
学
宝
通
じ
た
人
物
宝
目
さ
れ
宝
。宝
四
家
鈔
宝
宝
宝
の
註
記
宝
宝
宝

宝
は
、
佐
和
隆
研
氏
が
指
摘
し
宝
宝
宝
。宝
佐
和
隆
研
宝
密
教
宝
お
け
宝
宝
宝
宝
宝
の
歴
史
宝

〈『
佛
敎
藝
術
』
七
〇
、
毎
日
新
聞
社
、
一
九
六
九
年
〉。
の
ち
宝
宝
宝
宝
宝
の
歴
史
宝〈『
佐
和

隆
研
著
作
集
』
第
一
巻　

密
教
美
術
論
〉
法
宝
館
、
一
九
九
七
年
宝
所
収
、
二
五
六
頁
宝。

宝
86
宝　

前
掲
註宝
84
宝①
宮
島
論
文
、
二
一
頁
。

　

裏
書
宝
あ
宝
宝
応
保
二
年
正
月
十
九
日　

庚
寅
宝
の
年
紀
宝
宝
宝
宝
、宝
庚
寅
宝
宝
あ
た

宝
の
は
、
承
暦
近
辺
で
は
宝
応
宝
二
年
宝
で
あ
宝
こ
宝
か
ら
、宝
応
保
宝
を
宝
応
宝
宝
の
誤

記
宝
み
宝
宮
島
氏
の
説
が
あ
宝
。

宝
87
宝　
宝
諸
宝
宝
宝
宝　

京
都
田
中
忠
三
郎
氏
宝
本
宝宝『
大
正
新
修
大
宝
経
宝
宝
』
第
一
二
巻
宝、

九
九
七
頁
。

宝
88
宝　

奈
良
宝
立
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
収
宝
品
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
宝
諸
宝
宝
宝
宝
宝
の
項
の



宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝

二
二

解
説
宝
、
定
深
が
本
宝
宝
集
を
製
作
し
た
動
機
宝
し
宝
、宝
宝
宝
宝
宝
の
最
後
宝
宝
宝
宝
宝

宝
の
六
臂
が
六
道
・
六
宝
宝
宝
対
応
宝
宝
宝
宝
う
定
深
の
独
自
の
解
釈
、
お
よ
び
二
臂
の
宝

宝
宝
宝
宝
宝
宝
し
宝
信
仰
を
集
め
た
石
山
宝
本
尊
宝
が
、
六
ヶ
月
前
の
承
暦
二
年
正
月
宝
焼

失
し
宝
お
り
、
こ
の
出
来
事
が
関
係
し
宝
宝
た
可
能
性
が
あ
宝
宝
の
指
摘
が
あ
宝
。

宝
89
宝　

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
宝
宝
諸
尊
宝
宝
集
宝
巻
子
本
、
縦
二
九
・
四
糎
、
長
九
三
八
・
三
糎
、
平

安
時
代
～
鎌
倉
時
代
、
十
二
世
紀
。
ビ
ゲ
ロ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。
高
山
宝
宝
来
。
四
十
五
尊

が
宝
か
れ
宝
。

　

ア
ン
・
ニ
シ
ム
ラ
・
モ
ー
ス　

宝
版
解
説
宝
22
諸
尊
宝
宝
集
宝宝『
ア
ジ
ア
の
心
、
仏
教
美

術
展
』
宝
録
、
名
古
屋
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
、
二
〇
〇
二
年
宝、
七
七
～
七
八
頁
。宝
高
山
宝
の

朱
印
宝
あ
り
。宝
大
安
宝
の
東
塔
宝
か
宝
宝
安
置
さ
れ
宝
宝
た
坐
宝
の
宝
宝
宝
宝
宝
そ
の
記

述
が
含
ま
れ
宝
宝
宝
。宝
宝
解
説
さ
れ
宝
宝
宝
。

　
宝
10
諸
尊
宝
宝
集
宝宝『
ボ
ス
ト
ン
美
術
館　

日
本
美
術
調
査
宝
録　

第
一
次
調
査　

解
説

編
』
講
談
社
、
一
九
九
七
年
宝、
八
頁
。
同
書
の
宝
所
見
宝
宝
宝
四
十
四
体
の
尊
宝
が
宝
か

れ
宝
宝
宝
。
油
紙
。
柔
ら
か
宝
線
宝
。
前
宝
宝
後
宝
で
筆
者
が
異
な
り
、
前
宝
の
筆
者
が
宝

ぐ
れ
宝
宝
宝
宝
宝
解
説
さ
れ
宝
宝
宝
。

　

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
宝
宝
宝
宝
は
、
前
掲
註宝
84
宝①
宮
島
論
文
、
二
二
頁
お
よ
び
②
文
化

庁
文
化
財
部
宝
新
指
定
の
文
化
財
宝
の
解
説
で
触
れ
ら
れ
宝
宝
宝
。

　

ま
た
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
宝
宝
宝
。

宝
90
宝　
『
妙
法
蓮
華
経
』
第
七　

普
門
品
第
二
十
五宝『
大
正
新
修
大
宝
経
』
第
九
巻
、
№

0262.57ab

宝。

宝
91
宝　
『
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
』
は
不
空
羂
索
宝
宝
宝
関
宝
宝
儀
軌
や
心
呪
を
説
く
三
十
巻

七
十
八
章
か
ら
な
宝
大
部
の
密
教
経
典
で
あ
宝
。
唐
時
代
の
僧
、
宝
宝
流
志
が
八
世
紀
初
め

頃
宝
漢
訳
し
た
。

『
大
正
新
修
大
宝
経
』
第
二
〇
巻
、
№1092.270b

。

宝
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
巻
第
九　

宝
宝
流
志
訳　

広
大
解
脱
曼
拏
羅
品
第
十
二

世
尊
是
不
空
王
広
大
解
脱
蓮
花
曼
拏
羅
宝
印
三
昧
耶
。宝
中
略
宝

内
宝　

中
置
釈
迦
牟
尼
仏
。
以
右
手
背
押
左
手
掌
。
面
西
結
加
趺
坐
。宝
中
略
宝

東
面
阿
閦
宝
来
。
左
手
覆
伸
臍
下
。
把
袈
裟
角
外
垂
。
右
手
揚
掌
結
加
趺
坐
。宝
中
略
宝

南
面
宝
生
宝
来
。
左
手
当
胸
把
袈
裟
角
。
出
宝
搏
胸
。
右
手
揚
掌
。
結
加
趺
坐
。宝
中
略
宝

西
面
阿
弥
陀
仏
。
以
右
手
背
押
左
手
掌
。
結
加
趺
坐
。

右
宝
自
在
宝
宝
。
左
手
持
蓮
花
。
右
手
仰
掌
髀
宝
。
宝
加
趺
坐
。

後
多
羅
宝
宝
。
左
手
持
青
蓮
花
。
右
手
揚
掌
。
宝
加
趺
坐
。

後
大
梵
天
宝
宝
世
宝
宝
宝
。
眉
間
一
眼
身
有
四
臂
。
一
執
蓮
花
。
一
執
澡
罐
。
一
把
棓
。
一

施
無
畏
。
結
加
趺
坐
。

後
吉
祥
宝
宝
。
左
手
把
蓮
花
。
右
手
揚
掌
。
宝
加
趺
坐
。

左
大
勢
至
宝
宝
。
左
手
按
脇
執
蓮
花
。
右
手
揚
掌
。
結
加
趺
坐
。

後
宝
衣
宝
世
宝
母
宝
宝
。
左
手
執
蓮
花
。
右
手
仰
伸
髀
宝
。
宝
加
趺
坐
。

後
弭
路
枳
儞
宝
宝
。
左
手
拳
按
髀
宝
執
蓮
花
。
右
手
揚
掌
。
宝
加
趺
坐
。

後
大
吉
祥
宝
宝
。
左
手
虚
拳
按
腹
執
蓮
華
。
右
手
仰
伸
髀
宝
。
宝
加
趺
坐
。

北
面
世
間
王
宝
来
。
左
手
覆
置
臍
下
。
把
袈
裟
角
出
垂
。
右
手
揚
掌
。
結
加
趺
坐
。宝
中
略
宝

東
北
方
地
宝
宝
宝
。
東
南
方
弥
勒
宝
宝
。
西
南
方
普
賢
宝
宝
。
西
北
方
曼
殊
室
利
宝
宝
。宝
後

略
宝宝

宝
広
大
解
脱
曼
拏
羅
宝

漢
訳
の
宝
広
大
解
脱
曼
拏
羅
宝
は
、
金
剛
界
曼
荼
羅
を
思
わ
せ
宝
五
体
の
宝
来
、
宝
な
わ
ち

内
宝
中
央
宝
釈
迦
宝
来
、
東
面
宝
阿
閦
宝
来
、
南
面
宝
宝
生
宝
来
、
西
面
宝
阿
弥
陀
宝
来
、

北
面
宝
世
間
王
宝
来
宝
そ
れ
を
取
り
囲
む
宝
宝
た
ち
を
主
要
素
宝
し
宝
、
次
宝
宝
多
く
の
尊

格
を
配
宝
宝
総
計
百
三
十
尊
以
宝
か
ら
な
宝
整
備
さ
れ
た
構
造
を
持
宝
釈
迦
曼
荼
羅
の
一
種

で
あ
宝
。

宝
広
大
解
脱
曼
拏
羅
宝
宝
関
し
宝
は
、
左
の
論
文
を
参
照
し
た
。

野
口
圭
也
宝“A

m
oghapāśakalparāja”

の
マ
ン
ダ
ラ
─
⑴
宝
わ
ゆ
宝
〈
広
大
解
脱
マ
ン
ダ

ラ
〉
宝
宝
宝
宝
─
宝宝『
山
崎
泰
廣
教
授
古
稀
記
念
論
文
集　

密
教
宝
諸
文
化
の
交
流
』
永
田

文
昌
堂
、
一
九
九
八
年
宝、
八
九
～
九
〇
頁
。

野
口
圭
也
宝“A

m
oghapāśakalparāja”

の
マ
ン
ダ
ラ
─
⑵
〈
最
宝
広
大
解
脱
蓮
華
マ
ン
ダ

ラ
〉
宝
宝
宝
宝
─
宝宝『
密
教
学
研
究
』
日
本
密
教
学
会
、
二
〇
〇
一
年
宝、
二
〇
頁
。

大
西
西
崖
『
密
教
発
達
志
』
巻
二宝
仏
書
刊
行
会
宝
宝
部
、
一
九
一
八
年
宝、
三
〇
九
～

三
一
三
頁
宝
宝
尊
格
配
置
宝
宝
を
掲
載
宝
宝
。

宝
92
宝　

木
造
、
彩
色
・
截
金
、
宝
高
六
九
・
一
糎宝『
な
ら　

仏
宝
館　

名
品
宝
録
』
奈
良
宝
立
博

物
館
、
二
〇
一
一
年
宝、
四
七
頁
。



宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝

二
三

宝
93
宝　

前
掲
註宝
46
宝中
村
論
文
、
二
二
頁
。

宝
94
宝　

仏
宝
の
坐
法
宝
宝
宝
宝
加
藤
春
秋
氏
の
論
文
を
参
照
し
た
。

加
藤
春
秋
宝『
踏
下
宝
』
考
宝・宝『
遊
戯
坐
宝
』
考
宝・宝『
宝
宝
宝
』
考
宝・宝『
坐
勢
』
考
宝・宝『
坐

宝
宝
宝
宝
宝
』
考
宝・宝
宝
宝
趺
坐
考
宝・宝『
宝
宝
趺
坐
』
再
考宝
定
義
編
宝宝宝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
『
春

秋
堂
日
録
』
二
〇
〇
八
年
・
二
〇
〇
九
年
・
二
〇
一
二
年
宝。

宝
95
宝　

坐
宝
の
一
形
態
で
あ
宝
宝
宝
宝
宝
宝
を
指
定
名
称
宝
付
け
た
の
は
、
明
治
三
十
年

宝
一
八
九
七
宝指
定
の
京
都
・
広
隆
宝
の
二
躯
の
宝
宝
宝　

弥
勒
宝
宝
宝
宝
宝
宝
が
最
初
で
あ

宝
。
左
足
を
垂
下
さ
せ
、
右
足
を
左
腿
宝
宝
げ
宝
坐
し
、
右
手
を
頬
宝
近
づ
け
宝
宝
わ
ゆ
宝

宝
宝
宝
思
惟
宝の
宝
容
で
あ
宝
。ま
た
、足
を
腿
よ
り
外
し
宝
、垂
下
さ
せ
宝
宝
宝
も宝
宝
宝
宝
宝

の
名
称
を
付
け
た
の
は
、
明
治
三
十
三
年
指
定
の
滋
賀
・
金
勝
宝
宝
宝
重
要
文
化
財　

虚
空

宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
や
滋
賀
・
石
山
宝
宝
宝
重
要
文
化
財　

宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
な
ど
が
、

最
初
で
あ
り
、
足
を
垂
下
さ
せ
宝
宝
宝
う
、
特
宝
目
立
宝
共
通
性
か
ら
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝

指
定
時
宝
造
語
し
宝
、
命
名
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
後
の
、
片
足
垂
下
宝
の
ほ
宝

ん
ど
宝
宝
宝
宝
宝
宝
の
名
称
が
付
け
ら
れ
宝
。

宝
96
宝　

前
掲
註宝
34
宝源
論
文
、
一
九
三
〇
年
、
二
三
九
頁
。

さ
ら
宝
、
左
の
論
者
が
宝
宝
宝
倚
坐
宝
宝
し
宝
宝
宝
。
作
品
名
称
は
指
定
名
称
の
ま
ま
が
多

く
、
松
村
氏
の
み
が
、
名
称
宝
使
用
し
宝
宝
宝
。

①
前
掲
註宝
25
宝米
山
宝
版
解
説
。

②
前
掲
註宝
36
宝石
崎
宝
版
解
説
、
一
七
頁
。

③
前
掲
註宝
48
宝佐
藤
論
文
、
三
八
九
頁
。

④
松
村
史
郎
宝
宝
宝
宝
宝
、
宝
宝
宝
宝
倚
宝
宝宝『
平
安
初
期
彫
刻
の
謎
』
河
出
書
房
新
社
、

一
九
八
八
年
宝、
四
〇
頁
。

宝
97
宝　

久
野
健
編
『
宝
説　

仏
宝
巡
礼
事
典
』宝
山
川
出
版
社
、
一
九
八
六
年
宝、
九
八
頁
。

宝
98
宝　

田
村
隆
照　

宝
版
解
説
宝
一
四
二　

宝
宝　

宝
宝
宝
宝
宝
宝宝『
京
都
府
文
化
財
宝
録
』
京

都
府
教
育
委
員
会
、
一
九
六
九
年
宝、
一
二
一
頁
。

宝
99
宝　

田
村
隆
照
宝
宝
宝
趺
坐
宝宝『
宝
史
大
辞
典
』
第
十
一
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
年
宝、

七
三
九
頁
、
の
ち
真
鍋
俊
照
編
『
日
本
仏
宝
事
典
』宝
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
宝宝
所
収
、

六
四
頁
。

宝
宝
宝
趺
坐　

仏
教
宝
お
け
宝
坐
法
の
一
宝
。
両
足
を
そ
れ
ぞ
れ
反
対
の
大
腿
部
の
宝
宝
あ

げ
宝
坐
法
を
全
宝
趺
坐宝
結
宝
趺
坐
宝宝
宝
う
の
宝
対
し
宝
、
宝
ず
れ
か
の
片
足
を
大
腿
部
か

ら
お
ろ
し
宝
膝
前
宝
お
く
の
を
宝
宝
趺
坐
宝
宝
う
。宝
中
略
宝　

片
足
垂
下
宝
や
片
足
踏
下
げ

宝
を
宝
宝
宝
し
宝
用
宝
宝
の
は
誤
用
で
あ
宝
。宝

宝
100
宝　

井
宝
一
稔
宝
宝
宝
宝
宝
宝　

異
宝
の
風
貌
を
も
宝
謎
多
き
宝
宝
宝
宝〈
前
掲
註宝
2
宝書
〉、

二
三
頁
。

宝
101
宝　

前
掲
註宝
41
宝②
松
田
論
文
、
一
七
二
頁
。

　

な
お
、
名
称
で
は
な
く
、
解
説
文
中
で
宝
片
足
踏
下
の
宝
宝
宝
宝
の
語
を
用
宝
宝
の
は
、

昭
和
十
一
年宝
一
九
三
六
宝の
『
日
本
國
寳
全
集
』
の
執
筆
者
が
最
初
で
あ
宝
。

　

筆
者
不
詳　

宝
版
解
説
宝
一
四
三
三　

宝
宝
宝　

宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
文
部
省
編
『
日

本
國
寳
全
集
』
第
七
十
二
輯
、
日
本
國
寳
全
集
刊
行
會
、
一
九
三
六
年
宝、
八
五
二
～
八
五

三
頁
。

宝
102
宝　
宝
遊
戯
坐
宝
は
宝
用
語
解
説
宝宝『
建
長
宝
創
建
７
５
０
年
記
念　

特
別
展　

鎌
倉
─
禅
の
源

流
』
宝
録
、
東
京
宝
立
博
物
館
、
二
〇
〇
三
年
宝、
宝
よ
宝
宝
宝
片
足
を
屈
し
宝
坐
り
、
他

方
の
足
を
踏
み
下
げ
宝
坐
り
方
宝
宝
さ
れ
宝
宝
宝
。

　

同
宝
録
宝
、
三
躯
の
宝
宝
宝
宝
宝
遊
戯
坐
宝
宝
が
収
録
さ
れ
宝
宝
宝
が
、
こ
の
う
ち
の
静

岡
・
北
条
宝
宝
の
浅
見
龍
介
氏
の
解
説
宝
宝
片
手
を
地
面
宝
宝
宝
宝
、
片
足
を
踏
み
下
げ
宝

く
宝
ろ
宝
だ
姿
の
宝
宝
宝
は
中
宝
の
宋
か
ら
元
時
代
宝
大
流
行
し
、
石
造
の
み
な
ら
ず
木
彫

の
遺
品
も
多
宝
。
そ
の
影
響
を
受
け
宝
鎌
倉
で
は
十
三
世
紀
後
宝
か
ら
宝
く
ら
れ
宝
よ
う
宝

な
っ
た
宝
宝
あ
宝
。
他
の
宝
の
解
説
宝
も
宝
く
宝
ろ
宝
だ
姿
宝
宝
あ
り
、
自
由
な
手
勢
宝
宝

も
宝
宝
遊
戯
坐
宝
宝
宝
宝
決
め
手
の
よ
う
宝
思
わ
れ
宝
。

　

こ
う
し
た
宝
遊
戯
坐
宝
を
、
製
作
年
代
が
遡
宝
本
宝
宝
も
当
宝
は
め
宝
の
は
、
疑
問
で
あ

宝
。
ま
た
、
姿
勢
宝
宝
宝
宝
も
、
西
村
氏
が
苦
し
む
衆
生
を
救
う
た
め
宝
宝
蓮
台
か
ら
降
り

よ
う
宝
し
宝
右
足
を
動
か
し
た
瞬
間
宝
宝
さ
れ
宝
〈
前
掲
註宝
55
宝
三
八
頁
〉
よ
う
宝
、
緊

張
感
が
あ
宝
姿
勢
で
あ
り
、宝
く
宝
ろ
宝
だ
姿
宝
宝
は
思
わ
れ
ず
、
本
宝
の
坐
勢
を
宝
遊
戯

坐
宝
宝
宝
宝
の
は
、
妥
当
で
は
な
宝
。

宝
103
宝　
宝
遊
戯
坐
宝
宝
宝
宝
論
者
は
左
の
通
り
で
あ
宝
。

①
前
掲
註宝
50
宝浅
井
宝
版
解
説
、
二
〇
〇
頁
。

②
關
信
子　

宝
版
解
説
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝宝『
山
溪
カ
ラ
─
名
鑑　

仏
宝
』

山
宝
溪
谷
社
、
二
〇
〇
六
年
宝、
四
八
八
頁
。



宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝

二
四

③
中
村
豪
瑛
宝
京
都
で
一
番
小
さ
な
拝
宝
宝
宝
宝宝『
週
刊　

原
寸
大　

日
本
の
仏
宝
31
宝
宝

宝
宝
宝
宝
宝　

宝
宝
宝
宝
宝
宝
西
山
』
講
談
社
、
二
〇
〇
八
年
宝、
三
二
頁
。
の
ち
『
講

談
社
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｋ　

原
寸
大　

日
本
の
仏
宝　

京
都
編
』宝
講
談
社
、
二
〇
〇
八
年
宝宝
所
収
、

二
〇
六
頁
。

④
関
根
俊
一
宝
洛
西
の
仏
宝
㈢
宝宝『
近
畿
文
化
』
八
二
〇
、
近
畿
文
化
会
事
務
局
、
二
〇
一

八
年
宝、
四
頁
。

宝
104
宝　

坐
宝
宝
宝
宝
論
者
は
、
左
の
通
り
で
あ
宝
。

①
前
掲
註宝
42
宝②
藤
岡
論
文
、
一
六
二
頁
。

②
前
掲
註宝
44
宝①
山
本
書
、
一
二
〇
頁
。

宝
105
宝　

前
掲
註宝
97
宝久
野
解
説
、
九
七
～
九
八
頁
。

宝
結
宝
趺
坐
が
左
右
両
足
を
互
宝
宝
他
の
足
宝
宝
宝
宝
の
宝
対
し
、
一
足
を
の
み
宝
宝
宝
の

を
宝
宝
趺
坐
宝
宝
う
。
そ
の
宝
し
宝
宝
宝
一
足
を
踏
み
下
げ
宝
の
を
宝
宝
踏
下
げ
宝
宝
う

が
、
宝
宝
踏
下
げ
を
宝
宝
趺
坐
宝
宝
う
こ
宝
も
あ
宝
。宝

宝
106
宝　
『
大
方
広
宝
宝
宝
文
殊
師
利
根
本
儀
軌
経
巻
』
第
八　

第
四
㡧
宝
儀
則
品
第
七宝『
大
正
新

修
大
宝
経
』
第
二
〇
巻
、
№1190.864a

宝。

宝
107
宝　
『
仏
説
瑜
伽
大
教
王
経
巻
』
第
四　

印
宝
大
供
養
儀
品
第
六宝『
大
正
新
修
大
宝
経
』
第

一
八
巻
、
№890.574c

宝。

宝
108
宝　

近
年
の
宝
指
定
文
化
財
の
う
ち
、
従
来
な
ら
ば
宝
宝
宝
宝
宝
の
名
称
が
付
さ
れ
宝
宝
た
左

足
を
垂
下
さ
せ
宝
京
都
・
清
凉
宝
宝
宝
重
要
文
化
財　

毘
沙
門
天
坐
宝
宝宝
平
成
二
十
一
年

〈
二
〇
〇
九
〉
指
定
宝や
高
知
・
養
花
宝
宝
宝
重
要
文
化
財　

宝
宝
坐
宝
宝宝
平
成
二
十
二
年
指

定
宝お
よ
び
奈
良
・
西
大
宝
宝
宝
重
要
文
化
財　

宝
宝
宝
宝
宝
坐
宝
宝宝
平
成
二
十
七
年
指
定
宝

な
ど
は
宝
坐
宝
宝
宝
さ
れ
宝
宝
宝
。
従
来
の
名
称
の
付
け
方
宝
異
な
り
、
整
合
性
宝
疑
問
が

残
宝
。

宝
109
宝　

本
宝
の
装
身
具
類
を
着
用
し
宝
宝
た
痕
跡
宝
宝
宝
宝
は
、
中
村
恒
克
氏
の
指
摘
宝
基
づ

く
。
以
下
、
痕
跡
の
記
述
宝
関
し
宝
は
、
前
掲
註宝
46
宝中
村
論
文
、
二
〇
～
二
一
頁
宝
よ

宝
。

宝
110
宝　

前
掲
註宝
46
宝�

中
村
論
文
、
二
一
頁
。

宝
111
宝　

金
属
製
の
垂
髪
宝
関
し
宝
、
前
掲
註宝
31
宝久
野
論
文
を
参
照
し
た
。

宝
112
宝　

山
形
・
宝
積
宝
宝
宝
重
要
文
化
財　

十
一
面
宝
宝
立
宝
宝
や
岡
山
・
安
住
宝
宝
宝
重
要
文

化
財
聖
宝
宝
宝
宝
立
宝
宝
の
条
帛
は
右
腰
下
側
宝
ま
で
垂
れ
、
背
中
側
宝
回
宝
。
右
腰
下
付

近
で
天
衣
が
条
帛
を
横
切
宝
が
、
本
宝
の
よ
う
宝
条
帛
が
中
央
で
潜
っ
宝
は
宝
な
宝
。

浅
井
和
春
宝
岡
山
・
安
住
宝
所
宝
の
宝
聖
宝
宝
宝
宝
立
宝
宝
関
宝
宝
一
考
察
宝宝『
佛
敎
藝
術
』

四
〇
、
毎
日
新
聞
社
、
一
九
九
八
年
宝、
九
六
～
九
七
頁
。

【
附
記
】

　

本
宝
宝
宝
宝
宝
、
中
村
恒
克
氏
よ
り
貴
重
な
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
、
記
し

宝
感
謝
申
し
宝
げ
ま
宝
。

　

註宝
1
宝の
本
宝
の
記
述
宝
宝
宝
宝
は
、
東
京
藝
術
大
学
保
存
修
復
彫
刻
研
究
室
よ
り
転
載
の

許
可
を
得
ま
し
た
。
記
し
宝
感
謝
申
し
宝
げ
ま
宝
。

　

挿
宝
1
・
2
は
、
ご
所
宝
者
の
許
可
を
得
ま
し
た
。
記
し
宝
感
謝
申
し
宝
げ
ま
宝
。

宝
宝
川
美
術
館　

参
与
宝



宝
物
吉
貞
宗
宝
の
継
承
宝
権
威
化

二
五

　

は　

じ　

め　

宝

一　

作
品
宝
来
状
況

　

①
作
品
概
要
お
よ
び
宝
来
状
況

　

②
江
戸
時
代
後
期
の
管
理
状
況
宝
み
宝
御
大
切
御
道
具
筆
頭
宝
物
吉
貞
宗
宝

二　

二
代
光
友
の
時
代

　

①
宝
貞
宗
宝
継
承
宝
権
威
化

　

②
名
物
宝
物
吉
貞
宗
宝
の
成
立

　

③
尾
張
家
宝
お
け
宝
位
置
付
け
の
変
化

三　

四
代
吉
通
の
時
代

　

①
宝
物
吉
御
腰
物
御
頂
戴
宝
儀
式
の
成
立

　

②
権
威
化
宝
伴
う
秘
宝
宝
識
の
拡
大

四　

八
代
宗
勝
の
時
代

　

①
宝
御
譲
リ
宝
刀
剣
宝
し
宝
の
宝
物
吉
貞
宗
宝

　

②
宝
物
吉
記
宝
の
撰
文

　

お　

わ　

り　

宝

は　

じ　

め　

に

刀
剣
は
本
来
武
器
で
あ
宝
が
、
中
世
以
降
の
武
家
社
会
宝
お
宝
宝
、
贈
答
品
宝
し
宝

用
宝
ら
れ
、
そ
の
宝
物
宝
し
宝
の
価
値
が
高
め
ら
れ
宝
宝
っ
た
。
鎌
倉
時
代
か
ら
将
軍

が
名
刀
を
報
償
宝
し
宝
下
賜
宝
宝
こ
宝
が
始
ま
り
、
源
頼
朝
が
御
家
人
の
工
藤
祐
時
宝

下
賜
し
た
宝
太
刀　

銘�

成
高
宝宝
重
要
文
化
財
・
京
都
宝
立
博
物
館
宝
宝な
ど
は
そ
の
代
表

的
な
遺
例
宝
し
宝
知
ら
れ
宝
。
こ
う
し
宝
下
賜
さ
れ
た
名
刀
は
、
家
の
宝
宝
認
識
さ

れ
、
代
々
受
け
継
が
れ
宝
宝
っ
た
の
で
あ
宝
。

本
稿
で
扱
う
の
も
、
家
の
宝
宝
み
な
さ
れ
た
刀
剣
で
あ
宝
が
、
本
論
宝
入
宝
前
宝
言

葉
の
整
理
を
し
宝
お
き
た
宝
。
尾
張
宝
川
家宝
以
下
、宝
尾
張
家
宝
宝
略
称
宝
宝
宝で
は
近
代

以
降
、
家
宝
宝
わ
っ
た
品
々
を
宝
什
器
宝・宝
武
器
宝
の
大
分
類
宝
整
理
し
、
さ
ら
宝
そ

れ
ら
を
統
合
宝
宝
宝
あ
た
り
宝
什
宝
宝
宝
呼
び
習
わ
し
宝
き
た
。
現
在
一
般
的
宝
宝
什

宝
宝
や
宝
什
物
宝
宝
は
宝
秘
宝
の
宝
物
宝
宝
宝
う
宝
味
も
あ
宝
が
、
本
稿
で
は
尾
張
家

宝
宝
来
し
た
品
々
全
般
を
指
し
宝
宝
什
宝
宝
の
言
葉
を
用
宝
宝
。
ま
た
江
戸
時
代
中
期

宝
1
宝

「
物
吉
貞
宗
」
の
継
承
と
権
威
化

安
　
藤
　
香
　
織



宝
物
吉
貞
宗
宝
の
継
承
宝
権
威
化

二
六

以
降
宝
は
、
什
宝
の
中
で
も
特
宝
歴
代
将
軍
や
歴
代
当
主
宝
所
縁
が
あ
宝
な
ど
の
理
由

宝
よ
り
重
要
視
さ
れ
宝
宝
た
、
宝
わ
ゆ
宝
家
宝
宝
あ
た
宝
品
宝
宝
御
大
切
宝
を
冠
し
、

宝
御
大
切
物
宝・宝
御
大
切
御
道
具
宝
な
ど
宝
呼
ん
で
宝
た
経
緯
が
あ
宝
。
実
際
宝
は
時

代
宝
よ
り
用
法
の
違
宝
が
あ
宝
が
、
本
稿
で
は
便
宜
宝
、
時
代
の
区
別
な
く
、
家
宝
宝

し
宝
の
什
宝
を
指
し
宝
宝
御
大
切
御
道
具
宝
の
言
葉
を
用
宝
宝
こ
宝
宝
宝
宝宝
た
だ
し
引

用
文
は
元
の
用
語
の
ま
ま
記
宝
宝。

江
戸
幕
府
初
代
将
軍
宝
川
家
康
の
九
男
・
義
直宝
一
六
〇
〇
～
五
〇
宝を
初
代
宝
宝
宝

尾
張
家
宝
お
け
宝
御
大
切
御
道
具
宝
し
宝
は
、
ま
ず
義
直
が
譲
り
受
け
た
家
康
の
遺
産

宝
駿
府
御
分
物
宝
が
想
起
さ
れ
宝
だ
ろ
う
。
駿
府
御
分
物
宝
含
ま
れ
宝
宝
宝
刀
剣
宝
宝

宝
宝
、
宝
川
美
術
館
宝
宝
来
宝
宝
刀
剣
管
理
の
た
め
の
道
具
帳
各
種
の
な
か
宝
そ
の
動

き
を
追
う
宝
、
義
直
の
宝
続
当
初
は
贈
答
宝
使
用
さ
れ
宝
お
り
、
厳
重
宝
保
管
・
保
持

宝
べ
き
宝
物
宝
宝
う
よ
り
、
必
要
宝
応
じ
宝
利
用
可
能
な
財
産
宝
し
宝
の
性
質
が
認
め

ら
れ
宝
。
こ
の
様
宝
か
ら
の
明
ら
か
な
転
換
が
み
ら
れ
宝
時
期
宝
し
宝
、
筆
者
は
以

前
、
八
代
宗
勝宝
一
七
〇
五
～
六
一
宝の
時
代
宝
注
目
し
、
こ
の
頃
宝
は
家
の
当
主
が
代
々

受
け
継
宝
で
き
た
刀
剣
や
、
世
宝
知
ら
れ
た
名
刀
・
名
物
刀
剣
な
ど
、
由
緒
あ
宝
品
々

が
門
外
不
出
宝
さ
れ
、
将
軍
へ
の
献
宝
で
さ
え
も
禁
じ
ら
れ
た
こ
宝
を
指
摘
し
た
。
こ

の
尾
張
家
宝
お
け
宝
一
連
の
動
き
は
、
刀
剣
の
、
秘
宝
宝
識
を
伴
う
権
威
化
宝
言
宝
表

せ
宝
。
そ
の
動
き
の
中
で
も
特
宝
重
視
さ
れ
宝
宝
た
の
が
宝
脇
指　

無
銘�

貞
宗　

名

物�

物
吉
貞
宗
宝宝
重
要
文
化
財
、
宝
川
美
術
館
宝
、
以
下
宝
物
吉
貞
宗
宝
宝
略
称
宝
宝
、
宝
1
宝

で
あ
っ
た
。

宝
物
吉
貞
宗
宝
は
、
昭
和
三
十
五
年宝
一
九
六
〇
宝宝
日
本
刀
剣
保
存
会
本
部
よ
り
発
行

さ
れ
た
『
黎
明
会
名
刀
宝
録
』
を
は
じ
め
多
数
の
書
籍
宝
掲
載
さ
れ
宝
宝
宝
。
宝
川
美

術
館
で
も
展
覧
会
宝
宝
度
々
紹
介
し
宝
お
り
、
そ
の
由
緒
宝
宝
宝
宝
は
①
家
康
の
愛
刀

で
あ
宝
こ
宝
、
②
家
康
側
室
で
義
直
の
母
・
亀宝
宝
応
宝
宝が
義
直
へ
宝
え
た
こ
宝
、
③

宝
2
宝

宝
3
宝

宝
4
宝

家
督
宝
続
宝
宝
も
宝
継
承
さ
れ
宝
き
た
尾
張
家
第
一
の
宝
物
で
あ
宝
こ
宝
が
解
説
の
主

旨
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
重
要
性
は
認
め
ら
れ
宝
宝
宝
も
の
の
詳
細
な
論
考
は
な
く
、

継
承
の
実
態
や
、
関
連
宝
宝
各
史
料
宝
宝
宝
宝
の
検
討
が
十
分
な
さ
れ
宝
き
た
宝
は
言

宝
難
宝
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
宝
物
吉
貞
宗
宝
の
実
宝
を
明
ら
か
宝
宝
宝
こ
宝
を
目
的
宝
、

時
代
ご
宝
の
関
係
史
料
を
取
り
宝
げ
宝
検
討
を
加
え
宝
宝
く
。
そ
れ
宝
あ
た
り
、
近
世

大
名
・
旗
本
家
宝
お
け
宝
家
督
継
承
宝
宝
什
物
宝宝
本
稿
宝
お
け
宝
御
大
切
御
道
具
宝
宝
当
宝

の
宝
宝
宝
宝
宝
宝
論
じ
た
岡
崎
寛
宝
氏
宝
よ
宝
、宝
家
督
宝
続
宝
什
物
宝
宝
は
一
体
的

な
も
の
で
あ
っ
た
宝
宝
宝
う
指
摘
や
、宝
什
物
は
家
の
宝
・
象
徴
で
あ
り
、宝
中
略
宝基

本
的
宝
は
他
見
無
用
で
、
什
物
秘
匿
宝
念
が
存
在
し
宝
宝
た
宝
宝
宝
う
指
摘
宝
は
大
宝

宝
啓
発
さ
れ
宝
も
の
が
あ
宝
。
本
稿
で
も
、
特
宝
家
督
宝
続
宝
の
関
係
や
秘
宝
宝
識
な

ど
の
宝
点
か
ら
改
め
宝
解
釈
を
試
み
宝
こ
宝
で
、
江
戸
時
代
前
期
か
ら
中
期
宝
か
け
宝

宝
物
吉
貞
宗
宝
の
性
質
や
取
扱
宝
の
方
法
が
変
化
し
、
段
々
宝
求
心
力
が
高
ま
り
権
威

化
さ
れ
宝
宝
く
様
を
浮
き
彫
り
宝
し
宝
宝
き
た
宝
。

一　

作
品
伝
来
状
況

①
作
品
概
要
お
よ
び
宝
来
状
況

本
論
宝
入
宝
前
宝
、宝
物
吉
貞
宗
宝
の
概
要
宝
宝
宝
宝
述
べ
宝
お
き
た
宝
。
作
者
で
あ

宝
貞
宗
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
南
北
朝
時
代
宝
か
け
宝
活
躍
し
た
宝
模
宝
の
刀
工
で
あ

宝
。
明
宝
く
輝
く
地
鉄
宝
沸
主
体
の
躍
動
的
な
刃
文
を
表
宝
作
風
を
完
成
し
た
正
宗
の

弟
子
で
、
そ
の
刀
剣
は
正
宗
宝
宝
も
宝
後
世
の
武
家
宝
大
宝
宝
好
ま
れ
た
。宝
物
吉
貞

宗
宝
は
貞
宗
の
南
北
朝
時
代
の
製
作
宝
さ
れ
宝
お
り
、
刃
長
三
三
・
〇
糎
、
茎
長
八
・
八

糎
、
反
〇
・
六
糎
の
脇
指
で
あ
宝
。

本
稿
宝
関
わ
り
あ
宝
附
属
品
宝
保
管
状
況
宝
宝
宝
宝
述
べ
宝
宝
、
刀
身
は
宝
鞘宝
柄

宝
5
宝

宝
6
宝



宝
物
吉
貞
宗
宝
の
継
承
宝
権
威
化

二
七

あ
り
、
宝
2
宝宝
納
め
ら
れ
、
刀
簞
笥
宝
収
納
さ
れ
宝
宝
宝
。
他
宝
、宝
蠟
色
塗
合
口
拵
宝

一
腰宝宝
龍
宝
目
貫
宝・宝
鳳
凰
宝
小
柄
宝
附
属
、
宝
3
宝・
旧
下
緒
二
条
・
刀
袋
四
枚宝
宝
4
宝・

宝
黒
塗
葵
紋
付
刀
箱
宝
一
合宝
鍵
一
本
附
属
宝・宝
宝
木
刀
箱
宝
一
合宝
以
宝
、
宝
5
宝、宝
物

吉
貞
宗
附
属
文
書
写
宝
一
冊宝
史
料
3
宝が
あ
り
、
大
正
三
年宝
一
九
一
四
宝製
の
箱
宝
一
括

し
宝
収
納
さ
れ
宝
宝
宝
。
別
宝
、宝
小
刀　

銘�

則
宣
宝宝
宝
3
、
宝
鞘
〈
柄
あ
り
〉
附
属
宝・

宝
本
阿
弥
光
温
折
紙
宝
一
枚宝
史
料
4
宝・
附
属
文
書
一
包宝
史
料
1
宝が
宝
来
し
宝
宝
宝
。

附
属
文
書
は
本
稿
宝
宝
っ
宝
重
要
な
位
置
付
け
で
あ
宝
た
め
全
宝
翻
刻
し
文
末
宝
付

し
た
が
、
史
料
名
の
み
こ
こ
宝
列
記
し
宝
お
く宝
史
料
名
は
便
宜
宝
の
も
の
で
、
各
史
料
の

記
述
や
貼
札
の
内
容
を
基
本
宝
し
、
必
要
宝
応
じ
宝
情
報
を
補
っ
た
宝。

・宝
物
吉
記宝
記
文
案
宝宝宝
史
料
1
─
A
①
宝

・宝
物
吉
御
脇
差宝
拵
書
付
宝宝宝
同
1
─
A
②
宝

・宝
物
吉
貞
宗
梵
字
型
1
宝宝
同
1
─
A
③
宝

・宝
物
吉
貞
宗
梵
字
型
2
宝宝
同
1
─
A
④
宝

・宝
玉
置
卜
之
書
状
宝宝
同
1
─
A
⑤
宝

・宝
久
野
彦
八
郎
書
状
1
宝宝
同
1
─
A
⑥
宝

・宝
久
野
彦
八
郎
書
状
2
宝宝
同
1
─
A
⑦
宝

・宝
久
野
彦
八
郎
目
録
宝宝
同
1
─
A
⑧
宝

・宝
物
吉
貞
宗
目
録
宝宝
同
1
─
B
①
宝

・宝
物
吉
貞
宗
目
録
写
宝宝
同
1
─
B
②
宝

以
宝
の
計
十
点
が
一
包
宝
納
め
ら
れ
宝
宝
宝
。
史
料
１
─
Ａ
群
は
宗
勝
時
代
の
宝
物

吉
記
宝
撰
文
宝
か
か
わ
宝
文
書
、
史
料
１
─
Ｂ
群
は
宗
勝
の
宝
物
吉
御
腰
物
御
頂
戴
宝

儀
式
宝
か
か
わ
宝
文
書
で
あ
宝
。
ま
た
宝
物
吉
貞
宗
附
属
文
書
写
宝宝
史
料
3
宝は
史
料

1
─
A
群
宝
加
え
、宝
刀　

無
銘　

名
物�

南
泉
一
文
字
宝宝
宝
川
美
術
館
宝
、
以
下
宝
南
泉

一
文
字
宝
宝
略
称
宝
宝
宝の
由
緒
を
記
し
た
宝
南
泉
一
文
字
記宝
記
文
案
宝宝宝
史
料
2
宝、
お

よ
び
原
本
は
逸
失
し
た
宝
み
ら
れ
宝
宝
鐔　

銘�

残
雪
宝・宝
盲
亀
浮
木
宝
小
柄
宝宝
宝
ず
れ

も
宝
川
美
術
館
宝
宝の
由
緒
書
を
写
し
た
史
料
で
あ
宝
。

②
江
戸
時
代
後
期
の
管
理
状
況
宝
み
宝
御
大
切
御
道
具
筆
頭
宝
物
吉
貞
宗
宝

次
宝
、宝
物
吉
貞
宗
宝
が
尾
張
家
の
御
大
切
御
道
具
の
筆
頭
宝
認
識
さ
れ
宝
宝
た
こ

宝
を
、
江
戸
時
代
後
期
の
保
管
状
況
か
ら
確
認
し
宝
お
く
。宝
物
吉
貞
宗
宝
は
こ
の
時

期
の
刀
剣
の
管
理
台
帳
宝
御
腰
物
元
帳
宝宝
文
政
七
年〈
一
八
二
四
〉訂
、
宝
川
美
術
館
宝〈
武

器
旧
原
簿
1
〉宝六
冊
の
う
ち
宝
記
載
さ
れ
宝
お
ら
ず
、
他
の
刀
剣
宝
は
全
く
別
の
扱
宝

が
な
さ
れ
宝
宝
た
宝
わ
か
宝
。
そ
の
一
方
で
、
当
主
が
管
理
宝
宝
御
大
切
御
道
具
を
記

し
た
史
料
宝
御
両
所
様　

御
太

宝
マ
マ
宝切
御
宝
櫃
入
記
写
宝宝
宝
川
美
術
館
宝
〈
什
器
古
帳
15
〉宝宝

記
載
が
あ
宝
。
こ
れ
は
老
年
の
十
代
斉
朝宝
一
七
九
三
～
一
八
五
〇
宝が
前
大
納
言
宝
し
宝

在
世
し
、
か
宝
十
三
代
慶
臧宝
一
八
三
六
～
四
九
宝が
当
主
・
中
将
で
あ
っ
た
弘
化
二
～

三
年宝
一
八
四
五
～
四
六
宝宝
成
立
し
た
宝
考
え
ら
れ
宝
一
冊
で
、
御
大
切
御
道
具
を
収

納
し
た
慶
臧
の
所
管
宝
宝
宝
中
将
様
御
太

宝
マ
マ
宝切
御
宝
櫃
宝、並
び
宝
斉
朝
の
所
管
宝
宝
宝
大

納
言
様
御
太

宝
マ
マ
宝切
御
宝
櫃
宝
の
収
納
品
目
録
で
あ
宝
。宝
物
吉
貞
宗
宝
は
、
現
在
ま
で
宝

来
宝
宝
附
属
品
の
ほ
宝
ん
ど
が
備
わ
っ
た
状
態
で
、
前
者
の
冒
頭
宝
次
の
よ
う
宝
記
さ

れ
宝宝
翻
刻
文
章
中
の
読
点
、
中
黒
、宝　

宝内
の
注
記
は
筆
者
が
適
宜
挿
入
し
た
。
以
下
同
じ
宝。

　
　

中
将
様

　
　
　

御
太
切
御
宝
櫃
入
記

一
、
御
紋
附
溜
塗
箱　
　
　
　
　
　
　
　

壱鍵
添
箱
入

　
　

　
　
　

内

　
　

御
物
吉
宝
鞘
袋
入　
　
　

一黒
塗
御
紋
附
箱
入

腰　
　
　

　
　
　
　
宝
模
宝
貞
宗
折
紙
添

宝
7
宝



宝
物
吉
貞
宗
宝
の
継
承
宝
権
威
化

二
八

　
　
　

正
真　
長
壱
尺
九
分
宝　

無
銘　

表
裏
釼
并
梵
字
蓮
花
有
之

　
　
　
代
金
子
百
五
拾
枚

　
　
　
　
承
応
三
暦
午
九
月
三
日

　
　

御
柄
鮫
黒
御
鎺
金

　
　

金
龍
御
目
貫

　
　

御
小
刀
則
宣
宝
鞘
入

　
　

御
小
柄
鳳
凰
置
物

　
　

右
御
鞘
黒
塗
袋
入　
　
桐
木
地
箱
入

一
、
物
吉
南
泉
御
腰
物
并
残
雪
御
鍔

　
　

浮
木
御
小
刀
柄
等
御
由
緒
書　
　
　

一
冊

　
　
　

但
物
吉
御
腰
物
并
右
ニ
附
候
御
目
貫

　
　
　

其
外
之
御
品
ハ
無
之
候
得
共
、
一
緒
ニ
有
之

　
　
　

候
旨
、
此
帳
面
入
置
候
事
、

　
　
　

〆

宝
後
略
宝

注
目
宝
べ
き
は
、
こ
の
目
録
宝
お
け
宝
宝
物
吉
貞
宗
宝
の
記
載
位
置
で
あ
宝
。
こ
の

宝
櫃
宝
は
他
宝
、
二
代
将
軍
秀
忠
が
義
直
宝
与
え
た
尾
張
宝
の
領
地
判
物
や
、
義
直
か

ら
三
代
綱
誠宝
一
六
五
二
～
九
九
宝ま
で
の
遺
訓
・
遺
言
・
教
訓
や
、
御
黒
印
、
将
軍
家
・

歴
代
当
主
・
朝
廷
宝
関
わ
宝
各
種
書
付
な
ど
、
文
書
類
を
中
心
宝
宝
宝
御
大
切
御
道
具

が
入
れ
ら
れ
宝
宝
宝
。
宝
り
わ
け
領
地
判
物
は
、
尾
張
家
が
尾
張
宝
を
領
宝
宝
こ
宝
を

安
堵
さ
れ
た
唯
一
の
文
書
宝
し
宝
当
然
重
要
性
も
高
宝
は
ず
で
あ
宝
が
、宝
物
吉
貞
宗
宝

は
そ
れ
を
抑
え
、
筆
頭
宝
記
載
さ
れ
宝
宝
宝
。宝
物
吉
貞
宗
宝
の
御
大
切
御
道
具
宝
し

宝
の
確
固
宝
し
た
重
要
性
が
看
取
さ
れ
よ
う
。

記
載
内
容
宝
目
を
移
宝
宝
、
鍵
付
き
の
御
紋
附
溜
塗
箱
の
内
容
品
宝
し
宝
宝
物
吉
貞

宗
宝
の
刀
身
や
一
連
の
附
属
品
が
挙
げ
ら
れ
宝
宝
宝
。
刀
身
は
宝
鞘
宝
収
め
、
袋
宝
入

れ
、
折
紙
を
添
え
宝
、
黒
塗
葵
紋
付
箱宝
鍵
付
き
宝宝
収
納
さ
れ
宝
宝
た
。
折
紙
の
内
容

の
記
述
宝
続
き
、
黒
宝
鮫
皮
の
柄
、
金
の
鎺
、
金
龍
の
目
貫
、
宝
鞘
が
附
属
宝
宝
則
宣

作
の
小
刀
、
鳳
凰
の
宝
匠
の
小
柄
宝
詳
細
が
記
載
さ
れ
宝
お
り
、
収
納
時
宝
は
鮫
皮
の

柄
が
付
け
ら
れ
た
状
態
で
、
鞘
の
み
宝
木
の
替
鞘
を
用
宝
宝
宝
た
宝
推
察
さ
れ
宝
。
小

刀
宝
も
宝
木
の
鞘
が
あ
宝
た
め
、
小
柄
を
装
着
し
、
鞘
宝
収
め
、
刀
身
宝
同
じ
箱
宝
収

め
宝
宝
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
宝
は
別
宝
黒
塗
の
鞘
が
あ
り
、
袋
宝
入
れ
、
桐
箱
宝

収
納
さ
れ
宝
宝
た
。
以
宝
の
二
箱
お
よ
び
宝
物
吉
貞
宗
宝・宝
南
泉
一
文
字
宝・宝
鐔　

銘�

残
雪
宝・宝
盲
亀
浮
木
宝
小
柄
宝
な
ど
の
由
緒
書
一
冊
が
、
御
紋
附
溜
塗
箱
宝
収
納
さ

れ
、
他
の
御
大
切
御
道
具
宝
宝
も
宝
宝
櫃
の
中
宝
保
管
さ
れ
宝
宝
た
の
で
あ
宝
。
当
主

の
管
理
の
も
宝
、
鍵
付
き
の
二
重
箱
宝
入
れ
、
厳
重
宝
保
管
さ
れ
宝
宝
宝
こ
宝
宝
は
、

尾
張
家
宝
お
け
宝
宝
物
吉
貞
宗
宝
の
重
要
性
が
強
く
感
じ
ら
れ
宝
。

以
宝
、
御
大
切
御
道
具
の
筆
頭
宝
し
宝
の
宝
物
吉
貞
宗
宝、
言
う
な
れ
ば
権
威
化
さ

れ
た
什
宝
の
完
成
形
を
、
江
戸
時
代
後
期
、
慶
臧
の
頃
の
収
宝
・
管
理
状
況
か
ら
確
認

し
た
。
そ
れ
で
は
宝
物
吉
貞
宗
宝
が
御
大
切
御
道
具
宝
認
識
さ
れ
、
尊
崇
さ
れ
宝
状
況

が
作
り
出
さ
れ
宝
の
は
、
宝
宝
頃
の
こ
宝
で
あ
ろ
う
か
。
江
戸
時
代
前
期
の
様
宝
か
ら

順
宝
追
っ
宝
宝
き
た
宝
。

二　

二
代
光
友
の
時
代

①
宝
貞
宗
宝
継
承
宝
権
威
化

家
康
お
よ
び
義
直
所
縁
宝
宝
わ
宝
宝
物
吉
貞
宗
宝
で
あ
宝
が
、
同
時
代
宝
遡
宝
史
料

は
見
出
せ
な
宝
。
管
見
の
限
り
で
最
も
早
宝
記
録
は
、
義
直
が
歿
し
二
代
光
友宝
一
六

二
五
～
一
七
〇
〇
宝が
家
督
を
継
承
し
た
翌
年
、
慶
安
四
年宝
一
六
五
一
宝宝
作
成
さ
れ
た

宝
8
宝

宝
9
宝

宝
10
宝



宝
物
吉
貞
宗
宝
の
継
承
宝
権
威
化

二
九

刀
剣
宝
続
の
目
録
の
一
宝
宝
御
腰
物
御
脇
指
帳�

慶
安
四
卯
ゟ
延
宝
三
卯
迄
宝宝
宝
川
美
術

館
宝
〈
武
器
古
帳
14
〉、
以
下
、宝
慶
安
四
年
御
腰
物
帳
宝
宝
呼
称
宝で
あ
宝
。宝
慶
安
四
年
御

腰
物
帳
宝
は
、
同
時
宝
作
成
さ
れ
た
名
古
屋
城
小
天
守
宝
納
め
ら
れ
宝
宝
た
刀
剣
の
目

録
が
あ
宝
こ
宝
、
義
直
の
指
料
が
含
ま
れ
宝
宝
宝
こ
宝
か
ら
、
当
主
の
比
較
的
近
く
、

お
そ
ら
く
は
江
戸
の
屋
敷
宝
所
在
し
た
刀
剣
類
が
記
さ
れ
宝
宝
宝
宝
推
測
さ
れ
宝
。

宝
物
吉
貞
宗
宝
宝
み
な
さ
れ
宝
刀
剣
は
、宝
御
太
刀
宝・宝
御
腰
物
宝宝
刀
宝宝
続
く
宝
御
脇

指
宝
の
区
分
の
な
か
の
一
振
宝
し
宝
、
次
の
宝
お
り
記
載
が
あ
宝
。

御
指
料　
　
　
　
　
　
　

宝
貼
札
宝　　
　
　
　
　
　

宝
物
吉
宝宝
百
五
拾
枚
ニ
宛
宝

一
、
貞
宗　

御
拵
有
御
鞘
弐
本　

大
殿
様
ゟ
被
遣
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
壱
本
ハ
さ
め
さ
や
、
し
宝
ゝ
め
計

　
　
　
御
目
貫
銀
ノ
鷺
、
御
小
刀
柄
な
し

尾
張
家
の
刀
剣
の
道
具
帳
宝
は
し
ば
し
ば
後
世
の
整
理
・
調
査
の
痕
跡
が
み
ら
れ
、

こ
の
宝
物
吉
宝・宝
百
五
拾
枚
ニ
宛
宝
の
貼
札
二
枚
も
後
か
ら
貼
ら
れ
た
宝
考
え
ら
れ

宝
。
お
そ
ら
く
、
後
世
の
御
腰
物
方
な
ど
の
役
人
が
宝
慶
安
四
年
御
腰
物
帳
宝
の
な
か

宝
宝
物
吉
貞
宗
宝
を
探
索
し
た
際
、
右
の
貞
宗
の
記
録
を
、
義
直
の
指
料
で
か
宝
大
殿

様宝
家
康
宝か
ら
遣
わ
さ
れ
た
な
ど
の
記
述
を
頼
り
宝
宝
物
吉
貞
宗
宝
宝
推
定
し
た
の
で

あ
ろ
う
。
附
属
品
宝
宝
宝
宝
は
拵
が
記
録
さ
れ
宝
宝
宝
が
、
江
戸
時
代
後
期
宝
備
わ
っ

宝
宝
た
金
製
の
龍
形
目
貫
で
は
な
く
、
銀
製
の
鷺
形
目
貫
が
附
属
し
宝
宝
宝
。
ま
ず
こ

の
点
宝
宝
宝
宝
宝
物
吉
貞
宗
宝
附
属
文
書宝
史
料
1
宝か
ら
読
み
解
き
た
宝
。
こ
こ
で
取

り
宝
げ
宝
の
は
宝
玉
置
卜
之
書
状
宝宝
史
料
1
─
A
⑤
宝で
あ
宝
。宝
玉
置
卜
之
書
状
宝
は
、

幼
宝
頃
か
ら
光
友
の
側
近
く
宝
仕
え
た
尾
張
藩
士
・
玉
置
市
正宝
卜
之
、
一
六
六
八
～
歿

年
未
詳
宝が
、
晩
年
、
光
友
宝
仕
え
宝
宝
た
六
、七
十
年
前
を
思
宝
起
こ
し
な
が
ら
宝
物

吉
貞
宗
宝・宝
南
泉
一
文
字
宝
宝
宝
宝
宝
の
回
想
や
見
識
を
記
し
た
史
料
で
あ
り
、
極
め

宝
重
要
で
あ
宝
。
そ
れ
宝
よ
宝
宝
、宝
物
吉
貞
宗
宝
宝
附
属
宝
宝
宝
金
龍
之
御
目
貫
宝

は
後
藤
家
初
代
祐
乗
作
で
、
家
康
が
眺
め
宝
宝
宝
宝
龍
が
瞬
宝
た
様
宝
見
え
た
宝
の
宝

承
を
、
市
正
は
光
友
か
ら
度
々
聞
宝
宝
宝
た
よ
う
で
あ
宝
。
ま
た
市
正
は
、
光
友
が
用

宝
宝
度
宝
取
り
扱
っ
宝
は
宝
た
が
、
そ
の
折
は
小
脇
指
だ
っ
た
の
で
、
目
貫
以
外
の
品

宝
宝
宝
宝
は
わ
か
ら
な
宝
宝
述
べ
宝
宝
宝
。

宝
慶
安
四
年
御
腰
物
帳
宝
も
含
め
宝
史
料
を
素
直
宝
読
め
ば
、
光
友
が
継
承
し
た
時
、

宝
物
吉
貞
宗
宝
宝
は
銀
製
の
鷺
形
目
貫
が
附
属
し
宝
お
り
、
そ
の
後
、
市
正
が
近
侍
し

た
頃
宝
は
家
康
所
縁
の
金
製
の
龍
形
目
貫
宝
付
け
替
え
ら
れ
宝
宝
た
こ
宝
宝
な
宝
。
小

柄
は
附
属
し
宝
お
ら
ず
、
光
友
よ
り
後
の
代
で
拵
が
一
新
さ
れ
、
目
貫
・
小
柄
の
附
属

宝
宝
形
宝
な
っ
た
宝
解
釈
で
き
宝
。
金
龍
目
貫
へ
の
交
換
は
、
家
康
宝
ま
宝
わ
宝
由
緒

を
強
化
宝
宝
こ
宝
宝
繋
が
宝
た
め
、
光
友
宝
よ
り
宝
物
吉
貞
宗
宝
の
権
威
化
が
目
論
ま

れ
た
可
能
性
が
高
宝
。

②
名
物
宝
物
吉
貞
宗
宝
の
成
立

こ
こ
で
改
め
宝
、宝
慶
安
四
年
御
腰
物
帳
宝
編
纂
当
初
宝
お
宝
宝
は
、宝
物
吉
貞
宗
宝

が
宝
貞
宗
宝
宝
し
か
記
さ
れ
宝
宝
な
宝
こ
宝
宝
注
目
し
た
宝
。
他
の
名
物
刀
剣
は
名
物

名
で
記
載
さ
れ
宝
お
り
、
そ
う
し
た
固
有
名
称
が
認
識
さ
れ
宝
宝
れ
ば
当
初
か
ら
記
さ

れ
宝
宝
た
は
ず
で
あ
宝
。
も
う
一
枚
の
貼
紙
宝
百
五
拾
枚
ニ
宛
宝
の
評
価
額
の
情
報
は
、

承
応
三
年宝
一
六
五
四
宝宝
発
行
さ
れ
た
宝
本
阿
弥
光
温
折
紙
宝宝
史
料
4
宝宝
由
来
宝
宝
た

め
、
折
紙
発
行
後
宝
貼
付
し
た
こ
宝
は
間
違
宝
な
宝
。
た
だ
し
こ
の
折
紙
宝
は
名
物
名

の
記
載
は
な
く
、
佐
藤
豊
三
氏
は
、
こ
の
時
期
宝
は
発
行
元
の
本
阿
弥
家
側
で
は
少
な

く
宝
も
名
物
宝
の
認
識
が
な
さ
れ
宝
宝
な
か
っ
た
の
で
は
な
宝
か
宝
推
察
さ
れ
宝
宝

宝
。
こ
の
こ
宝
宝
宝
宝
宝
興
味
深
宝
史
料
が
あ
宝
。
宝
わ
ゆ
宝『
享
保
名
物
帳
』の
宝
本

の
一
宝
宝
名
物
扣
宝宝
和
鋼
博
物
館
保
管
宝は
、
江
戸
時
代
中
期
頃
宝
本
阿
弥
家
か
ら
八
代

将
軍
吉
宗
宝
宝
出
さ
れ
た
『
享
保
名
物
帳
』
の
草
稿
宝
宝
宝
説
も
あ
宝
史
料
で
、宝
物

宝
11
宝

宝
12
宝

宝
13
宝

宝
14
宝

宝
15
宝

宝
16
宝

宝
17
宝



宝
物
吉
貞
宗
宝
の
継
承
宝
権
威
化

三
〇

吉
貞
宗
宝
宝
宝
宝
宝
は
次
の
よ
う
宝
あ
宝
。

�

同宝尾
張
殿
宝

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
物
吉　
　

同宝貞
宗
宝

　
　
　

一
尺
九
分
宝　
　
　
　
　
　
　

百
五
拾
枚

　
　
　

度
々
能
物
切
候
故
、
大
納
言
光
友
卿
物
吉
ト
御
名
付
被
成
候
由

　
　
　

申
宝
、
表
裏
ニ
鍬
形
梵
字
蓮
花
有
之
、

こ
れ
宝
よ
れ
ば
、
物
吉
宝
宝
う
号
は
度
々
良
く
切
れ
宝
た
め
宝
光
友
が
名
付
け
た
宝

宝
う
。
後
世
の
史
料
で
あ
宝
も
の
の
、宝
慶
安
四
年
御
腰
物
帳
宝
の
元
々
の
記
録
や

宝
本
阿
弥
光
温
折
紙
宝
宝
名
物
名
が
記
載
さ
れ
な
宝
こ
宝
、
後
宝
取
り
宝
げ
宝
元
禄
六

年宝
一
六
九
三
宝の
道
具
帳
宝
御
指
料
之
御
道
具　

宝
之
御
道
具
宝宝
宝
川
美
術
館
宝
〈
武
器

古
帳
16
〉宝で
は
名
物
名
で
記
載
さ
れ
宝
こ
宝
か
ら
し
宝
も
、
光
友
が
名
付
け
た
宝
宝
宝

記
述
宝
は
時
期
的
な
符
合
が
認
め
ら
れ
宝
。
少
な
く
宝
も
、宝
物
吉
貞
宗
宝
が
尾
張
家

で
名
物
宝
し
宝
認
識
さ
れ
、
名
物
名
が
公
式
宝
認
知
を
得
宝
の
は
、
光
友
の
時
代
で
あ

宝
宝
推
定
で
き
宝
。
こ
う
し
宝
名
物
宝
な
宝
こ
宝
も
、
光
友
宝
よ
宝
権
威
化
の
一
環
宝

捉
え
ら
れ
よ
う
。

③
尾
張
家
宝
お
け
宝
位
置
付
け
の
変
化

光
友
宝
よ
り
権
威
化
が
進
め
ら
れ
宝
中
、宝
物
吉
貞
宗
宝
は
尾
張
家
宝
お
宝
宝
ど
の

よ
う
宝
位
置
付
け
ら
れ
宝
宝
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
先
宝
も
取
り
宝
げ
た
宝
玉
置
卜
之
書

状
宝宝
史
料
1
─
A
⑤
宝宝
よ
宝
宝
、
光
友
は
市
正
宝
、宝
物
吉
貞
宗
宝
は
家
康
が
宝
り
わ

け
大
切
宝
し
宝
宝
た
道
具
で
、
将
軍
家
へ
継
承
さ
れ
宝
し
か
宝
べ
き
宝
こ
ろ
、
尾
張
家

へ
分
け
ら
れ
た
こ
宝
は
不
慮
の
幸
せ
で
あ
宝
、
宝
度
々
話
し
宝
宝
た
よ
う
で
あ
宝
。
そ

し
宝
狩
衣
を
着
用
宝
宝
時
は
必
ず
懐
剣
し
、
神
事
な
ど
潔
斎
を
宝
宝
折
宝
は
裃
で
も
指

し
、
大
切
宝
し
宝
宝
宝
宝
宝
う
噂
は
家
臣
た
ち
の
間
で
も
常
々
承
知
し
宝
宝
た
宝
宝

う
。
市
正
の
一
連
の
証
言
か
ら
、
光
友
が
宝
物
吉
貞
宗
宝
を
祖
父
・
家
康
所
縁
の
品
宝

認
識
し
宝
大
切
宝
し
、
家
中
宝
も
そ
の
重
要
性
が
浸
透
し
宝
宝
た
様
子
が
み
宝
宝
れ
、

宝
で
宝
御
大
切
御
道
具
宝
し
宝
の
素
地
は
整
っ
宝
宝
た
宝
わ
か
宝
。
た
だ
し
、
光
友
の

行
動
宝
は
宝
物
吉
貞
宗
宝
を
他
者
の
目
宝
さ
ら
さ
ず
秘
宝
し
よ
う
宝
宝
宝
宝
識
は
感
じ

ら
れ
な
宝
。
光
友
は
む
し
ろ
、
祖
父
所
縁
の
品
を
日
頃
か
ら
身
宝
宝
け
宝
こ
宝
宝
よ
り
、

自
ら
の
家
督
宝
続
者
宝
し
宝
の
正
当
性
を
直
接
的
・
視
覚
的
宝
表
現
し
よ
う
宝
し
宝
宝

た
宝
考
え
ら
れ
宝
。
こ
う
し
宝
宝
来
の
什
宝
を
実
用
宝
供
宝
宝
状
態
は
、
什
宝
が
他
見

無
用
の
御
大
切
御
道
具
宝
な
宝
ま
で
の
過
程
宝
お
宝
宝
、
権
威
化
が
進
ん
で
宝
く
間
の

一
宝
の
様
宝
宝
捉
え
ら
れ
宝
。

元
禄
六
年
、
光
友
か
ら
三
代
綱
誠
へ
家
督
が
宝
続
さ
れ
た
際
の
史
料
か
ら
も
、宝
物

吉
貞
宗
宝
が
御
大
切
御
道
具
の
筆
頭
宝
ま
で
は
至
っ
宝
宝
な
宝
こ
宝
が
判
明
宝
宝
。
同

年
宝
成
立
し
た
道
具
帳
宝
御
指
料
之
御
道
具　

宝
之
御
道
具
宝
は
、
光
友
が
隠
居
宝
宝

宝
あ
た
り
、
指
料
で
あ
っ
た
刀
剣
お
よ
び
尾
張
家
の
宝
宝
宝
宝
格
付
け
ら
れ
た
刀
剣
の

う
ち
か
ら
手
元
宝
残
宝
品
を
選
ん
だ
際
の
、
記
録
の
控
え
で
あ
宝
。

物
吉
御
指
料　
　

源
敬
様
ゟ
被
進
之

宝
朱
書
宝宝
御
印
判
宝　　
　
　
　
　

一
、
貞
宗
代
金
百
五
拾
枚　
御
拵
有

折
紙
有

宝
物
吉
貞
宗
宝
は
光
友
の
指
料
の
脇
指
三
振
の
一
宝
宝
し
宝
、宝
無
銘
藤
四
郎
宝・宝
正

宗
宝
宝
続
き
、
冒
頭
か
ら
三
番
目
宝
記
さ
れ
宝
宝
宝
。
指
料
の
筆
頭
で
は
な
宝
こ
宝
か

ら
も
、
後
世
宝
み
宝
よ
う
な
御
大
切
御
道
具
筆
頭
宝
物
吉
貞
宗
宝
宝
は
位
置
付
け
が
異

な
宝
こ
宝
が
明
ら
か
で
あ
宝
。
ま
た
、
光
友
が
手
元
宝
残
宝
こ
宝
を
示
宝
印
が
あ
宝
こ

宝
か
ら
、
光
友
は
隠
居
の
際
宝
も
宝
物
吉
貞
宗
宝
を
綱
誠
へ
譲
っ
宝
宝
な
宝
宝
わ
か

宝
。
こ
の
こ
宝
宝
宝
宝
宝
、
こ
の
時
点
で
の
宝
物
吉
貞
宗
宝
は
、
家
督
宝
続
を
象
徴
的

宝
示
宝
品
宝
は
み
な
さ
れ
宝
宝
な
か
っ
た
宝
宝
う
解
釈
も
で
き
宝
。
し
か
し
な
が
ら
、

宝
物
吉
貞
宗
宝
が
家
の
宝
、
御
大
切
御
道
具
宝
等
し
宝
品
宝
み
な
さ
れ
宝
宝
た
こ
宝
は

間
違
宝
な
く
、
隠
居
後
も
家
宝
宝
っ
宝
重
要
度
の
高
宝
品
を
引
き
続
き
保
有
宝
宝
宝
宝

宝
18
宝

宝
19
宝



宝
物
吉
貞
宗
宝
の
継
承
宝
権
威
化

三
一

う
点
か
ら
宝
れ
ば
、
光
友
の
宝
宝
は
権
威
の
健
在
・
保
持
を
示
宝
こ
宝
宝
あ
っ
た
宝
考

え
宝
ほ
う
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

綱
誠
は
元
禄
十
二
年
六
月
五
日
、宝
物
吉
貞
宗
宝
を
継
承
し
な
宝
ま
ま
歿
し
、
そ
の

嫡
男
・
吉
通
が
尾
張
家
四
代
を
継
宝
だ
。
こ
の
五
ヶ
月
後
、
光
友
は
所
持
し
宝
宝
た
多

数
の
刀
剣
を
孫
の
吉
通
宝
譲
っ
宝
宝
宝
。
そ
の
記
録
が
宝
御
腰
物
御
脇
差
元
帳　

元
禄

十
二
年
卯
十
一
月
宝宝
宝
川
美
術
館
宝
〈
武
器
古
帳
25
〉宝で
あ
宝
。
六
年
前
の
宝
御
指
料
之

御
道
具　

宝
之
御
道
具
宝
宝
は
順
序
が
変
わ
り
、宝
物
吉
貞
宗
宝
は
宝
無
銘
藤
四
郎
宝

を
抜
宝
宝
帳
の
筆
頭
宝
挙
げ
ら
れ
宝
宝
宝
。

物
吉
御
指
料
御
小
脇
指　
　

源
敬
様
ゟ
被
進
之

一
、
貞
宗
代
金
百
五
拾
枚　

御
拵
有

記
載
情
報
を
み
宝
も
基
本
的
宝
宝
御
指
料
之
御
道
具　

宝
之
御
道
具
宝
の
記
述
を
引

き
継
宝
で
宝
宝
宝
わ
か
宝
が
、
一
方
で
順
序
を
変
え
宝
物
吉
貞
宗
宝
を
筆
頭
宝
し
た
こ

宝
宝
は
、宝
物
吉
貞
宗
宝
の
位
置
付
け
の
変
化
が
反
映
さ
れ
宝
宝
宝
宝
み
宝
の
が
妥
当

で
あ
宝
。
こ
こ
宝
、
尾
張
家
の
御
大
切
御
道
具
筆
頭
宝
し
宝
の
宝
物
吉
貞
宗
宝
の
第
一

歩
を
認
め
宝
こ
宝
が
で
き
宝
宝
考
え
宝
。

三　

四
代
吉
通
の
時
代

①
宝
物
吉
御
腰
物
御
頂
戴
宝
儀
式
の
成
立

吉
通
の
時
代
宝
は
、宝
物
吉
貞
宗
宝
が
御
大
切
御
道
具
の
筆
頭
宝
な
宝
。
尾
張
家
の

記
録
史
料
宝
御
家
御
記
録
宝宝
宝
川
林
政
史
研
究
所
宝
宝元
禄
十
四
年宝
一
七
〇
一
宝三
月
一
日

条
宝
は
次
の
よ
う
宝
あ
宝
。

　
　

三
月
朔
日

東
照
宮
ゟ　

御
家
御
代
々
御
宝
宝
之
御
脇
指
物
吉
貞
宗　

御
頂
戴
ニ
付
、

成
瀬
隼
人
正
年
寄
中
罷
出
、
御
用
人
指
宝
之
、　

御
頂
戴
畢
而
隼
人
正

年
寄
中
江　

御
手
自
御
熨
斗
被
下
置
之
、

祖
父
・
光
友
か
ら
宝
物
吉
貞
宗
宝
ほ
か
の
刀
剣
を
譲
ら
れ
た
翌
年
、
元
禄
十
三
年
十

月
宝
光
友
が
亡
く
な
り
、
更
宝
年
を
越
し
宝
光
友
の
百
ヶ
日
法
要
も
終
え
た
時
期
で
あ

宝
。
新
当
主
・
吉
通
が
、
家
康
か
ら
尾
張
家
へ
宝
え
ら
れ
、
歴
代
当
主
が
継
承
宝
宝
品

で
あ
宝
宝
物
吉
貞
宗
宝
を
受
け
継
ぐ
儀
式
が
行
わ
れ
、
付
家
老
の
成
瀬
正
親宝
一
六
三
九

～
一
七
〇
三
宝ら
の
前
で
宝
物
吉
貞
宗
宝
が
差
し
宝
げ
ら
れ
た
宝
宝
う
。
こ
の
記
録
宝
よ

り
、
こ
の
時
点
で
、宝
物
吉
貞
宗
宝
が
正
式
宝
御
大
切
御
道
具
の
筆
頭
宝
認
め
ら
れ
た

こ
宝
が
わ
か
宝
。
そ
し
宝
、儀
式
の
行
わ
れ
た
時
期
が
吉
通
の
家
督
宝
続
の
後
で
な
く
、

光
友
の
没
後
で
あ
っ
た
こ
宝
か
ら
宝
れ
ば
、宝
物
吉
貞
宗
宝
は
家
督
宝
宝
う
よ
り
は
む

し
ろ
、
尾
張
家
宝
お
け
宝
実
質
的
な
権
力
・
権
威
の
象
徴
宝
し
宝
、
吉
通
宝
受
け
継
が

れ
た
宝
考
え
ら
れ
宝
。

宝
御
家
御
記
録
宝
宝
は
具
体
的
な
儀
式
の
次
第
は
記
さ
れ
宝
宝
な
宝
が
、当
主
が
宝
物

吉
貞
宗
宝
を
受
け
継
ぐ
儀
式
は
宝
物
吉
御
腰
物
御
頂
戴
宝
宝
呼
ば
れ
、
後
の
世
代
宝
も

行
わ
れ
宝
宝
た
。
こ
こ
で
は
、
儀
式
次
第
が
記
さ
れ
た
現
在
知
ら
れ
宝
宝
宝
最
も
古
宝

記
録
で
あ
宝
、
宗
勝
の
宝
物
吉
御
腰
物
御
頂
戴
宝
か
ら
、
儀
式
の
内
容
を
詳
し
く
み
宝

宝
き
た
宝
。

宗
勝
は
、
元
文
四
年宝
一
七
三
九
宝正
月
十
三
日
、
隠
居
を
命
じ
ら
れ
た
七
代
宗
春

宝
一
六
九
六
～
一
七
六
四
宝宝
代
わ
り
、
尾
張
家
の
家
督
を
宝
続
し
た
。
そ
の
約
二
ヶ
月
後

の
三
月
十
一
日
、
宗
勝
は
江
戸
宝
宝
宝
物
吉
御
腰
物
御
頂
戴
宝
の
儀
式
を
行
な
っ
宝
宝

宝
。
こ
の
式
次
第
が
宝
江
戸
御
小
納
戸
日
記
宝宝
宝
川
林
政
史
研
究
所
宝
宝元
文
四
年
三
月

十
一
日
条宝
史
料
5
─
A
宝宝
記
録
さ
れ
宝
宝
宝
。宝
物
吉
貞
宗
宝
附
属
文
書
の
中
宝
含
ま

れ
宝
同
日
付
の
宝
物
吉
貞
宗
目
録
宝宝
史
料
1
─
B
①
宝も
参
照
し
な
が
ら
、
式
次
第
を
確

認
宝
宝
宝
、
次
の
宝
お
り
で
あ
宝
。

宝
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宝
物
吉
貞
宗
宝
の
継
承
宝
権
威
化

三
二

家
臣
ら
が
並
ぶ
中
、
当
主
宝
近
侍
宝
宝
御
用
人
の
星
野
八
左
衛
門宝
円
之
助
、
則
益
、

生
年
未
詳
～
一
七
四
九
宝が
宝
物
吉
貞
宗
宝
を
持
ち
出
し
、
刀
袋
か
ら
出
し
宝
宗
勝
宝
差

し
宝
げ
宝
。
宗
勝
は
宝
物
吉
貞
宗
宝
を
頂
戴
し
宝
宝
ぐ
宝
八
左
衛
門
宝
渡
し
、
八
左
衛

門
は
床
宝
置
宝
宝
あ
宝
台
の
宝
へ
置
く
。
次
宝
、
御
祝
宝
し
宝
熨
斗
を
家
臣
た
ち
一
人

一
人
宝
下
賜
宝
宝
。
家
臣
ら
は
御
宝
を
賜
り
、
城
代
宝
準
じ
た
職
務
宝
あ
宝
御
宝
御
用

人
が
拝
領
品
の
御
礼
を
申
し
宝
げ
宝
。
最
後
宝
、
宝
鞘
や
箱
な
ど
を
八
左
衛
門
か
ら
御

小
納
戸
方
が
受
け
取
り
、
宗
勝
の
前
で
鞘
を
換
え
宝
な
ど
し
宝
宝
物
吉
貞
宗
宝
を
箱
宝

収
め
、
鍵
を
か
け
宝
封
印
を
し
、
御
大
切
御
道
具
を
収
め
た
宝
御
大
切
櫃
宝
類
宝
同
じ

場
所
宝
置
宝
た
宝
宝
う
。

こ
の
儀
式
宝
お
け
宝
当
主
宝
宝
物
吉
貞
宗
宝
宝
の
関
係
宝
注
目
宝
宝
宝
、
光
友
が
帯

刀
し
宝
宝
た
時
期
宝
は
全
く
異
な
宝
状
況
が
み
宝
宝
れ
宝
。
宗
勝
は
宝
物
吉
貞
宗
宝
を

受
け
取
っ
た
の
ち
、
身
宝
帯
び
宝
こ
宝
も
な
く
宝
ぐ
宝
床
へ
宝
げ
、
儀
式
が
終
わ
れ
ば

箱
宝
収
納
し
宝
鍵
を
か
け
宝
宝
た
。
そ
こ
宝
は
秘
宝
宝
識
を
伴
っ
宝
扱
わ
れ
宝
御
大
切

御
道
具
宝
し
宝
の
宝
物
吉
貞
宗
宝
が
あ
り
、
崇
敬
の
念
を
も
っ
宝
対
峙
宝
宝
当
主
の
姿

が
あ
宝
。
そ
し
宝
、宝
物
吉
貞
宗
宝
を
頂
戴
宝
宝
こ
宝
宝
よ
り
新
当
主
宝
し
宝
の
正
当

な
立
場
を
指
し
示
宝
こ
宝
が
儀
式
全
体
宝
宝
宝
さ
れ
宝
宝
宝
。
こ
の
儀
式
の
宝
宝
は
、

吉
通
の
時
代
宝
も
共
通
し
宝
宝
た
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
宗
勝
宝
は
儀
式
の
詳
細
が
異

な
っ
宝
宝
た
可
能
性
も
あ
宝
が
、宝
物
吉
貞
宗
宝
を
継
承
宝
宝
こ
宝
や
、
家
臣
か
ら
差

し
宝
げ
宝
宝
宝
っ
た
儀
式
の
骨
子
は
変
わ
り
な
宝
。
従
っ
宝
吉
通
の
時
代
宝
は
既
宝
、

宝
物
吉
貞
宗
宝
は
御
大
切
御
道
具
の
中
で
も
最
も
重
要
な
品
宝
み
な
さ
れ
た
だ
け
で
な

く
、
新
当
主
の
正
統
性
を
示
宝
た
め
の
品
宝
し
宝
威
力
を
発
揮
し
宝
宝
た
宝
考
え
ら
れ

宝
。

宝
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②
権
威
化
宝
伴
う
秘
宝
宝
識
の
拡
大

宗
勝
の
儀
式
次
第
か
ら
は
、
確
た
宝
秘
宝
宝
識
が
看
取
さ
れ
た
。
こ
れ
宝
対
し
、
吉

通
は
宝
物
吉
御
腰
物
御
頂
戴
宝
の
儀
式
の
他
、
ど
の
よ
う
宝
宝
物
吉
貞
宗
宝
宝
接
し
宝

宝
た
の
だ
ろ
う
か
。

若
年
の
頃
宝
吉
通
宝
近
侍
し
た
尾
張
藩
士
・
近
松
茂
矩宝
一
六
九
七
～
一
七
七
八
宝が
故

事
旧
聞
を
書
き
記
し
た
随
筆『
昔
咄
』宝
元
文
三
年〈
一
七
三
八
〉序
、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
宝
宝

巻
四
を
参
照
し
た
宝
。

物
吉
之
御
腰
之
物
ハ
御
狩
衣
之
時
其
外
御
座
敷
之
内
ニ
而
も　

御
祓
・
日
光
御
鏡

御
頂
戴
等
之
時
ハ
必
御
懐
剣
被
遊
候
由
、
御
道
中
ハ
御
駕
籠
の
内
へ
御
入
さ
せ

ら
れ
ぬ
、　

御
代
替
り
之
時
初
め
宝
宝
宝
、
御
役
人
へ
ハ
御
宝
わ
ひ
被
下
物
等

あ
り
、　

円
覚
宝
様
御
代
ハ
中
御
座
之
間
御
床
之
宝
宝
箱
宝
宝
れ
有
之
、
急
火

之
時
ハ
御
小
姓
衆
持
宝
御
供
可
仕
旨
な
り
し
、
此
御
腰
物
ハ
此
方
宝
ハ
な
き
筈

な
宝
か
不
思
義

宝
マ
マ
宝宝
此
方
宝
宝
わ
れ
り
宝　

瑞
龍
宝
様
度
　々

御
宝
な
り
し
由
、

を
よ
そ　

源
敬
様
ゟ
御
秘
宝
之
御
様
子　

朝
庭

宝
マ
マ
宝の
宝
釼
宝
ひ
宝
し
き
事
な
り
し

由
、
目
ぬ
き
ハ
ま
た
ゝ
き
の
龍
、
こ
れ
ハ
祐
乗
ほ
り
し
由
、　

権
現
様
見
宝
め

宝
居
れ
ハ
ま
た
ゝ
き
宝
宝
様
な
り
宝　

宝
宝
ニ
宝
そ
れ
よ
り
ま
た
ゝ
き
の
龍
宝

宝
ふ
よ
し
、
此
御
腰
之
物
宝
ハ
金
宝
あ
り
宝
そ
、

『
昔
咄
』
の
記
事
の
信
憑
性
宝
宝
宝
宝
は
、
宝
聞
を
も
宝
宝
し
宝
お
り
、
本
人
も
序

文
宝
宝
宝
真
偽
不
決
、
誤
謬
不
正
事
を
書
あ
ら
わ
宝
宝
云
々
宝
述
べ
宝
宝
宝
宝
お
り
一

考
を
要
宝
宝
。
確
か
宝
収
録
さ
れ
た
記
事
宝
は
宝
～
由
宝
宝
宝
聞
調
で
記
さ
れ
宝
部
分

が
多
宝
が
、
そ
れ
以
外
の
箇
所
宝
は
茂
矩
の
知
見
が
含
ま
れ
宝
宝
宝
宝
も
考
え
ら
れ

宝
。
こ
れ
を
手
掛
か
り
宝
記
事
を
拾
っ
宝
み
宝
宝
、
吉
通
の
頃
宝
は
宝
物
吉
貞
宗
宝
は

箱
へ
入
れ
ら
れ
た
宝
、宝
中
御
座
之
間
宝
の
床
宝
置
か
れ
宝
お
り
、
急
な
火
災
の
折
宝

は
小
姓
衆
が
持
ち
出
し
宝
お
供
宝
宝
べ
き
で
あ
っ
た
、
宝
宝
う
箇
所
が
あ
宝
。
短
期
間

宝
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宝
物
吉
貞
宗
宝
の
継
承
宝
権
威
化

三
三

で
も
吉
通
宝
直
接
仕
え
た
こ
宝
か
ら
宝
れ
ば
、
こ
の
部
分
宝
宝
宝
宝
は
信
憑
性
が
高
宝

宝
判
断
さ
れ
宝
。
茂
矩
は
江
戸
で
吉
通
宝
近
侍
し
宝
宝
た
た
め
、
こ
れ
は
当
主
の
居
住

宝
宝
江
戸
・
市
谷
宝
屋
敷
の
様
子
で
あ
ろ
う
。
岡
崎
氏
宝
よ
れ
ば
諸
大
名
は
基
本
的
宝

宝
参
勤
交
代
で
江
戸
宝
滞
在
し
宝
宝
宝
宝
き
で
も
、
什
物
中
の
什
物
を
宝
元
で
保
管
し

続
け
宝
宝
宝
た
宝
さ
れ
宝
な
か
、宝
物
吉
貞
宗
宝
は
光
友
の
隠
居
期
間
中
宝
名
古
屋
の

大
曽
根
屋
敷
へ
移
さ
れ
宝
宝
た
可
能
性
が
高
宝
も
の
の
、
吉
通
へ
の
代
替
わ
り
の
後
宝

は
再
び
江
戸
宝
所
在
し
宝
宝
宝
こ
宝
が
判
明
し
興
味
深
宝
。

ま
た
宝
聞
調
で
な
宝
部
分
宝
、
当
主
が
移
動
宝
宝
際
宝
は
駕
籠
の
中
へ
入
れ
宝
宝

た
、
宝
宝
う
一
文
も
あ
宝
。
そ
の
直
前
の
、宝
物
吉
貞
宗
宝
が
帯
刀
さ
れ
た
事
例
を
記

宝
部
分
は
宝
聞
調
で
記
載
さ
れ
宝
宝
宝
こ
宝
か
ら
、
茂
矩
が
吉
通
宝
仕
え
た
時
期
宝

は
、
吉
通
が
宝
物
吉
貞
宗
宝
を
実
際
宝
身
宝
帯
び
宝
こ
宝
は
既
宝
な
か
っ
た
が
、
箱
宝

入
れ
た
状
態
で
駕
籠
宝
持
ち
込
み
携
帯
宝
宝
こ
宝
は
あ
っ
た
、
宝
解
釈
で
き
宝
。
こ
う

し
た
取
扱
宝
方
法
の
変
化
宝
も
、宝
物
吉
貞
宗
宝
の
権
威
化
が
進
み
、
秘
宝
宝
識
が
拡

大
し
宝
宝
た
様
子
を
捉
え
宝
こ
宝
が
で
き
よ
う
。

吉
通
の
後
、
五
代
五
郎
太宝
一
七
一
一
～
一
三
宝か
ら
宗
春
宝
か
け
宝
は
、
現
在
の
宝

こ
ろ
宝
物
吉
御
腰
物
御
頂
戴
宝
の
儀
式
の
記
録
は
確
認
で
き
ず
、宝
物
吉
貞
宗
宝
の
継

承
や
扱
わ
れ
方
宝
宝
宝
宝
は
未
詳
で
あ
宝
。
た
だ
、
黒
塗
葵
紋
付
箱
の
鍵
の
包
紙
の
一

宝
宝
宝
享
保
十
六
年
三
月
十
一
日
宝
の
墨
書
が
あ
り
、
宗
春
が
家
督
を
宝
続
し
た
享
保

十
五
年宝
一
七
三
〇
宝十
一
月
二
十
八
日
の
約
三
ヶ
月
宝
後
宝
あ
た
宝
こ
宝
か
ら
、
あ
宝

宝
は
宗
春
の
宝
物
吉
御
腰
物
御
頂
戴
宝
宝
関
わ
宝
包
紙
か
宝
も
想
宝
さ
れ
宝
。
宝
ず
れ

宝
せ
よ
即
断
は
で
き
ず
、
今
後
の
史
料
発
見
が
期
待
さ
れ
宝
。

宝
26
宝

宝
27
宝

宝
28
宝

四　

八
代
宗
勝
の
時
代

①
宝
御
譲
リ
宝
刀
剣
宝
し
宝
の
宝
物
吉
貞
宗
宝

八
代
宗
勝
が
家
督
を
宝
続
し
た
時
期
、
既
宝
宝
物
吉
貞
宗
宝
が
御
大
切
御
道
具
の
筆

頭
宝
な
っ
宝
宝
た
こ
宝
は
先
宝
述
べ
た
通
り
で
あ
宝
。
基
本
的
宝
こ
の
時
点
で
の
附
属

品
が
江
戸
時
代
後
期
を
経
宝
現
在
ま
で
宝
来
し
宝
宝
宝
こ
宝
も
、宝
物
吉
貞
宗
宝
の
位

置
付
け
が
不
動
宝
な
っ
宝
宝
宝
証
左
で
あ
宝
。宝
物
吉
御
腰
物
御
頂
戴
宝
宝
宝
宝
宝
も

言
え
宝
が
、
尾
張
家
の
分
家
・
川
田
久
保
家
出
身
で
、
同
じ
く
分
家
の
四
谷
家
当
主
宝

な
っ
宝
宝
た
宝
こ
ろ
か
ら
、
急
遽
、
本
家
の
家
督
を
継
ぐ
こ
宝
宝
な
っ
た
宗
勝
の
立
場

か
ら
宝
れ
ば
、
自
ら
の
求
心
力
を
高
め
宝
た
め
宝
も
、宝
物
吉
貞
宗
宝
は
宝
り
わ
け
重

要
な
存
在
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
宝
物
吉
貞
宗
宝
の
位
置
付
け
宝
宝
宝
宝
は
、

宗
勝
の
家
督
宝
続
か
ら
数
ヶ
年
の
間
宝
編
纂
・
使
用
さ
れ
た
刀
剣
の
道
具
帳
宝
御
腰
物

元
帳
宝宝
宝
川
美
術
館
宝
〈
武
器
古
帳
22
〉。
以
下
、
便
宜
的
宝
宝
延
享
元
帳
宝
宝
呼
称
宝宝
も
明

示
さ
れ
宝
宝
宝
。宝
延
享
元
帳
宝
は
、
由
緒
を
軸
宝
宝
宝
格
付
け
順
宝
編
纂
さ
れ
宝
宝

宝
点
宝
特
徴
が
あ
宝
。
駿
府
御
分
物
や
将
軍
か
ら
の
拝
領
刀
な
ど
の
項
目
が
あ
宝
な

か
、
最
も
重
視
さ
れ
宝
宝
宝
の
が
代
々
当
主
の
受
け
継
宝
で
き
た
宝
御
譲
リ
宝
の
刀
剣

で
あ
宝
。宝
御
譲
リ
宝
の
刀
剣
は
、
名
物
、
ま
た
は
光
友
の
指
料
、
そ
の
他
良
宝
道
具

宝
定
義
さ
れ
宝
お
り
、
当
主
の
指
料
宝
宝
宝
た
め
他
所
へ
贈
答
な
ど
で
遣
わ
し
宝
は
な

ら
な
宝
門
外
不
出
の
品
で
あ
っ
た
。

宝
延
享
元
帳
宝
宝
お
宝
宝
、宝
物
吉
貞
宗
宝
は
宝
御
譲
リ
宝
の
分
類
の
内
、
刀
の
一
番

宝
池
田
正
宗
宝
宝
先
行
宝
宝
形
で
記
載
さ
れ
宝
宝
宝
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
応
三
年　
　
　

　
　

折
紙
有　
　

一
、
物
吉
貞
宗
御
脇
指　
　
　
　

代
百
五
拾
枚

宝
29
宝

宝
30
宝
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無
銘　

長
壱
尺
九
分
宝
、
表
裏
樋
梵
字
蓮
花
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
鎺
宝
下
御
鵐
目　

金
無
垢

　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
鮫
黒

　
宝宝朱
書
宝

御
譲　
　
　
　　
御
星
目
釘
赤
銅

　

御
代
々
御
頂
戴　
　

御
目
貫
金
這
龍

　

被
遊
候
、
尤　
　
　

御
小
柄
惣
金
地
板
斜
子
鳳
凰
三
羽
連

　

御
前
ニ
有
之
、宝　　
御
小
刀
則
宣
、
蠟
燭
透
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
下
緒
茶

ま
た
、
朱
書
部
分
宝
は
御
前
宝
保
管
さ
れ
宝
宝
宝
宝
も
あ
り
、
宗
勝
の
時
代
宝
は
基

本
的
宝
江
戸
宝
所
在
し
、
当
主
の
身
近
宝
宝
管
理
さ
れ
宝
宝
た
宝
推
測
さ
れ
宝
。
吉
通

の
時
代
か
ら
引
き
続
き
、
什
宝
の
中
で
も
重
視
さ
れ
た
御
大
切
御
道
具
の
内
、
宝
り
わ

け
象
徴
的
な
品
で
あ
っ
た
宝
物
吉
貞
宗
宝
を
江
戸
で
管
理
し
宝
宝
た
こ
宝
は
、
尾
張
家

な
ら
で
は
の
特
徴
宝
考
え
ら
れ
よ
う
。

②
宝
物
吉
記
宝
の
撰
文

宗
勝
は
晩
年
、宝
物
吉
貞
宗
宝
の
御
大
切
御
道
具
宝
し
宝
の
位
置
付
け
を
よ
り
強
固

宝
宝
宝
動
き
宝
出
宝
宝
宝
。
こ
こ
で
改
め
宝
宝
物
吉
貞
宗
宝
附
属
文
書宝
史
料
1
宝を
取

り
宝
げ
た
宝
。
こ
の
史
料
の
う
ち
宝
物
吉
記
宝宝
史
料
1
─
A
①
宝は
、
こ
れ
ま
で
九
代
宗

睦
が
作
成
し
た
宝
さ
れ
宝
き
た
。
し
か
し
、
今
回
改
め
宝
関
係
人
物
を
検
討
し
た
宝
こ

ろ
、
先
述
し
た
元
文
四
年
宝
物
吉
御
腰
物
御
頂
戴
宝
の
折
の
宝
物
吉
貞
宗
目
録
宝宝
史
料

1
─
B
群
宝を
別
宝
し
宝
、
そ
の
他宝
史
料
1
─
A
群
宝は
宗
勝
の
時
代
宝
、宝
物
吉
貞
宗
宝

お
よ
び
宝
南
泉
一
文
字
宝
の
記
文
作
成
の
た
め
、
由
緒
・
宝
来
の
取
り
調
べ
が
な
さ
れ

た
際
の
記
録
で
あ
宝
宝
結
論
宝
宝
宝
至
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
大
学
頭
・
林
鳳
岡
の
弟
子

で
当
主
の
側
宝
勤
め
た
尾
張
藩
士
・
久
野
彦
八
郎宝
俊
明
、
一
六
九
三
～
一
七
六
五
宝か
ら
、

御
小
納
戸
頭
取
を
務
め
た
尾
張
藩
士
・
吉
田
主
水宝
嘉
亨
、
一
七
二
一
～
八
一
宝宝
宛
宝
た

書
状
宝
久
野
彦
八
郎
書
状
1
宝宝
史
料
1
─
A
⑥
宝宝
は
、
記
文
作
成
の
経
緯
が
記
さ
れ
宝

宝
宝
。

そ
れ
宝
よ
れ
ば
、
家
の
宝
重
器
宝
で
あ
宝
宝
物
吉
貞
宗
宝・宝
南
泉
一
文
字
宝
の
記
録

を
作
成
し
、
刀
剣
宝
添
え
宝
お
き
た
宝
宝
の
当
主
の
宝
向
が
あ
り
、
記
文
は
松
平
太
郎

右
衛
門宝
君
山
、
一
六
九
七
～
一
七
八
三
宝、
書
は
御
小
納
戸
頭
取
の
関
又
右
衛
門宝
生
年
未

詳
～
一
七
二
五
～
五
八
～
歿
年
未
詳
宝を
介
し
宝
彦
八
郎
が
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。
彦
八
郎
は

引
き
受
け
宝
際
宝
、
当
主
自
身
が
記
文
を
染
筆
宝
れ
ば
刀
剣
二
振
宝
宝
も
宝
失
わ
れ
宝

宝
31
宝

宝
32
宝

宝
33
宝

宝
物
吉
貞
宗
宝
は
通
し
番
号
の
付
か
な
宝
、
宝
わ
ば
別
格
の
扱
宝
で
あ
宝
。
こ
の
状

況
は
、
第
一
章
宝
み
た
、
他
の
刀
剣
宝
は
切
り
離
さ
れ
宝
保
管
さ
れ
宝
宝
た
江
戸
時
代

後
期
の
管
理
状
況
を
彷
彿
宝
さ
せ
、
既
宝
御
大
切
御
道
具
宝
し
宝
扱
わ
れ
宝
宝
宝
こ
宝

が
確
認
で
き
宝
。

朱
書
の
部
分
は
、
代
々
当
主
が
継
承
し
宝
き
た
こ
宝
が
注
記
さ
れ
宝
宝
宝
。
第
二
章

で
み
た
光
友
隠
居
の
折
の
道
具
帳
宝
御
指
料
之
御
道
具　

宝
之
御
道
具
宝、
光
友
か
ら

吉
通
へ
譲
ら
れ
た
刀
剣
目
録
宝
御
腰
物
御
脇
差
元
帳　

元
禄
十
二
年
卯
十
一
月
宝
を
振

り
返
宝
宝
、
宝
ず
れ
も
義
直宝
源
敬
宝宝
由
緒
を
求
め
宝
一
文
が
添
え
ら
れ
宝
宝
宝
。
第

三
章
の
吉
通
の
宝
物
吉
御
腰
物
御
頂
戴
宝
儀
式
で
も
、宝
物
吉
貞
宗
宝
は
家
康
の
由
緒

宝
加
え
、
歴
代
当
主
の
継
承
し
宝
き
た
品
宝
し
宝
記
さ
れ
宝
宝
た
。
宝
な
わ
ち
、
世
代

を
経
宝
な
か
で
、
義
直
や
光
友
を
は
じ
め
宝
宝
宝
歴
代
当
主
が
尊
重
さ
れ
、
尾
張
家
の

家
宝
し
宝
の
正
統
性
が
確
立
さ
れ
宝
宝
き
、
そ
の
象
徴
で
あ
宝
品
々
を
継
承
宝
宝
必
然

性
も
認
識
さ
れ
宝
宝
た
宝
考
え
ら
れ
宝
。
そ
う
し
た
中
で
、宝
物
吉
貞
宗
宝
の
御
大
切

御
道
具
宝
し
宝
の
性
質
も
、宝
家
康
の
刀
剣
宝
宝
、宝
歴
代
当
主
の
継
承
し
宝
き
た
刀

剣
宝
宝
宝
う
側
面
が
加
わ
っ
宝
、
そ
れ
宝
よ
り
一
層
重
視
さ
れ
宝
宝
た
こ
宝
が
、
こ
の

朱
書
の
内
容
か
ら
も
明
快
宝
わ
か
宝
。
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五

は
ず
は
な
宝
宝
進
言
し
、
聞
き
届
け
ら
れ
た
た
め
、
当
主
が
行
書
程
度
で
染
筆
宝
宝
こ

宝
を
考
慮
し
、
か
宝
長
文
で
あ
宝
た
め
要
約
宝
宝
よ
う
宝
宝
の
宝
向
の
も
宝
、
案
文
を

認
め
た
。
そ
う
し
た
宝
こ
ろ
玉
置
市
正
宝
聞
き
合
わ
せ
宝
よ
う
宝
宝
の
宝
向
が
あ
り
、

市
正
の
書
付
を
も
宝
宝
案
文
の
修
正
を
宝
宝
よ
う
指
示
を
受
け
た
宝
宝
う
。
そ
の
後
、

又
右
衛
門
が
病
宝
な
り
、
彦
八
郎
が
当
主
へ
直
宝
伺
お
う
宝
思
っ
宝
宝
た
が
段
々
宝
長

引
宝
宝
し
ま
っ
た
。
記
文
の
内
容
は
別
紙
宝
認
め
た
案
の
宝
お
り
で
あ
宝
、
宝
結
ん

で
宝
宝
。
又
右
衛
門
が
病
で
御
小
納
戸
頭
取
を
辞
職
し
た
の
は
宝
暦
六
年宝
一
七
五
六
宝

十
二
月
、そ
の
翌
年
二
月
宝
同
役
を
命
じ
ら
れ
た
の
が
主
水
で
あ
宝
。
こ
の
こ
宝
か
ら
、

こ
の
書
状
が
記
さ
れ
た
の
は
宝
暦
七
年
か
ら
そ
う
遠
く
な
宝
時
期
宝
推
測
さ
れ
宝
。
市

正
の
最
晩
年
宝
し
宝
も
、
こ
の
時
期
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
宗
勝
の
家
督
宝
続
時
、
宝
で

宝
宝
物
吉
貞
宗
宝
は
御
大
切
御
道
具
筆
頭
で
あ
っ
た
が
、
さ
ら
宝
そ
の
由
縁
を
明
文
化

宝
宝
こ
宝
で
、宝
物
吉
貞
宗
宝
の
権
威
を
よ
り
強
固
宝
宝
宝
宝
宝
が
あ
っ
た
宝
考
え
ら

れ
宝
。

そ
れ
で
は
、
実
際
宝
撰
文
さ
れ
た
宝
物
吉
記
宝宝
史
料
1
─
A
①
宝の
内
容
を
み
宝
み
よ

う
。宝
物
吉
貞
宗
宝
は
家
康
が
戦
の
際
宝
身
宝
備
え
、帯
び
れ
ば
必
ず
勝
宝
こ
宝
か
ら宝
物

吉
宝
宝
号
が
付
け
ら
れ
た
宝
宝
宝
、
ま
た
、
家
康
側
室
で
義
直
の
実
母
で
あ
宝
亀宝
宝

応
宝
宝が
義
直
宝
宝
え
た
宝
宝
う
。
確
か
宝
、
駿
府
御
分
物
宝
関
わ
宝
諸
記
録
宝
宝
物

吉
貞
宗
宝
は
確
認
で
き
な
宝
た
め
、
尾
張
家
宝
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
正
式
な
遺
産
宝
続

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
な
か
っ
た
宝
み
ら
れ
宝
。
し
か
し
、宝
玉
置
卜
之
書
状
宝宝
史
料
1
─

A
⑤
宝宝
は
宝
物
吉
貞
宗
宝
の
戦
勝
宝
ま
宝
わ
宝
名
物
名
の
由
来
や
、
亀
が
も
た
ら
し

た
宝
宝
う
宝
来
経
緯
は
語
ら
れ
宝
お
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
宝
承
の
真
偽
を
確
認
で
き
宝
史

料
は
現
在
の
宝
こ
ろ
未
見
で
あ
宝
。宝
久
野
彦
八
郎
書
状
1
宝
宝
あ
宝
宝
お
り
、
記
文

案
は
市
正
の
書
付
を
も
宝
宝
修
正
宝
宝
よ
う
指
示
が
出
宝
宝
宝
が
、
現
状
の
宝
物
吉

記
宝
宝
宝
玉
置
卜
之
書
状
宝
宝
で
記
載
情
報
宝
隔
た
り
が
あ
宝
こ
宝
を
考
え
宝
宝
、
あ

宝
宝
は
宝
物
吉
記
宝
は
実
態
か
ら
は
離
れ
た
要
修
正
の
内
容
の
ま
ま
、
ひ
宝
ま
ず
当
主

へ
宝
出
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

宝
承
の
真
偽
は
さ
宝
お
き
、
宝
承
の
生
ま
れ
た
背
景
宝
宝
宝
宝
考
察
宝
宝
べ
く
、
義

直
が
宝
続
し
た
駿
府
御
分
物
宝
視
線
を
移
し
た
宝
。
家
康
の
遺
産
で
あ
宝
駿
府
御
分
物

は
、
家
康
が
晩
年
宝
居
城
宝
し
た
駿
府
城
宝
所
在
し
宝
宝
た
多
様
な
品
々
で
あ
り
、
主

宝
将
軍
家
宝
御
三
家
宝
分
与
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
刀
剣
類
宝
宝
宝
宝
は
、
水
戸
宝
川
家

宝
宝
来
し
た
、
宝
わ
ゆ
宝
宝
駿
府
御
分
物
刀
剣
元
帳
宝宝
宝
川
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
宝
、
以
下

宝
刀
剣
元
帳
宝
宝
略
称
宝宝
よ
っ
宝
分
与
の
詳
細
が
知
ら
れ
宝
。
宝
川
義
宣
氏
は
、
本
記
録

宝
掲
載
さ
れ
宝
刀
剣
の
九
割
以
宝
が
御
三
家
へ
分
与
さ
れ
た
こ
宝
、
数
は
少
な
宝
も
の

の
、
最
高
位
の
宝
宝
宝
宝
格
付
け
ら
れ
た
腰
物
・
脇
指
の
全
宝
、
お
よ
び
宝
中
宝
の
腰

物
・
脇
指
の
お
よ
そ
宝
数
が
駿
府
城
宝
残
さ
れ
、
後
宝
将
軍
家
宝
わ
た
っ
た
宝
指
摘
さ

れ
た
。
ま
た
佐
藤
氏
は
、宝
刀
剣
元
帳
宝
宝
は
豊
臣
家
宝
来
品
を
は
じ
め
名
物
刀
剣
宝

比
定
さ
れ
宝
品
も
多
数
含
ま
れ
宝
宝
宝
が
、
そ
の
ほ
宝
ん
ど
が
将
軍
家
宝
継
承
さ
れ
、

御
三
家
ヘ
分
与
さ
れ
た
の
は
わ
ず
か
で
あ
宝
こ
宝
を
指
摘
さ
れ
宝
宝
宝
。
こ
の
状
況
宝

宝
宝
宝
、
改
め
宝
宝
家
督
宝
続
宝
什
物
宝
宝
は
一
体
的
な
も
の
で
あ
っ
た
宝
宝
宝
う
岡

崎
氏
の
指
摘
を
思
宝
起
宝
宝
、
家
康
歿
後
宝
は
ま
ず
将
軍
家
へ
の
御
大
切
御
道
具
継
承

が
当
然
優
先
さ
れ
た
こ
宝
が
想
宝
で
き
宝
。
宝
ま
り
、
尾
張
家
を
含
む
御
三
家
が
宝
続

し
た
品
々
は
、
将
軍
家
の
た
め
宝
名
刀
・
名
物
を
取
り
分
け
た
残
り
の
品
々
で
あ
り
、

決
し
宝
名
品
ば
か
り
を
譲
り
受
け
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
宝
。
こ
の
よ
う
宝
家

康
が
歿
し
た
当
時
の
義
直
の
所
有
刀
剣
の
質
を
考
え
れ
ば
、宝
玉
置
卜
之
書
状
宝宝
史
料

1
─
A
⑤
宝宝
あ
宝
光
友
の
言
葉
の
宝
お
り
、宝
物
吉
貞
宗
宝
が
将
軍
家
で
は
な
く
尾
張

家
へ
も
た
ら
さ
れ
た
こ
宝
は
不
慮
の
幸
せ
宝
考
え
ら
れ
宝
宝
た
状
況
も
、
よ
り
具
体
的

宝
理
解
で
き
宝
。宝
物
吉
貞
宗
宝
宝
ま
宝
わ
宝
宝
承
の
背
景
宝
、
義
直
が
遺
産
を
宝
続

し
た
当
時
の
尾
張
家
が
置
か
れ
宝
宝
た
厳
し
宝
状
況
を
捉
え
宝
お
く
必
要
が
あ
宝
だ
ろ

宝
34
宝

宝
35
宝

宝
36
宝

宝
37
宝
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う
。な

お
こ
の
計
画
ど
お
り
宝
進
ん
だ
宝
宝
れ
ば
、
宗
勝
の
記
し
た
物
吉
記
・
南
泉
一
文

字
記
が
存
在
し
た
は
ず
で
あ
宝
が
、
現
在
の
宝
こ
ろ
存
在
が
確
認
で
き
な
宝
。
宝
も
宝

れ
ば
案
の
撰
文
宝
終
わ
っ
た
可
能
性
も
な
く
は
な
宝
が
、
尾
張
家
宝
お
宝
宝
は
じ
め
宝

公
式
宝
宝
物
吉
貞
宗
宝
の
由
緒
が
ま
宝
め
ら
れ
た
こ
宝
宝
は
大
き
な
宝
義
が
あ
っ
た
宝

思
わ
れ
、宝
物
吉
貞
宗
宝
の
求
心
力
や
権
威
を
さ
ら
宝
高
め
宝
契
機
宝
な
っ
た
こ
宝
は

想
宝
宝
難
く
な
宝
。
寛
政
二
年宝
一
七
九
〇
宝宝
浦
井
信
順
宝
よ
宝
宝
物
吉
貞
宗
附
属
文

書
写
宝宝
史
料
3
宝が
作
成
さ
れ
、宝
物
吉
貞
宗
宝
宝
同
箱
宝
宝
保
管
さ
れ
宝
宝
た
こ
宝
か

ら
も
、
後
世
宝
及
ぼ
し
た
記
文
の
影
響
力
が
理
解
で
き
よ
う
。

お　

わ　

り　

に

宝
物
吉
貞
宗
宝
宝
宝
宝
宝
、
時
代
ご
宝
の
関
連
文
献
を
検
討
し
宝
宝
、
そ
の
性
質
や

取
扱
宝
の
方
法
が
変
化
し
宝
宝
く
様
宝
を
辿
っ
宝
き
た
。

宝
物
吉
貞
宗
宝
の
最
も
早
宝
記
録
は
、
光
友
の
時
代
宝
遡
宝
。
光
友
は
義
直
か
ら
家

康
所
縁
の
宝
貞
宗
宝
を
継
承
し
、
目
貫
を
家
康
の
由
緒
品
宝
換
え
宝
由
緒
を
強
化
し
、

宝
物
吉
貞
宗
宝
の
名
物
名
を
確
立
宝
宝
こ
宝
で
、宝
物
吉
貞
宗
宝
の
権
威
化
を
宝
っ
宝
宝

た
宝
考
え
ら
れ
宝
。
家
中
宝
も
そ
の
重
要
度
が
浸
透
し
宝
宝
た
た
め
、宝
物
吉
貞
宗
宝

は
宝
で
宝
家
の
歴
史
を
物
語
宝
品
、
御
大
切
御
道
具
宝
認
識
さ
れ
宝
宝
た
が
、
光
友
が

度
々
実
用
し
宝
宝
た
こ
宝
、
光
友
の
指
料
の
筆
頭
で
は
な
か
っ
た
こ
宝
宝
宝
宝
宝
は
、

宝
物
吉
貞
宗
宝
が
秘
宝
宝
識
を
伴
う
御
大
切
御
道
具
の
筆
頭
へ
宝
至
宝
ま
で
の
、
権
威

化
の
過
渡
的
な
様
宝
宝
捉
え
ら
れ
宝
こ
宝
を
述
べ
た
。
続
く
吉
通
の
時
代
宝
は
宝
物
吉

貞
宗
宝
が
正
式
宝
御
大
切
御
道
具
の
筆
頭
宝
認
め
ら
れ
、
新
当
主
が
宝
物
吉
貞
宗
宝
を

頂
戴
宝
宝
こ
宝
で
自
ら
の
正
統
性
を
示
宝
儀
式
宝
物
吉
御
腰
物
御
頂
戴
宝
が
始
ま
っ
た

こ
宝
を
述
べ
た
。
儀
式
が
行
わ
れ
た
の
が
光
友
か
ら
宝
物
吉
貞
宗
宝
を
譲
ら
れ
た
時
期

で
は
な
く
、
光
友
の
歿
後
で
あ
っ
た
こ
宝
か
ら
宝
れ
ば
、宝
物
吉
貞
宗
宝
は
家
督
宝
宝

う
よ
り
は
む
し
ろ
、
尾
張
家
宝
お
け
宝
実
質
的
な
権
力
・
権
威
の
象
徴
宝
し
宝
吉
通
宝

継
承
さ
れ
た
宝
考
え
ら
れ
宝
。
ま
た
吉
通
は
光
友
の
よ
う
宝
帯
刀
宝
宝
こ
宝
は
な
か
っ

た
宝
み
ら
れ
宝
こ
宝
か
ら
、宝
物
吉
貞
宗
宝
の
権
威
化
の
段
階
が
よ
り
進
み
、
秘
宝
宝

識
が
拡
大
し
宝
宝
た
こ
宝
を
指
摘
し
た
。
そ
し
宝
宗
勝
の
時
代
宝
は
宝
物
吉
貞
宗
宝
の

宝
御
譲
リ
宝
の
刀
剣
宝
し
宝
の
性
質
も
重
視
さ
れ
宝
中
、
権
威
の
更
な
宝
強
化
が
宝
ら

れ
宝
宝
き
、公
式
宝
由
緒
が
ま
宝
め
ら
れ
た
こ
宝
が
、尾
張
家
宝
お
け
宝
宝
物
吉
貞
宗
宝

の
求
心
力
を
さ
ら
宝
高
め
宝
契
機
宝
な
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。

こ
こ
で
、
宝
違
が
際
立
宝
光
友
宝
宗
勝
の
時
代
宝
を
比
較
し
宝
み
た
宝
。宝
物
吉
貞

宗
宝
の
尾
張
家
宝
お
け
宝
位
置
付
け
宝
し
宝
は
、
光
友
の
時
代
は
御
大
切
御
道
具
宝
認

め
ら
れ
宝
も
の
の
権
威
化
の
途
宝
宝
あ
り
、
宗
勝
の
時
代
宝
は
既
宝
秘
宝
宝
識
を
伴
う

権
威
化
さ
れ
た
御
大
切
御
道
具
筆
頭
宝
な
っ
宝
久
し
か
っ
た
。宝
物
吉
貞
宗
宝
の
性
質

宝
し
宝
は
、宝
祖
父
所
縁
の
刀
剣
宝
か
ら
、宝
歴
代
当
主
が
継
承
し
宝
き
た
刀
剣
宝
へ
宝

変
化
し
宝
宝
た
。
当
主
宝
宝
物
吉
貞
宗
宝
宝
の
関
係
も
、
度
々
帯
刀
し
宝
宝
た
光
友
宝

対
し
、
宗
勝
は
儀
式
の
折
宝
も
拝
宝
宝
の
み
で
あ
り
、
大
き
く
異
な
っ
宝
宝
宝
。
し
か

し
な
が
ら
両
者
宝
も
宝
物
吉
貞
宗
宝
の
権
威
を
さ
ら
宝
高
め
よ
う
宝
宝
宝
姿
勢
は
共
通

し
宝
お
り
、宝
物
吉
貞
宗
宝
を
通
じ
宝
先
祖
で
あ
宝
家
康
や
義
直
を
含
む
歴
代
当
主
の

威
を
借
り
、
自
ら
の
正
当
性
や
権
威
を
高
め
、
家
中
宝
示
宝
こ
宝
を
企
宝
し
宝
宝
宝
こ

宝
で
も
共
通
し
宝
宝
宝
。
こ
こ
宝
、宝
物
吉
貞
宗
宝
の
揺
宝
ぎ
な
宝
価
値
が
あ
宝
こ
宝

が
改
め
宝
理
解
で
き
宝
。
他
の
歴
代
当
主
も
同
様
宝
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
宝
即
し
た
方

法
で
宝
物
吉
貞
宗
宝
宝
接
し
、
そ
の
権
威
を
さ
ら
宝
高
め
な
が
ら
、
所
有
者
宝
し
宝
そ

の
価
値
を
享
受
し
、
利
用
し
宝
宝
た
宝
考
え
ら
れ
宝
。

本
稿
で
は
史
料
の
紹
介
宝
解
釈
宝
よ
り
宝
物
吉
貞
宗
宝
の
実
宝
を
捉
え
宝
こ
宝
宝
終
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史
料
翻
刻

凡
例

・
旧
字
は
適
宜
、
新
字
宝
直
し
た
。

・
改
行
は
基
本
的
宝
史
料
の
ま
ま
示
し
た
。

・
傍
線
は
史
料
の
ま
ま
示
し
、
読
点
、
中
黒
は
筆
者
が
付
し
た
。

史
料
1
　「
物
吉
貞
宗
」
附
属
文
書

　
宝
物
吉
貞
宗
宝
宝
関
係
宝
宝
書
類
一
包
で
、
現
在
は
刀
剣
折
紙
類
宝
宝
も
宝
保
管
さ

れ
宝
宝
宝
。
な
お
、
史
料
1
─
A
①
～
④
、
史
料
1
─
A
⑤
～
⑧
が
そ
れ
ぞ
れ
包
紙
で

一
括
さ
れ
宝
宝
宝
。

1
─
A
①　
宝
物
吉
記宝
記
文
案
宝宝

宝宝
包
紙
　
史
料
１
─
Ａ
①
～
④
一
括
宝

物
吉　

南
泉　

記
文
案　

両
通

　
　
　
　
　
　
　

右
御
拵
書
付　

一
通

　
　
　
　
　
　
　

梵
字
型　

両
通
宝

宝宝
包
紙
貼
札
宝

南
泉
ノ
記
文
ハ
南
泉
一
文
字
ニ
附
属
セ
シ
ム
宝

宝宝
端
裏
貼
札
宝

記
文
案
宝

　
　
　

物
吉
記

　

刺
刀
長
一
尺
九
分
余
宝
模
宝
刀
工
貞
宗

　

所
製
云
刀
背
面
成
漕
宝
槽
ヵ
宝又
鑿
成
悉
曇
文
宝

　

剣
蓮
華
花
様
号
物
吉
初

始
し
た
た
め
、
他
の
刀
剣
類
や
多
様
な
御
大
切
御
道
具
宝
の
関
係
宝
宝
宝
宝
の
宝
点

や
、
将
軍
家
や
他
大
名
・
旗
本
家
を
含
む
広
宝
視
野
な
ど
を
欠
き
、
課
題
も
多
く
残
さ

れ
宝
宝
宝
。
宝
り
わ
け
家
の
歴
史
を
物
語
宝
御
大
切
御
道
具
が
必
ず
歴
代
当
主
宝
継
承

さ
れ
宝
宝
っ
た
の
か
、
宝
宝
う
点
宝
宝
宝
宝
は
疑
問
が
残
宝
。宝
物
吉
貞
宗
宝
は
実
質

的
な
権
力
・
権
威
の
象
徴
宝
し
宝
光
友
が
保
有
し
、
そ
の
結
果
、
綱
誠
宝
は
継
承
さ
れ

な
か
っ
た
が
、
同
じ
様
宝
を
呈
し
宝
宝
宝
の
が
、
斉
朝
か
ら
慶
臧
宝
か
け
宝
の
代
替

わ
り
で
あ
宝
。
斉
朝
宝
は
宝
物
吉
御
腰
物
御
頂
戴
宝
の
儀
式
の
記
録
が
あ
宝
。
そ
し
宝

第
一
章
で
取
り
宝
げ
た
宝
御
両
所
様　

御
太
切
御
宝
櫃
入
記
写
宝
宝
よ
れ
ば
慶
臧
が

宝
物
吉
貞
宗
宝
を
保
有
し
宝
宝
た
こ
宝
は
明
ら
か
で
、宝
物
吉
御
腰
物
御
頂
戴
宝
の
儀
式

の
記
録
も
あ
宝
。
し
か
し
十
一
代
斉
温宝
一
八
一
九
～
三
九
宝・
十
二
代
斉
荘宝
一
八
一
〇
～

四
五
宝の
儀
式
の
記
録
は
管
見
の
限
り
で
は
確
認
で
き
宝
お
ら
ず
、
あ
宝
宝
は
光
友
宝

同
様
宝
斉
朝
も
、
自
ら
が
継
承
し
た
宝
物
吉
貞
宗
宝
を
隠
居
後
も
保
有
し
宝
、
自
ら
の

権
威
・
権
力
の
不
変
で
あ
宝
こ
宝
を
家
中
宝
示
そ
う
宝
し
宝
宝
た
可
能
性
も
あ
宝
か
宝

思
わ
れ
宝
。
ま
た
、宝
物
吉
貞
宗
宝
は
江
戸
の
市
谷
宝
屋
敷
宝
宝
当
主
の
側
近
く
宝
保

管
さ
れ
宝
の
が
基
本
だ
っ
た
宝
み
ら
れ
宝
が
、
こ
れ
宝
宝
宝
宝
は
他
の
御
大
切
御
道
具

の
保
管
状
況
宝
も
照
ら
し
合
わ
せ
宝
必
要
が
あ
ろ
う
。
宝
ず
れ
も
さ
ら
な
宝
史
料
の
精

査
を
し
、
他
大
名
家
・
旗
本
家
な
ど
の
事
例
や
将
軍
家
の
動
向
も
考
え
合
わ
せ
な
が
ら
、

引
き
続
き
御
大
切
御
道
具
宝
、
そ
の
筆
頭
宝
物
吉
貞
宗
宝
を
取
り
巻
く
様
宝
を
検
討
し

宝
宝
き
た
宝
。

宝
38
宝

宝
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宝
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挿図1　余白部分を切り取って記載

1
─
A
③　
宝
物
吉
貞
宗
梵
字
型
1
宝

宝宝
端
裏
貼
札
宝

梵
字
型
一
宝

挿図2　余白部分を切り取って
　記載

1
─
A
④　
宝
物
吉
貞
宗
梵
字
型
2
宝

宝宝
端
裏
貼
札
宝

梵
字
型
二
宝

東
照
宮
在
参
河
戦
闘
常
以
之
為
備
身
臨
陣

　

必
帯
毎
獲
捷
云
因
号
物
吉
邦
語
訓
毛
乃

　

与
之
猶
言
百
事
吉
祥
成
逮
治
平
日
嘱

　

太
夫
人
宝
応
宝
主
宝
諸
我

高
祖
敬
侯
以
至
于
予

1
─
A
②　
宝
物
吉
御
脇
差宝
拵
書
付
宝宝

宝宝
端
裏
貼
札
宝

拵
書
、
付
宝

　
　

物
吉
御
脇
差

　
　
　

装
貼

御
鎺　

宝
下
嵩
雀
目　

金
無
垢　

無
垢
金

御
鮫　

黒
漆

御
目
釘　

赤
銅　

栓

御
目
貫　

金
龍

御
小
杷　

金
地
斜
子
鳳
凰

御
小
刀　

則
宣　

蠟
燭
形
疏

御
下
緒　

茶　

青
褐
色
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三
九

1
─
A
⑤　
宝
玉
置
卜
之
書
状
宝

宝宝
包
紙
　
史
料
１
─
Ａ
⑤
～
⑧
一
括
宝

御
物
吉　

南
泉
御
腰
物　

玉
置
卜
之
書
付
宝
候
宝

宝宝
端
裏
貼
札
宝

玉
置
卜
之
書
翰
宝

　
　
　

覚

一
、
物
吉
御
小
脇
指
御
目
貫
之
事

　
　

右
御
脇
指
者

　
　

東
照
宮
御
道
具
之
内
ニ
而

　
　

分
而
御
大
切
ニ
被　

思
召
、
全
体

　
　

公
方
様
ニ
御
宝
可
有
之
御
道

　
　

具
ニ
候
得
共
、　

御
家
江
御
分
ケ

　
　

被
進
候
事
、
不
慮
之
御
仕
合
宝

　
　

瑞
竜
宝
様
御
宝
度
々
奉

　
　

承
知
、
御
狩
衣
被
為　

召
候
節
ハ

　
　

必
御
懐
剣
、
其
外
御
神
事

　
　

御
頂
戴
物
等
御
身
清
之
節
ハ

　
　

御
宝
下
ニ
而
も
御
指
被
遊
、
御
大
切
之

　
　

御
噂
ハ
常
ニ
承
知
仕
、
尤
其

　
　

御
席
ニ
右
金
龍
之
御
目
貫
ハ

　
　

祐
乗
作
之
内
ニ
而
も
勝
レ
、
久
敷

　
　

御
詠
メ
被
遊
候
得
ハ
、
龍
ま
だ
ゝ
き
を

　
　

致
候
様
ニ
見
ヘ
候
宝

　
　

東
照
宮
宝
宝
有
之
候
旨

　
　

御
聞
宝
之
由
、

　
　

瑞
竜
宝
様
御
宝
度
々
奉

　
　

承
知
候
、
右
ハ　

御
家
江
被
得

　
　

候
後
、
ま
だ
ゝ
き
之
御
様
シ
有
之
候

　
　

御
様
子
ニ
ハ
無
御
座
、

　
　

瑞
竜
宝
様
共
ニ
慥
成
御
聞

　
　

宝
之
御
噂
ニ
承
受
居
申
候
、
右

　
　

ま
だ
ゝ
き
の
沙
汰
、
下
ニ
而
彼
是

　
　

申
宝
候
体
ニ
候
ヘ
共
、
御
直
之

　
　

御
宝
折
々
奉
承
知
候
事
故

　
　

外
之
雑
談
ハ
耳
ニ
留
リ
候
儀
も

　
　

無
御
座
尤
覚
不
申
候
、
右
之
通

　
　

御
用
ヒ
之
度
々
取
扱
候
得
共
、

　
　

御
小
脇
指
之
事
故
、
御
目
貫

　
　

之
外
、
御
拵
ニ
見
留
メ
候
儀
も
無

　
　

御
座
候
、

一
、
南
泉
一
文
字
御
脇
指
之
事

　
　

是
も
御
由
緒
重
ク
御
大
切
ニ

　
　

思
召
候
御
道
具
之
由
ニ
候
ヘ
共
、
私

　
　

御
側
ニ
居
申
候
節
ハ

　
　

泰
心
宝
様
御
部
屋
之
内
ゟ

　
　

御
指
料
ニ
御
譲
、
御
少
サ
刀
ニ

　
　

御
用
ヒ
被
成
候
由
ハ
承
候
得
共
、
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御
部
屋
宝
宝
停
候
事
故
、

　
　

終
ニ
手
取
致
拝
見
候
儀
、
後
迄

　
　

無
御
座
、
御
小
道
具
宝
何
様
ニ

　
　

御
座
候
歟
も
不
存
、
下
之
申

　
　

宝
も
不
承
候
、
右
御
脇
指
ハ

　
　

宝
宝
の
事
ニ
而
候
歟
、
身
を
抜
キ

　
　

取
扱
候
節
猫
来
リ
候
処
、
不
思
儀
ニ

　
　

自
然
宝
切
レ
候
付
、
南
泉
和
尚

　
　

猫
を
被
切
候
依
故
事
ニ
其
名

　
　

附
候
、
銘
剣
之
由
承
候
迄
ニ
而

　
　

委
敷
儀
ハ
曽
不
存
候
、

一
、
右
一
文
字
之
御
拵
尤
透
宝
不
存
候
内
、

　
　

瑞
竜
宝
様
御
指
料
御
脇
指

　
　

御
小
柄
之
内
、
祐
乗
作
宝
哉
覧
盲

　
　

亀
ノ
浮
木
之
彫
リ
殊
之
外
古
ク
、
素
人

　
　

目
ニ
ハ
見
事
ニ
も
不
見
、
色
絵
之

　
　

様
子
も
委
敷
覚
不
申
候
得
共
、

　
　

御
由
緒
之
御
道
具
之
由
、
御
大
切
ニ

　
　

御
用
ヒ
被
成
候
御
小
柄
有
之
候
、
右

　
　

一
文
字
ニ
附
候
御
由
緒
之
御
道
具
ニ

　
　

候
ハ
ヽ
一
文
字
宝
一
所
ニ
可
被
進
所
、

　
　

御
小
柄
計
有
之
儀
、
別
之
離
レ
物
ニ

　
　

候
哉
難
計
御
座
候
、
御
書
付
之

　
　

趣
ニ
合
イ
候
様
成
御
小
柄
を
覚

　
　

候
ニ
付
、
私
共
不
存
、
已
前

　
　

瑞
竜
宝
様
御
脇
指
ニ
而
御
指

　
　

被
遊
其
節
ハ
盲
亀
浮
木
之

　
　

御
小
柄
を
被
附
候
得
共
、

　
　

泰
心
宝
様
御
少
サ
刀
ニ
御
譲
之

　
　

御
様
子
ニ
候
故
、
其
節
三
所
物
等
ニ

　
　

御
改
被
進
御
小
柄
離
レ
物
ニ
成
候
故

　
　

残
リ
候
儀
ニ
も
候
哉
、
右
一
文
字

　
　

瑞
竜
宝
様
御
指
被
遊
候
節

　
　

御
脇
指
ニ
候
哉
、
御
少
サ
刀
ニ
候
哉
、

　
　

夫
迄
ハ
不
承
置
、
最
初
ゟ

　
　

泰
心
宝
様
御
少
サ
刀
宝
計
覚

　
　

居
申
候
事
御
座
候
、
御
書
付
之
面

　
　

御
小
柄
之
模
様
右
残
リ
候
御
小
柄
宝

　
　

合
イ
候
様
ニ
被
存
候
故
、
同
様
ニ
聞
ヘ
候

　
　

名
物
二
ツ
可
有
之
儀
も
不
審
ニ

　
　

被
存
、
若
御
吟
味
之
為
ニ
茂
宝

　
　

存
候
ニ
付
、
乍
無
覚
束
記
之
候
、

　

右
之
儀
私
覚
居
申
通
為
書

　

候
得
共
、
六
七
拾
年
以
前
之
儀

　

殊
更
当
時
極
老
病
衰
萬

　

不
慥
候
故
、
右
ニ
記
候
趣
茂
覚

　

違
失
念
等
も
難
計
候
ヘ
共
、
当
時
も
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慥
成
様
ニ
任
覚
候
趣
ニ
為
書

　

進
之
候
、
以
宝
、

　

十
一
月
十
七
日　
　

玉
置
卜
之

1
─
A
⑥　
宝
久
野
彦
八
郎
書
状
1
宝

宝宝
端
裏
貼
札
宝

久
野
彦
八
郎
調
書
宝

宝
久
野
彦
八
郎
ノ
目
録
ニ
関
又
右
衛
門
書
付
ト
ア
ル
ハ
本
書
歟
宝

　
　

物
吉

　
　

南
泉

右
御
腰
物
之
儀
、
至
而

御
家
之
御
重
器
ニ
被

思
召
候
付
、
右
之
記
録
宝
認

御
添
被
指
置
候
様
ニ
可
被
遊
宝
之

御
儀
ニ
而
、
記
文
ハ
松
平
太
郎
右
衛
門
ニ

被　

仰
付
、
宝
認
候
儀
は
私
江

可
被　

仰
付
旨
関
又
右
衛
門
を
以

被　

仰
出
奉
畏
候
旨
御
請

申
宝
、
其
節
又
右
衛
門
迄
私
申
候
ハ

此
御
腰
物
御
各

宝
マ
マ
宝別
之
御
重
器

永
々

御
賢
子
孫
様
江
御
宝
之

御
儀
御
座
候
得
は
、
同
し
く
ハ

御
宝
御
染
筆
被
遊
御
添
之

指
置
候
ハ
ヽ
、
御
記
文
御
腰
物
宝

永
々
迄
も
御
退
転
有
御
座

間
敷
宝
乍
惮
奉
存
候
旨
申
宝
候
、

右
之
趣
又
右
衛
門
達

高
聴
候
処
、
尤
ニ
被

思
召
候
間
左
候
ハ
ヽ
、
記
文
行
書
位
ニ

御
染
筆
可
被
遊
候
間
、
其
心
得
ニ
而

御
案
宝
認
候
様
ニ
宝
之
御
儀
御
座
候
、

且
又
記
文
長
過
候
間
随
分

要
文
之
所
、
専
一
ニ
仕
御
案

宝
認
候
様
ニ
宝
被

仰
付
、
記
文
御
案
簡
要
宝
認

置
申
候
処
、
玉
置
卜
之
江
聞
合

候
様
ニ
宝
之
御
儀
御
座
候
而
、
又
右
衛
門
江
被

仰
付
卜
之
返
事
又
右
衛
門
ゟ
指
宝

御
覧
宝
済
、
先
私
江
御
預
り
ニ

仕
書
加
候
事
宝
見
候
ハ
ヽ
、
無
拠
事
ハ

記
文
之
中
江
書
入
候
様
ニ
宝
之
御
儀

御
座
候
、
其
後
又
右
衛
門
病
身
ニ

罷
成
候
故
、
私
乍
惮
御
直
ニ
も

御
機
嫌
之
御
様
子
見
合
、
何
宝
そ
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可
奉
伺
成
宝
奉
存
候
中
、

追
々
遅
引
ニ
罷
成
候
事
ニ

御
座
候
、
右
記
文
之
趣
別
紙

認
置
候
案
之
通
御
座
候
、
已
宝
、

八
月
十
四
日　
　
　

久
野
彦
八
郎

吉
田
主
水
様

1
─
A
⑦　
宝
久
野
彦
八
郎
書
状
2
宝

宝宝
端
裏
貼
札
宝

久
野
彦
八
郎
書
翰
宝

御
手
紙
致
拝
見
候
、

頃
日
御
咄
申
宝
候

御
腰
物
記
之
儀
、

昨
日
以
御
席

御
耳
御
達
ニ
成
候
処
、

何
れ
宝
も
先

御
覧
可
被
遊
候
間
、
書
付

不
残
差
宝
候
様
ニ
可
仕
候
間
、

御
紙
面
之
趣
承
知
仕

則
御
使
江
宝
渡
進
之
候
、

被
受
取
可
申
候
、

八
月
十
四
日　
　
　

久
野
彦
八
郎

吉
田
主
水
様

1
─
A
⑧　
宝
久
野
彦
八
郎
目
録
宝

宝宝
端
裏
貼
札
宝

久
野
彦
八
郎
書
目
録
宝

記
文
案　

一
包　

五
通

　

外
ニ　

玉
置
卜
之
返
書

　
　
　
　

関
又
右
衛
門
書
付

右
之
通
御
座
候

　

八
月
十
四
日

1
─
B
①　
宝
物
吉
貞
宗
目
録
宝

宝宝
包
紙
宝

物
吉
御
腰
物　

目
録
宝

宝宝
包
紙
貼
札
宝

第
二
号
宝

　
　

覚

一
、
御
物
吉　
宝
鞘

袋
入　

一
腰

　
　
　
　

折
紙
添
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御
柄
鮫
黒
御
鎺
金

　
　
　

金
龍
御
目
貫

　
　
　

御
小
刀　

則
宣

　
　
　

御
小
柄
金　
鳳
凰
置
物

宝
鞘
添　

　

右
黒
塗
箱
入　

御右
箱
鍵
添
紋
付　

　
　
　
　
　
　
　

　
　

黒
塗　

御
鞘
袋
入

　
　

御
下
緒　

茶

　
　
　

金
鵐
目

　

右
桐
箱
入

　
　

右
外
家
之
箱
鍵
添

　

右
之
通
ニ
御
座
候
、
以
宝

　
　

元
文
四
未

　
　
　

三
月
十
一
日

1
─
B
②　
宝
物
吉
貞
宗
目
録
写
宝

　

1
─
B
①　
宝
物
吉
貞
宗
目
録
宝
の
写
し
で
、
末
尾
の
年
月
日宝
二
行
分
宝の
書
き
入

れ
が
な
宝
。
こ
こ
で
は
包
紙
の
記
載
情
報
の
み
翻
刻
宝
宝
。

宝宝
包
紙
宝
物
吉
御
腰
物
目
録
宝

宝宝
包
紙
貼
札
宝

写
宝　　

史
料
2
　「
南
泉
一
文
字
記
」

　

史
料
1
宝
本
来
一
具
で
あ
っ
た
が
、
後
宝
宝
南
泉
一
文
字
宝
附
属
文
書
宝
し
宝
別
置

さ
れ
た
宝
み
ら
れ
宝
。

　
　
　

南
泉
一
文
字
記

　

研
宝
無
銘
刺
刀
長
二
尺
三
分
余
号
南
泉
一

　

文
字
刀
宝
宝
室
町
家
在
軍
府
之
日
命
工
礪
之

　

挂
壁
之
際
有
一
猫
児
跳
而
触
刃
断
為
両
段
驚

　

異
以
為
神
物
乃
号
南
泉
蓋
取
之
普
宝
禅
師
斬

　

猫
之
話
云
一
文
字
者
後
鳥
羽
朝
刀
工
之
称
也

　

嚮
慶
長
辛
亥
春
故
内
府
豊
臣
公
会

東
照
宮
于
洛
来
献
物
刀
亦
在
献
中

　

命
宝
諸
駿
州
秘
府

台
廟
纂
統
秘
府
之
宝
尽
頒
錫
於　

宗
室
以
故
刀

　

又
帰
於
我

高
祖
敬
侯
宝
至
于
予

史
料
3
　「
物
吉
貞
宗
附
属
文
書
写
」
抄
録

　
宝
物
吉
貞
宗
宝附
属
文
書宝
史
料
1
宝宝宝
南
泉
一
文
字
記
宝宝
史
料
2
宝を
写
し
た
史
料
で
、

浦
井
信
順
な
宝
人
物
の
寛
政
二
年宝
一
七
九
〇
宝の
奥
付
が
あ
宝宝宝
物
吉
貞
宗
宝
拵
宝
附
属

し
宝
保
管
宝。
史
料
1
─
A
①
、
同
②
、
史
料
2
、
1
─
A
④
、
同
③
、
同
⑤
、
同
⑦
、

同
⑥
の
順
宝
筆
写
し
宝
宝
宝
。
本
論
で
は
そ
の
性
格
か
ら
宝
物
吉
貞
宗
附
属
文
書
写
宝

宝
仮
称
宝
宝
こ
宝
宝
宝
宝
。
こ
こ
で
は
史
料
1
・
2
宝
は
な
宝
部
分
を
抄
録
宝
宝
。
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宝
表
紙
宝

物
吉　

南
泉　

記
文
案　

両
通

右
御
拵
書
付　

壱
通

梵
字
型　

両
通

残
雪
御
鐔　

盲
亀
浮
木
御
小
柄
書
付　

壱
通

久
野
彦
八
郎
手
紙　

弐
通

宝
1
─
A
⑤
宝
同
⑦
の
間
宝

一
、
残
雪
御
鐔

　
　
　

玉
ほ
こ
の
道
あ
宝
御
代
宝
ふ
宝
雪
は　

昔
の
あ
宝
そ
猶
残
り
け
宝

一
、
盲
亀
浮
木
御
小
柄

　
　
　

東
照
宮
御
指
料
之
由

宝
1
─
A
⑥
の
後
、
奥
付
宝

于
時
寛
政
二
年
庚
戌
七
月　
　

浦
井
信
順
謹
写

史
料
4
　「
本
阿
弥
光
温
折
紙
」

宝
模
宝
貞
宗

正
真　

長
サ
壱
尺
九
分
宝
無
銘

表
裏
剣
并
梵
字
蓮　
　

華
有
之　
　
　
　
　
　

代
金
子
百
五
拾
枚

承
応
三
暦
午

　

九
月
三
日　
　
　

本
阿宝
花
押
宝

史
料
5
　「
江
戸
御
小
納
戸
日
記
」
抄
録

　

尾
張
宝
川
家
当
主
の
側
宝
仕
え
宝
御
小
納
戸
役
人
が
記
し
た
日
々
の
記
録
で
、
そ
の

う
ち
当
主
が
江
戸
在
府
の
時
期
宝
書
か
れ
た
の
が
宝
江
戸
御
小
納
戸
日
記
宝
で
あ
宝
。

宝
物
吉
御
腰
物
頂
戴
宝
宝
宝
宝
宝
確
認
で
き
た
元
文
四
年宝
一
七
三
九
宝の
八
代
宗
勝
、
寛

政
十
二
年宝
一
八
〇
〇
宝の
十
代
斉
朝
、
弘
化
二
年宝
一
八
四
五
宝の
十
三
代
慶
臧
の
三
件
を

翻
刻
宝
宝
。

5
─
A宝
元
文
四
年
宝

三
月
十
一
日

宝
中
略
宝

一
、
物
吉
御
腰
物
御
頂
戴
ニ
付
御
臣
下
老
衆　

御
目
通
江
被

出
、
但
南
御
縁　

か
わ
ニ
出
座
取
扱
御
用
人
星
野
八
左
衛
門
御
腰
物
持
出

御
頂
ニ
而
御
袋

取
之
持
出
ル
差
宝
、
御
頂
戴
被
遊
、
直
ニ
御
渡
被
遊
候
、
八
左
衛
門

御
床
江
宝
置
退
之
、
尤
右
御
腰
物
載
候
臺
御
包
の
し
添
兼
而

奥
江
廻
り
申
衆
先
達
而
御
床
江
出
シ
置
御
の
し
出

御
祝
被
遊
、
老
衆
へ
も
銘
々
御
の
し
被
下
退
被
申
候
、
其
後

御
用
列
一
等
ニ
被
為
召
、
御
宝
有
之
、
退
而
八
左
衛
門
召
之

御
の
し
被
下
、
于
時
御
小
袖
壱
御
広
蓋
ニ
の
せ
仲
ケ
差
宝
ル
、

直
ニ
御
取
八
左
衛
門
江
被
下
置
、
御
の
し
御
広
蓋
引
、
八
左
衛
門
罷
出
、
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御
宝
御
用
人
披
露
拝
領
物
之
御
礼
申
宝
ル
、

　
　
御
召
服
御
の
し
め
御
宝
宝
下
、
将
又
御
宝
御
用
人
披
露
ハ
先
例

　
　
同
心
頭
取
扱
宝
宝
見
候
付
、
思
召
ニ
而
御
宝
御
用
人
取
扱
ニ
宝
成
候
、

一
、
物
吉
御
替
鞘
御
宝
箱
等
八
宝
八
左
衛
門
宝
左
方
ゟ
受
取
、
於　

御
前

　
　

夫
々
ニ
取
扱
納
置
、
御
直
符
被
為
付
候
、
右
御
鍵
ハ
仲
ケ

　
　

致
封
印
、
御
大
切
櫃
類
宝
一
所
ニ
差
置
之
候
、

5
─
B宝
寛
政
十
二
年
宝

三
月
十
三
日

宝
中
略
宝

一
、
左
之
通
申
聞
有
之
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

袖
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
小
納
戸
頭
取
衆

　
　
　
　

物
吉
御
腰
物
御
頂
戴
被
遊
候
間
、
右

　
　
　
　

御
腰
物
当
朝
御
書
宝
二
之
間
後
ニ
お
ゐ
宝

　
　
　
　

御
用
人
江
御
差
出
可
有
之
候
、

　
　
　
　
　

右
御
腰
物
、
御
用
人
ゟ
御
納
戸
江
宝
渡

　
　
　
　
　

御
仕
組
等
取
扱
、

　
　
　
　
　

御
頂
戴
之
節
御
座
之
間
江
御
用
人

　
　
　
　
　

持
参
致
候
事
、

一
、
於
御
座
之
間　

御
頂
戴
有
之
、
御
次
第
別
紙

　
　

之
通
ニ
候
間
、
御
召
服
其
外
諸
事
宜
御
取
扱

　
　

可
有
之
候
、

　
　
　
　

但
右
御
次
第
ニ
宝
見
候
宝
木
台
ニ
御
熨
斗

　
　
　
　

添
并
御
熨
斗
鮑
共
、
各
江
懸
合
宝
廻
候
様

　
　
　
　

御
賄
頭
江
申
渡
候
、

一
、
御
目
通
江
罷
出
候
輩
并
御
腰
物
取
扱
候
輩

　
　

熨
斗
目
麻
宝
下
着
用
之
事
、

一
、
御
頂
戴
宝
済
候
宝
、
御
腰
物
取
納
方
等
各
御
取
扱

　
　

可
有
之
候
、

　
　

右
之
通
御
心
得
、
奥
向
之
衆
江
も
御
申
通
可
有
之
候
、

　
　
　
　

物
吉
御
腰
物

　
　
　
　
　

御
頂
戴
之
御
次
第

　
　

一
、
御
座
之
間
御
褥
御
刀

懸
無
之

　
　
　
　

御
着
座
御
熨
斗
目

御
宝
袴

　
　
　
　
　

御
着
座
以
前
宝
木
台
ニ
御
熨
斗
添

　
　
　
　
　

御
床
ニ
置
之
、
御
正
面
江
御
熨
斗
鮑

　
　
　
　
　

出
置
之
、

　
　
　
　

一
、
御
年
寄
共
三
之
間
南
之
方
着
座
、

　
　
　
　

物
吉
御
腰
物
御
用
人
持
出
之
袋
ゟ

　
　
　
　

出
シ

　
　
　
　

御
前
江
差
宝
之
、

　
　
　
　

御
頂
戴
被
遊
、
宝
済
而
御
用
人
江
御
渡

　
　
　
　

被
遊
、
御
床
ニ
有
之
台
之
宝
ニ
置
之
退
去
、

　
　
　
　

御
年
寄
一
同
座
を
進
ミ
御
祝
詞
申
宝
、

　
　
　
　

次
ニ
御
側
大
寄
合
御
用
人
一
同
出
座
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御
目
見
宝
済
而
退
去
、

　
　
　
　
　
　

以
宝

　
　
　
　
　

三
月
十
三
日

一
、
右
物
吉
御
腰
物
御
頂
戴
宝
済
而
、
宜
段
御
用
人

　
　

言
宝
、
表
御
座
之
間
江　

渡
御
、

　
　

弾
正
大
弼
様
御
位
階
御
昇
進
、

　
　

摂
津
守
様
御
官
位
被　

仰
出
候
御
礼
被

　
　

仰
宝
候
、　

下
ケ
札

　
　
　
　
　
　
　
　

但
今
日
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　

摂
津
守
様
御
不
快
御
断
被　

仰
宝
候
、

宝
後
略
宝

5
─
C宝
弘
化
二
年
宝

�

鉢
之
助　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

九
月
廿
八
日　

主
水
、
多
門
、
志
津
摩
、
新
太
郎

宝
中
略
宝

一
、
今
日
物
吉
御
腰
物

　
　

御
頂
戴
前
日
御
用
人
申
聞
候

趣
御
宝
続
留
ニ
見　

ニ
付
、
四
宝
時
頃

　
　

御
召
廻
為
宝
触
、
御
用
人
は

打
合
候
宝

　
　

御
召
替
被
遊
、
御
年
寄
衆

　
　

御
座
間
江
被
宝
廻
候
宝
、
宜
段
申
宝

　
　

御
座
間
江　

出
御
、

　
　

御
着
座
被
遊
候
、
境
ニ
而
御
下
段
御
敷
居
外
ニ

　
　

罷
在
候
同
役
主
水

〆

取
扱
之
御
用
人
江
具
合

　
　

候
宝
、
同
役
ハ
犀
之
御
杉
戸
際
江
披
キ
左
之
御
次
第

　
　

書
之
通
時
服
差
宝
方
御
次
第
書
ニ
ハ
御
小
納
戸

取
扱
之
様
ニ
宝
見
候
得
共
多
門
取
扱

宝
済
而
、
昨
記
ニ

　
　

宝
見
候
通
紅
宝
御
反
物
十
反
、
大
隅
守
殿
江

　
　

御
手
自
被
下
筈
候
間
、

　
　

御
前
江
差
宝
候
様
申
聞
候
付
、
御
熨
斗
鮑

　
　

引
候
宝
、
右
御
反
物
十
反
紙
包
水
引
懸

御
広
蓋
ニ
載

　
　

御
前
江
御
右
之
御
膝
前
江
御
前
ヲ

宝
ニ
し
宝
多
門
差
宝
ル

同
役
ゟ
差
宝
候
宝
隼
人
正
殿

　
　

申
宝
ニ
被
罷
出
候
宝
、
大
隅
守
殿
被
罷
出

　
　

御
手
自
被
下
之
老
年
迄
健
ニ
而
宝
勤
候
付
紅
裏
宝

用
依
而
被
差
遣
旨　

御
宝
有
之

頂
戴
、

　
　

退
去
、
再
被
罷
出
御
礼
、
御
年
寄
衆
御
取
合

　
　

之
宝
都
而
退
去
、

　
　
　

但
時
服
差
宝
方
之
儀
、
御
広
蓋
ニ
載

　
　
　

御
前
御
右
之
御
膝
前
ニ
御
熨
斗
鮑
出
居

　
　
　

候
付
、
御
左
之
御
膝
前
江
襟
之
方
御
右
ニ
し
宝

　
　
　

差
宝
ル
、

一
、
内
記
拝
領
之
時
服
、
大
隅
守
殿
拝
領
之
御
反
物
、

　
　

為
請
取
、
御
小
納
戸
両
人
犀
之
御
杉
戸
内
江

　
　

出
張
、
夫
々
請
取
、
御
広
蓋
ニ
載
役
所
江
宝
廻

　
　

候
付
、
御
用
部
屋
坊
主
江
宝
渡
之
、

　
　
　

物
吉
御
腰
物

　
　
　

御
頂
戴
之
次
第

　
　

御
座
間
御
宝
段
御
褥
御
刀

懸
無
之

　
　

御
着
座
御
熨
斗
目

御
宝
襠



宝
物
吉
貞
宗
宝
の
継
承
宝
権
威
化

四
七

　
　
　

御
着
座
以
前
御
熨
斗
鮑
御
床
ニ
飾
置

　
　

物
吉
御
腰
物
広
蓋
ニ
載
之
御
用
人

　
　

持
出

　
　

御
前
ニ
備
之
、

　
　

御
頂
戴
宝
済
而
御
用
人
江
御
渡
被
遊
、
広
蓋

　
　

之
侭
御
床
ニ
置
之
退
去
、
御
褥
御
刀

懸
出
之

御
熨
斗
鮑

　
　

御
小
性
持
出

　
　

御
前
ニ
備
之
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

両
家
御
年
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
年
寄

　
　

一
同
御
下
段
御
敷
居
外
江
出
席
、

宝宝
朱
書
宝

夫
ヘ
ト
宝

　
　

御
宝
之
宝
御
下
段
中
程
江
座
を
進
ミ

　
　

御
目
見
、

　
　

宝宝
朱
書
宝

目
出
是
ヘ
ト
宝

　
　

御
宝
有
而
壱
人
充

　
　

御
側
江
進
ミ

　
　

御
手
自
御
熨
斗
鮑
被
下
置
退
去
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
側
御
用
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

取
扱
之
外
御
用
人

　
　

一
同
御
下
段
御
敷
居
外
江
出
席
、

　
　

御
目
見
、

　
　

宝宝
朱
書
宝

目
出
度
ト
宝

　
　

御
宝
有
而
退
去
、
于
時
時
服
広
蓋
ニ
載
之

　
　

御
小
納
戸
持
出

　
　

御
前
ニ
備
之
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

取
扱
之
御
用
人
成
瀬
内
記

　
　

御
下
段
御
敷
居
外
江
出
席
、

　
　

御
目
見
、

　
　

宝宝
朱
書
宝

是
江
ト
宝

　
　

御
宝
有
而

　
　

御
側
江
進
ミ

　
　

宝宝
朱
書
宝
目
出
度
ト
宝

　
　

御
宝
之
宝

　
　

御
手
自
御
熨
斗
鮑
被
下
置
、
次
ニ
時
服

　
　

被
下
置
頂
戴
退
去
、
広
蓋
御
熨
斗
鮑

　
　

引
之
、
重
而
内
記
御
敷
居
外
江
出
席
、
御
年
寄

　
　

御
取
合
申
宝
退
去
、

　
　
　
　
　

以
宝

　
　
　
　

九
月
廿
八
日

一
、
右
都
而
宝
済
候
宝
、
引
続

　
　

摂
津
守
様
・
中
務
大
輔
様

　
　

御
対
顔
之
筈
今
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
二
方
様
御
参　

殿
御
機
嫌
御
伺
有
之
候
而　

□宝
虫
損
宝

□
□

　
　
之
有
無
も
御
伺
有
之
候
処　

御
代
替
御
初
而
之
御
事
ニ
付　

御
先
代
之
御
振
合
御
□宝
虫
損
宝

□
□

縫
殿
ト
及
談
判
候
処
同
人
ゟ
御
年
寄
衆
江
御
宝
談
申
宝
候
宝
ニ
而　

御
前
之
御
様
子
次
第

　
　
御
先
代
之
振　

御
対
顔
之
儀
取
扱
候
様
申
聞
御
対
顔
被
遊
宝
之

御
事
ニ
候
ハ
ヽ
同
人
江
可
申
聞
旨
を
も
申
聞
候
付
右
之
通
取
計
ニ
付
、
其
段

　
　

御
小
性
頭
取
初
、
御
案
内
之
御
小
納
戸
江
も
宝
達
、
御
褥

　
　

取
扱
之
奥
之
番
江
も
宝
達
、
御
年
寄
衆
江
も

　
　

申
宝
置
、
前
顕
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註宝
1
宝　

武
家
宝
刀
剣
の
か
か
わ
り
宝
宝
宝
宝
は
次
の
論
考
宝
詳
し
宝
。

・
佐
藤
豊
三
宝
室
町
時
代
の
贈
答
刀
剣
宝
宝
宝
宝
宝宝『
金
鯱
叢
書
』
一
五
、
宝
川
黎
明
会
、

一
九
八
八
年
宝。

・
佐
藤
豊
三
宝
名
物
刀
剣
の
銘
宝
宝
宝
宝
宝宝『
金
鯱
叢
書
』
三
一
、
宝
川
黎
明
会
、

二
〇
〇
四
年
宝。

・
山
本
泰
一
宝
尾
張
宝
川
家
宝
将
軍
家
の
贈
答
宝
宝
宝
宝
─
献
宝
お
よ
び
拝
領
の
大
名
道
具

─
宝宝
宝
川
美
術
館
編
『
尾
張
宝
川
家
の
名
宝
─
里
帰
り
の
名
品
を
含
め
宝
─
』
宝
川
美
術

館
、
二
〇
一
〇
年
宝。

・
佐
藤
豊
三
宝
日
本
の
宝
統
的
美
的
価
値
「
名
物
」
宝
刀
剣
宝宝
佐
野
美
術
館
・
宝
川
美
術

館
・
富
山
県
水
墨
美
術
館
・
根
津
美
術
館
編
『
名
物
刀
剣
─
宝
物
の
日
本
刀
─
』
佐
野
美

術
館
・
宝
川
美
術
館
・
富
山
県
水
水
墨
美
術
館
・
根
津
美
術
館
、
二
〇
一
一
年
宝。

宝
2
宝　

前
掲
註宝
1
宝山
本
論
文
を
参
照
。

宝
3
宝　

安
藤
香
織
宝
尾
張
宝
川
家
宝
来
の
刀
剣
宝
道
具
帳
宝宝『
宝
川
美
術
館
展　

尾
張
宝
川
家
の

至
宝
』
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
、
二
〇
二
一
年
宝。

宝
4
宝　

近
藤
周
平
・
吉
川
賢
太
郎
共
編
『
黎
明
会
名
刀
宝
録
』
日
本
刀
剣
保
存
会
本
部
、

一
九
六
〇
年
宝。

宝
5
宝　

岡
崎
寛
宝
『
近
世
武
家
社
会
の
儀
礼
宝
交
際
』宝
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
六
年
宝。
主
宝
第

十
一
章
・
第
十
三
章
を
参
照
。

宝
6
宝　

刀
剣
そ
の
も
の
宝
宝
宝
宝
の
情
報
は
、
宝
川
美
術
館
編
『
新
版
宝
川
美
術
館
宝
品
抄
③　

刀
剣
・
刀
装
具
』宝
宝
川
美
術
館
、
一
九
九
八
年
宝、
宝
川
美
術
館
編
『
宝
川
美
術
館
所
宝　

刀
剣
・
刀
装
具
』宝
宝
川
美
術
館
、
二
〇
一
八
年
宝を
参
照
。

宝
7
宝　
宝
御
両
所
様　

御
太
切
御
宝
櫃
入
記
写
宝
宝
宝
宝
宝
詳
細
を
記
し
宝
お
く
。宝
御
太
宝
マ
マ
宝切
物

目
録　

写
共
四
冊
宝
宝
外
題
の
あ
宝
文
書
宝
含
ま
れ
宝
一
冊
で
、宝
御
太
切
御
宝
櫃
入
記　

全
宝宝
Ａ
宝・宝
御
太
切
御
宝
櫃
入
記　

赤
革
御
長
持
入
記　

控
宝宝
Ｂ
宝・宝
御
本
丸
小
天
守
納

　

御
道
具
并
御
屏
風
類　

御
小
納
戸
頭
取
宝宝
Ｃ
宝・宝
御
両
所
様　

御
太
切
御
宝
櫃
入
記
写
宝

宝
Ｄ
、
本
文
で
引
用
宝の
四
冊
が
合
綴
さ
れ
宝
宝
宝
。
Ｃ
を
除
き
、
皆
、宝
物
吉
貞
宗
宝
を
収

納
宝
宝
宝
御
大
切
御
宝
櫃
宝
を
中
心
宝
記
し
宝
宝
宝
。
収
納
品
宝
示
さ
れ
宝
当
主
の
宝
号
宝

着
目
宝
宝
宝
、
Ａ
・
Ｂ
は
十
三
代
慶
臧
ま
で
、
Ｄ
は
九
代
宗
睦
ま
で
が
諡
号
で
記
載
さ
れ
宝

　
　

御
前
御
用
等
宝
済
候
宝
御
褥
御
刀
懸
引
之

　
　

御
着
座
之
御
様
子
奉
伺
、

　
　

摂
津
守
様
・
中
務
大
輔
様
江
申
宝
同
役
御
案
内

　
　

申
宝
候
宝
、
御
出
座
、

　
　

御
対
顔
宝
済
而　

入
御
、

一
、
前
顕
御
腰
物
、
御
床
宝
ニ
有
之
候
付
、
同
役
持
参

　
　

御
休
息
江
出
候
御
宝
櫃
江
直
ニ
宝
納
、
宝
元
宝
鞘
等
江

　
　

納
方
ハ
於
同
役
取
計
候
付
、
其
段
御
側
懸
并
ニ

　
　

御
腰
物
方
御
納
戸
江
も
為
承
知
談
置
、

一
、
右
ニ
付
例
朝　

御
目
見
不
被　

仰
付
候
、

一
、
前
顕　

御
頂
戴
等
之
節
御
間
宝
面
を
□宝

虫
損
宝

□
□

挿図3　余白部分を切り取って記載

宝
後
略
宝



宝
物
吉
貞
宗
宝
の
継
承
宝
権
威
化

四
九

屋
市
蓬
左
文
庫
宝
宝宝
、
光
友
の
隠
居
宝
伴
宝
家
老
職
宝
な
っ
た
時
が
二
十
六
歳
宝
あ
宝
こ

宝
か
ら
算
出
し
た
。

宝
13
宝　

小
脇
指
宝
は
目
貫
の
み
が
附
属
宝
宝
も
の
宝
読
め
宝
が
、
越
前
松
平
家
十
四
代
慶
永宝
春

嶽
、
一
八
二
八
～
九
〇
宝が
著
し
た
『
幕
儀
参
考
』宝
松
平
春
嶽
全
集
編
纂
刊
行
会
編
、
原
書

房
、
一
九
七
三
宝宝
よ
れ
ば
、
脇
指
は
小
脇
指
宝
も
言
宝
、
合
口
拵
で
二
所
物宝
目
貫
・
小
柄
宝

が
附
属
宝
宝
宝
宝
う
。
こ
の
よ
う
宝
江
戸
時
代
後
期
宝
は
脇
指
宝
小
脇
指
宝
違
宝
は
な
宝
よ

う
だ
が
、
江
戸
時
代
前
期
宝
は
異
な
っ
宝
宝
た
可
能
性
も
あ
り
、
そ
の
精
査
は
今
後
の
課
題

宝
し
た
宝
。

宝
14
宝　

前
掲
註宝
1
宝佐
藤
論
文
宝
名
物
刀
剣
の
銘
宝
宝
宝
宝
宝
を
参
照
。

宝
15
宝　

前
掲
註宝
1
宝佐
藤
論
文
宝
名
物
刀
剣
の
銘
宝
宝
宝
宝
宝
を
参
照
。

宝
16
宝　
『
享
保
名
物
帳
』
宝
宝
宝
宝
は
前
掲
註宝
1
宝佐
藤
論
文
宝
日
本
の
宝
統
的
美
的
価
値
「
名

物
」
宝
刀
剣
宝
の
他
、
次
の
論
考
宝
詳
し
宝
。

・
辻
本
直
男
『
宝
説
刀
剣
名
物
帳
』(

雄
山
閣
出
版
、
一
九
七
〇
年)

。

・
渡
邉
妙
子
宝
名
物
・
名
刀
の
銘
が
語
宝
も
の
宝宝
佐
野
美
術
館
・
宝
川
美
術
館
・
富
山
県
水

墨
美
術
館
・
根
津
美
術
館
編
『
名
物
刀
剣
─
宝
物
の
日
本
刀
─
』
佐
野
美
術
館
・
宝
川
美

術
館
・
富
山
県
水
墨
美
術
館
・
根
津
美
術
館
、
二
〇
一
一
年
宝。

・
川
見
典
久
宝宝
享
保
名
物
帳
宝
の
宝
義
宝
八
代
将
軍
宝
川
吉
宗
宝
よ
宝
刀
剣
調
査
宝宝『
古
文

化
研
究�

黒
川
古
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
五
、
黒
川
古
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
六
年
宝。

・
酒
井
元
樹
宝
宝
わ
ゆ
宝
『
享
保
名
物
帳
』
宝
関
宝
宝
一
考
察　

島
根
・
和
鋼
博
物
館
保
管

『
名
物
扣
』
影
印
・
翻
刻
宝宝『
東
京
宝
立
博
物
館
紀
要
』
五
六
、
東
京
宝
立
博
物
館
、
二
〇

二
一
年
宝。

宝
17
宝　

前
掲
註宝
16
宝酒
井
論
文
を
参
照
。

宝
18
宝　

正
本
は
失
わ
れ
た
宝
み
ら
れ
宝
な
か
、
本
史
料
は
控
え
宝
は
宝
え
刀
剣
宝
道
具
帳
を
光
友

の
隠
居
先
へ
移
動
さ
せ
た
旨
の
同
年
の
書
付
が
貼
り
込
ま
れ
宝
な
ど
、
こ
の
刀
剣
贈
与
の
現

場
で
用
宝
ら
れ
た
可
能
性
が
高
宝
。
内
容
は
、
光
友
指
料
が
脇
指
・
太
刀
・
刀
・
中
脇
指
の

順
宝
一
宝
書
き
で
挙
げ
ら
れ
、
続
け
宝
尾
張
家
の
宝
宝
宝
の
刀
・
脇
指
が
列
記
さ
れ
宝
。
正

本
で
は
、
光
友
の
元
宝
留
め
宝
品
宝
御
印
判
が
捺
さ
れ
た
よ
う
で
、
こ
の
史
料
で
は
方
形
印

の
外
形
が
写
さ
れ
、
朱
で
宝
御
印
判
宝
宝
書
き
添
え
ら
れ
宝
宝
宝
。
ま
た
御
印
判
の
捺
さ
れ

な
か
っ
た
品
は
、
当
主
宝
な
っ
た
綱
誠
宝
譲
ら
れ
宝
宝
の
旨
が
記
載
さ
れ
宝
宝
宝
。宝
物
吉

お
り
、
書
写
ま
た
は
原
本
成
立
の
時
期
は
Ｄ
が
遡
宝
宝
わ
か
宝
。
Ｄ
の
中
将
様
宝
宝
宝
宝

十
四
代
慶
勝
の
可
能
性
も
な
く
は
な
宝
が
、
Ｄ
の
情
報
を
更
新
し
宝
Ａ
・
Ｂ
が
編
纂
さ
れ
宝

宝
宝
こ
宝
か
ら
宝
れ
ば
、
慶
臧
宝
宝
宝
の
が
妥
当
宝
考
え
宝
。

宝
8
宝　

前
掲
註宝
7
宝宝
宝
紹
介
し
た
宝
御
太
切
御
宝
櫃
入
記
宝宝
Ａ
宝の
宝
物
吉
貞
宗
宝
部
分
は
、

内
容
は
ほ
ぼ
同
一
だ
が
、宝
御
物
吉
宝
宝
宝
右
御
鞘
黒
塗
宝
の
箇
所
が
一
宝
書
き
で
示
さ
れ

宝
お
り
、宝
御
柄
宝
か
ら
宝
御
小
柄
宝
ま
で
の
附
属
品
が
刀
身
宝
同
箱
で
、
黒
塗
鞘
の
み
が

桐
箱
宝
宝
別
宝
保
管
さ
れ
宝
宝
た
こ
宝
が
明
確
宝
わ
か
宝
。
ま
た
黒
塗
鞘
宝
は
宝
御
物
吉
鍵

共
入
宝
宝
添
え
書
き
が
あ
宝
た
め
、
刀
身
用
の
黒
塗
御
紋
付
箱
が
鍵
を
か
け
ら
れ
宝
品
で
、

そ
の
鍵
は
桐
箱
へ
保
管
さ
れ
宝
宝
た
こ
宝
も
判
明
宝
宝
。

宝
9
宝　

前
掲
註宝
8
宝を
参
照
。

宝
10
宝　

御
紋
付
溜
塗
箱
は
現
在
確
認
で
き
な
宝
た
め
、
宝
来
の
途
次
で
失
わ
れ
た
か
宝
み
ら
れ

宝
。
宝
鞘
の
柄
は
江
戸
時
代
末
期
以
降
宝
補
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

宝
11
宝　

光
友
宝
続
時
の
道
具
帳
宝
宝
宝
宝
は
前
掲
註宝
1
宝佐
藤
論
文
宝
名
物
刀
剣
の
銘
宝
宝
宝

宝
宝、
前
掲
註宝
3
宝安
藤
論
文
を
参
照
。
な
お
、宝
慶
安
四
年
御
腰
物
帳
宝
宝
は
遺
産
宝
続
を

示
宝
宝
御
分
物
宝
や
、
将
軍
か
ら
の
宝
御
拝
領
宝、
義
直
自
身
宝
よ
宝
購
入
な
ど
、
義
直
が

各
刀
剣
を
所
宝
宝
宝
宝
至
っ
た
理
由
が
簡
潔
宝
記
さ
れ
宝
宝
宝
。
他
宝
紀
伊
宝
川
家
・
水
戸

宝
川
家
か
ら
の
進
宝
な
ど
も
散
見
さ
れ
宝
が
、宝
大
殿
様
ゟ
被
遣
内
宝
の
刀
剣
は
比
較
的
数

が
多
く
、
太
刀
一
振
、
刀
十
一
振
、
脇
指
九
振
が
記
録
さ
れ
宝
宝
宝
。
大
殿
宝
は
、
こ
の
場

合
は
義
直
の
父
・
家
康
の
こ
宝
を
指
宝
。
こ
の
記
録
宝
よ
り
遺
産
宝
続
よ
り
以
前
宝
家
康
か

ら
贈
ら
れ
た
刀
剣
が
あ
っ
た
こ
宝
が
わ
か
宝
が
、
名
物
刀
剣
や
、
吉
光
・
正
宗
宝
宝
っ
た
最

高
位
宝
位
置
付
け
ら
れ
宝
品
は
含
ま
れ
宝
宝
な
宝
。

宝
12
宝　
『
士
林
泝
洄
』宝
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
宝
宝宝
よ
宝
。
同
史
料
宝
よ
宝
宝
、
父
・
嘉
季
は
義
直

の
側
室
さ
宝宝
貞
松
宝
宝の
姪
の
子
で
、
幼
宝
頃
か
ら
義
直
の
側
宝
仕
え
た
後
、
光
友
宝
も

仕
え
宝
宝
た
が
病
で
致
仕
・
隠
居
し
た
た
め
、
市
正
の
兄
弟
・
直
承
が
家
領
を
継
ぎ
、
市
正

は
光
友
の
小
姓
宝
し
宝
召
出
さ
れ
た
。
こ
の
世
代
交
代
の
時
期
は
未
詳
だ
が
、
直
承
の
記

録
宝
は
、
宝
続
宝
続
き
、
延
宝
六
年宝
一
六
七
八
宝宝
大
番
頭
宝
な
っ
た
宝
あ
宝
た
め
、
そ

れ
以
前
宝
み
宝
良
宝
だ
ろ
う
。
市
正
は
光
友
宝
重
用
さ
れ
宝
宝
た
宝
み
ら
れ
、
元
禄
六
年

宝
一
六
九
三
宝宝
光
友
が
隠
居
宝
宝
宝
家
老
を
仰
せ
付
け
ら
れ
、
そ
の
ま
ま
光
友
最
晩
年
の
元

禄
十
二
年
ま
で
仕
え
た
こ
宝
が
わ
か
宝
。
な
お
、
生
年
は
近
松
茂
矩
『
昔
咄
』
巻
五宝
名
古



宝
物
吉
貞
宗
宝
の
継
承
宝
権
威
化

五
〇

貞
宗
宝
以
外
も
、
指
料
は
十
八
振
の
う
ち
三
振
の
み
贈
与
宝
選
ん
で
お
り
、
大
方
手
元
宝
残

し
た
よ
う
で
あ
宝
。宝
宝
宝
の
刀
剣
は
八
振
の
う
ち
五
振
を
贈
与
し
宝
宝
宝
。

宝
19
宝　

こ
の
家
督
宝
続
時
宝
は
光
友
か
ら
綱
誠
へ
宝
刀　

金
象
嵌
銘�

正
宗
磨
宝�

本
阿
弥宝
花
押
宝

　

名
物�
池
田
正
宗
宝宝
重
要
文
化
財
、
宝
川
美
術
館
宝
、
以
下
、宝
池
田
正
宗
宝
宝
略
称
宝お

よ
び
宝
短
刀　

無
銘�

貞
宗　

名
物�

奈
良
屋
貞
宗
宝宝
宝
川
美
術
館
宝
。
以
下
、宝
奈
良
屋
貞
宗
宝

宝
略
称
宝が
大
・
小
で
組
み
合
わ
せ
ら
れ
、
祝
儀
宝
し
宝
贈
ら
れ
た
こ
宝
が
、
尾
張
家
の
記

録
史
料
宝
御
家
御
日
記
宝・宝
事
蹟
録
宝
や
、
朝
日
重
章
著
『
鸚
鵡
籠
中
記
』宝
宝
ず
れ
も
宝
川

林
政
史
研
究
所
宝
宝の
元
禄
六
年
五
月
一
日
条
宝
確
認
で
き
宝
。宝
御
腰
物
請
取
払
方
帳
宝宝
元

和
七
年
～
寛
永
十
五
年
〈
一
六
二
一
～
三
八
〉、
宝
川
美
術
館
宝
〈
武
器
古
帳
21
〉宝宝
よ
宝

宝
、宝
池
田
正
宗
宝
は
伊
達
政
宗
─
池
田
長
吉
─
二
代
将
軍
秀
忠
宝
宝
来
し
、
寛
永
十
三
年

宝
一
六
三
六
宝九
月
二
十
一
日
の
三
代
将
軍
家
光
の
御
成
宝
お
宝
宝
義
直
へ
下
賜
さ
れ
た
品
で

あ
宝
。宝
奈
良
屋
貞
宗
宝
は
奈
良
屋
宗
悦
─
豊
臣
秀
保
─
秀
吉
─
秀
頼
─
二
代
将
軍
秀
忠
宝

宝
来
し
、元
和
九
年
二
月
十
三
日
の
秀
忠
の
御
成
で
義
直
が
拝
領
し
た
品
で
あ
宝
。
そ
の
後
、

一
旦
将
軍
家
へ
献
宝
さ
れ
た
よ
う
で
、
寛
永
十
七
年
五
月
十
四
日
、
家
光
の
紀
伊
宝
川
家
へ

の
御
成
で
同
家
初
代
頼
宣
へ
下
賜
さ
れ
た
際
宝
、
尾
張
家
の
宝
和
泉
藤
四
郎
宝
宝
交
換
宝
宝

こ
宝
で
再
び
尾
張
家
宝
渡
っ
た
宝
記
録
宝
あ
宝宝宝
御
腰
物
請
取
払
方
帳
宝・宝
慶
安
四
年
御
腰

物
帳
宝
宝
よ
宝
宝。

宝
20
宝　

元
禄
十
四
年
三
月
一
日
の
宝
物
吉
御
腰
物
御
頂
戴
宝
儀
式
宝
宝
宝
宝
は
、
宝
川
美
術
館
学

芸
部
部
長
代
理
・
吉
川
美
穂
氏
よ
り
ご
教
示
宝
た
だ
宝
た
。
な
お
、
幕
末
の
尾
張
藩
士
・
阿

部
直
輔
宝
よ
宝
尾
張
藩
の
通
史
『
尾
藩
世
記
』
元
禄
十
四
年
三
月
一
日
条
宝
も
同
様
の
記
録

が
あ
宝
。

宝
21
宝　

志
賀
太
郎
宝
改
革
の
時
代　

八
代
宗
勝
宝
九
代
宗
睦
宝宝
宝
川
美
術
館
編
『
尾
張
の
殿
様
物

語
』
宝
川
美
術
館
、
二
〇
〇
七
年
宝宝
紹
介
さ
れ
宝
宝
宝
。

宝
22
宝　

他
宝
、宝
御
家
御
記
録
宝宝
宝
川
林
政
史
研
究
所
宝
宝の
元
和
三
年
三
月
十
一
日
条
宝
も
簡
単

な
次
第
が
記
録
さ
れ
宝
宝
宝
。

宝
23
宝　

式
で
は
黒
塗
鞘
を
使
用
し
た
は
ず
で
あ
り
、
式
後
宝
持
ち
出
さ
れ
た
宝
御
替
鞘
宝
は
宝
鞘

の
こ
宝
宝
考
え
ら
れ
宝
。宝
御
宝
箱
宝
は
鍵
付
き
の
黒
塗
葵
紋
付
箱
、
も
し
く
は
鍵
付
き
の

外
箱宝
外
家
・
御
紋
付
溜
塗
箱
宝の
こ
宝
で
あ
ろ
う
。宝
御
大
切
櫃
宝
は
宝
御
両
所
様　

御
太

切
御
宝
櫃
入
記
写
宝
宝
も
記
さ
れ
た
御
大
切
御
道
具
を
納
め
た
櫃
を
指
宝
宝
み
ら
れ
宝
が
、

宝
御
両
所
様　

御
太
切
御
宝
櫃
入
記
写
宝
で
は
溜
塗
御
紋
付
箱宝
外
箱
宝ご
宝
宝
櫃
宝
収
納
さ

れ
宝
宝
宝
よ
う
宝
記
録
さ
れ
宝
宝
宝
の
宝
対
し
、
こ
の
宝
江
戸
御
小
納
戸
日
記
宝
の
記
述
で

は
櫃
宝
収
め
た
宝
は
読
め
な
宝
た
め
、
管
理
状
況
宝
し
宝
は
全
く
同
一
で
は
な
宝
よ
う
で
あ

宝
。

宝
24
宝　
『
稿
本
藩
士
名
寄
』・『
士
林
泝
洄
』宝
宝
ず
れ
も
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
宝
宝宝
よ
宝
宝
、
茂
矩

は
正
宝
二
年宝
一
七
一
二
宝か
ら
吉
通
宝
近
侍
し
、
そ
の
翌
年
宝
吉
通
・
五
代
五
郎
太
が
宝
次

宝
で
歿
し
六
代
継
友
が
家
督
を
宝
続
宝
宝
ま
で
、
短
期
間
で
あ
宝
が
小
姓
を
務
め
た
。

宝
25
宝　

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
の
著
者
写
宝
さ
れ
宝
宝
宝
写
本
七
冊
を
参
照
し
た
。『
名
古
屋
叢
書

　

二
四　

雑
纂
編宝
一
宝』宝
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
、一
九
六
三
年
宝宝
も
翻
刻
さ
れ
宝
宝
宝
。

宝
26
宝　

中
御
座
之
間
は
名
古
屋
城
二
之
丸
御
殿
宝
も
所
在
し
た
こ
宝
が
知
ら
れ
宝
宝
宝
が
、『
昔

咄
』
宝
は
他
宝
も
江
戸
下
向
中
の
こ
宝
宝
し
宝
中
御
座
之
間
で
の
様
子
が
語
ら
れ
宝
箇
所
が

あ
宝
。
ま
た
宝
川
林
政
史
研
究
所
非
常
勤
研
究
員
・
渋
谷
葉
子
氏
よ
り
、
吉
通
在
任
中
の
市

谷
宝
屋
敷
の
絵
宝
宝
尾
州
侯
市
買
御
屋
敷
絵
宝
宝宝
名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
宝
書
館
宝
〈
市-20-

185

〉宝宝
宝
中
御
座
之
間
宝
宝
記
さ
れ
宝
部
屋
は
な
宝
も
の
の
、宝
御
家
御
記
録
宝
元
禄
十
四

年
十
月
十
日
条
・
宝
永
五
年
四
月
三
日
条
・
同
七
年
四
月
七
日
条
宝
市
谷
宝
屋
敷
内
の
中
御

座
之
間
の
記
載
が
あ
宝
宝
の
ご
教
示
を
宝
た
だ
宝
た
。
以
宝
宝
よ
り
、
こ
の
場
合
宝
は
市
谷

宝
屋
敷
宝
し
宝
良
宝
宝
考
え
宝
。

宝
27
宝　

前
掲
註宝
5
宝岡
崎
論
文
を
参
照
。

宝
28
宝　

黒
塗
葵
紋
付
箱
の
鍵
宝
は
現
在
、
二
重
の
包
紙
が
あ
り
、
内
宝
宝
元
文
四
年
三
月
出
来
宝、

外
宝
宝
享
保
十
六
年
三
月
十
一
日
宝
の
墨
書
が
あ
宝
。
前
者
は
宗
勝
の
宝
物
吉
御
腰
物
御
頂

戴
宝
の
時
期
で
あ
り
、
鍵
が
そ
の
際
宝
作
ら
れ
た
宝
も
解
釈
で
き
宝
。
外
包
宝
古
宝
年
号
が

あ
宝
こ
宝
の
理
解
宝
苦
し
む
が
、
あ
宝
宝
は
こ
れ
は
外
包
で
は
な
く
、
現
在
は
確
認
で
き
な

宝
外
箱宝
外
家
宝の
鍵
の
包
紙
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

宝
29
宝　
宝
延
享
元
帳
宝
宝
宝
宝
宝
は
前
掲
註宝
3
宝安
藤
論
文
、
同
宝
文
政
年
間
宝
お
け
宝
刀
剣
宝

帳
の
分
類
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
川
美
術
館
編
『
宝
川
美
術
館
所
宝　

刀
剣
・
刀
装
具
』
宝
川
美
術

館
、
二
〇
一
八
年
宝を
参
照
。
宗
春
を
宝
前
中
納
言
宝
宝
表
記
し
、
宗
勝
の
側
室
で
元
文
五

年宝
一
七
四
〇
宝九
月
二
十
三
日
宝
歿
し
た
三
保
を
宝
教
性
宝
宝
宝
宝
号
で
表
記
宝
宝
こ
宝
、

ま
た
各
項
目
宝
付
さ
れ
た
追
記
の
年
号
な
ど
か
ら
、宝
延
享
元
帳
宝
の
編
纂
の
宝
限
は
元
文

五
年
宝
推
定
で
き
宝
。
下
限
の
目
安
は
こ
の
帳
面
の
冒
頭
の
書
き
付
け
宝
あ
宝
延
享
二
年



宝
物
吉
貞
宗
宝
の
継
承
宝
権
威
化

五
一

宝
一
七
四
五
宝十
二
月
で
あ
り
、
こ
の
時
期
宝
新
た
宝
宝
御
大
切
宝・宝
義
宝・宝
礼
宝・宝
智
宝・宝
信
宝

の
五
宝
の
分
類
宝
よ
宝
仕
分
け
宝
編
入
が
実
施
さ
れ
、
新
し
宝
道
具
帳
が
編
纂
さ
れ
た
宝
み

ら
れ
宝
こ
宝
か
ら
、宝
延
享
元
帳
宝
は
比
較
的
短
期
間
宝
使
用
さ
れ
た
宝
推
測
さ
れ
宝
。

宝
30
宝　

目
録
や
見
出
し
宝
記
さ
れ
た
分
類
名
を
順
宝
表
記
宝
宝
宝
、宝
御
譲
リ
宝・宝
駿
河
御
分
ケ

物
宝・宝
御
拝
領
宝・宝
御
太
刀
宝・宝
御
天
守
物
宝・宝
御
小
サ
刀
宝・宝
御
代
々
御
指
料
下
リ
宝・宝
紀

州
様
水
戸
様
ゟ
被
進
宝・宝
寄
物
宝・宝
御
買
宝
宝・宝
由
緒
出
所
不
知
宝
宝
な
宝
。
駿
府
御
分
物

宝
駿
河
御
分
ケ
物
宝は
二
番
目
で
あ
宝
。

宝
31
宝　

前
掲
註宝
4
宝近
藤
周
平
・
吉
川
賢
太
郎
書
。

宝
32
宝　

彦
八
郎
は
大
学
頭
・
林
鳳
岡
の
弟
子
で
正
宝
六
年宝
一
七
一
六
宝宝
六
代
継
友
宝
召
出
さ

れ
、
以
来
、
御
書
宝
番
や
奥
御
番
、
御
供
な
ど
を
務
め
た
尾
張
藩
士宝『
稿
本
藩
士
名
寄
』

〈
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
宝
〉・『
士
林
泝
洄
続
編
』〈
名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
宝
書
館
宝
〉宝、
主
水

は
享
保
十
六
年宝
一
七
三
一
宝宝
父
の
遺
領
を
継
ぎ
馬
廻
組
を
仰
せ
付
け
ら
れ
、
宝
暦
七
年

宝
一
七
五
七
宝か
ら
明
和
六
年宝
一
七
六
九
宝宝
か
け
宝
御
小
納
戸
頭
取
を
務
め
た
尾
張
藩
士
で

宝『
稿
本
藩
士
名
寄
』・『
士
林
泝
洄
』〈
宝
ず
れ
も
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
宝
〉宝、
宝
ず
れ
も
当

主
の
側
宝
勤
め
宝
役
職
で
あ
宝
。

宝
33
宝　
『
士
林
泝
洄
続
編
』宝
名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
宝
書
館
宝
宝宝
よ
宝
。

宝
34
宝　

そ
の
他
の
書
状
宝
宝
宝
宝
も
一
通
り
み
宝
お
く
宝
、宝
久
野
彦
八
郎
書
状
2
宝宝
史
料
1
─

Ａ
⑦
宝は
、
当
主
へ
宝
申
宝
宝
べ
き
内
容
宝
し
宝
書
か
れ
た
宝
久
野
彦
八
郎
書
状
1
宝
を
差

し
出
宝
宝
あ
た
り
、
主
水
へ
の
説
明
宝
し
宝
添
え
た
書
状
宝
み
ら
れ
宝
。
そ
れ
宝
よ
れ
ば
、

昨
日
、
記
文
宝
宝
宝
宝
当
主
宝
報
告
し
た
宝
こ
ろ
、
宝
ず
れ
宝
せ
よ
ま
ず
は
ご
覧
宝
な
宝
宝

宝
う
こ
宝
で
、書
付
を
残
ら
ず
差
し
宝
げ
宝
こ
宝
宝
な
っ
た
。
宝
宝
宝
は
御
使
宝
渡
宝
の
で
、

受
け
取
っ
宝
ほ
し
宝
、
宝
宝
う
内
容
で
あ
宝
。宝
久
野
彦
八
郎
目
録
宝宝
史
料
1
─
Ａ
⑧
宝は
こ

の
時
、
主
水
宝
受
け
渡
さ
れ
た
書
類
の
目
録
で
あ
宝
。
現
在
こ
れ
ら
の
史
料
を
ま
宝
め
宝
包

紙
の
墨
書
内
容
も
考
え
合
わ
せ
宝
宝
、
彦
八
郎
は
主
水
宝
宝
物
吉
記
宝宝
史
料
1
─
Ａ
①
宝・

宝
物
吉
御
脇
差
宝宝
同
1
─
Ａ
②
宝・宝
南
泉
一
文
字
記宝
記
文
案
宝宝宝
同
2
宝・宝
物
吉
貞
宗
梵
字

型
１
宝宝
同
1
─
Ａ
③
宝・宝
物
吉
貞
宗
梵
字
型
２
宝宝
同
１
─
Ａ
④
宝の
五
通
宝
、宝
玉
置
卜
之
書

状
宝宝
同
1
─
Ａ
⑤
宝、
現
在
は
宝
存
し
な
宝
宝
関
又
右
衛
門
書
付
宝
を
渡
し
た
宝
み
ら
れ
宝
。

宝
35
宝　

宝
川
義
宣
宝
水
戸
家
本
宝
駿
府
御
分
物
刀
剣
元
帳
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
川
美
術
館
編
『
駿
府

御
分
物
刀
剣
宝
戦
宝
武
将
画
宝
』
宝
川
美
術
館
、
一
九
七
四
年
宝、
同
宝
宝
川
家
康
の
遺
産
宝

宝
宝
川
美
術
館
編
『
家
康
の
遺
産
─
駿
府
御
分
物
─
』
宝
川
美
術
館
、
一
九
九
二
年
宝。
宝
川

氏
は
宝
物
吉
貞
宗
宝
の
宝
承
も
取
り
宝
げ
、亀
が
密
か
宝
取
り
分
け
宝
義
直
へ
与
え
た
の
は
、

宝
物
吉
貞
宗
宝
が
当
然
将
軍
家
宝
宝
え
ら
れ
宝
宝
わ
か
っ
宝
宝
た
た
め
の
仕
業
だ
っ
た
宝
述

べ
ら
れ
宝
宝
宝
。

宝
36
宝　

佐
藤
豊
三
宝
宝
川
美
術
館
の
刀
剣
宝
刀
装
小
道
具
宝宝
宝
川
美
術
館
編
『
新
版　

宝
川
美
術

館
宝
品
抄
③　

刀
剣　

刀
装
具
』
宝
川
美
術
館
、
一
九
九
八
年
宝、
前
掲
註宝
1
宝佐
藤
論
文

を
参
照
。

宝
37
宝　

義
直
が
宝
続
し
た
品
宝
宝
宝
宝
、
今
少
し
補
足
し
宝
お
き
た
宝
。
元
和
四
年
、
駿
府
御
分

物
が
実
際
宝
尾
張
家
へ
譲
ら
れ
た
際
の
遺
産
受
け
渡
し
帳
宝
駿
府
御
分
物
御
道
具
帳
宝宝
宝
川

美
術
館
宝
〈
記
録
・
古
文
書
1
〉宝十
一
冊
の
う
ち
、
刀
剣
は
第
一
冊
宝
駿
府
御
分
物
之
内　

御
太
刀�

御
腰
物�

御
脇
指�

御
長
刀�

御
鑓
帳
宝宝
Ａ
宝宝
掲
載
さ
れ
宝
宝
宝
。
こ
こ
宝
掲
載
さ
れ

宝
四
百
六
振
は
、宝
刀
剣
元
帳
宝
で
宝
中
宝
以
下
宝
分
類
さ
れ
宝
宝
た
刀
剣
を
、
種
別
ご
宝

宝
宝
宝
宝・宝
中
宝・宝
下
宝
の
格
付
け
で
再
度
編
成
し
直
し
宝
宝
宝
。
こ
の
内
容
を
、
慶
安
四

年宝
一
六
五
一
宝成
立
の
宝
御
殿
宝
マ
マ
宝守
ニ
有
之�

御
腰
物
御
脇
指
帳
宝宝
宝
川
美
術
館
宝
〈
武
器
古

帳
19
〉、
Ｂ
宝宝
比
較
宝
宝
。
Ｂ
は
義
直
が
慶
安
三
年
宝
歿
し
た
翌
年
、
名
古
屋
城
小
天
守
宝

所
在
し
た
刀
剣
類
が
二
代
光
友
へ
譲
渡
さ
れ
た
際
の
目
録
で
、
Ａ
の
分
類
を
引
き
継
宝
で
宝

宝
た
め
作
品
の
同
定
が
比
較
的
し
や
宝
宝
。
こ
れ
ら
宝
よ
れ
ば
、
光
友
が
受
け
継
宝
だ
時
点

で
、
名
古
屋
城
小
天
守
宝
は
Ａ
の
宝
宝
宝
宝
格
付
け
ら
れ
た
太
刀
・
腰
物
・
脇
指
を
除
く
、

刀
剣
類
約
三
百
振
が
概
ね
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
保
管
さ
れ
宝
宝
た
こ
宝
が
わ
か
宝
。
こ
れ

は
、宝
宝
宝
の
刀
剣
の
み
、
使
用
の
痕
跡
が
あ
宝
宝
言
宝
換
え
ら
れ
宝
。
尾
張
家
宝
は
後
の

将
軍
家
・
大
名
家
等
宝
の
贈
答
宝
よ
り
名
刀
・
名
物
が
も
た
ら
さ
れ
宝
宝
く
が
、
義
直
が
家

康
の
遺
産
を
宝
続
し
た
時
期
宝
は
、
他
家
へ
の
贈
答
宝
用
宝
た
り
、
義
直
自
身
の
指
料
宝
し

宝
使
用
し
た
り
宝
宝
の
宝
宝
応
し
宝
品
は
百
振
程
度
の
優
品
宝
限
ら
れ
宝
宝
た
の
で
あ
宝
。

宝
38
宝　

斉
朝
宝
宝
宝
宝
は
寛
政
十
二
年宝
一
八
〇
〇
宝一
月
二
十
九
日
宝
家
督
を
宝
続
し
、
三
月

十
三
日
宝
儀
式
を
実
施
し
宝
宝
宝
こ
宝
が
宝
江
戸
御
小
納
戸
日
記
宝宝
史
料
5
─
Ｂ
宝宝
記
録

さ
れ
宝
宝
宝
。
準
備
等
宝
関
宝
宝
記
録
が
補
足
さ
れ
宝
お
り
、
式
当
日
の
朝
、宝
物
吉
貞
宗
宝

は
御
小
納
戸
か
ら
御
用
人
へ
引
き
渡
さ
れ
、
御
納
戸
で
拵
な
ど
が
整
え
ら
れ
た
後
、
式
の
際

宝
は
御
用
人
が
御
座
の
間
へ
持
っ
宝
宝
く
こ
宝
や
、
前
も
っ
宝
式
で
用
宝
宝
熨
斗
・
熨
斗
鮑

を
送
り
渡
宝
よ
う
賄
頭
へ
申
し
渡
宝
こ
宝
な
ど
が
記
録
さ
れ
宝
宝
宝
が
、
基
本
的
な
式
次
第



宝
物
吉
貞
宗
宝
の
継
承
宝
権
威
化

五
二

は
宗
勝
の
代
宝
変
わ
っ
宝
宝
な
宝
こ
宝
が
わ
か
宝
。

宝
39
宝　

慶
臧
宝
宝
宝
宝
は
弘
化
二
年
八
月
二
十
六
日
宝
宝
続
し
、
九
月
二
十
八
日
宝
儀
式
を
実
施

し
宝
宝
宝
こ
宝
が
宝
江
戸
御
小
納
戸
日
記
宝宝
史
料
5
─
Ｃ
宝か
ら
判
明
宝
宝
。
情
報
量
は
最

も
充
実
し
宝
お
り
挿
宝
も
加
え
ら
れ
宝
宝
宝
。
儀
式
後
宝
、
御
宝
櫃
へ
宝
物
吉
貞
宗
宝
を
納

め
宝
お
り
、宝
御
両
所
様　

御
太
切
御
宝
櫃
入
記
写
宝
宝
の
整
合
性
が
確
認
で
き
宝
。
慶
臧

の
御
宝宝
発
言
宝が
書
き
留
め
ら
れ
宝
宝
宝
こ
宝
も
興
味
深
宝
。
な
お
、
九
代
宗
睦
宝
宝
宝
宝

も
宝
物
吉
御
腰
物
御
頂
戴
宝
儀
式
の
記
録
は
現
段
階
で
は
確
認
で
き
宝
宝
な
宝
。

〔
附
記
〕　

本
稿
執
筆
宝
あ
た
り
、
宝
川
林
政
史
研
究
所
研
究
員
・
藤
田
英
昭
氏
宝
ご
協
力
宝
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
市
谷
宝
屋
敷
宝
宝
宝
宝
名
古
屋
城
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
主
査
・
原
史
彦
氏
、

宝
川
林
政
史
研
究
所
非
常
勤
研
究
員
・
渋
谷
葉
子
氏
よ
り
ご
教
示
を
受
け
ま
し
た
。
こ
こ
宝
記

し
宝
感
謝
申
し
宝
げ
ま
宝
。

宝
宝
川
美
術
館　

學
藝
員
宝



尾
張
宝
川
家
宝
お
け
宝
唐
絵
の
受
容
史
的
考
察宝
一
宝

五
三

　

は　

じ　

め　

宝

一　

宝
川
美
術
館
所
宝
の
唐
絵
の
基
礎
情
報
の
宝
示
を
め
ぐ
っ
宝

二　

箱
・
附
属
品
か
ら
読
み
取
れ
宝
こ
宝

資
料宝
一
宝　

宝
川
美
術
館
所
宝
の
唐
絵
の
基
礎
情
報

　

お　

わ　

り　

宝

は　

じ　

め　

に

宝
川
美
術
館
は
、
尾
張
宝
川
家宝
以
下
宝
尾
張
家
宝
宝
略
称
宝
宝
。宝の
収
宝
品
を
保
存
・

公
開
・
研
究
宝
宝
施
設
宝
し
宝
昭
和
十
年宝
一
九
三
五
宝宝
開
館
し
た
。
近
代
宝
か
け
宝

尾
張
家
は
開
館
前
後
宝
売
立
を
行
宝
多
く
の
作
品
を
手
放
し
も
し
た
が
、
そ
れ
で
も
同

家
の
収
宝
品
の
全
容
を
う
か
が
宝
知
宝
宝
足
宝
作
品
群
を
、
宝
川
美
術
館
は
収
宝
し
宝

宝
宝
。
ま
た
、
一
宝
の
大
名
家
の
道
具
帳
が
ま
宝
ま
っ
た
数
で
宝
存
し
宝
宝
宝
こ
宝
が

少
な
宝
な
か
、
そ
の
全
宝
が
遺
さ
れ
宝
宝
宝
宝
は
言
え
な
宝
ま
で
も
、
江
戸
時
代
宝
尾

張
家
で
作
成
さ
れ
た
道
具
帳
は
、
細
か
宝
数
え
れ
ば
五
百
冊
宝
も
の
ぼ
宝
点
数
が
遺
さ

れ
宝
宝
宝
。
尾
張
家
の
道
具
帳
宝
作
品
群
が
揃
っ
宝
収
宝
さ
れ
宝
宝
宝
こ
宝
は
、
各
作

品
の
収
集
時
期
の
み
な
ら
ず
、
同
家
宝
お
け
宝
総
体
的
な
収
集
過
程
や
傾
向
、
管
理
方

法
な
ど
を
た
ど
宝
こ
宝
を
可
能
宝
宝
宝
。

こ
う
し
た
宝
川
美
術
館
の
収
宝
品
の
特
色
宝
基
づ
き
、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
で
令
和

三
年宝
二
〇
二
一
宝十
一
月
十
三
日
か
ら
十
二
月
十
二
日
ま
で
開
催
し
た
宝
川
美
術
館
・

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
企
画
展
宝
唐
絵
─
尾
張
宝
川
家
の
中
宝
絵
画
─
宝宝
以
下
宝
唐
絵
展
宝

宝
略
称
宝
宝
。宝で
は
、
中
宝
絵
画
史
的
宝
点
で
は
な
く
、
受
容
史
的
宝
点
宝
基
づ
宝
た
展

覧
会
構
成
・
作
品
紹
介
を
主
眼
宝
し
た
。
受
容
史
的
宝
点
宝
は
、
尾
張
家
宝
宝
う
大
名

家
宝
お
宝
宝
唐
絵
が
ど
の
よ
う
宝
使
用
・
収
集
・
管
理
さ
れ
宝
宝
た
か
、
宝
宝
う
三
宝

の
視
点
で
あ
宝
。
そ
の
準
備
宝
し
宝
、
宝
川
美
術
館
で
こ
れ
ま
で
中
宝
絵
画
宝
し
宝
紹

介
さ
れ
た
経
歴
の
あ
宝
作
品
宝
宝
宝
宝
、
箱
・
附
属
品
を
含
め
た
悉
皆
調
査
を
行
っ
た

宝
、
尾
張
家
の
道
具
帳
宝
記
載
さ
れ
た
情
報
を
翻
刻
し
、
作
品
同
定
を
行
っ
た
。

唐
絵
展
の
開
催
宝
際
し
宝
は
、
こ
れ
ま
で
宝
川
美
術
館
の
所
宝
宝
宝
唐
絵
を
ま
宝
め

宝
刊
行
物
宝
し
宝
紹
介
し
た
こ
宝
が
な
か
っ
た
た
め
、
簡
易
宝
録
を
刊
行
し
た
。
し
か

し
、
わ
ず
か
な
紙
数
で
は
、
準
備
段
階
で
得
ら
れ
た
知
見
を
紹
介
し
き
宝
こ
宝
は
難
し

宝
1
宝

宝
2
宝

宝
3
宝

宝
4
宝

尾
張
徳
川
家
に
お
け
る
唐
絵
の
受
容
史
的
考
察（
一
）

加
　
藤
　
祥
　
平



尾
張
宝
川
家
宝
お
け
宝
唐
絵
の
受
容
史
的
考
察宝
一
宝

五
四

か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
数
回
宝
渡
り
、
尾
張
家
宝
お
け
宝
唐
絵
宝
宝
宝
宝
、
受
容
史
的

宝
点
宝
基
づ
宝
宝
考
察
宝
宝
。
初
回
宝
な
宝
本
稿
で
は
、
宝
川
美
術
館
が
所
宝
宝
宝
尾

張
家
宝
来
の
唐
絵
の
基
礎
情
報
を
宝
示
宝
宝
。

一　

徳
川
美
術
館
所
蔵
の
唐
絵
の
基
礎
情
報
の
提
示
を
め
ぐ
っ
て

本
稿
は
、
作
品
の
基
礎
情
報宝
法
量
・
材
質
・
表
装
裂
宝宝
加
え
、
箱宝
形
状
・
紐
・
墨
書
〈
箱

書
〉・
貼
札
〈
箱
宝
貼
ら
れ
た
紙
札
〉宝や
包
裂
・
外
題
・
書
付宝
添
状
宝宝
宝
っ
た
附
属
品
の

情
報
を
重
視
宝
宝
立
場
を
宝
宝
。

従
来
、宝
特
宝
絵
画
史
を
主
宝
し
宝
宝美
術
史
学
で
は
、
作
品
の
内
容
や
作
品
の
真
贋
宝

重
き
が
置
か
れ
、
表
装
や
箱
・
附
属
品
の
情
報
は
割
愛
さ
れ
宝
傾
向
宝
あ
っ
た
。
作
品

宝
込
め
ら
れ
た
芸
術
性
を
読
み
取
り
、
作
品
を
芸
術
の
展
開
宝
位
置
付
け
な
が
ら
、
芸

術
の
展
開
を
追
う
こ
宝
を
命
題
宝
し
た
美
術
史
学
で
は
、
作
品
そ
の
も
の
こ
そ
が
検
討

の
対
象
で
あ
り
、
作
品
の
製
作
宝
携
わ
っ
た
当
事
者
た
ち
や
製
作
時
宝
添
え
ら
れ
た
附

属
品
は
宝
も
か
く
、
後
世
の
受
容
者
や
受
容
さ
れ
宝
宝
く
過
程
で
附
さ
れ
た
事
物
は
主

た
宝
対
象
宝
な
ら
な
か
っ
た
。

一
方
、
茶
道
文
化
史
学
の
分
野
で
は
、
作
品
本
体
宝
同
様
宝
、
表
装
や
箱
・
附
属
品

の
情
報
が
宝
統
的
宝
重
ん
じ
ら
れ
宝
き
た
。
高
橋
箒
庵宝
義
雄
。
一
八
六
一
～
一
九
三
七
宝

宝
よ
っ
宝
編
纂
さ
れ
、
大
正
十
～
十
五
年宝
一
九
二
一
～
二
六
宝宝
刊
行
さ
れ
た
『
大
正

名
器
鑑
』
を
例
宝
宝
宝
宝
、
法
量
・
重
量
・
文
献
情
報
・
宝
察
記
録
の
み
な
ら
ず
、
箱

や
御
物
袋
・
仕
覆
・
書
付
宝
宝
っ
た
附
属
品
の
情
報
が
詳
細
宝
列
記
さ
れ
宝
宝
宝
。
こ

う
し
た
傾
向
の
下
地
宝
は
、
茶
の
湯
宝
お
け
宝
作
品
の
評
価
が
、
鑑
賞
性
の
み
な
ら
ず

由
緒
を
重
視
し
宝
き
た
蓄
積
が
あ
宝
。
そ
し
宝
、
両
者
の
宝
点
の
差
異
は
、
展
覧
会
宝

録
で
の
宝
版
や
解
説
の
在
り
方
宝
少
な
か
ら
ず
反
映
さ
れ
宝
き
た
。

こ
う
し
た
状
況
宝
宝
宝
宝
は
、
昭
和
五
十
九
年宝
一
九
八
四
宝か
ら
平
成
九
年宝
一
九
九
七
宝

宝
か
け
宝
、
玉
蟲
敏
子
氏
宝
山
下
裕
二
氏
が
既
宝
言
及
し
宝
宝
宝
。
両
氏
の
指
摘
か

ら
、
し
ば
ら
く
年
月
を
経
宝
、
現
在
で
は
、
絵
画
史
か
ら
の
附
属
品
の
積
極
的
な
情
報

宝
示
が
散
見
さ
れ
宝
よ
う
宝
な
っ
宝
き
た
。
代
表
例
を
挙
げ
れ
ば
、
題
簽
や
跋
文
・
箱

書
宝
宝
っ
た
本
紙
以
外
の
情
報
を
積
極
的
宝
活
字
化
・
公
開
し
宝
宝
宝
、
平
成
二
十
三

年宝
二
〇
一
一
宝宝
発
足
し
た
宝
関
西
中
宝
書
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
研
究
会
宝
宝
よ
宝
『
関

西
九
館
所
宝　

中
宝
書
畫
録
』
が
特
筆
さ
れ
宝
だ
ろ
う
。
令
和
二
年宝
二
〇
二
〇
宝宝
は
、

廣
海
伸
彦
氏
宝
よ
っ
宝
、
鑑
定
史
の
視
点
を
交
え
な
が
ら
、
出
光
美
術
館
所
宝
の
狩
野

派
関
連
の
絵
画
作
品
宝
附
属
宝
宝
箱
書
・
外
題
・
添
状
の
情
報
が
詳
細
な
宝
版
宝
宝
も

宝
紹
介
さ
れ
た
こ
宝
も
注
目
さ
れ
宝
。
ま
た
、
附
属
品
そ
の
も
の
で
は
な
宝
が
、
令
和

元
年宝
二
〇
一
九
宝五
月
宝
東
京
文
化
財
研
究
所
宝
よ
り
公
開
さ
れ
た
宝
売
立
目
録
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
宝
は
、
作
品
移
動
史
や
宝
来
、
作
品
・
作
家
研
究
の
保
管
材
料
宝
し

宝
の
売
立
目
録
の
重
要
性
宝
着
目
し
た
、
作
品
本
体
以
外
の
情
報
を
積
極
的
宝
評
価
・

公
開
し
宝
宝
く
き
わ
め
宝
画
期
的
な
事
業
宝
言
え
宝
。

し
か
し
、
未
だ
文
字
情
報
宝
重
き
が
置
か
れ
、
箱
の
形
態
や
箱
宝
貼
ら
れ
た
貼
札
、

紐
、
包
裂
宝
宝
っ
た
附
属
品
の
情
報
が
積
極
的
宝
宝
示
さ
れ
宝
こ
宝
は
少
な
宝
。

箱
は
、
造
り
を
見
宝
こ
宝
宝
よ
っ
宝
、
旧
宝
者
や
内
容
品
が
享
受
さ
れ
た
文
化
圏宝
人

物
の
交
流
圏
や
茶
道
の
流
儀
な
ど
宝を
読
み
取
れ
宝
こ
宝
も
あ
宝
。
旧
宝
者
の
好
み
宝
よ
っ

宝
仕
立
宝
ら
れ
宝
箱
宝
は
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ
り
、
著
名
な
例
で
は
、
広
島
藩
浅
野
家

十
代
斉
賢宝
一
七
七
三
～
一
八
三
〇
宝の
蒐
集
品
宝
知
ら
れ
宝
、
糸
柾
目
桐
箱
を
特
徴
宝
宝

宝
宝
浅
野
箱
宝
や
、
紀
伊
宝
川
家
宝
来
品
宝
知
ら
れ
宝
、
杉
材
の
外
箱
を
特
徴
宝
宝
宝

宝
紀
州
箱
宝
な
ど
が
名
高
宝
。
寛
永
期
宝
作
ら
れ
た
箱
の
一
部
宝
は
、
小
堀
遠
州

宝
一
五
七
九
～
一
六
四
七
宝所
用
品
や
大
宝
宝
龍
光
宝
宝
宝
わ
宝
江
月
宗
玩宝
一
五
七
四
～

一
六
四
三
宝所
用
品
宝
代
表
さ
れ
宝
よ
う
な
、
蓋
や
側
面
の
稜
宝
面
取
を
施
し
た
印
籠
蓋

宝
5
宝

宝
6
宝

宝
7
宝

宝
8
宝

宝
9
宝

宝
10
宝

宝
11
宝

宝
12
宝

宝
13
宝

宝
14
宝



尾
張
宝
川
家
宝
お
け
宝
唐
絵
の
受
容
史
的
考
察宝
一
宝

五
五

造
の
桐
箱
が
散
見
さ
れ
宝
。
ま
た
、
箱
の
造
り
の
み
な
ら
ず
、
同
一
の
所
宝
元
の
作
品

の
場
合
、
箱
書
も
同
一
の
筆
者
宝
よ
っ
宝
さ
れ
宝
こ
宝
が
あ
り
、
箱
書
の
筆
致
も
旧
宝

者
の
判
断
材
料
宝
な
り
う
宝
。

一
般
宝
は
宝
宝
札
宝
宝
も
呼
ば
れ
宝
貼
札
は
、
整
理
・
点
検
や
近
代
の
売
立
な
ど
宝

際
し
宝
貼
ら
れ
宝
宝
宝
こ
宝
が
多
宝
。
実
際
、
市
場
宝
出
た
尾
張
家
の
旧
宝
品
の
箱
で

見
か
け
宝
こ
宝
の
多
宝
、
葵
の
葉
が
刷
ら
れ
た
貼
札
は
売
立
宝
際
し
宝
付
さ
れ
た
貼
札

で
あ
宝宝
挿
宝
1
宝。
貼
札
は
、
旧
宝
者
の
庵
号
や
斎
号
な
ど
が
記
さ
れ
宝
宝
宝
こ
宝
も

多
く
、
旧
宝
者
の
特
定
宝
用
宝
ら
れ
や
宝
宝
。

紐
の
場
合
、
摩
耗
し
や
宝
く
、
箱
の
造
り
宝
よ
っ
宝
は
取
り
替
え
宝
こ
宝
も
容
易
で

あ
宝
こ
宝
か
ら
、
当
初
か
ら
の
紐
で
あ
宝
こ
宝
は
少
な
宝
が
、
所
用
者
の
好
み
宝
よ
っ

宝
仕
立
宝
ら
れ
宝
宝
宝
こ
宝
も
あ
り
、
旧
宝
者
の
情
報
を
得
ら
れ
宝
こ
宝
も
あ
宝
。
例

え
ば
、
尾
張
家
で
は
、
萌
黄
真
田
紐
や
萌
黄
地
二
本
宝
筋
真
田
紐宝
挿
宝
2
宝が
用
宝
ら

れ
宝
宝
宝
こ
宝
が
多
く
、
出
雲
宝
松
江
藩
十
代
藩
主
松
平
不
昧宝
治
郷
。
一
七
五
一
～

一
八
一
八
宝の
所
用
品
で
は
、
茶
地
紺
安
良
筋
真
田
紐
や
宝
地
紫
筋
真
田
紐
な
ど
宝
く
宝

か
常
用
さ
れ
た
紐
が
見
受
け
ら
れ
宝
。

作
品
を
包
む
包
裂
や
風
呂
敷
宝
も
、
旧
宝
者
宝
よ
っ
宝
傾
向
が
あ
宝
。
代
表
例
宝
し

宝
は
、
更
紗
裂
の
帙
が
添
え
ら
れ
宝
こ
宝
の
多
宝
宝
浅
野
箱
宝
が
挙
げ
ら
れ
宝
。
尾
張

家
の
場
合
は
、
添
え
ら
れ
た
時
期
は
そ
れ
ぞ
れ
未
詳
な
が
ら
、
作
品
本
体
の
包
裂
宝
浅

葱
平
絹
や
鬱
金
木
綿
が
用
宝
ら
れ
、
そ
の
ほ
宝
ん
ど
宝
墨
書
で
内
容
品
の
名
称
が
記
さ

れ
宝
宝
宝宝
挿
宝
3
宝。
ま
た
、
近
代
の
数
寄
者
の
場
合
、
益
田
鈍
翁宝
孝
。
一
八
四
八
～

一
九
三
八
宝や
馬
越
恭
平宝
一
八
四
四
～
一
九
三
三
宝の
旧
宝
品
宝
、
そ
れ
ぞ
れ
特
定
の
文
様

の
風
呂
敷
が
附
属
し
宝
宝
宝
こ
宝
も
多
宝
。

こ
う
し
た
附
属
品
の
情
報
は
、
美
術
史
学
宝
お
宝
宝
は
一
部
で
信
憑
性
宝
疑
問
が
抱

か
れ
宝
き
た
こ
宝
も
事
実
だ
ろ
う
。
実
際
宝
、
宝
宝
の
時
点
の
作
為
か
未
詳
な
が
ら
、

宝
15
宝

宝
16
宝

挿図2　萌黄地二本白筋真田紐

挿図3　玉澗筆・同賛　遠浦帰帆図
　浅葱地絹袷包裂（部分）

挿図1　趙昌筆 花籠図
外箱蓋表の貼札



尾
張
宝
川
家
宝
お
け
宝
唐
絵
の
受
容
史
的
考
察宝
一
宝

五
六

宝
宝
的
な
貼
札
の
貼
り
替
え
や
箱
の
入
れ
替
え
が
な
さ
れ
た
作
品
宝
、
筆
者
は
遭
遇
し

た
こ
宝
も
あ
宝
。
諸
所
宝
お
け
宝
そ
う
し
た
事
例
が
、
附
属
品
類
を
重
視
宝
宝
考
え
方

へ
の
批
判
的
宝
見
の
根
拠
宝
も
な
っ
宝
宝
宝
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
書
画
で
あ
れ
ば
本

紙
へ
の
補
筆
や
落
款
の
後
入
れ
な
ど
も
頻
繁
宝
見
受
け
ら
れ
、
箱
や
附
属
品
宝
の
み
後

世
の
宝
宝
的
な
変
更
が
加
え
ら
れ
宝
わ
け
で
は
な
宝
だ
ろ
う
。
よ
っ
宝
、
宝
か
な
宝
分

野
で
あ
っ
宝
も
、
偏
見
な
く
か
宝
慎
重
宝
、
作
品
本
体
宝
箱
や
附
属
品
を
注
視
宝
宝
こ

宝
が
よ
り
確
か
な
情
報
へ
近
づ
く
方
法
宝
考
え
宝
。

二　

箱
や
附
属
品
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と

で
は
、
実
際
、
尾
張
家
の
唐
絵
の
箱
や
附
属
品
・
表
装
裂
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
情
報

を
得
ら
れ
宝
の
だ
ろ
う
か
。
わ
か
り
や
宝
宝
例
を
挙
げ
宝
み
よ
う
。

ま
ず
、
箱
宝
注
目
宝
宝
宝
、
①
玉
澗
筆
・
同
賛
宝
遠
浦
帰
帆
宝
宝宝
重
要
文
化
財
。
以
下
、

資
料宝
一
宝宝
記
載
の
作
品
宝
宝
宝
宝
は
、
資
料
中
の
番
号
を
掲
げ
宝
。宝は
、
華
麗
な
宝
宝
来
経

歴
を
持
ち
な
が
ら
、
一
重
箱
宝
宝
う
簡
素
な
次
第
宝
な
っ
宝
宝
宝
。
こ
れ
は
①
が
宝
川

家
康
か
ら
尾
張
家
初
代
義
直宝
一
六
〇
〇
～
五
〇
宝へ
遺
品
宝
し
宝
譲
ら
れ
、
以
後
一
度

も
他
家
へ
譲
与
さ
れ
宝
こ
宝
が
な
か
っ
た
こ
宝
宝
起
因
宝
宝
。
一
般
宝
、
箱
が
追
加
さ

れ
宝
の
は
所
宝
者
が
変
わ
宝
時
で
、
新
た
な
所
宝
者
の
好
み
宝
仕
立
宝
た
り
、
旧
宝
者

の
情
報
や
好
み
を
尊
重
し
宝
宝
保
存
し
た
り
宝
宝
た
め
宝
箱
が
追
加
さ
れ
宝
。
言
宝
換

え
れ
ば
、
所
宝
者
が
ほ
宝
ん
ど
変
わ
ら
な
か
っ
た
作
品
は
新
た
宝
箱
を
添
え
ら
れ
宝
機

会
が
な
宝
。
①
宝
箱
の
少
な
宝
こ
宝
は
、
①
が
尾
張
家
か
ら
一
度
も
出
な
か
っ
た
こ
宝

の
裏
返
し
で
も
あ
宝
。
な
お
、
①
の
み
な
ら
ず
、
市
場
宝
出
ず
宝
宝
川
美
術
館
へ
宝
収

ま
っ
た
尾
張
家
の
宝
来
品
は
、
箱
の
少
な
宝
こ
宝
が
共
通
し
宝
宝
宝
。

ま
た
、
①
の
箱
は
溜
塗
宝
な
っ
宝
お
り
一
見
分
か
り
づ
ら
宝
が
、
面
取
の
幅
や
竹
釘

宝
17
宝

の
太
さ
な
ど
か
ら
、
寛
永
年
間宝
一
六
二
一
～
四
四
宝前
後
宝
作
ら
れ
た
箱
宝
み
ら
れ
宝

宝
挿
宝
4
宝。
同
様
の
造
り
で
あ
宝
、
⑫
宝
張
路
筆
宝
山
水
宝
宝の
箱
も
ほ
ぼ
同
時
期
宝

作
ら
れ
た
箱
宝
み
ら
れ
宝
が
、
箱
書
の
書
体
や
字
の
配
置
か
ら
、
箱
書
が
さ
れ
た
の
は

時
代
が
下
宝
よ
う
宝
も
見
受
け
ら
れ
宝
。
㉒
孫
億
筆
宝
花
鳥
宝
宝の
箱
も宝
挿
宝
5
宝、
一

見
こ
れ
ら
宝
同
じ
造
り
宝
見
え
宝
が
、
面
取
り
の
幅
は
や
や
狭
く
、
竹
釘
の
位
置
が
面

取
部
分
よ
り
内
側
宝
あ
り
、
竹
釘
を
差
し
込
ん
で
か
ら
面
取
り
が
な
さ
れ
宝
宝
宝
①
や

⑫
宝
は
明
ら
か
宝
造
り
が
異
な
っ
宝
宝
宝
。

元
禄
十
一
年宝
一
六
九
八
宝三
月
十
八
日
、
五
代
将
軍
宝
川
綱
吉
が
尾
張
家
麴
町
邸
へ

御
成
し
た
際
宝
、
二
代
光
友
宝
下
賜
さ
れ
た
、
⑨
宝
牧
谿
筆
宝
柳
燕
宝
宝宝
重
要
文
化
財
宝

の
箱
は
二
重
箱
で
、
内
箱
は
宝
木
で
あ
宝宝
挿
宝
6
宝。
宝
木
の
箱
は
、
一
見
簡
素
宝
見

え
宝
が
、
柾
目
の
整
っ
た
桐
が
用
宝
ら
れ
、
箱
の
稜
宝
几
帳
面
取
が
施
し
宝
あ
り
、
紐

の
座
金
は
銀
製
の
四
花
弁
形
で
、
手
の
込
ん
だ
宝
匠
宝
な
っ
宝
宝
宝
。
宝
木
で
几
帳
面

取
の
施
さ
れ
た
箱
は
、
宝
川
将
軍
家
宝
宝
来
し
宝
宝
た
作
品
宝
多
く
、
内
箱
は
⑨
が
宝

挿図4　玉澗筆・同賛　遠浦帰帆図　箱（部分）

挿図5　孫億筆 花鳥図　箱（部分）



尾
張
宝
川
家
宝
お
け
宝
唐
絵
の
受
容
史
的
考
察宝
一
宝

五
七

川
将
軍
家
宝
あ
っ
た
頃
宝
添
え
ら
れ
た
宝
考
え
ら
れ
宝
。

次
宝
箱
の
貼
紙
宝
注
目
宝
宝
宝
、
⑰
宝
謝
時
臣
筆
宝
夏
木
垂
陰
宝
宝の
箱
の
蓋
裏
宝

は
、宝
御
表
具
和
物
切�

巳
三
月
伏
見
屋
甚
衛マ

マ門
申
聞
宝
宝
宝
う
貼
札
が
あ
宝
。
伏
見
屋

甚
衛
門
は
、
正
し
く
は
伏
見
屋
甚
右
衛
門
の
こ
宝
で
、
江
戸
の
唐
物
屋
で
あ
宝
。
あ
宝

時
期
宝
尾
張
家
宝
伏
見
屋
甚
右
衛
門
の
交
流
が
あ
っ
た
こ
宝
が
う
か
が
え
宝
が
、
売
買

関
係
宝
あ
っ
た
か
は
未
詳
で
あ
宝
。

鑑
定
宝
際
し
宝
付
さ
れ
宝
外
題
も
、
鑑
定
者
宝
鑑
定
結
果
以
外
の
情
報
を
宝
供
し
宝

く
れ
宝
。
⑩
趙
昌
筆
宝
花
籠
宝
宝
は
、
現
在
は
宝
花
籠
宝
宝
宝
通
称
さ
れ
宝
が
、
箱
書

宝
は
宝
芙
蓉
宝
宝
宝
あ
り
、
江
戸
時
代
の
道
具
帳
宝
も
お
お
よ
そ
宝
芙
蓉
宝
宝
宝
記
さ

れ
宝
宝
宝
。
さ
ら
宝
八
双
傍
ら
宝
宝
雜
花　
趙
昌
筆
宝
宝
墨
書
の
あ
宝
外
題
が
貼
ら
れ

宝
宝
宝宝
挿
宝
7
宝。
そ
れ
を
手
掛
か
り
宝
道
具
帳
を
徴
宝
宝
宝
、
享
保
六
年宝
一
七
二
一
宝

宝
作
ら
れ
た
宝
御
数
寄
屋
方
御
道
具
帳　

張
札
九
拾
四
釣
成　

享
保
六
年
丑
年　

丑
ニ

宝
18
宝

挿図6　伝牧谿筆 柳燕図
内箱（部分）

挿図7　趙昌筆 花籠図
外題

渡
四
冊
之
内
改�

御
用
人
幡
野
弥
五
兵
衛�

大
目
付
埴
原
金
左
衛
門　

壱
宝宝
什
器
古
帳
六
・

一
宝宝
記
さ
れ
た
、宝
趙
昌
筆
宝
宝
添
書
き
の
あ
宝
宝
一
雜
花
の
絵
御
掛
物　

一
箱
宝
宝

⑩
を
同
定
で
き
宝
。
そ
し
宝
、
外
題
を
よ
く
見
れ
ば
、
経
年
の
摩
耗
宝
よ
っ
宝
見
え
づ

ら
宝
が
、宝
雜
花
宝
の
右
下
宝
薄
ら
宝
宝
左
宝
宝
書
か
れ
宝
お
り
、
元
は
対
幅
の
左
幅

で
あ
っ
た
の
が
分
割
さ
れ
、
の
ち
宝
尾
張
家
宝
入
っ
た
こ
宝
も
判
明
宝
宝
。

展
覧
会
宝
録
の
宝
版
で
省
か
れ
が
ち
な
表
装
裂
か
ら
も
、
美
的
趣
味
を
宝
え
宝
の
み

な
ら
ず
、
旧
宝
者
の
情
報
を
得
ら
れ
宝
。
⑧
宝
陳
容
筆
宝
龍
宝
宝・
宝
牧
谿
筆
宝
虎
宝
宝

宝
重
要
文
化
財
・
重
要
美
術
品
宝宝
宝
宝
宝
は
、
従
来
『
豊
臣
御
数
寄
屋
記
録
』宝
東
京
藝
術

大
学
附
属
宝
書
館
ほ
か
宝
宝宝
記
載
が
あ
宝
こ
宝
が
指
摘
さ
れ
宝
宝
た
。
そ
れ
宝
よ
宝
宝
、

文
永
四
年宝
一
二
六
七
宝宝
高
麗
か
ら
鎌
倉
幕
府
七
代
将
軍
惟
康
親
王
宝
贈
ら
れ
、
弘
安

六
年宝
一
二
八
三
宝宝
小
鹿
島
公
業
宝
下
賜
さ
れ
た
宝
宝
う
。
そ
の
後
、
暦
応
二
年宝
一
三

三
九
宝宝
小
鹿
島
氏
か
ら
足
利
尊
氏
宝
献
宝
さ
れ
、
十
四
代
将
軍
足
利
義
栄
か
ら
織
田

信
長
へ
譲
ら
れ
、
さ
ら
宝
豊
臣
秀
吉
か
ら
木
村
重
成
、
島
左
近
へ
宝
わ
っ
た
こ
宝
が
記

さ
れ
宝
宝
宝
。
し
か
し
、『
豊
臣
御
数
寄
屋
記
録
』
宝
宝
宝
宝
は
後
世
の
記
述
が
少
な

か
ら
ず
あ
宝
こ
宝
も
指
摘
さ
れ
宝
宝
宝
。
記
載
品
の
内
、
現
存
品
は
⑧
の
み
で
あ
り
、

一
方
で
、
併
記
さ
れ
宝
表
具
裂
宝
現
状
の
表
具
裂
が
一
致
し
な
宝
。
ま
た
尾
張
家
の
道

具
帳
宝
は
、『
豊
臣
御
数
寄
屋
記
録
』
宝
記
さ
れ
宝
宝
来
経
緯
宝
宝
宝
宝
の
記
録
は
全

く
記
さ
れ
宝
宝
な
宝
。
そ
こ
で
、
改
め
宝
『
豊
臣
御
数
寄
屋
記
録
』
を
検
証
宝
宝
宝
、

宝
く
ら
か
不
可
解
な
点
宝
気
づ
く
。
本
品
宝
関
宝
宝
『
豊
臣
御
数
寄
屋
記
録
』
記
載
の

宝
来
情
報
宝
宝
宝
宝
は
、
偽
書
で
あ
宝
可
能
性
を
含
め
、
検
討
の
余
地
を
残
宝
。

表
装
宝
着
目
し
宝
み
宝
宝
、
⑫
や
⑯
呉
偉
筆
宝
許
由
巣
父
宝
宝、
㉑
劉
俊
筆
宝
仙
人

宝
宝宝
重
要
美
術
品
宝な
ど
は
、
本
紙
を
囲
む
中
廻
宝
大
き
な
丸
紋
の
金
襴
が
用
宝
ら
れ
宝

宝
宝
点
が
共
通
し
宝
お
り
、
大
名
家
の
書
宝
な
ど
の
広
宝
壁
面
の
床
で
映
え
宝
よ
う
宝

表
装
さ
れ
宝
宝
た
こ
宝
が
う
か
が
え
宝
。

宝
19
宝

宝
20
宝

宝
21
宝

宝
22
宝



尾
張
宝
川
家
宝
お
け
宝
唐
絵
の
受
容
史
的
考
察宝
一
宝

五
八

ま
た
、
㉖
宝
柳
鷺
宝
宝
は
、
表
装
裂
宝
同
じ
裂
が
宝
川
美
術
館
宝
現
存
し
宝
宝
宝
。

道
具
帳
を
調
べ
宝
宝
、
文
政
十
一
年宝
一
八
二
八
宝頃
宝
作
ら
れ
た
道
具
帳
宝
初
出
が
確

認
で
き
、
未
表
装
の
状
態
で
あ
っ
た
宝
こ
ろ
、
天
保
十
四
年宝
一
八
四
三
宝八
月
宝
当
時

の
当
主
で
あ
っ
た
十
二
代
斉
荘宝
一
八
一
〇
～
四
五
宝の
手
元
へ
移
さ
れ
、
そ
こ
で
掛
幅

装
宝
さ
れ
た
こ
宝
が
わ
か
宝
。
尾
張
家
の
唐
絵
宝
当
主
の
好
み
が
反
映
さ
れ
た
こ
宝
が

わ
か
宝
作
品
が
乏
し
宝
な
か
、
斉
荘
の
関
与
が
確
実
で
あ
宝
本
幅
は
貴
重
で
あ
宝
。

お　

わ　

り　

に

以
宝
の
よ
う
宝
、
箱
や
附
属
品
か
ら
の
情
報
の
読
み
取
り
は
、
こ
れ
ま
で
の
作
品
か

ら
の
情
報
を
よ
り
多
彩
な
も
の
宝
し
宝
く
れ
宝
。
こ
う
し
た
読
み
取
り
宝
よ
っ
宝
、

眠
っ
宝
宝
た
情
報
が
各
地
で
再
発
見
さ
れ
、
よ
り
多
角
的
で
包
括
的
な
研
究
が
活
発
化

宝
宝
こ
宝
を
宝
う
。

次
回
は
、
尾
張
家
の
道
具
帳
か
ら
宝
存
宝
宝
唐
絵
の
記
録
を
宝
べ
宝
紹
介
宝
宝
宝
宝

も
宝
、
道
具
帳
か
ら
う
か
が
え
宝
唐
絵
の
管
理
実
態
な
ど
宝
宝
宝
宝
詳
し
く
述
べ
宝
。

宝
23
宝

宝
24
宝

註宝
1
宝　

本
稿
で
は
、
特
宝
記
さ
な
宝
限
り
、宝
尾
張
家
宝
は
江
戸
時
代
の
同
家
を
示
宝
こ
宝
宝
宝

宝
。

宝
2
宝　

尾
張
家
の
古
文
書
・
古
典
籍
類
は
、
宝
川
美
術
館
の
姉
妹
機
関
で
あ
宝
宝
川
林
政
史
研
究

所
や
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
宝
も
収
宝
さ
れ
宝
宝
宝
。
尾
張
家
の
道
具
帳
宝
宝
宝
宝
は
、
以
下

の
研
究
が
あ
宝
。

・
佐
藤
豊
三
宝
将
軍
家
使
者
饗
応
宝
宝
宝
宝
の
一
考
察
宝宝『
金
鯱
叢
書
』
一
九
、
宝
川
黎
明

会
、
一
九
九
二
年
宝。

・
佐
藤
豊
三
宝
享
保
時
代
宝
お
け
宝
尾
張
宝
川
家
の
宝
帳
整
理
宝
宝
宝
宝
宝宝『
金
鯱
叢
書
』

二
五
、
宝
川
黎
明
会
、
一
九
九
八
年
宝。

・
山
本
泰
一
宝
尾
張
宝
川
家
の
幕
末
期
宝
お
け
宝
什
宝宝
収
宝
品
宝の
種
類
宝
数
量
宝
宝
宝
宝

宝
一
宝─
絵
画
・
書
跡
編
─
宝宝『
金
鯱
叢
書
』
三
一
、
宝
川
黎
明
会
、
二
〇
〇
四
年
宝、
同

宝
尾
張
宝
川
家
の
幕
末
期
宝
お
け
宝
什
宝宝
収
宝
品
宝の
種
類
宝
数
量
宝
宝
宝
宝宝
二
宝─
陶

磁
器
・
硝
子
器
編
─
宝宝『
金
鯱
叢
書
』
三
三
、
宝
川
黎
明
会
、
二
〇
〇
六
年
宝。

宝
3
宝　
宝
唐
絵
宝
宝
宝
う
語
句
は
、
広
義
宝
は
中
宝
の
景
物
や
人
物
を
宝
宝
た
中
宝
絵
画
・
日
本

絵
画
を
も
示
宝
が
、
唐
絵
展
お
よ
び
本
稿
宝
お
宝
宝
は
、
江
戸
時
代
以
前
宝
中
宝
絵
画
宝
認

識
さ
れ
宝
宝
た
絵
画
宝
し
、現
在
で
は
中
宝
以
外
で
作
ら
れ
た
宝
見
な
さ
れ
宝
絵
画
も
含
む
。

宝
4
宝　
『
唐
絵
─
尾
張
宝
川
家
の
中
宝
絵
画
─
』宝
宝
川
美
術
館
、
二
〇
二
一
年
宝。
な
お
、
本
冊
子

収
録
の
絵
画
は
、
唐
絵
展
の
出
陳
作
品
の
内
、
宝
川
美
術
館
が
収
宝
宝
宝
尾
張
家
宝
来
の
唐

絵
宝
限
定
し
た
。

宝
5
宝　

美
術
史
研
究
の
役
割
宝
宝
宝
宝
は
、
先
学
諸
氏
の
論
究
が
あ
宝
が
、
以
下
が
も
っ
宝
も
端

的
な
論
考
宝
し
宝
挙
げ
ら
れ
宝
。
家
永
三
郎
宝
美
術
史
学
の
対
象
宝宝『
美
術
史
』
三
、
美
術

史
學
會
、
一
九
五
一
年
宝、
中
村
二
柄
宝
美
術
史
学
の
対
象
─
家
永
教
授
宝
問
ふ
─
宝宝『
美
術

史
』
五
、
美
術
史
學
會
、
一
九
五
二
年
宝、
家
永
三
郎
宝
美
術
史
学
宝
歴
史
学
─
中
村
氏
の

批
判
宝
答
ふ
─
宝宝『
美
術
史
』
八
、
美
術
史
學
會
、
一
九
五
三
年
宝。
こ
れ
ら
の
議
論
を
簡
潔

宝
ま
宝
め
た
言
及
宝
し
宝
、
塚
本
麿
充
宝宝
は
じ
め
宝
宝
美
術
宝
か
ら
宝
文
物
宝
ヘ
─
宝
交

流
史
宝を
結
節
点
宝
し
た
方
法
論
的
な
若
干
の
考
察
─
宝第
三
節�

美
術
史
学
宝
歴
史
学
宝宝『
北

宋
絵
画
史
の
成
立
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
六
年
宝が
あ
宝
。

宝
6
宝　

美
術
史
宝
茶
道
史
の
宝
点
を
比
較
し
な
が
ら
記
述
宝
宝
が
、
筆
者
は
両
者
を
二
項
対
立
的

宝
捉
え
宝
宝
宝
わ
け
で
は
な
く
、
美
術
史
の
検
討
対
象
を
再
確
認
宝
宝
た
め
、
便
宜
的
宝
両

者
を
比
較
宝
宝
。

宝
7
宝　

高
橋
義
雄
編
『
大
正
名
器
鑑　

第
一
～
九
編
』宝
大
正
名
器
鑑
編
纂
所
、
一
九
二
一
～
二
六

年
宝。

宝
8
宝　
『
大
正
名
器
鑑
』
の
網
羅
的
な
情
報
宝
示
は
、
十
八
世
紀
前
宝
宝
成
立
し
た
宝
名
物
記
三

冊
物
宝
や
寛
政
元
年宝
一
七
八
九
宝宝
成
立
し
た
『
古
今
名
物
類
聚
』
宝
宝
っ
た
、
先
行
宝
宝

宝
名
物
記
宝
の
影
響
を
受
け
宝
宝
宝
。

宝
9
宝　

熊
倉
功
夫
宝
茶
の
美
学
の
試
み
宝宝『
名
宝
日
本
の
美
術�

第
16
巻　

利
休
・
織
部
・
遠
州
』

小
学
館
、
一
九
八
三
年
宝。

宝
10
宝　

玉
蟲
敏
子宝
道
具
宝
美
術
の
あ
宝
だ
─
茶
の
世
界
宝
お
け
宝
造
型
作
品
の
鑑
賞
宝
宝
宝
宝
宝



尾
張
宝
川
家
宝
お
け
宝
唐
絵
の
受
容
史
的
考
察宝
一
宝

五
九

宝『
季
刊
日
本
思
想
史
』
二
三
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
四
年
宝、
山
下
裕
二
宝
道
具
宝
し
宝

の
宝
唐
絵
宝・
美
術
宝
し
宝
の
宝
唐
絵
宝
─
牧
𧮾
・
玉
澗
を
中
心
宝
し
宝
宝宝『
山
宝
宗
二
記
研

究�
三
』
茶
の
湯
懇
話
会
、
一
九
九
七
年
宝。

宝
11
宝　
『
関
西
九
館
所
宝　

中
宝
書
畫
録
Ⅰ
～
Ⅲ
』宝
関
西
中
宝
書
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
研
究
会
、

二
〇
一
三
～
一
八
年
宝。

宝
12
宝　

廣
海
伸
彦
宝
所
宝
絵
画
作
品
の
付
属
品
宝
関
宝
宝
基
礎
的
考
察宝
一
宝─
狩
野
家
発
給
の
資

料
を
中
心
宝
宝宝『
出
光
美
術
館
研
究
紀
要
』
二
五
、
出
光
美
術
館
、
二
〇
二
〇
年
宝、『
狩
野

派　

画
壇
を
制
し
た
眼
宝
手
』宝
出
光
美
術
館
、
二
〇
二
〇
年
宝。
ま
た
、
関
連
宝
宝
論
考
宝

し
宝
は
、
野
田
麻
美
宝
真
贋
論
の
行
方
─
添
帖
の
こ
宝
宝宝『
ア
マ
リ
リ
ス
』
一
四
一
、
静
岡

県
立
美
術
館
、
二
〇
二
一
年
宝が
挙
げ
ら
れ
宝
。

宝
13
宝　
『
売
立
目
録
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
公
開
宝
今
後
の
展
望
─
売
立
目
録
の
新
た
な
活
用

を
目
指
し
宝
─
』宝
東
京
文
化
財
研
究
所
、
二
〇
二
一
年
宝。
本
事
業
の
企
宝
宝
宝
宝
宝
は
、

同
書
籍
中
の
安
永
拓
世
宝
売
立
目
録
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
概
要
宝
が
詳
し
宝
。

宝
14
宝　

箱
や
箱
書
、
そ
の
他
附
属
品
宝
宝
宝
宝
は
、
以
下
の
論
考
・
書
籍
が
詳
し
宝
。

・
竹
内
順
一
宝
箱
書
の
整
理
宝宝『
茶
の
湯
美
術
館　

二
』
角
川
書
店
、
一
九
九
七
年
宝。

・
小
田
榮
一
『
茶
道
具
の
箱
宝
箱
書
』宝
淡
交
社
、
二
〇
〇
三
年
宝。

宝
15
宝　

も
ち
ろ
ん
、
後
世
宝
こ
れ
ら
を
模
し
宝
作
ら
れ
た
箱
も
あ
宝
が
、
材
の
厚
薄
や
竹
釘
の
寸

法
な
ど
宝
よ
り
、
お
お
よ
そ
の
区
別
が
可
能
で
あ
宝
。

宝
16
宝　

た
だ
し
、
売
立
時
宝
際
し
宝
の
み
貼
ら
れ
た
貼
札
も
あ
り
、
注
宝
が
必
要
で
あ
宝
。
こ
の

貼
札
の
場
合
、
宝
わ
ゆ
宝
宝
売
立
目
録
宝
宝
作
品
の
名
称
か
宝
版
が
掲
載
さ
れ
宝
宝
な
け
れ

ば
な
ら
な
宝
が
、宝
売
立
目
録
宝
宝
記
載
が
な
宝
宝
も
か
か
わ
ら
ず
貼
札
が
貼
ら
れ
宝
宝
宝

作
品
も
散
見
さ
れ
宝
。
明
ら
か
な
後
世
の
宝
宝
的
な
貼
り
替
え
の
事
例
宝
み
ら
れ
宝
。

　

な
お
、
近
年
の
論
文
・
展
覧
会
宝
録
で
は
、
貼
札
の
印
を
拡
大
し
宝
実
寸
大
で
掲
載
宝
宝

例
も
あ
宝
が
、
一
方
で
偽
造
宝
悪
用
さ
れ
宝
可
能
性
も
否
定
で
き
な
宝
。
か
宝
宝
某
美
術
俱

楽
部
で
各
旧
宝
者
の
貼
札
を
ま
宝
め
た
書
籍
を
刊
行
宝
宝
計
画
が
立
ち
宝
が
っ
た
際
、
悪
用

さ
れ
却
っ
宝
市
場
を
混
乱
さ
せ
か
ね
な
宝
宝
し
宝
、
中
止
宝
な
っ
た
宝
聞
く
。
掲
載
宝
当

た
っ
宝
は
、
宝
版
宝
宝
宝
的
な
改
変
を
加
え
宝
宝
そ
の
旨
を
併
記
宝
宝
、
宝
宝
っ
た
対
策
を

宝
宝
こ
宝
も
必
要
だ
ろ
う
。

宝
17
宝　

箱
書
へ
の
批
判
宝
宝
宝
宝
は
、
前
掲
註宝
9
宝熊
倉
氏
論
文
が
詳
し
宝
。

宝
18
宝　

伏
見
屋
甚宝
右
宝衛
門
は
、
亀
田
宗
振
宝
の
同
人
説
も
あ
宝
が
、
矢
野
環
氏
宝
よ
っ
宝
、
別

人
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
宝
宝
宝
。
矢
野
環
宝
名
物
記
の
生
命
誌
24　
『
名
物
記
三
冊
物
』

─
土
屋
宝
帳
・
神
尾
宝
帳
─
宝宝『
茶
の
湯
』
三
九
二
、
茶
の
湯
同
好
会
、
二
〇
〇
六
年
宝。

宝
19
宝　

井
手
誠
之
輔
宝
李
禎
筆�

竜
虎
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝『
大
和
文
華
』
七
五
、
大
和
文
華
館
、

一
九
八
六
年
宝、
志
賀
太
郎
宝宝
作
品
解
説
宝龍
宝　

陳
容
筆
宝宝『
室
町
将
軍
家
の
至
宝
を
探

宝
』
宝
川
美
術
館
、
二
〇
〇
八
年
宝。

宝
20
宝　
『
豊
臣
御
数
寄
屋
記
録
』
宝
宝
宝
宝
は
、
以
下
の
文
献
を
参
照
し
た
。

・
黒
田
智
宝
史
料
紹
介
『
豊
臣
御
数
寄
屋
記
録
』宝宝『
金
沢
大
学
人
間
社
会
学
域
学
校
教
育
学

類
紀
要
』
八
、
金
沢
大
学
人
間
社
会
学
域
学
校
教
育
学
類
、
二
〇
一
六
年
宝。

・
宮
下
玄
覇
宝
研
究
ノ
ー
ト　
『
豊
臣
御
数
寄
屋
記
録
』
の
史
料
的
価
値
宝宝『
茶
書
研
究
』
五
、

茶
書
研
究
会
、
二
〇
一
六
年
宝。

・
黒
田
智
宝
天
皇
宝
天
下
人
の
美
術
戦
略
宝宝『
天
皇
の
美
術
史
3　

乱
世
の
王
権
宝
美
術
戦

略　

室
町
・
戦
宝
時
代
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
七
年
宝、
一
九
三
～
二
〇
〇
頁
。

宝
21
宝　

道
具
帳
で
の
初
出
は
享
保
六
年宝
一
八
二
一
宝の
宝
御
譲
道
具
宝宝
什
器
百
帳
四
・
二
宝だ
が
、

当
時
宝
御
譲
道
具
宝宝
当
主
代
々
の
宝
続
品
宝宝
記
さ
れ
、
ま
た
朱
書
で
宝
権
現
様
御
譲
宝宝
家

康
所
用
品
宝宝
書
き
添
え
ら
れ
宝
宝
宝
。

宝
22
宝　
『
豊
臣
御
数
寄
屋
記
録
』
宝
関
宝
宝
具
体
的
な
疑
問
点
は
、
以
下
の
宝
お
り
。

⑴�

秀
吉
の
所
宝
品
宝
し
宝
茶
会
記
宝
出
宝
く
宝
作
品
が
登
場
し
な
宝
。

⑵�

現
在
同
定
可
能
な
作
品
が
⑧
以
外
宝
確
認
で
き
な
宝
。

⑶�

⑧
の
表
具
宝
記
さ
れ
た
、宝
満
洲宝
錦
宝宝
宝
宝
う
表
現
が
、
こ
れ
ま
で
管
見
宝
入
っ
た

室
町
時
代
末
期
か
ら
江
戸
時
代
初
頭
ま
で
の
史
料
宝
見
宝
だ
せ
な
宝
。

⑷�

淀
屋
辰
五
郎
の
所
宝
情
報
が
異
常
宝
多
宝
。
註宝
20
宝宮
下
氏
論
文
で
指
摘
。

⑸�

織
部
の
旧
宝
情
報
が
異
常
宝
多
宝
。
註宝
20
宝宮
下
氏
論
文
で
指
摘
。

宝
23
宝　

一
文
字
は
裂
四
二
、
中
廻
は
裂
一
〇
三
一
、
宝
下
は
裂
一
二
一
の
裂
が
該
当
宝
宝
。

宝
24
宝　

拙
稿
宝
尾
張
宝
川
家
の
唐
絵
を
探
宝
─
《
柳
鷺
宝
》
を
め
ぐ
っ
宝
─
宝宝『
葵
』
一
二
〇
、

宝
川
美
術
館
、
二
〇
二
一
年
宝。

宝
宝
川
美
術
館　

學
藝
員
宝



尾
張
宝
川
家
宝
お
け
宝
唐
絵
の
受
容
史
的
考
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宝

六
〇

　

資
料（
一
）　

徳
川
美
術
館
所
蔵
の
唐
絵
の
基
礎
情
報

［
凡
例
］

・
本
資
料
は
、
現
在
宝
川
美
術
館
が
所
宝
宝
宝
、
江
戸
時
代
の
尾
張
家
宝
お
宝
宝
宝
唐

絵
宝
宝
し
宝
認
識
さ
れ
宝
宝
た
絵
画
の
基
礎
情
報
お
よ
び
宝
来
宝
関
宝
宝
情
報
を
宝

示
宝
宝
こ
宝
を
目
的
宝
宝
宝
。

・
絵
画
の
宝
版
宝
宝
宝
宝
は
、『
唐
絵
─
尾
張
宝
川
家
の
中
宝
絵
画
─
』宝
宝
川
美
術
館
、

二
〇
二
一
年
宝を
適
宜
参
照
さ
れ
た
宝
。
掲
載
頁
は
宝『
唐
絵
』
四
宝
な
ど
宝
表
記
し
、

宝
川
美
術
館
で
の
作
品
番
号
宝
続
け
宝
記
し
た
。

・
作
品
の
掲
載
順
は
、
尾
張
家
の
道
具
帳
全
体
で
存
在
が
確
認
で
き
宝
順
宝
し
た
。

・
作
品
の
記
載
項
目
は
、
材
質
・
法
量
、
表
装
、
賛
・
落
款
印
章
・
鑑
宝
印
、
箱
、
附

属
品
、
近
年
の
修
理
記
録
、
文
化
財
指
定
、
備
考
、
参
考
文
献
を
掲
げ
た
。

・
一
般
的
宝
江
戸
時
代
以
前
で
は
、
掛
物
の
左
右
幅
の
区
別
・
表
記
を
作
品
本
位
で
宝

け
宝
お
り
、
尾
張
家
も
そ
の
例
宝
も
れ
な
宝
。
た
だ
し
、
本
資
料
で
は
便
宜
宝
、
左

右
幅
の
区
別
・
表
記
を
鑑
賞
者
本
位
宝
宝
宝
。

・
記
載
項
目
宝
法
量
宝
の
単
位
は
、
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
宝
。
表
装
の
総
幅
は
、
軸

首
を
除
宝
た
値
で
あ
宝
。

・
記
載
項
目
宝
箱
宝
で
は
、
貼
札
の
内
容
は
宝【
】宝
の
中
宝
記
し
た
。

・
判
読
困
難
な
字
は
宝
□
宝
宝
し
、
摩
耗
や
欠
損
な
ど
状
態
宝
よ
宝
場
合
は
、
右
側
宝

そ
の
理
由
を
記
し
た
。
朱
書
の
部
分
は
、『
朱
書
宝
～
宝』
の
よ
う
宝
表
記
し
た
。
印

は
『宝
○
○
宝宝
朱
文
円
印
宝』
の
よ
う
宝
記
し
た
が
、
現
在
宝
川
美
術
館
で
使
用
さ
れ

宝
宝
宝
整
理
用
の
貼
札
宝
宝
宝
宝
は
、
本
資
料
宝
反
映
し
な
宝
。
ま
た
、
現
行
の
作

品
管
理
で
用
宝
ら
れ
宝
宝
宝
作
品
番
号
入
り
の
貼
札
や
、
宝
川
美
術
館
設
立
以
後
宝

付
さ
れ
た
整
理
用
の
貼
札
宝
宝
宝
宝
は
省
略
し
た
。

・
記
載
項
目
宝
備
考
宝
宝
は
、
補
足
情
報
お
よ
び
尾
張
家
以
前
の
宝
来
宝
関
宝
宝
情
報

を
記
述
し
た
。

・
記
載
項
目
宝
近
年
の
修
理
記
録
宝
で
は
、
軽
微
な
修
理
は
省
略
し
た
。

・
記
載
項
目
宝
参
考
文
献
宝
宝
は
、
各
作
品
宝
直
接
言
及
し
た
り
、
重
要
な
関
連
作
品

宝
言
及
し
、
特
宝
注
目
さ
れ
宝
文
献
を
挙
げ
た
。

・
文
の
改
行
は
基
本
的
宝
原
文
の
配
置
の
再
現
を
目
指
し
た
。
た
だ
し
、
文
字
列
の
配

置
を
再
現
宝
宝
必
要
性
が
な
か
っ
た
場
合
な
ど
、一
行
宝
複
数
行
を
記
宝
際
は
宝
／
宝

を
加
え
、
改
行
箇
所
が
わ
か
宝
よ
う
宝
し
た
。

・
本
来
の
文
字
の
配
置
通
り
宝
な
宝
よ
う
努
め
た
が
、
朱
書
や
貼
札
・
印
の
箇
所
は
本

来
の
位
置
か
ら
ズ
レ
が
生
じ
宝
こ
宝
が
あ
宝
。
特
宝
表
記
の
位
置
宝
注
宝
書
き
を
要

宝
宝
場
合
は
、宝
○
宝
ノ
付
箋
ノ
下
ニ
ア
リ
宝
の
よ
う
宝
表
記
し
た
。
な
お
、
文
字

の
配
置
が
原
文
の
配
置
通
り
宝
宝
宝
こ
宝
宝
よ
っ
宝
、
却
っ
宝
翻
刻
文
が
解
釈
し
づ

ら
く
な
宝
場
合
は
、
解
釈
し
や
宝
宝
よ
う
宝
配
置
を
改
め
た
。

・
当
時
の
文
字
表
記
も
重
要
な
情
報
で
あ
り
、
箱
書
や
道
具
帳
の
照
合
宝
も
関
わ
っ
宝

く
宝
可
能
性
が
高
宝
た
め
、基
本
的
宝
異
体
字
も
そ
の
ま
ま
活
字
化
し
た
。
た
だ
し
、

変
体
仮
名
は
原
則
宝
し
宝
仮
名
宝
直
し
た
。

・
文
字
の
サ
イ
ズ
宝
宝
宝
宝
は
、
史
料
や
箱
ご
宝
で
サ
イ
ズ
を
定
め
た
が
、
全
史
料
・

箱
を
通
し
た
文
字
サ
イ
ズ
の
統
一
は
行
っ
宝
宝
な
宝
。

・
な
お
、
以
下
の
作
品
宝
宝
宝
宝
は
、
宝
川
美
術
館
で
中
宝
絵
画
宝
し
宝
展
示
し
た
履

歴
が
あ
宝
も
の
の
、
左
記
の
理
由
か
ら
、
本
稿
で
は
採
り
宝
げ
な
か
っ
た
。

・
牧
谿
筆　

洞
庭
秋
月
宝宝
掛
物
二
〇
六
宝

・
宝
宝
・
梅
竹
宝宝
掛
物
八
〇
宝

・
宝
衣
宝
宝
宝宝
神
仏
画
一
二
宝

・
弡
孚
筆　

米
法
山
水
宝宝
掛
物
一
三
五
宝

　

牧
谿
筆
宝
洞
庭
秋
月
宝
宝
は
宝
川
宗
家宝
将
軍
家
宝宝
宝
来
し
宝
お
り
、
経
緯
が
未
詳
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史
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六
一

な
が
ら
、
昭
和
十
八
年宝
一
九
四
三
宝宝
宝
川
美
術
館
の
宝
品
宝
な
っ
た
た
め
、
本
稿
で

は
対
象
宝
し
な
宝
。

　
宝
宝
宝
・
梅
竹
宝
宝
は
、
近
年
元
時
代
の
絵
画
宝
し
宝
展
示
さ
れ
宝
宝
た
。
し
か
し
、

画
絹
か
ら
室
町
時
代
の
水
墨
画
宝
み
な
さ
れ
宝
こ
宝
宝
、
尾
張
家
の
道
具
帳
な
ど
宝
お

宝
宝
も
宝
可
翁
筆
宝
宝
宝
称
・
記
録
さ
れ
宝
き
た
こ
宝
を
考
慮
し
、
本
稿
で
は
対
象
宝

し
な
宝
。

　
宝
宝
衣
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
は
、
画
絹
か
ら
室
町
時
代
の
水
墨
画
宝
み
な
さ
れ
宝
こ

宝
宝
、
尾
張
家
宝
お
宝
宝
も
中
宝
絵
画
宝
し
宝
扱
わ
れ
た
形
跡
は
な
か
っ
た
こ
宝
か

ら
、
本
稿
で
は
対
象
宝
し
な
宝
。

　

弡
孚
筆
宝
米
法
山
水
宝
宝
宝
宝
宝
宝
は
、
江
戸
時
代
の
全
宝
の
道
具
帳
を
徴
し
た

が
、
同
定
で
き
宝
道
具
が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
明
治
五
・
六
年宝
一
八
七
二

～
七
三
宝頃
宝
作
成
さ
れ
た
宝
什
器
目
録
宝宝
全
十
九
冊
宝、
同
十
三
年
七
月
宝
作
成
さ
れ

た
宝
道
具
目
録
宝宝
全
八
冊
宝、
同
二
十
四
年
八
月
以
前
宝
作
成
さ
れ
た
宝
道
具
目
録
宝

宝
全
九
冊
宝の
掛
物宝
懸
物
宝の
項
宝
も
は
っ
き
り
宝
同
定
で
き
宝
道
具
を
見
出
せ
な
か
っ

た
。

　

弡
孚
筆
宝
米
法
山
水
宝
宝
は
二
重
箱
で
、
外
箱
の
身
の
底
裏
宝
は
宝
明
治
四
十
五
年

三
月
新
調
宝
宝
墨
書
が
あ
り
、
蓋
表
宝
は
宝
弡
孚
筆
山
水
宝
宝
記
さ
れ
宝
宝
宝
。
こ
の

掛
幅
の
筆
者
宝
宝
宝
宝
印
章
を
解
読
し
宝
弡
孚
宝
宝
宝
う
情
報
を
宝
供
し
た
の
は
、
明

治
四
十
三
年
以
降
宝
、
尾
張
家
が
鑑
定
を
依
頼
し
た
今
泉
雄
作宝
一
八
五
〇
～

一
九
三
一
宝で
あ
宝
。
外
箱
よ
り
以
前
宝
製
作
さ
れ
た
宝
み
ら
れ
宝
内
箱
の
蓋
表
宝
は
、

宝
墨
画
山
水　

一
軸
宝
宝
の
み
あ
り
、
筆
者
未
詳
の
掛
幅
宝
し
宝
扱
わ
れ
宝
宝
た
こ
宝

が
わ
か
宝
。
ま
た
本
稿
で
採
り
宝
げ
た
中
宝
絵
画
の
多
く
は
、
江
戸
時
代
宝
貼
ら
れ
た

複
数
の
紙
札
が
箱
の
蓋
裏
宝
貼
ら
れ
宝
宝
た
が
、宝
弡
孚
筆　

米
法
山
水
宝
宝
宝
は
、

近
代
宝
身
短
側
面
宝
付
け
ら
れ
た
宝
宝
三
拾
六
号　

墨
画
山
水
宝宝
番
号
は
朱
書
宝宝
宝

う
貼
札
宝
同
内
容
の宝
宝
三
拾
六
号
宝宝
朱
書
宝宝
記
さ
れ
た
貼
札
し
か
確
認
で
き
な
宝
。

　

こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
、
弡
孚
筆
宝
米
法
山
水
宝
宝
は
、
明
治
時
代
の
後
宝
宝
な
っ
宝

尾
張
家
宝
も
た
ら
さ
れ
た
道
具
宝
見
な
せ
宝
が
、
そ
の
経
緯
宝
宝
宝
宝
は
本
稿
の
方
針

か
ら
、
本
稿
で
は
追
及
し
な
宝
。

　

ま
た
、
高
麗
仏
画
宝
宝
宝
宝
は
、
尾
張
家
の
記
録
宝
で
は
あ
く
ま
で
宝
仏
画
宝
宝
宝

う
認
識
で
あ
り
、
本
稿
の
対
象
宝
し
な
宝
。

① 

重
要
文
化
財
　
名
物
　
遠
浦
帰
帆
図
　
玉
澗
筆
・
同
賛

 

一
幅
　（
掛
物
六
六
・『
唐
絵
』
四
）

［
材
質
・
法
量
］

　

掛
幅
装　

紙
本
墨
画

　

本
紙�

縦
三
〇
・
四　

横
七
六
・
六
、
表
装�

総
丈
一
〇
八
・
〇　

総
幅
八
四
・
三

［
表
装
］

一
文
字
・
風
帯�

薄
茶
地
角
龍
文
金
襴
、
中
廻�

紺
地
一
重
蔓
牡
丹
唐
草
宝
尽
文
金
襴
、

宝
下�

萌
黄
地
亀
甲
文
宝
蔓
牡
丹
文
金
地
金
襴
、
軸
首�

象
牙
寸
切

［
賛
・
落
款
印
章
・
鑑
宝
印
］

・
賛

無
邊
刹
境
入
毫
端

帆
落
秋
江
隠
暮
嵐

残
照
未
収
漁
火
動

老
翁
閑
自
説
江
南

　
　

遠
浦
帆
帰

・
落
款
印
章
あ
宝
宝
は
鑑
宝
印

宝
三
教
弟
子
宝宝
朱
文
方
印
宝
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六
二

［
箱
］宝
現
在
は
近
年
の
修
理
の
際
宝
新
造
さ
れ
た
新
箱
宝
収
納
。
新
箱
宝
宝
宝
宝
は
省
略
。宝

・
溜
塗
印
籠
蓋
造宝
蓋
表
・
側
面
の
稜
宝
面
取
宝　

萌
黄
真
田
紐　

真
鍮
製
梅
花
形
座
金

蓋
表
：
金
粉
字
宝
遠
浦
帰
帆�

玉
澗
筆
宝【
墨
書
宝
名
物
宝】

［
附
属
品
］

・
浅
葱
絹
袷
包
裂
：
墨
書
宝
玉
礀
筆
附
／
遠
浦
歸
帆
宝

・
書
付
1宝
賛
の
写
宝�
一
枚
：
墨
書
宝
無
邊
ノ
刹セ
ツ-

境
入
二
毫ガ
ウ-

端
一
／
帆
落
二テ
秋-

江
隠
二ル

暮-

嵐
一ニ
／
殘-

照
未
レタ
収
漁キ
ヨ-
火-

動
／
老-

翁
閑
ニ
自
ラ

説
二
江-

南
一
／
遠
浦
帆
歸
宝

　
　

包
紙
：
墨
書
宝
玉
礀
筆
遠
浦
帰
帆
讃
之
詩
寫
宝

・
書
付
2宝
印
章
の
写
宝�

一
枚
：
墨
書
宝
玉
礀
印��

印
章
寸
宝
斯
／
宝
三
教
弟
子
宝宝
墨
文

方
印
の
写
し
宝三
教
弟
子
／
右
遠
浦
歸
帆
画
讃
之
印
／
宋
朝
之
人
宝

　
　

包
紙
：
墨
書
宝
遠
浦
帰
帆
玉
礀
筆
御
懸
物
印
之
寫
／
朝
陽
對
月
牧
渓
筆
自
画

自
讃
御
懸

物
印
之
写
／
但
中
布
袋
直
夫
筆
朱
印
中
ハ
一
向
不
宝
見
／
無
準
筆
三
幅
對

御
懸
物
同
寫
宝

［
近
年
の
修
理
記
録
］

・
平
成
十
四
年宝
二
〇
〇
二
宝七
月
一
日
～
同
十
五
年
三
月
三
十
一
日
、
宝
庫
補
助
金
指

定
文
化
財
保
存
事
業
宝
よ
り
修
理
。
そ
の
際
、
解
体
時
宝
旧
軸
の
墨
書
宝
安
政
二
年

乙
卯
十
一
月�

御
修
復
出
来　
表
具
師
小
松
屋
治
兵
衛
宝が
確
認
さ
れ
宝
。現
在
、旧
啄
木
・

旧
八
双
・
旧
軸
は
再
使
用
せ
ず
別
保
存
。

［
文
化
財
指
定
］

・
昭
和
二
十
七
年宝
一
九
五
二
宝三
月
二
十
九
日
、
重
要
文
化
財
指
定
。

［
備
考
］

・
尾
張
家
以
前
の
宝
来
情
報
宝
宝
宝
宝
は
、
次
の
宝
お
り
。

・
室
町
時
代
宝
御
物
御
畫
目
録
宝宝
東
京
宝
立
博
物
館
宝
宝

　
　
　
　

紙
横

　
　

八
景　
　
　
　
　
　

玉
礀

　
　

※
宝
八
景　

玉
礀
宝
の
一
行
は
、
各
字
が
擦
ら
れ
抹
消
さ
れ
宝
宝
宝
。

・
永
享
九
年宝
一
四
三
七
宝宝
室
町
殿
行
幸
御
餝
記
宝宝
宝
川
美
術
館
宝
宝

　
　
　
於
此
御
座
敷
三
船
之
詩
御
披
構

あ
り
廿
五
日
夜
時
御
繪
巻
申

　
　

西
御
七
間　

八
景
玉
澗　

東
西
宝
か
ゝ
宝

・宝
清
玩
名
物
記
宝宝
小
浜
市
立
宝
書
館
〈
酒
井
家
文
庫
〉
宝
宝

　
　
　

絵　

玉
礀
之
類

　
　
宝
中
略
宝

　

帰
帆　
　
　
　
　

駿
河

・宝
茶
湯
道
具
名
寄
宝宝
茶
道
古
典
全
集
宝
遠
州
御
宝
元
帳
宝宝

　
　
　

散
在
分

　
　
　

一
京
極
茄
子　
　

一
趙
昌
け
し
の
繪　
　

一
玉
礀
帆
歸
八
幅
之
内

・宝
山
宝
宗
二
記
宝宝
今
日
庵
宝
宝

　
　
　

玉
礀
之
八
幅
墨
繪
也�

紙
ニ
書
候

　
　
宝
中
略
宝

　
　
　
　
　
　
其
古
ハ
連
歌
師
宗
長
所
持

一
遠
浦
帆
帰�

昔
雪
斎　

北
条
殿
ニ
在

　
　
　
　
　
　
所
持�

其
後
今
川
義
元
所
持

　
　
宝
中
略
宝

　
　

右
ノ
繪
何
も
讃
あ
り　

玉
礀
ノ
朱
印
也�

宝
宝
れ
も
横
繪
也

・宝
山
宝
宗
二
記　

天
正
十
七
年
二
月
江
雪
斎
宛
宝宝
今
日
庵
宝
宝

　
　
　
　

御
掛
絵

　
　
宝
中
略
宝

　
　

一
遠
浦
帰
帆　
　
　
　

北
条
殿
ニ
有



尾
張
宝
川
家
宝
お
け
宝
唐
絵
の
受
容
史
的
考
察宝
一
宝

六
三

　
　
ナ
シ
本
ハ
連
歌
師
宗
長
、
其
次
今
川
義
元

　
　
宝
中
略
宝

　
　
　
　

�
イ
ツ
レ
モ

　
　
　

右
八
幅
ハ
紙
地
、
玉
礀
筆
、
朱
印
讃
ア
リ
、
皆
横
画
ナ
リ
、
口
宝
ア
リ

・宝
宗
及
茶
湯
日
記宝
天
王
宝
屋
会
記
宝宝
天
正
十
八
年宝
一
五
九
〇
宝九
月
廿
三
日

　
　
　
　

九
月
廿
三
日
朝　
　

於
聚
楽
、

　
　
　
　

殿
下
様　

御
茶
被
下
候
、�

黒
田
勘
解
由
殿　

は
り
や
宗
和　

宗
凡

　
　

一
床
ニ
帆
帰
御
絵　

但
、
今
度
北
条
殿
よ
り
取
候
也
、

・宝
松
屋
名
物
集
宝

　
　
宝
前
略
宝

　

今
川
雪
齋　

歸
帆
玉
礀

・
慶
長
三
年
宝宝
西
笑
和
尚
文
案　

第
二
冊�

79
宝宝宝
宝
宝
宝
宝
宝

当
月
十
三
日
之
尊
書
十
六
日
拝
見
候
、
先
度
預
貴
札
候
、
其
折
節
御
返
事
可
申

入
之
処
、
一
日
宝
延
候
宝
其
後
取
紛
無
沙
汰
非
本
宝
候
、宝
中
略
宝一
太
閤
様
御

気
色
一
段
能
御
座
候
由
候
、
昨
日
者
為
御
遺
物
先
諸
大
名
・
諸
奉
公
衆
色
々
拝

領
候
、
玉
礀
帆
帰
軸
并
金
三
百
枚
内
府
、
御
脇
指
・
金
三
百
枚
大
納
言
殿
、
中

納
言
殿
へ
も
宝
宝
子
御
壷
其
外
金
子
等
、
備
前
中
納
言
殿
へ
ハ
初
花
の
小
壷
、

安
芸
中
納
言
殿
へ
七
ツ
台
、
其
外
諸
大
名
過
宝
御
腰
物
、
御
は
な
し
衆
・
諸
奉

公
衆
大
宝
金
子
十
枚
・
五
枚
・
三
枚
拝
領
候
、
小
馬
廻
之
衆
金
子
一
枚
充
、
其

宝
誓
詞
各
仕
候
、
御
祈
禱
ニ
成
可
申
候
間
弥
可
為
御
快
気
存
候
、
御
病
中
奇
特

成
被
仰
付
様
人
間
な
ら
ぬ
宝
申
儀
候宝
中
略
宝七
月
十
六
日　

山
口
玄
蕃
殿

［
参
考
文
献
］

・
高
木
文
『
玉
澗
牧
谿
瀟
湘
八
景
繪
宝
其
傳
来
の
研
究
』宝
聚
芳
閣
、
刊
行
年
未
詳
宝。

・
谷
信
一
宝
御
物
御
畫
目
録
宝宝『
美
術
研
究
』
五
八
、
美
術
研
究
所
、
一
九
三
六
年
宝、

四
四
五
頁
。

・
永
島
福
太
郎
校
訂宝
松
屋
名
物
集
宝宝『
茶
道
古
典
全
集　

第
十
二
巻
補
遺
二
』淡
交
社
、

一
九
六
二
年
宝、
四
七
頁
。

・宝
遠
州
御
宝
元
帳
宝宝『
茶
道
古
典
全
集　

第
十
二
巻
補
遺
二
』
淡
交
社
、
一
九
六
二

年
宝、
三
二
〇
頁
。

・
永
島
福
太
郎
編
『
天
王
宝
屋
会
記
』宝
淡
交
社
、
一
九
八
九
年
宝、
四
三
一
頁
。

・
塚
原
晃
宝
牧
溪
・
玉
澗
瀟
湘
八
景
宝
─
そ
の
宝
来
の
系
譜
─
宝宝『
早
稲
田
大
学
大
学

宝
文
学
研
究
科
紀
要
別
冊
文
学
・
芸
術
学
編
』
一
七
、
早
稲
田
大
学
大
学
宝
文
学
研

究
科
、
一
九
九
一
年
宝。

・
伊
藤
真
昭
・
宝
田
純
一
・
原
田
正
俊
・
秋
宗
康
子
編
『
宝
宝
宝
宝�

西
笑
和
尚
文
案

　

自
慶
長
二
年
至
慶
長
十
二
年
』宝
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
七
年
宝、
二
八
～
三
一
頁
。

・宝
清
玩
名
物
記
宝宝『
茶
道
学
大
系　

第
十
巻　

茶
の
古
典
』
淡
交
社
、
二
〇
〇
一
年
宝、

三
九
四
頁
。

・
衣
若
芬宝
田
中
宝
訳
宝宝
玉
澗
宝
瀟
湘
八
景
宝
宝
の
詩
画
宝
印
章
の
研
究
宝宝『
國
華
』

一
四
一
二
、
國
華
社
、
二
〇
一
三
年
宝。

・宝
資
料
一　

山
宝
宗
二
記　

今
日
庵
本
宝宝『
茶
道
文
化
研
究
』
六
、
今
日
庵
文
庫
、

二
〇
一
四
年
宝、
八
九
頁
。

・宝
資
料
四　

山
宝
宗
二
記　

天
正
十
七
年
二
月
江
雪
斎
宛
宝宝『
茶
道
文
化
研
究
』
六
、

今
日
庵
文
庫
、
二
〇
一
四
年
宝、
一
八
七
頁
。

②
重
要
文
化
財
　
名
物
　
布
袋
図
　
伝
胡
直
夫
筆･

偃
谿
廣
聞
賛
　
朝
陽･

対
月
図
　
伝
牧

谿
筆（
無
住
子
筆
）･

同
賛 

三
幅
対
　（
掛
物
一
二
〇
・『
唐
絵
』
六
）

［
材
質
・
法
量
］

掛
幅
装　

紙
本
墨
画



尾
張
宝
川
家
宝
お
け
宝
唐
絵
の
受
容
史
的
考
察宝
一
宝

六
四

・
中
幅
：
本
紙�

縦
八
三
・
九　

横
三
二
・
〇
、
表
装�

総
丈
一
七
四
・
四　

総
幅
五
二
・
八

・
左
右
幅
：
各
本
紙�

縦
八
〇
・
三　

横
三
二
・
一
、
各
表
装�

総
丈
一
七
四
・
四　

総
幅

四
八
・
五

［
表
装
］

・
中
幅

廻
一
文
字
・
風
帯�
紫
地
牡
丹
唐
草
宝
尽
文
金
襴
、
総
縁�

宝
茶
地
二
重
蔓
大
牡
丹
唐

草
文
金
襴
、
軸
首�

象
牙
寸
切

・
左
右
幅

一
文
字
・
風
帯�

紫
地
牡
丹
唐
草
宝
尽
文
金
襴
、
中
廻�

宝
茶
地
二
重
蔓
大
牡
丹
文
金

襴
、
宝
下�

萌
黄
地
牡
丹
唐
草
文
金
襴
、
軸
首�
象
牙
寸
切

［
賛
・
落
款
印
章
・
鑑
宝
印
］

・
賛
・
落
款
印
章

中
幅宝
布
袋
宝
宝

　

長
汀
江
宝
汝
即
大

　

士�

雲
黄
山
前
大
士

　

即
汝�

許
汝
換
面
改
頭

　

決
定
當
来
補
處�

只
不

　

許
汝
教
壊
人
家
男
女

　
　
　

南
山　
黄
聞　

題

　
宝
廣
聞
之
印
宝宝
宝
文
方
印
宝宝
偃
溪
宝宝
朱
文
方
印
宝宝
起
於
澗
東
宝宝
朱
文
鼎
印
宝

右
幅宝
朝
陽
宝
宝

　

趂
暖
做
工
夫�

遇
寒
便
得
著

　

牽
断
一
絲
頭�

金
針
好
抛
却

　

従
今
過
老
不
知
休�

一
任
雪
風

　

鳴
屋
角　
　
　
元
貞
乙
未
夏
午

左
幅宝
対
月
宝
宝

　

悠
山
自
青　
無
住
子
作
并
書

　

有
人
問
我
経
中
宝�

雲
自
悠

　

黄
昏
對
明
月�

了
此
数
行
経

　

頭
髪
宝
宝
雪�

老
眼
亮
宝
星

・
鑑
宝
印

中
幅
：宝
道
有
宝宝
朱
文
重
廓
方
印
宝

左
右
幅
：宝
天
山
宝宝
朱
文
方
印
宝

［
箱
］宝
現
在
は
近
年
の
修
理
の
際
宝
新
造
さ
れ
た
新
箱
宝
収
納
。
新
箱
宝
宝
宝
宝
は
省
略
。宝

・
外
箱
：
溜
塗
印
籠
蓋
造　

萌
黄
地
二
本
宝
筋
真
田
紐

　
　
　
　
　
　
　

左�

朝
陽�

牧
溪
自
画
自
讃

蓋
表
：
黒
漆
書
宝
中�

布
袋�

繪
直
夫
筆

讃
偃
溪
　
　
　
　
　

三
幅
對
宝【宝
納
宝宝
墨
文
円
印
宝

　
　
　
　
　
　
　

右�

對
月�

牧
溪
自
画
自
讃�

墨
書
宝
三
番
宝】

・
内
箱
：
蠟
色
塗
印
籠
蓋
造宝
合
口
金
沃
懸
地
、
蓋
表
・
側
面
の
稜
宝
几
帳
面
取
宝　

紫

組
紐　

金
製
葵
紋
座
金

　
　
　
　
　
　
　

左�

朝
陽�

牧
溪
自
画
自
讃

蓋
表
：
金
粉
字
宝
中�

布
袋�

繪
直
夫
筆

讃
偃
溪
　
　
　
　
　

三
幅
對
宝

　
　
　
　
　
　
　

右�

對
月�

牧
溪
自
画
自
讃

［
附
属
品
］

・
外
題宝
各
幅
の
八
双
脇
宝
貼
付
宝三
枚

中
幅宝
布
袋
宝
宝：
墨
書
宝
布
袋　
　
　

直
夫
筆

偃
渓
賛
宝

右
幅宝
朝
陽
宝
宝：
墨
書
宝
朝
陽　
左　

牧
溪
自
賛
宝

左
幅宝
対
月
宝
宝：
墨
書
宝
對
月　
右　

牧
溪
自
賛
宝



尾
張
宝
川
家
宝
お
け
宝
唐
絵
の
受
容
史
的
考
察宝
一
宝

六
五

・
鬱
金
木
綿
単
包
裂宝
内
箱
用
宝�

一
枚
：
墨
書
宝
牧
溪
直
夫
偃
溪
三
幅
對
／
御
掛
物
中

箱
附
宝

・
宝
絹
袷
包
裂宝
掛
物
用
宝�

三
枚
：
各�

墨
書
宝
中
／
直
夫
画
偃
溪
賛
／
御
掛
物
附
宝、

墨
書
宝
左
／
牧
溪
自
画
讃
／
御
掛
物
附
宝、
墨
書
宝
右
／
牧
溪
自
画
讃
／
御
掛
物
附
宝

・
書
付
1宝
賛
の
写
宝�
三
枚

中
幅
：
墨
書
宝
布ホ

袋テ
イ

／
長
チ
ヤ
ウ-

汀テ
イ

江コ
ウ-

宝
ジ
ヤ
ウ

汝ナ
ン
ヂ-

即
ス
ナ
ハ
チ-

大ダ
イ-

士ジ

／
雲ウ
ン-

黄コ
ウ

山サ
ン-

前ゼ
ン

大〃-

士〃�

即
チ-

汝ナ
ン
ヂ

／
許ユ
ル

レス

汝ナ
ン
ヂ
ニ

換カ
ヘ

レ

面ヲ
モ
テ
ヲ

改
ア
ラ
タ
ム
ル
ヿ
レヲ

頭カ
ウ
ベ
ヲ

／
決ケ
ツ-

定デ
ウ

當ト
ウ-

来ラ
イ

ノ
補フ-

處シ
ョ
ハ�

只タ
ゞ

不
レス

許ユ
ル
サ
レ

汝ナ
ン
ヂ
ニ

／
教
キ
ヤ
ウ

二-

壊ヱ
セ
ン

人ジ
ン-
家カ

ノ
男ナ
ン-
女ニ
ョ

一ヲ
／
南ナ
ン-

山ザ
ン
ノ　
黄カ
ウ-

聞ブ
ン　

題ダ
イ
ス

宝
※
端
裏
宝
墨

書
宝
中
宝。

右
幅
：
墨
書
宝
朝

チ
ヤ
ウ

陽ヨ
ウ

／
趂ヲ
ツ

レテ
暖ダ
ン
ヲ

作ナ
二ス
工ク-
夫
ク
フ
ウ

一ヲ
退シ
リ
ゾレヒ
テ

巖イ
ハ
ホ
ニ

便ス
ナ
ハチ
得ヱ
レタ
リ

褥ヂ
ョ
クヲ
／
南ナ
ン

二-

断ダ
ン

テ

一イ
ツ-

絲-

頭タ
ウ

一ヲ
／
金キ
ン-

針シ
ン

好ヨ
シ

抛ホ
ウ-

却
キ
ャ
ク
ス
ル
ニ

／
従法ハ
ウ-
今令レ
イ

過ス
ギ

レテ
老ヲ
イ
ヲ
不ス
レ
知シ
レラ

休
キ
ウ
ス
ル
ヿ
ヲ

／

ヤ
ス
ム

一イ
チ

三-

任ニ
ン
ス

サ
モ
ア
ラ
バ
ア
レ
雪セ
ツ

風フ
ウ
ノ
鳴ナ
ル

二ニ
屋ヲ
ク

角カ
ク

一ニ
／
キ
ノ
ト
ヒ
ツ
ジ
ム
ギ
ウ

元ゲ
ン

貞テ
イ

乙イ
ツ

未ミ

夢ボ
ウ

牛ギ
ウ

宝
※

夏
午
宝

端
裏
宝
墨
書
宝
左
宝。

左
幅
：
墨
書
宝
對タ
イ

月ゲ
ツ

／
頭ヅ-

髪ハ
ツ

宝シ
ロ
フテ

宝ゴ
ト

レシ
雪ユ
キ

ノ
／
老ラ
ウ-

眼ガ
ン

亮
ホ
カ
ラ
カ
ニテ

宝ニ
レタ
リ
シ

星ホ
シ

ニ
／
黄カ
ウ-

昏コ
ン

對タ
イ

二シ
明メ
イ-

月ゲ
ツ

一ニ
／
宝ノ
ボ

二ル
此コ

ノ
数ス-

行コ
ウ
ノ
経
キ
ヤ
ウ

一ニ
有ウ
レ

-

人ニ
ン

心シ
ン-

我ガ

経キ
ヤ
ウ-

中チ
ウ
ノ
宝イ

／
雲ク
モ
ハ
自
ヲ
ノ
ヅ
カラ

悠ユ
ウ-

々ユ
ウ

山ヤ
マ
ハ
自
ヲ
ノ
ヅ
カラ
青ア
ヲ
シ
／
無ム-

住ジ
ウ-

子シ

作サ
ク

并ナ
ラ
ビニ

書シ
ョ

ス
宝
※
端
裏
宝
墨
書
宝
右
宝。

・
書
付
2宝
賛
の
写
宝�

三
枚

中
幅
：
墨
書
宝
長
汀
江
宝
汝
即
大
士
／
雲
黄
山
前
大
士
即
汝
／
許
レ
汝
換
レ
面
改
レ
頭

／
決
定
當
来
補
處�

只
不
レ
許
レ
汝
／
教
二-

壊
人
家
男
女
一
／
南
山　
黄
聞　

題
宝
※
端

裏
宝
墨
書
宝
中
宝。

右
幅
：
墨
書
宝
朝
陽
／
趂
レ
暖
做
二
工
夫
一
／
遇
レ
寥
便
得
レ
著
／
牽
二-

断
一
絲
頭
／
金

針
好
抛
却
／
従
レ
今
過
レ
老
不
レ
知
レ
休
／
一
任
雪
風
鳴
二
屋
角
一
／
元
貞
乙　

　

未
夏
午
宝

※
端
裏
宝
墨
書
宝
左
宝。

左
幅
：
墨
書
宝
對
月
宝
／
頭
髪
宝
宝
レ
雪
／
老
眼
亮
宝
レ
星
／
黄
昏
對
二
明
月
一�

了
二

此
数
行
経
一
／
有
レ
人
問
レ
我
経
中
宝
／
雲
自
悠
〻
山
自
青
／
無
住
子
作
并
書
宝
※
端

裏
宝
墨
書
宝
右
宝。

　
　
　
　
　
　
　
　
左　
朝
陽

包
紙
：
墨
書
宝
中　
布
袋�

三
幅
對
讃
之
写
／
寛
政
九
巳
閏
七
月
此
訂
ハ
磯
谷
覚
左
衛
門
拝

見
之
節
宝　　
右　
對
月

・
書
付
3宝
鑑
識
印
の
写
宝�

一
枚
：
墨
書
宝
有
仙
不
祥
／宝
墨
文
方
印
の
写
宝九
分
五
厘
強

　

九
分
五
厘
／
右
牧
溪
自
画
讃
印
章
宝

［
近
年
の
修
理
記
録
］

・
昭
和
六
十
三
年宝
一
九
八
八
宝五
月
十
三
日
～
十
二
月
十
四
日
、
修
理
。
そ
の
際
、
旧

啄
木
・
旧
八
双
・
旧
軸
木
は
、
再
使
用
せ
ず
別
保
存
。

［
文
化
財
指
定
］

・
昭
和
九
年宝
一
九
三
四
宝九
月
一
日
、
重
要
美
術
品
指
定
。

・
昭
和
二
十
六
年宝
一
九
五
一
宝十
一
月
十
四
日
、
重
要
文
化
財
指
定
。

［
備
考
］

・
尾
張
家
以
前
の
宝
来
情
報
宝
宝
宝
宝
は
、
次
の
宝
お
り
。

・
室
町
時
代
宝
御
物
御
畫
目
録
宝宝
東
京
宝
立
博
物
館
宝
宝

　
　
　
　

紙

　
　
宝
中
略
宝

　
偃
溪
賛

　
　

布
袋
梁
楷　
　
脇
人
形　
　
　
自
賛
牧
溪

・宝
舜
旧
記
宝
慶
長
十
五
年
十
二
月
十
一
日
条

　　
予
圓
光
宝
牧
溪
直
夫
文
字
三
幅
下
見
ニ
令
持
参
也
、

・宝
舜
旧
記
宝
慶
長
十
五
年
十
二
月
十
二
日
条

次
萩
原
殿
御
禮
巻
物
十
巻
・
太
万
折
紙
・
三
幅
文
字
牧
溪
直
夫
筆
也
、
此
分
進

著
チ
ャ
ク
ス
ル

寥
リ
ヤ
ウ

牽ケ

ン

　

了
リ
ヤ
ウ
ス
　

ア
リ　

ヒ
ト
問



尾
張
宝
川
家
宝
お
け
宝
唐
絵
の
受
容
史
的
考
察宝
一
宝

六
六

宝
也
、

・
書
付
2
の
包
紙
宝
記
さ
れ
た
宝
磯
谷
覚
左
衛
門
宝
は
、
寛
政
三
年宝
一
七
九
一
宝宝
留

書
奉
行
宝
な
っ
た
人
物
で
あ
宝
。
磯
谷
覚
左
衛
門
が
本
品
を
拝
見
し
た
経
緯
は
未
詳

だ
が
、
唐
絵
を
管
理
宝
宝
職
掌
宝
あ
っ
た
御
小
納
戸
や
御
数
寄
屋
方
の
藩
士
以
外
が

本
品
の
よ
う
宝
尾
張
家
で
も
重
要
視
さ
れ
宝
宝
た
道
具
を
拝
見
宝
宝
機
会
が
あ
っ
た

例
宝
し
宝
興
味
深
宝
。

［
参
考
文
献
］

・
谷
信
一
宝
御
物
御
畫
目
録
宝宝『
美
術
研
究
』
五
八
、
美
術
研
究
所
、
一
九
三
六
年
宝、

四
四
五
頁
。

・『
史
料
纂
集　

舜
旧
記�

第
三
』宝
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
七
六
年
宝、
一
九
三
～

一
九
四
頁
。

・
志
賀
太
郎
宝
無
住
子
筆
宝
朝
陽
対
月
宝
宝
対
幅
の
主
題
宝
作
者
宝宝『
金
鯱
叢
書
』

三
四
、
宝
川
黎
明
会
、
二
〇
〇
八
年
宝。

③
重
要
美
術
品
　
名
物
　
達
磨
・
郁
山
主･

政
黄
牛
図
　
伝
無
準
師
範
筆･
同
賛
　
三
幅
対 

 

　（
掛
物
六
七
・『
唐
絵
』
五
）

［
材
質
・
法
量
］

掛
幅
装　

紙
本
墨
画

・
中
幅
：
本
紙�

縦
八
九
・
一　

横
三
二
・
〇
、
表
装�

総
丈
一
六
四
・
六　

総
幅
四
四
・
三

・
左
右
幅
：
各
本
紙�

縦
八
四
・
一　

横
三
〇
・
〇
、
各
表
装�

総
丈
一
六
四
・
一　

総
幅

四
四
・
二

［
表
装
］

・
中
幅

廻
一
文
字
・
風
帯�

紺
地
唐
花
唐
草
文
金
紗
、
宝
下
・
中
廻�

紫
地
二
重
蔓
牡
丹
唐
草

文
金
地
金
襴
、
軸
首�

象
牙
寸
切

・
左
右
幅

一
文
字
・
風
帯�

紺
地
唐
花
唐
草
文
金
紗
、
中
廻�

紫
地
二
重
蔓
牡
丹
唐
草
文
金
地
金

襴
、
宝
下�

萌
黄
地
牡
丹
唐
草
文
銀
襴
、
軸
首�

象
牙
寸
切

［
賛
・
落
款
印
章
・
鑑
宝
印
］

・
賛
・
落
款
印
章

中
幅宝
達
磨
宝
宝

　
径
山　

�

師
範�

拝
手�宝
無
準
宝宝
朱
文
方
印
宝宝
師
範
宝宝
朱
文
方
印
宝

宝
吹

分
披
不
在
春
風
着

話
堕
一
花
五
葉
自

江
九
年
冷
坐
重
々

觸
忤
梁
王
恓
々
渡

　

右
幅宝
郁
山
主
宝
宝

　

無
準�

師
範�

賛

山
主

不
怪
它
々
是
村

張
無
價
数
我
儂

収
得
蚌
蛤
珠
誇

　
宝
仏
鑑
禅
師
宝宝
朱
文
方
印
宝宝
無
準
宝宝
朱
文
方
印
宝宝
師
範
宝宝
朱
文
方
印
宝

　

左
幅宝
政
黄
牛
宝
宝

千
巌
風
悄
々
黄

犢
歩
遅
々
挙
目

誰
知
己
溪
邊
宝



尾
張
宝
川
家
宝
お
け
宝
唐
絵
の
受
容
史
的
考
察宝
一
宝

六
七

鷺
鶿

�
無
準�

師
範�

題

　
宝
仏
鑑
禅
師
宝宝
朱
文
方
印
宝�宝
無
準
宝宝
朱
文
方
印
宝�宝
師
範
宝宝
朱
文
方
印
宝

・
鑑
宝
印宝
三
幅
宝
も
宝

　
宝
道
有
宝宝
朱
文
重
廓
方
印
宝が
捺
さ
れ
宝
宝
宝
。

［
箱
］宝
現
在
は
近
年
の
修
理
の
際
宝
新
造
さ
れ
た
新
箱
宝
収
納
。
新
箱
宝
宝
宝
宝
は
省
略
。宝

・
外
箱
：
溜
塗
印
籠
蓋
造宝
現
状
の
紐
は
新
物
宝
替
え
ら
れ
宝
宝
宝
た
め
、
省
略
。宝

　
　
　
　
　
　
　

左�

郁
山
主

蓋
表
：
黒
漆
書
宝
中�

達�

磨　
無
準
自
画
自
讃

三
幅
對
宝【宝
納
宝宝
墨
文
円
印
宝墨
書　

　
　
　
　
　
　
　
宝
五
番
宝】

　
　
　
　
　
　
　

右�

政
黄
牛

・
内
箱
：
蠟
色
塗�

印
籠
蓋
造�

合
口
金
沃
懸
地宝
蓋
表
・
側
面
の
綾
宝
几
帳
面
取
宝

紫
組
紐　

銀
製
菊
花
形
座
金

　
　
　
　
　
　
　

左�

郁
山
主

蓋
表
：
金
粉
字
宝
中�

達�

磨　
無
準
自
画
自
讃

三
幅
對
宝

　
　
　
　
　
　
　

右�

政
黄
牛

［
附
属
品
］

・
鬱
金
木
綿
単
包
裂宝
内
箱
用
宝�

一
枚
：
墨
書
宝
無
準
師
範
禅
師
自
画
讃
／
御
掛
物
附
宝

・
宝
絹
袷
包
裂宝
掛
物
用
宝�

三
枚
：
各�

墨
書
宝
無
準
師
範
禅
師
自
画
讃
三
幅
對
ノ
内
／

中
達
磨
御
掛
物
附
宝、宝
無
準
師
範
禅
師
自
画
讃
三
幅
對
ノ
内
／
左
郁
山
主
御
掛
物

附
宝、宝
無
準
師
範
禅
師
自
画
讃
三
幅
對
ノ
内
／
右
政
黄
牛
御
掛
物
附
宝

・
防
虫
香�

二
点宝
各
々
、
萌
黄
地
二
重
蔓
牡
丹
唐
草
文
金
襴
、
宝
茶
地
撫
子
文
金
襴
宝

包
ま
れ
宝
宝

・
宝
宝
阿
弥
極
札宝
打
曇
紙
宝�

一
枚
：
墨
書
宝
無
準
宝

　
　

包
紙
：
墨
書
宝
無
準
札
／
筆
者
宝
阿
弥
ト
／
古
筆
了
伴
申
聞
候
宝

・
書
付
1宝
名
物
道
具
宝
関
宝
宝
書
付
宝：

墨
書
宝
覚
／
一
一
休
一
行
物
是
ハ　
　
　
　
　

御
物
之
内
ニ
有�

／
一
花
生
き
ぬ
た
青
地　
　

紹
翁
所
持�

／
紀
伊
様
宝

有
／
右
二
色
御
家
御
所
持
之
内
ニ
／
同
様
之
物
有
之
候
へ
共
／
一
行
物
者
文
字
之
儀

／
不
宝
知
御
花
生
ハ
紹
翁
／
所
持
之
儀
古
帳
ニ
も
不
／
宝
見�

其
宝
右
二
色
／
傳
来

之
儀
も
不
宝
知
故
／
次
か
た
〳
〵
依
之
名
物
記
ニ
／
載
候
御
道
具
之
内
へ
ハ
此
度
入

／
不
申
事
／
一
霰
姥
口
御
釜
之
儀
／
江
戸
鹿
ノ
子
ニ
ハ
／
紀
州
様
御
所
持
之
内
ニ
宝

／
見
候
得
共
是
ハ
右
之
／
書
物
ニ
せ
め
ひ
ほ
宝
云
釜
／
書
落
シ
宝
見
候
其
宝
／
此
方

御
帳
ニ
も
織
部
所
持
宝
／
有
之
候
姥
口
霰
御
釜
／
之
由
役
所
ニ
而
慥
ニ
覚
／
候
之
由

申
候
依
テ
名
物
記
ニ
／
載
候
御
道
具
之
内
へ
書
入
／
申
候�

尤
玩
貨
名
物
記
ニ
ハ
／
御

家
御
所
持
宝
宝
見
候
／
一
無
準
筆
三
幅
對
之
／
絵
中
古
之
御
帳
ニ
は
／
驢
馬
乗
連
運

宝
有
之
／
名
物
記
等
ニ
ハ
宝
く
さ
ん
し
ゆ
宝
／
宝
見�

不
分
明
ニ
付
禅
宗
迄
／
宝
尋

候
処�

郁イ
ク

山サ
ン

主シ
ユ

ニ
宝
／
極
り
候
間�

此
度
文
字
共
／
書
改
候
／
但
左
右
之
書
付
此
方
ゟ

／
進
候
書
付
書
誤
り
進
候
故
／
違
申
候�

馬
之
方
ハ
左
／
牛
ノ
方
ハ
右
也�

禅
隆
宝
ゟ

／
来
り
候
書
付
此
内
へ
入
置
候
宝

　
　

包
紙
：
墨
書
宝
名
物
御
道
具
書
付
宝

・
書
付
2宝
禅
隆
宝
よ
り
の
書
付
。
書
付
1
宝
添
う
。宝：

墨
書
宝
左　

政
黄
牛�

僧-

宝-

傳
ノ
十
九
ニ
豈
／
銭-

塘
人
也
也
ハ

／
偈ケ-

頌シ
ュ-

有
リ
今
マ
玆
ニ
略
ス

／
中

　

達
磨
／
右　
　

郁
山
主
／
五-

灯
會-

元
ニ
傳
有
リ

／
茶ト-

陵
ノ
人
也

／
乗ノ
リ

二
馿-

馬
一ニ
／
渡
レリ
橋
ヲ

堕ヲ
ツ

忽-

然
大-

悟
メ
／
遂ツ
イ
ニ
有
レリ
頌シ
ュ

云
我
ニ
有
二
神-

珠
／
一-

顆ク
ハ

一
久

─
文
長
シ
故
ニ
略
メ

／
茲
ニ
不
レ
記
セ

／
右
之
三
帖
共
ニ
禅
家
之
祖
師
ニ
而
御
座
候
／
蓮
運
ハ
宗
門
之
祖
師
ニ
ハ
覚
不
申
候
／
詩
人
ニ
も
及
所
不
申
候
以

宝
宝
※
端
裏
宝
墨
書
宝
禅
隆
宝
ゟ
来
ル
書
付
宝。

・
書
付
3宝
賛
の
写
宝三
枚

中
幅
：
墨
書
宝
芦
葉
達
磨
／
觸ソ
ク

二-

忤コ
テ

梁リ
ヤ
ウ-

王ワ
ウ

一ニ
恓セ
イ-

ト々
テ

渡ワ
タ
ルレ
江ヱ
ヲ

／
九-

年
冷レ
イ

坐ザ

重ジ
ウ

ニ々

話ワ-

堕ダ
ス

／
一-
花ケ

五-

葉ヨ
ウ

自ヨ
リ

二
分ブ
ン-

披ヒ
一テ
／
不
レ
在ア
ラ

三

春シ
ュ
ン-

風フ
ウ

着ツ
ケ

レテ

宝コ
コ
ロ

一ヲ
吹フ
ク

二ニ
／
徑キ
ン



尾
張
宝
川
家
宝
お
け
宝
唐
絵
の
受
容
史
的
考
察宝
一
宝

六
八

山　
�

師
範�

拝ハ
イ

手シ
ュ

宝
※
一
二
三
点
宝
宝
宝
宝
は
原
文
マ
マ　

※
端
裏
宝
墨
書
宝
中
宝。

右
幅
：
墨
書
宝
郁
山
主
／
収シ

ウ
二-

得ト
ク
テ

蚌ハ
ウ-

蛤カ
フ
ノ

珠タ
マ

一ヲ
／
誇ホ
コ
ル

レ

張ハ
ル
ニ

二
無ム-

價ゲ

數ス
ウ

一ヲ
／
我ガ-

儂ノ
ウ

不ス
レ

怪
ア
ヤ
シ
マ

レ
它タ
ヲ

／
它
ハ-

是コ
レ

村ソ
ン-

山サ
ン-

主ジ
ュ

／
無ブ-

準シ
ュ
ン�

師シ

範ハ
ン�

賛サ
ン
ス

宝
※
端
裏
宝
墨
書
宝
左
宝。

左
幅
：
墨
書
宝
政
黄
牛
／
千セ

ン-

巌ガ
ン

風カ
ゼ-

悄シ
ヤ
ウ-

々
／
黄カ
ウ-

犢ド
ク

歩ア
ユ
ミ

遅チ-

々
／
擧
コ
ス
レ
バ

レ
目メ
ヲ

誰
タ
レ
カ

知チ-

己キ

／
溪ケ
イ-
邊ヘ
ン
ヲ

宝ハ
ク-
鷺ロ-

鶿ヂ

／
無
準�

師
範�

題ダ
イ
ス

宝
※
端
裏
宝
墨
書
宝
右
宝。

　

包
紙
：
墨
書
宝
無
準
御
掛
物
讃
之
写
宝【�

墨
書
宝
宝
御
数
寄
御
供
／
弐
番
宝】

・
書
付
4宝
賛
の
写
宝三
枚

中
幅
：
墨
書
宝
芦
葉�

達
摩
／
觸
二-
忤
梁
王
一
恓
々
渡
江
／
九
年
冷
坐
重
々
話
堕
／
一

花
五
葉
自
二
分
披
一
／
不
レ
在
二
春
風
着
レ
宝
吹
一
／
徑
山　

�

師
範�

拝
手
宝
※
端
裏
宝
墨

書
宝
中
宝。

右
幅
：
墨
書
宝
郁
山
主
／
収
二-

得
蚌-

蛤
珠
一
／
誇
レ
張
二
無
價
數
一
／
我
儂
不
レ
怪
レ

它
／
它
是
村
山
主
／
無
準�

師
範�

賛
宝
※
端
裏
宝
墨
書
宝
左
宝。

左
幅
：
墨
書
宝
政
黄
牛
／
千
巌
風
悄
々
／
黄
犢
歩
遅
々
／
擧
レ
目
誰
知
己
／
溪
邉
宝

鷺
鶿
／
無
準�

師
範�

題
宝
※
端
裏
宝
墨
書
宝
右
宝。

　

包
紙
：
墨
書
宝
無
準
御
掛
物
讃
之
写
宝

・
書
付
5宝
鑑
宝
印
の
写
宝　

一
枚
：
墨
書
宝
無
準
御
懸
物
画
之
印
／宝
墨
文
方
印
の
写
宝

道
有�

八
分
五
厘
弱　

八
分
／宝宝
墨
文
方
印
の
写
宝

仏
鑑
禅
師�

一
寸
二
分
五
厘　

一
寸
三
分　
宝
墨
文

方
印
の
写
宝無
準�

九
分
二
厘　

九
分
宝
ヨ
ハ
リ　

宝
墨
文
方
印
の
写
宝四
分
五
厘　

四
分
五
厘
／
右
無

準
讃
之
印�

明
人
／
金
山
宝
之
和
尚
宝

［
近
年
の
修
理
記
録
］

・
昭
和
五
十
八
年宝
一
九
八
三
宝四
月
十
三
日
～
十
月
二
十
二
日
修
理
。
そ
の
際
、
旧
啄

木�

三
点
、
旧
八
双�

三
点
、
旧
軸
木�

三
点
は
、
再
使
用
せ
ず
別
保
存
。
旧
軸
木
は
各

中
央
部
宝
鉛
の
錘
が
埋
め
込
ま
れ
宝
お
り
、
現
在
は
鉛
が
腐
食
・
粉
状
化
し
宝
宝

宝
。

［
文
化
財
指
定
］

・
昭
和
九
年宝
一
九
三
四
宝九
月
一
日
、
重
要
美
術
品
指
定
。

［
備
考
］

・
尾
張
家
以
前
の
宝
来
情
報
宝
宝
宝
宝
は
、
次
の
宝
お
り
。

・
室
町
時
代
宝
御
物
御
畫
目
録
宝宝
東
京
宝
立
博
物
館
宝
宝

　
　
　
　

紙

　
　

渡
江
達
磨　
　
　
　
　
　

脇
牧
黄
牛
郁
山
主
無
準
和
尚
畫
幷
賛

・
従
来
、
十
七
世
紀
中
宝
成
瀬
家
か
ら
献
宝
さ
れ
た
こ
宝
は
知
ら
れ
宝
宝
た
が
、
尾
張

家
の
宝
帳
類
宝
そ
の
時
期
を
示
宝
記
述
は
な
く
、
献
宝
さ
れ
た
時
期
や
成
瀬
家
で
所

用
し
た
当
主
な
ど
の
具
体
的
な
詳
細
は
未
詳
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、宝
成
瀬
氏
世
譜

宝
字
宝
宝宝
犬
山
城
宝
帝
文
庫
宝
宝宝
、
左
記
の
通
り
書
き
留
め
ら
れ
宝
宝
宝
こ
宝
が

判
明
し
た宝
参
考
文
献
参
照
宝。

寛
文
元
辛
丑
年
九
月
廿
四
日
剃
髪
シ
テ
改
テ
一
岳
ト
号
ス
同
三
癸
卯
年
五
月
九

日
名
古
屋
ニ
卒
ス
享
年
七
十

宝
中
略
宝

光
友
卿
御
在
江
戸
ニ
テ
此
ノ
訃ツ

ゲ

ヲ
開
セ
給
ヒ
御
使
ヒ
ニ
テ
御
香
典
ト
シ
テ
銀
五

拾
枚
ヲ
賜
フ
正
虎
遺
物
献
進
左
ノ
宝
シ

　

家
綱
公
ヘ　

御
刀
三�

代
金
拾

原�

五
枚　
　
　
　
　
　

一
腰

　

光
友
卿
ヘ　

御
刀
青
江
包
次　
　

一
腰　

基
俊
集
定
家
ノ
手
跡

代
金
三
百
枚

　
　
　

松
ノ
木
盆

光
友
卿
成
瀬
四
郎
左
衛
門
ヲ
以
テ
御
望
ミ
ニ
テ
無
準
ノ
讃
牧
渓
ノ
絵
三
幅
対
ヲ



尾
張
宝
川
家
宝
お
け
宝
唐
絵
の
受
容
史
的
考
察宝
一
宝

六
九

進
宝
ス
此
掛
物
往
年

秀
忠
公
宝
覧
可
レ
有
旨
日
宝
宝
ニ
依
テ
指
宝
ケ
レ
バ
暫
ク
留
置
レ
名
物
ノ
由
家

宝
ト
ナ
ス
ヘ
キ
旨
宝
宝
ニ
テ
正
虎
ニ
返
賜
フ
掛
物
ナ
リ

　

こ
れ
宝
よ
宝
宝
、
寛
文
三
年宝
一
六
六
三
宝宝
成
瀬
正
虎
が
歿
し
た
際
宝
、
尾
張
家

二
代
光
友
の
所
望
宝
よ
り
、
正
虎
の
遺
物
宝
し
宝
献
宝
さ
れ
た
こ
宝
が
わ
か
宝
。
さ

ら
宝
、
成
瀬
家
宝
あ
っ
た
頃
、
宝
覧
の
た
め
宝
秀
忠
の
元
へ
送
ら
れ
宝
宝
た
が
、宝
名

物
宝
で
あ
宝
こ
宝
か
ら
家
宝
宝
宝
べ
き
で
あ
宝
宝
し
宝
、
正
虎
宝
返
さ
れ
宝
宝
た
こ

宝
が
判
明
宝
宝
。

・
書
付
1
宝
宝
宝
宝
は
、
現
行
の
台
帳
宝
も
特
宝
内
容
が
記
さ
れ
ず
、
書
か
れ
た
時
代

な
ど
も
検
討
さ
れ
た
形
跡
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
道
具
帳
の
記
録
を
追
っ

宝
宝
く
中
で
、
享
保
十
三
年宝
一
七
二
八
宝三
月
宝
宝
宝
御
數
竒
御
道
具
帳
写　

享
保

十
三
戊申
年
三
月
改
宝宝
什
器
古
帳
四
・
五
宝を
作
成
宝
宝
際
宝
書
か
れ
た
書
付
で
あ
宝
こ

宝
が
判
明
し
た
。
正
宝
四
年宝
一
七
一
四
宝六
月
の
宝
宝
御
数
寄
道
具　

正
宝
四
年
午

六
月
宝宝
什
器
古
帳
三
・
四
宝の
表
記
宝
比
べ
宝
宝
、
書
付
1
で
の
調
査
が
反
映
さ
れ
宝

宝
宝
の
が
わ
か
宝
。

・
書
付
2
は
、
書
付
1
宝
宝
禅
隆
宝
ゟ
来
り
候
書
付
宝
宝
記
載
さ
れ
宝
宝
宝
。
禅
隆
宝

は
元
和
九
年宝
一
六
二
三
宝宝
初
代
義
直
か
ら
宝
地
を
拝
領
し
宝
創
建
さ
れ
、
八
代
宗

勝
の
生
母
円
珠
宝
、
九
代
宗
睦
生
母
英
巌
宝
の
宝
宝
所
で
あ
っ
た
。
当
時
の
宝
派
は

未
詳
な
が
ら
、
現
在
は
妙
心
宝
派
の
禅
宝
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
当
時
も
臨
済
宗
で

あ
っ
た
宝
み
ら
れ
、
そ
の
た
め
宝
画
題
宝
宝
宝
宝
尾
張
家
か
ら
尋
ね
ら
れ
た
の
だ
ろ

う
。

［
参
考
文
献
］

・
宝
水
正
解
題
・
宝
岡
希
華
翻
刻
宝
成
瀬
氏
世
譜
宝
字
宝
宝宝『
研
究
紀
要
』
一
、
犬
山

城
宝
帝
文
庫
、
二
〇
〇
七
年
宝、
七
四
頁
。

④ 

墨
竹
図 

二
幅
対
　（
掛
物
一
〇
七
七
・『
唐
絵
』
二
一
）

［
材
質
・
法
量
］

掛
幅
装　

紙
本
墨
画

各
本
紙�

縦
一
〇
六
・
二　

横
四
四
・
八
、
各
表
装�

総
丈
二
〇
二
・
五　

総
幅
五
六
・
九

［
表
装
］

一
文
字
・
風
帯�

宝
地
宝
無
唐
草
文
金
襴
、
中
廻�

薄
萌
黄
地
木
目
文
宝
雲
花
兎
文
金

襴
、
宝
下�

薄
縹
地
紗
綾
形
宝
二
葉
葵
文
銀
欄
、
軸
首�

象
牙
寸
切

［
落
款
印
章
］

各
幅
宝
江
朝
鼎
印
宝宝
宝
文
方
印
宝

※
た
だ
し
、
印
よ
り
宝
部
宝
画
絹
を
切
り
取
り
補
絹
し
た
形
跡
が
確
認
で
き
宝
。

［
箱
］宝
現
在
は
近
年
の
修
理
の
際
宝
新
造
さ
れ
た
新
箱
宝
収
納
。
新
箱
宝
宝
宝
宝
は
省
略
。宝

・
樅�

二
方
桟
蓋
造　

萌
黄
地
茶
筋
真
田
紐

蓋
表
：
墨
書
宝
御
懸
物�

竹
之
絵　
　

二
幅
對
宝

蓋
裏
：【
朱
書
宝
地
三
十
一
号
宝】【
朱
書
宝
宝
壱
番
宝
／
墨
書
宝
四
拾
二
番
宝
／

朱
書
宝
改
宝】

身
短
側
面
：【
朱
書
宝
地
三
十
一
号
宝
／
墨
書
宝
竹
之
畫
／
二
幅
宝】

［
附
属
品
］

・
鬱
金
木
綿
単
包
裂宝
掛
物
用
宝�

二
枚
：
墨
書
宝
竹
之
繪
／
御
掛
物
附
／
二
枚
之
内
宝

［
近
年
の
修
理
記
録
］

・
平
成
六
年宝
一
九
九
四
宝八
月
二
十
日
～
十
月
三
十
一
日
、
修
理
。
そ
の
際
、
旧
啄
木�

二
点
、
旧
八
双�

二
点
、
旧
軸
木�

二
点
は
、
再
使
用
せ
ず
別
保
存
。

［
備
考
］

・
明
治
～
大
正
時
代
宝
現
在
の
掛
幅
装
宝
な
っ
た
宝
み
ら
れ
宝
。
な
お
、
昭
和
十
五
年



尾
張
宝
川
家
宝
お
け
宝
唐
絵
の
受
容
史
的
考
察宝
一
宝

七
〇

宝
一
九
四
〇
宝一
月
十
八
日
名
古
屋
別
邸
宝
宝
売
却
処
分
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
残
留

し
た
。

⑤ 

琴
棋
書
画
図
　
伝
趙
子
昂
筆 

四
幅
対
　（
掛
物
八
七
・『
唐
絵
』
一
三
）

［
材
質
・
法
量
］

掛
幅
装　

絹
本
著
色

各
本
紙�

縦
一
三
三
・
六
～
一
三
九
・
四　

横
七
四
・
二
、
各
表
装�

総
丈
一
四
三
・
三
～

一
五
九
・
一　

総
幅
九
三
・
七

［
表
装
］

一
文
字
・
風
帯�

茶
地
大
丸
龍
文
金
欄
、
中
廻�
紺
地
四
合
雲
龍
文
金
欄
、
宝
下�

薄
茶

地
唐
花
文
綾
、
軸
首�

象
牙
寸
切

［
箱
］宝
現
在
は
近
年
の
修
理
の
際
宝
新
造
さ
れ
た
新
箱
宝
収
納
。
新
箱
宝
宝
宝
宝
は
省
略
。宝

・
琴
幅
・
棋
幅

桐�

印
籠
蓋
造　

萌
黄
真
田
紐　

真
鍮
製
楕
円
形
座
金

蓋
表
：
墨
書
宝
十
番
之　

　
　

ぬ
壱　

掛
物�

子
昂
筆　
　

二
幅
對
宝【
墨
書
宝
琴
碁
宝】

蓋
裏
：【宝
数
宝宝
墨
文
円
印
宝】【宝
納
宝宝
墨
文
円
印
宝�

墨
書
宝
拾
五
番
貮
箱
之
内
宝】

　
　
　
【
朱
書
宝
宝
六
号�

宝
宝】【
朱
書
宝
天　

東

掛
物

宝�

墨
書
宝
第
六
拾
九
号
ノ
下
宝】

身
短
側
面
：【
朱
書
宝
三
号
宝
／
墨
書
宝
子
昂
筆
／
琴
／
基
／
二
幅
宝】

・
書
幅
・
画
幅

桐�

印
籠
蓋
造　

萌
黄
真
田
紐　

真
鍮
製
楕
円
形
座
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
宝
十
宝
ハ
宝
六
宝
ニ
宝
書

蓋
表
：
墨
書
宝
十
番
之　

　
　

ぬ
壱

宝
御
数
寄　

掛
物�

子
昂
筆　
　

二
幅
對
宝【
墨
書
宝
書
畫
宝】

蓋
裏
：【宝
納
宝宝
墨
文
円
印
宝�

墨
書
宝
拾
五
番
貮
箱
之
内
宝】【
朱
書
宝
宝
六
号�

下
宝】

　
　
　
【
朱
書
宝
天　

東

掛
物

宝　

墨
書
宝
第
六
拾
九
号
ノ
宝
宝】

身
短
側
面
：【
朱
書
宝
三
号
宝
／
墨
書
宝
子
昂
筆
／
書
／
画
／
二
幅
宝】

［
附
属
品
］

・
鬱
金
木
綿
単
包
裂宝
掛
物
用
宝�

四
枚
：
各�

墨
書
宝
子
昂
筆
琴
棊
書
画
之
圖
／
御
掛
物

附
／
四
枚
之
内
宝

［
近
年
の
修
理
記
録
］

・
平
成
三
年宝
一
九
九
一
宝七
月
十
一
日
～
同
四
年
十
月
十
五
日
、
修
理
。
そ
の
際
、
旧

啄
木
・
旧
八
双
・
旧
軸
木
は
、
再
使
用
せ
ず
別
保
存
。
旧
八
双
・
旧
軸
木
宝
以
下
の

墨
書
が
見
宝
だ
さ
れ
宝
。

宝
琴
宝�

八
双�

墨
書
宝
砌
二
宝

宝
棋
宝�

軸
木�

墨
書
宝
□
□
□
□
宝宝
判
読
不
能
宝　

八
双�

墨
書
宝
ぬ
引　

□
□
ち

ん
宝・
墨
書
宝
各　
　

一
宝

宝
書
宝�

軸
木�

墨
書
宝
ひ
く
ゝ
御
座
候
哉　
行み
宝

宝
画
宝�

軸
木�

墨
書
宝
⃞九
宝　

八
双�

墨
書
宝
其
許�

三
宝

［
文
化
財
指
定
］

・
昭
和
九
年宝
一
九
三
四
宝九
月
一
日
、
重
要
美
術
品
指
定
。

［
参
考
文
献
］

・
佐
藤
豊
三
宝
宝
か
れ
た
茶
の
湯
─
館
宝
宝
琴
棋
書
画
宝
宝
四
幅
対
を
も
宝
宝
し
宝
─
宝

宝『
金
鯱
叢
書
』
二
三
、
宝
川
黎
明
会
、
一
九
九
六
年
宝。

⑥ 
三
教
図
　
伝
趙
雍
筆（
鄭
顛
仙
筆
）　
梅
竹
錦
鶏･

柳
白
鷺
図
　
伝
周
之
冕
筆
　
三
幅

対
　（
掛
物
九
二
・『
唐
絵
』
一
五
）

［
材
質
・
法
量
］

　

掛
幅
装　

絹
本
著
色

各
本
紙�

縦
一
四
三
・
八　

横
七
八
・
五
、
各
表
装�

総
丈
二
五
五
・
〇　

総
幅
九
三
・
四



尾
張
宝
川
家
宝
お
け
宝
唐
絵
の
受
容
史
的
考
察宝
一
宝

七
一

［
表
装
］

一
文
字
・
風
帯�

紺
地
梅
鉢
文
唐
草
金
襴
、
中
廻�

宝
茶
地
牡
丹
唐
草
文
金
襴
、
宝
下�

茶
地
霊
芝
文
緞
子
、
軸
首�

象
牙
寸
切

［
落
款
印
章
］

・
左
右
幅

宝
汪
氏
元
遇
宝宝
宝
文
方
印
宝　
宝
釋
印
維
謙
宝宝
朱
文
方
印
宝

［
箱
］宝
現
在
は
近
年
の
修
理
の
際
宝
新
造
さ
れ
た
新
箱
宝
収
納
。
新
箱
宝
宝
宝
宝
は
省
略
。宝

・
桐�

印
籠
蓋
造　

萌
黄
真
田
紐　

真
鍮
製
丸
形
座
金

蓋
表
：
墨
書
宝
五
番
之
ほ
四　
　
中�
仙�
人

左
右
花
鳥�
趙�

雍�

筆

周
之
冕
筆　

三
幅
宝

蓋
裏
：【
朱
書
宝
掛天
物
宝�

墨
書
宝
九
號
宝�宝
良
順
宝宝
朱
文
円
印
宝】

［
附
属
品
］

・
宝
絹
袷
包
裂宝
掛
物
用
宝�

三
枚
：
各�

墨
書
宝
中
趙
雍
筆
／
仙
人
宝、
墨
書
宝
左
周
之

冕
筆
／
花
鳥
宝、
墨
書
宝
右
周
之
冕
筆
／
花
鳥
宝

・
狩
野
安
信
添
状�

一
通
：
墨
書
宝
中
仙
人
趙
雍
筆
／
左
右
花
鳥
周
之
冕
／
真
筆
無
疑
／

者
也
／
法
眼
永
真　
宝
安
信
宝
墨
文
円
印
／
酉
十
二
月
一
日
宝

※
墨
書
の
二
行
目
宝
三
行
目
の
間
の
宝
端
裏
面
宝
、宝
安
信
宝
墨
文
円
印
の
割
印
あ
り
。

外
包
紙
：
墨
書
宝
中
趙
雍
左
右
周
之
冕
筆
／
御
懸
物
法
眼
永
真
添
状
／
壱
通
宝

内
包
紙
：
墨
書
宝
中
趙
雍
左
右
周
之
冕
／
狩
野
法
眼
添
狀
宝

［
近
年
の
修
理
記
録
］

・
平
成
十
五
年宝
二
〇
〇
三
宝七
月
二
十
三
日
～
同
十
六
年
七
月
二
十
七
日
、
修
理
。
そ

の
際
、
旧
啄
木
・
旧
八
双
・
旧
軸
木
は
、
再
使
用
せ
ず
別
保
存
。

［
参
考
文
献
］

・
湊
信
幸
宝宝
宝
版
解
説
宝三
教
宝
宝宝『
吉
祥
─
中
宝
美
術
宝
こ
め
ら
れ
た
宝
味
』
東
京

宝
立
博
物
館
、
一
九
九
八
年
宝。

⑦ 

山
水
図
　
伝
牧
谿
筆 

一
幅
　（
掛
物
七
八
）

［
材
質
・
法
量
］

掛
幅
装　

絹
本
墨
画

本
紙�

縦
二
六
・
二　

横
二
七
・
五
、
表
装�

総
丈
一
一
七
・
五　

総
幅
四
〇
・
六

［
表
装
］

一
文
字
・
風
帯�

宝
地
二
重
蔓
牡
丹
唐
草
文
金
襴
、
中
廻�

鼠
地
花
唐
草
文
金
紗
、
宝

下�

濃
茶
地
宝
尽
文
緞
子宝
高
橋
緞
子
宝、
軸
首�

象
牙
寸
切

［
箱
］

・
外
箱
：
桐�

印
籠
蓋
造　

萌
黄
地
宝
二
本
筋
真
田
紐

蓋
表
：
墨
書
宝
牧
溪
筆
山
水
之
繪　
　

壹
幅
宝

蓋
裏
：【宝
数
宝宝
墨
文
円
印
宝】【
朱
書
宝
宝
壱
番
宝
／
墨
書
宝
二
拾
九
番
宝】【
墨
書

宝
宝
下
高
橋
純

（
マ
マ
）子
宝】【
朱
書
宝
宝
三
拾
一
号
宝】

身
裏
底
：
墨
書
宝
大
正
四
年
八
月
新
調
宝

・
内
箱
：
桐�

印
籠
蓋
造　

鹿
革
紐

蓋
表
：
墨
書
宝
御
供　
　

弐
番
之　

　
　

ろ
四�

御
掛
物�

牧�

溪�

筆

山
水
之
絵�　
　

一
幅
宝

身
短
側
面
：【
朱
書
宝
宝�

三
拾
一
号
宝
／
墨
書
宝
牧
渓
筆
／
山
水
宝】

［
附
属
品
］

・
薄
茶
絹
単
包
裂宝
内
箱
用
宝�

一
枚
：
墨
書
宝
牧
渓
筆　

山
水
宝

・
浅
葱
絹
単
包
裂宝
掛
物
用
宝�

一
枚
：
墨
書
宝
牧
渓
筆
墨
画
山
水
／
御
掛
物
附
宝

・
狩
野
安
信
外
題�

一
枚
：
墨
書
宝
山
水
牧
溪
筆
宝　
宝
安
宝宝
朱
文
円
印
宝

　

包
紙宝
外
題
お
よ
び
左
の
代
付
宝：
墨
書
宝
外
題
幷
代
付
宝

・
狩
野
安
信
代
付�
一
通
：
墨
書宝
口
宝
之
覚
／
牧
溪
之
山
水
／
代
三
百
貫
／
五
月
十
日
宝

・
狩
野
安
信
添
状�
一
通
：
墨
書
宝
山
水
掛
物
紙
之
内
／
竪
五
寸
五
分�

横
／
壱
尺
六
寸



尾
張
宝
川
家
宝
お
け
宝
唐
絵
の
受
容
史
的
考
察宝
一
宝

七
二

八
分
牧
溪
／
真
筆
無
疑
者
也
／
以
宝
／
五
月
十
日
／
狩
野
法
眼　

永
真宝
花
押
宝宝

　

包
紙
：
墨
書
宝
添
状
宝

・
書
付�
一
枚
：
墨
書
宝
栄
川
宝
拝
見
牧
溪
ニ
而
ハ
無
御
座
候
／
高
然
睴
ニ
宝
寄
申
候
由

以
宝
／
午
七
月
宝

⑧ 

重
要
文
化
財
　
龍
図
　
伝
陳
容
筆
　
重
要
美
術
品
　
虎
図
　
伝
牧
谿
筆
　
二
幅
対
　

（
掛
物
一
四
二
・『
唐
絵
』
八
）

［
材
質
・
法
量
］

掛
幅
装　

絹
本
墨
画

・
龍
宝
：
本
紙�

縦
一
八
九
・
五　

横
一
一
二
・
三
、
表
装�

総
丈
三
〇
三
・
一　

総
幅

一
三
二
・
五

・
虎
宝
：
本
紙�

縦
一
八
九
・
五　

横
一
一
二
・
三
、
表
装�
総
丈
三
〇
三
・
一　

総
幅

一
三
二
・
一

［
表
装
］

一
文
字�

紺
地
牡
丹
唐
草
文
金
襴
、
中
廻
・
風
帯�

宝
地
唐
花
虫
文
銀
襴
、
宝
下�

茶
地

絓
、
軸
首�

象
牙
寸
切

［
賛
・
落
款
印
章
］

・
右
幅宝
龍
宝
宝

所
翁　
宝
所
翁
宝宝
朱
文
方
印
宝宝
靁
電
室
宝宝
朱
文
円
印
宝宝
九
淵
之
珍
宝宝
朱
宝
文
宝

間
重
廓
方
印
宝

帝
所

於
毫
茫�

握
天
瓢
於

漢
而
霖
雨�

歛
神
功

接
崑
崙
之
気
脈�

決
河

・
左
幅宝
虎
宝
宝

　

牧
谿
宝
牧
谿
宝宝
宝
文
方
印
宝

［
箱
］宝
現
在
は
近
年
の
修
理
の
際
宝
新
造
さ
れ
た
新
箱
宝
収
納
。
新
箱
宝
宝
宝
宝
は
省
略
。宝

・
桐�

印
籠
蓋
造　

萌
黄
地
二
本
宝
筋
真
田
紐

蓋
表
：【
御
供
弐
番
】　

墨
書
宝
五
番
之ほ
壱　

掛
物�

左�

龍
右�

虎�

所
翁
筆

牧
谿
筆　
　

二
幅
對
宝【
朱

書
宝
宝
壱
号
宝】【
朱
書
宝
天　

東

掛
物

宝�

墨
書
宝
第
六
拾
五
号
宝】

　

身
短
側
面
：【
朱
書
宝
宝
壱
号
宝
／
墨
書
宝
所
翁

牧
谿
筆
／
龍
／
虎
／
二
幅
宝】

［
附
属
品
］�

・
浅
葱
絹
袷
包
裂宝
掛
物
用
宝�

二
枚�

・
書
付
類
包
紙
：
墨
書
宝
所
翁

牧
溪
筆
二
幅
對
／
書
付　

四
宝
※
左
の
書
付
の
包
紙
。
た
だ
し
、
包

紙
宝
混
乱
が
生
じ
宝
宝
宝
。

・
覚
書�

一
枚
：
墨
書
宝
覚
／
二
幅
對
／
龍�

所
翁
筆
／
虎�

牧
谿
筆
／
右
御
掛
物
享
保

十
三
申
年
／
御
所
望
ニ
付
八
月
十
六
日
／
若
年
寄
衆
本
多
伊
豫
守
殿
／
宅
江
御
城
附

尾
崎
右
衛
門
八
／
持
参
差
出
之
／
公
方
様
宝
覧
宝
濟
同
／
廿
八
日
戻
リ
申
候�

御
用

人
衆
／
成
瀬
大
膳
方
取
扱
／　

酉
七
月
宝

包
紙
：
墨
書
宝
所
翁
牧
谿
筆
二
幅
對
ニ
添
／
覚
書
宝

・
狩
野
洞
雲
添
状�

一
通
：
墨
書
宝宝
端
裏
書
宝狩
采
女
／宝
宛
名
部
分
は
切
取
宝□
□
／

［
追
而
書
］
猶
々
懸
絵
御
使
へ
／
御
渡
シ
申
候
／［
本
文
］
龍
之
繪
一
覧
申
候
／
所
翁

真
筆
一
段
見
事
ニ
候
／
代
之
儀
御
使
へ
口
宝
ニ
申
／
達
候
猶
期
後
面
之
時
候
／
恐
惶

謹
言
／
五
月
朔
日宝
花
押
宝宝

※
紙
背
宝
付
箋
：
朱
書
宝
所
翁
／
牧
溪
／
懸
物
／
之
事
宝
墨
書
宝
公
方
様
宝
覧
ニ

付
享
保
十
三
申
八
月
十
六
日
／
若
御
老
中
本
多
伊
豫
守
殿
屋
敷
江
／
御
歩
行
衆
宰

領
ニ
而
参
リ
同
廿
八
日
ニ
／
戻
リ
申
候
御
用
人
衆
成
瀬
大
膳
方
取
扱
宝

包
紙
：
表
面
墨
書
宝
所
翁
筆�

龍
之
絵
御
掛
物
添
状
／
但
所
翁�

牧
渓
龍
虎
二
幅
／



尾
張
宝
川
家
宝
お
け
宝
唐
絵
の
受
容
史
的
考
察宝
一
宝

七
三

對
の
カ
タ
方
也
宝　

裏
面
墨
書
宝
此
所
翁
御
掛
物
極
書
付
者
／
下
条
庄
右
衛
門
よ

り
将
之
極
札
／
添
手
帋
等
宝
渡
吟
味
之
宝
／
其
内
ゟ
出
添
置
候
／
宝
暦
四
戌
年
宝

※
も
宝
は
狩
野
洞
雲
添
状
の
付
箋
の
包
紙
か

包
紙
：
墨
書
宝
延
享
元
年
子
四
月
／
所
翁

牧
溪
付
札
宝

・
龍
宝
賛
点
字
：
墨
書
宝
接セ

ツ
二シ
崑コ
ン-

崙ロ
ン

ノ
之
氣キ-

脉ミ
ャ
ク一ニ
決ケ
ツ

二テ
河カ-

／
漢カ
ン

一ヲ
而
霖リ
ン

ス
雨�

歛ヲ
サ

二メ
神シ
ン

-

功カ
ウ
ヲ

／
於
毫ガ
ウ-

汪ボ
ウ

一ニ�
握ニ
ギ

二ル
天-

瓢ヒ
ヤ
ウヲ

於
／
帝テ
イ-

所シ
ョ

一ニ

※
表
題
宝
墨
書
宝
所
翁
筆
龍
之
絵
御
懸
物
宝

［
近
年
の
修
理
記
録
］

・
左
幅宝
龍
宝
宝

平
成
十
二
年
十
二
月
七
日
～
同
十
三
年
四
月
十
六
日
、
平
成
十
二
年
・
十
三
年
度
宝

庫
補
助
金
宝
よ
り
、
修
理
。
そ
の
際
、
宝
下
の
表
装
裂
・
旧
啄
木
・
旧
八
双
・
旧
軸

木
は
、
再
使
用
せ
ず
別
保
存
。
宝
下
の
裂
宝
宝
宝
宝
は
、
展
示
を
考
慮
し
、
元
の
縦

幅
が宝
宝
：
五
四
・
五
、下
：
二
〇
・
五
宝で
あ
っ
た
宝
こ
ろ
を
、宝
宝
：
四
六
・
四
、下
：

二
六
・
一
宝
へ
変
更
し
た
。
風
帯
の
裏
打
紙
宝
用
宝
ら
れ
宝
宝
た
反
古
紙
宝
宝
宝
宝

は
、
別
宝
保
存
。
反
古
紙
宝
は
、
墨
書
宝
雪
村
布
袋
但
た
う
ほ
う
ゑ
／
一
文
字
風
帯

宝
地
き
り
か
ら
く
さ
金
入
／
中
も
へ
き
龍
丸
／
宝
下
浅
黄
絹
／
さ
う
け
軸
桐
之
箱
／

采
女
龍
但
り
ん
ほ
う
ゑ
／
酒
井
助
右
衛
門
宝
宝
あ
宝
。

・
右
幅宝
虎
宝
宝

平
成
十
二
年
十
二
月
七
日
～
同
十
三
年
四
月
十
六
日
、
平
成
十
二
年
・
十
三
年
度
文

化
財
学
術
研
究
基
盤
整
備
事
業
宝
よ
り
、
修
理
。
そ
の
際
、
宝
下
の
表
装
裂
・
旧
啄

木
・
旧
八
双
・
旧
軸
木
は
、
再
使
用
せ
ず
別
保
存
。
宝
下
の
裂
宝
宝
宝
宝
は
、
展
示

を
考
慮
し
、
元
の
縦
幅
が
宝
宝
：
五
四
・
五
、
下
：
二
〇
・
五
宝
で
あ
っ
た
宝
こ
ろ
を
、

宝
宝
：
四
六
・
四
、
下
：
二
六
・
一
宝
へ
変
更
し
た
。

［
文
化
財
指
定
］

・
昭
和
九
年宝
一
九
三
四
宝九
月
一
日
、
重
要
美
術
品
指
定

・
昭
和
二
十
八
年宝
一
九
五
三
宝十
一
月
十
四
日
、
右
幅宝
龍
宝
宝、
重
要
文
化
財
指
定

［
参
考
文
献
］

・
井
手
誠
之
輔
宝
李
禎
筆�

竜
虎
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝『
大
和
文
華
』
七
五
、
大
和
文
華
館
、

一
九
八
六
年
宝。

・
志
賀
太
郎
宝宝
作
品
解
説
宝龍
宝　

陳
容
筆
宝宝『
室
町
将
軍
家
の
至
宝
を
探
宝
』
宝
川

美
術
館
、
二
〇
〇
八
年
宝。

⑨ 

重
要
文
化
財
　
柳
燕
図
　
伝
牧
谿
筆 

一
幅
　（
掛
物
六
八
・『
唐
絵
』
九
）

［
材
質
・
法
量
］

掛
幅
装　

絹
本
墨
画

本
紙�

縦
八
七
・
六　

横
四
三
・
九
、
表
装�

総
丈
一
九
〇
・
六　

総
幅
五
九
・
四

［
表
装
］

一
文
字
・
風
帯�

濃
萌
黄
地
宝
尽
文
金
襴
、
中
廻�

宝
茶
地
連
雲
文
金
襴
、
宝
下�

茶
地

唐
花
唐
草
文
金
襴
、
軸
首�

象
牙
寸
切

［
箱
］宝
現
在
は
近
年
の
修
理
の
際
宝
新
造
さ
れ
た
新
箱
宝
収
納
。
新
箱
宝
宝
宝
宝
は
省
略
。宝

・
外
箱
：
蠟
色
塗
印
籠
蓋
造　

萌
黄
真
田
紐　

銀
製
円
形
座
金

　
　

蓋
表
：【宝
数
宝宝
墨
文
円
印
宝】　

金
粉
字
宝
柳
燕
繪�

牧
溪
筆
宝

　
　

身
短
側
面
：【
朱
書
宝
宝�

拾
号
宝
／
墨
書
宝
牧
溪
筆
／
柳
燕
宝】

・
内
箱
：
桐�

印
籠
蓋
造宝
蓋
表
・
側
面
の
稜
宝
几
帳
面
取
宝　

萌
黄
真
田
紐　

銀
製
鍍

金
花
形
座
金

　
　

蓋
表
：
墨
書
宝
柳
燕
繪�

牧
溪
筆
宝

［
附
属
品
］

茫ボ
ウ

是
ト
通
ス



尾
張
宝
川
家
宝
お
け
宝
唐
絵
の
受
容
史
的
考
察宝
一
宝

七
四

・
鬱
金
木
綿
単
包
裂宝
内
箱
用
宝�

一
枚
：
墨
書
宝
牧
溪
筆
／
墨
画
無
落
款
／
御
掛
物
附
宝

・
宝
絹
袷
包
裂宝
掛
物
用
宝�

一
枚
：
墨
書
宝
柳
燕　

牧
溪
筆
宝

［
近
年
の
修
理
記
録
］

・
昭
和
五
十
八
年宝
一
九
八
三
宝五
月
三
十
一
日
、
宝
指
定
文
化
財
保
存
事
業
宝
よ
宝
修

復宝
完
了
宝。

［
文
化
財
指
定
］

・
昭
和
四
十
五
年
五
月
二
十
五
日
、
重
要
文
化
財
指
定
。

［
備
考
］

・
元
禄
十
一
年宝
一
六
九
八
宝三
月
十
八
日
、
五
代
将
軍
宝
川
綱
吉
が
尾
張
家
麴
町
邸
へ

御
成
し
た
際
宝
、
尾
張
家
二
代
光
友
宝
下
賜
さ
れ
た
。『
常
憲
宝
殿
御
實
紀
』
巻

三
十
七
宝
も
次
の
通
り
記
さ
れ
宝
宝
宝
。

十
八
日
尾
張
中
納
言
綱
誠
卿
の
第
宝
臨
駕
し
た
ま
ふ
。宝
中
略
宝け
ふ
賜
物
黄
門
宝

長
光
御
太
刀
。宝
中
略
宝内
々
よ
り
綱
誠
卿
宝
茶
壺
。宝
繁
雪
肩
衝
。宝吉
通
朝
臣
宝

丁
子
釜
。
光
友
卿
宝
牧
溪
畫
柳
燕
の
掛
幅
。

［
参
考
文
献
］

・『
宝
川
實
紀�

第
六
編
』宝
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
五
年
宝、
三
二
三
頁
。

⑩ 

花
籠
図
　
伝
趙
昌
筆 

一
幅
　（
掛
物
二
四
六
一
・『
唐
絵
』
七
）

［
材
質
・
法
量
］

掛
幅
装　

絹
本
著
色

本
紙�

縦
二
五
・
九　

横
二
四
・
四
、
表
装�

総
丈
一
二
四
・
一　

総
幅
三
九
・
○

［
表
装
］

一
文
字
・
風
帯�

紺
地
鳥
菱
連
雲
文
金
襴
、
中
廻�

宝
地
二
重
蔓
小
牡
丹
文
銀
襴
、
宝

下�

茶
地
紗
綾
形
宝
桐
文
金
襴
、
軸
首�

象
牙
印
可

［
箱
］

・
外
箱
：
桐�

溜
塗
印
籠
蓋
造　

薄
黄
地
茶
筋
真
田
紐

蓋
表
：
黒
漆
書
宝
芙
蓉
之
繪　
　
趙
昌
筆�

壹
幅
宝【［
葵
紋
］
第
貮
四
〇
號
】

※
墨
書
宝
貮
四
〇
宝
以
外
は
朱
文
印宝
挿
宝
1
宝。

蓋
裏
：【
朱
書
宝
宝
廿
一
号
宝】

身
短
側
面
：【
朱
書
宝
宝
廿
一
号
宝�

墨
書
宝
趙
昌
筆
／
芙
蓉
宝】【
墨
書
宝
掛
物
／

第
四
十
二
号
／
趙
昌
／
芙
蓉
宝】
※
二
枚
目
の
貼
紙
は
、宝
掛
物
宝
を

除
き
全
宝
横
書
き
で
、
第
一
回
目
の
売
立
以
後
の
所
有
者
宝
よ
っ
宝

貼
ら
れ
た
宝
見
な
さ
れ
宝
。

・
内
箱
：
蠟
色
塗
印
籠
蓋
造　

紫
組
紐　

銀
製
菊
花
形
座
金

蓋
表
：
金
粉
字
宝
芙
蓉
之
繪　
　
趙
昌
筆�

壹
幅
宝

［
附
属
品
］

・
紫
絹
単
包
裂宝
掛
物
用
宝�

一
枚

・
外
題宝
背
の
八
双
傍
ら
宝
貼
付
宝一
枚
：
墨
書
宝
雜
花　

趙
昌
筆
宝

［
備
考
］

・
大
正
十
年宝
一
九
二
一
宝十
一
月
七
日
入
札
の
売
立
で
売
却
さ
れ
宝
お
り
、『
尾
州
宝

川
家
御
宝
品
入
札
』
宝
宝
一
七　

趙
昌　

芙
蓉　

竪
八
寸
五
分
幅
八
寸
一
分
宝
宝
記

載
さ
れ
宝
宝
宝
。
そ
の
後
、
平
成
二
年宝
一
九
九
〇
宝十
月
四
日
宝
古
美
術
商
よ
り
宝

川
美
術
館
が
購
入
し
た
。

⑪ 
寿
老
人･

竹
に
鶴･

桐
に
鳳
凰
図
　
伝
呂
紀
筆

 

三
幅
対
　（
掛
物
一
三
〇
・『
唐
絵
』
一
九
）

［
材
質
・
法
量
］

掛
幅
装　

絹
本
著
色



尾
張
宝
川
家
宝
お
け
宝
唐
絵
の
受
容
史
的
考
察宝
一
宝

七
五

各
本
紙�

縦
一
六
七
・
〇　

横
八
五
・
〇　

各
表
装�

総
丈
二
一
〇
・
四　

総
幅

一
〇
〇
・
八

［
表
装
］

一
文
字
・
風
帯�
宝
茶
地
唐
花
宝
尽
文
金
襴
、
中
廻�

紺
地
大
牡
丹
丸
文
金
襴
、
宝
下�

宝
茶
地
雲
文
緞
子
、
軸
首
象
牙�

寸
切

［
落
款
印
章
・
鑑
宝
印
］

・
落
款
印
章宝
左
右
幅
宝

宝
松
雪
斎
宝宝
朱
文
長
方
印
宝　
宝
四
明
呂
廷
振
印
宝宝
朱
文
方
印
宝　
宝
雪
清
斎
書
畫

印
宝宝
朱
文
長
方
印
宝

・
鑑
宝
印宝
左
右
幅
宝

宝
緝
熙
殿
寶
宝宝
朱
文
方
印
宝

［
箱
］

・
外
箱
：
桐�

二
方
桟
蓋
造　

萌
黄
地
二
本
宝
筋
真
田
紐

蓋
表
：
墨
書
宝
掛
物　
左
梅
竹
鶴�

呂
紀
筆

中
壽
老
人�　
　
　

右
桐
鳳
凰�　
　
　
　

�　
　

三
幅
對
宝

蓋
裏
：【
墨
書
宝
風
帯
黒
舩
／
一
文
字
同
宝】【宝
数
宝宝
墨
文
円
印
宝】【宝
納
宝宝
墨
文

円
印
宝�

墨
書
宝
七
拾
四
番
宝】【宝
○
宝宝
朱
円
印
宝】【
朱
書
宝
天　掛

物
宝
墨
書
宝
第

廿
七
号
宝】

身
底
裏
：
墨
書
宝
大
正
二
年
四
月
新
調
宝

・
内
箱
：
桐�

印
籠
蓋
造　

紐
・
座
金
欠
失

蓋
表
：
墨
書
宝
十
九
番
之宝十

弐�

御
掛
物�

左　

梅
竹
靏

中　

壽
老
人

右　

桐
鳳
凰�　
呂
紀
筆�

三
幅
對
宝

※
宝
十
九
番
之宝十

弐
宝
宝
宝
左　

梅
竹
靏

中　

壽
老
人

右　

桐
鳳
凰�

宝の
下
宝
削
り
痕
あ
り
。

身
短
側
面
：【
朱
書
宝
天�

三
拾
八
号
宝
／
墨
書
宝
呂
紀
筆
／
左�

鶴
梅
竹
／
中�

壽

老
人
／
右�

桐宝
欠
損
宝】

［
附
属
品
］

・
鬱
金
木
綿宝
裏
宝
絹
宝袷
包
裂宝
掛
物
用
宝�

三
枚
：
各�

墨
書
宝
呂
紀
筆
左
梅
竹
鶴
右
桐

鳳
凰
中
壽
老
人
／
御
掛
物
附
／
三
枚
ノ
内
宝

［
備
考
］

・
左
右
幅
宝
呂
紀
の
使
用
印
で
あ
宝
宝
四
明
呂
廷
振
印
宝宝
朱
文
方
印
宝宝
同
文
の
印
が

捺
さ
れ
宝
宝
宝
が
、
真
筆
の
印
宝
は
異
な
り
、
日
本
で
元
禄
七
年宝
一
六
九
四
宝宝
刊

行
さ
れ
た
『
古
今
和
漢
万
寳
全
書
』
巻
四
の
印
譜
宝
掲
載
さ
れ
宝
宝
宝
同
文
の
印
宝

酷
宝
し
宝
宝
宝
。
ま
た
、宝
緝
熙
殿
宝
は
南
宋
の
内
府
で
あ
り
、宝
松
雪
斎
宝
は
趙
子

昂宝
孟
頫
宝の
号
で
あ
宝
。

⑫ 

山
水
図 

　
伝
張
路
筆 

一
幅
　（
掛
物
八
四
・『
唐
絵
』
一
八
）

［
材
質
・
法
量
］

掛
幅
装　

絹
本
墨
画

本
紙�

縦
一
三
二
・
〇　

横
八
五
・
四
、
表
装�

総
丈
二
三
三
・
八　

総
幅
九
九
・
二

［
表
装
］

一
文
字
・
風
帯�

宝
地
九
宝
七
宝
文
金
襴
、
中
廻�

茶
地
宝
尽
文
緞
子
、
宝
下�

宝
茶
地

唐
草
ニ
向
獅
子
文
緞
子
、
軸
首�

象
牙
寸
切

［
落
款
印
章
］

兮
凸
宝
山
宝

［
箱
］

・
桐�
印
籠
蓋
造宝
蓋
表
・
側
面
の
稜
宝
面
取
宝　

萌
黄
真
田
紐　

四
分
一
製
花
菱
形
座
金

蓋
表
：
墨
書
宝
十
番
之

ぬ
十
三　

御
懸
物
山
水
繪　
　
平
山
筆

極
札
添
一
幅
宝

蓋
裏
：【宝
納
宝宝
墨
文
円
印
宝百
四
番
】【
朱
書
宝
宝
廿
六
号
宝】

身
短
側
面
：【
朱
書
宝
宝
廿
六
号
宝
／
墨
書
宝
平
山
筆
／
山
水
宝】



尾
張
宝
川
家
宝
お
け
宝
唐
絵
の
受
容
史
的
考
察宝
一
宝

七
六

［
附
属
品
］

・
鬱
金
木
綿宝
裏
宝
絹
宝袷
包
裂�

一
枚
：
墨
書
宝
平
山
筆
山
水
／
御
掛
物
附
宝

・
狩
野
探
幽
・
尚
信
・
安
信
添
状�

一
通
：
墨
書
宝
山
水
之
繪
平
凸
真
筆
／
無
疑
者
也

／
已
宝
／
寛
永
十
七
暦
辰
ノ

霜
月
廿
日
／
狩
野
法
眼宝
花
押
宝／
狩
野
主
馬宝
花
押
宝／
狩

野
右
京宝
花
押
宝宝

⑬ 

満
畦
生
意
図 

　
陳
佑
筆 

一
幅
　（
掛
物
一
〇
〇
二
・『
唐
絵
』
二
〇
）

［
材
質
・
法
量
］

掛
幅
装　

絹
本
著
色

本
紙�

縦
四
二
・
一　

横
八
〇
・
九
、
表
装�
総
丈
一
三
五
・
四　

総
幅
九
二
・
五

［
表
装
］

一
文
字
・
風
帯�

茶
地
四
合
雲
文
金
襴
、
中
廻�

宝
地
卍
入
子
菱
鳳
凰
文
金
襴
、
宝
下�

薄
茶
地
絓
、
軸
首�

象
牙
寸
切

［
題
・
落
款
印
章
］

宝
味
澹
宝
宝
文
長
方
印

満
畦
生
宝

　

�

蕭
山
陳
佑
冩　
宝宝
印
文
未
詳
宝宝宝
朱
文
方
印
宝宝
漢
陰
遺
蹟
宝宝
朱
文
方
印
宝

［
箱
］

・
桐�

二
方
桟
蓋
造　

萌
黄
真
田
紐

蓋
表
：
墨
書
宝
廿
番ね

十
四　

菜
蕭
山
陳
佑
筆　
　

一
幅
宝

　
　
　
　

※
宝
蕭
山
陳
佑
宝
の
下
宝
宝
一
幅
宝
の
右
横
宝
削
り
痕
あ
り
。

蓋
裏
：【
墨
書
宝
満
畦
生
宝
圖
／
蕭
山
陳
佑
／
関
防
味
澹�

□

宝
方
印
の
枠
の
み
宝�宝
漢
隂
遺
蹟
宝宝
方

印
宝宝】【
墨
書
宝
蕭

シ
ヤ
ウ

山サ
ン

陳チ
ン

佑ユ
ウ

宝】【宝
数
宝宝
墨
文
円
印
宝】【宝
納
宝宝
墨
文
円
印
宝�

墨
書
宝
百
番
宝】【
朱
書
宝
天
拾
二
号
宝】

身
短
側
面
：【
朱
書
宝
天
十
二
号
宝
／
墨
書
宝
蕭
山
陳
佑
筆
／
満
畦
生
宝
圖
宝】

［
附
属
品
］

・
鬱
金
木
綿宝
裏
宝
絹
宝袷
包
裂�

一
枚
：
墨
書
宝
蕭
山
陳
佑
筆
満
畦
生
宝
之
圖
／
御
掛

物
附
宝

・
宝
狩
野
安
信
外
題�

一
枚
：
墨
書
宝
菜
蕭
山
陳
佑
筆
宝�宝
安
宝宝
朱
文
円
印
宝�

包
紙
：
墨
書
宝
菜
之
繪
／
蕭
山
陳
佑
筆
外
題
／
狩
野
永
真
法
眼
宝

［
参
考
文
献
］

・
志
賀
太
郎
宝宝
作
品
解
説
宝満
畦
生
宝
宝　

蕭
山
陳
佑
筆
宝宝『
宝
川
美
術
館
展　

大
名

文
化
の
華　

尾
張
宝
川
家
の
至
宝
』
宝
川
美
術
館
展
実
行
委
員
会
、二
〇
一
二
年
宝。

・Christina�Y
u�Y

u

宝
20�V

EGET
A

BLES�

滿
畦
生
宝
圖
宝『Chinese�Paintings�

from
�JA

PA
N

ESE�CO
LLECT

IO
N

S

』宝the�Los�A
ngeles�County�M

useum
�

of�A
rt

、
二
〇
一
四
年
宝。

⑭ 

重
要
美
術
品
　
飯
牛
鋤
田
図
　
伝
閻
次
平
筆（
石
鋭
筆
）　
王
一
寧･

王
振･

李
庭
脩

･

黃
鍵
賛 

二
幅
対
　（
掛
物
一
二
九
・『
唐
絵
』
一
一
）

［
材
質
・
法
量
］

掛
幅
装　

絹
本
著
色

各
本
紙�

縦
八
六
・
六　

横
四
七
・
八
、
各
表
装�

総
丈
一
七
九
・
九　

総
幅
六
一
・
二

［
表
装
］

一
文
字
・
風
帯�

宝
地
紗
綾
形
宝
葡
萄
栗
鼠
・
霊
芝
唐
花
文
金
襴
、
中
廻�

茶
地
唐
草

宝
鳳
凰
丸
紋
金
襴
、
宝
下
宝
茶
地
唐
花
唐
草
文
緞
子
、
軸
首�

象
牙
寸
切

［
賛
・
落
款
印
章
］

・
賛
・
落
款
印
章

右
幅宝
飯
牛
宝
宝



尾
張
宝
川
家
宝
お
け
宝
唐
絵
の
受
容
史
的
考
察宝
一
宝

七
七

宝
文
□
宝宝
宝
文
方
印
宝

飯
牛
至
夜
宝
長
夜
其
宝
何

不
逢
尭
舜
世
懐
哉
扣
角
歌

　
　
　

一
寧
宝
□
□
士
□
宝宝
朱
文
方
印
宝宝
節
斎
宝宝
朱
文
方
印
宝

宝
幸
郡
郡
□
蒙
宝宝
宝
文
角
丸
長
方
印
宝

飯
牛
憶
當
时
簡
編
日
興
倶
浩

歌
發
長
嘆
千
載
思
唐
虞
商

調
正
激
切
魚
水
情
宝
孚
覇
業

重
齊
桓
賢
哉
一
丈
夫

　
　
　

�

蒙
城
王
振　
宝
□
□
宝宝
宝
文
方
印
宝宝
東
閣
餘
閒
宝宝
宝
文
方
印
宝

宝
□
易
宝宝
宝
文
長
方
印
宝

伊
人
叩
角
歌
商
聲
何
激
烈
唐
虞

已
云
遠
憂
世
心
憤
結
宝
齊
成
覇

功
千
載
名
昭
晰

　
　
　
　

莆
易
李
庭
脩
宝
庭
脩
宝宝
宝
文
方
印
宝宝
□
□
踓
□
宝宝
宝
文
方
印
宝

宝
吉
斎
宝宝
宝
文
長
方
印
宝

扣
角
商
歌
片
月
孤
飯
牛
曽
以
憶
唐
虞
賞
宝
莫
道
無

知
己
却
與
齊
矦
載
後
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宝
□
□
宝宝
宝
文
方
印
宝宝
□
□
宝宝
宝
文
方
印
宝

左
幅宝
鋤
田
宝
宝

宝
文
□
宝宝
宝
文
方
印
宝

鋤
田
□
宝
尽
宝忘
倦
還
復
窮
遺
経
逢

时
致
□
位
□
哉
儒
雅
名

　
　
　
　

一
寧
宝
□
□
士
□
宝宝
朱
文
方
印
宝宝
節
斎
宝宝
朱
文
方
印
宝

宝
幸
郡
□
蒙
宝宝
宝
文
角
丸
長
方
印
宝

青
陽
□
東
陸
南
畞
足
霊
雨
萬

彙
競
芳
華
驅
犢
晨
舉
趾
展

巻
耕
□
讀
悠
然
會
斯
□
愐
彼

豳
風
詩
應
之
勤
仰
止

　
　
　

�

蒙
城
王
振　
宝
□
□
宝宝
宝
文
方
印
宝宝
東
閣
餘
閒
宝宝
宝
文
方
印
宝

宝
□
易
宝宝
宝
文
長
方
印
宝

東
皐
已
俶
載
薄
言
事
園
田
一

犁
未
及
終
心
惟
存
蕑
編
布

衣
至
卿
宝
視
囙
想
當
年

　
　
　
　

莆
易
李
庭
脩
宝
庭
脩
宝宝
宝
文
方
印
宝宝
□
□
踓
□
宝宝
宝
文
方
印
宝

宝
吉
斎
宝宝
宝
文
長
方
印
宝

凌
晨
草
際
帯
經
犂
一
段
烟
隴
畝
西
試
問
當
年
耕
讀

處
青
山
無
恙
宝
雲
低

　
　
　
　
　

三
山
黃
鍵
宝
□
□
宝宝
宝
文
方
印
宝宝
□
□
宝宝
宝
文
方
印
宝

・
落
款
印
章宝
左
右
幅
宝

宝
銭
塘
宝宝
朱
文
長
方
印
宝　
宝
石
氏
以
明
宝宝
朱
文
方
印
宝

［
箱
］宝
現
在
は
近
年
の
修
理
の
際
宝
新
造
さ
れ
た
新
箱
宝
収
納
。
新
箱
宝
宝
宝
宝
は
省
略
。宝

・
外
箱
：
桐�

溜
塗
印
籠
蓋
造　

薄
黄
・
丹
段
替
宝
茶
筋
真
田
紐

蓋
表
：
黒
漆
書
宝
牛
之
繪　
　
　
閻
次
平
筆�

二
幅
對
宝

蓋
裏
：【宝
納
宝宝
墨
文
円
印
宝�

墨
書
宝
三
拾
壱
宝】【
朱
書
宝
壱
号
宝�

墨
書
宝
拾
六
号
宝】

【
朱
書
宝
宝
八
号
宝】

身
短
側
面
：【
朱
書
宝
宝
八
号
宝
／
墨
書
宝
閻
次
平
筆
／
牛
之
画
宝】

・
内
箱
：
蠟
色
印
籠
蓋
造宝
蓋
表
・
側
面
の
稜
宝
几
帳
面
取
宝　

紫
真
田
紐　

銀
製
菊
花



尾
張
宝
川
家
宝
お
け
宝
唐
絵
の
受
容
史
的
考
察宝
一
宝

七
八

形
座
金

蓋
表
：
金
粉
字
宝
牛
之
繪　
　
閻
次
平
筆�

二
幅
對
宝

［
附
属
品
］

・
鬱
金
木
綿
単
包
裂宝
内
箱
用
宝一
枚
：
墨
書
宝
閻
次
平
筆
／
二
幅
對
中
箱
附
宝

・
浅
葱
平
絹
袷
包
裂宝
掛
物
用
宝一
枚
：
墨
書
宝
牛　

閻
次
平
筆
宝

・
宝
平
絹
袷
包
裂宝
掛
物
用
宝一
枚
：
墨
書
宝
牛　

閻
次
平
筆
宝

［
近
年
の
修
理
記
録
］

平
成
九
年宝
一
九
九
七
宝四
月
十
九
日
、
修
理宝
完
了
宝。
旧
啄
木
・
旧
八
双
・
旧
軸
木

は
使
用
せ
ず
別
保
存
。

［
文
化
財
指
定
］

昭
和
九
年宝
一
九
三
四
宝九
月
一
日
、
重
要
美
術
品
指
定
。

［
備
考
］

・
宝
方
宝
は
絹
を
継
ぎ
足
し
、
明
朝
の
官
僚
で
あ
っ
た
王
一
寧宝
生
年
未
詳
～

一
四
五
二
宝・
王
振宝
生
年
未
詳
～
一
四
四
九
宝・
李
庭
脩
・
黃
鍵宝
一
四
〇
三
～
歿
年

未
詳
宝の
賛
が
付
せ
ら
れ
宝
宝
宝
。

・
本
対
幅
同
様
の
賛
は
失
わ
れ
宝
宝
宝
が
、
同
じ
画
風
・
構
宝
の
宝
朱
買
臣
宝
宝宝
イ
ン

デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
美
術
館
宝
宝が
宝
わ
っ
宝
お
り
、
も
宝
は
本
対
幅
宝
合
わ
せ
た
複

数
幅
で
製
作
さ
れ
た
宝
考
え
ら
れ
宝
宝
宝
。
本
対
幅
は
宝
朱
買
臣
宝
宝
宝
比
べ
宝
宝

本
紙
宝
部
の
余
宝
が
狭
く
、
お
そ
ら
く
は
日
本
で
改
装
さ
れ
、
切
り
詰
め
ら
れ
た
宝

み
ら
れ
宝
。
そ
の
際
、
宝
部
宝
あ
っ
た
落
款
部
分
を
切
り
取
り
、
余
宝
宝
嵌
め
込
ん

で
宝
宝
。

・
木
挽
町
狩
野
家
の
門
人
で
あ
宝
竹
沢
養
渓宝
生
年
未
詳
～
一
八
〇
八
宝宝
よ
宝
、
右
幅

の
模
本
が
東
京
宝
立
博
物
館
宝
収
宝
さ
れ
宝
宝
宝宝
管
理
番
号�A

-6436

宝。

⑮ 

牡
丹
図 

　
伝
王
若
水
筆 

三
幅
対（
掛
物
八
六
・『
唐
絵
』
一
二
）

［
材
質
・
法
量
］

掛
幅
装　

絹
本
著
色

・
中
幅
：
本
紙�

縦
一
四
七
・
八　

横
八
一
・
〇
、
表
装�

総
丈
二
五
三
・
九　

総
幅

九
九
・
八

・
左
右
幅
：
本
紙�

縦
一
五
〇
・
五　

横
八
五
・
七
、
表
装�

総
丈
二
五
六
・
〇　

総
幅

一
〇
一
・
五

［
表
装
］

・
中
幅宝
見
切
表
具
宝

廻
一
文
字
・
風
帯�

茶
地
蓮
唐
草
文
金
襴
、
中�

花
色
地
唐
花
唐
草
文
金
襴
、
総
縁�

浅

葱
地
菊
唐
草
文
緞
子
、
軸
首�

象
牙
寸
切

・
左
右
幅

一
文
字
・
風
帯�

茶
地
蓮
唐
草
文
金
襴
、
中
廻�

紺
地
丸
繋
文
金
襴
、
宝
下�

浅
葱
地
菊

唐
草
文
緞
子
、
軸
首�

象
牙
寸
切

［
落
款
印
章
］

・
右
幅宝

清
蒼
宝宝
宝
文
方
印
宝�宝
華
氏
尚
綱
宝宝
朱
文
方
印
宝�宝
功
臣
後
裔
宝宝
朱
文
方
印
宝

［
箱
］宝
現
在
は
近
年
の
修
欠
失
理
の
際
宝
新
造
さ
れ
た
新
箱
宝
収
納
。
新
箱
宝
宝
宝
宝
は
省
略
。宝

・
桐�

印
籠
蓋
造　

紐
欠
失　

銀
製
菊
花
形
座
金

蓋
表
：
墨
書
宝
廿
一
番
之　

　

な
三
十
五　

牡
丹
画　
　
王
若
水
筆
三
幅
對
宝

蓋
裏
：
狩
野
周
信
外
題�

一
枚
・
狩
野
常
信
外
題�

二
枚宝
三
枚
揃
え
宝
貼
付
、
目

の
粗
宝
裂
で
覆
っ
宝
あ
宝
。
本
文
は
［
附
属
品
］
宝
別
記
。宝　

墨
書
宝
中

周
信
左
右
常
信
極
宝　
【
墨
書
宝
御
懸
物
中
御
表
具
／
中
安
楽
庵
／
一
文
字

古
き
ん
ら
ん
／
宝
下
唐
も
の
宝
ん
宝
宝】【
墨
書
宝
風
帯
一
文
字
茶
地
古
き



尾
張
宝
川
家
宝
お
け
宝
唐
絵
の
受
容
史
的
考
察宝
一
宝

七
九

ん
ら
ん
／
中
古
金
ら
ん
／
宝
下
唐
物
宝
ん
宝
宝】【宝
納
宝宝
墨
文
円
印
宝　

墨

書
宝
百
二
十
三
番
宝】【
朱
書
宝
宝
四
号
宝】【
朱
書
宝
天　

東

掛
物　

宝　　

墨
書
宝
第

六
拾
七
号
宝】

身
短
側
面
：【
朱
書
宝
宝
四
号
宝
／
墨
書
宝
王
若
水
筆
／
牡
丹
／
三
幅
宝】

［
附
属
品
］

・
狩
野
周
信
外
題�

一
枚
：
墨
書
宝
牡
丹
中　宝

鷴　

王
若
水
筆
宝　　
宝
周
信
□
印
宝宝
朱
文
方

印
宝

・
狩
野
常
信
外
題�

二
枚
：
墨
書
宝
牡
丹
左　

王
若
水
筆
宝・宝
養
朴
宝宝
朱
文
方
印
宝、
墨

書
宝
牡
丹
右　

王
若
水
筆
宝・宝
養
朴
宝宝
朱
文
方
印
宝

・
宝
絹
袷
包
裂宝
掛
物
用
宝�

三
枚
：
各�

墨
書
宝
王
若
水
宝

［
近
年
の
修
理
記
録
］

・
平
成
九
年宝
一
九
九
七
宝三
月
四
日
～
同
十
二
年
四
月
三
日
、
文
化
財
学
術
研
究
基
盤

整
備
事
業
宝
宝
修
理
。
そ
の
際
、
旧
啄
木
・
旧
八
双
・
旧
軸
木
・
宝
平
絹
袷
包
裂
は
、

再
使
用
せ
ず
別
保
存
。
な
お
、
旧
軸
木
宝
は
四
文
字
程
度
の
墨
書
あ
宝
が
、
判
読
不

能
。

［
備
考
］

・宝
江
戸
御
小
納
戸
日
記
宝宝
宝
川
林
政
史
研
究
所
宝
宝の
寛
政
六
年宝
一
七
九
四
宝十
月
廿

四
日
条
宝
、宝
一
牡
丹
三
幅
対
元
王
若
水
筆
御
懸
も
の
今
般
御
買
宝
ニ
宝
成�

御
数
寄

屋
御
預
ケ
宝
た
し
候
様
ニ
宝
の
御
事
ニ
付�

安
藤
祐
斎
へ
宝
渡
申
候
宝
宝
あ
り
、
寛
政

六
年
十
月
宝
購
入
さ
れ
た
こ
宝
が
わ
か
宝
。
宝
川
美
術
館
学
芸
部
部
長
代
理
・
吉
川

美
穂
氏
の
御
教
示
宝
よ
宝
。

・
本
品
の
左
右
幅
か
ら
、
画
面
の
モ
チ
ー
フ
を
微
妙
宝
変
更
し
宝
、
狩
野
伊
川
宝
栄
信

筆
宝
牡
丹
宝
宝宝
個
人
宝
宝が
宝
か
れ
宝
宝
宝
。
静
岡
県
立
美
術
館
学
芸
員
・
野
田
麻

美
氏
の
御
教
示
宝
よ
宝
。

［
参
考
文
献
］

・
志
賀
太
郎
宝宝
作
品
解
説
宝牡
丹
宝　

宝
王
淵
筆
宝宝『
王
者
の
華　

牡
丹
』
宝
川
美
術

館
、
二
〇
一
〇
年
宝。

・
野
田
麻
美
宝宝
作
品
解
説
宝狩
野
栄
信　
宝
倣
王
淵
宝牡
丹
宝
宝宝『
幕
末
狩
野
派
展
』
静

岡
県
立
美
術
館
、
二
〇
一
八
年
宝。

⑯ 

許
由
巣
父
図
　
呉
偉
筆 

一
幅
　（
掛
物
八
九
・『
唐
絵
』
一
八
）

［
材
質
・
法
量
］

掛
幅
装　

絹
本
墨
画

本
紙�

縦
一
四
四
・
六　

横
七
八
・
三
、
表
装�

総
丈
二
五
五
・
三　

総
幅
九
四
・
〇

［
表
装
］

一
文
字
・
風
帯�

丹
地
雲
龍
文
銀
襴
、
中
廻�

紺
地
大
唐
花
文
金
襴
、
宝
下�

茶
地
唐
花

虫
文
緞
子
、
軸
首�

象
牙
寸
切

［
落
款
印
章
］

　

湖
湘
呉
小
僊
寫�宝
魯
夫
宝宝
朱
文
方
印
宝

［
箱
］宝
現
在
は
近
年
の
修
理
の
際
宝
新
造
さ
れ
た
新
箱
宝
収
納
。
新
箱
宝
宝
宝
宝
は
省
略
。宝

・
桐�

印
籠
蓋
造　

萌
黄
真
田
紐　

座
金
欠
失

蓋
表
：
墨
書
宝
廿
一
番
之　

　
　
　

な
五　

御
掛
物
呉
小
僊
筆　
許
由
巣
父
之
絵　

一
幅
宝

蓋
裏
：【
墨
書
宝
呉
小
僊
明
画
ニ
テ
御
座
候
／
名
ハ
偉
字
ハ
次
翁
號
二ス
小
仙
一ト
／
明
ノ
成年 セ
イ

-

化ク
ワ

中
號

ノ

人
宝】【宝
納
宝宝
墨
文
円
印
宝墨
書
宝
百
二
十
一
□
宝
番
宝】【
朱
書
宝
天
四

拾
一
号
宝】【
朱
書
宝
天　掛
物
宝
墨
書
宝
四
拾
壱
號
宝】

身
短
側
面
：【
朱
書
宝
天
四
拾
一
号
宝
／
墨
書
宝
呉
小
僊
筆
／
許
由

巣
父
圖
宝】

［
附
属
品
］

・
鬱
金
木
綿宝
裏
宝
絹
宝袷
包
裂宝
掛
物
用
宝�

一
枚
：
墨
書
宝
呉
小
僊
許
由
巣
父
圖
／
御



尾
張
宝
川
家
宝
お
け
宝
唐
絵
の
受
容
史
的
考
察宝
一
宝

八
〇

掛
物
附
宝

［
近
年
の
修
理
記
録
］

・
平
成
八
年宝
一
九
九
六
宝二
月
十
七
日
、
修
理宝
完
了
宝。
旧
啄
木
・
旧
八
双
・
旧
軸
木

は
、
再
使
用
せ
ず
保
存
。
旧
八
双
宝
墨
書
宝
此
繪
□
分
ふ
さ
□
□
宝
宝
記
さ
れ
宝
宝

宝
こ
宝
が
確
認
さ
れ
た
。

［
参
考
文
献
］

・
板
倉
聖
哲
宝宝
作
品
解
説
宝許
由
巣
父
宝　

呉
偉
筆
宝宝『
明
代
絵
画
宝
雪
舟
』
根
津
美

術
館
、
二
〇
〇
五
年
宝。

⑰ 

夏
木
垂
陰
図
　
伝
謝
時
臣
筆 
一
幅
　（
掛
物
一
一
四
・『
唐
絵
』
一
七
）

［
材
質
・
法
量
］

掛
幅
装　

絹
本
墨
画

本
紙�

縦
一
一
六
・
一　

横
五
七
・
六
、
表
装�

総
丈
二
三
四
・
六　

総
幅
七
三
・
四

［
表
装
］

一
文
字
・
風
帯�

濃
萌
黄
地
唐
花
唐
草
文
金
襴
、
中
廻�

花
色
地
紋
尽
風
通
、
宝
下�

茶

地
大
唐
花
文
緞
子
、
軸
首�

紫
檀
寸
切

［
題
・
落
款
印
章
］

夏
木
垂
陰　

樗
仙
謝
時
臣　
宝
呉
中
謝
老
宝宝
宝
文
方
印
宝　
宝
七
十
弐
翁
宝宝
宝
文
方
印
宝

［
箱
］樅�

二
方
桟
蓋
造　

薄
黄
地
茶
筋
真
田
紐

蓋
表
：
墨
書
宝
十
九
番
之　
　

　
　
　

宝
廿
三　
山
水　
謝
時
臣
筆
一
幅
宝

蓋
裏
：【
墨
書
宝
御
表
具
和
物
切
／
巳
三
月
伏
見
屋
甚
衛宝

マ
マ
宝門
申
聞
宝】【宝
数
宝宝
墨
文

円
印
宝】【宝
納
宝宝
墨
文
円
印
宝�

墨
書
宝
七
拾
三
番
宝】【
朱
書
宝
宝
廿
四
号
宝】

身
短
側
面
：【
朱
書
宝
宝
二
拾
四
号
宝
／
墨
書
宝
謝
時
臣
筆
／
山
水
宝】

［
附
属
品
］

・
宝
絹
袷
包
裂宝
掛
物
用
宝�

一
枚
：
墨
書
宝
周
之
冕
筆
芙
蓉
鴛
鴦
／
御
掛
物
附
宝

⑱ 

重
要
美
術
品
　
官
女
図
　
伝
仇
英
筆 

一
幅
　（
掛
物
一
〇
四
・『
唐
絵
』
一
七
）

［
材
質
・
法
量
］

掛
幅
装　

絹
本
著
色

本
紙�

縦
一
一
八
・
三　

横
五
八
・
八
、
表
装�

総
丈
二
二
九
・
九　

総
幅
七
一
・
七

［
表
装
］

一
文
字
・
風
帯�

薄
黄
地
紋
尽
金
襴
、
中
廻�

花
色
地
雲
鶴
文
金
入
緞
子
、
宝
下�

茶
地

雲
ニ
菱
龍
文
緞
子
、
軸
首�

象
牙
寸
切

［
箱
］樅�

二
方
桟
蓋
造　

萌
黄
地
宝
二
本
筋
真
田
紐

蓋
表
：
朱
書
宝
れ
十
二

　

宝
墨
書
宝
御
掛
物�

婦
○
右
宝
朱
書宝
官
女
宝

人
之
絵　
　

一
幅
宝

蓋
裏
：【
墨
書
宝
仇
英
筆
宝】【宝
納
宝宝
墨
文
円
印
宝　

墨
書
宝
百
一
番
宝】【
朱
書

宝
天�掛物
宝　

墨
書
宝
三
拾
貮
號
宝】

［
附
属
品
］

・
鬱
金
木
綿宝
裏
宝
絹
宝袷
包
裂宝
掛
物
用
宝�

一
枚
：
墨
書
宝
仇
英
筆
官
女
之
画
／
御
掛
物
宝

［
文
化
財
指
定
］

昭
和
九
年宝
一
九
三
四
宝九
月
一
日
、
重
要
美
術
品
。

⑲ 
芙
蓉
鴛
鴦
図
　
伝
周
之
冕
筆 

一
幅
　（
掛
物
九
一
・『
唐
絵
』
一
六
）

［
材
質
・
法
量
］

掛
幅
装　

絹
本
著
色

本
紙�

縦
一
一
一
・
〇　

横
五
六
・
一
、
表
装�

総
丈
二
〇
〇
・
八　

総
幅
七
〇
・
一



尾
張
宝
川
家
宝
お
け
宝
唐
絵
の
受
容
史
的
考
察宝
一
宝

八
一

［
表
装
］

一
文
字
・
風
帯�

黄
地
飛
雲
文
金
襴
、
中
廻�

宝
地
蓮
菊
文
唐
草
金
襴
、
宝
下�

薄
茶
地

小
葵
文
緞
子
、
軸
首�

象
牙
寸
切

［
落
款
印
章
］

宝
周
之
冕
印
宝宝
宝
文
方
印
宝　
宝
字
服
卿
宝宝
宝
文
方
印
宝　

［
箱
］

・
桐�

二
方
桟
蓋
造　

萌
黄
真
田
紐

蓋
表
：
墨
書
宝
御
懸
物　
芙
蓉
鴛
鴦　
周
之
冕
筆
一
幅
宝

蓋
裏
：【宝
納
宝宝
墨
文
円
印
宝　

墨
書宝
百
三
拾
四
番
宝】【
朱
書宝
壱
号
宝／
墨
書宝
拾

号
宝】【
朱
書
宝
天
拾
一
号
宝】

身
短
側
面
：【
朱
書
宝
天
拾
一
号
宝
／
墨
書
宝
周
之
冕
筆
／
花
鳥
宝】

［
附
属
品
］

・
宝
絹
袷
包
裂宝
掛
物
用
宝�

一
枚
：
墨
書
宝
周
之
冕
筆
芙
蓉
鴛
鴦
／
御
掛
物
附
宝

［
備
考
］

・
狩
野
探
幽
宝
よ
宝
古
画
の
鑑
定
記
録
で
あ
宝
宝
探
幽
縮
宝
宝
の
う
ち
、宝
筆
園
佚
遊
宝

宝
ベ
ル
リ
ン
東
洋
美
術
館
宝
宝宝
、
本
宝
が
記
録
さ
れ
宝
宝
宝
。
留
書
宝
は
宝
同
九
月

十
一
日
松
平
伊
豆
守
殿
ゟ
来　

呂
記

（
マ
マ
）之
由
其
ハ
お
宝
り
候
由
申
遣
候
宝
宝
あ
宝
。
こ

れ
よ
り
川
越
藩
主
松
平
信
綱宝
一
五
九
六
～
一
六
六
二
宝の
所
持
品
で
あ
り
、
当
時
は

呂
紀
の
作
品
宝
し
宝
探
幽
へ
鑑
定
が
依
頼
さ
れ
た
こ
宝
が
わ
か
宝
。
そ
の
際
、
探
幽

は
呂
紀
作
品
宝
宝
宝
宝
は
不
足
が
あ
宝
宝
返
答
し
宝
宝
宝
。

［
参
考
文
献
］

・
ベ
ッ
テ
ィ
ー
ナ
・
ク
ラ
イ
ン
宝
研
究
資
料�

ベ
ル
リ
ン
東
洋
美
術
館
宝　

縮
圖
畫
帖

宝
筆
園
佚
遊
宝宝『
國
華
』
一
〇
九
一
、
國
華
社
、
一
九
八
六
年
宝。

⑳ 

花
鳥
図
　
伝
周
之
冕
筆 

一
幅
　（
掛
物
九
〇
・『
唐
絵
』
一
六
）

［
材
質
・
法
量
］

掛
幅
装　

絹
本
著
色

本
紙�

縦
一
三
三
・
六　

横
六
八
・
八
、
表
装�

総
丈
二
一
五
・
二　

総
幅
八
三
・
〇

［
表
装
］

廻
一
文
字
・
押
風
帯�

宝
地
重
松
皮
菱
ニ
唐
草
文
錦宝
大
正
時
代
宝
成
立
し
た
現
役
の

台
帳
宝
は
、宝
秋
田
織
宝
宝
記
さ
れ
宝
宝
宝
宝、
総
縁�

茶
地
梅
竹
尾
長
鳥
文
緞
子
、

軸
首�

堆
黒
模
菊
花
文
浮
彫

［
落
款
印
章
］

萬
暦
辛
丑
夏
日
周
之
冕
寫　
宝
周
之
冕
印
宝宝
宝
文
方
印
宝　
宝
服
卿
宝宝
宝
文
方
印
宝

［
箱
］桐�

二
方
桟
蓋
造　

濃
縹
地
宝
筋
真
田
紐

蓋
表
：
墨
書
宝
三
番
之　

　
　

は
五�

花
鳥　
周
之
冕
筆
一
幅
宝

蓋
裏
：【
朱
書
宝
宝
壱
番
宝
／
墨
書
宝
四
十
三
番
宝
朱
書
宝
改
宝】【
朱
書
宝
宝
廿

三
号
宝】　

墨
書
宝
寛
政
十
一
未
年
宝

身
短
側
面
：【
朱
書
宝
宝
廿
三
号
宝
／
墨
書
宝
周
之
冕
筆
／
花
鳥
宝】

［
附
属
品
］

・
鬱
金
木
綿宝
裏
宝
絹
宝袷
包
裂宝
掛
物
用
宝�

一
枚
：
墨
書
宝
周
之
冕
花
鳥
之
繪
／
御
掛

物
附
宝

［
備
考
］

・
廻
一
文
字
・
押
風
帯
宝
用
宝
ら
れ
た
裂
の
残
り
が
現
存
し
宝
宝
宝宝
裂
一
〇
五
四
宝。

そ
の
当
宝
紙
の
裏
宝
、宝
文
政
十
年
亥
十
一
月
改
／
凡
金
壹
分
弐
朱
位
宝
宝
墨
書
が

あ
宝
が
、
表
装
宝
用
宝
ら
れ
た
時
期
は
未
詳
で
あ
宝
。



尾
張
宝
川
家
宝
お
け
宝
唐
絵
の
受
容
史
的
考
察宝
一
宝

八
二

㉑ 
重
要
美
術
品
　
仙
人
図
　
劉
俊
筆 

一
幅
　（
掛
物
一
一
三
〇
・『
唐
絵
』
二
〇
）

［
材
質
・
法
量
］

掛
幅
装　

絹
本
著
色

本
紙�

縦
一
三
三
・
二　

横
八
一
・
六
、
表
装�

総
丈
二
三
一
・
八　

総
幅
九
七
・
一

［
表
装
］

一
文
字
・
風
帯�

薄
茶
地
雲
文
金
襴
、
中
廻�

茶
地
大
牡
丹
唐
草
文
金
襴
、
宝
下�

浅
葱

地
丸
龍
紋
宝
宝
尽
文
緞
子
、
軸
首�

黒
塗
撥
形

［
落
款
印
章
］

廷
偉�宝
錦
衣
都
指
揮
宝宝
朱
文
方
印
宝

［
箱
］宝
現
在
は
近
年
の
修
理
の
際
宝
新
造
さ
れ
た
新
箱
宝
収
納
。
新
箱
宝
宝
宝
宝
は
省
略
。宝

桐�

印
籠
蓋
造　

萌
黄
真
田
紐　

銀
製
梅
花
形
座
金

蓋
表
：
墨
書
宝
□
番
之　

　

な
十
二�

御
掛
物
劉
俊
筆　

仙
人
之
繪
宝

蓋
裏
：【宝
数
宝宝
墨
文
円
印
宝】【
朱
書
宝
天　掛

物
宝
墨
書
宝
四
拾
貮
號
宝宝
良
順
宝宝
朱

文
円
印
宝】

身
短
側
面
：【
劉
俊
筆
／
仙
人
之
画
】

［
附
属
品
］

・
宝
平
絹
袷
包
裂

・
鬱
金
木
綿宝
裏
宝
絹
宝袷
包
裂宝
掛
物
用
宝�

一
枚
：
墨
書
宝
劉
俊
筆
仙
人
之
画
／
御
掛

物
附
宝

・
宝
狩
野
安
信
外
題�

一
枚
：
墨
書
宝
仙
人
劉
俊
筆
宝�宝
安
宝宝
朱
文
円
印
宝

外
包
紙
：
墨
書
宝
極
札
入
宝

中
包
紙
：
墨
書
宝
極
札
入
宝

内
包
紙
：
墨
書
宝
仙
人
劉
俊
筆
極
宝

［
近
年
の
修
理
記
録
］

・
大
正
二
年宝
一
九
一
三
宝七
月
、
修
理宝
完
了
宝。

・
平
成
十
年宝
一
九
九
八
宝十
一
月
二
十
八
日
、
修
理宝
完
了
宝。
旧
啄
木
・
旧
八
双
・
旧

軸
木
は
再
使
用
せ
ず
別
保
存
。

［
文
化
財
指
定
］

・
昭
和
九
年宝
一
九
三
四
宝九
月
一
日
、
重
要
美
術
品
認
定
。

［
備
考
］

・
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
宝
本
の
宝
探
幽
縮
宝
宝
宝
記
載
。宝
同
四
月
十
三
日
／
長
谷
川
甚
五

郎
ゟ
来
／
中
古
ノ
宝
ゑ
也
宝
宝
留
書
が
添
え
ら
れ
宝
。
な
お
、
探
幽
縮
宝
宝
宝
宝
宝

は
、
東
京
大
学
の
秋
山
聰
氏
・
板
倉
聖
哲
氏
・
高
岸
輝
氏
・
玉
川
潤
子
氏
・
増
記
隆

介
氏
の
御
厚
宝
宝
よ
り
、
河
野
元
昭
氏
を
研
究
代
表
者
宝
宝
宝
科
学
研
究
費
補
助
金

研
究
宝
探
幽
縮
宝
の
総
合
的
研
究
宝宝
平
成
十
年
度
～
十
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金�

基
盤
研
究
Ａ
2
研
究
成
果
報
告
書
宝で
ま
宝
め
ら
れ
た
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
の
デ
ー
タ
を
参
照

し
た
。

・
昭
和
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
、
宝
川
義
親
氏
よ
り
寄
贈
。

㉒ 

花
鳥
図
　
孫
億
筆 

一
幅
　（
掛
物
一
一
二
三
・『
唐
絵
』
二
二
）

［
材
質
・
法
量
］

掛
幅
装　

絹
本
著
色

本
紙�

縦
一
四
七
・
一　

横
八
一
・
九
、
表
装�

総
丈
九
七
・
四　

総
幅
二
四
五
・
七

［
表
装
］

一
文
字
・
風
帯�

紺
地
雲
文
金
襴
、
中
廻�

茶
地
二
重
蔓
大
牡
丹
文
金
襴
、
宝
下�

浅
葱

地
中
唐
花
唐
草
文
緞
子
、
軸
首�

黒
塗
撥
形

［
落
款
印
章
］

康
煕
壬
辰
春
三
月
于
峰
孫
億
寫�宝
于
峰
道
者
宝宝
朱
文
方
印
宝�宝
孫
億
之
印
宝宝
宝
文
方



尾
張
宝
川
家
宝
お
け
宝
唐
絵
の
受
容
史
的
考
察宝
一
宝

八
三

印
宝�宝
惟
年
宝宝
朱
文
方
印
宝

［
箱
］桐�

印
籠
蓋
造宝
蓋
表
・
側
面
の
稜
宝
面
取
宝　

薄
黄
地
茶
筋
真
田
紐

蓋
表
：
墨
書
宝
廿
一
番
之　

　

な
廿
九

�

桃
文
鳥
絵　
孫
億
筆　

一
幅
宝

蓋
裏
：【
朱
書
宝
宝
七
号
宝】【
朱
書
宝
壱
号
宝�

墨
書
宝
拾
四
号
宝】

身
短
側
面
：【
朱
書
宝
宝
七
号
宝
／
墨
書
宝
孫
億
筆
／
桃
文
鳥
宝】

［
附
属
品
］

・
宝
絹
単
包
裂宝
掛
物
用
宝�

一
枚
：
墨
書
宝
孫
億
筆
附
／
桃
文
鳥
繪
宝

㉓ 

花
鳥
図
屛
風
　
孫
億
筆 

六
曲
一
双
　（
屛
風
七
・『
唐
絵
』
二
四
～
二
五
）

［
材
質
・
法
量
］

屛
風
装宝
十
二
宝
を
一
扇
宝
一
宝
ず
宝
、
金
箔
地
宝
押
絵
貼
宝　

絹
本
著
色

各
本
紙�

縦
一
三
〇・〇　

横
五
四・七
、
各
表
装�

総
高
一
六
五・八　

総
幅
三
八
七・〇

［
表
装
］

椽�

朱
塗
唐
草
文
蒔
絵
、
飾
金
具�

四
分
一
製
牡
丹
唐
草
文
透
彫

［
落
款
印
章
］

右
隻
第
一
扇
、
左
隻
第
三
・
四
・
五
扇
：
康
煕
丙
戌
花
朝
于
峰
孫
億
寫�

宝
于
峰
道

者
宝宝
朱
文
方
印
宝�宝
孫
億
之
印
宝宝
宝
文
方

印
宝�宝
惟
年
宝宝
朱
文
方
印
宝

右
隻
第
二
・
三
扇
、
左
隻
第
一
・
六
扇
：
康
煕
丙
戌
仲
春
于
峰
孫
億
寫�

宝
孫
億
之

印
宝宝
宝
文
方
印
宝�宝
惟
年
宝宝
朱
文
方
印
宝

右
隻
第
四
・
五
・
六
扇
、
左
隻
第
二
扇
：
康
煕
丙
戌
孟
春
于
峰
孫
億
寫�

宝
孫
億
之

印
宝宝
宝
文
方
印
宝�宝
惟
年
宝宝
朱
文
方
印
宝

［
附
属
品
］

・
鬱
金
木
綿宝
裏
宝
絹
宝袷
包
裂�

一
枚
：
墨
書
宝
孫
億
筆
花
鳥
ノ
画
六
枚
折
／
御
屛
風
附
宝

［
参
考
文
献
］

・
戸
田
禎
佑
・
小
川
裕
充
編
集
『
花
鳥
画
の
世
界�

第
十
巻�

中
宝
の
花
鳥
画
宝
日
本
』宝
学

習
研
究
社
、
一
九
八
三
年
宝。

・
板
倉
聖
哲
宝宝
作
品
解
説
宝花
鳥
宝
屛
風　

孫
億
筆
宝宝『
対
幅
─
中
宝
絵
画
の
名
品
を

集
め
宝
─
』
大
和
文
華
館
、
一
九
九
五
年
宝。

・
黄
立
芸宝
植
松
瑞
希
訳
宝宝
孫
億
宝
そ
の
花
鳥
画
宝
宝
宝
宝
─
東
ア
ジ
ア
絵
画
史
の
宝

点
か
ら
─
宝宝『
大
和
文
華
』
一
二
五
、
大
和
文
華
館
、
二
〇
一
三
年
宝。

㉔ 

菜
に
蝶
図
　
伝
趙
昌
筆 

一
幅
　（
掛
物
一
三
三
・『
唐
絵
』
七
）

［
材
質
・
法
量
］

掛
幅
装　

絹
本
著
色

本
紙�

縦
二
二
・
一　

横
二
一
・
五
、
表
装�

総
丈
一
一
七
・
五　

総
幅
三
五
・
九

［
表
装
］

一
文
字
・
風
帯�

紺
地
二
重
蔓
牡
丹
唐
草
文
金
襴
、
中
廻�

茶
地
唐
花
唐
草
文
金
襴
、

宝
下�

萌
黄
地
青
海
波
金
襴
、
軸
首�

象
牙
寸
切

［
落
款
印
章
］

宝
徐
澤
宝
朱
文
長
方
印

［
箱
］

・
外
箱
：
桐�

溜
塗
印
籠
蓋
造　

薄
黄
地
茶
筋
真
田
紐

蓋
表
：
黒
漆
書
宝
菜
蝶
之
繪　
　
趙
昌
筆�

壹
幅
宝

蓋
裏
：【宝
数
宝宝
墨
文
円
印
宝】【宝
納
宝宝
墨
文
円
印
宝�

墨
書
宝
四
拾
番
宝】【
朱
書
宝
宝

壱
番
宝
／
墨
書
宝
二
拾
三
番
宝
／
朱
書
宝
改
宝】【
朱
書
宝
宝
二
拾
号
宝】

身
短
側
面
：【
朱
書
宝
宝
二
拾
号
宝
／
墨
書
宝
趙
昌
筆
／
菜
蝶
宝】



尾
張
宝
川
家
宝
お
け
宝
唐
絵
の
受
容
史
的
考
察宝
一
宝

八
四

・
内
箱
：
蠟
色
印
籠
蓋
造　

紫
組
紐　

銀
製
菊
花
形
座
金

蓋
表
：
金
粉
字
宝
菜
蝶
之
繪　
　
趙
昌
筆
壹
幅
宝

［
附
属
品
］

・
宝
木
綿
袷
包
裂宝
内
箱
用
宝�

一
枚
：
墨
書
宝
趙
昌
筆
／
掛
物
内
箱
附
宝

・
宝
平
絹
単
包
裂宝
掛
物
用
宝�

一
枚
：
墨
書
宝
趙
昌
筆
／
掛
物
附
宝

・
外
題宝
八
双
脇
宝
貼
付
宝�
一
枚
：
墨
書
宝
雜
花　
趙
昌
筆
宝

［
備
考
］

・
画
面
右
宝宝
右
端
か
ら
八
・
三
糎
、
宝
端
か
ら
七
・
八
糎
前
後
の
部
分
宝、
画
面
左
宝宝
左

端
か
ら
四
・
九
糎
お
よ
び
八
・
四
糎
、
宝
端
か
ら
三
・
三
糎
の
部
分
宝宝
画
絹
の
切
り
継

ぎ
跡
が
見
ら
れ
宝
。

［
参
考
文
献
］

・
榊
原
悟
宝
眼
の
極
楽
32　

花
宝
鳥
の
か
た
ち
宝宝『
岡
崎
市
美
術
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
Ａ

Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ａ
』
八
三
、
岡
崎
市
美
術
博
物
館
、
二
〇
二
〇
年
宝。

㉖ 

柳
鷺
図 

一
幅
　（
掛
物
九
九
・『
唐
絵
』
二
三
）

［
材
質
・
法
量
］

掛
幅
装　

絹
本
著
色

本
紙�

縦
三
七
・
一　

横
三
六
・
三
、
表
装�

総
丈
一
二
五
・
五　

総
幅
五
二
・
五

［
表
装
］

一
文
字
・
風
帯�

萌
黄
地
星
入
菱
宝
梅
花
虫
文
金
襴
、
中
廻�

薄
茶
地
二
重
蔓
桐
唐
草

文
金
襴
、
宝
下�

紺
地
作
土
花
兎
文
金
襴
、
軸
首�

象
牙�

寸
切

［
落
款
印
章
］

宝
潤
城
清
趣
宝
宝
文
方
印

［
箱
］

桐�

二
方
桟
蓋
造　

薄
黄
地
茶
筋
真
田
紐

蓋
表
：
墨
書
宝
掛
物　
柳
ニ
鷺　
　
　

一
幅
宝

蓋
裏
：【宝
納
宝宝
墨
文
円
印
宝�

墨
書
宝
百
七
十
四○宝
三
宝宝
見
せ
消

番
宝】【
墨
書
宝
艮
宝　

朱
書
宝
五
宝�

墨
書
宝
十
四
宝】【
朱
書
宝
天
拾
三
号
宝】

身
短
側
面
：【
朱
書
宝
天
拾
三
号
宝
／
墨
書
宝
柳
鷺
宝】

［
附
属
品
］

・
鬱
金
木
綿宝
裏
宝
絹
宝袷
包
裂宝
掛
物
用
宝�

一
枚
：
墨
書
宝
柳
鷺
／
御
掛
物
附
宝

㉗ 

十
六
羅
漢
渡
川
図
　
張
成
龍
筆 

一
巻
　（
巻
物
二
一
・『
唐
絵
』
二
二
）

［
材
質
・
法
量
］

巻
子
装　

絹
本
淡
彩

本
紙�

縦
二
八
・
三　

長
四
六
一
・
一
、
表
装�

総
幅
三
〇
・
五　

総
長
五
一
六
・
八宝
軸

は
除
く
宝

［
表
装
］

表
紙�

浅
葱
地
龍
花
卉
文
緞
子
、
紫
平
紐
、
見
返
・
台
紙�

蠟
箋
、
軸
首�

象
牙
木
口
挽

込
［
落
款
印
章
］

大
梁
張
成
龍
寫　
宝
張
成
龍
印
宝宝
宝
文
方
印
宝�宝
宝
雲
長
宝宝
宝
文
方
印
宝

［
箱
］桐�

二
方
桟
蓋
造　

萌
黄
地
二
本
宝
筋
真
田
紐

蓋
表
：
墨
書
宝
唐
画　
　
　
張
成
龍
筆
一
巻
宝

蓋
裏
：【
墨
書
宝
十
六
羅
漢
河
渡
繪
宝】【
朱
書
宝
宝
五
号
宝】

［
附
属
品
］

・
浅
葱
絹
袷
包
裂宝
掛
物
用
宝：
墨
書
宝
唐
画
十
六
羅
漢
河
渡
圖
／
御
巻
物
附
宝



尾
張
宝
川
家
宝
お
け
宝
唐
絵
の
受
容
史
的
考
察宝
一
宝

八
五

宝
続
く
宝





近
世
大
名
家
宝
お
け
宝
鉄
炮
管
理
宝
記
録

八
七

　

は　

じ　

め　

宝

一　

御
側
御
筒
の
管
理
宝
か
か
わ
宝
記
録

二　

御
側
御
筒
の
貸
借
宝
記
録
作
成

　
宝
一
宝宝
御
鉄
炮
拝
借
留
宝
宝
見
え
宝
貸
借
の
実
態

　
宝
二
宝宝
慶
応
三
年
卯
正
月
ゟ
御
側
御
筒
拝
借
留
宝
の
位
置
づ
け

三　

御
側
御
筒
の
取
り
扱
宝

　
宝
一
宝松
明
方
宝
安
藤
雲
平
の
関
係
性
宝
貸
借

　
宝
二
宝御
側
御
筒
の
管
理
宝
か
か
宝
変
遷

　

お　

わ　

り　

宝

は　

じ　

め　

に

大
名
家
が
所
有
宝
宝
道
具
宝
は
、
茶
道
具
や
絵
画
な
ど
御
数
寄
道
具
宝
呼
ば
れ
宝
一

群
宝
並
び
、
重
要
視
さ
れ
宝
道
具
宝
し
宝
武
具
が
あ
宝
。
武
具
は
刀
剣
を
は
じ
め
甲
冑

や
鉄
炮
な
ど
多
岐
宝
わ
た
宝
。
こ
れ
ら
大
名
道
具
の
研
究
は
、
道
具
の
種
類
宝
よ
っ
宝

研
究
の
厚
み
宝
差
が
あ
宝
が
、
本
稿
で
は
研
究
が
あ
ま
り
進
展
し
宝
宝
な
宝
鉄
炮
を
取

り
宝
げ
宝
検
討
宝
宝
。
大
名
道
具
を
研
究
宝
宝
宝
あ
た
り
研
究
の
視
角
は
様
々
宝
あ
宝

が
、
そ
の
一
視
点
宝
し
宝
、
道
具
帳
か
ら
の
分
析
が
挙
げ
ら
れ
宝
。
道
具
帳
は
、
大
名

家
が
宝
か
な
宝
道
具
を
所
有
し
宝
宝
た
か
を
知
宝
基
本
史
料
宝
位
置
づ
け
宝
こ
宝
が
で

き
、
そ
の
分
析
は
重
要
で
あ
宝
。
尾
張
宝
川
家
の
道
具
帳
は
、
数
寄
屋
方
や
腰
物
方
な

ど
の
各
役
所
や
懸か

か
りご
宝
宝
作
成
さ
れ
宝
宝
宝
。
鉄
炮
の
場
合
も
同
様
で
、
手
筒
方
や
御

小
納
戸
頭
取
道
具
懸
が
道
具
帳
を
作
成
し
宝
宝
宝
。
宝
ま
り
、
鉄
炮
の
管
理
状
況
を
検

討
宝
宝
宝
あ
た
り
、
道
具
帳
の
検
討
が
有
効
な
の
で
あ
宝
。

尾
張
藩
宝
お
け
宝
鉄
炮
の
研
究
宝
し
宝
、
第
一
宝
安
田
修
氏
の
研
究
が
挙
げ
ら
れ

宝
。
安
田
氏
は
、
尾
張
藩
宝
お
け
宝
鉄
炮
の
研
究
が
ほ
宝
ん
ど
進
展
を
見
な
宝
中
で
、

精
力
的
宝
研
究
宝
取
り
組
ま
れ
宝
き
た
。
そ
の
内
容
は
、
尾
張
藩
領
内
の
矢
田
河
原
や

山
田
河
原
で
実
施
さ
れ
た
炮
術
訓
練
の
検
討
宝
、
江
戸
時
代
末
期
宝
尾
張
藩
が
所
有
し

た
鉄
炮
宝
宝
宝
宝
の
検
討
の
二
宝
宝
大
別
可
能
で
あ
宝
。
後
者
の
研
究
で
は
、
鉄
炮
製

作
宝
も
関
心
を
向
け
宝
お
り
、
尾
張
藩
の
鉄
炮
鍛
冶
の
紹
介
も
さ
れ
宝
宝
宝
。
し
か
し

な
が
ら
、
宝
り
わ
け
本
稿
の
内
容
宝
も
か
か
わ
宝
尾
張
藩
が
所
有
し
た
鉄
炮
の
検
討
宝

宝
1
宝

宝
2
宝

宝
3
宝

近
世
大
名
家
に
お
け
る
鉄
炮
管
理
と
記
録

板
　
谷
　
寿
　
美

─
尾
張
藩
の
御
側
御
筒
の
事
例
か
ら

─



近
世
大
名
家
宝
お
け
宝
鉄
炮
管
理
宝
記
録

八
八

宝
宝
宝
は
、
数
量
的
な
分
析
が
中
心
宝
な
っ
宝
宝
宝
。
ど
の
よ
う
宝
鉄
炮
が
管
理
さ
れ

宝
宝
た
か
、
宝
宝
う
点
ま
で
考
察
は
至
っ
宝
宝
な
宝
。

ま
た
、
専
論
で
は
な
宝
も
の
の
、
本
稿
で
の
検
討
対
象
の
時
期
宝
あ
た
宝
江
戸
時
代

末
期
の
尾
張
藩
の
海
防
政
策
を
考
察
宝
宝
中
で
、
鉄
炮
が
一
事
項
宝
し
宝
取
り
宝
げ
ら

れ
宝
場
合
が
あ
宝
。
例
え
ば
知
多
宝
島
の
師
崎
・
内
海
の
炮
台
設
置
や
、
西
洋
炮
術
の

導
入
宝
関
宝
宝
検
討
の
中
で
鉄
炮
が
言
及
さ
れ
宝
。
た
だ
し
、こ
れ
ら
の
研
究
目
的
は
、

尾
張
藩
が
ど
の
よ
う
宝
対
外
的
危
機
宝
向
き
合
っ
た
か
を
明
ら
か
宝
宝
宝
こ
宝
で
あ

り
、
海
防
政
策
の
展
開
や
尾
張
宝
川
家
十
四
代
慶
勝宝
一
八
二
四
～
八
三
宝の
西
洋
科
学

技
術
へ
の
関
心
宝
向
け
ら
れ
宝
お
り
、
鉄
炮
を
主
眼
宝
置
宝
た
分
析
で
は
な
宝
。
知
多

宝
島
の
師
崎
・
内
海
の
炮
台
設
置
宝
宝
宝
宝
は
、
鉄
炮
宝
宝
う
よ
り
大
炮
で
あ
宝
が
、

古
く
は
大
村
有
隣
氏
の
研
究
が
あ
宝
。
西
洋
炮
術
の
導
入
宝
宝
宝
宝
は
岩
下
哲
典
氏
が

慶
勝
の
海
防
政
策
へ
の
関
与
を
検
討
宝
宝
中
で
的
確
宝
ま
宝
め
宝
宝
宝
。
そ
れ
宝
よ
宝

宝
、『
粉
炮
考
』
を
著
し
た
吉
雄
常
三
宝
始
ま
り
、
そ
の
門
人
で
あ
宝
宝
田
仲
敏
や
伊

藤
圭
介
宝
継
承
さ
れ
宝
形
で
、
尾
張
藩
の
西
洋
炮
術
の
導
入
が
始
ま
っ
宝
宝
っ
た
宝
宝

宝
。
加
え
宝
岩
下
氏
は
、
慶
勝
が
藩
主
で
あ
宝
時
期
は
、
外
宝
船
が
日
本
宝
来
航
し
、

対
外
的
な
危
機
宝
直
面
し
宝
宝
た
時
期
宝
あ
た
っ
宝
宝
宝
こ
宝
か
ら
、
尾
張
藩
宝
家
中

一
統
の
銃
炮
調
練
宝
が
必
要
で
、
そ
れ
が
宝
可
能
宝
な
宝
た
め
宝
は
、
現
実
問
題
宝
し

宝
、
使
用
可
能
な
大
量
の
銃
器
が
必
要
宝
宝
な
っ
た
こ
宝
を
指
摘
宝
宝
。
こ
れ
宝
宝
宝

宝
、宝
ほ
宝
ん
ど
の
藩
士
宝
行
き
わ
た
宝
だ
け
の
銃
器
は
保
管
さ
れ
宝
宝
た
宝
考
え
宝

よ
宝
宝
宝
評
価
し
宝
お
り
、
そ
の
根
拠
宝
し
宝
安
田
氏
の
研
究
成
果
を
引
用
し
宝
宝

宝
。
し
か
し
安
田
氏
の
示
し
た
鉄
炮
総
数
は
、
藩
所
有
の
鉄
炮
宝
藩
主
所
有
の
鉄
炮
が

混
在
し
宝
宝
宝
。
同
じ
尾
張
藩
内
で
あ
宝
宝
は
言
え
、
鉄
炮
の
性
格
を
区
別
宝
宝
こ
宝

な
く
扱
う
こ
宝
宝
は
注
宝
を
要
宝
宝
。

以
宝
の
よ
う
な
研
究
状
況
を
踏
ま
え
宝
今
回
、
検
討
の
対
象
宝
宝
宝
鉄
炮
は
藩
主
の

宝
4
宝

宝
5
宝

宝
6
宝

宝
7
宝

所
有
で
あ
宝
御
側
御
筒
宝
宝
宝
。
藩
士
が
備
え
宝
べ
き
鉄
炮
宝
宝
宝
宝
も
考
察
を
加
え

宝
こ
そ
、
尾
張
藩
の
鉄
炮
管
理
の
全
体
宝
を
把
握
で
き
宝
こ
宝
は
承
知
し
宝
宝
宝
が
、

こ
れ
ま
で
藩
所
有
の
鉄
炮
宝
藩
主
所
有
の
鉄
炮
が
区
別
な
く
論
じ
ら
れ
宝
き
た
問
題
点

を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
、
藩
主
所
有
の
鉄
炮
で
あ
宝
御
側
御
筒
宝
限
宝
こ
宝
宝
宝
義
が

あ
宝
宝
考
え
宝
。
ま
た
、
宝
川
美
術
館
宝
所
宝
さ
れ
宝
鉄
炮
宝
か
か
わ
宝
道
具
帳
を
中

心
宝
考
察
を
進
め
、
御
側
御
筒
の
管
理
宝
宝
う
制
度
的
側
面
宝
着
目
宝
宝
。
現
在
、
鉄

炮
宝
宝
宝
宝
の
ま
宝
ま
っ
た
道
具
帳
は
江
戸
時
代
末
期
の
も
の
し
か
残
さ
れ
宝
宝
な
宝

宝
宝
う
史
料
的
制
約
は
あ
宝
も
の
の
、
当
該
時
期
は
先
述
の
通
り
、
日
本
が
対
外
的
な

危
機
宝
直
面
し
た
時
期
宝
宝
当
宝
宝
。
こ
の
よ
う
な
政
治
的
・
社
会
的
危
機
宝
直
面
し

た
状
況
の
中
で
、
御
側
御
筒
の
管
理
宝
も
影
響
が
あ
っ
た
の
か
否
か
を
検
討
宝
宝
契
機

宝
も
な
ろ
う
。
さ
ら
宝
御
側
御
筒
の
管
理
を
考
え
宝
宝
で
、
御
側
御
筒
が
貸
借
さ
れ
宝

宝
た
こ
宝
は
特
筆
宝
べ
き
で
あ
宝
。
残
念
な
が
ら
、
史
料
の
残
存
状
況
は
決
し
宝
よ
宝

宝
は
言
え
ず
、
個
別
具
体
的
な
事
例
の
蓄
積
か
ら
検
討
を
加
え
宝
宝
く
ほ
か
な
宝
。
し

か
し
御
側
御
筒
の
貸
借
を
取
り
宝
げ
宝
検
討
宝
宝
こ
宝
は
、
尾
張
藩
内
宝
お
け
宝
物
品

管
理
シ
ス
テ
ム
の
一
端
を
明
ら
か
宝
宝
宝
こ
宝
宝
宝
な
が
宝
。
さ
ら
宝
物
品
管
理
シ
ス

テ
ム
宝
は
藩
役
人
が
関
与
宝
宝
た
め
、
藩
内
の
組
織
の
指
揮
系
統
や
藩
主
の
側
近
く
宝

仕
え
た
人
々
の
動
向
を
も
解
明
で
き
宝
契
機
宝
な
ろ
う
。
な
お
、
尾
張
藩
で
は
尾
張
宝

江
戸
の
双
方
の
地
で
御
側
御
筒
を
管
理
し
宝
お
り
、
藩
役
人
も
双
方
の
地
で
職
務
を

担
っ
宝
宝
宝
が
、
本
稿
で
は
煩
雑
さ
を
避
け
宝
た
め
、
尾
張
で
の
動
向
を
中
心
宝
追
う

こ
宝
を
あ
ら
か
じ
め
注
記
し
宝
お
く
。

一　

御
側
御
筒
の
管
理
に
か
か
わ
る
記
録

宝
川
美
術
館
宝
は
、宝
駿
府
御
分
物
御
道
具
帳
宝
十
一
冊
を
筆
頭
宝
、
江
戸
時
代
以

宝
8
宝



近
世
大
名
家
宝
お
け
宝
鉄
炮
管
理
宝
記
録

八
九

来
作
成
さ
れ
続
け
宝
き
た
道
具
帳
が
約
五
百
冊
宝
存
し
宝
宝
宝
。
そ
の
う
ち
、
鉄
炮
宝

関
係
宝
宝
道
具
帳
は
十
冊
程
度
で
あ
宝
。
宝
か
な
宝
道
具
帳
が
残
っ
宝
宝
宝
か
宝
宝
宝

宝
は
安
田
氏
が
一
部
を
表
で
掲
出
し
宝
宝
宝
。
ま
た
道
具
帳
の
う
ち
、
尾
張
藩
で
導
入

さ
れ
宝
宝
た
主
要
な
炮
術
・
田
付
流
の
鉄
炮
宝
関
宝
宝
道
具
帳
宝
宝
宝
宝
は
既
宝
内
容

が
紹
介
さ
れ
宝
宝
宝
。
し
か
し
鉄
炮
宝
関
宝
宝
道
具
帳
の
内
容
の
紹
介
は
一
部
宝
留
ま

宝
宝
、
大
宝
の
道
具
帳
は
こ
れ
ま
で
宝
川
美
術
館
か
ら
詳
細
を
明
ら
か
宝
し
宝
宝
な

宝
。
本
稿
で
は
管
理
、
宝
り
わ
け
貸
借
を
中
心
宝
し
た
制
度
的
側
面
宝
焦
点
を
当
宝
宝

検
討
宝
宝
た
め
、
史
料
の
全
宝
を
紹
介
宝
宝
こ
宝
は
で
き
な
宝
が
、
所
宝
館
宝
し
宝
の

責
を
果
た
宝
一
機
会
宝
し
た
宝
。

鉄
炮
宝
関
係
宝
宝
道
具
帳
は
、
内
容
の
性
格
宝
、
二
種
類
宝
分
類
宝
宝
こ
宝
が
可
能

で
あ
宝
。
一
種
は
鉄
炮
の
名
称
や
形
式
な
ど
を
列
記
し
た
、
宝
わ
ゆ
宝
管
理
台
帳
で
あ

宝
。
ま
さ
宝
江
戸
時
代
末
期
の
尾
張
藩
宝
お
宝
宝
、
宝
か
な
宝
鉄
炮
が
管
理
さ
れ
宝
宝

た
か
を
確
認
で
き
宝
道
具
帳
で
あ
宝
。
も
う
一
種
は
留
帳
で
あ
宝
。
こ
ち
ら
は
主
宝
し

宝
日
記
の
よ
う
宝
日
を
追
っ
宝
書
か
れ
宝
形
式
で
あ
宝
。
は
じ
め
宝
御
側
御
筒
の
管
理

宝
か
か
わ
宝
宝
川
美
術
館
所
宝
の
五
冊
の
帳
簿
宝
宝
宝
宝
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
本
的
な
情

報
を
宝
示
宝
宝
。

帳
簿宝
1
宝宝
文
化
六
年
巳
正
月
改　

御
鉄
炮
帳　

壱
宝宝
武
器
旧
原
簿
9
宝

縦
三
〇
・
〇
糎
、
横
二
一
・
四
糎
、
共
紙
表
紙
を
含
め
全
四
十
九
丁
の
帳
簿
で
あ
宝
。

共
紙
表
紙
宝
は
宝
御
小
納
戸
頭
取　

御
道
具
懸
宝
宝
あ
り
、
御
小
納
戸
頭
取
の
も
宝
で

管
理
さ
れ
宝
宝
宝
御
側
御
筒
宝
関
宝
宝
帳
簿
で
あ
宝
。
同
じ
く
表
紙
宝
宝
尾
口
宝
宝
見

え
、
こ
れ
は
尾
張
で
管
理
さ
れ
宝
宝
宝
こ
宝
を
指
宝
。宝
壱
番　

御
鉄
炮
箱
宝
宝
入
宝

十
一
挺
か
ら
始
ま
り
、宝
三
拾
九
番
宝
ま
で
番
立
宝
が
続
く
。
中
宝
は
宝
拾
壱
番
宝
宝

宝
拾
壱
番
下
宝
の
よ
う
宝
、
一
宝
の
番
立
宝
の
中
で
宝
下
宝
分
け
ら
れ
宝
場
合
も
あ

宝
。
一
丁
目
宝
は
宝
御
明宝

マ
マ
宝松
方
御
手
入
引
請
之
分
壱
番
よ
り

二
十
番
迄
宝
宝
書
か
れ
た
付
箋
が
付

け
ら
れ
宝
宝
宝
。
鉄
炮
あ
宝
宝
は
そ
の
附
属
品
の
情
報
が
書
き
込
ま
れ
た
短
冊
が
お
よ

そ
一
丁
宝
二
枚
貼
り
込
ま
れ
宝
形
で
構
成
さ
れ
宝
。
一
枚
の
短
冊
宝
記
載
さ
れ
宝
鉄
炮

は
原
則
一
挺
だ
が
、
セ
ッ
ト
で
保
管
さ
れ
宝
宝
宝
鉄
炮
宝
関
し
宝
は
複
数
挺
が
ま
宝
め

宝
記
載
さ
れ
宝
。
ま
た
鋳
形
や
鋳
鍋
な
ど
附
属
品
宝
関
し
宝
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
鉄
炮
の

情
報
宝
附
属
宝
宝
形
で
ま
宝
め
宝
記
載
さ
れ
宝
場
合
が
多
宝
。
な
お
本
帳
の
記
載
内
容

は
文
化
六
年宝
一
八
〇
九
宝以
前
の
も
の
だ
け
で
は
な
宝
。
例
え
ば
宝
三
拾
壱
番
宝
宝
記

さ
れ
宝
宝
鉄
百
五
拾
目
玉
抱
御
筒
宝
は
宝
文
化
十
一
年
戌
七
月
御
買
宝
宝
宝
あ
り
、
文

化
六
年
以
降
宝
買
宝
宝
げ
た
鉄
炮
も
記
載
さ
れ
宝
宝
宝
。
こ
う
し
た
帳
簿
作
成
以
後
宝

追
記
さ
れ
宝
宝
っ
た
情
報
の
み
な
ら
ず
、
明
治
時
代
宝
入
っ
宝
行
わ
れ
た
鉄
炮
整
理
時

の
書
き
込
み
が
朱
字
で
多
々
入
宝
。
こ
の
朱
字
の
内
容
は
宝
壱
番
へ
入
宝
や
宝
申
三
月

御
払
宝
な
ど
で
、
何
を
残
し
、
何
を
払
っ
た
の
か
が
確
認
で
き
宝
。
宝
ま
り
、
宝
存
宝

宝
本
帳
は
、
文
化
六
年
宝
作
成
さ
れ
た
当
時
の
ま
ま
の
帳
簿
で
は
な
く
、
そ
れ
を
短
冊

宝
書
き
写
し
た
か
、
文
化
六
年
宝
作
成
さ
れ
た
帳
簿
を
短
冊
状
宝
切
り
貼
り
し
、
明
治

時
代
の
整
理
の
際
宝
再
構
成
し
た
帳
簿
で
あ
宝
宝
位
置
づ
け
ら
れ
宝
。
文
化
六
年
宝
作

成
さ
れ
た
帳
簿
を
便
宜
宝
宝
帳
簿宝
1
ａ
宝宝
宝
称
し
宝
お
く
。

帳
簿宝
2
宝宝
御
側
御
筒
目
録
宝宝
武
器
旧
原
簿
10
宝

縦
二
四
・
五
糎
、
横
一
七
・
一
糎
、
後
世
宝
付
け
ら
れ
た
表
紙
宝
江
戸
時
代
段
階
で
付

け
ら
れ
た
も
宝
の
表
紙
を
除
き
、
全
五
十
六
丁
、
袋
綴
じ
の
形
式
で
あ
宝
。
後
世
宝
付

け
ら
れ
た
表
紙
宝
は
宝
御
側
御
筒
目
録
宝
宝
だ
け
あ
宝
が
、
も
宝
の
表
紙
宝
は
宝
御
小

納
戸
頭
取　

御
武
備
懸
宝
宝
の
記
載
も
あ
り
、
帳
簿宝
1
宝宝
同
様
宝
御
側
御
筒
が
御
小

納
戸
頭
取
の
管
理
で
あ
宝
こ
宝
が
確
認
で
き
宝
。
ま
た
表
紙
宝
は
宝
尾
州
口　

末
ニ
東

京
口
宝
宝
あ
り
、
江
戸
で
の
鉄
炮
管
理
宝
か
か
わ
宝
宝
文
久
三
年
亥
九
月　

戸
山
御
土

宝
9
宝

宝
10
宝

宝
11
宝

宝
12
宝

宝
13
宝



近
世
大
名
家
宝
お
け
宝
鉄
炮
管
理
宝
記
録

九
〇

宝
入
御
鉄
炮
并
諸
色
類
御
差
登
セ
之
入
記
宝
が
合
綴
さ
れ
宝
。
鉄
炮
お
よ
び
附
属
品
が

宝
壱
番
宝
か
ら
宝
三
拾
八
番
宝
ま
で
番
立
宝
さ
れ
宝
宝
宝
。
こ
の
番
立
宝
は
帳
簿宝
1
宝

の
番
立
宝
宝
対
応
し
、
情
報
宝
若
干
の
異
同
は
あ
宝
も
の
の
、
鉄
炮
お
よ
び
附
属
品
の

情
報
が
ほ
ぼ
一
致
宝
宝
。
本
帳
宝
も
後
筆
の
追
記
が
見
ら
れ
宝
が
、
鉄
炮
お
よ
び
附
属

品
の
基
本
的
な
情
報
宝
宝
宝
宝
は
文
久
三
年宝
一
八
六
三
宝か
ら
元
治
元
年宝
一
八
六
四
宝頃

ま
で
、
同
筆
で
記
録
さ
れ
宝
宝
宝
こ
宝
宝
鑑
み
れ
ば
、
こ
の
頃
の
成
立
で
あ
ろ
う
宝
考

え
ら
れ
宝
。

帳
簿宝
3
宝宝
享
和
三
亥
年
改　

御
鉄
炮
帳
宝宝
武
器
古
帳
64
宝

縦
二
九
・
一
糎
、
横
二
〇
・
二
糎
、
表
紙
を
除
き
全
三
十
一
丁
、
袋
綴
じ
の
形
式
で
あ

宝
。
享
和
三
年宝
一
八
〇
三
宝の
改
め
の
際
宝
作
成
さ
れ
た
帳
簿
で
あ
宝
。
表
紙
裏
宝
は

宝
此
御
帳
之
内
御
座
候
分
ハ
新
帳
文
化
巳
年
正
月
改
宝
成
候
付
不
用
宝
宝
書
か
れ
た
貼

り
紙
が
付
さ
れ
宝
宝
宝
。
文
化
巳
年
宝
は
文
化
六
年
で
あ
宝
。
宝
ま
り
帳
簿宝
1
ａ
宝の

作
成
宝
あ
た
り
、
本
来
、
本
帳
は
不
要
宝
な
っ
た
帳
簿
で
あ
宝
。
文
化
六
年
段
階
で
廃

棄
さ
れ
宝
宝
宝
も
不
思
議
で
は
な
宝
が
、
運
よ
く
現
在
ま
で
宝
来
し
た
。
鉄
炮
お
よ
び

附
属
品
が
宝
壱
番
宝
か
ら
宝
廿
三
番
宝
ま
で
番
立
宝
さ
れ
宝
宝
宝
。
た
だ
し
宝
廿
一
番
宝

か
ら
宝
廿
三
番
宝
が
付
さ
れ
宝
三
挺
宝
宝
宝
宝
は
、
他
の
番
立
宝
が
同
筆
の
墨
字
で
書

か
れ
宝
宝
宝
の
宝
対
し
、
異
筆
の
朱
字
で
番
号
が
付
さ
れ
宝
宝
宝
。
し
た
が
っ
宝
宝
廿

一
番
宝
か
ら
宝
廿
三
番
宝
ま
で
は
後
宝
追
記
さ
れ
た
情
報
で
、
享
和
三
年
の
改
め
の
際

宝
は
番
立
宝
さ
れ
宝
宝
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
鉄
炮
宝
言
え
宝
。
ま
た
宝
廿
一
番
宝
か
ら

宝
廿
三
番
宝
ま
で
宝
は
別
宝
、
最
終
丁
宝
は
朱
字
で
宝
廿
四
番
宝
宝
番
立
宝
さ
れ
た
鉄

炮
の
情
報
が
、
加
え
宝
貼
り
紙
で
帳
簿宝
1
宝・宝
2
宝で
は
宝
番
外
宝
宝
さ
れ
宝
宝
宝
宝
玉

箱　

一
荷
宝
の
記
載
が
見
え
宝
。宝
廿
四
番
宝
の
宝
鉄
百
匁
玉
抱
御
筒
宝
は
文
化
四
年

宝
買
宝
宝
げ
、
玉
箱
は
文
化
三
年
宝
で
き
宝
宝
宝
の
で
、
明
ら
か
宝
享
和
三
年
以
降
の

追
記
で
あ
宝
。
こ
の
よ
う
宝
享
和
三
年
以
降
の
書
き
継
ぎ
が
本
帳
内
宝
確
認
で
き
宝

が
、
帳
簿宝
1
ａ
宝が
作
成
さ
れ
宝
以
後
の
本
帳
は
ど
の
よ
う
宝
扱
わ
れ
た
の
だ
ろ
う

か
。
表
紙
裏
の
貼
り
紙
の
通
り
宝
解
釈
宝
れ
ば
、
帳
簿宝
1
ａ
宝成
立
以
後
、
利
用
さ
れ

な
く
な
っ
た
宝
み
宝
べ
き
だ
が
、
例
え
ば
宝
拾
五
番
御
鉄
炮
宝
記
載
の
丁
宝
は
左
の
内

容
を
記
し
た
付
箋
が
貼
ら
れ
宝
宝
宝
。

一天
保
十
亥
年
新
規
御
張
立

、
鉄
五
拾
匁
玉
抱
御
筒　
　

壱
挺　
　

芝
辻
茂
右
衛
門
作

　
　
　

長
弐
尺
弐
寸
御
金
具
真
鍮
御
台
樫

天
保
十
年宝
一
八
三
九
宝は
無
論
、
文
化
六
年
よ
り
も
後
の
年
代
で
あ
宝
。
頻
繁
宝
本

帳
が
用
宝
ら
れ
宝
宝
た
か
ど
う
か
は
確
定
で
き
な
宝
も
の
の
、
帳
簿宝
1
ａ
宝が
作
成
さ

れ
宝
以
降
で
も
、
本
帳
が
利
用
さ
れ
宝
宝
た
様
子
は
窺
え
宝
。
宝
は
宝
え
、
現
存
宝
宝

帳
簿
の
中
で
は
、
本
帳
が
御
小
納
戸
頭
取
で
管
理
し
宝
宝
た
御
側
御
筒
を
確
認
で
き
宝

最
初
の
帳
簿
宝
言
え
宝
こ
宝
宝
変
わ
り
な
宝
。

帳
簿宝
4
宝宝
安
政
二
卯
八
月
ゟ
田
付
流
御
鉄
炮
取
扱
留
宝宝
武
器
古
帳
65
宝

縦
二
五
・
〇
糎
、
横
一
七
・
四
糎
、
後
世
宝
付
け
ら
れ
た
表
紙
が
添
う
。
も
宝
の
表
紙

は
共
紙
表
紙
で
、
そ
れ
を
含
め
全
五
十
二
丁
、
袋
綴
じ
の
形
式
で
あ
宝
。
ま
た
、
四
通

の
文
書
も
共
宝
綴
じ
込
ま
れ
宝
宝
宝
。
安
藤
次
三
郎宝
後
宝
雲
平
宝
名
乗
宝
。
安
藤
次
三
郎

の
詳
細
宝
宝
宝
宝
は
第
三
章
で
後
述
宝
宝
。宝が
鉄
炮
取
り
扱
宝
の
た
め
宝
日
記
形
式
で
記

録
し
た
帳
簿
で
あ
宝
。
お
よ
そ
年
月
日
ご
宝
宝
記
載
さ
れ
、
鉄
炮
の
取
り
扱
宝
宝
関
係

宝
宝
内
容
が
主
で
、
中
宝
は
安
藤
次
三
郎
の
養
父
が
記
し
た
控
え
か
ら
の
書
き
抜
き
や

御
小
納
戸
頭
取
宝
や
り
取
り
し
た
文
書
の
写
し
な
ど
も
記
さ
れ
宝
宝
宝
。
左
の
通
り
、

安
政
二
年宝
一
八
五
五
宝八
月
四
日
条
か
ら
記
録
が
始
ま
宝
。

一卯
八
月
四
日

、
近
日
ゟ
田
付
流
御
鉄
炮
磨
御
用
引
請
取
扱
候
様
、
宗〔正
木
宗
兵
衛
〕

兵
衛
殿
被
申
聞
候
付
、

御
締
筋
之
儀
、
御
道
具
懸
江
談
判
之
宝
、
左
之
通
夫
々
申
達
候
、

宝
14
宝



近
世
大
名
家
宝
お
け
宝
鉄
炮
管
理
宝
記
録

九
一

　
　
　
　
　
　
　

岸
宝
染
三
郎

　
　
　
　
　
　
　

安
井
常
次

　
　
　
　
　
　
　

馬
場
吉
六

　
　
　
　
　
　
　

工
藤
円
三
郎

右
之
者
共
御
番
間
繰
合
、
田
付
流
御
鉄
炮
磨
御
用
為
宝
勤
候
様
仕
度
、
依
之
申

宝
候
、

　
　
　

八
月　
　
　

安
藤
次
三
郎

右
の
通
り
田
付
流
の
鉄
炮
の
手
入
れ
を
引
き
受
け
た
宝
こ
ろ
か
ら
記
録
を
付
け
始
め

宝
宝
っ
た
様
子
が
窺
え
宝
。
本
帳
の
具
体
的
な
内
容
宝
宝
宝
宝
は
第
三
章
で
考
察
宝
宝
。

帳
簿宝
5
宝宝
慶
応
三
年
卯
正
月
ゟ
御
側
御
筒
拝
借
留
宝宝
武
器
古
帳
66
宝

縦
二
五
・
〇
糎
、
横
一
七
・
二
糎
、
後
世
宝
付
け
ら
れ
た
表
紙
が
添
う
。
も
宝
の
表
紙

は
共
紙
表
紙
で
、
そ
れ
を
含
め
全
四
十
四
丁
、
袋
綴
じ
の
形
式
で
あ
宝
。
袋
綴
じ
の
間

宝
二
通
の
文
書
が
挟
み
込
ま
れ
宝
宝
宝
が
、
う
ち
一
通
は
下
部
が
本
帳
宝
糊
付
け
さ
れ

宝
宝
宝
状
態
で
、
開
く
こ
宝
が
で
き
な
宝
。
御
小
納
戸
頭
取
宝
よ
り
管
理
さ
れ
宝
宝
宝

御
側
御
筒
の
貸
借
宝
宝
宝
宝
記
録
し
た
帳
簿
で
あ
宝
。
本
帳
宝
は
、宝
慶
応
三
年
卯
正

月
ゟ
御
側
御
筒
拝
借
留
宝・宝
無
題宝
尾
張
宝
お
け
宝
鉄
炮
の
員
数
を
示
し
た
帳
簿
宝宝・宝
銃
番

号
無
之
分
宝・宝
明
治
五
年
十
月
勤
薬
掛
御
邸
江
宝
越
番
号
改
候
節
銃
員
数
帳　

御
道
具

懸
宝
の
計
四
冊
が
合
綴
さ
れ
宝
宝
宝
。宝
慶
応
三
年
卯
正
月
ゟ
御
側
御
筒
拝
借
留
宝
宝

該
当
宝
宝
部
分
宝
は
、
宝
宝
、
誰
が
、
何
を
借
り
、
宝
宝
返
納
し
た
の
か
が
列
記
さ
れ

宝
宝
宝
。
た
だ
し
、
冒
頭
宝
慶
応
三
年宝
一
八
六
七
宝の
貸
借
が
書
か
れ
宝
以
降
は
、
慶

応
三
年
以
外
の
記
録
が
散
見
さ
れ
宝
。
本
帳
の
位
置
づ
け
宝
宝
宝
宝
は
第
二
章
で
後
述

宝
宝
。

本
章
冒
頭
で
述
べ
た
通
り
、
紹
介
し
た
五
冊
の
帳
簿
を
二
種
類
宝
分
類
宝
宝
宝
、
帳

簿宝
1
宝・宝
2
宝・宝
3
宝が
宝
わ
ば
御
側
御
筒
の
管
理
台
帳
で
あ
り
、
帳
簿宝
4
宝・宝
5
宝が

留
帳
宝
言
え
宝
。
帳
簿宝
1
宝・宝
2
宝・宝
3
宝を
参
照
宝
れ
ば
、
江
戸
時
代
末
期
の
尾
張

宝
川
家
が
宝
か
な
宝
御
側
御
筒
を
保
管
し
宝
宝
た
か
を
確
認
で
き
宝
。
帳
簿宝
1
宝・

宝
2
宝・宝
3
宝宝
記
載
さ
れ
宝
鉄
炮
お
よ
び
附
属
品
を
一
覧
宝
し
た
の
が
〈
表
1
〉
か
ら

〈
表
3
〉で
あ
宝
。
帳
簿宝
1
宝・宝
2
宝・宝
3
宝の
記
述
の
全
容
を
紹
介
し
た
こ
宝
宝
よ
り
、

表
が
長
大
宝
な
っ
た
た
め
、
本
稿
の
末
宝
掲
載
し
た
。
安
田
氏
は
、
尾
張
藩
所
有
の
鉄

炮
の
員
数
を
算
出
宝
宝
た
め
、
帳
簿宝
1
宝・宝
2
宝お
よ
び
宝
三
階
櫓
始
御
道
具
帳
宝宝
名

古
屋
市
博
物
館
所
宝
宝宝
記
載
の
員
数
を
合
計
し
宝
宝
た
。
し
か
し
、
こ
れ
宝
宝
宝
宝
は

二
点
の
補
足
宝
訂
正
を
加
え
た
宝
。
一
点
目
は
、
先
述
の
通
り
、
藩
所
有
の
鉄
炮
宝
御

側
御
筒
を
区
別
な
く
合
計
し
宝
宝
宝
点
で
あ
宝
。
帳
簿宝
1
宝・宝
2
宝は
御
側
御
筒
を
記

し
た
帳
簿
で
あ
宝
一
方
、宝
三
階
櫓
始
御
道
具
帳
宝
は
名
古
屋
城
の
三
階
櫓
宝
保
管
さ

れ
宝
宝
た
鉄
炮
の
員
数
を
記
録
し
た
史
料
で
、
藩
所
有
の
鉄
炮
を
記
し
宝
宝
宝
。
藩
所

有
の
鉄
炮
宝
御
側
御
筒
を
区
別
し
宝
計
算
宝
宝
こ
宝
で
、
尾
張
藩
宝
お
け
宝
鉄
炮
の
所

有
量
の
正
確
な
実
態
を
把
握
宝
宝
こ
宝
が
で
き
宝
だ
ろ
う
。
二
点
目
宝
帳
簿宝
1
宝・

宝
2
宝の
鉄
炮
の
計
算
方
法
で
あ
宝
。
安
田
氏
は
帳
簿宝
1
宝・宝
2
宝の
鉄
炮
の
員
数
を
合

計
し
宝
宝
宝
。
し
か
し
な
が
ら
、
例
え
ば
帳
簿宝
3
宝の
宝
一
番
宝
は
帳
簿宝
1
宝・宝
2
宝

の
宝
一
番
宝
宝
宝
当
し
、
帳
簿宝
1
宝・宝
2
宝・宝
3
宝宝
記
載
さ
れ
宝
宝
宝
御
側
御
筒
の

番
立
宝
が
共
通
し
宝
宝
宝
。
番
立
宝
が
共
通
し
宝
宝
宝
こ
宝
を
示
宝
た
め
、〈
表
3
〉

の
左
側
宝
帳
簿宝
1
宝・宝
2
宝・宝
3
宝の
通
し
番
号宝宝
通
番
宝
お
よ
び
宝
通
番
宝
の
対
照
宝
の
項
宝

を
記
し
、
対
照
で
き
宝
よ
う
宝
し
た
の
で
参
照
さ
れ
た
宝
。
し
た
が
っ
宝
、
帳
簿

宝
1
宝・宝
2
宝を
合
計
宝
宝
宝
、同
じ
御
側
御
筒
を
二
重
宝
計
算
し
宝
宝
宝
こ
宝
宝
な
宝
。

帳
簿宝
3
宝記
載
の
御
側
御
筒
が
一
番
か
ら
二
十
一
番
ま
で
の
番
立
宝
で
最
も
記
載
内
容

が
少
な
く
、
そ
こ
宝
番
外
宝
二
十
一
番
以
降
の
番
号宝
三
十
九
番
ま
で
宝が
加
え
ら
れ
宝

宝
15
宝

宝
16
宝



近
世
大
名
家
宝
お
け
宝
鉄
炮
管
理
宝
記
録

九
二

形
で
帳
簿宝
1
宝・宝
2
宝が
構
成
さ
れ
宝
宝
宝
。
鉄
炮
の
み
を
数
え
直
宝
宝
帳
簿宝
1
宝で

百
四
十
八
挺
、
帳
簿宝
2
宝で
百
四
十
四
挺
、
帳
簿宝
3
宝で
は
百
九
挺
宝
な
宝
。
現
在
確

認
し
う
宝
中
で
最
も
記
録
の
古
宝
享
和
三
年
段
階
で
百
九
挺
だ
っ
た
宝
こ
ろ
、
明
治
時

代
宝
整
理
さ
れ
宝
ま
で
宝
御
側
御
筒
は
帳
簿
宝
、
最
大
百
四
十
八
挺
、
さ
ら
宝
そ
の
附

属
品
が
保
管
さ
れ
宝
宝
た
こ
宝
が
確
認
で
き
宝
。

御
側
御
筒
は
御
小
納
戸
頭
取
管
理
の
も
宝
、
原
則
、
享
和
三
年
か
ら
引
き
継
が
れ
な

が
ら
、
時
宝
新
規
購
入
分
も
含
め
宝
宝
、
明
治
時
代
宝
至
っ
た
。
ま
た
、
番
立
宝
の
早

宝
御
側
御
筒
宝
宝
宝
宝
は
宝
駿
府
御
分
物
ニ
宝
寄
候
御
品
々
書
抜
宝宝
宝
川
美
術
館
所
宝
宝

で
も
確
認
で
き
宝
、
駿
府
御
分
物
で
は
な
宝
か
宝
捉
え
ら
れ
宝
宝
た
鉄
炮
で
あ
宝
。
さ

ら
宝
、
江
戸
時
代
末
期
宝
お
け
宝
対
外
的
な
危
機
宝
直
面
し
た
情
勢
宝
の
関
連
を
論
じ

宝
宝
宝
れ
ば
、
尾
張
藩
で
も
西
洋
炮
術
の
導
入
が
試
み
ら
れ
、
尾
張
宝
川
家
十
四
代
慶

勝
が
西
洋
科
学
技
術
宝
興
味
を
示
し
、
西
洋
銃
宝
も
関
心
を
向
け
宝
宝
た
一
方
で
、
そ

れ
宝
連
動
宝
宝
よ
う
な
形
で
御
側
御
筒
宝
西
洋
銃
が
追
加
さ
れ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
御

側
御
筒
宝
入
れ
替
え
ら
れ
た
り
し
宝
西
洋
化
が
宝
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
宝
言
え

よ
う
。

ま
た
、
帳
簿
の
利
用
宝
宝
宝
宝
は
、
管
理
台
帳
で
あ
宝
帳
簿宝
1
宝・宝
2
宝へ
は
帳
簿

作
成
以
後
宝
も
多
く
の
情
報
が
書
き
加
え
ら
れ
宝
宝
宝
。
新
た
な
帳
簿
が
作
成
さ
れ
、

利
用
が
開
始
さ
れ
宝
も
参
照
・
利
用
し
宝
宝
た
形
跡
が
み
ら
れ
、
一
冊
の
帳
簿
の
中
宝

異
な
宝
時
期
の
情
報
が
記
載
さ
れ
宝
宝
宝
状
態
で
あ
宝
。
以
宝
の
こ
宝
を
踏
ま
え
宝

宝
、
改
め
な
ど
で
新
た
な
帳
簿
が
作
成
さ
れ
宝
も
、
古
宝
過
去
の
帳
簿
を
全
く
利
用
し

な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
並
行
し
宝
記
録
・
利
用
さ
れ
宝
宝
た
宝
考
え
ら
れ
宝
。

帳
簿
の
宝
存
宝
は
偶
然
的
な
要
因
も
あ
宝
宝
せ
よ
、
本
来
、
文
化
六
年
段
階
で
明
ら
か

宝
不
要
宝
な
っ
た
帳
簿宝
3
宝が
、
文
化
六
年
以
降
宝
も
利
用
さ
れ
、
現
在
ま
で
残
さ
れ

宝
き
た
こ
宝
が
そ
の
根
拠
宝
な
ろ
う
。
な
お
、
現
在
宝
存
し
な
宝
帳
簿
も
も
ち
ろ
ん
あ

宝
宝
思
わ
れ
宝
が
ひ
宝
ま
ず
、
御
側
御
筒
の
管
理
台
帳
的
な
性
格
を
持
宝
帳
簿
宝
宝
宝

宝
、
そ
の
成
立
の
変
遷
を
示
宝
宝
次
の
よ
う
宝
な
宝
。

帳
簿宝
3
宝→
帳
簿宝
1
ａ
宝→
帳
簿宝
2
宝→
帳
簿宝
1
宝

ま
た
、
帳
簿
の
作
成
状
況
か
ら
、
少
な
く
宝
も
、
帳
簿
が
作
成
・
整
理
さ
れ
た
享
和

三
年
、
文
化
六
年
、
文
久
三
年
か
ら
元
治
元
年
頃
宝
、
明
治
五
年宝
一
八
七
二
宝正
月
の

太
政
官
布
告
第
二
十
八
号
第
五
則
宝
銃
砲
取
締
規
則
宝
宝
よ
り
私
宝
さ
れ
宝
宝
宝
鉄
炮

の
管
理
統
制宝
壬
申
刻
印
宝を
受
け
宝
際
宝
は
改
め
が
行
わ
れ
た
宝
言
え
宝
。

さ
ら
宝
史
料
宝
、
嘉
永
元
年宝
一
八
四
八
宝宝
改
め
が
実
施
さ
れ
宝
宝
た
形
跡
が
帳
簿

宝
1
宝か
ら
確
認
で
き
宝
。
帳
簿宝
1
宝記
載
の
宝
拾
番　

御
鉄
炮
御
長
持
宝
宝
保
管
さ
れ

宝
宝
た
三
匁
五
分
玉
の
鉄
炮
一
挺
の
記
録
宝
は
二
枚
の
付
箋
が
付
さ
れ
宝
宝
宝
。
そ
の

う
ち
の
一
枚
が
左
記
の
通
り
で
あ
宝
。

右
、
御
鉄
炮
壱
挺
不
宝
見
処
、
御
長
持
之
内
ニ
此
書
付
有
之
候
付
、
追
而
吟
味
之

た
め
爰
ニ
張
置
、
嘉
永
元
申
十
月
廿
八
日
、

史
料
中
の
宝
此
書
付
宝
宝
は
も
う
一
枚
の
付
箋
の
こ
宝
で
あ
宝
。

七
外

印
ニ

御
鉄
炮
火
打
付
も
同
日
出
ス
、

都
合
二
挺
十
番
之
内
ゟ
卯
九
月
八
日
出
ス
、

宝
ま
り
、
嘉
永
元
年
段
階
で
、宝
拾
番　

御
鉄
炮
御
長
持
宝
の
中
宝
は
、
二
枚
目
の

よ
う
な
付
箋
だ
け
が
残
さ
れ
宝
お
り
、
鉄
炮
自
体
は
嘉
永
元
年
の
改
め
段
階
で
は
確
認

で
き
な
か
っ
た
宝
推
測
で
き
宝
。
ま
た
帳
簿宝
4
宝嘉
永
元
年
十
月
十
日
条
宝
は
、宝
扣

御
土
宝
之
内
ニ
有
之
候
一
番
ゟ
之
御
鉄
炮
久
々
御
改
等
無
之
候
付
、
御
番
立
茂
破
レ
分

兼
候
付
御
改
有
之
様
、
進
四
郎
左
衛
門
殿
江
申
達
置
候
処
、
申
合
候
様
被
申
聞
候
宝
宝

あ
り
、
長
ら
く
改
め
を
し
宝
宝
な
宝
こ
宝
で
、
お
そ
ら
く
そ
れ
ぞ
れ
の
鉄
炮
箱
宝
貼
り

付
け
ら
れ
宝
宝
た
番
立
宝
も
破
れ
宝
わ
か
ら
な
く
な
っ
宝
宝
宝
様
子
が
窺
え
宝
。
そ
こ

で
、宝
御
鉄
炮
御
改
之
儀
、
来
ル
廿〔十
月
〕

八
日
四
ツ
時
頃
ゟ
取
計
宝
う
こ
宝
宝
な
っ
た
よ
う
で

宝
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近
世
大
名
家
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お
け
宝
鉄
炮
管
理
宝
記
録

九
三

あ
宝
。
こ
れ
は
帳
簿宝
1
宝の
先
宝
記
し
た
一
枚
目
の
付
箋
宝
書
か
れ
た
年
月
日
宝
も
一

致
宝
宝
記
述
で
あ
り
、
帳
簿
を
宝
互
宝
参
照
宝
宝
こ
宝
で
、
嘉
永
元
年
十
月
二
十
八
日

宝
改
め
が
行
わ
れ
た
こ
宝
が
裏
付
け
ら
れ
宝
。

改
め
の
実
施
宝
宝
宝
宝
は
、
享
和
三
年
か
ら
文
化
六
年
ま
で
の
間
が
数
年
間
空
宝
宝

宝
宝
こ
宝
、
嘉
永
元
年
の
改
め
が
、
箱
宝
付
さ
れ
た
貼
り
紙
が
破
れ
宝
ほ
ど
久
々
の
実

施
で
あ
っ
た
こ
宝
か
ら
、
定
期
的
宝
改
め
が
実
施
さ
れ
宝
宝
た
宝
は
到
底
言
宝
難
宝
。

ま
た
、
文
久
三
年
段
階
宝
な
っ
宝
、
松
明
方
宝
貸
し
出
さ
れ
宝
宝
た
鉄
炮
の
所
在
が
わ

か
ら
な
く
な
っ
宝
し
ま
っ
宝
宝
宝
こ
宝
も
そ
の
傍
証
宝
な
宝
。
で
は
、
改
め
以
外
で
は

御
側
御
筒
の
管
理
は
ど
の
よ
う
宝
行
わ
れ
宝
宝
た
の
だ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら
述
べ
宝

宝
、
江
戸
時
代
末
期
の
御
側
御
筒
は
毎
年
、
一
定
数
の
貸
借
が
行
わ
れ
、
ま
た
時
宝
は

手
入
れ
も
行
わ
れ
宝
宝
た
。
こ
の
よ
う
な
御
側
御
筒
の
貸
借
宝
手
入
れ
の
際
宝
員
数
や

状
態
な
ど
の
確
認
が
な
さ
れ
宝
宝
た
の
で
は
な
宝
だ
ろ
う
か
。
次
章
で
は
、
御
側
御
筒

の
貸
借
宝
記
録
の
作
成
宝
宝
宝
宝
検
討
宝
宝
。

二　

御
側
御
筒
の
貸
借
と
記
録
作
成

宝
一
宝宝
御
鉄
炮
拝
借
留
宝
宝
見
え
宝
貸
借
の
実
態

鉄
炮
の
貸
借
の
実
態
宝
宝
宝
宝
、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
宝
の
宝
御
鉄
炮
拝
借
留
宝

宝
本
稿
で
は
宝
拝
借
留
宝
宝
略
記
宝
宝
。宝を
用
宝
宝
検
討
宝
宝
。宝
拝
借
留
宝
は
縦
三
一
・
五

糎
、
横
二
三
・
六
糎
、
紺
色
の
表
紙
を
除
宝
宝
十
八
丁
の
冊
子
で
あ
宝
。
表
紙
宝
は
題

簽
宝
宝
御
鉄
炮
拝
借
留
宝
が
墨
書
さ
れ
宝
ほ
か
、
朱
書
き
で
宝
三
宝
宝
書
か
れ
た
貼
り

紙
が
付
く
。
し
た
が
っ
宝
、
本
来
は
少
な
く
宝
も
宝
一
宝
宝
宝
二
宝
は
存
在
し
た
宝
推

察
で
き
宝
が
、
管
見
の
限
り
確
認
で
き
な
宝
。宝
拝
借
留
宝
宝
は
鉄
炮
の
名
称
・
鉄
炮

の
附
属
品
・
員
数
・
貸
借
の
目
的
・
貸
借
年
月
日
・
借
主
宝
宝
宝
宝
の
記
載
が
あ
宝
。

宝
拝
借
留
宝
は
、
雲
母
の
引
か
れ
た
厚
手
の
和
紙
の
宝
宝
、
薄
手
の
和
紙
の
短
冊
が
一

ペ
ー
ジ
宝
宝
き
三
枚
貼
ら
れ
宝
形
式
宝
な
っ
宝
宝
宝
。
短
冊
が
剝
が
さ
れ
宝
宝
宝
部
分

も
あ
れ
ば
、
宝
紙
の
短
冊
が
複
数
枚
宝
宝
た
ま
ま
の
部
分
も
あ
宝
。宝
拝
借
留
宝
は
短

冊
が
剝
ぎ
取
ら
れ
宝
宝
宝
箇
所
宝
宝
紙
の
箇
所
が
大
宝
で
、
記
録
宝
し
宝
残
宝
の
は
八

件
の
事
例
の
み
で
あ
宝
。
ひ
宝
ま
ず
鉄
炮
を
借
り
た
人
物
ご
宝
宝
一
件
ず
宝
検
討
を
加

え
宝
宝
き
た
宝
。

①
中
嶋
東
三
郎

慶
応
二
年宝
一
八
六
六
宝二
月
宝
鉄
拾
匁
玉
御
筒
一
挺
を
借
り
宝
宝
宝
。
本
事
例
の
貸

借
目
的
宝
し
宝
は
宝
御
内
々
拝
借
仕
候
宝
宝
あ
っ
宝
詳
し
宝
理
由
は
わ
か
ら
な
宝
。
借

主
の
中
嶋
東
三
郎
は
、
も
宝
は
御
庭
預
見
習
で
、
明
治
二
年宝
一
八
六
九
宝宝
は
御
道
具

懸
を
務
め
宝
宝
宝
人
物
で
あ
宝
。

②
借
主
名
不
明宝
矢
部
彦
右
衛
門
が
関
与
宝

鉄
三
匁
玉
短
御
筒
一
挺
を
借
り
宝
宝
宝
。
本
事
例
宝
は
、
誰
が
宝
宝
借
り
た
の
か
宝

宝
宝
宝
の
記
載
は
な
宝
。
し
か
し
、宝
文
政
四
巳

五
月
二
日
矢
部
彦
右
衛
門
承
知
、
書
直
、宝
宝
あ

り
、
文
政
四
年宝
一
八
二
一
宝の
段
階
で
一
度
貸
し
出
さ
れ
、
そ
の
後
何
ら
か
の
事
情
が

あ
っ
宝
再
び
宝
拝
借
留
宝
宝
記
録
さ
れ
た
宝
思
わ
れ
宝
。
そ
の
際
、
矢
部
彦
右
衛
門
が

貸
し
出
し
宝
関
与
し
宝
宝
宝
。
矢
部
彦
右
衛
門
は
、
文
化
二
年宝
一
八
〇
五
宝宝
御
小
納

戸
頭
取
宝
な
り
、
後
宝
は
御
側
物
頭
や
尾
張
宝
川
家
十
一
代
斉
温
の
継
室
で
あ
宝
俊
恭

宝
福
君宝
一
八
二
〇
～
四
〇
宝の
御
用
人
な
ど
も
兼
務
し
宝
宝
宝
人
物
で
あ
宝
。
矢
部
彦
右

衛
門
が
承
知
し
宝
書
き
直
し
た
件
宝
宝
宝
宝
は
、
先
述
の
帳
簿宝
1
宝・宝
2
宝宝
も
同
様

の
記
載
が
あ
宝
。
ま
ず
帳
簿宝
1
宝宝
は
、宝
此
御
鉄
炮
壱
挺
、
矢
部
彦
右
衛
門
承
知
之

宝
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近
世
大
名
家
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お
け
宝
鉄
炮
管
理
宝
記
録

九
四

旨
拝
借
帳
ニ
見
ル
、
嘉
永
元
申
十
月
廿
八
日
宝
宝
あ
宝
。
ま
た
帳
簿宝
2
宝宝
は
宝
文
政

四
年
巳
五
月
二
日
、
矢
部
彦
右
衛
門
承
知
ニ
而
出
候
旨
、
拝
借
帳
ニ
見
ル
宝
宝
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
異
な
宝
時
期
宝
作
成
さ
れ
た
帳
簿宝
1
宝・宝
2
宝・宝
拝
借
留
宝
の
三
冊
の
記

載
が
一
致
し
宝
宝
宝
。
こ
こ
宝
見
え
宝
宝
拝
借
帳
宝
が
本
帳
で
あ
宝
か
ど
う
か
は
確
定

で
き
な
宝
も
の
の
、
拝
借
帳
な
宝
本
帳
の
よ
う
な
宝
拝
借
留
宝
宝
管
理
台
帳
を
宝
互
宝

用
宝
宝
管
理
が
行
わ
れ
宝
宝
た
宝
言
え
宝
。
ま
た
、
本
事
例
の
記
載
か
ら
、宝
拝
借
留
宝

宝
帳
簿宝
1
宝・宝
2
宝の
内
容
を
照
ら
し
合
わ
せ
宝
考
察
宝
宝
こ
宝
が
可
能
で
あ
宝
こ
宝

も
判
明
宝
宝
。宝
拝
借
留
宝
宝
は
鉄
炮
の
情
報
宝
し
宝
宝
鉄
三
匁
玉
短
御
筒
宝
の
他
宝

宝
拾
九
番
之
内　
宝
壱
宝
朱
字
宝宝宝
宝
も
書
か
れ
宝
宝
宝
。
こ
の
番
号
は
、
ま
さ
宝
帳
簿宝
1
宝・

宝
2
宝記
載
の
御
側
御
筒
宝
振
ら
れ
た
管
理
番
号
で
あ
宝
。
そ
れ
宝
よ
宝
宝
、
こ
の
鉄
炮

は
享
和
元
年宝
一
八
〇
一
宝二
月
宝
買
宝
宝
げ
た
御
側
御
筒
で
あ
宝
。
ま
た
長
さ
一
尺
一

寸
四
分
で
、宝
丸
筋
八
重
小宝柑
子
宝路口
宝
で
あ
り
宝
無
銘
宝
で
あ
宝
。
鉄
炮
宝
付
け
ら
れ
た

金
具
は
真
鍮
製
で
、
台
宝
は
樫
が
用
宝
ら
れ
宝
お
り
、
台
の
製
作
者
は
中
川
孫
平
治
で

あ
宝
宝
、
貸
し
出
さ
れ
た
鉄
炮
の
詳
細
ま
で
確
認
で
き
宝
。
帳
簿宝
1
宝宝
は
御
側
御
筒

が
保
管
さ
れ
た
の
か
、
払
わ
れ
た
の
か
宝
宝
宝
宝
、
朱
字
で
書
き
加
え
ら
れ
宝
お
り
、

こ
の
御
側
御
筒
は
宝
十
五
番
入
宝
宝
の
記
載
が
あ
宝
た
め
、
明
治
時
代
の
整
理
段
階
で

は
尾
張
宝
川
家
宝
残
さ
れ
た
こ
宝
も
わ
か
宝
。

③
加
藤
鍬
太
郎

鉄
五
分
玉
御
筒
一
挺
宝
鋳
形
を
共
宝
、
ま
た
鉄
柑
子
口
拾
匁
玉
御
筒
一
挺
宝
尺
八
胴

薬
入
を
共
宝
元
治
元
年宝
一
八
六
四
宝六
月
宝
借
り
宝
宝
宝
。
本
事
例
が
書
か
れ
た
短
冊

は
下
部
の
糊
付
け
が
剥
が
さ
れ
宝
お
り
、
裏
側
宝
宝
壬
申
四
月
返
納
宝
宝
墨
書
が
あ

宝
。宝
壬
申
宝
は
明
治
五
年
を
指
宝
。
借
主
の
加
藤
鍬
太
郎
は
御
小
納
戸
見
習
で
あ
宝
。

④
青
山
儀
兵
衛

鉄
四
匁
玉
御
筒
一
挺
を
尺
八
胴
薬
入
お
よ
び
口
薬
入
宝
共
宝
元
治
元
年
七
月
宝
借
り

宝
宝
宝
。
こ
の
鉄
炮
宝
も
管
理
番
号
が
振
ら
れ
宝
お
り
、宝
拾
九
番
之
内
四
印
宝
宝
あ

宝
。
②
で
確
認
し
た
通
り
、
こ
の
管
理
番
号
は
帳
簿宝
1
宝・宝
2
宝宝
照
合
宝
宝
こ
宝
が

可
能
で
あ
宝
。
帳
簿宝
1
宝・宝
2
宝の
宝
拾
九
番
之
内
四
印
宝
宝
該
当
宝
宝
御
側
御
筒
は

三
匁
五
分
筒
の
五
挺
揃
宝
で
あ
り
、
銃
弾
の
重
量
も
鉄
炮
の
形
状
も
異
な
宝
。
四
匁
玉

の
御
側
御
筒
は
、
同
じ
十
九
番
の
中
で
も
二
印
の
も
の
が
当
宝
は
ま
宝
。
お
そ
ら
く
、

宝
四
宝
は
宝
二
宝
の
書
き
間
違
宝
で
は
な
宝
か
宝
思
わ
れ
宝
。

⑤
加
藤
平
八
郎
・
森
嶋
鉞
太
郎
・
鈴
木
助
七
郎

三
人
が
鉄
十
匁
玉
大
筒
を
一
挺
ず
宝
元
治
元
年
九
月
宝
借
り
宝
宝
宝
。
し
か
し
そ
れ

ぞ
れ
の
返
納
の
時
期
は
異
な
宝
。
加
藤
平
八
郎
は
宝
寅
正
月
宝、
森
嶋
鉞
太
郎
は
元
治

元
年
十
二
月
、
鈴
木
助
七
郎
は
宝
壬
申
四
月
宝
宝
返
納
し
宝
宝
宝
。宝
壬
申
宝
は
先
述

の
通
り
明
治
五
年
宝
あ
た
宝
宝
考
え
ら
れ
、
元
治
元
年
か
ら
明
治
五
年
ま
で
の
間
の

宝
寅
宝
は
慶
応
二
年
宝
比
定
で
き
宝
。
本
事
例
も
①
宝
同
様
、
貸
借
理
由
宝
宝
宝
宝
は

宝
御
内
々
拝
借
仕
候
宝
宝
あ
宝
。
森
嶋
鉞
太
郎
は
元
治
元
年
二
月
宝
御
小
納
戸
詰
役
懸
、

鈴
木
助
七
郎
は
元
治
元
年
五
月
宝
御
小
納
戸
詰
組
頭
格
を
仰
せ
付
け
ら
れ
宝
宝
宝
人
物

で
あ
宝
。
加
藤
平
八
郎
宝
宝
宝
宝
は
、
詳
細
は
不
明
だ
が
、
御
小
納
戸
詰
宝
関
係
宝
宝

者
で
あ
ろ
う
宝
推
測
さ
れ
宝
。
各
人
物
の
名
前
の
下
宝
は
黒
印
が
押
し
宝
あ
り
、
ミ
セ

ケ
チ
宝
な
っ
宝
宝
宝
。
こ
れ
は
三
挺
宝
も
返
納
さ
れ
た
こ
宝
を
宝
味
宝
宝
。

⑥
瀬
田
太
郎
吉
・
宝
本
弥
九
郎

貸
借
の
理
由
は
宝
当
年
私
共
為
稽
古
拝
借
仕
候
宝
宝
あ
り
、
稽
古
の
た
め
宝
合
計
七

挺
宝
そ
れ
宝
附
属
宝
宝
鋳
形
を
二
人
が
借
り
宝
宝
宝
。
本
事
例
の
み
、
他
の
事
例
宝
は

宝
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近
世
大
名
家
宝
お
け
宝
鉄
炮
管
理
宝
記
録

九
五

異
な
っ
宝
宝
請
取
申
御
筒
之
事
宝
か
ら
始
ま
宝
御
小
納
戸
役
所
宛
の
書
付
が
貼
り
付
け

ら
れ
宝
形
宝
な
っ
宝
宝
宝
。
瀬
田
太
郎
吉
宝
宝
本
弥
九
郎
は
共
宝
松
明
方
で
あ
宝
。
本

事
例
宝
か
か
わ
宝
松
明
方
宝
お
け
宝
御
側
御
筒
の
貸
借
宝
宝
宝
宝
は
、
第
三
章
で
触
れ

宝
こ
宝
宝
宝
宝
。

⑦
服
部
鑛
吉

文
久
三
年宝
一
八
六
三
宝二
月
宝
鉄
拾
匁
玉
御
筒
を
一
挺
、
尺
八
胴
薬
入
宝
口
薬
入
宝

共
宝
借
り
宝
宝
宝
。
服
部
鑛
吉
は
宝
卯
十
一
月
十
六
日
宝
宝
返
納
し
宝
お
り
、
こ
の
卯

年
宝
は
慶
応
三
年
宝
比
定
で
き
よ
う
。宝
森
居
傳
郎
九
取
扱
ニ
而
、
御
筒
斗
十
二
月
五

日
中
野
殿
江
出
居
候
事
宝
宝
あ
り
、
森
居
傳
郎
九
が
宝
御
筒
斗
宝
を
十
二
月
宝
中
野
な

宝
人
物
宝
渡
し
宝
宝
宝
。
服
部
鑛
吉
は
安
政
六
年宝
一
八
五
九
宝宝
御
小
納
戸
を
仰
せ
付

け
ら
れ
宝
宝
宝
が
、
尾
張
宝
川
家
十
四
代
慶
勝
の
お
付
き
や
後
宝
御
膳
番
を
兼
帯
宝
宝

な
ど
藩
主
宝
近
宝
宝
こ
ろ
で
務
め
宝
宝
た
人
物
で
あ
宝
こ
宝
が
窺
え
宝
。
森
居
傳
郎
九

は
元
治
元
年
二
月
宝
御
小
納
戸
詰
並
宝
仰
せ
付
け
ら
れ
、
筆
役
を
務
め
、
後
宝
寄
物
金

懸
や
御
道
具
懸
も
務
め
宝
宝
宝
。
明
治
元
年
十
一
月
宝
は
森
居
傳
郎
九
は
病
死
宝
宝
た

め
、
森
居
傳
郎
九
が
こ
の
鉄
炮
を
取
り
扱
っ
た
の
は
、
慶
応
三
年
か
明
治
元
年
の
こ
宝

で
あ
ろ
う
。

な
お
、
鉄
拾
匁
玉
御
筒
の
管
理
番
号
宝
し
宝
肩
宝
宝
三
拾
□

宝
五
ま
た
は
六
宝
番
之
内
六
印
宝

宝
あ
宝
。
番
立
宝
は
三
十
五
宝
も
三
十
六
宝
も
読
め
宝
が
、
帳
簿宝
1
宝宝
も
帳
簿宝
2
宝

宝
も
三
十
五
番
の
管
理
番
号
宝
六
は
な
宝
。
宝
宝
う
の
も
、
三
十
五
番
は
、
文
政
三
年

七
月
宝
芝
辻
茂
右
衛
門
・
芝
辻
小
兵
衛
・
宝
友
鉄
三
郎
・
芝
辻
傳
左
衛
門
宝
よ
っ
宝
新

規
宝
製
作
さ
れ
た
鉄
百
目
玉
火
門
自
開
抱
御
筒
で
あ
り
、
こ
の
一
挺
し
か
該
当
し
な
宝

か
ら
で
あ
宝
。
そ
こ
で
、
帳
簿宝
1
宝・宝
2
宝の
管
理
番
号
の
三
十
六
番
宝
目
を
移
宝
宝

三
十
六
番
の
中
宝
は
宝
壱
宝
か
ら
宝
十
四
宝
ま
で
枝
番
号
が
存
在
し
、
そ
の
う
ち
宝
十

壱
宝
ま
で
が
鉄
炮
で
、
そ
の
他
は
鋳
形
や
鋳
鍋
宝
宝
っ
た
鉄
炮
の
附
属
品
で
あ
宝
。
こ

の
中
で
、
鉄
拾
匁
玉
御
筒
は
宝
壱
宝宝
三
宝宝
四
宝宝
五
宝宝
六
宝宝
七
宝
の
宝
ず
れ
か
で

あ
宝
。
よ
っ
宝
、
三
十
六
番
の
六
で
は
な
宝
か
宝
思
わ
れ
宝
。

⑧
松
山
延
吉
正
利

鉄
三
匁
五
分
玉
御
筒
を
寅
三
月
宝
一
挺
、
附
属
品
宝
共
宝
借
り
宝
宝
宝
。宝
寅
三
月
宝

宝
あ
宝
の
は
、
慶
応
二
年
宝
比
定
で
き
よ
う
。
本
事
例
も
①
や
⑤
宝
同
様
、
貸
借
理
由

宝
宝
宝
宝
は
宝
御
内
々
拝
借
仕
候
宝
宝
あ
宝
。
本
事
例
が
書
か
れ
た
短
冊
は
③
宝
同
様

宝
下
部
の
糊
付
け
が
剥
が
さ
れ
た
状
態
宝
な
っ
宝
宝
宝
。

以
宝
の
よ
う
宝
、宝
拝
借
留
宝
で
は
、
八
件
の
事
例
が
見
え
、
稽
古
の
た
め
宝
貸
借

さ
れ
宝
事
例
以
外
で
は
、
多
く
が
宝
内
々
宝
宝
さ
れ
宝
お
り
、
具
体
的
な
理
由
が
明
確

宝
さ
れ
な
宝
こ
宝
が
特
徴
で
あ
宝
。
な
ぜ
貸
借
理
由
が
明
確
宝
示
さ
れ
な
宝
か
は
定
か

で
は
な
宝
が
、
む
し
ろ
理
由
が
明
確
宝
書
か
れ
な
宝
こ
宝
が
御
側
御
筒
宝
宝
う
藩
主
所

有
の
鉄
炮
で
あ
宝
が
ゆ
え
の
特
徴
宝
言
え
宝
の
で
は
な
宝
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
宝
拝
借
留
宝
の
利
用
方
法
も
小
括
し
宝
お
く
。
御
側
御
筒
の
貸
借
が
決
定
し
、

貸
し
出
宝
際
宝
は
、宝
拝
借
留
宝
宝
宝
宝
誰
が
何
を
借
り
た
か
が
記
録
さ
れ
宝
。
前
章

で
の
帳
簿
の
分
析
や
⑥
で
確
認
で
き
た
通
り
、
御
側
御
筒
は
御
小
納
戸
頭
取
が
管
理
し

宝
宝
宝
た
め
、
御
小
納
戸
宝
借
主
宝
の
間
で
、
⑥
の
よ
う
な
文
書
の
や
り
取
り
も
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
宝
推
測
さ
れ
宝
。
そ
し
宝
御
側
御
筒
が
返
納
さ
れ
宝
際
宝
は
、宝
拝
借
留
宝

宝
返
納
時
期
を
書
き
入
れ
た
ほ
か
、
③
の
よ
う
宝
一
部
を
剥
が
し
た
り
、
借
主
の
黒
印

部
分
宝
墨
引
き
を
し
宝
、
ど
の
鉄
炮
が
返
納
さ
れ
た
か
が
明
ら
か
宝
な
宝
よ
う
宝
記
録

し
た
。
本
節
冒
頭
で
も
述
べ
た
通
り
、宝
拝
借
留
宝
宝
は
短
冊
が
剥
が
さ
れ
た
跡
が
多

く
残
っ
宝
宝
宝
。
現
在
宝
な
っ
宝
は
そ
の
詳
細
を
知
宝
術
は
な
宝
が
、
本
節
で
取
り
宝

宝
23
宝



近
世
大
名
家
宝
お
け
宝
鉄
炮
管
理
宝
記
録

九
六

げ
宝
こ
宝
の
で
き
た
八
件
の
事
例
以
外
宝
も
鉄
炮
の
貸
借
は
行
わ
れ
宝
お
り
、
御
小
納

戸
頭
取
へ
返
納
さ
れ
宝
宝
短
冊
が
剥
が
さ
れ
宝
な
ど
し
宝
記
録
さ
れ
宝
宝
っ
た
の
で
あ

ろ
う
宝
考
え
ら
れ
宝
。

宝
二
宝宝
慶
応
三
年
卯
正
月
ゟ
御
側
御
筒
拝
借
留
宝
の
位
置
づ
け

前
節
で
は
宝
拝
借
留
宝
の
記
録
の
分
析
を
し
た
。宝
拝
借
留
宝
の
中
で
は
八
件
の
事

例
し
か
残
さ
れ
宝
宝
な
か
っ
た
が
、
宝
川
美
術
館
所
宝
の
宝
慶
応
三
年
卯
正
月
ゟ
御
側

御
筒
拝
借
留
宝宝
以
下
、
本
帳
は
第
一
章
で
用
宝
た
番
号
で
あ
宝
宝
帳
簿宝
5
宝宝
宝
記
載
宝
宝
。宝

で
は
、
よ
り
多
く
の
貸
借
事
例
を
確
認
で
き
宝
。宝
拝
借
留
宝
宝
照
ら
し
合
わ
せ
宝
こ

宝
が
で
き
宝
事
例
も
あ
り
、
本
節
で
は
帳
簿宝
5
宝の
位
置
づ
け
宝
宝
宝
宝
論
じ
た
宝
。

帳
簿宝
5
宝は
前
節
で
検
討
し
た
宝
拝
借
留
宝
宝
同
様
、
誰
が
宝
か
な
宝
鉄
炮
を
借
り

宝
宝
宝
か
を
書
き
記
し
た
冊
子
で
、
御
小
納
戸
頭
取
宝
よ
っ
宝
作
成
さ
れ
た
帳
簿
で
あ

宝
。
帳
簿宝
5
宝の
中
宝
は
、
先
述
の
通
り
別
の
帳
簿
も
合
綴
さ
れ
宝
宝
宝
が
、
本
稿
で

は
、
貸
借
宝
関
宝
宝
部
分
の
み
を
主
た
宝
検
討
対
象
宝
宝
宝
。
帳
簿宝
5
宝の
冒
頭
の
記

載
は
左
の
通
り
で
あ
宝
。

　
　
　

慶
応
三
年
卯
年

一
、
鉄
百
目
玉
抱
御
筒　

弐乾坤
挺

　
　
　

但
御
鋳
形
添

一
、
同
五
拾
目
玉
抱
御
筒　

壱
挺

一
、
唐
銅
五
拾
目
玉
抱
御
筒　

壱〻三
挺

　
　
　

但
御
鋳
形
添

一
、
同
百
目
玉
九
寸
棒
火
矢
御
筒　

壱
挺

一
、
鉄
拾
匁
玉
柑
子
口
御
筒　

壱
挺

　
　
　

但
御
鋳
形
添

一
、
鉄
六
匁
玉
柑
子
口
御
筒　

壱
挺

　
　
　

但
御
鋳
形
添

　

右
之
通
御
松
明
方
江
拝
借
、

慶
応
三
年
、
松
明
方
が
鉄
百
目
玉
抱
御
筒
を
は
じ
め
合
計
九
挺
の
鉄
炮
宝
鋳
形
な
ど

の
附
属
品
を
借
り
宝
宝
宝
こ
宝
が
確
認
で
き
宝
。
し
か
し
丁
を
進
め
宝
宝
宝
れ
宝
左
の

よ
う
な
記
載
が
み
ら
れ
宝
よ
う
宝
な
宝
。

一〽
、
鉄丑
十
一
月
晦
日
　
此
御
筒
斗
辰
八
月
返
宝
宝
成
、

三
匁
五
分
玉
御
筒
一
挺　
　

辰
巳
文
次
郎

　
　
　

但
尺
八
胴
薬
入
添

慶
応
三
年
は
卯
年
で
あ
宝
宝
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
ち
ら
宝
は
宝
丑
十
一
月
晦
日
宝
宝

あ
り
、
明
ら
か
宝
慶
応
三
年
以
外
の
年
代
の
鉄
炮
の
記
録
で
あ
宝
。
単
な
宝
干
支
の
書

き
間
違
宝
の
可
能
性
も
あ
宝
が
、
こ
の
他
宝
も
例
え
ば
宝
鉄
文
久
四
年
子
正
月

拾
匁
玉
御
筒　

壱
挺
宝

宝
年
代
が
明
確
宝
記
さ
れ
宝
事
例
も
あ
宝
こ
宝
か
ら
、
単
な
宝
書
き
間
違
宝
で
は
な

く
、
慶
応
三
年
以
外
の
記
録
が
帳
簿宝
5
宝宝
記
載
さ
れ
宝
宝
宝
こ
宝
は
間
違
宝
な
宝
。

帳
簿宝
5
宝の
表
紙
の
通
り
宝
理
解
宝
れ
ば
、宝
慶
応
三
年
卯
正
月
ゟ
宝
借
り
た
御
側
御

筒
の
リ
ス
ト
で
あ
宝
は
ず
の
宝
こ
ろ
、
丑
年
宝
宝
っ
た
慶
応
三
年
宝
は
異
な
宝
年
代
の

記
録
は
も
ち
ろ
ん
、
慶
応
三
年
宝
ゟ
宝
宝
あ
り
な
が
ら
、
文
久
四
年
な
ど
慶
応
三
年
以

前
の
記
録
も
含
ま
れ
宝
宝
宝
。
で
は
、
帳
簿宝
5
宝は
何
を
記
録
し
宝
宝
宝
の
で
あ
ろ
う

か
。
帳
簿宝
5
宝宝
宝
拝
借
留
宝
宝
は
共
通
宝
宝
事
例
が
登
場
宝
宝
。
こ
れ
ら
二
冊
の
照

合
宝
妥
当
性
が
あ
宝
か
ど
う
か
、
一
事
例
を
確
認
し
た
宝
で
、
そ
れ
を
手
が
か
り
宝
帳

簿宝
5
宝の
位
置
づ
け
を
明
ら
か
宝
し
宝
宝
き
た
宝
。
な
お
、
小
見
出
し
の
数
字
宝
名
前

は
、
前
節
の
事
例
の
数
字
宝
同
一
の
も
の
を
指
宝
。



近
世
大
名
家
宝
お
け
宝
鉄
炮
管
理
宝
記
録

九
七

④
青
山
儀
兵
衛

帳
簿宝
1
宝・宝
2
宝の
管
理
番
号
か
ら
、
こ
の
時
、
青
山
儀
兵
衛
が
借
り
た
鉄
炮
は
宝
拾

九
番
之
二
印
宝
で
は
な
宝
か
宝
推
測
し
た
。
帳
簿宝
5
宝宝
お
け
宝
青
山
儀
兵
衛
の
記
録

は
左
の
通
り
で
あ
宝
。

一〽
、
鉄子
七
月
廿
四
日
　
三
拾
六
番
之
内
弐
印

六
匁
玉
御
筒
一
挺　
　
　
　

松
井
市
兵
衛

　
　
　

但〽
尺
八
胴
薬
入
并
口
薬
入
添

　
　
　
　
　
　
　
　

辰
七
月
八
日
返
納
宝
成
、

一〽
、
同同
日
三
番
之
内
七
印

三
匁
八
分
玉
御
筒
一
挺　
　

同
人

　
　
　

但〽
同
断

一〽
、
同同
日
十
九
番
之
内
三
印

六
匁
玉
御
筒
一
挺　
　
　
　

正
木
宗
兵
衛

一〽
、
同同
日
十
九
番
之
内
四
印

三
匁
五
分
玉
短
御
筒
一
挺　

同
人

　
　
　

但〽
尺
八
胴
薬
入
口
薬
入
弐
タ
通
添

一〽
、
大同
日
十
弐
番
之
内

鋳
鍋
一
枚　
　
　
　
　
　
　

同
人

　
　

但
小
ズ
ク
ヒ
壱
本
添

一〽
、
鉄同
日
十
九
番
之
内
弐
番

四
匁
玉
短
御
筒
一
挺　
　
　

青
山
儀
兵
衛

　
　

但
尺
八
胴
薬
入
口
薬
入
添

右
松
井
初
胴
薬
入
ハ
十
八
番
之
内
三
印
、
口
薬
入
ハ

江
戸
廻
り
四
十
五
番
よ
り
出
来
五
ツ
通
リ
也
、

青
山
儀
兵
衛
が
借
り
た
鉄
炮
は
や
は
り
十
九
番
の
二
印
で
あ
っ
た
こ
宝
が
確
認
で
き

宝
。
ま
た
、宝
拝
借
留
宝
の
み
で
は
詳
細
不
明
だ
っ
た
附
属
品
は
、
胴
薬
入
が
十
八
番

の
三
印
よ
り
、
口
薬
入
が
江
戸
廻
り
四
十
五
番
よ
り
出
さ
れ
宝
宝
た
こ
宝
が
わ
か
宝
。

尾
張
で
の
管
理
番
号
だ
け
で
な
く
江
戸
で
用
宝
ら
れ
た
管
理
番
号
が
振
ら
れ
た
品
も
交

え
宝
貸
し
出
さ
れ
宝
宝
た
こ
宝
が
窺
え
宝
。
な
お
、
帳
簿宝
1
宝・宝
2
宝宝
よ
宝
宝
管
理

番
号
の
宝
拾
八
番
宝
宝
は
胴
薬
入
を
は
じ
め
、
口
薬
入
・
鋳
形
・
銃
卵
・
弾
な
ど
様
々

な
鉄
炮
の
附
属
品
が
収
め
ら
れ
宝
宝
宝
。
こ
の
う
ち
十
八
番
の
三
の
箱
宝
は
胴
薬
入
が

二
十
三
合
保
管
さ
れ
宝
お
り
、
こ
の
中
か
ら
出
さ
れ
た
宝
考
え
ら
れ
宝
。
貸
借
の
年
月

日
宝
宝
宝
宝
も
、宝
拝
借
留
宝
宝
合
わ
せ
宝
こ
宝
で
元
治
元
年
七
月
二
十
四
日
で
あ
宝

こ
宝
が
確
認
で
き
宝
。
な
お
、宝
拝
借
留
宝
で
は
こ
の
時
、
青
山
儀
兵
衛
し
か
借
り
宝

宝
な
宝
よ
う
宝
見
え
た
が
、
実
際
宝
は
青
山
儀
兵
衛
を
含
め
御
小
納
戸
頭
取
の
三
人
へ

計
五
挺
宝
附
属
品
の
貸
し
出
し
が
行
わ
れ
宝
宝
た
。
こ
の
よ
う
宝
、
二
冊
の
帳
簿
を
並

行
し
宝
検
討
宝
宝
こ
宝
で
双
方
の
情
報
の
一
致
な
ど
か
ら
、
よ
り
具
体
的
な
状
況
を
確

定
し
宝
宝
く
こ
宝
が
可
能
で
あ
宝
。宝
拝
借
留
宝
宝
帳
簿宝
5
宝の
照
合
が
可
能
で
あ
宝

こ
宝
が
確
認
で
き
た
宝
で
、
帳
簿宝
5
宝の
位
置
づ
け
を
考
察
で
き
宝
事
例
を
取
り
宝
げ

宝
。
そ
れ
が
⑤
で
あ
宝
。
改
め
宝
宝
拝
借
留
宝
の
記
載
を
確
認
し
た
宝
。

⑤
加
藤
平
八
郎
・
森
嶋
鉞
太
郎
・
鈴
木
助
七
郎

一
、
鉄
十
匁
玉
大
筒　
　

三
挺　
　

内
壱
挺
御
小
道
具
共

　
　
　
　

尺
八
胴
薬
入
口
薬
入
共　
　

元
治
元
子
年
十
二
月

右
者
御
内
々
拝
借
仕
候
事　
　
　
　
　
　

鉞
太
郎
返
宝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
断
一
挺
寅
正
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
八
郎
返
納

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤
平
八
郎宝
円
黒
印
宝

　

元
治
元
年
子
九
月　
　

森
嶋
鉞
太
郎宝
円
黒
印
宝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
助
七
郎宝
円
黒
印
宝

　
　
　

壬
申
四
月
返
納

鉄
十
匁
玉
大
筒
を
三
人
で
三
挺
、
元
治
元
年
九
月
宝
借
り
宝
宝
宝
。
し
か
し
、
森
嶋



近
世
大
名
家
宝
お
け
宝
鉄
炮
管
理
宝
記
録

九
八

鉞
太
郎
は
同
年
十
二
月
の
う
ち
宝
、
加
藤
平
八
郎
は
宝〔
慶
応
二
年
〕

寅
宝
宝
返
納
し
宝
宝
宝
。
よ
っ

宝
末
尾
の
宝
壬
申
四
月
返
納
宝
は
鈴
木
助
七
郎
の
返
納
を
指
宝
。
次
宝
帳
簿宝
5
宝の
記

載
を
挙
げ
宝
。

一〽
、
同同
日
　
江
戸
廻
り
弐
拾
弐
番

拾
匁
玉
御
筒
壱
挺　
御
筒
斗
申
四
月
返
納
鈴
木
助
七
郎

　
　
　
　

但
尺
八
胴
薬
入
口
薬
入
添

史
料
中
の
宝
同
日
宝
宝
は
右
史
料
の
前
の
記
事
よ
り
宝
子
〔
元
治
元
年
〕九月
九
日
宝
で
あ
宝
こ
宝

が
確
認
で
き
、
返
納
時
期
や
弾
の
大
き
さ
も
宝
拝
借
留
宝
の
記
載
宝
合
致
宝
宝
。
し
か

し
⑤
の
内
容
の
う
ち
、
帳
簿宝
5
宝で
は
鈴
木
助
七
郎
の
貸
し
出
し
し
か
記
録
さ
れ
宝
宝

な
宝
。
な
ぜ
鈴
木
助
七
郎
の
記
録
し
か
帳
簿宝
5
宝宝
出
宝
こ
な
宝
の
だ
ろ
う
か
。
二
宝

の
史
料
か
ら
わ
か
宝
こ
宝
は
左
の
通
り
で
あ
宝
。

宝
あ
宝帳
簿宝
5
宝は
慶
応
三
年
以
降
宝
作
成
さ
れ
宝
宝
宝
。

宝
宝
宝⑤
宝
見
え
宝
三
挺
は
元
治
元
年
九
月
九
日
宝
貸
し
出
さ
れ
宝
宝
宝
。
宝
ま
り

慶
応
三
年
以
降
の
事
例
で
は
な
宝
。

宝
う
宝鈴
木
助
七
郎
以
外
の
二
挺
は
元
治
元
年
・
慶
応
二
年
宝
既
宝
返
納
さ
れ
宝
宝

宝
。
宝
ま
り
慶
応
三
年
以
前
宝
返
納
済
み
で
あ
宝
。

宝
え
宝鈴
木
助
七
郎
が
借
り
た
鉄
炮
は
明
治
五
年
宝
返
納
さ
れ
た
。

以
宝
の
点
で
重
要
な
こ
宝
は
、
慶
応
三
年
段
階
で
御
側
御
筒
が
ど
う
宝
う
状
況
宝

あ
っ
た
か
宝
宝
う
こ
宝
で
あ
ろ
う
。
宝
ま
り
、
既
宝
鈴
木
助
七
郎
以
外
の
二
人
が
借
り

た
二
挺
は
慶
応
三
年
ま
で
宝
返
納
さ
れ
宝
宝
宝
た
め
、
帳
簿宝
5
宝宝
は
書
か
れ
な
か
っ

た
宝
宝
う
こ
宝
で
あ
宝
。
帳
簿宝
5
宝は
宝
慶
応
三
年
卯
正
月
ゟ0

御
側
御
筒
拝
借
留
宝宝
傍

点
筆
者
宝宝
宝
う
名
称
で
あ
宝
も
の
の
、
実
際
の
内
容
宝
即
し
宝
解
釈
し
直
宝
宝
、
慶

応
三
年
ま
で
宝
返
納
さ
れ
宝
宝
な
宝
鉄
炮
や
そ
の
附
属
品
を
調
査
し
書
き
宝
げ
た
帳
簿

で
あ
宝
宝
宝
え
宝
。
そ
し
宝
、
返
納
さ
れ
た
段
階
で
、
そ
の
年
月
を
書
き
入
れ
宝
宝
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

帳
簿宝
5
宝宝
は
、
七
十
六
件
の
貸
借
記
録
が
記
載
さ
れ
宝
宝
宝
。
管
理
番
号
が
書
か

れ
宝
宝
な
宝
鉄
炮
も
あ
り
、
全
宝
の
鉄
炮
や
附
属
品
宝
宝
宝
宝
比
定
で
き
宝
わ
け
で
は

な
宝
が
、
帳
簿宝
1
宝・宝
2
宝宝
照
合
宝
宝
こ
宝
で
、
ど
の
御
側
御
筒
か
を
確
実
宝
比
定

で
き
宝
鉄
炮
も
複
数
挺
あ
宝
。
ま
た
御
側
御
筒
を
借
り
宝
者
宝
し
宝
は
御
小
納
戸
頭
取

の
ほ
か
、
御
広
敷
や
奥
陸
尺
な
ど
も
見
受
け
ら
れ
宝
。
御
側
御
筒
は
藩
主
所
有
の
鉄
炮

で
あ
宝
宝
宝
う
性
格
か
ら
、
借
主
も
ま
た
藩
主
の
近
く
で
務
め
宝
宝
た
人
物
が
大
宝
で

あ
っ
た
こ
宝
が
、
御
側
御
筒
の
貸
借
の
特
徴
宝
し
宝
挙
げ
ら
れ
宝
。

三　

御
側
御
筒
の
取
り
扱
い

宝
一
宝松
明
方
宝
安
藤
雲
平
の
関
係
性
宝
貸
借

帳
簿宝
5
宝の
位
置
づ
け
を
明
ら
か
宝
し
た
宝
こ
ろ
で
、
特
宝
松
明
方
の
事
例
を
取
り

浅野三蔵 半田（浅野）鉄吉 浅野竹之丞 徳本弥九郎 徳本銀之丞 瀬田助三郎 瀬田五助 瀬田太郎吉 吉田岡右衛門

寛政8年（1796） 御徒格
6/15松明方と唱える

享和2年（1802） 松明方

文化4年（1807） 松明方

文化15年（1818）
松明方
矢田河原炮術清町を
務める

文政8年（1825） 病死

文政9年（1826） 松明方見習い

天保3年（1832）
小十人組
松明方もこれまで通り
務める

天保9年（1838） 病死─→ 松明方

天保13年（1842）御目見以上

弘化2年（1845）
病死─→ 松明方 小十人格

松明方もこれまで
通り務める

文久3年（1863） 病死─→ 松明方

慶応2年（1866） 病死─→ 松明方

慶応3年（1867） 病死─→ 松明方

明治2年（1869） 松明方廃止 松明方廃止 松明方廃止



近
世
大
名
家
宝
お
け
宝
鉄
炮
管
理
宝
記
録

九
九

宝
げ
宝
貸
借
や
手
入
れ
の
様
子
宝
宝
宝
宝
述
べ
宝
み
た
宝
。
松
明
方
を
務
め
た
こ
宝
が

確
認
で
き
宝
人
物
は
〈
表
4
〉
の
通
り
で
あ
宝
。
こ
れ
ら
の
人
物
の
経
歴
か
ら
、
松
明

方
は
寛
政
八
年宝
一
七
九
六
宝か
ら
明
治
二
年宝
一
八
六
九
宝ま
で
そ
の
存
在
が
確
認
で
き

宝
。
お
よ
そ
二
、
三
人
が
固
定
で
松
明
方
宝
宝
た
こ
宝
、
ま
た
親
か
ら
子
へ
引
き
継
が

れ
宝
宝
た
こ
宝
が
確
認
で
き
宝
。
後
宝
述
べ
宝
通
り
、
御
側
御
筒
の
貸
借
・
稽
古
宝
手

入
れ
を
し
宝
宝
宝
こ
宝
か
ら
、
藩
主
の
側
近
く
で
の
炮
術
宝
関
宝
宝
職
務
を
担
宝
、
鉄

炮
を
取
り
扱
え
宝
技
術
を
持
っ
た
者
で
あ
っ
た
宝
考
え
ら
れ
宝
。
改
め
宝
宝
拝
借
留
宝

で
確
認
で
き
宝
松
明
方
へ
の
貸
借
は
次
の
通
り
で
あ
宝
。

⑥
瀬
田
太
郎
吉
・
宝
本
弥
九
郎

　
　
　
　

請
取
申
御
筒
之
事

一
、
鉄
百
目
玉
抱
御
筒　

乾
坤
弐
挺

　
　
　

但
御
鋳
形
共

一
、
同
五
拾
目
玉
抱
御
筒　

壱
挺

一
、
唐
金
五
拾
目
玉
抱
御
筒　

三
挺

　
　
　

但
御
鋳
形
共

一
、
同
百
目
九
寸
棒
火
矢
御
筒　

壱
挺

一
、
鉄
拾
匁
玉
柑
子
口
御
筒　

壱
挺

　
　
　

但
御
鋳
形
共

一
、
同
六
匁
玉
柑
子
口
御
筒　

壱
挺

　
　
　
　
　
　

但〽
御
鋳
形
共

右
之
通
、
当
年
私
共
為
稽
古
拝
借
仕
候
事
、

　
　

慶
応
元
年
丑
八
月　
　
　

瀬
田
太
郎
吉宝
円
黒
印
宝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宝
本
弥
九
郎宝
円
黒
印
宝

宝
24
宝

〈表４〉松明方一覧

※本表は松明方であると確認できた人物を抽出し、その経歴を示した表である。表中の記載方法について2点
注記する。

・二重の罫線は、死去した年代を示すために用いた。
・「→」は松明方が引き継がれたことを示す。

浅野三蔵 半田（浅野）鉄吉 浅野竹之丞 徳本弥九郎 徳本銀之丞 瀬田助三郎 瀬田五助 瀬田太郎吉 吉田岡右衛門

寛政8年（1796） 御徒格
6/15松明方と唱える

享和2年（1802） 松明方

文化4年（1807） 松明方

文化15年（1818）
松明方
矢田河原炮術清町を
務める

文政8年（1825） 病死

文政9年（1826） 松明方見習い

天保3年（1832）
小十人組
松明方もこれまで通り
務める

天保9年（1838） 病死─→ 松明方

天保13年（1842）御目見以上

弘化2年（1845）
病死─→ 松明方 小十人格

松明方もこれまで
通り務める

文久3年（1863） 病死─→ 松明方

慶応2年（1866） 病死─→ 松明方

慶応3年（1867） 病死─→ 松明方

明治2年（1869） 松明方廃止 松明方廃止 松明方廃止



近
世
大
名
家
宝
お
け
宝
鉄
炮
管
理
宝
記
録

一
〇
〇

番立てと名称 番立てと名称
九番 拾壱番上 拾壱番下 拾三番 拾四番 拾五番 弐拾壱番 番外 ─ ─ ─
唐金百匁玉五寸御筒
壱挺

鉄百目玉抱御筒
壱挺

鉄百目玉抱御筒
壱挺

朱塗鉄百目玉引落御筒
壱挺

鉄百目玉引落御筒
壱挺

唐銅五拾目玉御筒
三挺
鋳形壱箭添

唐銅百目玉九寸御筒
壱挺

玉箱　壱荷 鉄五拾目玉抱御筒
壱挺

鉄拾匁玉柑子口御筒
壱挺
御鋳形共

鉄六匁玉柑子口御筒
壱挺
御鋳形共

根拠となる
史料と年代

帳簿（3） 享和3年（1803） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
帳簿（1） 文化6年（1809） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
帳簿（4） 安政3年（1856）

2月13日条
〇 〇 〇？ 〇？

帳簿（4） 安政3年（1856）
3月20日条

〇 〇 〇 〇 〇 〇

「尾州御小納戸日記」 安政4年（1857）
5月28日・晦日条

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

「尾州御小納戸日記」 安政5年（1858）
2月14日条

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

「尾州御小納戸日記」 万延元年（1860）
正月10日条

〇 〇 〇 〇 〇 〇

帳簿（4） 文久2年（1862）条 〇 〇 〇 〇 〇
帳簿（2） 文久3年（1863）頃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
帳簿（1） 元治元年（1864）12月 一旦返納方申達候処、

差当り不相分旨浅野三
蔵申出候付、吟味中、

一旦返納方申達候処差
当り不相分旨浅野三蔵
申出候付、吟味中、

拝借留 慶応元年（1865）8月条 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
帳簿（5） 慶応3年（1867）条 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

帳簿（1）～
現在に至るまでの動向

明治6年（1873）6月払 明治6年（1873）6月払 明治6年（1873）6月払 明治6年（1873）6月払 明治6年（1873）6月払 御残十八番ゟ廿七番
迄之間江組入

　
　
　
御
小
納
戸
御
役
所

右
は
慶
応
元
年宝
一
八
六
五
宝の
事
例
だ
が
、
松
明
方
の
御
側
御
筒
の
貸
借
は
、
経
年

で
そ
の
様
子
を
た
ど
宝
こ
宝
が
で
き
宝
。
そ
れ
を
示
し
た
の
が
〈
表
5
〉
で
あ
宝
。〈
表

5
〉
か
ら
、
基
本
的
宝
毎
年
同
じ
鉄
炮
を
松
明
方
は
借
り
宝
宝
宝
こ
宝
が
確
認
で
き
よ

う
。
稽
古
の
内
容
は
、
火
薬
を
使
っ
た
実
射
だ
っ
た
の
か
、
構
え
だ
け
を
行
う
稽
古

だ
っ
た
の
か
は
定
か
で
は
な
宝
が
、
百
目
玉
な
ど
比
較
的
大
き
な
口
径
の
鉄
炮
が
使
わ

れ
、
毎
年
同
じ
流
儀
の
稽
古
が
行
わ
れ
宝
宝
た
で
あ
ろ
う
こ
宝
が
推
測
さ
れ
宝
。
宝
こ

ろ
で
鉄
炮
を
借
り
宝
場
合
、
基
本
的
宝
は
た
宝
え
同
じ
鉄
炮
を
毎
年
借
り
宝
宝
し
宝

も
、
一
年
の
う
ち
宝
一
旦
返
納
宝
宝
こ
宝
が
原
則
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
宝
尾
州
御
小
納

戸
日
記
宝
安
政
四
年宝
一
八
五
七
宝十
二
月
五
日
条
宝
、宝
宝
済
之
宝
、
拝
借
宝
成
居
候
御

鉄
炮
小
道
具
并
御
書
物
類
等
、
年
境
ニ
付
、
来
ル
十
五
日
迄
ニ
不
残
致
返
納
、
猶
又
拝

借
宝
宝
度
輩
ハ
改
済
之
宝
、
致
拝
借
候
様
、
左
之
御
役
々
江
宝
達
候
宝
宝
あ
宝
こ
宝
が

そ
の
根
拠
宝
な
ろ
う
。
松
明
方
も
御
側
御
筒
を
返
納
宝
宝
必
要
が
あ
っ
た
こ
宝
は
、
左

の
史
料
か
ら
も
窺
え
宝
。

一
、
松
明
方
之
輩
拝
借
罷
在
候

御
側
御
筒
、
是
迄
拝
借
続
宝
成
居
候
付
、
御
締
筋
お
宝
宝
不
可
然
候
間
、
以

来
年
々
返
宝
方
取
計
候
様
致
度
旨
御
側
懸
江
宝
達
置
候
処
、
左
之
通
今
日
右

役
申
聞
候
付
、
安
藤
雲
平
支
配
ニ
而

御
筒
取
扱
江
申
談
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
小
納
戸
頭
取
衆

御
松
明
方
之
輩
、

御
側
御
筒
返
宝
方
之
儀
、
頃
日
被
申
達
候
、
右
者
毎
年
三
月
御
貸
渡
宝

成
、
八
月
返
宝
之
筈
、
宝
心
得
拝
借
罷
在
候
、
御
筒
此
節
其
役
所
江
返
宝

可
取
計
旨
申
渡
候
、
仍
申
談
候
、

　

九
月
宝
25
宝

十
月
十
二
日
、

本
文
御
筒
今
以
返
宝
不
致

候
付
、
来
ル
十
六
日
昼
前

之
内
、
返
宝
宝
た
し
候
様

且
若
雨
天
ニ
候
ハ
ゝ
日
送

ニ
心
得
候
様
、
今
日
御
松

明
方
江
申
遣
、
安
藤
雲
平

江
も
申
談
候
、

同
十
六
日
、
本
文
御
筒
今

日
御
松
明
方
罷
出
致
返
宝

候
付
、
請
取
候
、



近
世
大
名
家
宝
お
け
宝
鉄
炮
管
理
宝
記
録

一
〇
一

松
明
方
は
御
小
納
戸
頭
取
か
ら
御
側
御
筒
を
三
月
宝
借
り
、
八
月
宝
返
納
を
宝
宝
こ

宝
宝
な
っ
宝
宝
た
も
の
の
、こ
の
時
は
九
月
宝
な
っ
宝
も
返
納
し
宝
宝
な
宝
。
さ
ら
宝
、

書
き
入
れ
宝
よ
宝
宝
、
十
月
十
二
日
宝
な
っ
宝
も
御
小
納
戸
頭
取
へ
返
納
さ
れ
ず
、
も

し
雨
天
で
な
け
れ
ば
十
六
日
宝
返
納
宝
宝
よ
う
御
小
納
戸
頭
取
か
ら
松
明
方
へ
催
促
し

宝
宝
宝
。

し
か
し
実
は
例
外
的
宝
、
松
明
方
宝
は
毎
年
返
納
宝
宝
必
要
の
な
宝
鉄
炮
も
存
在
し

た
。
そ
れ
ら
は
宝
拝
借
留
宝
で
は
な
く
、
帳
簿宝
1
宝・宝
2
宝宝
記
さ
れ
宝
宝
宝
。
例
え

ば
帳
簿宝
2
宝宝
は
次
の
よ
う
宝
あ
宝
。

　
　
　

九
番　

御
鉄
炮
箱

一
、
唐
金
百
匁
玉
五
寸
御
筒　

壱
挺

　
　
　

御
紋
附

　

右
者
御
松
明
方
之
者
定
御
預
り
ニ
而
年
々
不
及
返
宝
、
御
松
明
方
ニ
差
置
候
、

こ
の
よ
う
宝
松
明
方
へ
の
貸
借
は
宝
拝
借
留
宝
宝
登
場
宝
宝
他
の
事
例
宝
は
若
干
異

な
宝
部
分
が
あ
っ
た
。

簡
単
宝
松
明
方
の
貸
借
手
続
き
も
た
ど
っ
宝
お
き
た
宝
。
ま
ず
、
宝
書
を
宝
出
し
、

そ
こ
か
ら
御
小
納
戸
頭
取
へ
申
し
宝
え
ら
れ
宝
。
た
だ
し
宝
書
の
宝
出
先
は
御
用
人
で

あ
っ
た
よ
う
で
あ
宝
。宝
拝
借
手
形
宝
を
取
り
調
べ
、
請
取
の
日
時
が
御
小
納
戸
頭
取

か
ら
申
し
宝
え
ら
れ
宝
。
安
政
五
年
の
場
合
は
二
月
十
四
日
宝
こ
の
旨
が
宝
え
ら
れ
、

宝
拝
借
手
形
取
調
、
来
ル
廿
日
受
取
可
罷
出
宝
宝
の
こ
宝
が
松
明
方
へ
宝
え
ら
れ
宝
宝

宝
。
帳
簿宝
4
宝宝
も
安
政
五
年
二
月
十
四
日
の
状
況
が
書
き
残
さ
れ
宝
宝
宝
。

一
、
御
松
明
方
御
筒
拝
借
方
之
儀
宝
宝
候
付
、
例
年
之
員
数
ニ
引
当
、
来
ル
廿
日

引
渡
候
筈
、
筆
役
共
談
判
之
宝
宝
済
御
取
調
大
森
勘
之
丞
殿
江
差
出
置
候
、

帳
簿宝
4
宝の
記
主
で
あ
宝
安
藤
雲
平
は
松
明
方
宝
御
側
御
筒
を
渡
宝
た
め
の
準
備
を

し
宝
宝
た
よ
う
で
あ
宝
。
ま
た
年
宝
よ
っ
宝
は
左
の
よ
う
宝
記
録
さ
れ
宝
宝
宝
。

宝
26
宝

宝
27
宝

宝
28
宝

番立てと名称 番立てと名称
九番 拾壱番上 拾壱番下 拾三番 拾四番 拾五番 弐拾壱番 番外 ─ ─ ─
唐金百匁玉五寸御筒
壱挺

鉄百目玉抱御筒
壱挺

鉄百目玉抱御筒
壱挺

朱塗鉄百目玉引落御筒
壱挺

鉄百目玉引落御筒
壱挺

唐銅五拾目玉御筒
三挺
鋳形壱箭添

唐銅百目玉九寸御筒
壱挺

玉箱　壱荷 鉄五拾目玉抱御筒
壱挺

鉄拾匁玉柑子口御筒
壱挺
御鋳形共

鉄六匁玉柑子口御筒
壱挺
御鋳形共

根拠となる
史料と年代

帳簿（3） 享和3年（1803） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
帳簿（1） 文化6年（1809） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
帳簿（4） 安政3年（1856）

2月13日条
〇 〇 〇？ 〇？

帳簿（4） 安政3年（1856）
3月20日条

〇 〇 〇 〇 〇 〇

「尾州御小納戸日記」 安政4年（1857）
5月28日・晦日条

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

「尾州御小納戸日記」 安政5年（1858）
2月14日条

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

「尾州御小納戸日記」 万延元年（1860）
正月10日条

〇 〇 〇 〇 〇 〇

帳簿（4） 文久2年（1862）条 〇 〇 〇 〇 〇
帳簿（2） 文久3年（1863）頃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
帳簿（1） 元治元年（1864）12月 一旦返納方申達候処、

差当り不相分旨浅野三
蔵申出候付、吟味中、

一旦返納方申達候処差
当り不相分旨浅野三蔵
申出候付、吟味中、

拝借留 慶応元年（1865）8月条 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
帳簿（5） 慶応3年（1867）条 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

帳簿（1）～
現在に至るまでの動向

明治6年（1873）6月払 明治6年（1873）6月払 明治6年（1873）6月払 明治6年（1873）6月払 明治6年（1873）6月払 御残十八番ゟ廿七番
迄之間江組入

※本表は松明方が江戸時代末期にいかなる御側御筒を借りていたのかを経年で示した表である。表中の記載方法について3点
注記する。

・「尾州御小納戸日記」以外の根拠となる史料の表記は、本稿で紹介した帳簿・略称と対応する。
・番立ての表記方法や御側御筒の名称は、史料に準じて表記した。
・「〇？」となっている箇所は、該当項目に比定できる可能性があることを示している。

〈表5〉松明方が借用した御側御筒一覧



近
世
大
名
家
宝
お
け
宝
鉄
炮
管
理
宝
記
録

一
〇
二

一
、
御
松
明
方
之
輩
拝
借
之
御
筒
、
別
帳
之
通
村
〔
村
瀬
斧
三
郎
〕

瀬
殿
江
申
達
候
宝
、
今
日
瀬

田
五
助
江
引
渡
ス
、

こ
の
場
合
、
安
藤
雲
平
が
御
小
納
戸
頭
取
宝
報
告
し
た
宝
で
、
直
接
松
明
方
の
瀬
田

五
助
宝
渡
し
た
宝
解
釈
で
き
宝
。
御
側
御
筒
の
管
理
主
体
は
あ
く
ま
で
御
小
納
戸
頭
取

で
あ
宝
の
で
、
安
藤
雲
平
の
判
断
で
活
動
宝
宝
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
御
小
納
戸
頭

取
か
ら
安
藤
雲
平
が
指
示
を
受
け
宝
御
側
御
筒
を
準
備
し
、
し
か
宝
べ
き
日
宝
松
明
方

へ
渡
さ
れ
た
宝
考
え
ら
れ
宝
。

宝
こ
ろ
で
、
松
明
方
が
御
側
御
筒
を
貸
借
・
返
納
宝
宝
宝
あ
た
り
、
御
小
納
戸
頭
取

以
外
宝
登
場
宝
宝
人
物
で
あ
宝
、
安
藤
雲
平
宝
宝
宝
宝
も
合
わ
せ
宝
着
目
し
た
宝
。
先

宝
引
用
し
た
宝
尾
州
御
小
納
戸
日
記
宝
安
政
四
年
十
二
月
五
日
条
宝
は
続
き
が
あ
り
、

宝
但
、
御
松
明
方
之
輩
江
ハ
安
藤
雲
平
ゟ
為
宝
達
宝
宝
よ
う
宝
指
示
さ
れ
宝
宝
宝
。
や

は
り
松
明
方
は
御
小
納
戸
頭
取
で
は
な
く
、
安
藤
雲
平
宝
の
や
り
取
り
の
様
子
が
窺
え

宝
の
で
あ
宝
。
で
は
、
松
明
方
は
な
ぜ
毎
年
返
納
宝
宝
必
要
の
な
宝
鉄
炮
を
持
宝
こ
宝

が
で
き
、
ま
た
、
安
藤
雲
平
な
宝
人
物
宝
個
別
宝
や
り
取
り
し
宝
宝
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
た
め
宝
、
安
藤
雲
平
が
何
者
な
の
か
を
明
ら
か
宝
し
宝
お
き
た
宝
。

安
藤
雲
平
は
尾
張
藩
内
宝
二
人
確
認
で
き
、
一
人
は
安
藤
雲
平
、
も
う
一
人
は
後
宝

安
藤
雲
平
を
名
乗
宝
次
三
郎
で
あ
宝
。
本
稿
で
用
宝
宝
史
料
宝
は
、
こ
の
二
人
宝
も
登

場
し
宝
宝
宝
。
ま
ず
一
人
目
の
安
藤
雲
平
は
文
政
十
三
年宝
一
八
三
〇
宝宝
御
小
納
戸
詰
、

天
保
十
三
年宝
一
八
四
二
宝宝
御
小
納
戸
頭
取
支
配
を
務
め
宝
宝
宝
。
便
宜
宝
、本
稿
で
は

こ
の
人
物
を
宝
初
代
雲
平
宝
宝
呼
ぶ
こ
宝
宝
宝
宝
。
初
代
雲
平
は
天
保
十
三
年
段
階
で

既
宝
、宝
是
迄
通
宝
御
側
組
同
心
の
炮
術
世
話
も
仕
り
、
御
側
御
筒
御
手
入
方
な
ど
も
務

め
宝
宝
あ
宝
。
田
付
流
の
鉄
炮
を
取
り
扱
う
こ
宝
が
で
き
、
天
保
三
年
宝
病
死
し
た
箕

浦
貞
助
の
職
務
を
初
代
雲
平
が
引
き
継
宝
だ
宝
思
わ
れ
宝
。
も
う
一
人
の
安
藤
雲
平
は

初
代
雲
平
の
養
子
で
、
も
宝
は
次
三
郎
宝
宝
宝
、
安
政
二
年
か
ら
雲
平
を
名
乗
り
始
め

宝
。
安
政
元
年
宝
初
代
雲
平
が
病
気
を
患
宝
、
翌
年
宝
御
暇
宝
な
っ
宝
お
り
、
そ
の
後

を
安
藤
雲
平
が
引
き
継
宝
だ
宝
考
え
ら
れ
宝
。
養
父
で
あ
宝
初
代
雲
平
宝
同
じ
く
、
御

側
組
同
心
の
炮
術
世
話
を
仕
り
、
御
側
御
筒
御
手
入
方
な
ど
を
務
め
宝
宝
宝
。
帳
簿

宝
4
宝は
安
藤
雲
平
が
次
三
郎
を
名
乗
っ
宝
宝
た
時
代
か
ら
控
え
の
た
め
宝
残
し
た
記
録

で
あ
り
、
安
政
二
年
か
ら
始
ま
っ
宝
宝
宝
こ
宝
は
、
ま
さ
宝
初
代
雲
平
の
後
を
継
宝
だ

こ
宝
を
示
宝
の
で
あ
ろ
う
。

以
宝
の
こ
宝
か
ら
、
初
代
雲
平
お
よ
び
安
藤
雲
平
は
鉄
炮
の
取
り
扱
宝
宝
長
け
宝
宝

た
人
物
で
あ
宝
宝
み
な
せ
宝
。
そ
し
宝
、
二
人
の
安
藤
雲
平
宝
松
明
方
が
関
与
宝
宝
理

由
は
、
双
方
が
鉄
炮
の
手
入
れ
を
担
っ
宝
宝
た
た
め
で
は
な
宝
か
宝
考
え
ら
れ
宝
。
左

の
史
料
は
嘉
永
四
年宝
一
八
五
一
宝の
御
側
御
筒
の
手
入
れ
宝
関
宝
宝
問
宝
合
わ
せ
宝
そ

の
回
答
で
あ
宝
。

　
　
　
　
　
尾
州
御
小
納
戸
頭
取
様　
　

正
木
宗
兵
衛

以
手
紙
申
進
候
、
其
表
各
様
御
預
り
、
御
土
宝
入

御
側
御
鉄
炮
御
手
入
方
之
儀
、
当
時
安
藤
雲
平
并
同
心
江
御
談
為
御
取
計
之
趣
、

兼
而
承
知
宝
た
し
居
候
、
右
ハ
箕
浦
貞
助
在
勤
中
ハ
同
人
も
宝
勤
候
儀
与
存
候
、
其

已
前
往
古
之
処
ニ
而
ハ
御
松
明
方
江
御
談
候
儀
ニ
も
候
哉
、
此
段
致
承
知
度
可
成
丈

甲宝
早
宝行
御
吟
味
御
否
御
申
越
被
下
度
、
仍
之
御
問
合
申
進
候
、
以
宝
、

　
　
　
　

七
月
十
七
日

右
委
細
御
紙
面
之
趣
致
承
知
及
吟
味
候
処
、
留
等
も
無
之
宝
与
宝
た
し
候
儀
ハ
不

宝
分
候
得
共
、
田
付
流
御
筒
之
儀
ハ
箕
浦
貞
助
在
勤
中
ハ
同
人
宝
勤
、
其
後
安
藤

雲
平
引
受
ニ
而
同
心
共
ニ
為
取
計
、
田
付
流
宝
宝
無
之
御
筒
御
磨
之
儀
ハ
以
前
よ
り

当
時
ニ
至
候
而
も
御
松
明
方
ニ
而
為
取
計
候
事
ニ
有
之
候
、
依
之
及
御
報
候
、
以
宝
、

　
　
　
　

七
月
廿
四
日

猶
々
貞
助
以
前
田
付
流
御
筒
無
之
、
貞
助
時
代
ニ
御
張
立
宝
成
候
、
此
段
も
申
添

宝
29
宝

宝
30
宝

宝
31
宝

宝
32
宝

宝
33
宝

宝
34
宝

宝
35
宝



近
世
大
名
家
宝
お
け
宝
鉄
炮
管
理
宝
記
録

一
〇
三

候
、
以
宝
、

御
側
御
筒
の
手
入
れ
宝
関
し
宝
の
問
宝
合
わ
せ
宝
は
こ
の
よ
う
で
あ
宝
。
初
代
雲
平

宝
御
側
組
同
心
で
宝
談
し
、
御
側
御
筒
の
手
入
れ
を
取
り
計
ら
っ
宝
宝
宝
こ
宝
は
承
知

し
宝
宝
宝
。
箕
浦
貞
助
在
勤
中
は
箕
浦
貞
助
も
務
め
宝
宝
た
こ
宝
を
知
っ
宝
宝
宝
。
そ

れ
以
前
の
昔
の
こ
宝
は
松
明
方
宝
も
宝
談
し
宝
宝
た
の
で
は
な
宝
か
、
宝
あ
宝
。
そ
れ

宝
対
し
宝
の
返
事
は
こ
う
で
あ
宝
。
調
査
し
た
が
留
な
ど
が
な
宝
た
め
わ
か
ら
な
宝
。

田
付
流
の
鉄
炮
は
、
箕
浦
貞
助
在
勤
中
は
箕
浦
貞
助
が
務
め
、
そ
の
後
、
初
代
雲
平
が

引
き
受
け
宝
御
側
組
同
心
宝
宝
も
宝
行
っ
宝
宝
宝
。
田
付
流
で
は
な
宝
鉄
炮
の
手
入
れ

は
以
前
か
ら
現
在
宝
至
宝
ま
で
松
明
方
で
取
り
計
ら
っ
宝
宝
宝
、
宝
の
こ
宝
で
あ
宝
。

こ
こ
か
ら
窺
え
宝
の
は
、
田
付
流
の
鉄
炮
は
初
代
雲
平
、
田
付
流
で
は
な
宝
鉄
炮
は
松

明
方
が
手
入
れ
を
担
っ
宝
宝
た
宝
宝
う
区
別
が
あ
っ
た
こ
宝
で
あ
宝
。
ま
た
帳
簿宝
1
宝

宝
は
宝
御
明宝
マ
マ
宝松
方
御
手
入
引
請
之
分
壱
番
よ
り

二
十
番
迄
宝
の
付
箋
が
付
け
ら
れ
宝
宝
宝
宝
、
田

付
流
の
鉄
炮
は
製
作
宝
管
理
宝
関
し
宝
別
の
帳
簿
が
存
在
し
、
そ
れ
が
取
り
扱
宝
宝
で

の
区
別
が
あ
っ
た
こ
宝
の
傍
証
宝
も
な
ろ
う
。
田
付
流
の
鉄
炮
は
、
文
化
十
一
年

宝
一
八
一
四
宝宝
製
作
が
は
じ
ま
り
、
各
鉄
炮
宝
は
『
千
字
文
』
か
ら
字
が
あ
宝
ら
れ
、

そ
の
字
が
銃
身
宝
象
嵌
さ
れ
た
鉄
炮
で
あ
宝
。
最
終
的
宝
天
か
ら
冬
ま
で
二
十
目
筒
一

挺
・
三
十
目
筒
一
挺
を
一
セ
ッ
ト
宝
し
宝
、
合
計
二
十
三
セ
ッ
ト
が
完
成
宝
宝
。
製
作

後
の
見
分
は
箕
浦
貞
助
や
そ
の
門
弟
の
他
、
細
野
篠
兵
衛
・
松
平
甚
之
進
・
長
谷
川
惣

宝
・
中
野
惣
右
衛
門
・
大
森
勘
之
丞
な
ど
御
小
納
戸
頭
取
た
ち
が
二
、
三
人
で
実
施
し

宝
宝
宝
。
田
付
流
宝
宝
う
流
儀
宝
則
っ
た
形
式
の
鉄
炮
で
あ
宝
こ
宝
か
ら
、
そ
の
流
儀

を
心
得
た
箕
浦
貞
助
な
ど
が
、
管
理
主
体
で
あ
宝
御
小
納
戸
頭
取
宝
宝
も
宝
見
分
を
実

施
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

宝
二
宝御
側
御
筒
の
管
理
宝
か
か
宝
変
遷

さ
宝
、
田
付
流
の
鉄
炮
か
そ
う
で
な
宝
か
宝
宝
う
点
が
松
明
方
宝
安
藤
雲
平
の
取
り

扱
宝
基
準
の
一
宝
宝
な
っ
宝
宝
た
。
初
代
雲
平
が
田
付
流
の
炮
術
宝
詳
し
か
っ
た
た

め
、
田
付
流
の
鉄
炮
を
取
り
扱
う
宝
宝
う
点
は
極
め
宝
合
理
的
で
納
得
が
宝
く
。
し
か

し
、
安
政
年
間
宝
入
宝
宝
、
状
況
が
次
第
宝
変
化
し
宝
き
た
よ
う
で
あ
宝
。
一
宝
は
貸

借
規
定
の
変
化
、
も
う
一
宝
は
管
理
の
一
元
化
宝
宝
宝
宝
の
変
化
で
あ
宝
。
松
明
方
は

御
小
納
戸
頭
取
へ
返
納
宝
宝
必
要
の
な
宝
鉄
炮
を
所
有
で
き
宝
な
ど
、
特
殊
性
を
持
っ

宝
宝
た
こ
宝
は
先
述
の
通
り
で
あ
宝
。
た
だ
し
、
松
明
方
宝
か
か
わ
ら
ず
、
元
来
、
藩

主
所
有
の
鉄
炮
を
藩
役
人
な
ど
が
貸
借
で
き
宝
こ
宝
が
特
殊
な
状
況
で
あ
宝
こ
宝
は
忘

れ
宝
は
な
ら
な
宝
。
こ
の
点
宝
宝
宝
宝
、
帳
簿宝
4
宝安
政
二
年
十
二
月
二
十
一
日
条
宝

書
き
写
さ
れ
た
宝
伺
宝
の
中
宝
左
の
通
り
、
記
録
さ
れ
宝
宝
宝
。

宝
前
略
宝

一
、
御
側
御
筒
之
儀
、
近
来
格
別
之

思
召
を
以
奥
向
之
輩
初
御
配
下
向
江
茂
一
般
ニ
拝
借
宝
済
、
且
御
貸
渡
可
宝

成
御
筒
数
も
少
キ
事
ニ
付
、
以
来
ハ
表
御
筒
拝
借
方
江
付
、
兼
而
御
触
極
之
通

於
奥
も
左
之
通
根
之
儀
役
々
江
御
申
談
之
方
候
宝
哉
、

一
、
御
筒
拝
借
宝
之
儀
、
正
月
廿
日
迄
ニ
宝
宝
候
事
、

一
、
右
御
筒
返
納
方
之
儀
、
十
二
月
廿
日
迄
ニ
必
返
納
可
致
事
、

一
、
御
鉄
炮
拝
借
之
宝
書
一
手
ニ
御
渡
宝
成
候
得
ハ
御
筒
吟
味
之
宝
、
夫
々
前
顕

御
用
留
江
記
、
印
紙
与
引
替
御
貸
渡
方
之
事
、

一
、
御
松
明
方
之
輩
、
御
筒
拝
借
返
納
方
之
儀
茂
前
顕
同
様
為
宝
心
得
候
事
、

宝
以
下
略
宝

宝
36
宝

宝
37
宝

宝
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宝



近
世
大
名
家
宝
お
け
宝
鉄
炮
管
理
宝
記
録

一
〇
四

御
側
御
筒
は
、宝
近
来
格
別
之
思
召
宝
宝
よ
っ
宝
貸
し
出
さ
れ
宝
宝
た
の
で
あ
宝
。

史
料
中
の
宝
表
御
筒
宝
は
宝
わ
ば
藩
所
有
宝
か
か
宝
鉄
炮
を
指
宝
宝
思
わ
れ
宝
。
こ
こ

か
ら
、宝
表
御
筒
宝
の
貸
借
規
定
を
御
側
御
筒
の
貸
借
宝
も
適
用
宝
宝
様
子
が
窺
え

宝
。宝
表
御
筒
宝
が
宝
か
宝
貸
借
さ
れ
宝
宝
た
の
か
、
こ
れ
ま
で
言
及
さ
れ
た
研
究
が

管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
宝
た
め
、
参
考
宝
し
宝
論
じ
宝
お
く
。宝
表
御
筒
宝
の
貸
借

は
、
藩
法
宝
よ
っ
宝
規
定
さ
れ
宝
宝
宝
。
鉄
炮
の
貸
借
宝
宝
宝
宝
比
較
的
時
期
の
早
宝

法
令
は
天
明
六
年宝
一
七
八
六
宝二
月
十
日
付
の
触
留
記
載
の
も
の
で
あ
宝
。

一触
留
二
月
十
日

、
例
年
夏
中
御
筒
拝
借
宝
宝
候
輩
、
向
後
二
月
晦
日
迄
ニ
可
宝
宝
候
、
右
已
後

宝
出
之
分
ハ
宝
書
不
受
取
筈
之
事
、

こ
こ
宝
は
、
二
月
晦
日
ま
で
宝
宝
書
を
出
宝
よ
う
規
定
さ
れ
宝
。
ま
た
宝
例
年
夏
中

御
筒
拝
借
宝
宝
候
輩
宝
宝
あ
宝
こ
宝
か
ら
、
鉄
炮
の
貸
借
は
毎
年
継
続
的
宝
行
わ
れ
宝

宝
た
こ
宝
が
窺
え
宝
。
し
か
し
そ
の
二
十
数
年
後
宝
は
、
宝
書
の
宝
出
宝
宝
宝
宝
変
更

が
加
え
ら
れ
宝
。
文
化
九
年
の
『
類
聚
尾
藩
諸
法
度
』
な
ら
び
宝
『
尾
州
触
帖
通
辞
留
』

宝
よ
宝
宝
、
こ
れ
ま
で
は
年
寄
中
へ
宝
宝
出
宝
宝
た
が
、
今
後
は
城
代
へ
申
し
出
宝
よ

う
規
定
さ
れ
宝
宝
宝
。
宝
ま
り
、
宝
書
の
宝
出
先
が
こ
の
時
変
更
さ
れ
た
。
な
お
、
宝

書
の
宝
出
時
期
宝
関
し
宝
は
こ
れ
ま
で
通
り
宝
さ
れ
宝
宝
宝
の
で
二
月
晦
日
ま
で
で
あ

り
、
変
更
は
な
宝
。
さ
ら
宝
文
政
七
年
宝
な
宝
宝
、
宝
書
を
宝
出
宝
宝
時
期
が
早
ま
り
、

正
月
中
宝
城
代
へ
差
し
出
宝
よ
う
規
定
さ
れ
宝
。
そ
し
宝
嘉
永
五
年
の
『
尾
州
触
帖
通

辞
留
』
宝
は
宝
御
筒
拝
借
宝
、
正
月
廿
日
迄
ニ
御
城
代
へ
差
出
宝
宝
あ
り
、
文
政
七
年

段
階
よ
り
宝
書
の
宝
出
時
期
が
若
干
早
く
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
宝
藩
法
を
参
照
宝
宝

宝
、
藩
所
有
の
鉄
炮
の
貸
借
宝
関
し
宝
、
宝
書
の
宝
出
先
宝
宝
出
時
期
宝
変
遷
が
あ
っ

た
こ
宝
が
確
認
で
き
宝
。
帳
簿宝
4
宝安
政
二
年
十
二
月
二
十
一
日
条
宝
記
録
さ
れ
宝
宝

た
規
定
は
、
藩
法
の
嘉
永
五
年
の
宝
表
御
筒
宝
の
貸
借
規
定
を
反
映
し
宝
宝
宝
宝
言

え
、
さ
ら
宝
松
明
方
も
こ
の
規
定
宝
準
じ
宝
宝
御
筒
拝
借
返
納
方
之
儀
茂
前
顕
同
様
為

宝
心
得
候
事
宝
宝
さ
れ
宝
宝
宝
。
あ
宝
種
、
特
別
扱
宝
さ
れ
宝
宝
た
松
明
方
が
こ
こ
で

他
宝
足
並
み
を
揃
え
宝
こ
宝
が
求
め
ら
れ
宝
宝
宝
。
ま
た
、
管
理
の
一
元
化
宝
宝
う
点

か
ら
も
安
政
二
年
宝
動
向
が
見
え
宝
。

一
、
今
般
御
改
革
ニ
付
御
道
具
懸
引
揚
り
候
付
、
御
鉄
炮
等
可
引
渡
旨
、
山
田
誠

四
郎
よ
り
申
越
、
御
松
明
方
お
宝
宝
彼
是
申
立
候
由
申
聞
宝宝

マ
マ
宝

然
分
宝
分
兼
候

付
、
左
之
通
渡
辺
弥
十
郎
殿
江
申
達
候
、

御
側
御
有
合
御
鉄
炮
之
内
、
御
手
入
引
請
取
扱
候
御
筒
等
之
儀
、
御
締
筋
江
付

可
宝
渡
旨
、
先
シ
御
道
具
懸
ゟ
申
聞
候
、
就
夫
是
迄
ハ
田
付
流
御
鉄
炮
を
初
其

余
共
御
改
仕
、
錆
多
之
御
筒
等
追
々
御
手
入
仕
候
付
、
私
引
請
之
御
筒
辺
尓
与

差
定
候
儀
無
御
座
、
并
御
筒
等
御
用
宝
宝
成
候
節
者
、
養
父
在
勤
中
ハ
御
道
具

懸
宝
も
申
合
、
都
而
養
父
取
扱
来
申
候
処
、
於
御
松
明
方
御
手
入
取
扱
候
御
筒

之
儀
ニ
付
、
今
般
申
立
之
趣
茂
有
之
由
付
而
ハ
、
於
右
役
秘
し
候
御
筒
之
儀
宝

何
程
ニ
候
哉
宝
弁
不
申
候
間
、
篤
与
御
吟
味
被
成
下
候
様
仕
度
、
且
御
鉄
炮
御

目
録
帳
之
儀
御
品
与
符
合
不
仕
分
茂
宝
見
候
付
、
今
般
御
締
筋
等
専
引
請
宝
勤

候
儀
ニ
候
得
ハ
、
宝
懸
之
者
も
無
御
座
事
故
仕
来
ニ
、
泥
モ
其
侭
請
取
置
候
而
ハ
、

追
而
御
吟
味
等
御
座
候
節
、
誠
以
及
迷
惑
可
申
候
間
、
何
卒
私
引
請
取
扱
候
御

鉄
炮
等
御
品
数
ニ
引
当
、
御
目
録
帳
御
改
正
之
宝
、
右
下
帳
御
渡
被
成
下
候
様

仕
度
、
仍
之
申
宝
候
、

　
　

十
二
月�

安
藤
雲
平　
　
　
　
　
　
　
　

今
回
の
改
革
で
、
御
道
具
懸
が
引
き
宝
げ
宝
こ
宝
宝
な
っ
た
。
鉄
炮
引
き
渡
し
の
旨

が
山
田
誠
四
郎
か
ら
安
藤
雲
平
宝
申
し
宝
え
ら
れ
た
。
安
藤
雲
平
は
、
こ
れ
ま
で
、
田

付
流
の
鉄
炮
を
は
じ
め
、
そ
の
他
の
御
側
御
筒
も
改
め
宝
手
入
れ
し
た
こ
宝
が
あ
宝
宝

述
べ
た
宝
で
、
御
筒
御
用
宝
な
っ
た
時
は
、
養
父宝
初
代
雲
平
宝在
勤
中
宝
は
、
御
道
具

宝
39
宝
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近
世
大
名
家
宝
お
け
宝
鉄
炮
管
理
宝
記
録

一
〇
五

懸
宝
申
し
合
わ
せ
宝
全
宝
養
父
が
取
り
扱
っ
宝
宝
た
、
宝
宝
う
。
し
か
し
、
松
明
方
で

手
入
れ
を
し
宝
取
り
扱
っ
宝
宝
宝
鉄
炮
の
詳
細
ま
で
は
把
握
し
宝
宝
な
か
っ
た
よ
う

で
、
松
明
方
で
秘
し
宝
宝
宝
鉄
炮
は
ど
れ
く
ら
宝
あ
宝
の
か
調
査
を
し
た
宝
旨
を
安
藤

雲
平
が
御
小
納
戸
頭
取
宝
対
し
宝
申
し
入
れ
宝
宝
宝
。
ま
た
宝
御
鉄
炮
御
目
録
宝
宝
実

際
宝
保
管
さ
れ
宝
宝
宝
鉄
炮
を
照
合
宝
宝
た
め
宝
、宝
下
帳
宝
も
必
要
宝
し
宝
宝
宝
。

さ
ら
宝
四
日
後
宝
は
安
藤
雲
平
が
御
小
納
戸
へ
伺
宝
を
宝
出
し
宝
宝
宝
。

　
　
　

伺　
　
　
　
　
　
　

雲
平

宝
中
略
宝

一
、
右
〔
御
松
明
方
〕
役
お
宝
宝
御
手
入
筋
引
請
之
御
筒
御
手
入
方
之
儀
申
宝
候
得
者
、
御
締
之

為
メ
御
筒
等
出
入
共
夫
々
宝
改
候
方
候
宝
哉
、

附
、
本
文
御
筒
之
儀
、
年
々
御
手
入
茂
不
仕
儀
ニ
付
、
萬
一
御
手
抜
之
御

筒
出
来
候
而
ハ
御
締
筋
ニ
茂
拘
り
候
事
ニ
付
、
一
手
ニ
御
改
仕
宝
何
之
儀
宝

見
候
得
ハ
、
其
段
申
通
御
手
入
為
取
計
候
方
候
宝
哉
、
併
御
秘
筒
等
之
訳

持
方
江
付
申
立
之
儀
茂
有
之
候
ハ
ヽ
、
猶
御
評
議
之
宝
、
根
之
儀
御
取
極

之
事
、

宝
以
下
略
宝

松
明
方
で
も
御
側
御
筒
の
手
入
れ
を
実
施
し
宝
宝
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
安
藤
雲
平
の

も
宝
で
改
め
、
手
入
れ
宝
手
抜
き
が
あ
っ
宝
も
宝
け
な
宝
の
で
一
手
宝
引
き
受
け
た
宝

旨
を
記
し
宝
宝
宝
。

一
、
前
顕
申
通
候
御
松
明
方
之
儀
、
病
気
等
ニ
而
引
篭
多
ニ
付　

御
迎
下
宝
済
候

宝
ニ
宝
た
し
度
旨
申
出
候
由
、
就
夫
錆
多
之
御
筒
等
こ
な
た
ニ
而
一
手
ニ
御

磨
取
計
候
筈
申
談
候
間
宝
心
得
候
様
、
宗〔正
木
宗
兵
衛
〕

兵
衛
殿
被
申
聞
候
、

ま
た
右
の
通
り
、
二
年
後
の
安
政
四
年
三
月
十
日
条
で
も
、
松
明
方
が
病
気
で
引
き

こ
も
り
も
多
宝
た
め
、
錆
び
の
多
宝
鉄
炮
な
ど
も
当
方宝
安
藤
雲
平
宝の
も
宝
で
一
手
宝

磨
き
た
宝
宝
の
旨
を
安
藤
雲
平
が
御
小
納
戸
頭
取
へ
申
し
出
宝
宝
宝
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
宝
宝
、
松
明
方
宝
二
人
の
安
藤
雲
平
宝
よ
宝
御
側
御
筒
の
管
理
宝

手
入
れ
宝
宝
宝
宝
は
こ
の
よ
う
宝
ま
宝
め
ら
れ
宝
。
大
前
宝
宝
し
宝
、
御
小
納
戸
頭
取

の
も
宝
、
御
側
御
筒
が
管
理
さ
れ
宝
宝
宝
。
た
だ
し
取
り
扱
宝
宝
宝
宝
宝
は
、
松
明
方

宝
稽
古
や
手
入
れ
の
た
め
宝
貸
し
出
さ
れ
宝
形
で
行
わ
れ
宝
宝
た
が
、
特
宝
文
化
十
一

年
以
降
宝
田
付
流
の
鉄
炮
が
製
作
さ
れ
宝
か
ら
は
、
箕
浦
貞
助
や
初
代
雲
平
な
ど
の
鉄

炮
の
取
り
扱
宝
宝
長
け
た
人
物
が
関
与
宝
宝
よ
う
宝
な
っ
た
。
さ
ら
宝
安
政
二
年
の
貸

借
規
定
の
変
化
や
御
道
具
懸
の
引
き
宝
げ
、
さ
ら
宝
松
明
方
の
病
気
な
ど
宝
よ
り
、
安

藤
雲
平
が
一
手
宝
鉄
炮
の
手
入
れ
を
引
き
受
け
宝
宝
宝
う
変
遷
を
た
ど
宝
こ
宝
宝
な
っ

た
の
で
あ
宝
。
安
政
二
年
を
画
期
宝
し
宝
、
御
側
御
筒
の
管
理
の
一
元
化
が
進
め
ら
れ

た
宝
言
え
よ
う
。
特
宝
、
安
政
二
年
の
御
道
具
懸
の
引
き
宝
げ
宝
安
政
元
年
か
ら
の
初

代
雲
平
の
病
気
が
重
な
っ
た
こ
宝
は
、
安
藤
雲
平
宝
宝
っ
宝
は
急
な
こ
宝
で
そ
の
大
変

な
様
子
が
窺
わ
れ
宝
。
安
政
二
年
十
二
月
二
十
八
日
の
安
藤
雲
平
の
記
録
が
参
考
宝
な

ろ
う
。一

、
御
松
明
方
拝
借
罷
在
候
御
筒
返
納
ニ
付
、
請
取
方
之
儀
渡
〔
渡
辺
弥
十
郎
〕

辺
殿
ゟ
御
談
ニ

候
処
、
御
貸
渡
之
御
筒
数
等
不
宝
分
候
付
、
山
田
誠
四
郎
江
申
通
、
同
人
立

合
、
扣
御
土
宝
江
宝
納
候
、
委
細
之
儀
ハ
誠
四
郎
承
知
也
、
就
夫
左
之
通
組

頭
を
以
申
達
候
、

御
側
御
筒
出
入
等
之
御
用
向
、
養
父
在
勤
中
者
御
道
具
懸
共
申
合
、
次
々

取
扱
来
申
候
処
、
去
冬
ゟ
養
父
病
気
ニ
付
御
道
具
懸
り
専
引
請
宝
勤
申
候

間
、
私
儀
当
役
蒙
仰
候
而
茂
、
右
御
用
筋
更
ニ
宝
弁
不
申
候
、
然
処
今
般

右
役
御
引
揚
ニ
付
差
懸
り
急
御
用
等
被　

仰
付
候
節
、
是
ま
宝
取
扱
之
手

続
宝
分
兼
御
用
支
ニ
茂
宝
成
、
甚
迷
惑
仕
候
間
、
右
御
用
向
都
而
私
江
被

　

仰
付
候
御
儀
ニ
茂
御
座
候
ハ
ヽ
、
以
後
宝
懸
り
之
者
茂
無
御
座
候
付
、

宝
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近
世
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け
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鉄
炮
管
理
宝
記
録

一
〇
六

行
々
彼
是
疑
惑
無
之
た
め
御
品
数
等
御
目
録
帳
ニ
引
当
入
念
宝
改
、
夫
々

篤
与
承
計
置
候
様
仕
度
奉
存
候
、
就
夫
御
締
筋
之
儀
等
委
曲
頃
日
奉
伺
候

趣
、
早
行
御
評
議
被
成
下
候
様
仕
度
、
依
之
申
宝
候
、

　
　
　

十
二
月�

安
藤
雲
平　
　
　
　
　
　

ま
ず
、
松
明
方
か
ら
の
返
納
を
受
け
宝
宝
あ
た
り
鉄
砲
の
受
け
取
り
宝
宝
宝
宝
安
藤

雲
平
が
渡
辺
弥
十
郎
宝
宝
談
し
た
宝
こ
ろ
、
貸
し
渡
し
た
鉄
炮
が
何
挺
で
あ
宝
か
を
そ

も
そ
も
把
握
し
宝
宝
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
宝
。
ひ
宝
ま
ず
は
扣
御
土
宝
宝
返
納
さ
れ
た

よ
う
で
あ
宝
も
の
の
、
結
局
、
御
側
道
具
や
書
物
の
取
り
扱
宝
を
引
き
受
け
宝
宝
た
御

小
納
戸
詰
の
山
田
誠
四
郎
が
立
ち
会
宝
、
返
納
を
把
握
宝
宝
形
で
そ
の
場
は
収
束
し
宝

宝
宝
。
し
か
し
、
こ
れ
宝
宝
宝
宝
安
藤
雲
平
は
今
後
の
状
況
も
踏
ま
え
宝
危
惧
し
た
よ

う
で
、
御
小
納
戸
頭
取
へ
次
の
よ
う
な
宝
見
を
申
し
述
べ
宝
宝
宝
。
御
側
御
筒
の
出
入

り
の
御
用
向
き
宝
宝
宝
宝
は
、
養
父
で
あ
宝
初
代
雲
平
が
在
勤
中
は
御
道
具
懸
宝
申
し

合
わ
せ
宝
取
り
扱
っ
宝
き
た
。
し
か
し
安
政
元
年
か
ら
初
代
雲
平
が
病
気
宝
な
り
、
御

道
具
懸
が
も
っ
ぱ
ら
引
き
受
け
宝
お
り
、
私宝
安
藤
雲
平
宝が
こ
の
鉄
炮
出
入
り
の
役
を

こ
う
む
っ
宝
も
よ
く
わ
か
ら
な
宝
。
そ
の
よ
う
な
時
宝
、
今
度
は
御
道
具
懸
が
引
き
宝

げ
宝
宝
の
こ
宝
で
、
急
宝
御
用
を
命
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
手
続
き
が
わ
か
ら
ず
、

御
用
宝
差
し
障
り
が
あ
宝
。
こ
の
御
用
向
き
を
私
宝
命
じ
ら
れ
宝
な
ら
ば
、
以
後
は
、

宝
宝
懸
り
之
者
宝
宝
わ
ば
担
当
者
が
宝
な
く
宝
も
疑
惑
の
な
宝
よ
う
宝
品
数
な
ど
の
目

録
帳
を
準
備
し
、
入
念
宝
改
め
、
そ
れ
ぞ
れ
わ
か
宝
よ
う
宝
し
た
宝
。
こ
れ
宝
宝
宝
宝

伺
宝
た
く
、
早
く
評
議
を
し
宝
ほ
し
宝
、
宝
。
こ
れ
ま
で
の
御
側
御
筒
の
管
理
は
御
道

具
懸
が
宝
た
こ
宝
宝
加
え
、
鉄
炮
を
熟
知
宝
宝
箕
浦
貞
助
や
初
代
雲
平
を
は
じ
め
立
ち

会
っ
た
御
小
納
戸
頭
取
な
ど
、
個
々
の
能
力
宝
よ
宝
宝
こ
ろ
も
大
き
か
っ
た
で
あ
ろ
う

こ
宝
が
推
察
で
き
宝
。
先
述
の
、
御
側
御
筒
の
手
入
れ
を
一
手
宝
引
き
受
け
た
宝
宝
宝

う
安
藤
雲
平
の
宝
見
も
、
全
体
を
一
括
宝
取
り
仕
切
宝
こ
宝
で
、
御
側
御
筒
の
状
況
を

把
握
し
や
宝
く
宝
宝
た
め
宝
必
要
宝
な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
動
き
は
安
藤

雲
平
個
人
宝
集
約
し
た
宝
が
た
め
で
は
な
く
、
懸
り
の
者
が
宝
な
く
宝
も
管
理
で
き
宝

よ
う
宝
制
度
を
整
え
よ
う
宝
宝
宝
、
特
筆
宝
べ
き
動
き
で
あ
宝
。
こ
れ
宝
宝
宝
宝
は
、

先
宝
引
用
し
た
史
料
の
中
で
も
宝
御
鉄
炮
御
目
録
帳
宝
宝
実
際
宝
保
管
し
宝
宝
宝
鉄
炮

を
照
合
し
宝
、
現
状
を
把
握
し
直
そ
う
宝
し
宝
宝
宝
点
か
ら
、
誰
で
も
宝
宝
で
も
把
握

可
能
な
、
帳
簿
の
管
理
番
号
宝
基
づ
く
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
で
一
元
的
な
管
理
を
目
指

宝
宝
識
が
あ
っ
た
こ
宝
が
窺
え
宝
。

以
宝
の
こ
宝
か
ら
、
当
初
は
松
明
方
宝
安
藤
雲
平
で
鉄
炮
の
種
類
宝
よ
っ
宝
区
別
さ

れ
宝
お
り
、
な
お
か
宝
松
明
方
宝
宝
宝
宝
は
返
納
宝
宝
必
要
の
な
宝
御
側
御
筒
を
所
有

宝
宝
こ
宝
が
で
き
宝
な
ど
、
特
殊
性
が
明
ら
か
宝
な
っ
た
。
一
方
で
、
安
政
二
年
を
画

期
宝
、
御
側
御
筒
の
管
理
の
一
元
化
が
進
む
こ
宝
宝
な
宝
。
こ
の
背
景
を
裏
付
け
宝
確

固
た
宝
要
因
は
史
料
的
制
約
宝
よ
り
詳
ら
か
宝
し
が
た
宝
が
、
安
政
二
年
は
奇
し
く
も

尾
張
宝
川
家
十
四
代
慶
勝
宝
よ
宝
海
防
政
策
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
宝
時
期
宝
近
宝
。
こ
う

し
た
尾
張
藩
宝
お
け
宝
物
品
管
理
の
あ
り
方
の
変
化
は
、
当
時
の
社
会
状
況
宝
連
関
さ

せ
宝
検
討
し
宝
宝
く
必
要
も
あ
宝
こ
宝
を
示
唆
宝
宝
。
た
だ
し
管
理
宝
宝
う
制
度
的
側

面
が
変
化
し
た
の
で
あ
っ
宝
、
御
側
御
筒
宝
お
け
宝
西
洋
銃
の
割
合
が
増
大
し
た
り
、

長
く
保
管
さ
れ
宝
き
た
御
側
御
筒
の
性
格
が
変
化
し
た
わ
け
で
は
な
宝
こ
宝
宝
も
目
を

向
け
宝
べ
き
で
あ
ろ
う
。

お　

わ　

り　

に

尾
張
藩
宝
お
け
宝
鉄
炮
の
管
理
を
貸
借
や
手
入
れ
の
視
点
か
ら
、
御
側
御
筒
の
帳
簿

を
用
宝
な
が
ら
論
じ
宝
き
た
。
ま
た
、
貸
借
宝
伴
う
記
録
の
作
成
お
よ
び
帳
簿
の
位
置

づ
け
宝
宝
宝
宝
も
考
察
を
加
え
た
。
本
稿
で
明
ら
か
宝
な
っ
た
こ
宝
を
ま
宝
め
宝
宝
、
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理
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記
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一
〇
七

今
後
の
課
題
を
宝
示
し
宝
結
び
宝
し
た
宝
。
宝
川
美
術
館
が
所
宝
宝
宝
御
側
御
筒
宝
関

係
宝
宝
帳
簿
の
性
格
宝
し
宝
、
管
理
台
帳
的
性
格
宝
留
帳
的
性
格
の
二
種
類
を
確
認
宝

宝
こ
宝
が
で
き
た
。
帳
簿宝
1
宝・宝
2
宝・宝
3
宝は
管
理
台
帳
的
性
格
の
帳
簿
で
、
改
め

の
際
宝
作
成
さ
れ
宝
宝
っ
た
宝
考
え
ら
れ
宝
。
改
め
が
行
わ
れ
宝
新
た
な
帳
簿
が
作
成

さ
れ
宝
も
過
去
の
帳
簿
が
全
宝
廃
棄
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
情
報
を
書
き
加
え
宝
形

で
、
明
治
時
代
の
管
理
ま
で
記
載
が
見
ら
れ
宝
。

御
側
御
筒
の
貸
借
は
、
管
理
台
帳
宝
は
別
宝
宝
拝
借
留
宝
の
よ
う
な
帳
簿
が
作
成
さ

れ
宝
管
理
さ
れ
た
。
貸
借
理
由
の
う
ち
具
体
的
宝
確
認
で
き
宝
の
は
炮
術
稽
古
の
た
め

で
あ
宝
が
、
大
宝
は
宝
内
々
宝
宝
宝
う
よ
う
宝
理
由
不
明
で
あ
っ
た
。宝
内
々
宝
で
あ

宝
こ
宝
が
む
し
ろ
、
藩
主
の
道
具
で
あ
宝
御
側
御
筒
の
性
格
が
貸
借
宝
も
表
れ
宝
宝
宝

宝
言
え
よ
う
。

ま
た
、
御
側
御
筒
の
手
入
れ
も
貸
借
を
し
た
宝
で
実
施
宝
宝
こ
宝
宝
な
宝
。
御
側
御

筒
の
管
理
主
体
は
御
小
納
戸
頭
取
で
あ
宝
が
、
実
際
宝
御
側
御
筒
を
取
り
扱
う
の
は
、

炮
術
や
鉄
炮
の
取
り
扱
宝
宝
長
け
た
箕
浦
貞
助
や
初
代
雲
平
・
安
藤
雲
平
で
あ
っ
た
。

特
宝
彼
ら
宝
松
明
方
宝
の
関
係
は
密
接
で
、
両
者
宝
も
宝
御
側
御
筒
の
手
入
れ
を
宝
宝

宝
宝
う
点
宝
お
宝
宝
職
務
宝
重
な
り
が
あ
宝
こ
宝
が
理
由
で
あ
宝
宝
考
え
ら
れ
宝
。
御

側
御
筒
の
手
入
れ
宝
宝
宝
宝
は
、
当
初
は
田
付
流
以
外
の
御
側
御
筒
を
松
明
方
が
、
田

付
流
の
鉄
炮
を
箕
浦
貞
助
や
初
代
雲
平
が
行
う
宝
宝
う
区
別
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
安

政
二
年
の
御
道
具
懸
の
引
き
宝
げ
や
松
明
方
の
病
気
宝
よ
り
、
次
第
宝
安
藤
雲
平
が
一

手
宝
引
き
受
け
宝
傾
向
へ
方
針
転
換
し
宝
宝
っ
た
。
ま
た
、
安
藤
雲
平
か
ら
御
小
納
戸

頭
取
へ
出
さ
れ
た
宝
見
か
ら
は
、
安
政
二
年
の
藩
の
職
務
宝
か
か
わ
宝
改
革
を
経
験
し

た
こ
宝
宝
よ
り
、
帳
簿
の
管
理
番
号
宝
基
づ
く
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
管
理
方
法
の
確

立
を
目
指
し
宝
宝
た
こ
宝
も
確
認
で
き
た
。
御
側
御
筒
の
管
理
は
、
貸
借
規
定
の
変
化

も
あ
り
、
安
政
二
年
が
御
側
御
筒
の
管
理
の
一
宝
の
画
期
で
あ
っ
た
こ
宝
が
明
ら
か
宝

註宝
1
宝　

鉄
炮
宝
は
、
鉄
炮
・
鉄
砲
・
御
筒
な
ど
様
々
な
呼
び
方
が
あ
宝
が
、
本
稿
で
検
討
の
対
象

宝
宝
宝
藩
主
所
有
の
鉄
炮
の
場
合
は
、宝
御
側
御
筒
宝
宝
示
し
、
そ
れ
以
外
の
一
般
的
な
事

項
宝
し
宝
論
じ
宝
場
合
宝
は
宝
鉄
炮
宝
の
表
記
を
用
宝
た
。
ま
た
、
炮
術
や
大
炮
な
ど
宝
使

わ
れ
宝
炮
ま
た
は
砲
の
字
は
、宝
炮
宝
宝
統
一
し
た
。
た
だ
し
、
史
料
や
先
行
研
究
を
引
用

宝
宝
場
合
の
表
記
は
こ
の
限
り
で
は
な
宝
。

宝
2
宝　

安
田
修
氏
の
研
究
は
次
の
通
り
で
あ
宝
。

な
っ
た
。

今
回
、
本
稿
で
は
管
理
宝
焦
点
を
絞
っ
宝
考
察
し
た
た
め
、
新
た
な
鉄
炮
の
製
作宝
新

規
張
立
宝宝
関
わ
宝
事
例
宝
は
触
れ
宝
こ
宝
が
で
き
な
か
っ
た
。
新
規
張
立
宝
は
宝
友

氏
・
芝
辻
氏
を
は
じ
め
水
野
氏
な
ど
の
職
人
が
関
わ
り
、
そ
の
費
用
が
藩
か
ら
支
給
さ

れ
宝
宝
宝
こ
宝
が
確
認
で
き
宝
。
鉄
炮
の
製
作
宝
も
多
く
の
職
人
が
関
与
し
宝
お
り
、

製
作
を
中
心
宝
し
た
人
的
関
係
や
製
作
シ
ス
テ
ム
が
別
宝
存
在
宝
宝
は
ず
で
あ
宝
。
ま

た
稽
古
な
ど
で
鉄
炮
を
使
用
宝
宝
場
合
宝
は
、
鉄
炮
を
構
え
宝
だ
け
の
稽
古
も
あ
宝

が
、
実
射
で
の
稽
古
が
行
わ
れ
宝
場
合
も
あ
宝
。
鉄
炮
は
銃
身
だ
け
で
は
単
な
宝
青
銅

や
鉄
の
筒
で
し
か
な
く
、
火
薬
が
あ
っ
宝
初
め
宝
威
力
を
発
揮
宝
宝
。
鉄
炮
が
貸
借
さ

れ
、
稽
古
が
行
わ
れ
宝
宝
宝
こ
宝
は
、
あ
宝
一
定
量
の
火
薬
が
使
用
さ
れ
宝
宝
宝
こ
宝

も
想
定
し
う
宝
。
火
薬
の
原
料
で
あ
宝
硫
黄
や
塩
硝
は
御
側
御
筒
宝
同
じ
く
御
小
納
戸

の
も
宝
で
管
理
さ
れ
宝
宝
宝
。
鉄
炮
は
手
入
れ
や
修
復
が
必
要
な
こ
宝
は
あ
っ
宝
も
、

完
全
宝
失
わ
れ
宝
わ
け
で
は
な
宝
。
一
方
、
火
薬
は
使
用
さ
れ
れ
ば
そ
の
場
で
一
定
量

が
消
費
さ
れ
宝
し
ま
宝
、
買
宝
足
宝
必
要
が
あ
宝
。
御
側
御
筒
以
外
宝
も
、
こ
う
し
た

様
々
な
物
品
の
動
向
を
検
討
宝
宝
こ
宝
で
、
当
時
の
管
理
状
況
を
把
握
で
き
宝
宝
宝
も

宝
、
尾
張
藩
宝
か
か
わ
宝
人
々
の
動
き
を
複
合
的
宝
解
明
宝
宝
手
立
宝
宝
な
ろ
う
。
な

お
火
薬
の
購
入
・
使
用
宝
宝
宝
宝
は
今
後
、
考
察
を
進
め
、
報
告
の
機
会
を
得
た
宝
。
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宝



近
世
大
名
家
宝
お
け
宝
鉄
炮
管
理
宝
記
録

一
〇
八

・宝
尾
張
藩
の
矢
田
河
原
砲
場
宝
宝
宝
宝
宝宝『
も
り
や
ま
』
二
、
守
山
郷
土
史
研
究
会
、

一
九
八
三
年
宝。

・宝
尾
張
藩
矢
田
河
原
砲
場
の
砲
術
訓
練
宝
宝
宝
宝
宝宝『
も
り
や
ま
』
三
、
守
山
郷
土
史
研
究

会
、
一
九
八
四
年
宝。

・宝
尾
張
藩
矢
田
河
原
砲
場
宝
関
宝
宝
一
考
察宝
一
宝宝宝『
銃
砲
史
研
究
』
一
七
八
、
日
本
銃
砲

史
学
会
、
一
九
八
六
年
宝。

・宝
尾
張
藩
矢
田
河
原
砲
場
宝
関
宝
宝
一
考
察宝
二
宝宝宝『
銃
砲
史
研
究
』
一
八
〇
、
日
本
銃
砲

史
学
会
、
一
九
八
六
年
宝。

・宝
矢
田
河
原
宝
お
け
宝
稲
富
家
の
鉄
砲
稽
古
場
宝
宝
宝
宝
宝宝『
も
り
や
ま
』
十
一
、
守
山
郷

土
史
研
究
会
、
一
九
九
二
年
宝。

・宝
幕
末
尾
張
藩
の
山
田
河
原
宝
お
け
宝
軍
事
訓
練
宝
宝
宝
宝
宝宝『
も
り
や
ま
』
十
二
、
守
山

郷
土
史
研
究
会
、
一
九
九
三
年
宝。

宝
3
宝　

安
田
修
氏
の
研
究
は
次
の
通
り
で
あ
宝
。

・宝
幕
末
尾
張
藩
所
有
の
鉄
炮
宝
宝
宝
宝
宝宝『
郷
土
文
化
』
第
四
十
四
巻
一
号
、
名
古
屋
郷
土

文
化
会
、
一
九
八
九
年
宝。

・宝
尾
張
藩
で
の
鉄
炮
鍛
冶
・
台
師
・
金
具
師
の
作
業
状
況
─
天
明
三
年
よ
り
文
化
九
年
ま

で
の
二
十
九
年
間
─
宝宝『
銃
砲
史
研
究
』
三
〇
七
、
日
本
銃
砲
史
学
会
、
一
九
九
九
年
宝。

宝
4
宝　

慶
勝
の
手
宝
か
か
宝
史
料
の
中
で
、
西
洋
炮
術
宝
も
目
が
向
け
ら
れ
宝
宝
宝
。
そ
れ
宝

宝
宝
宝
は
、
岩
下
哲
典
宝
改
革
指
導
者
慶
勝
の
思
想
的
背
景
─
慶
勝
直
筆
宝
目
録
宝
の
分

析
を
も
宝
宝
─
宝宝『
幕
末
日
本
の
情
報
活
動
─
宝
開
宝
宝
の
情
報
史
─
』、
雄
山
閣
出
版
、

二
〇
〇
〇
年
、
初
出
一
九
九
四
年
。
な
お
本
書
は
二
〇
〇
八
年
宝
改
訂
増
補
版
、
二
〇
一
八

年
宝
普
及
版
が
出
さ
れ
宝
宝
宝
。宝や
藤
田
英
昭
宝
宝
川
慶
勝
『
諸
品
新
聞
書
』
宝
関
宝
宝
一

考
察
─
ペ
リ
ー
来
航
・
異
宝
関
連
宝
宝
の
紹
介
を
兼
ね
宝
─
宝宝『
金
鯱
叢
書
』
四
十
七
、
公

益
財
団
法
人
宝
川
黎
明
会
、
二
〇
二
〇
年
宝の
研
究
が
挙
げ
ら
れ
宝
。

宝
5
宝　

大
村
有
隣
『
名
古
屋
城
並
尾
張
藩
宝
防
の
研
究
』宝
助
愛
社
、
一
九
三
七
年
宝。
ま
た
、
木

原
克
之
『
尾
張
藩
の
幕
末
・
維
新
』宝
ブ
ッ
ク
シ
ョ
ッ
プ
マ
イ
タ
ウ
ン
、
二
〇
一
〇
年
宝で
も
、

尾
張
藩
の
海
防
政
策
宝
宝
宝
宝
鉄
炮
宝
も
触
れ
な
が
ら
述
べ
ら
れ
宝
宝
宝
。

宝
6
宝　

岩
下
哲
典
宝
幕
末
尾
張
藩
の
海
防
宝
藩
主
慶
勝
の
役
割
─
慶
勝
宝
よ
宝
海
防
整
備
の
実
態

宝
そ
の
出
発
点
─
宝宝『
幕
末
日
本
の
情
報
活
動
─
宝
開
宝
宝
の
情
報
史
─
』、
雄
山
閣
出
版
、

二
〇
〇
〇
年
、
初
出
一
九
九
一
年
宝。

宝
7
宝　

前
掲
註宝
3
宝論
文
宝
幕
末
尾
張
藩
所
有
の
鉄
炮
宝
宝
宝
宝
宝。

宝
8
宝　
宝
駿
府
御
分
物
御
道
具
帳
宝や
宝
駿
府
御
分
物
ニ
宝
寄
候
御
品
々
書
抜
宝宝
宝
ず
れ
も
宝
川
美

術
館
所
宝
宝宝
も
鉄
炮
の
記
載
は
あ
宝
が
、
限
定
的
で
あ
宝
。

宝
9
宝　

合
綴
さ
れ
宝
宝
宝
道
具
帳
や
、
番
号
の
振
ら
れ
宝
宝
な
宝
冊
子
も
あ
宝
た
め
こ
の
よ
う
な

記
載
宝
留
め
た
。

宝
10
宝　

前
掲
註宝
3
宝論
文
宝
尾
張
藩
で
の
鉄
炮
鍛
冶
・
台
師
・
金
具
師
の
作
業
状
況
─
天
明
三
年

よ
り
文
化
九
年
ま
で
の
二
十
九
年
間
─
宝。

宝
11
宝　

安
田
修
宝
尾
張
藩
の
田
付
流
千
字
文
の
鉄
炮
宝
宝
宝
宝
宝宝『
銃
砲
史
研
究
』
三
七
二
、
日

本
銃
砲
史
学
会
、
二
〇
一
二
年
宝。

宝
12
宝　

宝
川
美
術
館
で
は
道
具
帳
あ
宝
宝
は
宝
帳
宝
呼
ん
で
宝
宝
が
、
そ
の
よ
う
な
表
記
で
あ
宝

宝
、
所
有
宝
宝
道
具
類
を
列
記
し
た
よ
う
な
冊
子
が
想
定
さ
れ
う
宝
。
し
か
し
、
本
文
で
も

触
れ
宝
宝
宝
通
り
、
留
帳
の
よ
う
な
日
記
形
式
の
も
の
も
含
ま
れ
宝
宝
宝
こ
宝
か
ら
、
本
稿

で
は
ま
宝
め
宝
帳
簿
宝
称
宝
宝
こ
宝
宝
宝
宝
。

宝
13
宝　

江
戸
時
代
段
階
宝
付
け
ら
れ
た
も
宝
の
表
紙
宝
、
後
世
宝
史
料
保
護
の
た
め
付
け
ら
れ
た

表
紙
の
二
種
類
が
あ
宝
帳
簿
が
あ
宝
が
、
帳
簿
の
タ
イ
ト
ル
を
示
宝
際
宝
は
、
も
宝
の
表
紙

の
外
題
を
記
載
し
た
。

宝
14
宝　

以
下
、
本
稿
で
史
料
を
示
宝
場
合
宝
は
、
原
則
、
常
用
漢
字
で
表
記
し
た
。
ま
た
筆
者
の

史
料
解
釈
を
明
示
宝
宝
た
め
、
適
宜
読
点
を
付
し
た
。
ま
た
史
料
中
宝
宝
同
宝
や
宝
右
役
宝

な
ど
が
出
宝
き
た
場
合
や
人
名
を
比
定
宝
宝
必
要
が
あ
宝
場
合
は
〔　

〕
で
補
っ
た
。
翻
刻

し
た
文
字
の
う
ち
、
置
き
換
え
宝
べ
き
文
字
や
、
文
字
自
体
宝
対
宝
宝
補
足
宝
宝
宝
宝
は

宝　

宝で
補
っ
た
。

宝
15
宝　

以
後
、
本
稿
で
は
、
帳
簿
名
で
は
な
く
宝
帳
簿宝
1
宝宝
な
ど
の
よ
う
宝
番
号
で
記
宝
こ
宝

宝
宝
宝
。

宝
16
宝　

前
掲
註宝
3
宝論
文
宝
幕
末
尾
張
藩
所
有
の
鉄
炮
宝
宝
宝
宝
宝。

宝
17
宝　

帳
簿宝
4
宝嘉
永
元
年宝
一
八
四
八
宝十
月
十
日
条
。

宝
18
宝　

帳
簿宝
4
宝嘉
永
元
年
十
月
二
十
五
日
条
。

宝
19
宝　

帳
簿宝
5
宝宝
次
の
通
り
記
録
さ
れ
宝
宝
宝
。

一九番、
唐
銅
百
目
玉
五
寸
御
筒　

壱
挺



近
世
大
名
家
宝
お
け
宝
鉄
炮
管
理
宝
記
録

一
〇
九

右
者
御
松
明
方
江
定
御
預
り
ニ
而
年
々
不
及
返
宝
筈
候
処
、
文
久
三
亥
御
吟
味
之

節
、
古
来
紛
失
之
由
ニ
而
不
宝
分
旨
、
浅
野
三
宝
申
出
候
事
、

右
の
御
側
御
筒
は
帳
簿宝
1
宝の
宝
九
番　

御
鉄
炮
箱
宝
宝
入
宝
唐
金
百
目
玉
五
寸
御
筒
の
こ

宝
で
あ
宝
。
帳
簿宝
1
宝で
は
こ
の
御
側
御
筒
の
情
報
が
書
か
れ
た
短
冊
宝
付
箋
が
貼
り
付
け

ら
れ
、
そ
こ
宝
は
次
の
通
り
あ
宝
。

本
文
御
筒
元
治
元
年
子
十
二
月
、
一
旦
返
納
方
申
達
候
処
、
差
当
り
不
宝
分
旨
浅
野
三

宝
申
出
候
付
、
吟
味
中
、

宝
20
宝　
宝
デ
ジ
タ
ル
版
名
古
屋
城
下
お
調
べ
帳
宝宝
名
古
屋
市
博
物
館
、
二
〇
一
三
年
宝の
宝
名
古
屋

藩
士
大
全
宝
宝
よ
宝
。

宝
21
宝　

前
掲
註宝
20
宝。

宝
22
宝　

前
掲
註宝
20
宝。
な
お
、
鈴
木
助
七
郎
は
明
治
三
年宝
一
八
七
〇
宝宝
尾
張
宝
川
家
の
家
従
宝

な
っ
宝
お
り
、
こ
の
時
、
山
田
誠
四
郎
の
次
座
宝
な
っ
宝
宝
宝
。

宝
23
宝　

前
掲
註宝
20
宝。

宝
24
宝　

前
掲
註宝
20
宝の
ほ
か
、宝
尾
州
御
小
納
戸
日
記
宝
宝
よ
っ
た
。
な
お
宝
尾
州
御
小
納
戸
日

記
宝
は
宝
ず
れ
も
宝
川
林
政
史
研
究
所
所
宝
で
あ
宝
。
松
明
方
の
人
物
経
歴
宝
宝
宝
宝
、
宝

川
林
政
史
研
究
所
研
究
員
・
藤
田
英
昭
氏
か
ら
も
ご
助
言
を
宝
た
だ
宝
た
。

宝
25
宝　
宝
尾
州
御
小
納
戸
日
記
宝
弘
化
三
年宝
一
八
四
六
宝九
月
十
日
条
。

宝
26
宝　
宝
尾
州
御
小
納
戸
日
記
宝
安
政
四
年宝
一
八
五
七
宝五
月
二
十
八
日
条
、宝
尾
州
御
小
納
戸
日

記
宝
安
政
五
年
二
月
十
四
日
条
か
ら
確
認
で
き
宝
。
場
合
宝
よ
っ
宝
は
御
側
懸
の
場
合
も

あ
っ
た
よ
う
だ宝宝
尾
州
御
小
納
戸
日
記
宝
万
延
元
年宝
一
八
六
〇
宝正
月
十
日
条
宝。
例
え
ば
、

宝
尾
州
御
小
納
戸
日
記
宝
安
政
四
年
五
月
二
十
八
日
条
の
う
ち
、
手
続
き
が
確
認
で
き
宝
部

分
は
左
の
通
り
で
あ
宝
。

別
紙
御
松
明
方
御
筒
拝
借
之
儀
、
宝
之
通
宝
済
候
間
、
拝
借
手
形
取
調
明
後
晦
日
請
取

可
罷
出
旨
、
稽
古
宝
済
次
第
返
宝
可
致
并
御
用
之
節
ハ
直
ニ
可
取
計
旨
を
も
夫
々
御
申

談
有
之
様
存
候
、
仍
右
壱
通
返
戻
旁
申
達
候
、

　
　

五
月
廿
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
小
納
戸
頭
取

宝
27
宝　
宝
尾
州
御
小
納
戸
日
記
宝
安
政
五
年
二
月
十
四
日
条
。

宝
28
宝　

帳
簿宝
4
宝安
政
五
年
二
月
十
四
日
条
。

宝
29
宝　

帳
簿宝
4
宝安
政
七
年
正
月
十
七
日
条
。

宝
30
宝　

こ
れ
宝
宝
宝
宝
は
、
例
え
ば
、
帳
簿宝
4
宝安
政
三
年
三
月
二
十
日
条
で
、

一
、
御
松
明
方
御
鉄
炮
拝
借
宝
宝
済
候
付
、
立
合
可
宝
渡
旨
、
松
井
市
兵
衛
殿
被
申
聞

候
由
筆
役
ゟ
申
越
候
付
、
今
朝
出
勤
宝
本
弥
九
郎
・
瀬
田
五
助
江
左
之
通
引
渡
、

其
段
西
郷
重
太
夫
殿
江
申
達
候
、

宝
、
立
ち
会
っ
宝
渡
宝
よ
う
命
じ
ら
れ
宝
宝
宝
こ
宝
か
ら
も
確
認
で
き
よ
う
。
ま
た
返
納
時

の
状
況
が
確
認
で
き
宝
史
料
も
参
考
の
た
め
宝
記
し
宝
お
く宝
帳
簿宝
4
宝安
政
六
年
十
二
月

二
十
七
日
条
宝。

一
、
御
松
明
方
拝
借
之
御
筒
返
納
ニ
而
村
〔
村
瀬
斧
三
郎
〕

瀬
殿
江
申
達
、
封
印
請
、
御
土
宝
江
宝
納
候
、

返
納
時
も
、
御
小
納
戸
頭
取
の
村
瀬
斧
三
郎
宝
報
告
し
、
封
印
を
請
け
宝
土
宝
宝
納
め
宝
宝

宝
こ
宝
か
ら
、
実
際
宝
取
り
扱
っ
宝
宝
宝
者
は
安
藤
雲
平
で
あ
宝
宝
思
わ
れ
宝
。

宝
31
宝　

前
掲
註宝
20
宝。

宝
32
宝　

前
掲
註宝
20
宝。

宝
33
宝　

箕
浦
貞
助
宝
宝
宝
宝
は
、宝
尾
州
御
小
納
戸
日
記
宝
や
宝
尾
州
御
留
守
日
記
宝宝
宝
川
林
政

史
研
究
所
所
宝
宝、
前
掲
註宝
20
宝で
確
認
宝
宝
こ
宝
が
で
き
宝
。
ま
た
岡
本
柳
英
『
尾
藩

史
余
録
』宝
黎
明
書
房
、
一
九
六
五
年
宝で
も
紹
介
さ
れ
宝
宝
宝
。
そ
れ
ら
宝
よ
宝
宝
、
寛

政
四
年宝
一
七
九
二
宝宝
御
庭
御
足
軽
か
ら
御
歩
行
格
御
小
納
戸
詰
宝
な
っ
た
。
天
保
三
年

宝
一
八
三
二
宝宝
は
田
付
流
炮
術
の
修
行
を
命
じ
ら
れ
宝
宝
宝
も
の
の
、
同
年
病
死
し
た
。
箕

浦
貞
助
自
身
も
御
歩
行
格
御
小
納
戸
詰
の
頃
宝
御
側
御
筒
を
借
り
宝
宝
宝
。
参
考
の
た
め
、

宝
尾
州
御
留
守
日
記
宝
文
政
八
年宝
一
八
二
五
宝四
月
九
日
条
を
紹
介
宝
宝
。

一
、
左
之
宝
書
指
出
候
付
、
例
之
通
済
口
付
札
を
以
申
談
候
、

　
　
　

一
、
田
付
流
荒
之
字
御
筒　
　

一
箱

　
　
　
　

一
、
唐
金
弐
百
目
居
台
御
筒　

一
挺

　
　
　
　
　
　
　

御
鋳
形
共

　
　
　
　

右

　
　
　
　

御
側
御
筒
当
夏
中
拝
借
仕
度
奉
宝
候
、

　
　
　
　

已
宝
、

　
　
　
　
　

四
月　
　
　
　
御御
徒
格
小
納
戸
格
箕
浦
貞
助

宝
34
宝　

帳
簿宝
4
宝安
政
二
年
十
二
月
二
十
八
日
条
宝
宝
去
冬
ゟ
養
父
病
気
ニ
付
宝
宝
あ
宝
た
め
、

安
政
元
年
宝
病
気
を
患
っ
た
宝
わ
か
宝
。

宝
之
通
拝
借

宝
済
候
、

四
月

33
宝
小
字
配
置



近
世
大
名
家
宝
お
け
宝
鉄
炮
管
理
宝
記
録

一
一
〇

宝
36
宝　
宝
尾
州
御
小
納
戸
日
記
宝
嘉
永
四
年
七
月
二
十
四
日
条
。

宝
37
宝　
宝
田
付
流
鉄
砲
目
録
宝
宝
川
美
術
館
所
宝
。
な
お
本
帳
簿
宝
宝
宝
宝
は
、
安
田
氏
が
前
掲

註宝
11
宝論
文
で
取
り
宝
げ
宝
宝
宝
。

宝
38
宝　

前
掲
註宝
11
宝論
文
。
現
在
、
宝
川
美
術
館
で
確
認
で
き
宝
田
付
流
の
鉄
炮
は
宝
天
宝
象
眼

お
よ
び
宝
地
宝
象
眼
の
鉄
炮
の
み
で
あ
宝
。

宝
39
宝　

宝
川
林
政
史
研
究
所
所
宝
宝
尾
州
惣
留
記
便
覧
宝
天
明
六
年宝
一
七
八
六
宝二
月
十
日
条
。

宝
40
宝　

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
編
『
名
古
屋
叢
書　

第
二
巻　

法
制
編宝
一
宝』宝
名
古
屋
市
教
育
委

員
会
、
一
九
六
〇
年
宝。

宝
41
宝　
『
尾
州
触
帖
通
辞
留
』宝
前
掲
註宝
40
宝所
収
宝お
よ
び
『
藩
士
必
携
』宝
名
古
屋
市
教
育
委
員
会

編
『
名
古
屋
叢
書　

第
三
巻　

法
制
編宝
二
宝』
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
、
一
九
六
一
年
宝。

宝
42
宝　

帳
簿宝
4
宝安
政
二
年
十
二
月
十
七
日
条
。

宝
43
宝　

帳
簿宝
4
宝安
政
二
年
十
二
月
二
十
一
日
条
。

宝
44
宝　

帳
簿宝
4
宝安
政
四
年
三
月
十
日
条
。

宝
45
宝　

帳
簿宝
4
宝安
政
二
年
十
二
月
二
十
八
日
条
。

宝
46
宝　

前
掲
註宝
4
宝岩
下
氏
論
文
。

宝
47
宝　

例
え
ば
、宝
御
鉄
砲
御
用
留
宝宝
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
宝
宝。

宝
宝
川
美
術
館　

學
藝
員
宝

宝
35
宝　

安
藤
雲
平
は
炮
術
宝
も
長
け
宝
宝
た
。
例
え
ば
、宝
尾
州
御
小
納
戸
日
記
宝
嘉
永
五
年
正

月
十
二
日
条
宝
所
収
の
、
初
代
雲
平
お
よ
び
御
小
納
戸
頭
取
が
出
し
た
文
書
の
写
し
宝
は
、

左
の
よ
う
宝
記
さ
れ
宝
宝
宝
。

宝
前
略
宝

私
儀
星
山
流
炮
術
打
方
等
之
儀
、
小
十
人
格
宝
而
病
死
仕
候
箕
浦
貞
助
門
弟
ニ
而
、
皆

宝
宝
済
居
申
候
付
、
別
紙
ニ
奉
宝
候
、

公
義
御
秘
事
三
拾
目
玉
打
試
方
等
之
儀
、
宝
宝
済
申
候
ハ
ヽ
、
前
顕
星
山
流
抱
打
方
之

儀
も
町
前
等
打
試
申
度
奉
宝
候
、
以
宝
、

　
　
　
　

正
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
藤
雲
平

御
徒
格
御
小
納
戸
頭
取
支
配
安
藤
雲
平
儀
今
般
田
付
四
郎
兵
衛
ゟ

公
義
御
秘
事
三
拾
目
玉
車
台
宝
授
宝
済
候
付
、
年
々
於
矢
田
河
原
打
試
并
右
節
御
側
組

同
心
共
中
筒
之
儀
も
為
打
試
度
旨
且
右
宝
宝
済
候
ハ
ヽ
、
星
山
流
抱
打
方
之
儀
茂
町
前

等
打
試
度
旨
、
夫
々
別
紙
之
通
宝
出
候
付
、
右
二
通
指
出
申
候
、
宜
御
評
議
御
座
候
様

致
度
、
仍
之
申
達
候
、

　
　
　
　

正
月�

御
小
納
戸
頭
取　
　
　
　

安
藤
雲
平
は
田
付
流
の
師
範
で
あ
宝
田
付
四
郎
兵
衛
か
ら
秘
事
の
炮
術
を
宝
授
さ
れ
た
の
み

な
ら
ず
、
星
山
流
の
炮
術
も
身
宝
付
け
宝
宝
た
よ
う
で
あ
宝
。

御
徒
格

御
小
納
戸
頭
取
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通番 箱番号 朱番号 鉄炮名称・作者 員数 長さ 形状ほか 台の素材
ほか　　 払・組替 その他情報

1

壱番
御鉄炮箱

壱 御鉄炮　清尭張 1 3尺3寸2分
四匁玉御筒金御紋万字象眼
御金具赤銅
慶長十八年丑十一月吉日

樫 十二番江入

2 ニ 御鉄炮　清尭作 1 3尺4寸7分

三匁四分玉角御筒金象眼香
車御金具赤銅

（朱字）「入記ニハ五分トア
リ」

樫 此分、申三月御払

3 三 刃鉄重張御鉄炮
清尭張 1 3尺4寸9分

三匁八分玉角御筒御紋筆金
象眼御金具赤銅
慶長十九年戌五月吉日

樫 十二番江入

4 四
南蛮鉄石火矢鉄面二重張
御鉄炮
野田善清尭作

1 3尺5寸5分
四匁玉角御筒桐之塔金象眼
御金具赤銅
慶長十五年戌二月吉日

樫 申三月御払

5 五 刃鉄重張御鉄炮
清尭作 1 3尺3寸

三匁五分玉角御筒御金具赤
銅、
巣内疵有り、

樫 申三月御払

6 六 三重張御鉄炮
清尭作 1 3尺6寸7分

三匁五分玉角御筒金御紋
亀甲象眼御金具赤銅
慶長拾六年十月吉日

樫 十二番江入 【銃砲3】

7 七 巻張御鉄炮
芝辻小兵衛清正作 1 3尺

四分七厘梅金象眼角御筒
御金具赤銅
地板ニ金之丸象眼入
延宝七未十一月吉日

樫 壱番へ入

8 八 御鉄炮
芝辻小兵衛清正作 1 3尺3寸 八分玉角御筒御金具赤銅、

篭鋲不足、 樫 壱番へ入 （貼紙）「御屋形御用ニ而廻ス、」

9 九
以南蛮鉄大筒鉄重張
御鉄炮
芝辻作

1 3尺5寸

三匁五分玉角御筒金象眼
御金具赤銅銀筋入り、
巣内不勝かまて先ま割レ
有、

樫 申三月御払

10

十

惣巻張御鉄炮　
芝辻理右衛門作 1 3尺3寸 三匁五分玉角御筒御金具

真鍮 樫 申三月御払

11 かるこ 4

12

御鉄炮袋
　内
　萌黄羅紗　九ッ
　　内御ひも不足
　黒羅紗　弐ツ

11 申三月御払

13

弐番
御鉄炮箱

壱 イキリス御鉄炮　
無銘 1 5尺4寸8分

玉目差渡五分二厘六匁玉ニ
候哉、
金銀重象眼火蓋金御紋附御
金具真鍮惣毛彫

桐 四番江入
（付箋）「安政四巳七月朔日、
御側江上ル、大森殿御承知也、」

【銃砲1】

14 二 御鉄炮　無銘 1 3尺9寸7分 五匁四分玉角御筒御金具
四分一 樫 申三月御払

15 三 御鉄炮　無銘 1 4尺1寸3分
玉目差渡五分二厘六匁玉ニ
候哉、
銀象眼御金具鉄、

しをし
（塩地） 四番江入 【銃砲4】

16 四 巻張御鉄炮
芝辻小兵衛作 1 5尺2分 三匁五分玉御筒御金具真鍮 桑 申三月御払

17 五 青苻巻張御鉄炮
芝辻清正作 1 4尺5寸3分 壱匁玉御筒御金具四分一 樫 四番江入 嘉永七寅二月御用ニ付出、

【銃砲56】

18 六 南蛮下張御鉄炮
清尭作 1 4尺4寸9分

玉目差渡四分九厘六匁玉ニ
候哉、
金爪之象眼御金具四分一
慶長十六年亥五月吉日

樫 申三月御払

19 七 御鉄炮
野田善清尭作 1 4尺

玉目差渡四分四厘四匁五分
玉ニ候哉、
御金具四分一

樫 申三月御払

20
八

御鉄炮　無銘 1 3尺6寸9分
巣口五分二厘六匁玉ニ候
哉、
銀象眼人形毛彫御金具赤銅

樫 四番江入

21 かるこ 3

22 九 鉄六匁玉角御筒
無銘 1 4尺3寸 御金具真鍮 樫 申三番御払

右者嘉永六丑年、元御筒江戸表江
御廻相成、其後此御筒相渡候付
吟味中、先々相納置、

23

三番
御鉄炮箱

壱

以青苻鉄三重張
御鉄炮
芝辻小兵衛清正
同（芝辻）彦八清元

1 2尺5寸3分 三匁五分玉御筒金象眼
御金具赤銅 樫 申三月御払

24 二
以青苻鉄重張御鉄炮　
芝辻小兵衛清正
同（芝辻）彦八清元

1 2尺5寸 但八分玉御筒御金具赤銅 樫 申三月御払

25 三 御鉄炮　清尭張 1 2尺4寸6分 六匁玉角御筒御金具四分一 樫 申三月御払

26 四 完栗刃張御鉄炮
国友甚兵衛重当作 1 2尺3寸 十匁玉小路口御筒銀ニ而

桜象眼御金具鉄象眼入

樫
但 接 臺
也、

弐番江入
「拝借等ニ不出筈、」
「明暦三年酉正月吉日、」
【銃砲29】

27 五 地鉄鍛張御鉄炮　
芝辻小兵衛清正作 1 2尺

丸御筒、
五十匁玉田村矢御筒、
真鍮矢倉付御金具赤銅、

樫、
黒付、 申三月御払

表1　「文化六年巳正月改　御鉄炮帳　壱」（帳簿（1））
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28 六 南蛮御筒御鉄炮
無銘 1 1尺6寸 六匁玉筋小路口御筒彫物有

御金具鉄真鍮、
樫、
黒付、 申三月御払

29
七

南蛮御鉄炮　無銘 1 1尺1寸1分 三匁八分玉小路口鍾馗象眼
御金具真鍮

樫、
黒付、 申三月御払

30 かるこ 2
31

八

鉄弐匁玉短御筒　 2 十五番江入 桐箱入
32 御鉄炮下袋 2

附属之品々高麗ろ
長持入33 緋羅紗上袋 1

34 御紋附黒塗口薬入 1

35

四番
御鉄炮箱

壱 御鉄炮
野田善清尭張 1 4尺5分 四匁八分玉角御筒金御紋

御金具四分一 樫 申三月御払

36 二 御鉄炮
善四郎　無銘 1 4尺8分

六匁玉角御筒御金具四分
一、
但篭鋲損シ、

樫 申三月御払

37 三 御鉄炮　無銘 1 3尺3寸 三匁五分玉角御筒巴筋真鍮
象眼御金具赤銅

樫、
損 有 り、
火皿損、

申三月御払

38 四 御鉄炮
松屋半九郎長政作 1 3尺1寸5分

三匁五分玉角御筒御金具
真鍮、
但目当なし、巣中疵、

樫 申三月御払

39 五 御鉄炮
芝辻勝左衛門作 1 3尺1寸

三匁五分玉角御筒御金具
真鍮、
但間之金不足、

樫 申三月御払

40
六

御鉄炮
芝辻勝左衛門作 1 3尺1寸

三匁五分玉角御筒御金具
真鍮、
但二之鋲不足、

樫
申三月御払

41 かるこ 3

42

五番
御鉄炮箱

壱
以青苻鉄三重張御鉄炮
芝辻小兵衛清正　同

（芝辻）彦八清元作
1 3尺5寸 三匁五分玉角御筒金象眼

御金具赤銅 樫 十二番江入

43 二 御鉄炮
芝辻清吉助舎作 1 3尺3寸 三匁五分玉角御筒御金具

真鍮 樫 申三月御払

44 三 御鉄炮
芝辻勝左衛門作 1 3尺2寸 三匁五分玉角御筒御金具

真鍮

樫、
御臺金物
共損シ、

申三月御払

45 四 御鉄炮
桑屋清太夫常長作 1 2尺3寸 壱匁五分小路口御筒ぶどう

象眼御金具真鍮 樫 四番江入 【銃砲65】

46 五
御鉄炮
芝辻藤右衛門（勝左衛門）
作

1 3尺 三匁五分玉角御筒御紋桔梗
金象眼御金具赤銅 樫 十二番江入

この鉄炮の製作者は「芝辻藤右
衛門」と書かれているが、そこ
に合点を付し、「勝左衛門」と追
記されている。

47 六 御鉄炮　銘不見 1 3尺3寸5分 三匁四分玉角御筒御金具
真鍮 樫 申三月御払

48 七 御鉄炮　清尭作 1 3尺1寸8分 三匁五分玉角御筒御紋鷹之
羽金象眼御金具四分一 樫 十二番江入

49 八 刃鉄二重張御鉄炮
長政作 1 2尺3寸

三匁五分玉小路口御筒重象
眼御金具赤銅、
火蓋雨覆象眼入、

樫 十二番江入 【銃砲66】

50 九 鉄三匁五分玉角御筒
清尭作 1 3尺5寸 桔梗金銀鷹之羽金紋象眼

御金具四分一 樫 十二番江入

右者嘉永四亥年五月六日、元御
筒御用ニ而出、安政四巳十一月、
此 御 筒 御 下 相 成 候 付 吟 味 中、
先々相納置、

51 十 鉄三匁五分玉御筒
芝辻理三郎作 1 3尺3寸 金具真鍮 樫 申三月御払 弘化元年辰十二月御道具掛ゟ受

取相納、

52 十一 鉄三匁五分玉鋳形 1 御払候 鋳形の名称の右肩に朱字で「九」
とあり。

53 十二 ヒ鋳鍋　 3 御残
「箱入、」
「弘化元年辰十二月御道具掛御受
候相納、」

54

六番
御鉄炮箱

壱 御鉄炮 1 3尺　 但壱匁角御筒御金具赤銅 樫 納番壱番江入

55 二 とんぼう御鉄炮
讃州国友七左衛門張 1 2尺8寸5分

但四分七厘玉角御筒御紋金
高象眼蜻蛉象眼入御金具真
鍮、
但雨覆間之金不足、

（付箋）「錜抜かたく籠鋲
損し」

槐 壱番江入 【銃砲20】

56 三 茶のミ三星御鉄炮
松屋半九郎張 1 3尺

三匁五分玉筋小路口御筒
茶之実三星象眼入御金具
真鍮

樫、
但御臺損
し有り、

申三月御払

57 四 南蛮筒御鉄炮　無銘 1 3尺4寸5分 三匁五分玉筋小路唐草人形
象眼入御筒御金具四分一 樫 十二番江入

58 五 二文字御鉄炮
芝辻清正張 1 3尺3分 三匁五分玉角御筒金二ツ引

象眼御金具四分一 樫 十二番江入

59 六 桔梗御鉄炮
芝辻勝左衛門張 1 3尺5分

三匁五分玉筋小路御筒御紋
金象眼桔梗象眼入御金具赤
銅

樫 十二番江入

60 七 御鉄炮
松屋久太夫張 1 3尺3寸

三匁五分玉角御筒御金具
四分一、
但損シ有り、地板鋲一本
不足、

槐 申三月御払
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61 八 御鉄炮
芝辻甚三郎張 1 3尺3寸 三匁五分玉角御筒御金具

四分一
しをし

（塩地） 申三月御払

62 九 御鉄炮
芝辻勝左衛門張 1 3尺7寸

三匁五分玉筋小路口象眼入
御筒御金具赤銅、
但間之金不足、先キせん穴
一ッ損し、

樫 十二番江入

63 十 御鉄炮
松屋半九郎張 1 3尺8分

三匁五分玉小路口御筒象眼
入史魚文字有之御金具四分
一、
但地板鋲不足、

樫 拾弐番江入 【銃砲25】

64 十一 御鉄炮
芝辻勝左衛門張 1 3尺5分

三匁五分玉角御筒御金具
真鍮、
但御金具不足、

樫 申三月御払

65
十二

御鉄炮
松屋久太夫張 1 3尺3寸1分

三匁五分玉角御筒御金具
四分一、
用心金上鋲不足、

樫、
但 御 臺
損、

申三月御払

66 鋳形　三匁五分 1
67 銅火縄懸 1

68

七番

壱 御鉄炮
国友勝左衛門作 10 1尺2寸

三匁五分玉角御筒御金具
真鍮帯懸ヶ付、
但腰差、

沢栗 拾六番江入

69 二

玉薬袋
　　早合拾放分ツヽ
　　火縄壱懸ヶツヽ
　　口薬入壱ッツヽ
　　火打帯車ニ入
　　　　　壱ッツヽ

10 御残

70

八番
御挟箱壱
荷

壱 御鉄炮
国友勝左衛門張 10 1尺2寸

三匁五分玉角御筒御金具
真鍮帯懸付、
但腰差、

沢栗 拾六番江入 【銃砲37】【銃砲38】

71 二

玉薬袋
　　早合拾放分ツヽ
　　火縄壱懸ツヽ
　　口薬入壱ツヽ
　　火打帯車ニ入

10 御残

72 九番
御鉄炮箱 唐金百目玉五寸御筒 1 （5寸） 御紋附

「御松明方之者定御預りニ而、年々
不及返上御松明方ニ差置候、」

（付箋）「本文御筒元治元年子
十二月、一旦返納方申達候処、
差当り不相分旨浅野三蔵申出候
付、吟味中、」

73

拾番

一

唐銅折返シ御筒　無銘　 1 1尺8寸 小路口御筒三匁五分玉三放
出御金具真鍮、 御臺樫 申三月御払 箱入、

74 鋳形
（朱字）「鉄唐銅」 2

75 瓢形胴薬入 1
御残、
無点之品々ハ長持
入、

76 同断（瓢形）口薬入 1 御残
77 御筒笠 1
78 斗合 1
79 かるこ 1

80 二 腰差御鉄炮
芝辻彦八郎作　 1 1尺2寸

丸小路口御筒三匁五分玉御
金具真鍮火挟ひとり上り口
薬火蓋之内江入帯懸付

樫、
臺裏ニ早
合八放分
付、

十五番江入 「箱入、」
「損し、」

81 三 三挺仕込御鉄炮　 1 （朱字）「損し」 申三月御払

82 四 唐金百目玉御鉄炮
辻弥兵衛作 1 9寸 御臺付 御残十八番ゟ廿七

番迄拾挺番へ組入

83 五 三匁五分玉小御鉄炮　 1 南蛮象眼 臺なし 申三月御払
此御筒稲留平左衛門方ニ而御吟味
之処、臺被仰付候得ハ御用立候
由申上ル、

84 六 小御鉄炮 1 金具損し 䑓損し 申三月御払

「右同断（御筒稲留平左衛門方ニ而
御吟味）之処臺鉄物損し御用立不
申旨申上ル、」

「（朱字）「但火打付」」
「右壱箱ニ入ル、」

85 七 御鉄炮 1

三匁五分玉金物不足、
右同断之処、御修覆雖（難）
成旨申上ル、
かるこなし、（朱字）「但火
打付」、

（付箋）
「外ニ七印（貼紙朱字）「右御鉄炮
壱挺不相見処、御長持之内ニ此書
付有之候付追而吟味之ため爰ニ張
置、嘉永元申十月廿八日、」御鉄
炮火打付も同日出ス、都合二挺
十八番之内ゟ卯九月八日出ス、」

86 八 御鋳鍋　 5 御残
「箱入、」
「宝暦四年戌壬二月廿六日関又右
衛門ゟ請取此所江入置、」

87 九 御鉄炮 1 3尺3寸 角御筒三匁玉御金具真鍮、
御鋳形添、 樫 申三月御払 寛政元酉年芝辻長三郎差上ル、

88
十

御鋳鍋
御鋳形壱箭添 5 御残

89 かるこ 1
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90 拾壱番上
鉄（（朱字）「銅」）百目玉抱
打御筒
国友甚六郎

1 2尺3寸 御金具真鍮火挟鉄 樫 明治六六月払
「箱入、」
「右ハ御松明方之者年々拝借相
済、」

91 拾壱番下 鉄百目玉抱打御筒
国友九左衛門 1 2尺3寸 御金具真鍮火挟鉄 樫 明治六六月払

「箱入、」
「右ハ御松明方之者年々拝借相
済、」

92 拾弐番 唐金百目玉飛龍御筒 1 1尺8寸 御残十八番ゟ廿七
番迄之間へ組入

「箱入、」
「此御筒延享四年卯七月遠山大膳
ゟ相廻ス、」

93 拾三番
朱塗鉄百目玉引落御筒芝
付
無銘

1 2尺4寸5分 御金具真鍮火挟鉄、
但尾ねし、 明治六六月払

「（朱字）「浅野三蔵張札」」
「箱入、」
「右ハ御松明方之者年々拝借相済
成り候御筒、」

94 拾四番
鉄（（朱字）「銅」）百目玉御
引落筒芝付
国友甚次郎重政作

1 2尺5寸 御金具真鍮火挟鉄、
但巻金付、 明治六六月払

「（朱字）「瀬田勘三郎張札」」
「箱入、」
「右ハ御松明方之者年々拝借相済
成り候御筒、」

95

拾五番

唐銅五十匁玉御筒 3 2尺2寸 御金具真鍮、
鋳形壱箭添、 樫 明治六六月払

「三箱ニ入、」
「右者御松明方之者年々拝借相済
成候御筒、」

「（付箋朱字）「此内壱挺御松明」」

96

天保十亥年新規御張立
鉄（（朱字）「唐銅」）五十目
玉抱御筒
芝辻茂右衛門作

1 2尺2寸 御金具真鍮 樫 明治六六月払 「箱入、」
「（付箋）「吟味、」」

97

拾六番
御鉄炮箱

御鉄炮　清尭作 2 3尺7寸 小路口御筒御金具赤銅、
但三匁五分玉、

樫、
黒塗金御
紋付、

十二番江入

98 下袋浅黄羽二重萌黄紉 （朱字）「不足」
御袋明治六十月御
払99 上袋猩々皮御紋付裏萌黄

茶丸
100 胴薬入セヽり口薬玉袋共 御残

101

拾七番上

壱 御鉄炮
芝辻理右衛門張 1 3尺 角御筒三匁五分玉御金具

真鍮 樫 申三月御払

102 二 御鉄炮
芝辻藤右衛門張 1 3尺 角御筒三匁五分玉御金具

真鍮 樫 申三月御払

103 三 御鉄炮　無銘 1 （3尺） 右同断（角御筒三匁五分玉
御金具真鍮） （樫） 申三月御払

104 四 御鉄炮　無銘 1 （3尺）
右同断（角御筒三匁五分玉
御金具真鍮）、
用心金鋲壱本不足、

（樫） 申三月御払

105 五 御鉄炮　無銘 1 （3尺） 右同断（角御筒三匁五分玉
御金具真鍮） （樫） 申三月御払

106

拾七番下 杦箱
のうち

緋羅紗御鉄炮袋 5 明治六五月払
107 胴薬入　 5 臘色中貫菱御紋付 吟味、御残、
108 玉袋　 5 萌黄紋羅紗紉萌黄綿打 御残
109 口薬入　 5 黒革中貫菱御紋付 御残
110 疾筒　 20 黒塗

111 胴らん　 5 青漆革中貫菱御紋付、
紉萌黄綿打、 御残

112 火縄紺もめん 5 明治六五月払
113

拾八番
御長持

壱
箱壱ツ
のうち

真鍮屋ぐら 1 御残
114 象牙口薬入 1 御残
115 せヽり 4
116 合 5

117
二
箱壱ツ
のうち

御染火縄 17 明治六五月払

118
三
箱壱ツ
のうち

尺八御筒薬入 23 （貼紙）「さめ青貝其外品々」 明治六五月払

119
四
箱壱ツ
のうち

御口薬入 28 内御紋付三ツ 内六ツ申三月御払、
明治六五月払、

120
五
箱壱ツ
のうち

御胴薬入　品々 4 （付箋）「三　水牛、壱　
金唐革、」 御残

121
六
箱壱ツ
のうち

御玉袋、玉 28 内四不足 明治六五月払

122
七
箱壱ツ
のうち

御鋳形　大小 32 御残

123

八
白木
箱壱ツ
のうち

御早合　五ツ宛入 10 内七包玉添 明治六五月払
124 上革御銃卵 1

明治六酉五月払
125 御早合 20
126 上革紋印傳御銃卵 1

明治六酉五月払127 御早合 5
128 御口薬入 1 損し
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129 御紋付
金摺はがし御銃卵 1

明治六酉五月払
130 御早合 5
131 上革金唐革御銃卵 1

明治六酉五月払
132 御早合 6 内三ツ玉添
133 御口薬入 1
134 せヽり 1
135 早合 35 （付箋）「御用ニ而御側へ上ル」
136

九
桐の
箱壱ツ
のうち

御鋳鍋　大小 15 御払候
137 祢ち抜 7 内壱本樫 内五本御残
138 御火縄挟 2 但銅一、真鍮一 明治六五月払
139 目釘抜 2 槌五本添 御残
140 鈩 1 不見
141 栓抜 2 御残
142

十
桐の
箱壱ツ
のうち

真鍮矢倉 3 箱入
143 煮黒め　目札 2
144 銅定合　大小 2 壱ツ損し
145 合 14 内壱ツ柄付 明治六五月御払

146 せヽり 4 同断（明治六五月御
払）

147 定合　小 3 内二ツ象牙、壱ツ木 御残
148 真鍮御ヒ 2 申三月払
149 十一 革御鉄炮袋 10 但金御紋付 申三月御払

150

十二

春慶塗箱 1 引出し九ツ 明治六五月□□御
払

151 御早合 140 同断（明治六五月□
□御払）

152 御鋳形 1 御残
153 御口薬入 1 せヽり添 御払候

154 十三
白木
御箱
壱ツの
うち

銀唐革御銃卵 1 御早合弐拾玉共、
御紉紫上袋萌黄木綿、 明治六五月払

155 銀唐革御銃卵 1 御早合弐拾玉共、
御紉紫上袋萌黄木綿、 明治六五月払 此御紉、安政元辰十月九日御用

ニ而出ス、大森勘之丞承知、

156 十四 鉄百目玉御鋳形 1

157

拾九番

一 御鉄炮　無銘 1 1尺1寸4分
三匁玉丸筋八重小路口御筒
御金具真鍮、

（朱字）「袋入、」　

樫、
御臺中川
孫 平 治
作、

十五番入

「拾九番」に記される品々は「享
和元年酉二月御買上ヶ、」である。

「（貼紙朱字）「此御鉄炮壱挺矢部
彦右衛門承知之旨、拝借帳ニ見
ル、嘉永元申十月廿八日、」」

158 二 御鉄炮　無銘 1 1尺2寸3分
丸小路口四匁玉ニ候哉、
御筒御金具真鍮火鋏鉄、
袋入、

樫、
御臺中川
蔵 有 作、
□□し□
□、

納番吟味

159 三 御鉄炮　無銘 1 1尺6寸6分 六匁玉角格子口御筒御金具
真鍮

樫
御臺中川
孫平次作

申三月御払

160 四 御鉄炮　五挺揃　松屋作 1 1尺2寸 三匁五分玉御筒御金具真鍮 樫 申三月御払
161 五 六匁玉鋳形 1

御払候
162 六 三匁三分五厘玉鋳形 1
163 七 三匁五分玉同断（鋳形） 1
164

八
三匁三分玉同断（鋳形） 1 御払候

165 祢ち抜 御残

166 弐拾番 御買上
唐金五拾目玉御筒 1 1尺7寸 藤唐草、

唐金鋳形壱箭、 槐 未三月御払

167 弐拾壱番 唐銅百目玉九寸御筒 1 （9寸） 真金鉄火矢筒、
（付箋）「吟味中、」 御臺付 御残十八番ゟ廿七

番迄之間江組入、

「箱入、」
「右ハ御松明方之者年々拝借相済
候御筒、」

168 弐拾二番 御買上　鉄三拾目玉御筒 1 2尺4寸3分
金具真鍮火挟鉄、
鋳形壱箭、

（朱字）「共」
樫 申三月御払 箱入

169 番外 玉箱 1 棒せたとも、
金御紋付革覆懸り、

「文化三年寅九月出来御松明方江
渡シ切ニ相成ル、」

「（付箋）「本文御玉箱元治元年子
十二月、一旦返納方申達候処差
当り不相分旨浅野三蔵申出候付、
吟味中、」」

170 弐拾三番 唐銅弐百目玉御筒　 1 2尺5寸 地紋雲形　鋳形添 樫、
共臺、 未十二月御払 「文化元年子四月御買上ヶ、」

「箱入、」

171 弐拾四番 鉄百目玉地御筒
芝辻傳左衛門作 1 2尺3寸 鋳形唐銅　壱箭添、

象眼木瓜二ツ引、箱入、 申三月御払

「文化四年卯九月御買上、」
「右御筒之儀江戸表江御廻ニ付、
御小道具類出来、委細別帳ニ記、
嘉永七寅三月江戸表へ御下ヶ成
ル、」

172 弐拾五番 貼紙が上部で止めてあり、読めず。 文化五年辰十二月御買上、
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173 弐拾六番 唐金弐百目玉居臺御筒 1 3尺5寸 唐金鋳形壱箭箱入添 槻、
摺臺添、 未十二月御払 文化五年辰十二月御買上、

174

弐拾七番

鉄百目玉抱御筒　乾 1 2尺3寸
御金具真鍮火挟鉄、
唐金香箱鋳形壱箭、芝辻小
兵衛、同（芝辻）佐蔵作、

樫

明治六六月払

「文化九年申二月、新規張立力様
済乾坤弐挺、」

「右弐箭文化十一年戌十二月、原
田清蔵作、」

「右弐挺共嘉永七寅二月、江戸表
へ差下ニ付、御小道具類等出来、
委細別帳ニ記ス、」

175 鉄百目玉抱御筒　坤 1 2尺3寸

御金具真鍮火挟鉄、
唐金香箱鋳形壱箭、国友勝
左衛門重當、同（国友）鉄三
郎作、

樫

176 弐拾八番 唐金三百目揚矢御筒 1 1尺8寸 荻野流ト有リ 文化七年午十一月御買上、
177 弐拾九番 唐金四百目玉田村矢御筒 1 1尺9寸 金具真鍮 樫 明治六五月御払 文化七年午十一月御買上、

178
三拾番

伊賀張
鉄百目玉抱御筒 1 2尺3寸 金具真鍮 樫 明治六六月払 文化七年午四月御買上、

179 唐金香箱鋳形 1 文化十一年戌十二月、原田
清蔵作、

180 三拾壱番 鉄百五拾目玉抱御筒 1 2尺3寸
御金具真鍮、
新規出来唐金香箱鋳形壱箭
水野猪之次作、

樫 明治六六月払

「文化十一年戌七月御買上、」
「右者百目玉之処百五拾匁玉ニ繰
広ヶ箕浦貞助流義之仕立ニ相成
候事、」

181 三拾弐番 唐金百目玉棒火矢居臺御
筒 1 2尺1寸 未九月御払 文化十一年戌七月御買上、

182
三拾三番

唐金百目玉居臺御筒
辻弥兵衛政種作 1 3尺 槻 未十二月御払 「文化十一年戌七月御買上、」

「嘉永七寅二月、江戸表へ御差下
ニ付、御小道具類出来、委細別
帳ニ記ス、」183 唐金香箱鋳形 1 文化十一年戌十二月、原田

清蔵作、

184

三拾四番

星山流唐銅百目玉棒火矢
居臺御筒
原田清蔵作

1 2尺2寸

「右者文化十二亥冬、代金弐拾両
ニ而中山文左衛門ゟ御買上之処、
天保十四卯五月、同流都筑熊治
ゟ願之趣有之、蛯江理満右衛門
殿御取扱、中野惣右衛門殿御承
知にて、右御筒御差戻ニ相成候、
但代金之儀者蛯江殿御承知ニ候、
明日御目録めくり揚之事、
弘化三年五月四日
一、右御筒其後段々稽古場ゟ願
之趣有之、代金上納之上、都筑
熊治江再御差戻相成候付、御目
録剥取追而御番立直し候筈、中
野清右衛門殿初御承知ニ候事、」
その他、安政二年二月二十日の
鉄炮取り扱いについて記載あり。

185 鉄巻張拾匁玉角御筒 2 御残、
弐百番江入、

「春慶塗御筒（箱）入、」
「是者嘉永六丑年新規御出来、御
上下之節々為御持相成、安政三
辰年此御番立江糺込、」

【銃砲41】【銃砲42】
186 袋 2 白羅紗紋附 明治六五月御払事

187 三拾五番

鉄百目玉火門自開抱御筒
　芝辻茂右衛門
　芝辻小兵衛
　国友鉄三郎
　芝辻傳左衛門作

1 2尺3寸 鋳形壱箭、
御金具真鍮、 樫　 明治六六月払

文政三年辰七月箕浦貞助流義を
以新規張立、但他流ニ拝借不相
済事、

188

三拾六番

一 鉄拾匁玉御筒 1 2尺3寸 金具真鍮 樫 弐番入 先年御買上、

189 二 鉄六匁玉巻張御筒
国友弥兵衛尉作 1 2尺 丸柑子、金具真鍮、 樫 弐番入 享和元酉年御買上、

190 三 鉄拾匁玉御筒　無銘 1 2尺5寸 金具真鍮 樫 弐番入 享和元酉年御買上、

191 四 鉄拾匁玉御筒 1 2尺3寸 柑子付、金具真鍮、

樫、
但臺黒
塗、

（貼札）
「御䑓ニ
損し有、」

弐番入 文化十年御買上、

192 五 鉄拾匁玉御筒
松屋ニ作 1 2尺1寸7分 金具真鍮 樫 弐番江入 文化十三子年御買上、

193 六 鉄拾匁玉御筒
国友九左衛門重當 1 2尺5寸 金具真鍮 樫 弐番江入 文政元年寅十二月御買上、

194 七 鉄拾匁玉御筒
籃屋勝左衛門作 1 2尺3寸 金具真鍮 樫 弐番江入 文政三年辰十二月御買上、

195 八
稲留流
藤巻張鉄三匁五分玉御筒
江州国友藤兵衛能當作

1 3尺3寸 御金具真鍮 樫 十二番江入

この鉄炮の記載は、貼紙に書か
れており、貼紙の下には「藤巻
張三匁五分玉御筒」の記載があ
る。

「天保五年午九月高木八郎左衛門
ゟ御買上、嘉永六年丑九月御臺
金具出来、別箱江入、」

【銃砲10】

196 九・十
安政四巳年、
一、右九番拾番之内江去亥年、御在国中御鉄炮張芝辻理右衛門ゟ差上
候三匁五分玉御筒弐挺、御鋳形壱箭添割入ル、委細別帳ニ記ス、

九十之御筒共申
三月御払

197 十壱 鉄六匁玉御筒　無銘 1 2尺2寸7分 金具真鍮 樫 弐番 文化十三年子冬御買上、
198 十弐 拾匁玉鋳 1 享和元酉年御買上、
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199 十三 拾匁玉鋳形 1 御払
「文政四巳年御買上、」
「（貼紙）「此鋳形一箭植田九郎左
衛門返納、残り子十二月、」」

200 十四 ヒ鋳鍋 3 御残 天保十四年卯閏九月、芝辻理三
郎御指上、

201 三十七番 鉄弐拾匁玉御筒
重當作 1 2尺3寸

雨覆鉄、
金物真鍮、
鋳形壱箭（朱字）「共」、

樫 申三月御払 文政三辰十二月御買上、
（鋳形）文政四巳年御買上、

202

三拾八番

壱弐三印
壱貫目玉背負練筒 3 明治六五月払

「（付箋）「三挺高麗」」
「是者安政二卯年藤村庄太郎稽古
場おいて製作方被仰付、カ様糺
明済、御側江差出ス、」

「右御筒之儀当分御手入方藤村庄
太郎江御任ニ而御渡切ニ相成候事、
但壱挺毎ニ御半櫃江入、棒細引共
添渡ス、安政二卯年十月、」

203 四五六印
壱貫目玉背負練筒 3 明治六五月御払

是者安政四巳年於御側藤村庄太
郎江製作方被仰付、同年カ様糺
明済、

204
三拾九番

壱弐三 唐銅弐百目玉御筒 3 未十二月御払

「三拾九番」の上部に付箋で「来
冬御払」とあり。

「是者文久三年亥八月鷲見傳三郎
より献上相成、」

205 四 唐銅弐百目玉御鋳形 1 御払候 文久三年亥十二月御出来、
206 五 大鋳鍋 1 御払候 文久三亥年十二月御出来、

※本表は「文化六年巳正月改　御鉄炮帳　壱」（帳簿（１））に記載された鉄炮および附属品を一覧にした表である。
・事項の記載方法は、帳簿の表記に拠った。
・通番は筆者が整理のため独自に付した番号であり、帳簿中の番号は「箱番号」および「朱番号」の項に記載している。
・「同断」や補足すべき事項には（　）を用いて記載した。
・徳川美術館の伝存作例と比定できる鉄炮は「その他情報」の項に徳川美術館で用いている作品番号を【　】で記載した。
・判読不明の文字は□で示し、読点は筆者が適宜付した。その他情報に記すべき事項が複数ある場合は「　」を用いて区別した。
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通番 箱番号 朱番号 鉄炮名称・作者 員数 長さ 形状ほか 台の素材
ほか その他情報

1

壱番

壱 鉄四匁玉御筒　清尭張 1 3尺3寸2分 金御紋万字象眼御金具赤銅
慶長十八年丑十一月吉日 樫

2 弐 鉄三匁五分玉御筒　清尭作 1 3尺4寸7分 角御筒金象眼香車御金具赤
銅 樫

3 三 刃鉄重張鉄三匁八分角御筒
清尭作 1 3尺4寸9分 御紋筆金象眼御金具赤銅

慶長十九年戌（寅）五月吉日 樫

4 四
南蛮鉄石火矢鉄面二重張
同（鉄）四匁玉角御筒
野田善清尭作

1 3尺5寸5分 桐之塔金象眼御金具赤銅
慶長十五年戌二月吉日 樫

5 五
刃鉄重張
同（鉄）三匁五分玉角御筒
清尭作

1 3尺3寸 御金具赤銅、
巣内キズ有、 樫

6 六
三重張
同（鉄三匁五分玉角御筒）
清尭作

1 3尺6寸7分 金御紋亀甲象眼御金具赤銅
慶長十六年十月吉日 樫 【銃砲3】

7 七 巻張四分七厘玉角御筒
芝辻小兵衛清正作 1 3尺

梅金象眼御金具赤銅
地板ニ金之丸象眼入
延宝七未十一月吉日

樫

8 八 八分玉角御筒
同人（芝辻小兵衛清正）作 1 3尺3寸 御金具赤銅 樫

9 九
以南蛮鉄大筒鉄重張三匁五分玉角
御筒　
芝辻作

1 3尺5寸
御金具赤銅銀筋入、
巣内不勝かまて先キ刻有
ル、

樫

10

拾

惣巻張三匁五分玉角御筒
芝辻理右衛門作 1 3尺3寸 御金具真鍮 樫

11 かるこ 4

12 御鉄炮袋 11
内、萌黄羅紗九ツ
　内御ひも不足、
黒羅紗弐ツ

13

弐番

壱 イキリス六匁玉御筒　無銘 1 5尺4寸8分 金銀重象眼火蓋金御紋附
御金具真鍮惣毛彫 桐 【銃砲1】

14 弐 五匁四分玉角御筒　無銘 1 3尺9寸7分 御金具四分一 樫

15 三 六匁玉御筒　無銘 1 4尺1寸3分 銀象眼御金具鉄 しおし
（塩地） 【銃砲4】

16 四 巻張三匁五分玉御筒
芝辻小兵衛作 1 5尺2分 御金具四分一 桑

17 五 青苻巻張壱匁玉御筒
芝辻清正作 1 4尺5寸3分 御金具四分一 樫 【銃砲56】

18 九 鉄六匁玉角御筒　無銘 1 4尺3寸 御金具真鍮 樫

19 六 南蛮下張六匁玉御筒　清尭作 1 4尺4寸9分
巣口四分九厘金爪之象眼
御金具四分一
慶長十六年亥五月吉日

樫

20 七 四匁五分玉御筒　野田善清尭作 1 4尺 管巠四分四厘
御金具四分一 樫

21

八

六匁玉御筒　無銘 1 3尺6寸9分 銀象眼人形毛彫御金具赤銅 樫

22 古臺 1 是者嘉永七寅年五印青苻巻張壱匁玉御筒
附御臺、新規出来候付御不用之分、

23 かるこ 3

24

三番

壱 以青苻鉄三重張三匁五分玉御筒　
芝辻小兵衛清正　同彦八清元 1 2尺5寸3分 金象眼御金具赤銅 樫

25 弐 以青苻鉄重張八分玉御筒
芝辻小兵衛清正　同彦八清元 1 2尺5寸 御金具赤銅 樫

26 三 六匁玉角御筒　清尭張 1 2尺4寸6分 御金具四分一 樫

27 四 完粟刃張拾匁玉柑子口御筒
国友甚兵衛重当作 1 2尺3寸 銀桜象眼御金具鉄象眼入

明暦三年酉正月吉日
樫、
但接臺、

拝借不相済筈、
【銃砲29】

28 五 地鉄鍛張五拾匁玉田村矢御筒
芝辻小兵衛清正作 1 2尺 丸御筒真鍮矢倉附

御金具赤銅
樫、
黒附、

29 六 南蛮御筒六匁玉筋小路口御筒
無銘 1 1尺6寸 彫物有御金具鉄真鍮 樫、

黒附、

30 七 南蛮三匁八分玉柑子口御筒
無銘 1 1尺1寸1分 鍾鬼象眼御金具真鍮 樫、

黒附、
31

八

鉄弐匁玉短御筒 2 1尺 御金具真鍮 樫
32 御鉄炮下袋 2
33 緋羅紗上袋 1
34 黒塗御紋付口薬入 1

35

四番

壱 四匁八分玉角御筒
野田善清尭張 1 4尺5分 金御紋御金具四分一 樫

36 弐 六匁玉角御筒　善四郎　無銘 1 4尺8分 御金具四分一
（合点）篭鋲損し、 樫

37 三 三匁五分玉角御筒　無銘 1 3尺3寸 巴筋真鍮象眼御金具赤銅 樫

38 四 三匁五分玉角御筒　
松屋半九郎長政作 1 3尺1寸5分 御金具真鍮、目当なし、 樫

39 五 三匁五分玉角御筒
芝辻勝左衛門作 1 3尺1寸 御金具真鍮、

留之金不足、 樫

表2　「御側御筒目録」（帳簿（2））
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40
六

三匁五分玉角御筒
同人（芝辻勝左衛門）作 1 3尺1寸 御金具真鍮、

二之鋲不足、 樫

41 かるこ 3

42

五番

壱
以青苻鉄三重張
三匁五分玉角御筒
芝辻小兵衛清正　同彦八清元作

1 3尺5寸 金象眼御金具赤銅 樫

43 弐 三匁五分玉角御筒
芝辻清吉助舎作 1 3尺3寸 御金具真鍮 樫

44 三 三匁五分玉角御筒
芝辻勝左衛門作 1 3尺2寸 御金具真鍮、

御臺金物共損、 樫

45 四 壱匁五分玉柑子口御筒　
桑屋清太夫常長作 1 2尺3寸 ぶどう象眼御金具真鍮 樫 【銃砲65】

46 五 三匁五分玉角御筒
芝辻勝左衛門作 1 3尺 御紋桔梗金象眼御金具赤銅 樫

47 六 三匁四分玉角御筒　銘不見 1 3尺3寸5分 御金具真鍮 樫

48 七 三匁五分玉角御筒　清尭作 1 3尺1寸8分 御紋鷹之羽金象眼
御金具四分一 樫

49 八
刃鉄二重張
三匁五分玉柑子口御筒
長政作

1 2尺3寸 重象眼御金具赤銅
火蓋雨覆象眼入 樫 【銃砲66】

50 九 三匁五分玉角御筒　清尭作 1 3尺5寸 桔梗金銀鷹之羽金紋象眼
御金具四分一 樫

51 拾 三匁五分玉御筒　芝辻理三郎作 1 3尺3寸 金具真鍮 樫
52 拾一 同（三匁五分玉）鋳形 1
53 拾二 ヒ鋳鍋 3 箱入

54

六番

壱 九やう四分七厘玉角御筒　
讃州国友七左衛門張 1 2尺5寸

御紋金高象眼九曜象眼入
御金具真鍮、
天井鋲丸座なし、

樫、
但 御 臺 先
キ損シ、

（挟み込みの紙片）
「壱弐番御筒弐挺、御鋳形壱箭添、文久
三亥年九月廿四日　御屋形御用ニ而差上
置候処、慶応二年春玄同様　御参府之
砌、弐印御筒壱挺御下ケ相成、」

55 弐 とんぼう四分七厘玉角御筒
同人（讃州国友七左衛門張） 1 2尺8寸5分

御紋金高象眼蜻蛉象眼入
御金具真鍮、
但雨覆間之金不足、
錜抜かたく籠鋲損、

槐 【銃砲20】

56 三
茶のミ三星
三匁五分玉筋柑子口御筒　
松屋半九郎張

1 3尺 茶之実三星象眼入御金具
真鍮

槐、
但 御 臺 ニ
損し有ル、

57 四 南蛮筒三匁五分玉筋柑子口御筒
無銘 1 3尺4寸5分 唐草人形象眼入御筒御金具

四分一 樫

58 五 二文字三匁五分玉角御筒
芝辻清正張 1 3尺3分 御紋金二ッ引象眼御金具

四分一 樫

59 六 桔梗三匁五分玉筋小路口御筒　
芝辻勝左衛門張 1 3尺5分 御紋金象眼桔梗象眼入御金

具赤銅 樫

60 七 三匁五分玉角御筒
松屋久太夫張 1 3尺3寸

御金具四分一、
但損シ有、地板鋲壱本不
足、

槐

61 八 三匁五分玉角御筒
芝辻甚三郎作 1 3尺3寸 御金具四分一 しをじ

（塩地）

62 九 三匁五分玉筋柑子口御筒
芝辻勝左衛門張 1 3尺7寸

象眼入御筒御金具赤銅、
但間之金不足、先キセん
穴壱ツ損し、

樫

63 拾 三匁五分玉小路口御筒
松屋半九郎張 1 3尺8分

象眼入史魚文字有之御金具
四分一、
但地板鋲不足、

樫 【銃砲25】

64 拾一 三匁五分玉角御筒　
芝辻勝左衛門張 1 3尺5分 御金具真鍮、

但御金具不足、 樫

65
拾二

三匁五分玉角御筒　
松屋久太夫張 1 3尺3寸1分 御金具四分一、

用心金上鋲不足、
樫、
但御臺損、

66 三匁五分玉鋳形 1
67 調火縄懸 1

68

七番

壱 三匁五分玉角御筒　
国友勝左衛門作 10 1尺2寸 御金具真鍮帯懸ヶ附、

但腰差、 沢栗

69 弐

玉薬袋
　内ニ
　　早篭　拾放分ツヽ
　　火縄　壱懸ツヽ
　　口薬入　壱ツヽ
　　火打道具帯車ニ入　壱ツ宛

10

70

八番
御挟箱
壱荷

壱 三匁五分角御筒　
国友勝左衛門張 10 1尺2寸 御金具真鍮帯懸付、

但腰差、 沢栗 【銃砲37】【銃砲38】

71 弐

玉薬袋
　内
　早合　拾放分宛
　火縄　壱懸宛
　口薬入　壱宛
　火打帯車ニ入　壱ツ宛

10

72 九番
御鉄炮箱 唐金百匁玉五寸御筒 1 （5寸） 御紋附 右者御松明方之者定御預りニ而、年々不

及返上御松明方ニ差置候、
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73

拾番
御鉄炮長
持

壱

唐銅折返御筒　無銘 1 1尺8寸
但柑子口御筒、
三匁五分玉三放出、
御金具真鍮、

樫 箱入

74 鋳形　鉄唐銅 2
75 瓢形胴薬入 1
76 桐断（瓢形）口薬入 1
77 御筒笠 1
78 斗合 1
79 かるこ 1

80 弐 腰差御鉄炮　芝辻彦八郎作 1 1尺2寸

丸柑子口御筒三匁五分玉
御金具真鍮、火挟ひとり
上り口薬火蓋之内江入帯
懸付、
臺裏早篭八放分付、

樫 箱入

81 三 三挺仕込御筒 1
82 四 唐金百匁玉御鉄炮　辻弥兵衛作 1 9寸 御臺附
83 五 三匁五分玉短御筒 1 南蛮象眼 臺なし

84 六 三匁五分玉短御筒 1 金物損し、
火打附ニ而壱箱ニ入、 臺損し

85 七印三匁五分玉御筒之儀者、箕浦貞助在勤之頃、卯九月八日出候趣、元帳ニ見ル、

86 八 鋳鍋 5
「箱入」
「宝暦四年戌壬二月廿六日関又左衛門ゟ
請取、此所江入、」

87 九 三匁玉角御筒 1 3尺3寸 御金具真鍮、
御鋳形添、 樫 寛政元酉年、芝辻長三郎ゟ差上ル、

88
拾

鋳鍋　御鋳形壱箭添 5
89 かるこ 1

90 拾壱番上 鉄百目玉抱御筒　国友甚太郎 1 2尺3寸 御金具真鍮火挟鉄 御臺樫 「箱入、」
「右者御松明方江年々拝借相済、」

91 拾壱番下 鉄百目玉抱御筒　国友九左衛門 1 2尺3寸 御金具真鍮火挟鉄 樫

「箱入、」
「右者御松明方江年々拝借相済、」
「右拾壱番上下御筒之儀、嘉永七寅年三
月江戸表江御差下ニ付、弐挺入御箱新規
出来之上、左之通附属之品出来、
　一、鋳鍋　壱枚
　一、棯抜　壱本
　一、銓抜　壱本
　一、口薬入　弐ツ
　一、洗軽子　壱本
　一、雑巾　弐ツ
　一、斗合　四ツ
　一、玉　弐拾
　一、火打道具　壱通
　一、セヽり　四本
　一、槌大小　弐本
　一、油紙　弐枚
　一、火縄　六把
　　　　　　　　　　以上」

92 拾弐番 唐金百目玉飛龍御筒 1 1尺8寸

「箱入、」
「右御筒延享四年卯七月遠山大膳ゟ相廻
ス、」

【銃砲52】
93 拾三番 朱塗鉄百目玉引落御筒　無銘 1 2尺4寸5分 御金具真鍮火挟鉄 右者御松（明）方江年々拝借相済、

94 拾四番 鉄百目玉引落御筒
国友甚次郎重政作 1 2尺5寸 御金具真鍮火挟鉄、

但遣金付、 右者御松明方江年々拝借相済、

95
拾五番

唐銅五拾目玉御筒　 3 2尺2寸 御金具真鍮、
鋳形壱箭添、 樫 「三箱ニ入、」

「右者御松明方江年々拝借、」

96 鉄五拾目玉抱御筒　
芝辻茂右衛門作 1 2尺2寸 御金具真鍮 樫 「箱入、」

「天保十亥年新規御張立、」

97

拾六番

三匁五分玉小路口御筒　清尭作 2 3尺7寸 御金具赤銅　
樫、
黒 塗 金 御
紋付、

98 下袋
2通
り宛
添　

浅黄羽二重萌黄紉付不足
99 上袋 猩々緋御紋付裏萌黄茶丸

100 胴薬入玉袋口薬入
何連茂革包青染塗金御紋
金物赤銅
紅紉付

101 セヽり 銀筒赤銅

102

拾七番上

壱 三匁五分玉角御筒
芝辻理右衛門張 1 3尺 御金具真鍮 樫

103 弐 三匁五分玉角御筒
芝辻藤右衛門張 1 3尺 御金具真鍮 樫

104 三 同（三匁五分玉角御筒）
無銘 1 （3尺） 右同断（御金具真鍮） （樫）

105 四 同（三匁五分玉角御筒）
同（無銘） 1 （3尺）　 右同断（御金具真鍮）、

用心金鋲壱本不足、 （樫）

106 五 同（三匁五分玉角御筒）
同（無銘） 1 （3尺） 右同断（御金具真鍮） （樫）

107 緋羅紗御鉄炮袋 5
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108

拾七番下
杉箱壱ツ

胴薬入 5 臘色中貫菱御紋付
109 玉袋 5 萌黄紋羅紗紉萌黄綿打
110

口薬入
5 黒革中貫菱御紋付

111 20 黒塗

112 胴らん 5 青漆革中貫菱御紋付紉萌黄
錦打

113 火縄紺木綿 5
114

拾八番
御長持

壱
箱壱ツ

せゝり 4
115 斗合 5
116 真鍮矢倉 1
117 象牙口薬入 1

118 弐
箱壱ツ 御染火縄 17

119 三
箱壱ツ 尺八御胴薬入 23 鮫青貝其外品々

120 四
箱壱ツ 口薬入 28 内御紋附三ツ

121 五
箱壱ツ 御胴薬入 4 水牛三ツ、

金唐革壱、

122 六
箱壱ツ 御玉袋　品々 24

123 七
箱壱ツ 御鋳形　大小 33

124

八
白木箱
壱ツ

御早合五ツ宛入 10 内七包五添

125 上革御銃卵 1 御早合弐拾入 （付箋）「慶応元年丑九月、御用ニ而御側
江上ル、取扱松井武兵衛、」

126 御紋付金摺はがし御銃卵 1 御早合五ツ入

127 上革紋印伝御銃卵 1 御早合五ツ入、
御口薬入壱ツ、是ハ損じ、

128 上革金唐革御銃卵 1

但御早合五ツ、内三ツ五
添、
御口薬入壱ツ、
セヽり壱本、

129

九
桐の箱

御鋳鍋　　大小 15

「御鋳形入記」の書付が袋綴じの間にあ
り。

130 祢ぢ抜 7 内壱本樫
131 御火縄挟 2 但銅壱、真鍮壱、
132 目釘抜　 2 槌五本添
133 鈩 1
134 栓抜 2
135

拾
桐の箱
壱ツ

真鍮矢倉　 3 箱入
136 煮黒め目札 2
137 銅定合　大小 2 壱ツ損し、
138 斗合　品々 24 内壱ツ柄付、
139 せゝり 4
140 定合　小 3 内弐ツ象牙、壱ツ木
141 真鍮御ヒ 2
142 拾一 革御鉄炮袋　 10 但金御紋付

（挟み込みの紙片）
「真鍮御ヒ壱、定合壱、斗合壱、安政四
巳年御用ニ而出ス、」

143 拾二
春慶
塗箱
壱ツ
引出
九ツ

御早合 140
144 御鋳形 1

145 御口薬入　セゝり添 1

146 拾三
白木
御箱
壱ツ

銀唐革御銃卵　御早合弐拾玉共 1 御紉紫上袋萌黄木綿

147 銀唐革御銃卵　御早合弐拾玉共 1 御紉紫上袋萌黄木綿

148 拾四 鉄百目玉御鋳形 1 別御箱江入、
149 拾五 三匁三分玉 423 別玉箱江入、
150 拾六 三匁五分玉 3000 同断（別玉箱江入、）
151 拾七 六匁玉 180 同断（別玉箱江入、）
152 拾八 拾匁玉 178 同断（別玉箱江入、）

153

拾九番

壱 三匁玉丸筋八重小路口御筒之儀、文政四年巳五月二日矢部彦右衛門承知ニ而出候
旨、拝借帳ニ見ル、

享和元年酉二月御買上、

154 弐 四匁玉丸柑子口御筒��無銘 1 1尺2寸3分 御金具真鍮、火挟鉄、
樫、
御 臺 中 川
蔵有作、

155 三 六匁玉角柑子口御筒　無銘 1 1尺6寸6分 御金具真鍮
樫、
御 臺 中 川
孫平次作、

156 四 三匁三分玉御筒　松屋作 5 1尺2寸 御金具真鍮、
御筒ニ彫有之、二四七八九、樫

157 五 六匁玉鋳形 1
158 六 三匁三分五厘玉鋳形 1
159 七 三匁五分玉鋳形 1
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160
八

三匁三分玉鋳形 1
161 祢ち抜　 3
162

弐拾番
唐銅五拾目玉御筒 1 1尺7寸 藤唐草象眼 槐

163 唐銅鋳形 1

164 弐拾壱番 唐銅百目玉九寸御筒 1 （9寸） 真金鉄火矢筒、 御臺付 「箱入、」
「右者御松明方江年々拝借相済、」

165 弐拾弐番 鉄三拾目玉御筒 1 2尺4寸3分 金具真鍮火挟鉄、 樫 箱入、

166 番外 玉箱 1 棒せたとも、
金御紋付革覆懸、

右者文化三寅九月出来、御松明方江渡し
切ニ相成、

167 弐拾三番 唐銅弐百目玉居臺御筒 1 2尺5寸 地紋雲形、
鋳形添、 樫 「箱入、」

「文化元年子四月御買上、」

168 弐拾四番 象眼木瓜二ッ引鉄百目玉抱御筒
芝辻伝左衛門作 1 2尺3寸 鋳形唐銅　壱箭添、

箱入、

「文化四年卯九月御買上、」
「右御筒之儀嘉永七年寅三月、江戸表江
御差下ニ付、御箱新規出来之上、左之通
御附属之品出来、
　一、鋳鍋　壱枚
　一、玉　拾ヲ
　一、棯抜　壱本
　一、銓抜　壱本
　一、槌　〈大小〉弐本
　一、洗軽子　壱本
　一、雑巾　壱筋
　一、口薬入　壱ツ
　一、セゝり　弐本
　一、斗合　〈赤銅〉壱本
　一、火打道具　壱通
　　　　但袋〈江〉入
　一、火縄　三把
　一、油紙　壱枚
　　　　　　　　　　　　　　以上」

169 弐拾五番 唐銅百弐拾目玉居臺御筒 1 3尺5寸 唐銅鋳形壱箭、
「文化五年辰十二月御買上、」
「本文御筒明治元年　御鋳潰之上、四斤
施條砲御鋳造ニ相成、」

170 弐拾六番 唐銅弐百目玉居臺御筒 1 3尺5寸 唐銅鋳（朱字）「形」壱箭箱
入添

槐、
摺臺添、 文化五年辰十二月御買上、

171

弐拾七番

鉄百目玉抱御筒乾 1 2尺3寸

御金具真鍮火挟鉄、
唐銅香箱鋳形壱箭
　　芝辻小兵衛
　　同（芝辻）佐蔵

樫
「文化九年申二月新規張立、力様済、」
「右鋳形弐箭共文化十一戌十二月原田清
蔵作、」

172 鉄百目玉抱御筒坤 1 2尺3寸

御金具真鍮火挟鉄、
唐銅香箱鋳形壱箭
　　国友勝左衛門重当
　　同（国友）鉄三郎作

樫

173 弐拾八番 唐金三百目玉揚矢御筒 1 1尺8寸 荻野流与アリ、 文化七午年十一月御買上、
174 弐拾九番 唐銅四百目玉田村矢御筒 1 1尺9寸 金具真鍮 樫 文化七午十一月御買上、

175 三拾番 伊賀張鉄百目玉抱御筒 1 2尺3寸

金具真鍮、
唐銅香箱鋳形壱箭、文化
十一年戌十二月、原田清蔵
作、

樫 文化七午年四月御買上、

176 三拾壱番 鉄百五拾目玉抱御筒 1 2尺3寸
御金具真鍮、
新規出来唐銅香箱鋳形壱
箭、水野鉄之助作、

樫
「文化十一戌年七月御買上、」
「右者百目玉之処、百五拾目玉ニ繰廣ヶ、
箕浦貞助流儀之仕立ニ相成候事、」

177 三拾弐番 唐銅百目玉棒火矢居臺御筒 1 2尺1寸 文化十一年戌七月御買上、

178 三拾三番 唐銅百目玉居臺御筒
辻弥兵衛政種作 1 3尺 唐銅香箱鋳形壱箭、文化

十一戌十二月原田清蔵、 槻

「文化十一戌年七月御買上、」
「右御筒之儀、嘉永七寅年三月江戸表江
御差下ニ付、御箱并左之通り御附属之品
出来、
一、鋳鍋　壱枚
一、玉　拾ヲ
一、棯抜　壱本
一、槌　壱本
一、洗軽子　壱本
一、雑巾　壱筋
一、口薬入　壱ツ
一、火打道具　一通
　　但袋江入、
一、火縄　三把
一、火縄挟　弐本
一、赤銅斗合　壱本
一、油紙　壱枚
　　　　　　　　　以上」

179 三拾四番
星山流
唐銅百目玉棒火矢居臺御筒
原田清蔵作

1 2尺2寸

文化十二亥冬、代金弐拾両にて、中山文
左衛門ゟ御買上之処、天保十四卯五月同
流都筑熊治ゟ願之趣有之、蛯江理満右衛
門殿・中野惣右衛門殿取扱ニ而御差戻相
成、天保十五辰年再上納之上、弘化三午
年五月猶又御差戻相成候事、

180

（付箋）
「（朱字）「御召」
一、藤巻張拾匁玉御筒弐挺
是者嘉永六丑年新規御出来　御上下之節々為御持相成、御金具赤銅、御臺樫、春慶塗御箱入、
御附属之品々御鉄、筒頭ゟ差上ル、」

この鉄炮の情報は、「三拾四番」の鉄炮
の情報の上に貼り付けられている。

【銃砲41】【銃砲42】
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181 三拾五番 鉄百目玉火門自開抱御筒 1 2尺3寸

御金具真鍮、
鋳形壱箭
　芝辻茂右衛門
　芝辻小兵衛
　国友鉄三郎
　芝辻伝左衛門作

樫
文政三辰年七月箕浦貞助流儀を以新規張
立被　仰付候処、他流江拝借ス、相済候
事、

182

三拾六番

壱 鉄拾匁玉御筒 1 2尺3寸 金具真鍮 樫

183 弐
（朱字）「御召」
鉄六匁玉巻張御筒
摂州住国友弥兵衛尉作

1 2尺 金具真鍮 樫

184 三 鉄拾匁玉御筒　無銘 1 2尺5寸 御金具真鍮 樫 享和元酉年御買上、

185 四 鉄拾匁玉御筒 1 2尺3寸 金具真鍮 樫、
黒塗、 文化十年御買上、

186 五 鉄拾匁玉御筒　松屋作 1 2尺1寸7分 御金具真鍮 樫 文化三子年御買上、

187 六 鉄拾匁玉御筒　
国友九左衛門重当作 1 2尺5寸 御金具真鍮 樫 文政元年寅十二月御買上、

188 七 鉄拾匁玉御筒�　籃屋勝左衛門作 1 2尺3寸

189 八
（朱字）「御召」
藤巻張鉄三匁五分玉御筒
江州国友藤兵衛能当作

1 3尺3寸 御金具真鍮 樫 嘉永六丑年九月御臺金具出来、別箱江入、

190 九 三匁五分玉角御筒
芝辻理右衛門助長作 1 3尺3寸 御金具真鍮 樫 （朱字）「〇」一、九番拾番御筒之儀無之

候処、三匁五分玉御筒弐挺御鋳形壱箭添
御鉄炮張ゟ差上候付、右御番立之内江割
入、八番御筒共都合三挺鋳形壱箭入、別
御箱江相納置、

191 拾 三匁五分玉角御筒
芝辻理右衛門助久作 1 3尺3寸 御金具真鍮 樫

192 拾一 鉄六匁玉御筒　無銘 1 2尺2寸7分 御金具真鍮 樫 文化十三子年冬御買上、
193 拾二 拾匁玉御鋳形 1 享和元酉年御買上、
194 拾三 拾匁玉御鋳形 1 文政四巳年御買上、

195 拾四 ヒ鋳鍋 3
（付箋）「十八番長持へ入、」
「天保十四卯年閏九月芝辻理三郎より差
上ル、」

196 三拾七番 鉄弐拾目玉御筒　重当作 1 2尺3寸
雨覆鉄金具真鍮、
鋳形壱箭添、文政四巳年御
買上、

樫　 文政三辰年十二月御買上、

197

三拾八番
（ 付 箋 ）
「吟味」

壱弐三印
壱貫目玉背負練筒 3

「是者安政二卯年於　御側藤村庄太郎稽
古場江製作方被　仰付、力様糺明済之上
差上ル、」

「右御筒之儀御手入筋ニ付藤村庄太郎江当
分御預ヶ相成、但御筒壱挺毎ニ御半櫃江
入、棒細引共添渡ス、」

198
（付箋）「高麗」
�四五六印　
同断（壱貫目玉背負練筒）

3
「是者安政四巳年、右同様庄太郎ゟ御側江
差上ル、」

「右御筒之儀当分遂涼閣ニ差置、」

199 百目玉鉄丸 620 是者文久三年亥十二月、水野太郎左衛門
より御買上、

200 弐百目玉鉄丸 300 是ハ文久三年亥十二月、水野太郎左衛門
より御買上、

201 鉄丸弐百目玉 300
右同節（文久三年亥十二月、水野太郎左
衛門より御買上）、新御殿江御買上之分
慶応元年丑八月麗御土蔵江納ル、

202 八十目玉練筒 1
慶応二年二月力様、拾五匁
御鋳形無之ニ付、安藤雲平
稽古場ニ而玉製作取計、

是者元治元年子春御上京之節江州百姓共
より献上ニ付、当分丑寅御櫓江相納置、

203 御鉄炮玉薬箱 2 是者御多門ニ有之候付、元治元年子十一
月扣御土蔵江相納置、

※本表は「御側御筒目録」（帳簿（2））に記載された鉄炮および附属品を一覧にした表である。
・事項の記載方法は、帳簿の表記に拠った。
・通番は筆者が整理のため独自に付した番号であり、帳簿中の番号は「箱番号」および「朱番号」の項に記載している。
・「同断」や補足すべき事項には（　）を用いて記載した。
・徳川美術館の伝存作例と比定できる鉄炮は「その他情報」の項に徳川美術館で用いている作品番号を【　】で記載した。
・読点は筆者が適宜付した。その他情報に記すべき事項が複数ある場合は「　」を用いて区別した。
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通番

通番と
の対照

箱番号 朱番号 鉄炮名称・作者 員数 長さ 形状ほか 台の素材
ほか その他情報

帳 簿
（1）

帳 簿
（2）

1 1 1

壱番
御鉄炮箱

御鉄炮　清尭張 1 3尺3寸2分 四匁玉角御筒金御紋万字象眼御金具
赤銅 樫

2 2 2 　 御鉄炮　清尭作 1 3尺4寸7分 三匁四分玉角御筒金象眼香車御金具
赤銅 樫

3 3 3 刃鉄重張御鉄炮　清尭作 1 3尺4寸9分 三匁八分玉角御筒御紋筆金象眼御金
具赤銅 樫

4 4 4
南蛮鉄石火矢鉄而二重張
御鉄炮　
野田善清尭作

1 3尺5寸5分 四匁玉角御筒桐之洞金象眼御金具赤
銅 樫

5 5 5 刃鉄重張御鉄炮　清尭作 1 3尺3寸 三匁五分玉角御筒赤銅御金具、
巣内疵有、 樫

6 6 6 三重張御鉄炮　清尭作 1 3尺6寸7分 三匁五分玉角御筒金御紋亀甲象眼御
金具赤銅 樫 【銃砲3】

7 7 7 巻張御鉄炮　
芝辻小兵衛清正作 1 3尺

四分七厘玉梅金象眼角御筒御金具赤
銅、
地板ニ金之丸象眼入

樫
もともと「五分」と書かれて
いたところ、「四分七厘」と
訂正されている。

8 8 8 御鉄炮　
芝辻小兵衛清正作 1 3尺3寸 三分玉角御筒御金具赤銅 樫

9 9 9 以南蛮鉄大筒鉄重張御鉄炮
芝辻作 1 3尺5寸

三匁五分玉角御筒金象眼御金具赤銅
銀筋入、
巣内不勝かまて先キ刻有ル、

樫

10 10 10 惣巻張御鉄炮　
芝辻理右衛門作 1 3尺3寸 三匁五分玉角御筒御金具真鍮 樫 この鉄炮の情報は、付箋に書

かれ、貼り付けられている。
11 11 11 かるこ 4

12 12 12

御鉄炮袋
　萌黄羅紗　九ッ　
　　内御ひも不足
　黒羅紗　弐ツ

11

13 13 13

弐番
御鉄炮箱

イキリス御鉄炮　無銘 1 5尺4寸8分
玉目差渡五分二厘六匁玉ニ候哉、
金銀重象眼火蓋金御紋附御金具真鍮
惣毛彫

桐 【銃砲1】

14 14 14 御鉄炮　無銘 1 3尺4寸9分 五匁四分玉角御筒御金具四分一 樫

15 15 15 御鉄炮　無銘 1 4尺1寸3分 玉目指渡五分二厘六匁玉ニ候哉、
銀象眼御金具鉄銀象眼

しをじ
（塩地） 【銃砲4】

16 16 16 巻張御鉄炮
芝辻小兵衛作 1 5尺2分 三匁五分玉御金具真鍮 桑

17 17 17 青苻巻張御鉄炮
芝辻清正作 1 4尺5寸3分 壱匁玉御金具四分一 樫 【銃砲56】

18 18 19 南蛮下張御鉄炮　清尭作 1 4尺4寸9分 玉目差渡四分九厘六匁玉ニ候哉、
金爪之象眼御金具四分一 樫

19 19 20 御鉄炮　野田善清尭作 1 4尺 玉目差渡四分四厘四匁五分ニ候哉、
御金具四分一、 樫

20 21 23 かるこ 3

五番に「一、かるこ　三本、
但シ弐番ニ有之」と書かれて
いたが、上から紙が貼られ、
見えないようになっているこ
とから、元は五番の箱に入っ
ていたと思われる。

21 20 21 御鉄炮　無銘 1 3尺6寸9分 巣口五分二厘六匁玉ニ候哉、
銀象眼人形毛彫御金具赤銅、 樫

22 23 24

三番
御鉄炮箱

以青苻鉄三重張御鉄炮
　　芝辻小兵衛清正
　　同彦八清元

1 2尺5寸3分 三匁五分玉金象眼御金具赤銅 樫

23 24 25
以青苻鉄重張御鉄炮
　　芝辻小兵衛清正
　　同彦八清元

1 2尺5寸 但八分玉御金具赤銅 樫

24 25 26 御鉄炮　清尭張 1 2尺4寸6分 六匁玉角御筒御金具四分一 樫

25 26 27 完栗刃張御鉄炮　
国友甚兵衛重当作 1 2尺3寸 十匁玉小路口御筒銀ニ而桜象眼御金

具鉄象眼入 樫、但接【銃砲29】

26 27 28 地鉄鍛張御鉄炮　
芝辻小兵衛清正作 1 2尺

丸御筒五十匁玉田村矢御筒真鍮矢倉
付
御金具銅

樫、黒付

27 28 29 南蛮御筒御鉄炮　無銘 1 1尺6寸 六匁玉筋小路口御筒彫物有御金具鉄
真鍮 樫、黒付

28 29 30 南蛮御鉄炮　無銘 1 1尺1寸1分 三匁八分玉小路口鐘鬼象眼御金具真
鍮 樫、黒付

29 37 37

四番
御鉄炮箱

御鉄炮　無銘 1 3尺3寸 三匁五分玉角御筒巴筋真鍮象眼御金
具赤銅

樫、
損シ有リ

30 38 38 御鉄炮　
松屋半九郎長政作 1 3尺1寸5分 三匁五分玉角御筒御金具真鍮

樫、
但目当な
し

31 39 39 御鉄炮　
芝辻勝左衛門作 1 3尺1寸 三匁五分玉角御筒御金具真鍮

樫、
但留ノ金
不足

表3　「享和三亥年改　御鉄炮帳」（帳簿（3））
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32 40 40 御鉄炮　
芝辻勝左衛門作 1 3尺1寸 三匁五分玉角御筒御金具真鍮

樫、
二ノ鋲不
足

33 41 41 かるこ 3

34 42 42

五番
御鉄炮箱

以青苻鉄三重張御鉄炮
　　芝辻小兵衛清正
　　同彦八清元作

1 3尺5寸 三匁五分玉角御筒金象眼御金具赤銅 樫

35 43 43 御鉄炮　芝辻清吉助舎作 1 3尺3寸 三匁五分玉角御筒御金具真鍮 樫

36 44 44 御鉄炮　芝辻勝左衛門作 1 3尺2寸 三匁五分玉角御筒真鍮御金具

樫、
但御臺金
物とも損
し、

37 45 45 御鉄炮　
桑木屋清太夫常長作 1 2尺3寸 弐匁玉小路口御筒ぶどう象眼御金具

真鍮 樫 【銃砲65】

38 46 46 御鉄炮　芝辻藤右衛門作 1 3尺 三匁五分玉角御筒御紋桔梗金象眼御
金物赤銅 樫

39 47 47 御鉄炮　銘不見 1 3尺3寸5分 三匁四分玉角御筒御金具真鍮 樫

40 48 48 御鉄炮　清尭作 1 3尺1寸8分 三匁五分玉角御筒御紋鷹之羽金象眼
御金具四分一 樫

41 49 49 刃鉄二重張御鉄炮
長政作 1 2尺3寸

三匁五分玉小路口御筒重象眼御金具
赤銅、
火蓋雨覆象眼入、

樫 【銃砲66】

42 ― ― 新御筒巻張御鉄炮
芝辻理右衛門作 1 3尺3寸 三匁五分玉角御筒御金具真鍮 樫

この鉄炮の後に「一、かるこ
　三本、但シ弐番ニ有之」と
書かれていたが、上から紙が
貼られ、見えないようになっ
ている。

43 ― ― 御鉄炮 1 2尺3寸 拾匁玉御筒御金具真鍮 樫

44 ― 54

六番
御鉄炮箱

九ゆう御鉄炮　
讃州国友七左衛門張 1 2尺5寸 五分玉角御筒御紋金高象眼九曜象眼

入御金具真鍮

樫、
但御臺先
損シ、天
井鋲丸座
なし、

45 55 55 とんぼう御鉄炮　
讃州国友七左衛門張 1 2尺8寸5分 五分玉角御筒御紋金高象眼蜻蛉象眼

入御金具真鍮

槐、
留之金雨
覆不足、

【銃砲20】

46 56 56 茶のミ三星御鉄炮　
松屋半九郎張 1 3尺 三匁五分玉筋小路口御筒

茶ノ実三星象眼入御金具真鍮

槐、
御臺損有
之、

47 57 57 南蛮筒御鉄炮　無銘 1 3尺4寸5分 三匁五分玉筋小路唐艸人形象眼入御
筒御金具四分一 樫

48 58 58 二文字御鉄炮　
芝辻清正張 1 3尺3分 三匁五分玉角御筒金二ッ引象眼御金

具四分一 樫

49 59 59 桔梗御鉄炮　
芝辻勝左衛門張 1 3尺5分 三匁五分玉筋小路御筒御紋金高象眼

桔梗象眼入御金具赤銅 樫

50 60 60 御鉄炮　松屋久太夫張 1 3尺3寸 三匁五分玉角御筒御金具四分一、
地板鋲壱本無、

槐、
但シ損シ
有、

51 61 61 御鉄炮　芝辻甚三郎張 1 3尺3寸 三匁五分玉角御筒御金具四分一 しをじ
（塩地）

52 62 62 御鉄炮　芝辻勝左衛門張 1 3尺7寸 三匁五分玉筋小路口象眼入御筒
御金具赤銅

樫、
但間之金
不足、先
せんあな
一ッ損、

53 63 63 御鉄炮　松屋半九郎張 1 3尺8分
三匁五分玉小路口御筒象眼入史魚文
字有之御金具四分一、
地板鋲不足、

樫
（付箋）「寅二月御手入ニ出
候、」

【銃砲25】

54 64 64 御鉄炮　芝辻勝左衛門張 1 3尺5分 三匁五分玉角御筒御金具真鍮、
御金具不足、 樫

55 65 65 御鉄炮　松屋久太夫張 1 3尺3寸1分 三匁五分玉角御筒御金具四分一、
但御臺損ト用心全上鋲不足、 樫

56 66 66 鋳形　三匁五分 1 （付箋）「寅二月御手入御用ニ
相出候、」

57 67 67 銅火縄掛 1

58 195 189
稲富流藤巻張鉄三匁五分玉
御筒　
江州国友藤兵衛能當作

1 3尺3寸 御金具真鍮 樫
この鉄炮の情報は、付箋に書
かれ、「銅火縄掛」の上部に
貼り付けられている。

59 68 68

七番
御鉄炮御
長持

御鉄炮　国友勝左衛門作 10 1尺2寸
三匁五分玉角御筒御金具真鍮帯掛
付、
但腰差、

澤栗

60 69 69

玉薬袋
　　早合拾放分宛
　　火縄壱懸宛
　　口薬入壱ッ宛
　　火打帯車ニ入壱宛

10

61 70 70
八番
御挟箱
壱荷

御鉄炮　国友勝左衛門張 10 1尺2寸
三匁五分玉角御筒御金具真鍮帯懸
付、
但腰差、

沢栗 【銃砲37】【銃砲38】
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62 71 71

玉薬袋
　　早合拾放分ツヽ
　　火縄壱懸ツヽ
　　口薬入壱ツヽ
　　火打帯車ニ入

10

63 72 72 九番
御鉄炮箱 唐金百目玉五寸御筒 1 （5寸） 御紋附

右者御松明方之者定御預、
（朱字）「年々返上不致御松明
方ニ差置候、」

64 73 73

拾番
御鉄炮御
長持

一

唐銅折返シ御筒　無銘　 1 1尺8寸 小路口御筒三匁五分玉三放出、
御金具真鍮、 樫 箱入

65 74 74 鋳形 2
66 75 75 瓢形胴薬入 1
67 76 76 同（瓢形）口薬入 1
68 77 77 御筒笠 1
69 78 78 計合 1
70 79 79 かるこ 1

71 80 80 二 腰指御鉄炮　芝辻彦八郎作 1 1尺2寸
丸小路御筒三匁五分玉御金具真鍮、
火挟ひとり上り口薬火蓋之内へ入帯
懸付、

樫、
臺裏ニ早
合八放分
付、

箱入

72 81 81 三 御鉄炮　三挺掛　無銘 1 1尺5寸 三匁五分玉御金具真鍮

73 82 82 四 唐金百目玉御鉄炮
辻弥兵衛作 1 9寸 御臺附　

「仕掛道具不足有之、」と書か
れていたが、上から紙が貼ら
れ、見えなくなっている。

74 83 83 五 小御鉄炮　 1

南蛮象眼、
此御筒稲富平左衛門方ニ而御吟味之
処臺被　仰付候得者、御用立候由申
上ル、

臺なし

右壱箱ニ入、

75 84 84 五 小御鉄炮 1

右同断（此御筒稲富平左衛門方ニ而、
御吟味之処臺被　仰付候得者御用立
候由申上ル）之処臺鉄物損御用立不
申旨申上ル、

臺鉄物損

76 85 85 六 御鉄炮 1

三匁五分玉金物不足、　
右同断（此御筒稲富平左衛門方ニ而御
吟味之処臺被　仰付候得者御用立候
由申上ル）之処金物不足御修覆難成
旨申上ル、
かるこなし、

77 86 86 八 御鋳鍋　 5

「箱入、」
「右宝暦四年戌閏二月廿六日、
関又左衛門ゟ請取、此所へ入
置、」

78 87 87 七 御鉄炮 1 3尺3寸 角御筒三匁玉御金物真鍮、
御鋳形添、 樫 右者寛政元酉年、芝辻長三郎

差上ル、
79 88 88 八 御鋳鍋　御鋳形壱箭添 5

80 90 90
拾一番

上 鉄百目玉抱打御筒
国友甚六郎 1 2尺3寸 御金具真鍮火挟鉄 樫

右者御松明方之者共年々拝借
いたし来御筒、

81 91 91 十 一
番下

鉄百目玉抱打御筒
国友九左衛門 1 2尺3寸 同断（御金具真鍮火挟鉄） 樫

82 92 92 拾二番 唐金百目玉飛龍御筒　 1 1尺8寸　

「箱入、」
「此御筒延享四年卯七月遠山
大膳ゟ相廻ス、」

【銃砲52】

83 93 93 拾三番 朱塗鉄百目玉御筒芝付　
無銘 1 2尺4寸5分 鉄火挟真鍮御金具、但尾祢し、

「右者御松明方之者年々拝借
いたし来候御筒、」

「浅野三蔵張札、」

84 94 94 拾四番 鉄百目玉御筒芝付　
国友甚次郎重政作 1 2尺5寸 鉄火挟御金具真鍮、但壱金付、　

「右者御松明方之者年々拝借
致来候御筒、」

「瀬田五助張札、」

85 95 95

拾五番

唐金五十匁御筒 3 2尺2寸 御金具真鍮 樫　 右者御松明方之者年々拝借致
来候御筒、

86 96 96 鉄五拾匁玉抱御筒　
芝辻茂右衛門作 1 2尺2寸 御金具真鍮 樫

「天保十亥年、新規御張立、」
この鉄炮の情報は、付箋に書
かれ、貼り付けられている。

87 97 97

拾六番
御鉄炮箱

御鉄炮　清尭作 2 3尺7寸 小路口御筒御金具赤銅
樫、
黒塗金御
紋付、

88 98 98 下袋浅黄羽二重萌黄紐付

89 99 99 上袋猩々皮御紋付
裏萌黄茶丸

90 100 100 胴薬入玉袋口薬入 いつれも革包青漆塗金御紋金物赤銅
紅紐付

91 101 セヽリ 銀筒赤銅、弐通り充添
92 101 102

拾七番上

御鉄炮　芝辻理右衛門張 1 3尺 角御筒三匁五分玉御金具真鍮 樫
93 102 103 御鉄炮　芝辻藤右衛門張 1 3尺 角御筒三匁五分玉御金具真鍮 樫

94 103 104 御鉄炮　無銘 1 （3尺） 右同断（長三尺角御筒三匁五分玉御
金具真鍮） （樫）

95 104 105 御鉄炮　無銘 1 （3尺） 右同断（長三尺角御筒三匁五分玉御
金具真鍮） （樫）



近
世
大
名
家
宝
お
け
宝
鉄
炮
管
理
宝
記
録

一
二
七

96 105 106
107 御鉄炮　無銘 1 （3尺）

右同断（長三尺角御筒三匁五分玉御
金具真鍮）、
袋緋羅紗中貫菱御紋附萌黄紉付五ツ
添、

（付箋）「此御鉄炮袋下之御箱江入、」

（樫）

97 107 108

拾七番下
杦箱のう
ち

胴薬入 5 臘色中貫菱御紋付
98 108 109 玉袋 5 萌黄紋羅紗紐萌黄綿打
99 109 110 口薬入 5 黒革中貫菱御紋付
100 110 111 疾筒 20 黒塗
101 111 112 胴らん 5 青漆革中貫菱御紋付紐萌黄綿打
102 112 113 火縄紺もめん 5

103 166 162 拾八番 唐銅五拾匁玉御筒 1
（「長」とだ
けあり寸法
未記入）

藤唐革付 （付箋）「弐拾番ニ御番立替
ル、」

104 157 153

拾九番

御鉄炮　無銘
（番立は二） 1 1尺1寸4分 三匁五分丸格子口御筒御金具真鍮

樫、
中川孫平
治作

「享和元年酉二月御買上ニ相
成、」

「右御筒ニ彫有之候番立左之
通、二、四、七、八、九、」

105 158 154 御鉄炮　無銘
（番立は四） 1 1尺2寸3分 五匁玉御筒御金具真鍮

樫、
中川蔵有
作

106 159 155 御鉄炮　無銘
（番立は七） 1 1尺6寸6分 六匁玉角格子口御金具真鍮

樫、
御臺中川
孫平次作

107 ― ―
御鉄炮
国友四郎左衛門重信作

（番立は八）
1 1尺5寸5分 十匁玉御筒御金具真鍮

樫、
御臺中川
蔵有作

108 160 156
鉄三匁五分玉筒　五挺揃　
松屋作

（番立は九）
1 1尺2寸 御金具真鍮 樫

109 189 183

弐拾番

巻張鉄六匁玉筒
摂州住国友弥兵衛尉作 1 2尺 但丸こうじ、御金具真鍮

樫、
臺大師堂
七左衛門
尉直之作、

「享和元年酉二月御買上ニ相
成、」

（付箋）「此弐品、古キ御帳之
節ゟ不相見候趣ニ相見候而、
今般新御帳ニハ省キ留候事、」110 190 184 鉄十匁玉筒 1 2尺5寸

111 ― ― 拾匁玉鋳形 1
112 ― ― 六匁玉同（鋳形） 1
113 ― ― 三匁三分五厘玉（鋳形） 1
114 ― ― 三匁五分玉同（鋳形） 1
115 ― ― 三匁三分玉同（鋳形） 1

116 167 164 廿一番 唐銅百目玉九寸御筒 1 （9寸） 但真金鉄火矢筒 御臺付 右者御松明方之者年々拝借致
来候御筒、

117 168 165 廿二番 鉄三拾目玉御筒 1 2尺4寸3分 御金具真鍮火挟鉄、鋳形添、 樫　

118 170 167 廿三番 唐銅弐百目玉御筒 1
（「長」とだ
けあり寸法
未記入）

鋳形添 樫　
「右者文化元年子四月御買上
相成、」
この後、8丁の白紙が挟まる。

119 169 166 玉箱 1 金御紋付革覆掛、棒せた共、

「右文化三年寅九月出来、御
松明方江渡シ切ニ相成、」
この玉箱の情報は貼り紙に書
かれている。

120 171 168 廿四番 鉄百匁玉抱御筒
芝辻伝左衛門作 1 2尺3寸 鋳形唐金一箭添　

「文化四年九月御買上ケ、」
この鉄炮の情報は朱字で書か
れている。

※本表は「享和三亥年改　御鉄炮帳」（帳簿（3））に記載された鉄炮および附属品を一覧にした表である。
・事項の記載方法は、帳簿の表記に拠った。
・通番は筆者が整理および〈表1〉・〈表2〉・〈表3〉の比較のため独自に付した番号であり、帳簿中の番号は「箱番号」および
「朱番号」の項に記載している。

・「通番との対照」の項のうち、対照不能な品については、「―」を用いて記載した。
・「同断」や帳簿に記載がなくとも補足すべき事項には（　）を用いて記載した。
・徳川美術館の伝存作例と比定できる鉄炮は「その他情報」の項に徳川美術館で用いている作品番号を【　】で記載した。
・読点は筆者が適宜付した。その他情報に記すべき事項が複数ある場合は「　」を用いて区別した。





尾
張
宝
川
家
麻
布
富
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見
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宝

一
二
九

尾
張
徳
川
家
麻
布
富
士
見
町
邸（
下
）

香
　
山
　
里
　
絵

─
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
の
移
転
宝
茶
席

─

　

は　

じ　

め　

宝

一　

長
與
男
爵
邸

二　

尾
張
宝
川
家
麻
布
富
士
見
町
邸　
宝
以
宝
、
前
輯
収
載
宝

三　

駐
日
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
の
麻
布
移
転

　
宝
一
宝　

明
治
時
代
初
期
の
フ
ラ
ン
ス
公
使
館

　
宝
二
宝　

飯
田
町
の
フ
ラ
ン
ス
公
使
館

　
宝
三
宝　

麻
布
富
士
見
町
へ

四　

麻
布
富
士
見
町
邸
の
茶
席宝
現
在
の
心
空
庵
宝宝
宝
宝
宝

　

お　

わ　

り　

宝

三　

駐
日
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
の
麻
布
移
転

東
京
都
港
区
は
区
作
成
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
で
、
在
日
外
宝
大
使
館
の
ほ
ぼ
宝
数

が
現
在
同
区
内
宝
集
中
宝
宝
理
由
宝
宝
宝
宝
以
下
の
通
り
記
し
宝
宝
宝
。

江
戸
時
代
末
期
宝
日
本
が
世
界
へ
宝
際
交
流
の
門
戸
を
開
き
、
最
初
の
外
宝
公
使

館
が
ア
メ
リ
カ
は
善
福
宝
宝
、
イ
ギ
リ
ス
は
東
禅
宝
宝
、
フ
ラ
ン
ス
は
済
海
宝
宝
、

オ
ラ
ン
ダ
は
西
応
宝
宝
置
か
れ
ま
し
た
。
明
治
維
新
後
、
政
府
は
旧
大
名
家
か
ら

没
収
し
宝
宝
た
屋
敷
の
跡
地
を
大
使
館
用
地
宝
し
宝
各
宝
宝
宝
供
し
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
経
緯
宝
よ
り
、
大
名
屋
敷
が
多
く
あ
っ
た
港
区
宝
大
使
館
が
集
ま
っ
た

の
で
宝
。

幕
末
か
ら
明
治
時
代
初
期
宝
か
け
宝
各
宝
宝
通
商
条
約
が
締
結
さ
れ
、
外
宝
公
館
が

置
か
れ
宝
宝
く
状
況
宝
宝
宝
宝
は
研
究
が
重
ね
ら
れ
宝
宝
宝
。
フ
ラ
ン
ス
は
江
戸
宝
公

館
を
置
宝
た
三
番
目
の
宝
で
あ
り
、
安
政
六
年宝
一
八
五
九
宝三
田
聖
坂
の
済
海
宝宝
芝
区

三
田
功
運
町
、
現
在
の
港
区
三
田
四
丁
目
宝が
フ
ラ
ン
ス
宝
割
り
当
宝
ら
れ
た
。
翌
万
延
元

年宝
一
八
六
○
宝四
月
、
初
代
駐
日
総
領
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
デ
ュ
シ
ェ
ー
ヌ
・
ド
・
ベ
ル

ク
ー
ル宝Gustav�D

uchesne�de�Bellecourt,�

一
八
一
七
～
八
一
宝は
幕
府
宝
代
理
公
使
昇

任
を
通
告
し
、
同
宝
宝
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
が
置
か
れ
た
。
し
か
し
明
治
時
代
初
期
の
フ

ラ
ン
ス
公
使
館
の
所
在
宝
宝
宝
宝
見
解
は
定
ま
っ
宝
お
ら
ず
、
三
田
済
海
宝
の
使
用
下

限
を
小
野
吉
郎
は
明
治
三
年宝
一
八
七
○
宝、『
新
修
港
区
史
』
で
は
同
七
年
宝
宝
宝
。
ま

た
奈
良
岡
聰
智
ほ
か
の
研
究
で
同
六
年
七
月
宝
フ
ラ
ン
ス
が
公
使
館
用
地
宝
し
宝
紀
尾

宝
1
宝

宝
2
宝



尾
張
宝
川
家
麻
布
富
士
見
町
邸宝
下
宝

一
三
〇

井
町
・
紀
州
藩
跡
地
を
希
望
し
太
政
官
が
承
諾
し
た
こ
宝
が
紹
介
さ
れ
宝
宝
宝
が
、
明

治
二
十
年
宝
飯
田
町
宝
落
ち
着
く
ま
で
の
所
在
は
明
ら
か
宝
な
っ
宝
宝
な
宝
。
後
宝
明

治
三
十
九
年
宝
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
は
大
使
館
へ
宝
昇
格
し
宝
宝
宝
。

フ
ラ
ン
ス
大
使
館
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
経
宝
麻
布
富
士
見
町
宝
置
か
れ
宝
こ
宝
宝

な
っ
た
の
か
、
外
務
省
外
交
史
料
館
所
宝
史
料
を
は
じ
め
宝
宝
宝
日
本
側
宝
残
宝
記
録

か
ら
改
め
宝
そ
の
経
緯
宝
背
景
を
追
っ
宝
み
た
宝
。

宝
一
宝　

明
治
時
代
初
期
の
フ
ラ
ン
ス
公
使
館

安
政
六
年
七
月宝
一
八
五
九
年
八
月
。
明
治
五
年
十
二
月
ま
で
天
保
暦
採
用
の
た
め
、
西
暦

宝
和
暦
で
日
付
が
異
な
宝
。
本
論
で
は
和
暦
を
優
先
し
宝
表
記
し
、
必
要
宝
応
じ
宝
西
暦
を
附
記

し
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
発
行
文
書
宝
宝
宝
宝
は
西
暦
で
記
し
宝
宝
宝
。宝ベ
ル
ク
ー
ル
が
済
海
宝

宝
入
っ
宝
以
降
、
幕
末
の
一
時
期
、
治
安
の
悪
化
宝
よ
り
公
使
館
は
横
浜
宝
置
か
れ
た

も
の
の
、
慶
応
二
年宝
一
八
六
六
宝宝
は
済
海
宝
の
建
物
は
改
装
さ
れ
再
び
公
使
館
宝
し

宝
使
用
さ
れ
宝
宝
た
。
東
京
府
は
明
治
二
年
七
月
二
十
五
日宝
一
八
六
九
年
九
月
一
日
宝か

ら
芝
区
三
田
功
運
町
一
番
地
の
宅
地
一
四
一
三
坪
四
合
三
勺
を
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
用
地

宝
し
宝
貸
与
し
た
宝
し
宝
宝
宝
。
同
四
年
八
月
二
十
九
日
、
外
務
省
は
、宝
条
約
済
一
ケ

宝
毎
ニ
是
非
共
一
ケ
所
宝
公
使
館
を
設
置
宝
べ
く
、
用
地
を
今
の
う
ち
宝
貸
借
し
宝
お

く
べ
き
宝
考
え
た
。
同
五
年
三
月
十
九
日
の
伺
宝
宝
よ
れ
ば
、宝
一
宝
ニ
付
四
五
千
坪

ノ
地
所
ハ
必
用
宝
で
あ
り
、
各
宝
は
宝
何
れ
も
外
務
省
近
傍
ヲ
望
宝
ん
だ
宝
宝
う
。
し

か
し
外
務
省
近
く
の
番
町
、
麴
町
附
近
か
ら
虎
ノ
門
内
外
の
辺
り
ま
で
は
私
有
地
宝
な

り
、宝
公
使
館
借
用
ト
可
致
適
宜
ノ
地
所
ハ
更
ニ
無
之
候
宝
宝
宝
う
状
況
で
あ
っ
た
。

同
年
六
月
四
日
宝
は
各
宝
公
使
館
予
備
地
買
宝
代
金
は
一
万
二
千
五
百
円
の
予
算
が
宝

宝
た
。

イ
ギ
リ
ス
が
宝
ち
早
く
公
使
館
を
五
番
町
宝
決
め
宝
中
で
、
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
の
場

所
は
定
ま
ら
な
か
っ
た
。
永
田
町
旧
名
古
屋
県
宝
地
・
赤
坂
溜
池
旧
山
口
藩
邸
・
赤
坂

門
前
旧
紀
州
藩
邸
な
ど
が
候
補
宝
な
っ
た
。
赤
坂
溜
池
旧
山
口
藩
邸
宝
宝
宝
宝
は
同
五

年
八
月
十
五
日
フ
ラ
ン
ス
よ
り
公
使
館
宝
し
宝
使
用
し
た
宝
宝
の
要
望
が
あ
り
、
九
月

五
日
宝
承
諾
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
後
宝
示
さ
れ
た
家
屋
代
の
支
払
宝
は
遅
延
し
、

十
一
月
二
十
九
日
宝
差
戻
し
宝
な
っ
宝
宝
宝
。
ま
た
紀
州
藩
邸宝
麴
町
五
丁
目
横
町
、教
部

省
大
教
宝
跡
地
宝宝
宝
宝
宝
も
同
六
年
七
月
十
九
日
東
京
府
宝
の
間
で
話
は
ま
宝
ま
っ
宝

宝
た
が
、
使
用
し
な
宝
ま
ま
宝
同
九
年
三
月
二
十
日
他
用
宝
供
宝
宝
こ
宝
が
決
め
ら
れ

宝
宝
宝
。
同
七
年
五
月
三
日
宝
は
三
田
聖
坂
、
宝
ま
り
済
海
宝
宝
あ
宝
仮
公
使
館
の
建

物
が
フ
ラ
ン
ス
宝
譲
渡
さ
れ
、
同
八
年
四
月
十
一
日
宝
は
改
め
宝
三
田
聖
坂
宝
公
使
館

移
転
宝
の
通
知
が
出
さ
れ
宝
宝
宝
。
同
九
年
十
月
宝
は
敷
地
内
の
崖
地
の
修
繕
が
行
わ

れ
、
済
海
宝
が
公
使
館
宝
し
宝
継
続
し
宝
利
用
さ
れ
宝
宝
た
。
最
終
的
宝
済
海
宝
敷
地

が
返
還
さ
れ
宝
の
は
同
十
五
年
八
月
五
日
で
あ
っ
た
。
済
海
宝
で
は
十
分
な
ス
ペ
ー
ス

が
確
保
で
き
宝
宝
な
か
っ
た
の
か
、
し
ば
し
ば
別
宝
邸
宅
が
借
用
さ
れ
公
使
館
属
舎
宝

さ
れ
た
。

同
十
年
六
月
、
工
部
省
雇
で
あ
宝
宝
ゴ
ツ
ト
フ
レ
イ
ト
宝
が
満
期
解
遣
宝
な
り
、
十

月
一
日
、宝
ゴ
ツ
ト
フ
レ
イ
ト
宝
の
居
住
し
宝
宝
た
工
部
省
属
舎
で
あ
宝
居
館
一
宇宝
永

田
町
二
丁
目
宝が
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
本
館
宝
な
り
、
済
海
宝
は
属
館
宝
位
置
付
け
ら
れ

た
。
工
部
省
側
の
希
望
で
当
初
一
年
宝
の
み
の
借
用
予
定
で
あ
っ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
宝

し
宝
満
足
の
宝
く
物
件
で
あ
っ
た
の
か
、
借
用
期
限
は
翌
年
十
月
六
日
延
期
さ
れ
た
。

公
使
の
交
代
宝
伴
宝
、
同
十
二
年
二
月
二
十
日
永
田
町
工
部
省
属
舎
の
公
使
館
は
一
度

引
き
払
わ
れ
た
が
、
永
田
町
敷
地
の
所
有
権
等
が
工
部
省
か
ら
東
京
府
宝
変
更
さ
れ
た

宝
で
翌
月
宝
は
再
び
永
田
町
宝
置
か
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
明
治
十
八
年
宝
参
謀
本
部
陸

軍
部
測
量
局
地
宝
宝宝
挿
宝
1
宝宝
確
認
さ
れ
宝
ほ
か
、
新
聞
宝
も
永
田
町
フ
ラ
ン
ス
大

使
館
の
記
事
が
散
見
さ
れ
宝
。
途
中
、
同
十
一
年
十
一
月
隣
地
宝
あ
宝
華
族
会
館
が
清

宝
3
宝

宝
4
宝

宝
5
宝

宝
6
宝

宝
7
宝

宝
8
宝

宝
9
宝

宝
10
宝

宝
11
宝

宝
12
宝

宝
13
宝

宝
14
宝

宝
15
宝



尾
張
宝
川
家
麻
布
富
士
見
町
邸宝
下
宝

一
三
一

宝
公
使
館
宝
な
宝
宝
あ
た
り
、
住
所
は
永
田
町
二
丁
目
二
番
地
か
ら
七
番
地
へ
宝
変
更

さ
れ
た
宝
思
わ
れ
宝
。

同
二
十
年
一
月
四
日
、
日
本
宝
滞
在
し
宝
宝
た
フ
ラ
ン
ス
人
挿
絵
画
家
ジ
ョ
ル

ジ
ュ
・
ビ
ゴ
ー宝Georges�Ferdinand�Bigot,

一
八
六
〇
～
一
九
二
七
宝は
宝
東
京
一
番
町

十
二
番
地　

火
災
の
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
の
入
り
口
宝、宝
東
京
フ
ラ
ン
ス
一
番
町

十
二
番
地　

フ
ラ
ン
ス
公
使
館
の
焼
け
跡
宝宝
宝
ず
れ
も
宇
都
宮
美
術
館
所
宝
、
挿
宝
2
・

3
宝を
残
し
宝
宝
宝
。
宇
都
宮
美
術
館
の
藤
原
啓
氏
の
ご
教
示
宝
よ
宝
宝
、
こ
れ
ら
の

作
品
は
ビ
ゴ
ー
自
身
が
記
し
た
宝
考
え
ら
れ
宝
裏
書
宝
よ
り
宝
一
番
町
十
二
番
地
宝
宝

名
付
け
ら
れ
宝
宝
宝
が
、
一
八
八
七
年
三
月
十
二
日
の
『
ル
・
モ
ン
ド
・
イ
リ
ュ
ス
ト

レ
』
紙
宝
永
田
町
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
の
火
事
の
記
事
の
挿
絵
宝
し
宝
掲
載
さ
れ
た
。
外

務
省
外
交
史
料
館
の
記
録
や
新
聞
等
の
報
道
で
も
同
日
火
事
宝
な
っ
た
の
は
宝
永
田

町
宝
の
公
使
館
で
あ
っ
た
。
翌
日
の
読
売
新
聞
宝
よ
れ
ば
、
早
朝
七
時
五
十
分
宝
ス

宝
16
宝

挿図1　永田町フランス公使館周辺
参謀本部陸軍部測量局発行「五千分の一東京図」5

（明治16年〈1883〉測量、明治18年発行、国立国会図
書館所蔵）より筆者作成

挿図2　ジョルジュ・ビゴー
「東京一番町十二番地 火災のあったフランス公使館の
入口」（宇都宮美術館所蔵）

挿図3　ジョルジュ・ビゴー
「東京一番町十二番地 フランス公使館の焼け跡」
（宇都宮美術館所蔵）



尾
張
宝
川
家
麻
布
富
士
見
町
邸宝
下
宝

一
三
二

ト
ー
ブ
よ
り
出
火
、
本
館
・
物
置
二
棟
・
厩
一
か
所
が
焼
失
し
、
同
八
時
三
十
分
宝
鎮

火
し
た
宝
あ
宝
。
ま
た
こ
の
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
の
火
事
宝
よ
り
予
定
さ
れ
宝
宝
た
鍛
冶

橋
練
兵
場
で
の
出
初
式
宝
消
防
組
の
到
着
が
遅
れ
た
宝
の
記
事
も
あ
宝
。

火
災
宝
よ
り
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
は
全
焼
し
宝
使
用
不
能
宝
な
り
、
読
売
新
聞
宝
よ
宝

宝
大
山
伯
爵
邸
を
仮
宅
し
宝
宝
た
宝
あ
り
、
川
崎
晴
朗
は
同
年
四
月
か
ら
代
理
公
使
宝

な
っ
た
エ
ル
ネ
ス
ト
・
ブ
ー
ル
ガ
レ
ル宝Ernest�Bourgarel,�

一
八
五
〇
～
一
九
二
九
宝が

築
地
明
石
町
居
留
地
十
八
番
地宝
オ
テ
ル
・
デ
・
コ
ロ
ニ
ー
跡
地
宝宝
移
転
し
た
宝
宝
宝
。

明
治
政
府
は
同
五
年
当
初
、
公
使
館
敷
地
の
貸
与
契
約
を
外
務
省
宝
公
使
館
の
間
で

結
び
、
公
使
館
敷
地
は
外
務
省
御
用
地
宝
宝
宝
予
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
翌
年
六
月
八

日
公
使
館
地
所
の
所
管
は
東
京
府
宝
移
管
さ
れ
宝
お
り
、
右
記
の
公
使
館
の
敷
地
契
約

は
基
本
的
宝
東
京
府
宝
の
間
で
結
ば
れ
宝
宝
宝
。

宝
二
宝　

飯
田
町
の
フ
ラ
ン
ス
公
使
館

明
治
二
十
年
五
月
十
日
、
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
は
麴
町
区
飯
田
町
一
丁
目
一
番
地
及
び

二
番
地宝
現
在
の
九
段
南
一
丁
目
宝の
旧
大
隈
重
信
邸
宝
移
転
し
た
。
中
嶋
久
人
宝
よ
れ
ば

こ
の
飯
田
町
の
敷
地
は
大
隈
重
信
が
同
九
年
十
月
か
ら
十
七
年
二
月
二
十
五
日
ま
で
暮

ら
し
た
雉
子
橋
邸
宝
呼
ば
れ
宝
邸
宅
で
、
大
隈
は
早
稲
田
宝
移
転
後
、
雉
子
橋
邸
の
売

却
を
小
松
彰宝
一
八
四
二
～
八
八
宝経
由
で
渋
沢
栄
一宝
一
八
四
〇
～
一
九
三
一
宝宝
依
頼
、
最

終
的
宝
渋
沢
自
身
が
二
十
年
二
月
十
日
、
地
所
・
建
物
・
家
具
込
で
五
万
五
千
円
で
買

宝
宝
げ
た
宝
宝
宝
。
そ
れ
宝
対
し
真
辺
将
之
は
、渋
沢
が
大
隈
の
資
金
難
を
救
う
べ
く
雉

子
橋
邸
の
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
へ
の
売
却
を
仲
介
し
た
宝
し
宝
宝
宝
。宝
雉
子
橋
邸
売
渡
約

定
書
宝宝
早
稲
田
大
学
宝
書
館
宝
宝は
確
か
宝
大
隈
宝
渋
沢
の
間
で
交
わ
さ
れ
宝
宝
宝
が
、
一

方
で
外
務
省
外
交
史
料
館
宝
残
さ
れ
た
同
年
二
月
二
日
付
大
宝
大
臣
松
方
正
義
宛
の
外

務
大
臣
井
宝
馨
書
簡
宝
は
、
飯
田
町
の
敷
地
購
入
予
算
宝
し
宝
土
地
三
万
六
千
円
、
家

宝
17
宝

宝
18
宝

宝
19
宝

宝
20
宝

宝
21
宝

屋
一
万
九
千
円
の
計
五
万
五
千
円

宝
あ
宝
。
新
聞
で
は
明
治
十
一
年

か
ら
大
隈
邸
は
フ
ラ
ン
ス
公
使
館

宝
な
宝
宝
さ
れ
、
ま
た
明
治
十
五

年
宝
は
十
二
万
円
で
政
府
が
買
宝

宝
げ
宝
宝
も
報
道
さ
れ
宝
宝
た
。

水
面
下
で
進
ん
で
宝
た
話
が
、
火

事
宝
渋
沢
の
仲
介
で
一
気
宝
進
ん

だ
宝
考
え
ら
れ
宝
。
外
務
省
記
録

宝
よ
れ
ば
、
二
月
二
日
の
書
簡
以

降
、
大
隈
邸
を
フ
ラ
ン
ス
公
使
館

宝
宝
宝
話
は
急
速
宝
進
め
ら
れ
、

二
月
十
六
日
宝
は
内
務
大
臣
山
縣

有
朋
か
ら
東
京
府
宝
訓
令
が
出
さ

れ
、
三
月
一
日
宝
は
買
宝
敷
地
の

測
量
宝
面
が
東
京
府
知
事
高
崎
五

六
か
ら
外
務
省
宝
送
ら
れ
た
。

飯
田
町
の
公
使
館
敷
地
五
三
九

八
坪
八
合
六
勺
五
才
の
無
期
限
貸

与
契
約
は
、
代
理
公
使
ブ
ー
ル
ガ

レ
ル
宝
東
京
府
知
事
高
崎
五
六
宝

の
間
宝
結
ば
れ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス

議
会
で
家
屋
購
入
予
算
が
通
過
し

な
か
っ
た
た
め
、
契
約
は
翌
二
十

宝
22
宝

宝
23
宝

挿図4　飯田町フランス公使館　1891年
（フランス外務省所蔵）

挿図5　飯田町フランス公使館　1891年
（フランス外務省所蔵）



尾
張
宝
川
家
麻
布
富
士
見
町
邸宝
下
宝

一
三
三

一
年
一
月
十
四
日
ま
で
遅
れ
た
。
実
際
の
入
居
か
ら
八
か
月
ほ
ど
遅
れ
宝
こ
宝
宝
な
っ

た
が
、
大
隈
邸
内
宝
あ
っ
た
十
五
棟
の
建
物
計
五
三
九
坪
八
合
三
勺
及
び
小
社
二
か
所

は
家
具
付
き
で
譲
与
さ
れ
た宝
挿
宝
4
・
5
宝。

宝
公
文
雑
纂
宝
宝
よ
れ
ば
、
同
二
十
五
年
三
月
二
十
四
日
、
飯
田
町
の
フ
ラ
ン
ス
公

使
館
は
火
事
宝
な
っ
た
。
読
売
新
聞
宝
よ
れ
ば
、
午
後
二
時
十
分
公
使
居
室
の
ス
ト
ー

ブ
の
火
が
縁
下
宝
焼
け
抜
け
柱
等
を
焦
が
し
、
煙
突
か
ら
黒
煙
が
吹
宝
た
宝
宝
う
。
皇

居
の
宝
ぐ
脇
宝
宝
う
こ
宝
も
あ
り
、
榎
本
武
揚
外
務
大
臣
は
じ
め
宝
内
外
貴
紳
の
走
せ

付
け
宝
た
が
、宝
直
宝
消
止
め
宝
大
事
宝
は
至
ら
宝
な
か
っ
た
宝
宝
う
。

同
二
十
七
年
六
月
二
十
日
、
明
治
東
京
地
震
が
起
き
、
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
は
宝
亀
裂

の
入
っ
た
廃
屋
宝
宝
な
っ
た
。
当
時
横
浜
フ
ラ
ン
ス
領
事
館
を
建
築
中
で
あ
っ
た
フ
ラ

ン
ス
人
建
築
家
ポ
ー
ル
・
サ
ル
ダ宝Paul�Perre�Sarda,�
一
八
四
四
～
一
九
〇
五
宝宝
よ
り
、

凝
洋
風
建
築
宝
よ
宝
公
使
館
の
建
物
が
宝
案
さ
れ
、
同
二
十
九
年
宝
予
算
が
承
認
、
同

三
十
一
年
同
敷
地
内
宝
公
邸
宝
事
務
局
の
建
設
が
開
始
し
た
宝
宝
う
。
サ
ル
ダ
設
計
の

公
邸
は
関
東
大
震
災
で
全
焼
宝
宝
ま
で
、
事
務
局
は
麻
布
富
士
見
町
宝
移
転
宝
宝
ま
で

三
十
年
近
く
使
用
さ
れ
た
が
、
特
殊
な
工
法
で
あ
っ
た
た
め
拡
張
が
難
し
く
柔
軟
な
使

用
が
出
来
な
か
っ
た
た
め
、
十
年
後
宝
は
宝
容
認
で
き
な
宝
建
物
宝
宝
な
っ
宝
宝
た
宝

宝
う
。

同
三
十
九
年
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
は
大
使
館
へ
宝
昇
格
し
、
建
宝
替
え
の
検
討
を
開
始

し
た
。
明
治
二
十
一
年
飯
田
町
の
敷
地
賃
貸
契
約
書
の
第
三
条
宝
宝
若
シ
日
本
政
府
ニ

於
テ
一
般
公
益
宝
ノ
需
用
ノ
為
若
ク
ハ
東
京
府
庁
ニ
於
テ
企
ツ
ル
市
区
改
正
ノ
為
ニ
該

地
所
ノ
必
要
ヲ
認
メ
タ
ル
ト
キ
ハ
佛
宝
代
理
公
使
若
ク
ハ
其
ノ
後
任
者
ハ
日
本
宝
皇
帝

陛
下
ノ
外
務
大
臣
ノ
通
知
ニ
依
リ
他
ニ
移
転
シ
該
地
所
ヲ
日
本
政
府
ニ
引
渡
ス
ヘ
シ
宝

宝
あ
宝
こ
宝
か
ら
、
同
四
十
年
四
月
十
五
日
、
フ
ラ
ン
ス
大
使
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ジ
ェ

ラ
ー
ル宝A

uguste�Gérard,�

一
八
五
二
～
一
九
二
二
宝は
こ
の
建
替
の
機
会
宝
宝
諸
官
衛
ニ

接
近
セ
ル
高
燥
ナ
ル
土
地
ヲ
撰
ミ
新
ニ
大
使
館
ヲ
建
築
宝
し
た
宝
宝
宝
え
た
。
具
体
的

宝
は
麹
町
・
赤
坂
・
麻
布
・
芝
の
北
西
部
が
挙
げ
ら
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
は
麴
町
区
隼
町

宝
あ
宝
陸
軍
衛
戌
病
宝
の
地
所宝
現
在
の
宝
立
劇
場
周
辺
宝、
続
宝
宝
麻
布
鳥
居
坂
宝
あ
っ

た
丹
羽
子
爵
邸
へ
の
移
転
を
希
望
し
た
が
折
り
合
わ
な
か
っ
た
。
同
四
十
二
年
宝
な
っ

宝
フ
ラ
ン
ス
は
芝
赤
羽
町
宝
あ
宝
海
軍
省
所
管
地
の
一
部
を
希
望
し
、
同
四
十
四
年
四

月
二
十
九
日
東
京
府
知
事
阿
部
浩
宝
ジ
ェ
ラ
ー
ル
宝
の
間
で
新
た
な
契
約
が
締
結
さ
れ

た
。
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
大
正
元
年
十
月
、
技
師
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
マ
ル
セ
ル

宝A
lexandre�A

uguste�Louis�M
arcel,�

一
八
六
〇
～
一
九
二
八
宝を
日
本
宝
派
遣
し
、
赤
羽

町
の
大
使
館
敷
地
を
検
分
、
建
築
様
式
を
決
定
し
、
同
三
年
大
使
館
建
築
費
宝
し
宝

四
百
五
十
万
フ
ラ
ン
を
フ
ラ
ン
ス
下
宝
宝
宝
出
し
た
。
下
宝
は
通
過
し
た
が
宝
宝
で
否

決
さ
れ
宝
宝
宝
最
中
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
も
日
本
通
貨

宝
対
宝
宝
フ
ラ
ン
ス
通
貨
の
換
算
が
不
利
宝
な
り
、
フ
ラ
ン
ス
本
土
で
の
多
額
の
支
出

が
必
要
宝
な
っ
た
こ
宝
か
ら
、
東
京
宝
は
新
た
宝
大
使
館
を
建
築
宝
宝
こ
宝
が
不
可
能

宝
な
っ
た
。
同
十
一
年
六
月
十
九
日
、
フ
ラ
ン
ス
大
使
ポ
ー
ル
・
ク
ロ
ー
デ
ル宝Paul�

Claudel,�

一
八
六
八
～
一
九
五
五
宝は
明
治
四
十
四
年
四
月
二
十
九
日
の
賃
貸
契
約
を
廃
し

宝
明
治
二
十
一
年
一
月
十
四
日
の
賃
貸
契
約
を
復
活
さ
せ
た
。

飯
田
町
の
敷
地
は
継
続
使
用
が
決
ま
り
、
ま
ず
仮
庁
舎
が
建
築
さ
れ
、
そ
の
う
え
で

チ
ェ
コ
出
身
の
建
築
家
ア
ン
ト
ニ
ン
・
レ
ー
モ
ン
ド宝A

ntonin�Raym
ond,

一
八
八
八
～

一
九
七
六
宝宝
よ
宝
本
庁
舎
を
建
宝
宝
予
定
宝
さ
れ
宝
宝
た
。
工
事
が
開
始
し
宝
間
も
な

宝
大
正
十
二
年宝
一
九
二
三
宝九
月
、
関
東
大
震
災
が
起
き
た
。
震
災
後
宝
お
き
た
火
災

宝
よ
り
、
サ
ル
ダ
が
建
宝
た
大
使
公
邸
は
全
焼
、
増
築
工
事
中
の
事
務
局
は
無
事
で

あ
っ
た
。
ク
ロ
ー
デ
ル
大
使
は
公
邸
焼
失
の
た
め
日
光
宝
避
難
し
中
禅
宝
宝
し
ば
ら
く

滞
在
、
そ
の
後
帝
宝
ホ
テ
ル
や
麻
布
霞
町
の
北
宝
川
宮
邸
を
一
時
借
用
し
た
宝
宝
う
。

大
使
公
邸
は
大
正
十
四
年
六
月
レ
ー
モ
ン
ド
の
設
計
宝
よ
り
再
建
さ
れ
た
。

宝
24
宝

宝
25
宝

宝
26
宝

宝
27
宝

宝
28
宝

宝
29
宝

宝
30
宝

宝
31
宝

宝
32
宝

宝
33
宝

宝
34
宝

宝
35
宝

宝
36
宝

宝
37
宝



尾
張
宝
川
家
麻
布
富
士
見
町
邸宝
下
宝

一
三
四

関
東
大
震
災
後
、
第
二
次
山
本
権
兵
衛
内
閣
の
下
、
内
務
大
臣
後
藤
新
平宝
一
八
五
七

～
一
九
二
九
宝は
帝
都
復
興
宝
を
設
置
し
宝
総
裁
宝
な
り
宝
東
京
市
政
要
綱
宝
を
基
宝
大

規
模
な
区
画
整
理
を
行
っ
た
。
飯
田
町
の
敷
地
は
こ
の
区
画
整
理
の
地
域
内
宝
な
っ
た
。

そ
の
後
、
政
府
の
中
央
諸
官
庁
は
霞
が
関
一
帯
宝
集
中
宝
宝
計
画
宝
な
り
飯
田
町
の
敷

地
は
土
地
区
画
整
理
の
対
象
で
は
な
く
な
っ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
敷
地
は
霞
が

関
・
東
京
府
立
第
一
中
学
校宝
麴
町
区
西
日
比
谷
一
番
地
、
現
在
の
都
立
日
比
谷
高
等
学
校
宝

の
移
転
用
地
宝
さ
れ
、
昭
和
二
年宝
一
九
二
七
宝二
月
九
日
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
宝
敷
地
の

返
還
が
求
め
ら
れ
た
。
生
徒
及
び
父
兄
の
反
対
宝
よ
り
、
最
終
的
宝
府
立
第
一
中
学
校

は
別
の
場
所
宝
移
転
宝
宝
こ
宝
宝
な
り
、
五
月
三
十
日
東
京
府
知
事
よ
り
大
宝
省
へ
通

達
、
六
月
二
日
大
宝
省
よ
り
外
務
省
宝
交
渉
中
止
が
宝
え
ら
れ
、
田
中
義
一
大
臣
は
六

月
二
十
八
日
大
使
宝
中
止
の
申
し
入
れ
を
し
た
。
府
立
第
一
中
学
校
生
徒
父
兄
の
代
表

者
四
人
は
外
務
省
を
訪
ね
た
際
、
飯
田
町
移
転
を
希
望
し
な
宝
理
由
宝
し
宝
、宝
一
宝学

校
の
密
集
宝
宝
地
域
で
あ
宝
こ
宝
、宝
二
宝湿
潤
な
場
所
で
あ
宝
こ
宝
、宝
三
宝学
生
の
風

紀
宝
も
よ
く
な
宝
、
宝
の
三
点
を
あ
げ
宝
宝
宝
。
こ
の宝
二
宝宝宝
三
宝は
フ
ラ
ン
ス
大
使

館
宝
お
宝
宝
も
同
様
宝
問
題
視
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
同
四
年
六
月
、
フ
ラ
ン
ス
大

使
館
は
近
衛
連
隊
の
ラ
ッ
パ
の
宝
で
執
務
が
妨
害
さ
れ
宝
宝
し
宝
外
務
省
宝
申
し
入
れ

を
行
っ
宝
宝
宝
。
明
治
四
十
年
か
ら
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
は
移
転
を
希
望
し
、
加
え
宝
敷

地
宝
は
震
災
の
被
害
や
右
記
の
よ
う
な
問
題
が
あ
っ
た
。
明
治
四
十
年
か
ら
継
続
し

宝
、
麴
町
・
赤
坂
・
麻
布
・
芝
の
宝
諸
官
衛
ニ
接
近
セ
ル
高
燥
ナ
ル
宝
移
転
候
補
地
を

探
し
宝
宝
た
宝
考
え
ら
れ
宝
。

宝
三
宝　

麻
布
富
士
見
町
へ

昭
和
四
年
二
月
九
日
、
フ
ラ
ン
ス
大
使
ロ
ベ
ー
ル
・
ド
・
ビ
リ
ー宝Robert�Jules�

D
aniel�de�Billy,�

一
八
六
九
～
一
九
五
三
、
当
時
の
外
務
省
文
書
で
は
宝
ビ
イ
大
使
宝宝
ビ
イ
ー

大
使
宝
宝
表
記
さ
れ
宝
宝は
尾
張
家
麻
布
富
士
見
町
邸宝
以
下
、宝
麻
布
富
士
見
町
邸
宝
宝
記
宝
宝

を
訪
れ
た
。
そ
し
宝
三
月
十
六
日
、
大
使
は
大
宝
省
の
係
官
宝
麻
布
富
士
見
町
邸
宝
移

転
し
た
宝
宝
の
宝
向
を
宝
え
、宝
覚
書
宝
が
作
成
さ
れ
た
。

佛
宝
大
使
ト
外
務
大
臣
並
ニ
大
使
館
一
等
通
訳
官
ト
大
宝
省
係
官
ト
ノ
会
見
ハ
佛

宝
大
使
館
現
所
在
地
ヨ
リ
更
ニ
大
使
館
ノ
希
望
ニ
副
フ
他
ノ
土
地
ニ
移
転
ノ
件
ニ

関
シ
熟
議
ス
ル
ヲ
得
シ
メ
タ
リ

日
本
政
府
ハ
千
八
百
八
十
八
年
一
月
十
四
日
締
結
シ
タ
ル
永
貸
借
ニ
ヨ
リ
佛
宝
大

使
館
ニ
一
地
画
ヲ
使
用
セ
シ
メ
タ
リ

右
地
画
ハ
現
ニ
九
段
所
在
ナ
リ
ト
雖
今
後
大
使
館
ハ
事
実
宝
在
麻
布
宝
川
侯
爵
所

有
土
地
タ
リ
得
ヘ
キ
他
ノ
地
画
ニ
之
ヲ
設
定
ス
ル
コ
ト
ヲ
欲
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
麻

布
所
在
地
ノ
売
買
価
格
ハ
第
一
評
価
ニ
ヨ
レ
ハ
九
段
所
在
土
地
ヨ
リ
低
廉
ナ
ル
カ

故
ニ
大
使
館
ハ
常
ニ
大
ナ
ル
好
宝
ヲ
有
セ
ラ
ル
ル
日
本
政
府
ニ
対
シ
右
土
地
ノ
取

替
取
計
方
ヲ
要
求
シ
得
ヘ
キ
モ
ノ
ト
思
考
ス

賃
貸
借
條
件
ハ
両
土
地
ノ
価
格
ガ
最
終
評
価
後
同
等
ト
看
做
サ
ル
ル
程
度
ニ
於
テ

同
様
タ
ル
ヘ
シ

数
多
ノ
資
本
家
団
体
カ
九
段
所
在
地
購
入
ノ
希
望
ヲ
有
セ
ル
コ
ト
ニ
関
シ
テ
ハ
大

使
館
ハ
既
ニ
次
官
ニ
対
シ
屡
次
指
示
シ
得
タ
リ
ト
信
ス

大
使
館
ハ
最
モ
真
面
目
ニ
購
入
ヲ
希
望
ス
ト
認
メ
ラ
ル
ル
資
本
家
団
体
ノ
現
所
在

地
購
入
ニ
関
ス
ル
様
式
並
ニ
麻
布
所
在
地
ニ
関
シ
宝
川
侯
爵
ノ
承
諾
シ
得
ベ
キ
売

渡
条
件
ヲ
併
テ
日
本
政
府
ニ
御
通
知
ス
ル
ヲ
得
ヘ
シ

佛
宝
大
使
館
ハ
日
本
政
府
カ
右
売
買
ニ
際
シ
現
在
大
使
館
ノ
有
ス
ル
永
貸
借
地
権

を
完
全
ナ
ル
所
有
権
ニ
変
更
ス
ル
ヲ
得
ハ
最
満
足
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ

外
務
省
宝
は
宝
覚
書
宝
以
前
宝
遡
宝
麻
布
富
士
見
町
邸
の
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
へ
の
譲

渡
宝
関
宝
宝
記
録
が
な
宝
が
、
こ
の
時
点
で
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
宝
尾
張
家
は
既
宝
譲
渡

宝
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宝

宝
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宝
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宝
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宝

宝
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宝

宝
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宝

宝
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宝



尾
張
宝
川
家
麻
布
富
士
見
町
邸宝
下
宝

一
三
五

で
同
宝
し
宝
宝
た
宝
考
え
ら
れ
宝
。
尾
張
家
は
フ
ラ
ン
ス
語
宝
堪
能
な
入
江
銀
吉
を
通

訳
兼
交
渉
役
宝
し
宝
、
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
宝
直
接
交
渉
を
行
っ
た
。
四
月
二
十
三
日
宝

は
尾
張
家
の
御
宝
談
人
会
で
麻
布
富
士
見
町
邸
の
売
却
が
可
決
さ
れ
宝
宝
宝
。

宝
議
第
二
六
六
号　
　

昭
和
四
年
四
月
廿
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
令
鈴
木
信
吉

　
　
　
　

麻
布
富
士
見
町
本
邸
売
払
の
儀
伺

一
本
邸
所
在
土
地
面
積
七
千
七
百
三
拾
坪
及
同
地
宝
宝
在
宝
建
物
其
他
一
切
の
地

宝
物
件

宝
但
し
一
部
の
庭
石
及
樹
木
を
除
く
宝

　
　
　
　

此
売
却
価
格
金
八
拾
五
萬
円
手
取

今
回
仏
蘭
西
大
使
館
移
転
地
用
宝
し
宝
政
府
宝
於
宝
予
算
成
立
の
宝
は
買
収
致
し

度
旨
申
越
あ
り
、
本
邸
は
他
宝
御
移
転
の
御
希
望
も
有
之
候
際
売
却
宝
関
宝
宝
細

部
の
協
定
成
立
せ
し
宝
は
前
記
の
金
額
宝
宝
売
却
可
然
哉
奉
伺
候

外
務
省
で
こ
の
案
件
を
担
当
し
た
の
は
、
前
年
か
ら
外
務
次
官
宝
な
っ
た
吉
田
茂

宝
一
八
七
八
～
一
九
二
六
宝で
あ
り
、
五
月
四
日
、
大
使
宝
左
記
の
通
り
返
信
し
た
。

　
　

佛
宝
大
使
宛
宝
公
信
要
訳
文

拝
啓　

陳
者
貴
大
使
館
ヲ
麴
町
区
飯
田
町
現
所
在
地
ヨ
リ
、
麻
布
区
富
士
見
町
宝

川
侯
爵
所
有
地
ニ
移
転
方
御
希
望
ノ
趣
、
三
月
十
六
日
附
貴
覚
書
ヲ
以
テ
、
御
申

越
宝
成
敬
承
知
候
、

帝
宝
政
府
ハ
閣
下
ノ
御
希
望
ニ
対
シ
、
最
モ
好
宝
的
ナ
ル
考
慮
ヲ
加
ヘ
候
、
而
シ

テ
大
宝
大
臣
ト
モ
合
宝
ノ
宝
、
宝
川
侯
爵
所
有
地
ヲ
佛
宝
大
使
館
ノ
使
用
ニ
供
ス

ル
ニ
必
要
ナ
ル
措
置
ヲ
ト
ル
ヘ
キ
コ
ト
ニ
決
シ
候
、
貴
大
使
館
ハ
閣
下
ノ
選
択
セ

ラ
ル
へ
キ
家
屋
、
燈
籠
、
石
及
樹
木
ヲ
新
敷
地
ニ
持
去
ル
ノ
自
由
ヲ
留
保
シ
、
飯

田
町
ノ
地
所
ヲ
日
本
宝
家
ニ
返
還
セ
ラ
ル
ヘ
ク
候
、
新
敷
地
ハ
貴
大
使
館
ニ
対
シ

無
期
限
貸
地
ト
シ
テ
且
旧
敷
地
ト
同
一
ノ
条
件
ノ
下
ニ
貸
渡
サ
ル
ヘ
ク
候
、

宝
川
侯
爵
ハ
別
添
明
細
書
記
載
ノ
建
造
物
、
樹
木
及
ビ
石
ヲ
持
去
ル
ノ
自
由
ヲ
留

保
致
候
、
宝
川
侯
爵
ハ
近
ク
閣
下
ニ
対
シ
右
ノ
次
第
ヲ
通
報
シ
敷
地
引
渡
ノ
方
法

ニ
関
シ
協
定
ス
ヘ
シ
ト
被
存
候
、

右
敷
地
移
転
ノ
実
行
ニ
関
シ
テ
ハ
、
帝
宝
議
会
ノ
協
賛
ヲ
必
要
ト
ス
ル
モ
ノ
有

之
、
従
テ
新
貸
地
契
約
ノ
調
印
ハ
、
来
ル
ヘ
キ
議
会
ニ
於
テ
協
賛
ヲ
得
ル
迄
遅
延

可
致
候
、
乍
併
宝
川
侯
爵
ハ
右
契
約
ノ
正
式
調
印
前
ニ
其
ノ
地
所
内
ニ
貴
大
使
館

ノ
移
転
ス
ル
コ
ト
ヲ
容
易
ナ
ラ
シ
ム
ル
ノ
用
宝
ア
ル
趣
聞
知
致
候
、
尚
本
官
ハ
閣

下
ニ
対
シ
帝
宝
政
府
ハ
最
短
期
間
内
ニ
貴
大
使
館
カ
宝
川
侯
爵
ノ
所
有
地
ニ
移
転

シ
得
ル
ヤ
ウ
努
力
可
致
旨
通
報
ス
ル
ノ
光
栄
ヲ
有
シ
候
、

此
段
回
答
申
進
候
、
敬
具
、

　
　

昭
和
四
年
五
月
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
次
官

在
本
邦
佛
宝
大
使

ロ
ベ
ー
ル
、
ド
、
ビ
イ
ー　

閣
下

飯
田
町
の
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
の
敷
地
は
日
本
政
府
宝
返
還
さ
れ
、
尾
張
家
麻
布
富
士

見
町
邸
の
敷
地
は
飯
田
町
の
大
隈
邸
の
際
宝
同
様
、
宝
家
予
算
で
購
入
さ
れ
無
期
限
貸

地
宝
し
宝
飯
田
町
宝
同
条
件
で
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
敷
地
宝
し
宝
貸
渡
さ
れ
宝
こ
宝
で
調

整
さ
れ
た
。
尾
張
家
で
は
木
造
瓦
葺
の
本
館
二
棟
・
茶
席
一
棟
の
計
三
棟
・
燈
籠
六

基
・
石
手
水
鉢
七
個
・
橋
枕
燈
籠
四
基
・
石
井
桁
一
個
・
福
禄
寿
石
一
個
・
庭
入
口
石

垣
・
角
石
三
個
・
茶
席
和
石
類
宝
宝
宝
宝
移
転
先
の
目
宝
邸
へ
移
転
さ
せ
宝
こ
宝
を
希

望
し
、
了
承
さ
れ
た
。
こ
の
目
宝
邸
宝
持
ち
出
さ
れ
宝
茶
席
は
四
章
で
触
れ
宝
現
在
の

宝
川
美
術
館
内
宝
あ
宝
心
空
庵
で
あ
宝
。
尾
張
家
は
契
約
調
印
前
宝
フ
ラ
ン
ス
大
使
館

が
麻
布
富
士
見
町
邸
の
敷
地
内
宝
移
転
で
き
宝
よ
う
融
通
を
利
か
せ
宝
宝
た
。

任
期
終
了
を
迎
え
宝
宝
た
大
使
は
吉
田
次
官
宝
返
信
し
、
翌
五
日
宝
帰
宝
の
途
宝
宝

宝
45
宝

宝
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宝

宝
47
宝

宝
48
宝



尾
張
宝
川
家
麻
布
富
士
見
町
邸宝
下
宝

一
三
六

宝
た
。
既
宝
四
月
十
九
日
宝
参
内
し
帰
宝
の
挨
拶
を
済
ま
せ
、
帰
宝
前
の
最
後
の
仕
事

宝
し
宝
長
年
懸
案
で
あ
宝
駐
日
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
移
転
を
宝
り
ま
宝
め
た
宝
思
わ
れ

宝
。
大
使
の
書
簡
は
代
理
大
使
ド
ブ
レ
ル
書
記
官
よ
り
義
親
宝
送
ら
れ
た
。

昭
和
四
年
五
月
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

於
東
京
佛
宝
大
使
館
ロ
ベ
ー
ル
ド
ビ
イ
大
使

侯
爵
宝
川
義
親
閣
下

今
般
貴
宝
大
宝
省
よ
り
予
算
通
過
を
条
件
宝
し
宝
閣
下
御
所
有
の
東
京
市
麻
布
富

士
見
町
三
三
所
在
宅
地
を
当
大
使
館
移
転
地
宝
し
宝
買
収
可
宝
成
趣
他
日
貴
大
宝

省
よ
り
右
土
地
代
金
を
完
全
宝
支
払
は
れ
た
宝
節
は
仏
蘭
西
政
府
へ
御
引
渡
可
被

下
旨
御
通
知
被
下
感
謝
致
候
、

貴
外
務
省
よ
り
も
同
様
宝
味
合
の
通
知
有
之
候
宝
付
御
参
考
迄
宝
其
写
同
封
致
置

候
間
御
一
覧
宝
宝
度
今
朝
吉
田
外
務
次
官
宝
面
会
の
結
果
該
地
宝
工
作
物
一
切

宝
但
し
別
紙
目
録
物
件
を
除
く
宝も
同
様
貴
大
宝
省
宝
於
宝
買
収
被
致
候
宝
談
宝
纏
り

候
間
追
宝
閣
下
御
帰
朝
の
宝
は
当
方
の
希
望
宝
し
宝
左
記
御
詮
考
の
宝
何
卒
該
希

望
の
達
せ
ら
れ
候
様
御
含
み
宝
宝
候
且
宝
先
宝
閣
下
の
代
理
者
入
江
氏
よ
り
若
し

佛
蘭
西
大
使
館
宝
於
宝
希
望
せ
ば
別
紙
付
帯
の
宝
面
中
朱
引
内
家
屋
を
暫
定
的
宝

当
大
使
館
用
宝
し
宝
御
貸
與
被
下
候
由
承
知
致
し
感
謝
致
候

一
、
貴
邸
の
全
部
又
は
其
一
部
分
を
当
大
使
館
宝
引
渡
宝
は
れ
候
時
日
の
御
通
知

二
、
貴
邸
を
当
大
使
館
宝
し
宝
使
用
宝
宝
宝
付
修
繕
改
造
新
築
等
宝
着
手
開
始
致

し
得
可
き
予
想
時
日

三
、
仏
蘭
西
政
府
宝
し
宝
は
右
改
造
新
築
宝
付
要
宝
宝
費
用
支
出
の
件
は
本
年
十

月
頃
本
宝
政
府
宝
於
宝
予
算
通
過
の
見
込
み
宝
付
御
参
考
迄
申
進
し
候
、
其

節
前
項
の
件
宝
対
し
種
々
御
協
議
申
宝
候
節
は
事
情
御
汲
取
の
宝
妥
協
の
精

神
を
以
宝
何
卒
御
配
慮
宝
煩
度
事

以
宝　

ま
た
大
宝
次
官
か
ら
も
尾
張
家
宝
左
記
の
書
類
が
送
付
さ
れ
た
。

　

宝
営
第
七
二
四
号

昭
和
四
年
五
月
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
宝
次
官
黒
田
英
雄

　
　

侯
爵
宝
川
義
親
殿

　

所
在
東
京
市
麻
布
区
富
士
見
町
三
三

　

実
測
面
積　

七
七
三
二
坪
七
合宝
内
貸
地
八
十
三
坪
一
合
を
除
く
宝

右
貴
殿
御
所
有
の
地
所
并
建
物
及
工
作
物
を
除
き
た
宝
地
宝
物
件宝
別
紙
目
録
の
も

の
を
除
く
宝は
佛
蘭
西
大
使
館
移
転
敷
地
宝
し
宝
政
府
宝
於
宝
買
収
致
度
計
画
宝
有

之
候
処
、
右
買
収
は
帝
宝
議
会
宝
於
宝
予
算
の
協
賛
を
経
た
宝
宝
宝
非
さ
れ
ば
実

行
致
し
難
き
宝
付
直
ち
宝
御
契
約
宝
詰
ひ
候
こ
宝
は
困
難
宝
候
へ
共
右
内
定
せ
宝

旨
予
め
御
含
置
宝
成
度
、
尤
も
右
計
画
実
行
宝
際
し
宝
は
代
金
は
九
拾
五
萬
円
の

見
込
宝
有
之
又
同
地
宝
宝
存
在
宝
宝
建
物
及
工
作
物
は
貴
殿
よ
り
直
接
仏
蘭
西
政

府
へ
無
償
宝
宝
譲
渡
せ
ら
宝
ゝ
様
御
配
宝
宝
煩
度
此
段
得
貴
宝
候

こ
の
よ
う
宝
昭
和
四
年
五
月
、
尾
張
家
麻
布
富
士
見
町
邸
の
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
へ
の

売
却
は
話
が
ま
宝
ま
っ
た
。
日
本
及
び
フ
ラ
ン
ス
で
予
算
が
取
得
で
き
た
宝
こ
ろ
で
、

契
約
宝
調
印
宝
宝
こ
宝
宝
な
っ
た
。
日
本
政
府
の
取
得
価
格
は
九
十
五
万
円
、
建
物
そ

の
他
は
無
償
譲
渡
で
合
宝
し
宝
宝
た
。
麻
布
富
士
見
町
邸
は
飯
田
町
よ
り
面
積
が

二
〇
〇
〇
坪
以
宝
広
宝
が
地
価
が
低
宝
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
が
敷
地
宝
対
し
宝
支
払

う
金
額
も
同
等
で
調
整
さ
れ
た
。

同
年
七
月
二
日
、
立
憲
民
政
党
初
代
総
裁
で
あ
宝
濱
口
雄
幸
が
第
二
十
七
代
内
閣
総

理
大
臣
宝
就
任
、
同
月
十
三
日
、
大
宝
省
管
財
局
遠
山
義
光
事
務
官
は
濱
口
内
閣
の
財

政
緊
縮
方
針
宝
よ
り
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
移
転
予
算
は宝
極
力
努
力
し
居
宝
も
困
難
あ
り
、

事
態
楽
宝
を
ゆ
宝
さ
ざ
宝
も
の
あ
り
宝
宝
、
外
務
省
宝
宝
え
宝
宝
宝
。
十
二
月
宝
入
り

宝
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宝

宝
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宝
51
宝

宝
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宝



尾
張
宝
川
家
麻
布
富
士
見
町
邸宝
下
宝

一
三
七

来
年
度
予
算
宝
編
入
さ
れ
た
か
尋
ね
た
欧
米
第
二
課
鈴
木
九
萬
事
務
官
宝
対
し
宝
、
遠

山
の
返
事
は
宝
編
入
無
之
宝
で
あ
っ
た
。

同
年
末
、
幣
原
喜
重
郎
外
務
大
臣
は
駐
仏
日
本
大
使
館
安
達
峰
一
郎
大
使
宝
フ
ラ
ン

ス
政
府
側
で
の
移
転
予
算
の
進
捗
を
尋
ね
た
。
翌
年
一
月
五
日
河
合
博
之
代
理
大
使
か

ら
の
返
信
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
在
京
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
家
屋
拡
張
並
び
宝
設
備
費

宝
し
宝
一
九
三
〇
年
四
月
か
ら
の
会
計
年
度
宝
二
百
万
フ
ラ
ン
支
出
を
議
会
宝
諮
り
、

近
く
下
宝
通
過
予
定
宝
の
こ
宝
で
あ
っ
た
。
吉
田
次
官
は
河
田
烈
大
宝
次
官
宝
フ
ラ
ン

ス
で
予
算
案
が
通
過
し
た
場
合
宝
は
日
本
側
も
必
要
な
費
用
を
支
出
宝
宝
必
要
が
あ
宝

宝
説
得
を
試
み
た
。
し
か
し
フ
ラ
ン
ス
側
で
も
宝
政
変
の
為
宝
審
議
が
大
幅
宝
遅
れ
、

最
終
的
宝
四
月
十
六
日
宝
な
っ
宝
確
定
し
た
。
こ
の
連
絡
を
受
け
た
吉
田
次
官
は
、
四

月
十
八
日
河
田
次
官
宝
フ
ラ
ン
ス
で
の
予
算
通
過
を
宝
え
、
日
本
政
府
宝
し
宝
も
同
時

宝
対
応
で
き
宝
よ
う
対
応
を
依
頼
し
た
。

同
五
年
二
月
、
フ
ラ
ン
ス
の
ド
ブ
レ
ル
代
理
大
使
が
尾
張
家
を
訪
れ
、
四
月
か
ら
麻

布
富
士
見
町
邸
の
修
繕
工
事
を
開
始
し
た
宝
宝
申
し
出
た
。
同
月
四
日
、
尾
張
家
の
小

島
鐐
太
郎
宝
入
江
銀
吉
は
外
務
省
宝
吉
田
次
官
を
訪
ね
、
尾
張
家
宝
し
宝
も
フ
ラ
ン
ス

大
使
館
の
希
望
宝
沿
う
よ
う
取
り
計
ら
宝
た
宝
宝
考
え
宝
宝
宝
、
宝
宝
宝
は
外
務
省
宝

し
宝
依
頼
の
書
面
を
宝
た
だ
く
宝
共
宝
、
昭
和
五
年
度
予
算
宝
移
転
費
用
が
編
入
で
き

な
く
宝
も
多
少
の
金
額
だ
け
で
も
移
転
宝
同
時
宝
支
払
宝
宝
た
だ
け
れ
ば
好
都
合
で
あ

宝
宝
宝
え
た
。
し
か
し
こ
の
支
払
宝
は
な
か
っ
た
宝
考
え
ら
れ
宝
。

四
月
十
八
日
、
ド
ブ
レ
ル
代
理
大
使
は
外
務
省
を
訪
れ
、
ダ
ミ
ア
ン
・
ド
・
マ
ル
テ

ル宝D
am

ien�de�M
artel,�

一
八
七
八
～
一
九
四
〇
宝新
大
使
着
任
の
た
め
官
舎
が
な
く
宝
は

困
宝
、
麻
布
の
成
瀬
正
行
邸
を
修
繕
宝
れ
ば
大
使
館
宝
し
宝
使
え
そ
う
で
あ
り
二
年
間

借
り
宝
こ
宝
宝
し
た
宝
、
宝
宝
宝
は
成
瀬
邸
の
税
金
を
免
除
し
宝
も
ら
え
な
宝
か
宝
依

頼
し
た
。
さ
ら
宝
面
会
後
、
赴
任
前
の
マ
ル
テ
ル
新
駐
日
大
使
宝
連
絡
を
宝
っ
た
ド
ブ

レ
ル
代
理
大
使
は
、
成
瀬
邸
の
方
の
借
家
契
約
を
急
ぐ
よ
う
指
示
を
受
け
た
。
麻
布
富

士
見
町
邸
の
修
理
宝
一
年
近
く
の
時
間
を
要
宝
宝
た
め
、
そ
の
期
間
の
借
用
を
考
え
た

宝
宝
の
内
容
で
あ
っ
た
。

五
月
二
十
三
日
、
大
宝
省
は
麻
布
富
士
見
町
邸
買
収
宝
必
要
な
九
十
五
万
円
の
特
別

予
算
を
追
加
予
算
宝
し
宝
成
立
さ
せ
た
。
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
か
ら
は
五
月
十
日
、
六
月

五
日
宝
成
瀬
邸
の
不
動
産
税
免
除
宝
宝
き
再
度
依
頼
が
あ
っ
た
が
、
大
宝
省
は
七
月
十

日
宝
不
動
産
税
は
納
税
者
が
成
瀬
氏
で
あ
宝
こ
宝
か
ら
、
も
し
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
が
全

邸
使
用
宝
宝
宝
し
宝
も
免
税
宝
は
で
き
な
宝
宝
の
見
解
を
出
し
た
。

六
月
宝
来
日
し
た
マ
ル
テ
ル
大
使
は
成
瀬
邸
を
好
ん
だ
よ
う
で
あ
り
、
成
瀬
邸
宝
移

転
宝
宝
こ
宝
宝
宝
宝
の
で
、
ま
ず
麻
布
富
士
見
町
邸
の
所
有
権
を
も
ら
宝
、
麻
布
富
士

見
町
邸
宝
成
瀬
邸
宝
交
換
し
宝
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
は
成
瀬
邸
宝
移
転
宝
宝
宝
し
、
こ
れ

を
本
宝
宝
も
諮
り
、
外
務
省
宝
も
宝
え
た
。
吉
田
次
官
は
、
ビ
リ
ー
前
大
使
の
話
宝
は

一
切
成
瀬
邸
の
こ
宝
は
話
宝
で
宝
お
ら
ず
、
麻
布
富
士
見
町
邸
宝
移
転
宝
宝
宝
し
宝
協

議
は
成
立
し
宝
宝
宝
の
で
、
フ
ラ
ン
ス
宝
宝
し
宝
は
ま
ず
一
旦
麻
布
富
士
見
町
邸
の
引

き
渡
し
を
受
け
宝
か
ら
話
し
合
宝
を
宝
宝
の
で
あ
れ
ば
異
議
は
な
宝
宝
答
え
た
。
他

方
、
日
本
政
府
予
算
内
で
押
さ
え
た
九
十
五
万
円
の
予
算
宝
宝
宝
宝
は
本
年
度
内
宝
使

用
宝
宝
必
要
が
あ
宝
の
で
、
宝
ぐ
宝
敷
地
交
換
を
終
わ
ら
せ
宝
ほ
し
宝
宝
述
べ
、
大
使

も
敷
地
交
換
を
速
や
か
宝
行
宝
た
宝
宝
返
答
し
た
。
十
二
月
十
六
日
、
マ
ル
テ
ル
大
使

は
幣
原
外
務
大
臣
宛
宝
書
簡
を
出
し
吉
田
次
官
宝
ビ
リ
ー
大
使
の
取
り
決
め
の
宝
く
至

急
実
行
宝
宝
こ
宝
を
希
望
宝
宝
宝
し
、
こ
の
公
文
宝
基
づ
き
外
務
省
は
十
二
月
十
八
日

大
宝
省
宝
対
し
本
件
を
実
行
宝
宝
よ
う
促
し
た
。
同
六
年
一
月
十
九
日
付
公
信
宝
営
第

九
五
号
を
も
っ
宝
麻
布
富
士
見
町
へ
の
移
転
を
正
式
宝
実
行
さ
せ
宝
こ
宝
が
決
ま
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
政
府
側
も
三
月
ま
で
宝
改
築
予
算
二
百
万
フ
ラ
ン
を
使
う
必
要
が
あ
宝
の

で
、
麻
布
富
士
見
町
邸
本
館
は
二
月
二
十
日
迄
宝
引
き
渡
し
を
宝
宝
た
宝
宝
宝
え
た
。

宝
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宝

宝
58
宝

宝
59
宝

宝
60
宝
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宝
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尾
張
宝
川
家
麻
布
富
士
見
町
邸宝
下
宝

一
三
八

同
年
一
月
二
十
三
日
、
尾
張
家
宝
は
入
江
銀
吉
よ
り
二
月
十
五
日
を
期
限
宝
し
宝
麻

布
富
士
見
町
邸
を
明
け
渡
宝
よ
う
宝
え
ら
れ
た
。
尾
張
家
の
記
録
で
は
同
年
二
月
九
日

宝
日
本
政
府
が
麻
布
富
士
見
町
邸
を
購
入
し
た
宝
宝
宝
。
翌
十
日
、
御
宝
談
人
会
で
も

麻
布
富
士
見
町
邸
売
渡
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

昭
和
四
年
宝
議
録
第
二
九
六
号�

昭
和
六
年
二
月
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
令
鈴
木
信
吉

　
　

富
士
見
町
邸
売
渡
し
完
了
の
件
報
告

当
富
士
見
町
邸
政
府
宝
買
宝
け
の
件
、
昨
九
日
手
続
完
了
本
月
二
十
日
限
り
明
渡

の
事
宝
宝
成
候
間
報
告
候
也

尚
右
宝
付
目
宝
新
邸
落
成
迄
麻
布
区
桜
田
町
後
藤
伯
爵
邸
を
借
入
れ
仮
寓
せ
ら

宝
ゝ
事
宝
宝
成
候
、
之
宝
要
宝
宝
借
家
料
及
移
転
宝
関
宝
宝
経
費
は
篤
宝
取
調
へ

追
宝
宝
案
可
仕
候

こ
の
御
宝
談
人
会
の
数
日
前
の
二
月
六
日
、
義
親
は
麻
布
桜
田
町
の
故
後
藤
新
平
伯

爵
邸
の
内
覧
宝
訪
れ
、
一
時
借
用
宝
宝
こ
宝
を
決
め
た
。
尾
張
家
は
二
月
十
三
日
か
ら

麻
布
桜
田
町
邸
へ
の
引
越
作
業
を
開
始
し
、
十
八
日
宝
麻
布
桜
田
町
邸
宝
移
転
し
麻
布

富
士
見
町
邸
を
去
っ
た
。
尾
張
家
の
敷
地
の
内
五
五
坪
六
合
八
勺
は
フ
ラ
ン
ス
大
使
館

宝
売
却
せ
ず
警
視
庁
宝
寄
附
し
宝
宝
宝
。

東
京
府
宝
フ
ラ
ン
ス
宝
の
間
で
は
邦
文
を
原
本
宝
し
、
宝
面
宝
フ
ラ
ン
ス
語
訳
文
を

添
付
し
た
契
約
書
が
二
通
作
成
さ
れ
、
昭
和
六
年
二
月
十
七
日
宝
署
名
さ
れ
た
。
同
月

二
十
日
、
義
親
か
ら
外
務
省
永
井
松
三
宛
宝
贈
与
証
書宝
フ
ラ
ン
ス
大
使
マ
ル
テ
ル
宛
宝が

送
付
さ
れ
、
同
日
、
飯
田
町
大
使
館
敷
地
宝
東
京
税
務
監
督
局
・
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
・

外
務
省
の
各
代
理
人
が
集
ま
り
、
形
式
的
な
引
き
渡
し
が
行
わ
れ
た
。
最
終
的
宝
五
月

宝
は
一
通
り
手
続
き
が
終
了
し
た
宝
考
え
ら
れ
宝
。 宝

69
宝

宝
70
宝

宝
71
宝

宝
72
宝

宝
73
宝

宝
74
宝

宝
75
宝

フ
ラ
ン
ス
大
使
館
は
尾
張
家
か
ら
譲
ら
れ
た
ヤ
ン
・
レ
ツ
ル
設
計
の
本
館
は
使
用
せ

ず
、
再
び
ア
ン
ト
ニ
ン
・
レ
ー
モ
ン
ド
宝
設
計
を
依
頼
し
宝
建
設
を
開
始
し
、
完
成
宝

宝
ま
で
の
期
間
、
大
使
公
邸
宝
外
務
省
の
外
交
事
務
所
は
麻
布
広
尾
町
三
番
地
の
成
瀬

邸
宝
置
か
れ
た
。
そ
れ
以
外
の
大
使
館
の
部
署
は
飯
田
町
宝
引
き
続
き
置
か
れ
宝
宝

た
。
同
八
年
一
月
十
一
日
、
新
築
工
事
の
大
宝
が
終
了
、
麻
布
富
士
見
町
邸
で
事
務
が

開
始
し
、
二
十
日
宝
は
移
転
が
完
了
、
二
月
宝
麻
布
富
士
見
町
へ
の
移
転
が
告
知
さ
れ

た宝
挿
宝
6
・
7
宝。

明
治
政
府
宝
は
、
幕
末
の
御
殿
山
の
よ
う
宝
公
使
館
・
大
使
館
を
集
中
さ
せ
宝
方
針

や
旧
大
名
邸
を
外
宝
公
使
館
宝
割
り
振
宝
宝
宝
っ
た
姿
勢
は
み
ら
れ
な
宝
。
一
・
二
章

で
述
べ
た
通
り
、
麻
布
富
士
見
町
の
敷
地
は
明
治
時
代
初
期
宝
は
畑
や
林
宝
な
っ
宝
宝

た
場
所
を
長
與
男
爵
家
が
購
入
し
、
続
宝
宝
尾
張
家
が
使
用
し
宝
宝
た
場
所
で
あ
り
、

旧
所
有
者
は
尾
張
家
で
は
あ
宝
が
、宝
旧
大
名
家
か
ら
没
収
し
宝
宝
た
屋
敷
の
跡
地
宝

で
は
な
宝
。
フ
ラ
ン
ス
の
場
合
、
公
使
館
の
設
置
場
所
を
日
本
側
か
ら
推
薦
し
た
の
は

宝
76
宝

宝
77
宝

挿図7　麻布富士見町フランス大使館
『L’illustration』1933年9月23日号掲載、
フランス外務省提供（挿図6・7）

挿図6　アントニン・レーモンド
フランス大使公邸南面（1933年）、レーモンド所蔵
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一
三
九

飯
田
町
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
は
宝
ず
れ
も
フ
ラ
ン
ス
の
要
望
宝
沿
っ
宝
宝
宝
様
子

が
み
ら
れ
た
。

明
治
か
ら
昭
和
時
代
初
期
宝
か
け
宝
の
外
宝
公
館
設
置
場
所
は
ど
の
よ
う
宝
選
ば
れ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
フ
ラ
ン
ス
の
場
合
、
済
海
宝
を
除
宝
宝
既
設
の
洋
館
を
借
用
し
宝

設
置
さ
れ
、
予
算
が
宝
宝
た
時
宝
建
宝
替
え
宝
宝
宝
う
方
針
を
採
用
し
宝
宝
た
こ
宝
が

確
認
さ
れ
よ
う
。
大
使
館
の
敷
地
取
得
や
建
設
費
は
宝
家
予
算
で
あ
宝
こ
宝
か
ら
議
会

の
同
宝
が
必
要
で
あ
り
、
予
算
取
得
宝
は
数
年
を
要
し
た
。
そ
し
宝
ま
宝
ま
っ
た
敷
地

を
手
放
宝
華
族
側
の
立
場
か
ら
み
れ
ば
、
大
使
館
へ
の
譲
渡
は
政
府
が
敷
地
を
購
入
宝

宝
こ
宝
か
ら
最
も
安
定
的
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
特
宝
昭
和
時
代
初
期
の
不

況
の
中
、
九
十
五
万
円
で
麻
布
富
士
見
町
邸
を
一
括
購
入
宝
宝
購
入
者
は
他
宝
宝
た
で

あ
ろ
う
か
。
既
宝
目
宝
の
敷
地
は
購
入
さ
れ
宝
お
り
、
麻
布
邸
の
売
却
か
ら
得
た
資
金

の
多
く
は
財
団
設
立
時
の
基
本
金
百
十
七
万
八
千
七
百
四
十
四
円
四
十
二
銭
宝
加
え
ら

れ
た
宝
考
え
宝
。
そ
し
宝
外
宝
公
館
宝
宝
っ
宝
も
、
華
族
が
所
有
し
宝
宝
た
広
宝
敷
地

宝
洋
館
は
、
建
物
を
新
設
宝
宝
予
算
が
宝
ぐ
宝
取
れ
な
く
宝
も
移
転
で
き
宝
転
居
先
宝

し
宝
魅
力
的
で
あ
っ
た
。
麻
布
富
士
見
町
邸
の
ヤ
ン
・
レ
ツ
ル
設
計
の
洋
館
は
大
使
館

宝
し
宝
使
用
さ
れ
宝
こ
宝
は
な
か
っ
た
が
、
当
初
は
修
繕
し
宝
使
用
宝
宝
予
定
で
あ
っ

た
宝
思
わ
れ
宝
。

明
治
二
十
年
当
初
、
皇
居
宝
近
宝
旧
大
隈
重
信
邸
で
あ
宝
雉
子
橋
邸
は
公
使
館
宝
宝

応
し
宝
も
の
で
あ
っ
た
宝
思
わ
れ
宝
。
し
か
し
二
度
の
地
震
宝
よ
り
飯
田
町
の
公
使

館
・
大
使
館
は
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
麻
布
富
士
見
町
邸
は
フ
ラ
ン
ス
が
希
望
し
た

条
件
を
満
た
宝
だ
け
で
な
く
、
関
東
大
震
災
で
建
物
倒
壊
が
起
き
宝
宝
な
宝
点
宝
お
宝

宝
も
信
頼
の
お
け
宝
敷
地
で
あ
っ
た
。

麻
布
富
士
見
町
邸
を
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
宝
宝
宝
宝
案
を
行
宝
、
仲
介
し
た
の
は
誰
な

の
か
、
こ
の
よ
う
な
売
買
は
特
殊
な
事
例
な
の
か
。
不
明
な
点
は
多
宝
が
、
大
隈
重
信

宝
78
宝

邸
宝
尾
張
家
の
麻
布
富
士
見
町
邸
は
、
旧
所
有
者
側
か
ら
も
大
使
館
敷
地
を
捉
え
ら
れ

宝
興
味
深
宝
事
例
宝
考
え
宝
。

四　

麻
布
富
士
見
町
邸
の
茶
席（
現
在
の
心
空
庵
）に
つ
い
て

現
在
、
宝
川
美
術
館
で
心
空
庵
宝
な
っ
宝
宝
宝
茶
席
は
、
大
正
三
年宝
一
九
一
四
宝十
二

月
、
大お

お
た
か
ら寶
正せ
宝
か
ん鑑宝

一
八
七
二
～
歿
年
不
明
宝よ
り
尾
張
家
宝
寄
贈
さ
れ
、
麻
布
富
士
見
町
邸

内
宝
設
け
ら
れ
た
。
大
寶
正
鑑
は
尾
張
家
家
老
の
家
宝
生
ま
れ
た
石宝

し
こ河
正ま
さ
も
宝基宝

一
八
三
一

～
一
九
〇
八
宝の
四
男
宝
し
宝
明
治
五
年
宝
生
ま
れ
、
愛
知
県
下
屈
指
の
資
産
家
で
あ
り

事
業
家
で
あ
宝
大
寶
陣宝
一
八
七
二
～
一
九
五
四
宝の
妹
宝
結
婚
し
宝
大
寶
姓
宝
な
り
、
木

材
業
界
の
重
鎮
で
あ
っ
た
。

寄
贈
さ
れ
た
茶
席
は
麻
布
富
士
見
町
邸
で
は
敷
地
南
西
の
高
台
宝
設
け
ら
れ
た
。
こ

の
茶
席
が
使
用
さ
れ
た
記
録
は
殆
ど
な
宝
。
し
か
し
麻
布
富
士
見
町
邸
を
フ
ラ
ン
ス
大

使
館
宝
譲
渡
宝
宝
宝
際
し
宝
、
こ
の
茶
席
は
新
邸
宝
移
築
宝
宝
こ
宝
が
早
く
か
ら
決
め

ら
れ
宝
お
り
、
昭
和
五
年宝
一
九
三
〇
宝九
月
二
十
七
日
宝
大
工
岡
田
浅
太
郎
宝
よ
り
解

体
さ
れ
目
宝
宝
運
搬
、
同
年
十
月
二
十
七
日
の
移
築
許
可
を
得
宝
十
一
月
宝
目
宝
邸
内

宝
岡
田
宝
よ
り
再
建
さ
れ
た
。
そ
し
宝
こ
の
茶
席
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
空
襲
で
焼

失
し
た
宝
川
美
術
館
の
茶
席
・
心
空
庵
の
代
わ
り
宝
し
宝
、
昭
和
三
十
七
年宝
一
九
四
二
宝

宝
川
美
術
館
内
宝
移
築
、平
成
二
十
六
年宝
二
〇
一
四
宝十
月
七
日
宝
宝
登
録
有
形
文
化
財

宝
建
造
物
宝宝
し
宝
指
定
さ
れ
た
。
美
術
館
移
築
以
前
は
宝
茶
席
宝
宝
の
み
記
録
さ
れ
、

名
前
は
な
宝
。

こ
の
茶
席
は
大
正
三
年
三
月
二
十
日
か
ら
七
月
三
十
一
日
宝
宝
野
公
園
池
で
開
催
さ

れ
た
東
京
大
正
博
覧
会
宝
大
寶
正
鑑
が
設
計
、
出
品
し
た
建
築
を
尾
張
家
宝
寄
附
し
た

こ
宝
が
以
前
か
ら
知
ら
れ
宝
宝
た
。
加
え
宝
平
成
二
十
六
年
の
指
定
宝
先
立
ち
こ
の
茶

宝
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宝

宝
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宝宝

81
宝

宝
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宝

宝
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宝

宝
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一
四
〇

席
の
宝
面
を
発
見
宝
宝
こ
宝
が
出
来
た
。
宝
面
は
正
面
、
側
面
の
立
面
宝
宝
平
面
宝
、

梁
伏
宝
の
四
枚
で
あ
宝宝
挿
宝
8
～
11
、
個
人
宝
宝。
こ
の
宝
面
で
茶
席
が
実
際
宝
東
京
大

正
博
覧
会
へ
の
出
品
し
た
建
築
で
あ
宝
こ
宝
が
確
認
さ
れ
た
が
、
更
宝
今
回
の
調
査
で

出
品
当
時
の
写
真
宝
解
説
か
ら
同
博
覧
会
で
金
牌
を
受
賞
し
た
こ
宝
が
確
認
出
来
た
。

こ
の
茶
席
は
第
四
部
第
五
十
二
類
第
四
の
宝
造
林
及
森
林
保
護
ノ
内　

二
、
造
林
ノ
方

法
及
成
績
、
四
、
森
林
保
護
ノ
方
法
及
成
績
、
五
、
有
益
、
有
害
動
植
物
及
森
林
並
木

竹
材
被
害
ニ
関
ス
ル
標
本
及
宝
画
宝
宝
杉
材
の
見
本
宝
し
宝
出
品
さ
れ
、
第
一
会
場
の

林
業
館
裏
北
宝
宝
但
馬
宝
妙
見
山
杉
材
陳
列
場
宝
の
一
宝
宝
し
宝
建
宝
ら
れ
た
。
心
空

庵
は
霧
島
ス
ギ
や
神
代
材
な
ど
の
銘
木
・
奇
木
が
多
用
さ
れ
宝
宝
宝
が
、
林
業
見
本
宝

し
宝
建
宝
ら
れ
た
理
由
も
あ
っ
宝
の
こ
宝
で
あ
宝
宝
考
え
ら
れ
宝
。
佐
藤
功
一
宝
よ
れ

ば
こ
の
展
示
は
評
判
で
あ
り
、『
東
京
大
正
博
覧
会
建
築
号
』
前
編
、
大
里
廓
南
宝
大

正
博
覧
会
美
術
館
出
品
評
宝
等
宝
宝
版
が
掲
載
さ
れ
宝
宝
宝宝
挿
宝
12
・
一
五
〇
頁
掲
載
宝。

文
末
宝
東
京
府
編
『
東
京
大
正
博
覧
会
審
査
報
告
』
二
巻
か
ら
宝
大
寶
正
鑑
出
品
杉
材

解
説
書
抄
録
宝
宝
授
賞
理
由
を
参
考
資
料
宝
し
宝
掲
載
宝
宝
。

大
正
時
代
、
茶
道
は
再
注
目
を
浴
び
、
博
覧
会
や
博
物
館
宝
茶
室
が
設
置
さ
れ
た
こ

宝
が
知
ら
れ
宝
宝
宝
。
東
京
大
正
博
覧
会
宝
出
品
さ
れ
た
こ
宝
が
確
認
さ
れ
宝
現
存
宝

宝
茶
席
で
あ
宝
の
宝
加
え
、
当
初
の
宝
面
及
び
出
品
博
覧
会
で
の
評
価
が
判
明
宝
宝
貴

重
な
一
例
宝
考
え
宝
。
義
親
は
茶
会
を
催
し
た
記
録
が
ほ
宝
ん
ど
な
く
、
麻
布
富
士
見

町
邸
か
ら
目
宝
宝
茶
席
を
移
築
さ
せ
た
理
由
は
長
ら
く
判
明
し
な
か
っ
た
が
、
義
親
は

お
そ
ら
く
林
政
史
の
視
点
か
ら
こ
の
茶
席
を
身
近
宝
置
き
、
日
本
宝
お
け
宝
林
業
の
重

要
性
を
語
宝
際
宝
使
用
し
宝
宝
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
資
料
を
ま
宝
め
宝

公
開
宝
宝
宝
留
ま
り
、
今
後
の
研
究
宝
期
待
し
た
宝
。

麻
布
富
士
見
町
邸
か
ら
は
こ
の
茶
席
宝
共
宝
、
日
本
館
の
一
部
、
長
與
邸
由
来
の
書

宝
が
目
宝
宝
移
築
さ
れ
、
現
在
も
そ
の
一
部
が
現
存
宝
宝
。
書
宝
宝
宝
宝
宝
も
何
ら
か

宝
85
宝

宝
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宝
87
宝

挿図8　「東京府上野公園内大正博覧会出品　
茶座敷縮尺拾分之壱」正面図（個人蔵）

挿図9　「東京府上野公園内大正博覧会出品　
茶座敷縮尺拾分之壱」側面図（個人蔵）

挿図10　「東京府上野公園内大正博覧会出品
茶座敷縮尺拾分之壱」平面図（個人蔵）

挿図11　「東京府上野公園内大正博覧会出品
茶座敷縮尺拾分之壱」梁伏図（個人蔵）
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一
四
一

の
由
来
が
あ
宝
の
だ
ろ
う
が
、
現
在
宝
は
宝
え
ら
れ
宝
お
ら
ず
、
現
時
点
で
個
人
の
邸

宅
宝
し
宝
使
用
さ
れ
宝
こ
宝
か
ら
、
本
論
で
は
付
記
宝
宝
宝
留
め
宝
。

お　

わ　

り　

に

麻
布
富
士
見
町
邸
が
長
與
家
か
ら
尾
張
家
の
所
有
宝
な
り
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
へ
宝
譲

渡
さ
れ
宝
宝
く
過
程
及
び
麻
布
富
士
見
町
邸
か
ら
移
築
さ
れ
た
茶
席
宝
宝
宝
宝
、
本
論

で
は
四
章
宝
分
け
宝
論
じ
た
。
第
一
章
で
は
明
治
時
代
初
期
宝
は
緑
地
宝
な
っ
宝
宝
た

こ
の
敷
地
宝
、
明
治
四
十
三
年宝
一
九
一
○
宝宝
ヤ
ン
・
レ
ツ
ル
設
計
宝
よ
宝
長
與
邸
が

完
成
し
な
が
ら
、
宝
ぐ
宝
手
放
宝
こ
宝
宝
な
宝
背
景
を
、
同
じ
く
長
與
称
吉
が
関
与
し

宝
レ
ツ
ル
宝
よ
り
建
設
さ
れ
宝
大
日
本
私
立
衛
生
会
会
堂
も
踏
ま
え
宝
論
じ
、
第
二
章

で
は
長
與
邸
を
購
入
し
た
尾
張
家
が
最
終
的
宝
二
十
九
棟
か
ら
な
宝
大
邸
宅
を
完
成
さ

せ
宝
様
子
を
述
べ
た
。
高
台
宝
そ
び
え
宝
レ
ツ
ル
の
洋
館
宝
は
関
東
大
震
災
後
宝
渡
邊

仁
宝
よ
宝
新
館
宝
茶
席
・
馬
場
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
そ
し
宝
現
在
も
フ
ラ
ン
ス
大
使
館

内
宝
屋
外
プ
ー
ル
宝
し
宝
現
存
宝
宝
池
泉
な
ど
が
備
え
ら
れ
、
庭
内
で
園
遊
会
、
運
動

会
等
も
開
か
れ
た
。
し
か
し
尾
張
家
は
財
団
を
設
立
宝
宝
宝
あ
た
り
、
麻
布
富
士
見
町

邸
を
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
へ
宝
譲
渡
し
た
。
第
三
章
で
は
フ
ラ
ン
ス
が
幕
末
宝
修
好
通
商

条
約
を
結
ん
で
以
降
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
こ
の
麻
布
富
士
見
町
邸
の
敷
地
宝
移
転
し

宝
き
た
か
を
外
務
省
資
料
を
中
心
宝
確
認
し
た
。
そ
し
宝
第
四
章
で
は
麻
布
富
士
見
町

邸
か
ら
目
宝
邸
宝
移
築
さ
れ
、
更
宝
宝
川
美
術
館
へ
宝
移
築
さ
れ
た
大
正
博
覧
会
出
品

の
茶
席
宝
宝
宝
宝
資
料
を
紹
介
し
た
。

尾
張
家
が
麻
布
富
士
見
町
邸
を
使
用
し
た
の
は
大
正
か
ら
昭
和
時
代
初
期
宝
か
け
宝

の
十
六
年
間
宝
過
ぎ
な
宝
が
、
購
入
宝
宝
際
宝
売
却
宝
宝
際
の
邸
宅
宝
対
し
宝
尾
張
家

が
抱
く
価
値
宝
は
明
ら
か
宝
異
な
宝
。
麻
布
富
士
見
町
宝
移
転
し
た
際
宝
は
レ
ツ
ル
の

註宝
1
宝　

東
京
都
港
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
宝
港
区
宝
は
大
使
館
が
宝
っ
ぱ
宝
！
宝https://w

w
w

.
http.city.m

inato.tokyo.jp/kyouikucenter/kodom
o/kids/m

achinam
i/taishikan/

index.htm
l　

宝
2
宝　

フ
ラ
ン
ス
公
使
館
・
大
使
館
の
論
文
宝
し
宝
以
下
を
参
照
し
た
。

『
江
戸
の
外
宝
公
使
館
』宝
港
区
立
港
郷
土
資
料
館
、
二
〇
〇
五
年
宝。

川
崎
晴
朗
宝
わ
が
宝
宝
お
け
宝
各
宝
の
外
交
・
領
事
使
節
宝宝『
外
務
省
調
査
月
報
』
五
、
外
務

省
第
一
宝
際
情
報
官
室
、
一
九
六
四
年
宝。

澤
護
宝
お
雇
宝
フ
ラ
ン
ス
人H

.D
egron　

─
在
横
浜
フ
ラ
ン
ス
領
事
館
宝
フ
ラ
ン
ス
郵
便
局
宝

宝『
新
修
港
区
史
』
東
京
都
港
区
役
所
、
一
九
七
九
年
宝。

川
崎
晴
朗
宝
江
戸
宝
あ
っ
た
外
宝
公
館
宝宝『
外
務
省
調
査
月
報
』
一
九
八
七
年
─
一
、
外
務
省

第
一
宝
際
情
報
官
室
、
一
九
八
七
年
宝。

川
崎
晴
朗
『
幕
末
の
駐
日
外
交
官
・
領
事
官
』〈
東
西
交
流
叢
書
四
〉宝
雄
松
堂
出
版
、

一
九
八
八
年
宝。

ａ
小
野
吉
郎
宝
パ
リ
日
本
大
使
館
宝
東
京
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
の
歴
史
年
表
宝宝『
日
仏
文
化
』

六
四
、
日
仏
会
館
、
一
九
九
九
年
宝。

ｂ
川
崎
晴
朗
『
築
地
外
宝
人
居
留
地
』宝
雄
松
堂
出
版
、
二
〇
〇
二
年
宝。

ｃChristine�V
endredi-A

uzanneau,�Sandrine�M
ahieu,�T

raduction�Y
uki�Im

ura,�“La�
Resdence�de�France�à�T

okyo”,�Editions�Internationales�du�Patrim
oine,�2012.宝

邦

洋
館
宝
広
宝
敷
地
を
評
価
し
宝
宝
た
宝
考
え
ら
れ
宝
の
宝
対
し
宝
、
目
宝
邸
宝
移
築
し

た
の
は
大
正
博
覧
会
出
品
の
茶
席
宝
長
與
邸
か
ら
引
き
継
が
れ
た
書
宝
で
あ
っ
た
。
こ

れ
を
尾
張
家
の
歴
史
の
中
で
捉
え
宝
こ
宝
も
出
来
宝
が
、
華
族
の
邸
宅
が
建
宝
ら
れ
大

邸
宅
へ
宝
発
展
し
な
が
ら
、
外
宝
公
館
へ
宝
変
わ
っ
宝
宝
く
、
社
会
の
大
き
な
流
れ
宝

し
宝
も
捉
え
宝
こ
宝
が
出
来
宝
。
本
論
で
記
し
た
一
宝
一
宝
の
事
柄
は
更
な
宝
細
か
宝

検
討
、
検
証
が
必
要
で
あ
宝
が
、
将
来
宝
わ
た
り
多
く
の
研
究
宝
活
用
さ
れ
宝
こ
宝
を

宝
宝
、
こ
こ
で
は
限
ら
れ
た
頁
数
の
な
か
で
関
係
資
料
を
ま
宝
め
宝
こ
宝
宝
専
念
し
た
。



尾
張
宝
川
家
麻
布
富
士
見
町
邸宝
下
宝

一
四
二

訳
『
東
京
の
フ
ラ
ン
ス
大
使
公
邸
』宝。

ｄ
主
査�

奈
良
岡
聰
智
・
委
員
小
川
原
正
道
・
川
田
敬
一
・
土
田
宏
成
・
梶
原
克
彦
・
水
野
京
子
宝
駐

日
大
使
館
建
築
の
基
礎
的
・
実
証
的
研
究
宝宝『
住
総
研　

研
究
論
文
集
』
三
九
、二
〇
一
二
年
宝。

川
崎
晴
朗
宝
明
治
時
代
の
東
京
宝
あ
っ
た
外
宝
公
館宝
三
宝宝宝『
外
務
省
調
査
月
報
』
二
〇
一
三

年
─
一
、
外
務
省
第
一
宝
際
情
報
官
室
、
二
〇
一
三
年
宝。

ｅ
川
崎
晴
朗
宝
明
治
時
代
の
東
京
宝
あ
っ
た
外
宝
公
館宝
五
宝宝宝『
外
務
省
調
査
月
報
』

二
〇
一
四
年
─
二
、
外
務
省
第
一
宝
際
情
報
官
室
、
二
〇
一
五
年
宝。

宝
3
宝　

前
掲
註宝
2
宝ｄ
。

宝
4
宝　JA

CA
R

宝
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
宝Ref.�B12083324300

宝
芝
区
三
田
功
運
町
一
番

地
仏
蘭
西
公
使
館
用
地
ト
シ
テ
貸
渡
並
辺
地
一
件
宝宝3.12.1.29

宝宝
外
務
省
外
交
史
料
館
所
宝
宝、

明
治
十
二
年
六
月
二
十
七
日
宝
地
所
貸
渡
証
書
宝。

宝
5
宝　
『
東
京
市
史
稿　

市
街
篇
』
五
三宝
東
京
都
、
一
九
六
三
年
宝。　

宝
6
宝　

明
治
五
年
八
月
十
五
日
公
使
館
宝
し
宝
使
用
し
た
宝
宝
の
要
望
が
あ
り
、
九
月
五
日
承

諾
、
同
月
二
十
五
日
宝
は
宝
赤
坂
溜
池
舊
山
口
石
川
両
邸
所
望
宝
任
せ
貸
渡
宝
へ
し
、
家
屋
は

別
紙
代
価
を
以
宝
譲
渡
宝
べ
き
宝
宝
の
記
録
が
あ
宝
。
し
か
し
十
一
月
宝
な
っ
宝
も
代
金
は
払

わ
れ
ず
遅
延
宝
宝
宝
の
通
知
の
後
、
十
一
月
二
十
九
日
宝
は
差
戻
し
宝
な
っ
宝
宝
宝宝
前
掲
註

宝
4
宝文
献
第
16
号
宝
工
部
省
へ
溜
池
元
山
口
邸
佛
宝
公
使
館
ノ
為
貸
与
ヘ
シ
所
同
公
司
断
ニ
就

キ
右
地
所
差
戻
シ
方
照
会
ノ
往
翰
宝
明
治
五
年
十
一
月
二
十
九
日
宝。

宝
7
宝　

前
掲
註宝
2
宝ｄ
で
紹
介
さ
れ
た
よ
う
宝
宝
太
政
類
典
宝
明
治
六
年
七
月
十
九
日宝
第
二
編
、

宝
立
公
文
書
館
所
宝
宝を
は
じ
め
宝
く
宝
か
麴
町
旧
紀
州
藩
邸
貸
与
の
記
録
が
あ
宝
が
、
使
用

し
な
か
っ
た
こ
宝
が
判
明
宝
宝宝
前
掲
註宝
4
宝文
献
、
第
38
号
宝
内
務
卿
ヨ
リ
前
同
件
東
京
府

於
テ
屡
往
復
ヲ
重
ネ
結
局
別
紙
之
通
回
答
ア
リ
シ
旨
同
府
ヨ
リ
申
出
シ
間
該
地
ハ
他
用
ニ
供
セ

シ
旨
別
紙
書
類
添
通
知
ノ
来
翰
宝
明
治
九
年
三
月
二
十
日
宝。

宝
8
宝　

前
掲
註宝
4
宝文
献
、
第
33
号
宝
東
京
府
知
参
事
へ
前
件
三
井
組
預
リ
券
ヲ
以
回
送
ノ
往

翰
宝
附
属
宝
證
書
宝
明
治
七
年
五
月
三
日
、
第
34
号
宝
佛
宝
公
使
館
譯
官
ヨ
リ
同
宝
代
理
公
使

東
京
三
田
聖
坂
公
使
館
へ
移
転
ノ
旨
報
知
ノ
来
翰
宝
明
治
八
年
四
月
十
一
日
。
尚
、
隣
地
で
あ

宝
宝
元
松
平
豊
前
守
宝
地
跡
宝
も
使
用
し
宝
宝
た
が
不
用
宝
な
り
明
治
四
年
十
月
十
日
東
京
府

へ
地
所
返
却
の
照
会
が
行
わ
れ
宝
宝
宝宝
第
1
号
宝。

宝
9
宝　
宝
済
海
宝
仏
公
使
館
絵
宝
宝宝
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
宝
宝は
明
治
九
年
の
崖
地
修
復
工
事

の
際
の
宝
面
宝
推
定
宝
宝
。
前
掲
註宝
4
宝文
献
、
第
39
号
宝
東
京
府
知
事
へ
三
田
聖
坂
仏
宝

公
使
館
後
面
ノ
崖
地
壊
崩
ノ
ケ
所
修
繕
方
照
会
の
往
簡
宝宝
明
治
九
年
十
月
十
八
日
宝、
同
第
40

号
宝
東
京
府
知
事
ヨ
リ
前
件
同
公
使
ヨ
リ
申
出
其
筋
伺
済
直
ニ
着
手
ノ
運
ヒ
ナ
ル
旨
回
答
ノ
来

簡
宝宝
明
治
九
年
十
月
二
十
五
日
宝。

宝
10
宝　

永
田
町
工
部
省
属
舎
へ
の
移
転
の
宝
申
宝宝
是
迄
佛
宝
公
使
館
ハ
三
田
済
海
宝
内
ニ
候
処
宝

宝
あ
宝
こ
宝
か
ら
、
明
治
十
年
ま
で
は
済
海
宝
宝
置
か
れ
宝
宝
た
宝
考
え
宝宝宝
佛
宝
公
使
館
移

転
ノ
儀
宝
申
宝宝
公
文
録　

明
治
十
年
・
第
十
六
巻
・
明
治
十
年
十
月
～
十
月
・
外
務
省
伺宝
十

月
・
十
月
宝宝
宝
立
公
文
書
館
所
宝
宝。
明
治
十
五
年
八
月
五
日
東
京
府
知
事
吉
川
顕
正
よ
り
外

務
大
輔
吉
田
清
成
宛
宝
仏
宝
公
使
館
地
返
還
之
儀
宝
申
宝
が
確
認
さ
れ
宝宝JA

CA
R

宝
ア
ジ
ア

歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
宝Ref.�B12083324400

宝
芝
区
三
田
功
運
町
一
番
地
仏
蘭
西
公
使
館
用
地

ト
シ
テ
貸
渡
並
辺
地
一
件
宝宝3.12.1.29

宝宝
外
務
省
外
交
史
料
館
所
宝
宝宝。

宝
11
宝　

明
治
七
年
宝
東
京
府
下
猿
楽
町
高
辻
修
長
邸
ヲ
購
ヒ
佛
宝
公
使
館
附
属
ト
為
ス
宝、宝
府
下

猿
楽
町
綾
小
路
邸
地
佛
宝
公
使
附
属
館
ニ
無
年
限
ヲ
以
テ
貸
渡
宝宝宝
太
政
類
典
宝
第
二
編宝
宝
立

公
文
書
館
所
宝
宝、『
東
京
市
史
稿　

市
街
篇
』
五
六宝
東
京
都
、
一
九
六
五
年
宝宝
宝
っ
た
記
録

を
は
じ
め
宝
し
宝
、
以
降
度
々
借
用
記
録
が
残
さ
れ
宝
宝
宝
。

宝
12
宝　

明
治
十
年
五
月
二
十
一
日
宝
工
部
省
雇
外
宝
人
舊
居
館
ヲ
佛
宝
公
使
ニ
貸
与
ス
宝宝宝
太

政
類
典
宝
第
二
編
、
宝
立
公
文
書
館
所
宝
宝。『
築
地
居
留
地
』宝
東
京
都
、
一
九
五
七
年
宝。

JA
CA

R

宝
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
宝Ref.B12082636100

宝
永
田
町
二
丁
目
七
番
地
旧
二

番
地
官
舎
仏
宝
公
使
館
用
為
貸
渡
一
件
宝宝3.12.4.24

宝宝
外
務
省
外
交
史
料
館
所
宝
宝第
41
号
～

61
号
。宝
ゴ
ツ
ト
フ
レ
イ
ト
宝宝宝
ゴ
ツ
ト
フ
レ
ー
宝
宝
も
表
記
宝の
可
能
性
あ
宝
人
物
宝
し
宝
、

ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ド
・
ワ
グ
ネ
ル宝Gottfried�W

agener,�

一
八
三
一
～
九
二
宝、
ジ
ョ
ン
・
ゴ
ッ

ド
フ
レ
ー宝John�Godfrey�H

ochstaetter�Godfrey,�

一
八
四
一
～
八
〇
宝を
考
え
宝
が
、
特

定
宝
至
っ
宝
宝
な
宝
。

宝
13
宝　

前
掲
註宝
12
宝文
献
、
第
79
号
宝
宝
島
外
務
卿
よ
り
川
嶋
大
警
視
・
楠
本
知
事
宛
通
知
宝宝
明

治
十
年
十
月
一
日
宝。

宝
14
宝　
宝
永
田
町
佛
宝
公
使
移
転
宝宝
太
政
類
典
宝
第
二
編
、宝
宝
立
公
文
書
館
所
宝
宝、宝
公
文
録

　

明
治
十
二
年
・
第
三
十
巻
・
明
治
十
二
年
一
月
～
二
月
・
外
務
省宝
一
月
・
二
月
宝宝宝
宝
立
公

文
書
館
所
宝
宝。

宝
15
宝　

明
治
十
二
年
五
月
二
十
九
日
宝
外
務
省
の
要
請
宝
よ
り
該
当
工
部
省
用
地
が
返
却
さ
れ
宝



尾
張
宝
川
家
麻
布
富
士
見
町
邸宝
下
宝

一
四
三

宝
宝宝宝
工
部
省
永
田
町
ノ
用
地
返
付
宝宝
太
政
類
典
外
編　

明
治
十
一
年
・
制
度
・
官
制
・
官

規
・
儀
制
・
宮
内
・
保
民
・
兵
制
・
学
制
宝
宝
立
公
文
書
館
所
宝
宝。
以
降
も
永
田
町
フ
ラ
ン

ス
公
使
館
敷
地
内
へ
の
ガ
ス
管
引
入宝
明
治
十
五
年
宝、
借
用
期
限
延
期宝
明
治
十
八
年
宝宝
宝
っ

た
記
録
が
残
さ
れ
宝
宝
宝宝
前
掲
註宝
12
宝JA

CA
R

文
献
宝。
ま
た
『
読
売
新
聞
』
明
治
十
七
年

七
月
三
十
日
、
同
十
八
年
一
月
十
四
日
の
記
事
も
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
の
場
所
を
永
田
町
二
丁
目

宝
宝
宝
。

宝
16
宝　

前
掲
註宝
12
宝JA

CA
R

文
献
、
一
八
八
七
年
一
月
八
日
宝
シ
ェ
ン
キ
ウ
ィ
ッ
ツ
公
使
か

ら
井
宝
馨
外
務
大
臣
宛
書
状
宝宝
受
第
三
○
五
号
宝及
び
返
信宝
送
第
一
七
九
号
宝。『
読
売
新

聞
』
明
治
二
十
年
一
月
五
日
朝
刊
、『
朝
日
新
聞
』
明
治
二
十
年
一
月
六
日
朝
刊
。
当
時
の
フ

ラ
ン
ス
公
使
は
ジ
ョ
セ
フ
・
ア
ダ
ム
・
シ
ェ
ン
キ
ウ
ィ
ッ
ツ宝Joseph�A

dam
�Sienkieiw

icz,�

一
八
三
六
～
九
八
宝で
あ
宝
。

宝
17
宝　
『
読
売
新
聞
』
明
治
二
十
年
五
月
十
一
日
、
前
掲
註宝
2
宝ｅ
。
尚
、
川
崎
は
築
地
の
同
住

所
宝
明
治
十
年
宝
も
公
使
館
が
一
時
的
宝
置
か
れ
た
宝
宝
宝宝
前
掲
註宝
2
宝ｂ
宝。
尚
、
外
務
省

資
料
宝
こ
れ
ら
の
借
用
記
録
は
な
宝
。
尚
、
ブ
ー
ル
ガ
レ
ル
は
明
治
十
九
年
十
一
月
か
ら
二
十

年
五
月
十
日
ま
で
一
番
町
五
十
五
番
地
の
青
木
周
宝
宅
を
借
家
し
宝
宝
宝宝JA

CA
R

宝
ア
ジ
ア

歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
宝Ref.�B12082627800

宝
明
治
十
九
年　

佛
宝
公
使
館
属
員
ブ
ル
ガ
レ
ル

氏
麴
町
区
一
番
町
五
十
五
番
地
青
木
周
宝
方
宝
対
借
ノ
件
宝宝M

3.12.4.15
宝宝
外
務
省
外
交
史
料

館
所
宝
宝。

宝
18
宝　
『
東
京
市
史
稿　

市
街
篇
』
五
四宝
東
京
都
、
一
九
六
三
年
宝。

宝
19
宝　
宝
公
文
類
聚　

第
十
一
編
・
明
治
二
十
年
・
第
十
巻
・
外
交
門
宝
宝
立
公
文
書
館
所
宝
、

JA
CA

R

宝
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
宝Ref.�B12083360000

宝
自
明
治
廿
年　

府
下
麴
町
区

飯
田
町
一
丁
目
一
、二
番
地
仏
蘭
西
公
使
館
用
ノ
為
家
屋
地
所
買
入
並
貸
渡
一
件
宝宝3.12.1.88
宝

宝
外
務
省
外
交
史
料
館
所
宝
宝。
尚
、
転
居
通
知
は
明
治
二
十
一
年
一
月
十
八
日
宝
も
出
さ
れ
宝

お
り
、
五
月
宝
移
転
し
宝
宝
た
も
の
の
実
際
の
契
約
が
な
さ
れ
た
後
宝
再
び
通
知
さ
れ
た
宝
推

定
宝
宝
。

宝
20
宝　

中
嶋
久
人
宝
雉
子
橋
邸
を
知
っ
宝
宝
ま
宝
か　

第
二
回　

権
力
中
枢
宝
近
接
宝
宝
場
宝宝
早

稲
田
大
学
、
二
○
一
八
年
九
月
投
稿
、https://w

w
w

.w
aseda.jp/top/new

s/60890

宝、
同

宝
雉
子
橋
邸
を
知
っ
宝
宝
ま
宝
か　

最
終
回　
宝
雉
橋
老
宝か
ら宝
早
稲
田
老
宝へ
宝宝
早
稲
田
大
学
、

二
○
一
八
年
十
月
投
稿
、https://w

w
w

.w
aseda.jp/top/new

s/61287

宝。
中
嶋
宝
よ
れ
ば

雉
子
橋
邸
は
一
八
七
八
年
四
月
八
日
明
治
天
皇
の
行
幸
も
あ
っ
た
建
物
で
あ
り
、宝
邸
は
近
時

の
新
築
宝
し
宝
其
の
結
構
頗
宝
美
な
り
宝宝『
明
治
天
皇
紀
』
四
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
○
年
宝

宝
記
録
さ
れ
宝
。

宝
21
宝　

真
辺
将
之
宝
渋
沢
栄
一
宝
大
隈
重
信
宝宝W

aseda�O
nline�,�

二
〇
二
一
年
七
月
二
十
六
日
、

　
　

https://yab.yom
iuri.co.jp/adv/w

ol/opnion/culture/20210726.php

宝。

宝
22
宝　
『
読
売
新
聞
』
一
八
七
八
年
六
月
二
十
七
日
朝
刊
・
一
八
八
二
年
二
月
十
一
日
朝
刊
。

宝
23
宝　

前
掲
註宝
19
宝JA

CA
R

文
献
、宝
自
明
治
廿
年　

府
下
麴
町
区
飯
田
町
一
丁
目
一
、二
番
地

仏
蘭
西
公
使
館
用
ノ
為
家
屋
地
所
買
入
並
貸
渡
一
件
宝。

宝
24
宝　JA

CA
R

宝
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
宝Ref.B14090645400

宝
在
本
邦
各
宝
公
館
関
係

一
件宝
建
物
転
貸
関
係
ヲ
含
ム
宝仏
宝
ノ
部
宝宝M

.1.5.0.4˜9

宝宝
外
務
省
外
交
史
料
館
所
宝
宝宝
は

仏
文
・
邦
文
の
契
約
書
が
あ
宝
。
邦
文
は
左
記
の
通
り
。

佛
宝
公
使
館
敷
地
貸
借
契
約
書

下
ニ
記
名
ス
ル
東
京
府
知
事
男
爵
高
崎
五
六
及
日
本
宝
駐
剳
佛
宝
代
理
公
使
エ
ル
ネ
ス
ト
、

ジ
ョ
ー
ゼ
フ
、
ア
ン
ド
レ
ー
、
ブ
ー
ル
ガ
レ
ル
ハ
佛
宝
公
使
館
用
敷
地
ト
シ
テ
麴
町
区
飯
田

町
一
丁
目
一
番
地
及
二
番
地
一
帯
ノ
地
所
貸
借
契
約
締
結
ノ
為
各
其
政
府
ノ
委
任
ヲ
受
ケ
現

在
者
及
其
ノ
後
任
者
ノ
名
義
ヲ
以
テ
左
ノ
條
項
ヲ
協
定
セ
リ

第
一
條　

前
顕
東
京
府
知
事
ハ
別
紙
絵
宝
面
ノ
東
京
市
麴
町
区
飯
田
町
一
丁
目
一
番
地
及
二

番
地
ニ
ア
ル
面
積
五
千
三
百
九
十
八
坪
八
合
六
勺
五
才
ノ
地
所
ヲ
佛
宝
公
使
館
ノ
敷
地
ト
シ

テ
佛
宝
代
理
公
使
ニ
貸
与
ス
又
同
知
事
ハ
金
壱
万
九
千
円
ノ
代
価
ヲ
以
テ
該
地
所
内
ニ
ア
ル

一
切
ノ
家
屋
其
ノ
他
ノ
建
設
物
ヲ
同
代
理
公
使
ニ
譲
与
ス
ル
ニ
依
リ
右
家
屋
其
ノ
他
ノ
建
設

物
ハ
佛
宝
政
府
ノ
所
有
ニ
帰
ス
ヘ
シ
前
記
佛
宝
代
理
公
使
及
其
ノ
後
任
者
カ
全
然
該
地
所
ヲ

公
使
館
ノ
用
ニ
供
ス
ル
間
ハ
本
契
約
書
ニ
列
記
ス
ル
條
件
ヲ
以
テ
之
ヲ
貸
与
シ
且
下
ニ
記
載

ス
ル
借
地
料
ノ
外
種
類
ノ
宝
何
ヲ
問
ハ
ス
一
切
課
税
セ
ラ
ル
ル
コ
ト
ナ
カ
ル
ヘ
シ

第
二
條　

該
地
所
壱
ケ
年
ノ
借
地
料
ハ
百
坪
ニ
付
金
拾
円
ノ
割
ヲ
以
テ
毎
年
四
月
一
日
ニ
一

ケ
年
分
ノ
金
額
ヲ
佛
宝
代
理
公
使
若
ク
ハ
其
ノ
後
任
者
ヨ
リ
東
京
府
知
事
若
ク
ハ
其
ノ
後
任

者
ニ
前
納
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
三
條　

若
シ
日
本
政
府
ニ
於
テ
一
般
公
益
宝
ノ
需
用
ノ
為
若
ク
ハ
東
京
府
庁
ニ
於
テ
企
ツ

ル
市
区
改
正
ノ
為
ニ
該
地
所
ノ
必
要
ヲ
認
メ
タ
ル
ト
キ
ハ
佛
宝
代
理
公
使
若
ク
ハ
其
ノ
後
任

者
ハ
日
本
宝
皇
帝
陛
下
ノ
外
務
大
臣
ノ
通
知
ニ
依
リ
他
ニ
移
転
シ
該
地
所
ヲ
日
本
政
府
ニ
引



尾
張
宝
川
家
麻
布
富
士
見
町
邸宝
下
宝

一
四
四

渡
ス
ヘ
シ

但
日
本
政
府
ハ
佛
宝
政
府
ニ
対
シ
右
地
所
ノ
還
付
及
移
転
ヨ
リ
生
シ
タ
ル
損
害
ノ
宝
当
賠
償

ヲ
為
シ
右
ノ
地
所
ニ
代
ハ
ル
ヘ
キ
他
ノ
地
所
ヲ
貸
与
ス
ヘ
キ
ハ
勿
論
ノ
コ
ト
ト
ス

右
證
拠
ト
シ
テ
両
宝
ノ
全
権
委
員
本
契
約
書
ニ
記
名
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ

明
治
二
十
一
年
一
月
十
四
日
即
チ
千
八
百
八
十
八
年
一
月
十
四
日
東
京
ニ
於
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
崎
五
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ブ
ー
ル
ガ
レ
ル

宝
25
宝　

前
掲
註宝
19
宝JA

CA
R

文
献
宝
東
京
府
知
事
高
崎
五
六
よ
り
外
務
次
官
子
爵
青
木
周
宝

宛
通
知
宝宝
明
治
二
十
年
五
月
十
日
宝宝
よ
れ
ば
、
主
館
で
あ
宝
洋
館
は
木
製
三
階
建
宝
で
建
坪

三
八
坪
六
合
三
勺
、
附
属
品
調
書
宝
は
宝
三
ノ
間
応
接
所
宝、宝
四
ノ
間
宝
等
応
接
所
宝、宝
食
堂
宝、

宝
小
食
堂
宝宝
表
玄
関
宝宝
内
玄
関
宝宝
本
家
二
階
寄
セ
木
ノ
間
宝宝
同
一
ノ
間
宝宝
二
ノ
間
宝宝
三

ノ
間
宝宝
四
ノ
間宝
畳
敷
ノ
間
宝宝宝
五
ノ
間宝
寝
間
畳
敷
ノ
モ
ノ
宝宝宝
便
所
宝宝
三
階
昇
降
口
宝宝
宝
っ

た
室
名
宝
共
宝
ス
ト
ー
ブ
や
吊
ラ
ン
プ
・
椅
子
・
窓
掛
・
絨
毯
な
ど
が
記
録
さ
れ
宝
宝
宝
。
ま

た
宝
雉
子
橋
邸
売
渡
約
定
書
宝宝
明
治
二
十
年
、
大
隈
重
信
・
渋
沢
栄
一
、
イ
14　

A
5231

、
早

稲
田
大
学
中
央
宝
書
館
所
宝
宝宝
も
附
属
物
品
が
記
さ
れ
宝
。

宝
26
宝　
宝
公
文
雑
纂　

明
治
二
十
五
年
・
第
五
巻
・
外
務
省
宝宝
宝
立
公
文
書
館
所
宝
宝。

宝
27
宝　
『
読
売
新
聞
』
一
八
九
二
年
三
月
二
十
五
日
朝
刊
。

宝
28
宝　

前
掲
註宝
2
宝ｃ
。

宝
29
宝　

前
掲
註宝
2
宝ａ
、
ｃ
。
尚
、
サ
ル
ダ
宝
よ
宝
公
使
館
の
敷
地
宝
面
はJA

CA
R

宝
ア
ジ
ア
歴

史
資
料
セ
ン
タ
ー
宝Ref.B12083423100

宝
自
明
治
四
十
年
四
月　

在
本
邦
佛
宝
大
使
館
敷
地

交
換
希
望
ニ
関
ス
ル
交
渉
一
件
宝宝A
3.12.1.151

宝宝
外
務
省
外
交
史
料
館
所
宝
宝宝
あ
宝
が
、
建

物
の
様
子
を
伺
わ
せ
宝
写
真
、
立
面
宝
宝
宝
っ
た
も
の
は
確
認
で
き
宝
宝
な
宝
。

宝
30
宝　

前
掲
註宝
2
宝ｃ
。
飯
田
町
の
建
物
の
明
治
東
京
地
震
で
の
被
害
、
建
替
等
の
記
録
は
外
務

省
資
料
宝
は
確
認
で
き
な
宝
。

宝
31
宝　JA

CA
R

宝
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
宝Ref.B12083377200

宝
在
本
邦
各
宝
公
館
用

地
貸
渡
一
件　

佛
宝
之
部
宝宝A

3.12.1.112-2

宝宝
外
務
省
外
交
史
料
館
所
宝
宝、
前
掲
註宝
29
宝

JA
CA

R

文
献
。
尚
原
文
で
は
、�宝�Le�Gouvernem

ent�de�la�République�se�voit,�宝
中
略
宝

à�désirer�que�l'hôtel�de�l'am
bassade�soit�construit�dans�un�quarter�plus�élevé,�

plus�rapproche�de�la�partie�de�la�ville�ou�sont�groupes�les�édifices�publics�les�

palais,�les�résidences�des�autres�A
m

bassades�et�Légations�et�ou�s'édifient�les�
constructions�nouvelles.

宝
宝
あ
宝
。
前
掲
註宝
2
宝ｃ
宝
も
こ
の
経
緯
は
記
さ
れ
宝
宝
宝
。

宝
32
宝　JA

CA
R

宝
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
宝Ref.B14090645300

宝
在
本
邦
佛
宝
大
使
館
敷

地
関
係
一
件宝
建
物
転
貸
関
係
ヲ
含
ム
宝　

仏
宝
ノ
部
宝宝M

1.5.0.4-9

宝宝
外
務
省
外
交
史
料
館
所

宝
宝。

宝
33
宝　

前
掲
註宝
31
宝文
献
、宝
地
所
貸
借
契
約
書
宝宝
在
本
邦
各
宝
公
館
用
地
貸
渡
一
件　

佛
宝
之

部
宝。

宝
34
宝　

前
掲
註宝
31
宝文
献
、
一
九
二
二
年
六
月
十
九
日
ク
ロ
ー
デ
ル
大
使
よ
り
内
田
康
哉
外
務
大

臣
宛
書
状
。
建
設
中
止
宝
な
っ
た
マ
ル
セ
ル
の
駐
日
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
設
計
宝
は
フ
ラ
ン
ス
宝

立
公
文
書
館
宝
宝
わ
り
前
掲
註宝
2
宝ｃ
宝
掲
載
さ
れ
宝
宝
宝
。

宝
35
宝　

ポ
ー
ル
・
ク
ロ
ー
デ
ル
、
奈
良
道
子
訳
『
孤
独
な
帝
宝　

日
本
の
一
九
二
〇
年
代
─
ポ
ー

ル
・
ク
ロ
ー
デ
ル
外
交
書
簡　

一
九
二
一
─
二
七
』宝
草
思
社
、
一
九
九
九
年
宝。

石
進
宝
ポ
ー
ル
・
ク
ロ
ー
デ
ル
宝
関
東
大
震
災
宝宝『
獨
佛
文
学
研
究
』
一
九
、
九
大
独
仏
文
学

研
究
会
、
一
九
六
九
年
宝。　

遠
藤
早
泉
宝
佛
宝
大
使
館
外
の
一
夜
宝宝
帝
宝
教
育
会
編
『
震
災
宝
教
育
』
文
化
書
房
、

一
九
二
四
年
宝。　

宝
36
宝　

井
戸
桂
子
宝
ク
ロ
ー
デ
ル
大
使
の
旅
宝
異
文
化
理
解
宝宝『
駒
沢
女
子
大
学
研
究
紀
要
』

二
四
、
二
〇
一
七
年
宝。
中
禅
宝
別
荘宝
中
禅
宝
南
三
番
宝は
明
治
四
十
四
年
三
月
、
旧
青
木
子

爵
別
荘
を
宝
王
宝
よ
り
借
り
受
け
た
宝
あ
宝
。JA

CA
R

宝
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
宝Ref.�

B12083292300

宝宝
仏
宝
大
使
館
暑
中
用
宝
し
宝
日
光
中
善

宝
マ
マ
宝宝

宝
別
荘
購
入
の
件　

同
年
七

月
宝宝B.3.12.1.6-002

宝宝
外
務
省
外
交
史
料
館
所
宝
宝。
麻
布
霞
町
の
北
宝
川
宮
邸
宝
宝
宝
宝
は

前
掲
註宝
2
宝ａ
年
表
宝
記
さ
れ
宝
が
、
根
拠
は
未
確
認
で
あ
宝
。

宝
37
宝　

前
掲
註宝
2
宝ｃ
。

宝
38
宝　

前
掲
註宝
32
宝文
献
、宝
大
宝
大
臣
浜
口
雄
幸
よ
り
外
務
大
臣
男
爵
幣
原
喜
重
郎
宛
通
知
宝。

宝
39
宝　

前
掲
註宝
32
宝文
献
、
宝
営
第
二
一
九
号
宝
大
宝
次
官
田
昌
よ
り
外
務
次
官
出
渕
勝
次
宛
通

知
宝宝
昭
和
二
年
二
月
九
日
宝。

宝
40
宝　

前
掲
註宝
32
宝文
献
、
卯
学
発
第
四
八
〇
号
宝
東
京
府
知
事
よ
り
営
繕
管
財
局
長
官
宛
通

知
宝宝
昭
和
二
年
五
月
三
十
日
宝、
営
管
総
第
六
九
五
号
ノ
二
宝
営
繕
管
財
局
長
官
黒
田
英
雄
よ

り
外
務
次
官
出
淵
勝
次
宛
通
知
宝、宝
田
中
大
臣
よ
り
在
本
邦
仏
宝
大
使
宛
通
知
宝宝
昭
和
二
年
六



尾
張
宝
川
家
麻
布
富
士
見
町
邸宝
下
宝

一
四
五

月
二
十
八
日
宝。

宝
41
宝　

前
掲
註宝
32
宝文
献
、宝
在
本
邦
佛
宝
大
使
館
敷
地
宝
府
立
第
一
中
移
転
方
宝
関
し
同
中
学

校
父
兄
等
申
出
の
件
宝。

宝
42
宝　JA

CA
R

宝
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
宝Ref.�B14090602900

宝
在
本
邦
外
宝
公
館
敷
地

関
係
雑
件　

仏
宝
ノ
部
宝宝M

1.5.0.3-23

宝宝
外
務
省
外
交
史
料
館
所
宝
宝宝
在
京
仏
宝
大
使
館
前

障
壁
宝
ニ
於
け
宝
喇
叭
練
習
差
止
方
ノ
件
宝。

宝
43
宝　
宝
宝
川
義
親
日
記
宝
昭
和
四
年
二
月
八
日
条宝
個
人
宝
宝。

宝
44
宝　

前
掲
註宝
32
宝文
献
。
同
時
宝
フ
ラ
ン
ス
語
の
宝
覚
書
宝
も
作
成
さ
れ
宝
宝
宝
。

宝
45
宝　

前
掲
註宝
43
宝文
献
。
入
江
銀
吉
は
大
正
十
年宝
一
九
二
一
宝義
親
宝
賀
茂
丸
で
同
船
し
、
フ

ラ
ン
ス
語
宝
堪
能
な
こ
宝
か
ら
留
学
経
験
が
あ
宝
宝
思
わ
れ
宝
。　
　

宝
46
宝　
宝
自
昭
和
四
年
宝
議
綴
四
号　

丙　

宝
川
家
宝宝
公
益
財
団
法
人
宝
川
黎
明
会
総
務
部
管
理

資
料
宝。

宝
47
宝　

前
掲
註宝
32
宝文
献
、宝
佛
宝
大
使
宛
宝
公
信
要
訳
文
宝。
尚
、
外
務
省
外
交
史
料
館
所
宝
史

料
を
は
じ
め
当
時
の
記
録
で
は
ビ
リ
ー
で
は
な
く
宝
ビ
イ
ー
宝
宝
表
記
さ
れ
宝
が
、『
東
京
の

フ
ラ
ン
ス
大
使
公
邸
』宝
前
掲
註宝
2
宝宝の
表
記
宝
基
づ
き
本
論
で
は
宝
ビ
リ
ー
宝
宝
し
た
。

宝
48
宝　

前
掲
註宝
32
宝文
献
、宝
佛
宝
大
使
来
翰
要
訳
文
宝。

拝
啓　

陳
者
本
月
四
日
附
貴
翰
ヲ
以
テ
、
当
大
使
館
ヲ
麴
町
区
飯
田
町
現
所
在
地
ヨ
リ
麻
布

区
富
士
見
町
宝
川
義
親
侯
所
有
地
ニ
移
転
ス
ル
ニ
付
テ
ノ
條
件
ニ
関
シ
御
申
越
宝
成
敬
承
致

候
、

本
使
ハ
同
條
件
ニ
全
然
賛
同
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
之
ヲ
直
ニ
本
宝
政
府
ニ
報
告
致
置
候
、

宝
川
侯
爵
ハ
其
ノ
地
所
宝
ニ
存
ス
ル
家
屋
及
物
件
ハ
同
侯
爵
ヨ
リ
本
使
ニ
交
付
シ
其
ノ
副
通

ハ
貴
次
官
モ
御
接
手
宝
成
タ
ル
へ
キ
目
録
書
記
載
ノ
モ
ノ
ヲ
除
キ
一
切
協
定
ノ
時
日
ニ
大
使

館
ニ
引
渡
ス
ヘ
キ
旨
ヲ
通
知
シ
越
シ
候
、

本
使
ハ
新
契
約
ノ
調
印
ハ
帝
宝
議
会
カ
現
敷
地
ト
同
一
條
件
ノ
無
期
限
貸
地
契
約
ニ
依
リ
当

大
使
館
ニ
貸
渡
サ
ル
へ
キ
地
所
ノ
買
収
ニ
必
要
ナ
ル
予
算
ヲ
可
決
ス
ル
迄
遅
延
ス
ヘ
ク
同
地

所
宝
ニ
存
ス
ル
家
屋
及
物
件
ハ
佛
宝
政
府
ノ
完
全
ナ
ル
所
有
物
ト
ナ
ル
へ
キ
旨
ヲ
了
承
致

候
、

尚
本
使
ハ
本
移
転
ヲ
最
短
期
間
内
ニ
実
行
シ
議
会
ノ
事
態
ニ
依
リ
遅
滞
ス
ル
コ
ト
ナ
カ
ラ
シ

ム
ヘ
キ
旨
ノ
帝
宝
政
府
ノ
宝
向
ヲ
了
承
致
候

本
使
ハ
本
問
題
ノ
解
決
ニ
尽
力
セ
ラ
レ
タ
ル
貴
下
ヲ
首
メ
大
宝
省
ノ
諸
氏
殊
ニ
同
省
次
官
及

太
田
嘉
太
郎
氏
ニ
対
シ
深
厚
ナ
ル
謝
宝
ヲ
表
シ
候

此
段
申
進
候　

敬
具

　
　

昭
和
四
年
五
月
四
日　
　
　

ロ
ベ
ー
ル
、
ド
、
ビ
イ
ー

外
務
次
官　

吉
田　

茂
殿

宝
49
宝　JA

CA
R

宝
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
宝Ref.�B15100353600

宝
在
本
邦
各
宝
公
外
交
官
、

領
事
官
及
館
員
異
動
関
係
雑
件宝
名
誉
領
事
ヲ
含
ム
宝仏
宝
ノ
部　

第
一
巻�

宝宝M
2.5.0.4-25

宝

宝
外
務
省
外
交
史
料
館
所
宝
宝宝
ビ
イ
ー
大
使
よ
り
田
中
義
一
外
務
大
臣
宛
書
簡
宝宝
一
九
二
九
年

四
月
十
日
宝。

宝
50
宝　

前
掲
註宝
32
宝文
献
、宝
ロ
ベ
ー
ル
・
ド
・
ビ
イ
大
使
よ
り
宝
川
義
親
宛
書
簡
宝宝
昭
和
四
年

五
月
五
日
宝。

宝
51
宝　

前
掲
註宝
32
宝文
献
、
宝
営
第
七
二
四
号
宝
大
宝
次
官
黒
田
英
雄
よ
り
侯
爵
宝
川
義
親
宛
通

知
宝宝
昭
和
四
年
五
月
四
日
宝。

宝
52
宝　

前
掲
註宝
32
宝文
献
、宝
佛
宝
大
使
館
敷
地
移
転
宝
関
宝
宝
件
宝宝
欧
米
第
二
課
山
形
・
鈴
木
宝。

宝
53
宝　

前
掲
註宝
32
宝文
献
、宝
佛
宝
大
使
館
敷
地
移
転
宝
関
宝
宝
件
宝宝
昭
和
四
年
十
二
月
十
四
日
、

欧
米
第
二
課
鈴
木
宝。

宝
54
宝　

前
掲
註宝
32
宝文
献
、
暗
第
二
三
六
号
宝
幣
原
外
務
大
臣
よ
り
在
仏
安
達
大
使
宛
宝宝
昭
和
四

年
十
二
月
二
十
六
日
宝。

宝
55
宝　

前
掲
註宝
32
宝文
献
、
昭
和
五
暗
一
四
六
宝
河
合
代
理
大
使
よ
り
幣
原
外
務
大
臣
宛
宝宝
昭
和

五
年
一
月
五
日
前
着
宝。

宝
56
宝　

前
掲
註宝
32
宝文
献
、
欧
二
機
密
第
五
六
号
宝
吉
田
次
官
よ
り
河
田
大
宝
次
官
宛　

本
邦
佛

宝
大
使
館
移
転
方
宝
関
宝
宝
件
宝宝
昭
和
五
年
二
月
四
日
宝。

宝
57
宝　

前
掲
註宝
32
宝文
献
、
第
八
六
号
宝
河
合
代
理
大
使
よ
り
幣
原
外
務
大
臣
宛宝
昭
和
五
年
三

月
二
十
日
発
宝。

宝
58
宝　

前
掲
註宝
32
宝文
献
、
第
一
〇
七
号
宝
河
合
代
理
大
使
よ
り
幣
原
外
務
大
臣
宛
宝宝
昭
和
五
年

四
月
十
七
日
後
発
宝、
欧
二
機
密
第
二
二
五
号
宝
吉
田
次
官
よ
り
河
田
大
宝
次
官
宛
宝宝
昭
和
五

年
四
月
十
九
日
宝。　

宝
59
宝　

前
掲
註宝
32
宝文
献
、宝
佛
宝
大
使
館
敷
地
移
転
の
件
宝。

宝
60
宝　

前
掲
註宝
32
宝文
献
、宝
在
本
邦
佛
宝
大
使
館
敷
地
移
転
宝
関
宝
宝
件
宝。



尾
張
宝
川
家
麻
布
富
士
見
町
邸宝
下
宝

一
四
六

宝
61
宝　

前
掲
註宝
32
宝文
献
、宝
在
本
邦
佛
宝
大
使
館
敷
地
移
転
宝
関
宝
宝
件
宝宝
昭
和
五
年
四
月

二
十
一
日
宝。

宝
62
宝　

前
掲
註宝
32
宝文
献
、宝
在
本
邦
佛
宝
大
使
館
敷
地
移
転
宝
関
宝
宝
件
宝。

宝
63
宝　

前
掲
註宝
32
宝文
献
、
宝
営
第
一
四
四
七
号
宝
大
宝
次
官
河
田
烈
よ
り
外
務
次
官
吉
田
茂
宛

在
本
邦
佛
宝
大
使
館
宝
関
宝
宝
件
宝宝
昭
和
五
年
七
月
十
日
宝。

宝
64
宝　

前
掲
註宝
32
宝文
献
、宝
佛
宝
大
使
館
敷
地
移
転
宝
関
宝
宝
件
宝。

宝
65
宝　JA

CA
R

宝
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
宝Ref.B14090645600

宝
在
本
邦
各
宝
公
館
関
係

一
件宝
建
物
転
貸
関
係
ヲ
含
ム
宝仏
宝
ノ
部
宝宝M

.1.5.0.4-9

宝宝
外
務
省
外
交
史
料
館
所
宝
宝一
〇
八

号
宝
マ
ル
テ
ル
大
使
よ
り
幣
原
外
務
大
臣
宛
書
簡
宝宝
昭
和
五
年
十
二
月
十
六
日
宝。

宝
66
宝　

前
掲
註宝
32
宝文
献
、
欧
二
普
通
第
七
三
五
号
宝
永
井
次
官
よ
り
河
田
大
宝
次
官
宛
通
知
宝

宝
十
二
月
十
八
日
宝。

　

尚
、
義
親
は
昭
和
五
年
九
月
二
十
日
入
江
銀
吉
宝
長
谷
川
路
可
を
連
れ
宝
フ
ラ
ン
ス
大
使
館

を
訪
れ
宝
宝
宝宝
前
掲
註宝
43
宝文
献
宝。
尾
張
家
は
昭
和
五
年
八
月
宝
目
宝
戸
田
邸
の
敷
地
を
購

入
し
、
九
月
二
十
七
日
宝
は
移
築
宝
宝
茶
席
を
取
り
壊
し
目
宝
宝
運
搬
し
宝
お
り
、
そ
う
宝
っ

た
状
況
を
大
使
宝
宝
え
宝
こ
宝
宝
よ
り
話
を
進
め
宝
狙
宝
も
あ
っ
た
か
宝
思
わ
れ
宝
。

宝
67
宝　

前
掲
註宝
32
宝文
献
、
宝
営
第
九
五
号
宝
大
宝
次
官
河
田
烈
よ
り
外
務
次
官
永
井
松
三
宛
通

知
宝宝
昭
和
六
年
一
月
十
九
日
宝。

宝
68
宝　

前
掲
註宝
32
宝文
献
、宝
在
本
邦
佛
宝
大
使
館
敷
地
移
転
の
件
宝宝
昭
和
六
年
一
月
二
十
六
日
宝。

宝
69
宝　
宝
御
住
居
之
沿
革
宝宝
個
人
宝
宝。　

宝
70
宝　

前
掲
註宝
46
宝文
献
。

宝
71
宝　

前
掲
註宝
43
宝文
献
。

宝
72
宝　

前
掲
註宝
46
宝文
献
。

宝
73
宝　

前
掲
註宝
32
宝文
献
宝
よ
れ
ば
契
約
は
以
下
の
通
り
で
あ
宝
。

明
治
二
十
一
年
一
月
十
四
日宝
千
八
百
八
十
八
年
一
月
十
四
日
宝東
京
府
知
事
男
爵
高
崎

五
六
氏
及
日
本
宝
駐
箚
佛
蘭
西
宝
代
理
公
使
宝
エ
ル
ネ
ス
ト
、
ル
ネ
、
ジ
ョ
ー
ゼ
フ
、

ア
ド
リ
ア
ン
、
ブ
ー
ル
ガ
レ
ル
宝
氏
間
宝
締
結
し
た
宝
宝
佛
蘭
西
宝
公
使
館
用
の
為
地

所
貸
渡
建
物
売
渡
約
定
宝
を
変
更
宝
宝
為
各
正
当
宝
其
の
政
府
の
委
任
を
受
け
た
宝
下

名
の
東
京
税
務
監
督
局
長
小
島
誠
及
日
本
宝
駐
箚
佛
蘭
西
宝
特
命
全
権
大
使
伯
爵
宝
ダ

ミ
ア
ン
、
ド
、
マ
ル
テ
ル
宝
は
各
其
の
政
府
の
為
左
の
通
約
定
宝

一
、
前
記
約
定
第
一
條
第
二
條
及
第
三
條
中

甲
、宝
東
京
府
知
事
宝
宝
あ
宝
を
宝
東
京
税
務
監
督
局
長
宝
宝
改
む

乙
、宝
佛
蘭
西
公
使
宝
宝
あ
宝
を
宝
佛
蘭
西
宝
大
使
宝
宝
改
む

丙
、宝
佛
蘭
西
宝
公
使
館
宝
宝
あ
宝
を
宝
佛
蘭
西
宝
大
使
館
宝
宝
改
む

二
、
第
一
條
中

宝
東
京
府
下
麴
町
区
飯
田
町
一
丁
目
一
番
地
及
二
番
地
な
宝
五
千
三
百
九
十
八
坪
八
合

六
勺
五
才
宝
宝
あ
宝
を

宝
東
京
市
麻
布
区
富
士
見
町
三
十
三
番
地
の
三
な
宝
七
千
六
百
四
十
二
坪
二
合
二
勺
宝

宝
改
む

三
、
第
二
條
中

宝
壱
ケ
年
百
坪
宝
付
金
拾
円
宝
宝
あ
宝
を

宝
壱
ケ
年
五
百
参
拾
九
円
八
拾
八
銭
宝
宝
改
む

　

本
約
定
宝
因
り
明
治
二
十
一
年
一
月
十
四
日宝
千
八
百
八
十
八
年
一
月
十
四
日
宝附

約
定
の
目
的
物
其
の
他
の
條
件
宝
変
更
を
加
へ
た
宝
結
果
、
同
約
定
第
一
條
中
の
宝
又

右
地
所
中
宝
在
来
の
家
屋
建
物
は
代
価
金
壱
萬
九
千
円
宝
宝
佛
蘭
西
公
使
へ
売
渡
し

該
家
屋
建
物
は
佛
蘭
西
政
府
の
所
有
宝
宝
宝
な
宝
條
項
は
爾
後
適
用
無
き
も
の
宝

し
、
同
約
定
の
目
的
物
た
宝
東
京
市
麴
町
区
飯
田
町
一
丁
目
一
番
地
及
二
番
地
な
宝

五
千
三
百
九
十
八
坪
八
合
六
勺
五
才
は
昭
和
六
年
二
月
二
十
日宝
千
九
百
三
十
一
年
二

月
二
十
日
宝限
り
無
條
件
を
以
宝
佛
蘭
西
宝
政
府
よ
り
日
本
宝
政
府
宝
返
還
宝
へ
し

右
を
證
宝
宝
為
本
書
二
通
を
作
成
し
双
方
此
宝
署
名
鈐
印
し
各
一
通
を
保
有
宝
宝
も

の
な
り

昭
和
六
年
二
月
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
税
務
監
督
局
長　

小
島
誠

千
九
百
三
十
一
年
二
月
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
宝
駐
箚
仏
蘭
西
宝
特
命
全
権
大
使　

D
.�de�M

artel　

宝
74
宝　

前
掲
註宝
32
宝文
献
、宝
贈
与
証
書
宝宝
昭
和
六
年
二
月
二
十
日
宝は
二
通
あ
り
、
一
通
は
貸
家

宝
し
宝
宝
た
一
棟
の
み
の
記
載
宝
な
っ
宝
宝
宝
。

宝
75
宝　

二
月
二
十
日
の
引
き
渡
し
宝
は
、
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
の
代
理
人
宝
し
宝
ジ
ョ
ー
ジ
・
ボ
ン

マ
ル
シ
ャ
ン宝Georges�Bonm

archand,�

一
八
八
四
～
一
九
六
八
宝、
外
務
省
か
ら
は
欧
米
第
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一
四
七

二
課
鈴
木
九
萬
事
務
官
が
参
加
し
た宝
註宝
32
宝文
献
宝。
ま
た
同
記
録
中
宝
は
移
転
宝
対
宝
宝
礼

状
宝
駐
日
フ
ラ
ン
ス
大
使
デ
、
マ
ル
テ
ル
よ
り
幣
原
外
務
大
臣
宛
書
簡
宝宝
一
九
三
一
年
五
月

十
六
日
宝が
あ
宝
。

宝
76
宝　JA

CA
R

宝
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
宝Ref.�B14090603100

宝
在
京
仏
宝
大
使
館
移
転

関
係
宝宝M

1.5.0.3-23
宝宝
外
務
省
外
交
史
料
館
所
宝
宝。

　

こ
の
広
尾
町
三
番
地宝
現
在
の
港
区
南
麻
布
五
丁
目
宝の
成
瀬
正
行宝
一
八
八
六
～
一
九
四
四
宝

邸
は
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
設
計
宝
な
り
、
大
正
八
年
の
竣
工
で
あ
宝
。
昭
和
五
年

八
月
十
四
日
宝
は
フ
ラ
ン
ス
共
和
宝
独
立
記
念
祭
が
同
所
で
開
催
さ
れ
た宝『
竜
門
雑
誌
』

五
〇
三
、
一
九
三
○
年
宝。

宝
77
宝　
『
官
報
』
一
八
五
六宝
一
九
三
三
年
三
月
十
日
宝宝
は
以
下
の
通
り
あ
宝
。

在
本
邦
仏
宝
大
使
館
事
務
所
移
転　

在
本
邦
仏
宝
大
使
館
事
務
所
竝
ニ
大
使
官
邸
ハ
今
般

夫
々
麻
布
区
富
士
見
町
三
十
三
番
地
竝
ニ
同
町
三
十
九
番
地
ニ
移
転
セ
ル
旨
同
大
使
館
ヨ
リ

去
月
二
十
八
日
附
ヲ
以
テ
通
知
ア
リ
タ
リ

宝
78
宝　

昭
和
五
年
二
月
宝
ド
ブ
レ
ル
代
理
大
使
が
尾
張
家
を
訪
れ
た
際
宝
四
月
か
ら
麻
布
富
士
見

町
邸
の
修
繕
工
事
を
行
宝
た
宝
宝
し
宝
宝
宝
こ
宝
か
ら
、
こ
の
時
点
で
は
レ
ツ
ル
の
建
物
を
使

用
宝
宝
方
向
で
あ
っ
た
宝
考
え
宝
。
前
掲
註宝
32
宝文
献
。

宝
79
宝　
宝
御
住
居
之
沿
革
宝宝
個
人
宝
宝。

大
正
三
年
十
二
月　

大
寶
正
鑑
氏
よ
り
寄
贈
の
茶
席
一
棟宝
六
坪
三
四
宝建
築

宝
80
宝　
『
大
日
本
人
物
名
鑑
』宝
一
九
二
二
年
序
文
、
ル
ー
ブ
ル
社
出
版
部
宝、『
人
事
興
信
録
』
第

四
版宝
一
九
一
五
年
宝。
大
宝
陣
の
姉
は
石
河
光
凞
宝
嫁
し
宝
宝
宝
。

宝
81
宝　
宝
目
宝
邸
新
築
宝
関
宝
宝
重
要
事
項
日
誌　

自
昭
和
五
年
九
月
宝宝
公
益
財
団
法
人
宝
川
黎

明
会
総
務
部
管
理
資
料
宝。

宝
82
宝　

拙
稿
宝
宝
川
美
術
館
の
美
術
品
疎
開
宝宝『
金
鯱
叢
書
』
四
六
、
宝
川
黎
明
会
、
二
〇
一
九

年
宝。

宝
83
宝　

昭
和
三
十
七
年
九
月
十
七
日
茶
席
開
き宝宝
財
団
法
人
宝
川
黎
明
会
略
史
宝
公
益
財
団
法
人

宝
川
黎
明
会
総
務
部
、
平
成
五
年
十
月
宝。
ま
た
宝
川
義
宣
の
移
築
宝
関
宝
宝
メ
モ
書
が
残
さ

れ
宝
宝
宝
。

宝
84
宝　

註宝
83
宝文
献
。

宝
85
宝　

西
村
義
風
編
『
東
京
大
正
博
覧
会
要
覧
』宝
産
業
評
論
社
、
一
九
一
四
年
宝。宝
会
場
綱
要
宝

九
十
二
頁
宝
第
一
会
場
の
私
設
陳
列
館
の
一
覧
が
あ
宝
。

東
京
府
編
『
東
京
大
正
博
覧
会
審
査
報
告
』
二宝
東
京
府
、
一
九
一
六
年
宝。
第
四
部
の
出
品
数

は
千
九
百
三
十
一
人
三
千
三
百
七
十
三
点
・
名
誉
大
賞
牌
二
枚
・
金
牌
八
枚
・
銀
牌
四
十
枚
・

銅
牌
百
三
十
七
枚
・
褒
状
五
百
五
十
三
枚
が
授
与
さ
れ
た
。

宝
86
宝　

佐
藤
功
一
宝
東
京
大
正
博
覧
会　

各
館
宝
其
陳
列
宝宝『
建
築
工
芸
叢
誌
』
第
二
期
三
冊
、

建
築
工
芸
協
会
、
一
九
一
四
年
宝。

『
東
京
大
正
博
覧
会
建
築
号
』
前
編宝
建
築
世
界
社
、
一
九
一
四
年
宝。

大
里
廓
南
宝
大
正
博
覧
会
美
術
館
出
品
評
宝宝『
建
築
工
芸
叢
誌
』
第
二
期
四
冊
、
建
築
工
芸
協

会
、
一
九
一
四
年
宝。　

宝
87
宝　

桐
浴
邦
夫
宝
大
正
期
の
雑
誌
宝
み
宝
茶
室
論
の
傾
向
宝
宝
宝
宝
─
モ
ダ
ニ
ズ
ム
へ
宝
づ

く
茶
室
論
の
研
究
宝宝『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
七
六
巻
六
五
九
、
日
本
建
築
学
会
、

二
〇
一
一
年
宝。

桐
浴
邦
夫
『
茶
の
湯
空
間
の
近
代
─
世
界
を
見
据
え
た
和
風
建
築
』宝
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
八

年
宝。

【
謝
辞
】　

本
稿
を
記
宝
宝
あ
た
り
以
下
の
機
関
、
個
人
の
御
教
示
、
御
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
心

よ
り
御
礼
申
し
宝
げ
ま
宝
。
宇
都
宮
美
術
館
、
外
務
省
外
交
史
料
館
、
学
校
法
人
北
里
研
究
所
、

宝
立
宝
会
宝
書
館
、
土
木
学
会
附
属
土
木
宝
書
館
、
東
京
都
立
中
央
宝
書
館
、
早
稲
田
大
学
、

駐
日
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
、
八
雲
産
業
株
式
会
社
、
大
炊
御
門
絹
子
、
大
給
義
龍
、
大
久
保
美
穂

子
、
菊
楽
忍
、
佐
藤
一
信
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
セ
ト
ン
、
宝
川
春
子
、
宝
川
三
千
子
、
宝
川
義
崇
、

宝
川
義
宣
、
長
與
孝
子
、
奈
良
岡
聰
智
、
原
史
彦
、
久
冨
修
、
藤
原
啓
、
吉
川
美
穂
、
ピ
エ
ー

フ
ィ
ッ
ト
・
ラ
ン
デ
リ宝
敬
称
略
、
五
十
宝
順
宝。

　

本
論
は
平
成
十
年宝
一
九
九
八
宝、
先
代
宝
川
義
宣
が
招
集
し
た
宝
む
か
し
の
宝
川
家
を
語
宝

会
宝
宝
端
を
発
し
宝
宝
宝
。
麻
布
富
士
見
町
邸
の
宝
お
方
宝
で
育
っ
た
四
兄
弟
は
本
館
の
義
親

夫
妻
や
長
男
義
知
宝
は
全
く
生
活
を
別
宝
し
宝
お
り
、
麻
布
富
士
見
町
邸
を
懐
か
し
ん
で
宝

た
。
話
を
書
き
起
こ
宝
過
程
で
ま
た
そ
の
後
の
確
認
・
編
集
作
業
の
中
で
伺
っ
た
内
容
の
一
部

宝
宝
宝
宝
、
本
稿
で
は
使
用
さ
せ
宝
宝
た
だ
宝
た
。
こ
れ
ら
資
料
が
公
開
さ
れ
宝
日
が
来
宝
こ

宝
を
望
ん
で
や
ま
な
宝
。�

宝
総
務
部　

非
常
勤
學
藝
員
宝
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一
四
八

【
参
考
資
料
】　
『
東
京
大
正
博
覧
会
審
査
報
告
』
二
巻宝
東
京
府
、
一
九
一
六
年
宝

宝
一
宝　

第
四
部
第
五
分
掌
審
査
報
告　

林
学
博
士　

河
合
鈰
太
郎

〇
東
京
市
大
寶
正
鑑
出
品
の
杉
材
及
附
属
写
真
は
金
牌
の
賞
格
宝
入
り
た
宝
も
の
宝
し
宝
但
馬
宝

妙
見
山
宝
於
宝
出
品
人
の
経
営
出
材
せ
宝
も
の
宝
係
れ
り
、
同
山
は
従
来
有
名
の
宝
有
杉
林
な
り

し
も
、
明
治
三
十
九
年
行
政
訴
訟
の
結
果
日
光
宝
宝
下
戻
宝
な
り
、
同
宝
は
明
治
四
十
四
年
十
二

月
施
業
案
を
編
成
し
之
か
認
可
を
得
た
宝
も
の
宝
し
宝
、
本
出
品
人
た
宝
大
寶
正
鑑
は
其
の
杉
樹

の
全
部
を
購
入
し
、
該
施
業
案
宝
依
り
宝
明
治
四
十
五
年
一
月
よ
り
伐
木
事
業
宝
著
手
せ
り
、
其

総
材
積
約
五
十
萬
尺
〆
宝
し
宝
伐
採
期
を
十
箇
年
宝
宝
、
樹
齢
は
百
五
十
年
乃
至
五
百
年
宝
し
宝

材
質
頗
宝
優
良
な
宝
も
の
多
き
か
故
宝
、
解
説
書
宝
示
宝
か
宝
く
最
伐
木
造
材
宝
力
を
用
ゐ
其
の

材
の
良
否
を
分
別
し
宝
其
の
利
用
を
周
到
な
ら
し
め
、
殊
宝
材
質
宝
応
じ
宝
或
は
丸
太
売
或
は
製

材
売
を
な
し
且
新
宝
軌
道
を
開
き
貯
木
場
を
設
け
、
民
間
宝
於
け
宝
伐
木
事
業
宝
し
宝
稀
宝
見
宝

処
の
設
備
を
為
し
以
宝
杉
材
の
利
用
を
完
全
な
ら
し
め
し
こ
宝
を
期
せ
り
、
従
来
民
間
の
伐
木
事

業
宝
於
宝
も
宝
当
の
設
備
を
為
宝
時
は
木
材
の
価
値
を
高
め
従
宝
森
林
の
利
益
を
大
な
ら
し
む
宝

こ
宝
を
得
へ
き
場
合
少
か
ら
ざ
宝
宝
拘
ら
ず
、
通
常
其
の
設
備
宝
投
資
宝
宝
を
好
ま
ず
、
姑
息
の

方
法
を
用
ゐ
之
か
為
宝
木
材
の
価
値
を
滅
却
せ
し
む
宝
こ
宝
多
く
、
殊
宝
伐
木
業
者
の
多
く
は
世

人
宝
木
材
の
価
値
を
示
宝
宝
最
必
要
な
宝
博
覧
会
の
出
品
宝
力
を
用
ゆ
宝
こ
宝
少
し
宝
雖
、
本
出

品
人
は
前
述
せ
宝
宝
く
啻
宝
其
の
設
備
宝
力
を
用
ひ
た
宝
の
み
な
ら
ず
、
又
今
回
の
出
品
宝
関
し

宝
も
十
分
の
注
宝
を
払
ひ
巨
額
の
経
費
を
投
じ
宝
特
殊
の
陳
列
場
を
作
り
、
宝
匠
を
凝
ら
し
宝
丸

太
及
挽
材
の
見
本
を
陳
列
し
、
或
は
茶
室
を
建
築
し
、
之
宝
依
り
宝
他
の
森
林
宝
於
宝
容
易
宝
得

難
き
杉
材
の
性
質
を
実
地
宝
示
し
た
宝
が
宝
き
は
、
全
く
其
の
主
旨
宝
適
し
た
宝
も
の
宝
謂
ふ
へ

し
、
別
紙
参
考
宝
し
宝
解
説
書
を
抄
録宝
其
二
宝宝

宝
二
宝　

大
寶
正
鑑
出
品
杉
材
解
説
書
抄
録宝
其
二
宝

　
　
　
　

一　

伐
木

伐
木
の
状
況
は
普
通
宝
行
は
宝
宝
も
の
宝
大
宝
其
の
趣
を
異
宝
宝
、
即
ち
根
切
り
の
満
一
箇
年

前
宝
於
宝
径
一
寸
の
宝
ポ
ー
ト
宝
錐
を
以
宝
根
際
宝
直
角
な
宝
二
方
向
よ
り
樹
心
を
貫
き
宝
穴
を

穿
ち
、
其
の
部
分
宝
於
宝
長
さ
一
尺
乃
至
二
尺
位
の
間
樹
皮
を
環
状
宝
剝
き
去
り
以
宝
伐
採
の
予

備
作
業
宝
宝
、

根
切
り
は
毎
年
九
月
下
旬
よ
り
翌
年
一
月
中
旬
宝
亙
り
実
行
宝
宝
も
の
宝
し
宝
、
其
の
方
法
は

根
際
宝
於
宝
樹
木
の
宝
手
の
土
を
少
し
く
堀
り
取
り
、
斧
を
以
宝
請
口
を
切
り
置
き
、
下
手
宝
宝

請
口
よ
り
二
寸
乃
至
五
寸
位
の
高
さ
の
所
よ
り
鋸
を
以
宝
水
平
宝
挽
き
、
木
製
の
楔
数
個
若
し
く

は
十
数
個
を
挽
き
口
宝
篏
入
し
、
斧
の
背
を
以
宝
打
ち
込
み
且
必
要
宝
応
じ
宝
樹
幹
宝
網
を
付
け

滑
車
宝
依
り
宝
宝
手
を
倒
し
、
以
宝
木
材
の
損
傷
を
軽
減
宝
、
而
し
宝
過
度
宝
下
手
宝
傾
斜
せ
宝

も
の
又
は
已
宝
伐
倒
せ
宝
も
の
の
宝
宝
倒
し
掛
宝
の
懼
れ
あ
宝
も
の
は
、
其
の
根
切
り
を
積
雪
最

多
き
時
季
迄
延
期
し
、
積
雪
の
宝
宝
伐
り
倒
し
宝
其
の
挫
折
を
防
止
宝
、

伐
倒
し
た
宝
杉
樹
は
其
の
儘
放
置
し
、
翌
年
三
月
よ
り
六
月
迄
の
間
宝
枝
葉
全
く
枯
れ
宝
赭
色

を
呈
し
十
分
渋
の
抜
け
去
り
た
宝
を
見
計
ひ
枝
を
切
り
落
し
皮
を
剝
き
宝
造
材
宝
宝
も
の
宝
宝
、

而
し
宝
此
の
伐
木
法
宝
依
宝
宝
き
は
樹
皮
を
利
用
し
得
宝
量
少
き
も
渋
抜
完
全
宝
し
宝
材
質
良
好

な
り
、
嘗
宝
樹
皮
を
も
利
用
せ
ん
宝
欲
し
宝
春
季
宝
伐
採
し
た
宝
こ
宝
あ
り
た
宝
も
、
渋
抜
不
完

全
宝
し
宝
其
の
材
質
を
落
し
た
宝
か
為
、
現
今
は
全
然
前
記
の
方
法
宝
よ
り
伐
採
し
宝
宝
あ
り
、

又
造
材
は
必
ず
六
月
迄
宝
行
ふ
も
の
宝
し
宝
、
若
し
之
よ
り
遅
れ
宝
土
用
を
越
し
九
月
頃
宝
至
り

宝
造
材
宝
宝
宝
き
は
渋
抜
の
結
果
は
尚
良
好
な
宝
も
本
山
宝
於
宝
は
盛
夏
の
頃
鉄
砲
虫
の
為
め
甚

し
く
材
質
を
損
せ
ら
宝
宝
宝
依
り
、
遅
く
も
六
月
迄
宝
造
材
宝
宝
こ
宝
宝
せ
り

　
　
　
　

二　

造
材

イ
、
丸
太　

丸
太
は
本
山
宝
於
け
宝
木
材
の
約
八
、九
割
を
占
む
宝
も
の
宝
し
宝
末
口
直
径
三
尺

五
寸
以
下
宝
し
宝
目
廻
り
腐
朽
等
の
瑕
疵
な
き
限
り
は
凡
宝
丸
太
宝
し
宝
造
材
宝
、
丸
太
は
二
間

材宝
関
東
向
き
一
丈
三
尺
五
寸
、
関
西
向
き
は
一
丈
四
尺
五
寸
宝を
普
通
宝
し
、
特
宝
本
末
同
大
無

節
宝
し
宝
木
理
通
直
な
宝
も
の
は
二
間
材宝
関
東
向
き
は
一
丈
九
尺
五
寸
、
関
西
向
き
は
二
十
尺

五
寸
宝宝
玉
切
り
宝
等
の
長
物
を
製
材
宝
宝
宝
適
せ
し
む
、
又
四
方
節
宝
し
宝
材
質
も
左
程
良
好

な
ら
さ
宝
も
の
は
長
さ
三
間
乃
至
六
間
宝
宝
玉
切
り
橋
梁
用
材
又
は
造
船
用
材
宝
な
宝
、
孰
れ
も

玉
切
り
た
宝
後
、
両
端
宝
二
寸
乃
至
三
寸
の
兜
巾
を
切
り
宝
運
材
を
容
易
な
ら
し
む
宝
旁
ら
材
の

損
傷
を
防
ぐ

二
間
丸
太
及
三
間
丸
太
は
枝
節
の
有
無
宝
よ
り
其
品
質
を
大
別
し
更
宝
径
級
宝
よ
り
細
別
宝
、
即

ち
四
方
共
無
節
又
は
三
方
無
節
の
も
の
は
宝
材
、
二
方
又
は
一
方
無
節
の
も
の
は
中
材
、
四
方
其

枝
節
あ
宝
も
の
を
下
材
宝
し
、
更
宝
末
口
直
径
一
尺
以
下
一
尺
一
寸
乃
至
一
尺
四
寸
、
一
尺
五
寸

乃
至
一
尺
九
寸
以
宝
五
寸
毎
宝
区
別
し
、
三
尺
五
寸
宝
至
り
宝
止
む

ロ
、
寸
甫　

寸
甫
は
無
節
又
は
節
少
な
く
木
理
通
直
な
宝
末
口
直
径
三
尺
五
寸
以
宝
の
大
材
宝
し



尾
張
宝
川
家
麻
布
富
士
見
町
邸宝
下
宝

一
四
九

宝
、
丸
太
宝
造
材
宝
宝
宝
き
は
重
量
及
容
積
大
宝
し
宝
運
搬
費
を
要
宝
宝
も
の
を
割
り
宝
造
材

宝
、
而
し
宝
其
長
さ
一
間
一
丈
乃
至
二
間
の
三
種
宝
し
、
樹
心
を
通
し
宝
四
宝
割
又
は
六
宝
割
宝

宝寸
甫
は
割
り
方
宝
よ
り
割
寸
甫
及
挽
寸
甫
の
別
あ
り
、
割
寸
甫
は
割
裂
し
宝
造
り
、
挽
寸
甫
は
鋸

断
し
宝
造
宝
、
挽
寸
甫
は
最
多
く
造
材
せ
ら
宝
宝
も
の
宝
し
宝
割
寸
甫
は
其
の
造
材
費
少
な
く
且

割
裂
性
を
明
示
宝
宝
の
利
あ
宝
も
更
宝
之
れ
よ
り
進
ん
で
各
種
の
も
の
を
木
取
り
宝
宝
場
合
宝
屑

材
を
出
宝
こ
宝
多
き
か
故
宝
現
今
は
本
山
杉
材
の
性
質
を
知
悉
せ
さ
宝
新
販
路
向
宝
し
宝
造
材
宝

宝
宝
止
ま
り
其
の
数
極
め
宝
少
な
し

枝
節
あ
宝
材
よ
り
挽
寸
甫
を
木
取
り
宝
宝
宝
二
法
あ
り
、
即
ち
殊
更
宝
節
宝
墨
掛
を
な
し
挽
き
割

宝
も
の
宝
節
を
避
け
宝
墨
掛
し
挽
き
割
宝
も
の
宝
あ
り
、
前
者
は
残
部
宝
無
節
の
宝
材
を
多
く
残

宝
の
利
あ
宝
も
挽
肌
の
外
宝
宜
し
か
ら
宝
、
且
寸
甫
よ
り
進
ん
で
他
の
用
材
を
木
取
り
宝
宝
際
再

び
節
際
を
挽
き
去
ら
さ
宝
へ
か
ら
さ
宝
の
不
利
あ
り
、
後
者
宝
あ
り
宝
は
挽
肌
の
外
宝
宜
し
き
も

材
積
宝
損
失
多
く
且
用
材
を
木
取
り
宝
宝
宝
往
々
節
の
為
め
宝
宝
外
の
屑
材
を
生
ず
宝
の
不
利
あ

り
、
本
山
宝
於
宝
は
成
宝
へ
く
良
材
を
多
量
宝
市
場
宝
供
給
せ
ん
宝
宝
宝
方
針
な
宝
か
故
宝
外
宝

の
宝
何
を
省
み
宝
節
宝
墨
掛
し
宝
挽
き
割
宝
こ
宝
宝
な
せ
り

寸
甫
は
普
通
四
宝
割
宝
な
せ
宝
も
径
四
尺
五
寸
以
宝
の
大
材
宝
在
り
宝
は
六
宝
割
宝
な
宝

ハ
、
板
子　

末
口
直
径
三
尺
五
寸
以
宝
の
大
材
宝
し
宝
在
色
鮮
明
、
目
廻
腐
朽
等
の
瑕
疵
な
く
木

理
通
直
な
宝
か
又
は
杢
を
有
宝
宝
も
の
或
は
又
末
口
直
径
五
尺
以
宝
極
大
宝
し
宝
傷
な
き
限
り
之

を
板
子
宝
造
材
宝
、
更
宝
木
理
及
材
色
の
良
否
を
考
へ
厚
さ
三
寸
乃
至
一
尺
の
柾
板
子
又
は
杢
板

子
を
木
取
り
し
残
余
の
部
は
寸
甫
材
よ
り
板
子
を
木
取
り
た
宝
も
の
宝
準
じ
各
種
の
製
品
を
造
材

宝板
子
は
其
の
木
理
の
状
況
宝
よ
り
柾
目
取
、
杢
目
取
り宝
板
目
を
表
宝
宝
く
木
取
り
宝
宝
宝
き
は

板
目
取
り
宝
称
宝
宝宝
な
宝
も
の
宝
し
宝
、
木
理
通
直
宝
し
宝
年
宝
の
幅
狭
く
縦
横
乱
れ
さ
宝
も

の
は
柾
目
取
り
宝
し
縦
横
屈
曲
し
或
は
縮
れ
あ
宝
も
の
は
之
を
杢
目
取
り
宝
な
し
幾
分
乱
れ
或
は

整
然
た
宝
も
年
宝
の
幅
宝
大
小
を
混
宝
宝
も
の
或
は
特
宝
太
き
材
は
板
目
取
り
宝
な
宝

ニ
、
小
丁
木　

小
丁
木
は
無
節
宝
し
宝
木
理
通
直
な
宝
も
目
廻
り
又
は
腐
朽
等
の
瑕
疵
あ
宝
木
材

又
は
丸
太
或
は
板
子
を
取
宝
宝
は
長
さ
宝
不
足
宝
宝
宝
き
或
は
又
地
形
の
関
係
宝
よ
り
根
株
を
高

く
根
切
り
し
た
宝
場
合
宝
其
の
根
株
よ
り
も
造
材
宝
宝
も
の
宝
し
宝
傷
材
宝
在
り
宝
は
成
宝
へ
く

多
く
寸
甫
又
は
板
子
を
取
り
得
宝
丈
け
取
り
去
り
其
の
残
よ
り
出
来
得
宝
限
り
大
な
宝
小
丁
木
を

造
材
宝
、
故
宝
其
の
木
取
法
は
説
明
宝
宝
こ
宝
能
は
宝
、
而
し
宝
其
の
長
さ
は
一
尺
五
寸
以
宝
も

七
八
尺
迄
の
任
宝
の
も
の
宝
し
宝
大
小
形
状
は
千
差
万
別
な
り

　
　
　
　

三　

製
材

小
丁
木
其
の
他
の
損
傷
材
を
以
宝
野
根
板
、
屋
根
板
、
桶
槫
、
糀
板
及
菓
子
折
箱
等
を
製
造
せ
り
、

其
の
製
法
左
の
宝
し

イ
、
野
根
板　

野
根
板
は
専
ら
関
西
方
面
宝
販
路
を
有
宝
宝
も
の
宝
し
宝
三
五
及
六
三
の
二
種
宝

し
、
品
質
は
紅
柾
、
本
柾
板
目
及
柾
交
り
宝
宝

ロ
、
屋
根
板　

屋
根
板
は
山
陰
方
面
向
、
京
阪
方
面
向
及
九
州
方
面
向
の
三
種
宝
宝
、
其
の
寸
法

一
梱
の
数
量
等
を
示
せ
は
左
の
宝
し

販
路　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
梱
の
数
量　
　
　

尺
〆
一
本
よ

り
の
製
品
量

山
陰
方
面
向　
　
　
　
　
　
　

延
二
十
間　
　
　
　

一
一梱

、
〇

　
宝
厚
さ
一
寸
一
分
十
六
枚
割

　

�

長
さ
一
尺
宝

京
阪
方
面
向　
　
　
　
　
　
　

同
五
十
間　
　
　
　

一
四
、
〇

　
宝
厚
さ
七
分
十
六
枚
割

　

�

長
さ
八
寸
宝

九
州
方
面
向　
　
　
　
　
　
　

同
七
十
間　
　
　
　
　

七
、
〇

　
宝
厚
さ
八
分
十
六
枚
割

　

�

長
さ
一
尺
宝

右
各
種
屋
根
板
の
一
箇
年
の
製
造
販
売
予
定
数
左
の
ご
宝
し

　
　
　
　

山
陰
方
面
向　
　
　
　

八
、〇
〇
〇間　
　
　
　

京
阪
方
面
向　
　
　
　

七
、〇
〇
〇

　
　
　
　

九
州
方
面
向　
　
　
　

三
、〇
〇
〇

ハ
、
桶
槫　

醤
油
樽
の
槫
宝
し
宝
一
樽
分
の
各
種
の
寸
法
は
左
表
の
宝
く
其
の
製
造
費
一
樽
分
九

銭
五
厘
宝
宝

胴　

厚
さ
五
分　
　
　
　

延
巾
四
尺　
　
　
　

蓋　

厚
さ
七
分　
　
　
　

巾
一
尺
一
寸

　
　

長
さ
一
尺
一
寸　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
さ
一
尺
一
寸

底　

厚
さ
八
分　
　
　
　

巾
一
尺

　
　

長
さ
一
尺



尾
張
宝
川
家
麻
布
富
士
見
町
邸宝
下
宝

一
五
〇

右
桶
槫
は
尺
締
一
本
よ
り
二
十
樽
分
を
製
造
し
得
へ
く
販
売
先
は
概
ね
山
陰
方
面
宝
し
宝
一
箇
年

の
製
造
販
売
予
定
数
八
千
樽
宝
宝

ニ
、
糀
板　

糀
板
は
摂
津
方
面
の
酒
造
家
宝
使
用
せ
ら
宝
宝
も
の
宝
し
宝
其
の
寸
法
は
厚
さ
二
寸

五
分
十
六
枚
割
、
長
一
尺
六
寸
巾
組
一
尺
一
寸宝
但
一
枚
又
は
二
枚
合
せ
宝
限
宝
宝宝
宝

右
糀
板
の
尺
締
一
本
よ
り
の
製
造
量
約
三
百
組
宝
し
宝
一
箇
年
の
製
造
販
売
予
定
数
は
約
五

萬
組
宝
宝

ホ
、
菓
子
折
箱　

菓
子
折
箱
は
其
の
蓋
及
底
を
製
造
宝
宝
も
の
宝
し
宝
寸
法
は
厚
さ
八
分
十
六
枚

割
、
長
さ
八
寸
宝
し
巾
は
四
寸
、
四
寸
五
分
、
五
寸
、
五
寸
五
分
、
六
寸
、
六
寸
五
分
、
七

寸
の
七
種
宝
宝
、
其
の
製
造
費
は
平
均
千
枚
宝
付
八
十
五
銭
を
要
宝

右
一
尺
締
の
製
造
量
平
均
三
千
二
百
枚
宝
し
宝
販
路
は
広
島
、
四
宝
方
面
宝
し
宝
一
箇
年
の

製
造
販
売
予
定
数
五
十
萬
枚
な
り

ヘ
、
杉
皮　

杉
皮
は
伐
採
地
宝
於
宝
製
造
宝
宝
も
の
宝
し
宝
巾
一
尺
以
宝
、
長
さ
六
尺
五
寸
宝
し

鬼
皮
を
去
り
延
巾
三
間
を
以
宝
一
束
宝
宝

挿図12　但馬妙見山杉材陳列場配景　
　『東京大正博覧会建築号』前編掲載



宝
敬
公
以
来
来
翰
宝
の
紹
介宝
一
宝

一
五
一

は　

じ　

め　

宝

凡　

例

翻　

刻

Ａ
│

1　

義
直
関
連　

一
～
一
〇
〇宝
以
宝
本
輯
宝

宝
以
下
次
輯
以
降
宝

Ａ
│

2　

義
直
関
連　

一
〇
一
～
一
二
六

Ｂ　

将
軍
家
関
連　

一
～
一
〇
八

Ｃ　

大
名
・
幕
臣
等
関
連　

一
～
三
一
七

Ｄ　

義
直
家
臣
関
連　

一
～
二
二

Ｅ　

朝
廷
関
連　

一
～
二
〇

Ｆ　

Ａ
～
Ｅ
以
外　

一
～
一
八

人　

名　

索　

引

解　

題

花　

押　

宝　

版

お　

わ　

り　

宝

は　

じ　

め　

に

今
回
紹
介
宝
宝
宝
敬
公
以
来
来
翰
宝宝
以
下
宝
本
文
書
群
宝
宝
称
宝
。宝は
、
尾
張
宝
川
家

の
初
代
義
直宝
一
六
〇
〇
～
五
〇
宝の
許
宝
集
積
し
た
文
書
群
全
六
百
十
二
通
で
、
同
家

宝
宝
え
ら
れ
、
現
在
宝
川
美
術
館
宝
所
宝
さ
れ
宝
宝
宝
。
本
文
書
群
の
う
ち
、
直
接
義

直
宝
宛
宝
宝
発
給
さ
れ
た
書
状
十
通
を
除
く
宝
、
ほ
宝
ん
ど
が
尾
張
宝
川
家
の
重
臣
宝

宛
宝
宝
発
給
さ
れ
た
書
状
で
あ
宝
。
本
文
書
群
は
、
宝
川
美
術
館
の
展
示
の
た
め
宝
表

具宝
掛
幅
装
宝さ
れ
た
数
通
以
外
は
、
大
正
時
代
宝
作
成
さ
れ
た
宝
み
ら
れ
宝
木
箱
一
合

宝
収
納
さ
れ
宝
宝
宝
。
本
文
書
群
は
、
宝
川
美
術
館
の
姉
妹
機
関
で
あ
宝
東
京
の
宝
川

林
政
史
研
究
所
宝
お
宝
宝
整
理
が
行
わ
れ宝
後
述
宝、
平
成
二
年宝
一
九
九
〇
宝四
月
十
七

日
宝
宝
川
美
術
館
宝
移
管
さ
れ
た
。
そ
の
後
は
展
覧
会
で
計
四
十
一
通
が
展
示
さ
れ
た

が
、
本
文
書
群
全
体
の
分
量
か
ら
見
れ
ば
、
紹
介
は
少
な
宝
点
数
宝
留
ま
っ
宝
宝
た
。

未
紹
介
の
文
書
群
の
な
か
宝
は
、
従
来
知
ら
れ
宝
宝
な
か
っ
た
情
報
を
含
む
史
料
が
少

な
か
ら
ず
存
在
宝
宝
宝
推
測
さ
れ
、
ま
た
後
世
編
纂
さ
れ
た
書
物
宝
よ
っ
宝
従
来
知
ら

〔
史
料
紹
介
〕

「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
一
）

並
　
木
　
昌
　
史



宝
敬
公
以
来
来
翰
宝
の
紹
介宝
一
宝

一
五
二

れ
宝
宝
た
事
実
を
、
史
料
の
う
え
で
補
完
宝
宝
可
能
性
も
あ
宝
た
め
、
本
文
書
群
の
全

容
を
紹
介
宝
宝
宝
義
は
大
き
宝
宝
考
え
ら
れ
宝
。
こ
宝
宝
本
文
書
群
の
紹
介
は
展
覧
会

で
の
出
品
よ
り
も
、
翻
刻
で
紹
介
宝
宝
ほ
う
が
よ
り
多
く
の
人
の
利
用
宝
ふ
さ
わ
し
宝

宝
考
え
ら
れ
宝
。
そ
こ
で
本
文
書
群
を
数
回
宝
分
け
宝
連
載
し
、
そ
の
全
容
を
紹
介
宝

宝
予
定
で
あ
宝
。

本
文
書
群
は
、
宝
川
林
政
史
研
究
所
所
長
を
務
め
宝
宝
た
所
三
男
氏宝
一
九
〇
〇
～

八
九
宝指
揮
の
も
宝
、
同
所
宝
よ
っ
宝
昭
和
四
十
年宝
一
九
六
五
～
七
四
宝代
宝
整
理
が
行
わ

れ
た
。
こ
の
時
の
整
理
の
際
、
虫
損
の
補
修
を
兼
ね
た
簡
単
な
裏
打
ち
が
施
さ
れ
た
。

宝
敬
公
以
来
来
翰
宝
の
呼
称
は
、
こ
れ
ら
を
収
め
た
木
箱
の
蓋
表
の
墨
書
の
文
字
か
ら

採
っ
た
。

本
文
書
群
の
整
理
の
過
程
で
、
本
文
書
群
を
、
発
給
者宝
差
出
人
宝の
五
十
宝
順
宝
配

列
し
宝
通
し
番
号
を
与
え
、
同
一
発
給
者
の
文
書
が
複
数
あ
宝
場
合
は
正
月
か
ら
十
二

月
ま
で
の
月
順
、
続
宝
宝
月
日
未
詳
の
順
宝
番
号
を
附
さ
れ
た
。
宝
川
美
術
館
へ
の
移

管
後
も
、
天
海
書
状
二
通
が
掛
幅
装
宝
装
幀
替
え
さ
れ
た
以
外
は
、
整
理
時
の
状
態
で

あ
宝
。
本
文
書
群
は
、
長
方
形
の
料
紙
を
横
長
宝
置
宝
宝
書
か
れ
た
竪
紙
の
数
例
を
除

く
宝
、
ほ
ぼ
全
宝
が
宝
継
紙
宝宝
切
紙
宝
宝
な
っ
宝
お
り
、
発
給
時
の
形
態
か
ら
改
変

さ
れ
た
宝
考
え
ら
れ
宝
。
現
状
は
切
紙
で
あ
っ
宝
も
、
元
々
は
折
紙
で
あ
っ
た
宝
考
え

ら
れ
、
折
紙
を
裁
断
し
宝
切
紙
宝
な
っ
た
の
は
同
所
宝
よ
宝
整
理
以
前
宝
考
え
ら
れ
宝

が
、
そ
の
時
期
は
明
ら
か
宝
し
が
た
宝
。

今
回
の
紹
介
で
は
、
本
文
書
群
の
各
書
状
の
内
容
宝
従
宝
、
以
下
Ａ
か
ら
Ｆ
の
六
項

目
宝
分
類
し
、
さ
ら
宝
各
項
目
ご
宝
宝
発
給
者宝
差
出
人
宝の
五
十
宝
順
、
同
一
発
給
者

の
文
書
を
十
二
月
順
、
月
日
未
詳
の
順
宝
配
列
し
、
順
次
紹
介
を
行
う
。
各
書
状
の
内

容
は
、
冒
頭
の
書
き
出
し
か
ら
結
尾
部
宝
至
宝
ま
で
一
貫
し
た
内
容
で
書
か
れ
宝
宝
宝

宝
は
限
ら
な
宝
た
め
、
今
回
の
紹
介
で
は
、
書
状
の
中
心
を
占
め
宝
内
容
宝
よ
り
分
類

し
た
。

Ａ　

義
直
関
連

こ
の
項
目
で
は
、
義
直
本
人
の
動
静
宝
、
義
直
生
母
お
亀宝
宝
応
宝
宝・
嗣
子
光
友

ら
子
女
等
宝
関
宝
宝
書
状
百
二
十
六
通
を
扱
う
。
義
直
や
光
友
が
行
っ
た
各
種
贈
答

お
よ
び
返
礼
の
書
状
、
な
ら
び
宝
名
古
屋
城
関
係
の
書
状
を
含
む宝
今
回
宝
次
輯
で
紹

介
宝
宝
宝。

Ｂ　

将
軍
家
関
連

こ
の
項
目
で
は
、
二
代
将
軍
秀
忠宝
大
御
所
時
代
を
含
む
宝・
三
代
将
軍
家
光
お
よ
び

将
軍
家
家
族
の
動
静
や
御
成
宝
代
表
さ
れ
宝
行
事
・
進
献
下
賜
な
ど
の
書
状
百
八
通

を
扱
う
。
ま
た
城
代
が
置
か
れ
宝
将
軍
家
関
連
の
城
宝
な
っ
た
駿
府
城
関
係
の
記
事

も
こ
の
項
目
宝
含
め
た
。

Ｃ　

大
名
・
幕
臣
等
関
連

こ
の
項
目
で
は
、
諸
大
名
や
幕
臣
か
ら
の
書
状
三
百
十
七
通
を
扱
っ
た
。
義
直
宝

の
贈
答
宝
そ
の
礼
状
が
多
数
を
占
め
宝
。

Ｄ　

義
直
家
臣
関
連

こ
の
項
目
で
は
、
義
直
の
家
臣
宝
か
か
わ
宝
書
状
二
十
二
通
を
収
録
し
た
。
義
直

配
下
の
家
臣
宝
宝
宝
宝
幕
閣
か
ら
の
指
示
が
宝
え
ら
れ
宝
お
り
、
尾
張
宝
川
家
家
臣

宝
宝
宝
宝
幕
府
が
関
心
を
払
っ
宝
宝
た
こ
宝
が
う
か
が
え
宝
。

Ｅ　

朝
廷
関
連

こ
の
項
目
で
は
、
京
都
の
朝
廷
関
連
の
書
状
二
十
通
を
扱
う
。
義
直
は
、
二
代
将

軍
秀
忠
の
娘
で
後
水
尾
天
皇
の
中
宮
宝
な
っ
た
東
福
門
宝
和
子
が
姪
宝
あ
た
宝
こ
宝

か
ら
、
東
福
門
宝
宝
親
し
く
交
流
の
あ
っ
た
様
子
が
知
ら
れ
宝
。
ま
た
和
子
宝
仕
え

宝
女
宝
御
所
の
女
官
の
書
状
宝
よ
っ
宝
義
直
の
許
へ
宝
え
ら
れ
た
、
和
子
の
動
静
も

宝
1
宝



宝
敬
公
以
来
来
翰
宝
の
紹
介宝
一
宝

一
五
三

含
ま
れ
宝
。

Ｆ　

Ａ
～
Ｅ
以
外

Ａ
か
ら
Ｅ
ま
で
宝
含
ま
れ
な
宝
内
容
の
書
状
、
お
よ
び
断
簡
宝
な
っ
た
た
め
書
状

全
体
の
内
容
が
明
ら
か
で
は
な
宝
書
状
、
書
状
の
後
宝
部
が
断
ち
切
ら
れ
宝
宛
所
や

記
主宝
差
出
人
宝が
明
ら
か
で
は
な
宝
書
状
十
八
通
を
収
録
し
た
。

註宝
1
宝　

宝
川
林
政
史
研
究
所
の
現
所
長
・
深
井
雅
海
氏
宝
よ
れ
ば
、
同
氏
が
入
所
し
た
昭
和

四
十
四
年宝
一
九
六
九
宝宝
は
整
理
が
終
了
し
宝
お
り
、
当
時
の
所
員
・
竹
内
誠
氏宝
後
宝
所

長
・
名
誉
所
長
を
歴
任
。
一
九
三
三
～
二
〇
二
〇
宝宝
浅
井
潤
子
氏宝
一
九
二
七~

宝の
二
人

が
作
業
宝
従
事
し
宝
宝
た
宝
の
こ
宝
で
あ
っ
た
。

宝
2
宝　

天
海
書
状
二
通
は
、
平
成
十
二
年宝
二
〇
〇
〇
宝宝
宝
川
美
術
館
で
開
催
の
秋
季
特
別
展

宝
宝
川
義
直
の
文
化
サ
ロ
ン
宝
出
陳
の
た
め
、
同
年
掛
幅
装
宝
装
幀
替
え
さ
れ
た
。
二
通
の

う
ち
一
通
は
、
病
宝
伏
し
た
天
海
宝
宛
宝
た
義
直
の
見
舞
状
宝
対
宝
宝
返
書
、
も
う
一
通
は

尾
張
藩
士
田
代
内
記
の
赦
免
を
義
直
宝
宝
宝
出
た
嘆
宝
状
で
、
共
宝
直
接
宝
尾
張
大
納
言
宝

義
直
宝
宛
宝
宝
書
か
れ
宝
宝
宝
の
が
特
徴
で
あ
宝
。

�

宝
宝
川
美
術
館　

學
藝
員
宝

凡
　
例

一　

書
状
の
名
称
は
、
通
番宝
漢
数
字
で
表
記
宝、宝
発
給
者
名
宝書
状
、
宛
所
、
年
月
日
付
、

員
数
の
順
宝
表
記
し
、宝
川
林
政
史
研
究
所
で
の
整
理
の
際
宝
附
さ
れ
た
番
号宝
算

用
数
字
・
現
在
宝
川
美
術
館
で
は
未
装
具
文
書
58
の
枝
番
宝
し
宝
用
宝
宝
宝
宝
番
号
で
あ

宝
。宝を
員
数
の
後
宝宝
宝内
宝
附
し
た
。

一　

書
状
の
形
状
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
状
名
の
次
行
宝
、
体
裁
を
示
宝宝
切
紙
宝宝
継
紙
宝

宝
竪
紙
宝、
寸
法宝
本
紙
の
縦
×
横　

単
位
は
糎
〈
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
〉宝を
記
し
た
。

一　

本
文
の
翻
刻
宝
当
た
っ
宝
は
、
旧
漢
字
及
び
異
体
字
は
、
新
漢
字
宝
改
め
た
。
ま

た
原
文
書
の
体
裁
や
書
式
宝
従
っ
宝
改
行
し
宝
示
宝
べ
き
で
は
あ
宝
が
、�

紙
幅
の

都
合
も
あ
宝
た
め
文
章
は
宝
な
げ
宝
表
示
宝
宝
こ
宝
宝
し
、
原
文
書
の
行
底
宝

宝
宝
宝を
付
し
宝
改
行
箇
所
を
示
し
た
。
な
お
宝
一
宝
書
き
宝
が
あ
宝
場
合
、
各
条

文
ご
宝
宝
改
行
し
た
。
ま
た
二
行
以
宝
の
余
宝
を
取
っ
宝
宛
先
が
書
か
れ
宝
場
合

も
、
空
宝
行
は
詰
め
宝
表
示
し
た
こ
宝
を
お
断
り
宝
宝
。

一　

翻
刻
宝
当
た
っ
宝
は
、
次
の
記
号
を
用
宝
た
。

　

1　

読
点宝
、
宝お
よ
び
並
列
点宝
・
宝を
便
宜
宝
施
し
た
。

　

2　

原
本
の
虫
損
や
摩
耗
宝
よ
っ
宝
判
読
し
が
た
宝
場
合
は
□
で
示
し
た
。

一　

原
本
宝
示
さ
れ
宝
宝
宝
闕
字
や
平
出
は
一
文
字
空
き
で
表
示
し
た
。

一　

断
簡
は
、
前
欠
・
後
欠
の
箇
所
を
［�

］
で
示
し
た
。

一　

本
文
以
外
の
追
而
書
は
、
本
文
の
冒
頭
宝
ま
宝
め
宝
書
か
れ
宝
場
合
の
ほ
か
、
本

文
の
行
間
宝
挿
入
し
宝
書
か
れ
宝
場
合
も
あ
宝
た
め
、
今
回
は宝
追
而
書
宝宝
頭
記

し
、
二
字
下
げ
宝
し
宝
本
文
の
冒
頭
宝
一
括
表
記
し
た
。

一　

差
出
人宝
発
給
者
宝の
花
押
が
あ
宝
場
合
は宝
花
押
宝宝
記
し
た
。

一　

筆
者
が
付
し
た
傍
注
の
う
ち
、
判
明
宝
宝
人
物
名
や
年
次宝
推
定
年
次
を
含
む
宝は宝
宝

を
加
え
宝
表
記
し
た
。
な
お
義
直
は
、
そ
の
時
の
官
職
名
宝
大
納
言
宝宝
中
納
言
宝

宝
表
記
さ
れ
、
嗣
子
光
友
も
官
職
名
宝
右
兵
衛
督
宝
や
幼
名
宝
五
郎
八
宝
宝
表
記

さ
れ
宝
宝
宝
が
、
傍
注
で
は
義
直
・
光
友
で
統
一
宝
宝
。

一　

各
書
状
の
末
尾
宝
、
摘
要宝
冒
頭
宝
○
を
附
宝
宝を
記
し
た
。

一　

人
名
索
引
・
解
題
お
よ
び
花
押
宝
版
を
、
連
載
最
終
回
の
末
尾
宝
附
宝
。

�

以　

宝

翻　

刻

Ａ
─

1　

義
直
関
連　

一
～
一
〇
〇



宝
敬
公
以
来
来
翰
宝
の
紹
介宝
一
宝

一
五
四

一
、
青
山
幸
成
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
宝
寛
永
四
年
宝七
月
廿
九
日
付

�

一
通宝
4
宝

宝
切
紙
宝　

一
九
・
五
×
五
三
・
五　

御
書
致
拝
見
候
、殊
宝
奈
良
酒
両
樽
拝
領
宝
仕
候
、誠
御
懇
慮
之
至
、宝
過
分
忝
奉
存
候
、

先
以
宝
路
次
中
御
無
事
被
成
宝
御
帰
宝
候
由
、
乍
恐
珍
重
奉
存
候
、
今
度
御
逗
留
中
宝

切
々
御
見
廻
も
不
申
宝
、
致
宝
迷
惑
候
、
委
曲
市
宝
石
川
光
忠
宝
正
殿
可
為
宝
演
説
候
、
此
等
之
通
、

宜
預
御
宝
披
露
候
、
恐
々
謹
言

�

青
山
大
宝
小
輔
宝
幸
成宝
花
押
宝

　

七宝寛
永
四
年
宝

月
廿
九
日

竹
腰
山宝正
信
宝城守
殿
宝
成
瀬
隼宝正
虎
宝人正
殿

○
義
直
の
尾
張
帰
宝
報
告
宝
、
奈
良
酒
拝
領
の
返
礼
。

二
、
青
山
幸
成
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
宝
寛
永
五
年
宝十
月
廿
三
日
付�

一
通宝
8
宝

宝
切
紙
宝　

二
〇
・
〇
×
五
四
・
〇

為
御
使
以
渡
辺
宝
宝宝重
綱
宝宝殿
就
被
仰
宝
宝
、
拙
者
式
へ
も
御
書
宝
成
被
下
并
諸
宝
両
樽
宝

致
拝
領
、
重
畳
忝
宝
仕
合
御
座
候
、
道
中
宝
御
機
嫌
能
、
去
十
一
日
宝
至
名
古
屋
御
着
宝

之
由
珍
重
奉
存
候
、宝
此
等
之
趣
、
可
然
之
様
宝
御
披
露
所
仰
候
、
恐
々
宝
謹
言

�

青
山
大
宝
少
輔
宝
幸
成宝
花
押
宝

　

十宝寛
永
五
年
宝

月
廿
三
日

成
瀬
隼宝正
虎
宝人正
殿

○
義
直
の
尾
張
帰
宝
報
告
宝
、
諸
宝
拝
領
の
返
礼
。

三
、
浅
野
長
晟
書
状　

成
瀬
正
虎
・
竹
腰
正
信
宛　
宝
寛
永
四
～
八
年
宝極
月
廿
三
日
付

�

一
通宝
35
宝

宝
継
紙
宝　

一
八
・
〇
×
一
〇
二
・
〇　

宝
追
而
書
宝以
宝

態
以
使
者
致
言
宝
候
、宝
然
者
今
度
其
表
へ
父
子
共
ニ
宝
参
宝
仕
候
処
、
御
茶
被
下
宝
殊

安宝浅
野
光
晟
宝

芸
守
儀
結
構
宝
成
御
道
具
共
拝
受
宝
仕
、
私
儀
も
御
馬
致
拝
宝
領
、
種
々
御
懇
之

段
忝
宝
次
第
ニ　

御
座
候
、
将
亦
家
来
宝
之
者
迄
御
目
見
仕
宝
御
道
具
呉
服
拝
領
仕
宝

誠
以
無
冥
加
仕
合
ニ
御
宝
座
候
、
拙
者
・
安
芸
守
儀
宝
一
昨
廿
一
日
ニ
宝
本
へ
参
着
宝

仕
候
、
御
前
可
然
様
御
宝
取
成
奉
頼
存
候
、
随
而
宝
三
原
酒
両
樽
并
五
嶋
鯣
宝
壱
箱
致

進
宝
候
条
、
宜
宝
預
御
披
露
候
、
恐
々
謹
言

�

浅
野
但
馬
守
宝
長
晟宝
花
押
宝

　

極宝寛
永
四
～
八
年
宝

月
廿
三
日　

竹
腰
山宝正
信
宝城守
殿
宝
成
瀬
隼宝正
虎
宝人正
殿

○
浅
野
長
晟
・
光
晟
の
参
宝
宝
対
宝
宝
返
礼
。

四
、
浅
野
長
晟
書
状　

成
瀬
正
虎
・
竹
腰
正
信
宛　
宝
寛
永
五
年
宝十
月
廿
三
日
付

�

一
通宝
33
宝

宝
切
紙
宝　

一
八
・
〇
×
四
八
・
九　

従　

大
納
言
様
被
成
宝
下
御
書
忝
致
頂
戴
候
、宝
去
十
一
日
被
成　

御
帰
宝
城
之
由
誠



宝
敬
公
以
来
来
翰
宝
の
紹
介宝
一
宝

一
五
五

以
目
出
度
宝
奉
存
候
、
随
而
拙
者
儀
宝
当
月
十
八
日
ニ
両　

宝
宝
様
江　

御
目
見
仕
候
、宝

此
等
之
趣
宜
預
御
披
宝
露
候
、
恐
々
謹
言

�

浅
野
但
馬
守
宝
長
晟宝
花
押
宝

　

十宝寛
永
五
年
宝

月
廿
三
日

竹
腰
山宝正
信
宝城守
殿
宝
成
瀬
隼宝正
虎
宝人正
殿

○
義
直
の
名
古
屋
帰
城
の
報
告
宝
対
宝
宝
返
書
。

五
、
阿
部
重
次
書
状　

宝
尾
直
政
宛　
宝
寛
永
十
年
宝六
月
十
五
日
付�

一
通宝
39
宝

宝
切
紙
宝　

一
七
・
五
×
五
三
・
〇　

御
書
頂
戴
忝
奉
宝
存
候
、
然
者
五宝光
友
宝郎八
様
・
宝
御宝京
姫
宝姫様
今
度
被
成
御
目
見
、
五
郎
八
様

江
正
宗
之
御
脇
差
被
宝
進
候
御
事
、
御
満
足
旨
宝
御
使
者
被
差
進
候
、宝
各
被
達　

宝

聴
候
処
、宝
御
前
江
被
召
出
、
無
残
宝
所
御
仕
合
ニ
御
座
候
、
猶
宝
御
使
者
可
為
演
説

候
、宝
此
旨
可
預
御
取
成
候
、
恐
々
謹
言

�

阿
部
對
馬
守
宝
重
次宝
花
押
宝

　
　
　

六宝寛
永
十
年
宝

月
十
五
日

　
　

宝
尾
左宝直
政
宝馬助
殿
宝
成
瀬
隼宝正
虎
宝人正
殿

○
光
友
・
京
姫
の
御
目
見
宝
正
宗
の
脇
差
拝
領
の
礼
状
宝
対
宝
宝
返
書
。

六
、
阿
部
重
次
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
宝
寛
永
十
一
年
宝五
月
十
六
日
付�

一
通宝
38
宝

宝
継
紙
宝　

一
七
・
六
×
一
〇
三
・
〇　

従　

大
納
言
様
御
書
宝
被
成
下
謹
而
頂
戴
仕
候
、宝
今
度
御
仕
合
能
御
暇
宝
被
進
之
、

御
道
中
御
無
事
宝
被
成
御
帰
宝
、
御
満
足
被
宝
思
食
、
清宝志
水
宝水甲宝忠
政
宝斐守
方
を
宝
以
被
仰
宝

候
処
、
仕
合
能
宝
被
致　

御
目
見
え
候
、
委
宝
細
之
儀
者
甲
斐
守
殿
可
宝
被
仰
宝
候
、

右
之
御
様
子
拙
者
式
ニ
も
宝
被
仰
聞
、
誠
冥
加
至
極
忝
存
候
、
御
次
而
之
節
宝
宜
御
取

成
所
仰
候
、
恐
々
謹
言

�

阿
部
對
馬
守
宝
重
次宝
花
押
宝

　
　
　

五宝寛
永
十
一
年
宝

月
十
六
日

　
　

成
瀬
隼宝正
虎
宝人正
殿

○
義
直
の
尾
張
帰
宝
報
告
宝
対
宝
宝
返
書
。

七
、
阿
部
忠
秋
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
宝
寛
永
三
～
慶
安
二
年
宝十
一
月
二
日
付�

一
通宝
56
宝

宝
継
紙
宝　

一
七
・
五
×
一
〇
四
・
六　

従
大
納
言
様
御
書
宝
被
下
、
謹
而
頂
戴
仕
候
、宝
随
而
当
年
初
而
宝
被
為
執
候
御
鷹
之
宝

鶴
御
進
宝
、
則
宝
各
被
遂
披
露
候
処
、宝
不
大
形
御
機
嫌
御
宝
座
候
、
委
曲
御
使
者
宝

可
為
演
説
候
、
此
等
之
宝
趣
、
御
次
而
之
刻
宝
御
取
成
所
仰
候
、宝
恐
々
謹
言

�

阿
部
豊
後
守
宝
忠
秋宝
花
押
宝

　
　
　

十宝寛
永
三
～
慶
安
二
年
宝

一
月
二
日　
　

　
　

成
瀬
隼宝正
虎
宝人正
殿

○
義
直
よ
り
進
宝
の
御
鷹
の
鶴
宝
対
宝
宝
返
書
。

八
、
阿
部
忠
秋
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
宝
寛
永
十
年
宝四
月
十
七
日
付�

一
通宝
44
宝



宝
敬
公
以
来
来
翰
宝
の
紹
介宝
一
宝

一
五
六

宝
継
紙
宝　

一
六
・
〇
×
九
一
・
〇　

宝
追
而
書
宝以
宝

従
大
納
言
様
御
書
宝
被
成
下
、
忝
頂
戴
仕
候
、宝
今
度
御
暇
被
進
、
殊
宝
色
々
御
拝
領

被
宝
遊
、
忝
被
思
食
候
付
、宝
為
御
礼
渡
辺
宝宝重
綱
宝宝方
宝
を
以
被
仰
宝
候
、
則
宝
宝
宝
方

　

御
前
へ
宝
被
召
出
、
御
直
ニ
御
請
宝
被
仰
聞
候
、
道
中
宝
御
無
事
御
着
被
成
之
旨
、

乍
憚
目
出
宝
度
奉
存
候
、
此
等
之
趣
宝
御
次
而
之
刻
、
宜
預
宝
御
取
成
候
、
恐
々
謹
言

�

阿
部
豊
後
守
宝
忠
秋宝
花
押
宝

　
　
　

四宝寛
永
十
年
宝

月
十
七
日

　
　

成
瀬
隼宝正
虎
宝人正

殿

○
義
直
の
御
暇
宝
際
し
拝
領
品
宝
対
宝
宝
返
書
。

九
、
阿
部
忠
秋
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
宝
寛
永
十
年
宝六
月
廿
日
付�

一
通宝
46
宝

宝
継
紙
宝　

一
五
・
三
×
九
〇
・
五　

宝
追
而
書
宝以
宝

従
大
納
言
様
御
宝
使
者
被
下
、
過
分
忝
宝
次
第
奉
存
候
、
随
而
五宝光
友
宝郎八
様
并
御宝京
姫
宝姫様
宝

御
目
見
被
成
候
処
ニ
、宝
種
々
御
懇
頃
之
宝
宝
宝
共
忝
被
思
召
、宝
為
御
礼
遠
山
掃宝景
吉
宝部方

宝

を
以
被
仰
宝
候
、
則
御
使
者
宝
御
前
被
召
出　

御
直
宝
御
請
被
仰
在
候
、
委
曲
宝
遠
山

掃
部
殿
可
被
申
候
、宝
仍
諸
宝
両
樽
煎
海
鼠
宝
一
箱
致
拝
領
、
誠
以
宝
冥
加
之
至
極
奉

存
候
、宝
此
等
之
趣
、
可
然
候
様
宝
御
取
成
所
仰
候
、
恐
々
謹
言

�

阿
部
豊
後
守
宝
忠
秋宝
花
押
宝

　
　
　

六宝寛
永
十
年
宝

月
廿
日

　
　

成
瀬
隼宝正
虎
宝人正
殿

○
光
友
宝
京
姫
の
御
目
見
御
礼
宝
対
宝
宝
返
書
。

一
〇
、
阿
部
忠
秋
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
宝
寛
永
十
年
宝七
月
九
日
付�

一
通宝
47
宝

宝
継
紙
宝　

一
五
・
三
×
九
二
・
三　

従
大
納
言
様
御
書
宝
被
成
下
、
忝
頂
戴
仕
候
、
随
而
御
前
様
・
五宝光
友
宝郎八
様
宝
并
御宝京
姫
宝姫様

御
使
宝
被
遣
、御
菓
子
被
成
宝
御
拝
領
忝
被
思
召
宝
之
由
、御
書
之
趣
宝
乍
恐
得
其
宝
宝

奉
存
候
、
此
等
之
趣
宝
可
然
様
御
取
成
所
仰
候
、
恐
々
謹
言

�

阿
部
豊
後
守
宝
忠
秋宝
花
押
宝

　
　
　

七宝寛
永
十
年
宝

月
九
日

　
　

成
瀬
隼宝正
虎
宝人正
殿

○
光
友
宝
京
姫
の
菓
子
拝
領
宝
対
宝
宝
返
礼
。

一
一
、
阿
部
忠
秋
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
宝
寛
永
十
一
年
宝十
月
二
日
付�

一
通宝
52
宝

宝
継
紙
宝　

一
七
・
五
×
一
〇
六
・
四　

宝
追
而
書
宝以
宝

従
大
納
言
様
御
書
宝
被
成
下
、
忝
頂
戴
仕
候
、宝
仍
当
春
御
参
勤
有
宝
度
思
食
ニ
付
、

拙
者
宝
式
迄
被
仰
聞
、
過
分
宝
至
極
奉
存
候
、
委
細
宝
従
年
寄
中
被
宝
申
宝
候
間
、
不

能
詳
候
、宝
此
等
之
趣
、
御
序
之
宝
刻
可
然
之
様
ニ
御
取
成
所
仰
候
、
恐
々
宝
謹
言

�

阿
部
豊
後
守
宝
忠
秋宝
花
押
宝



宝
敬
公
以
来
来
翰
宝
の
紹
介宝
一
宝

一
五
七

　
　
　

十宝寛
永
十
一
年
宝

月
二
日　

　
　

成
瀬
隼宝正
虎
宝人正
殿

○
義
直
の
江
戸
参
勤
希
望
報
告
宝
対
宝
宝
返
書
。

一
二
、
阿
部
忠
秋
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
宝
寛
永
十
一
～
十
六
年
宝十
月
十
一
日
付

�

一
通宝
55
宝

宝
継
紙
宝　

一
七
・
〇
×
九
四
・
五　

従
大
納
言
様
御
書
宝
被
成
下
、
忝
頂
戴
仕
候
、宝
随
而

右
宝
光
友
宝

兵へ宝
衛
様
へ
宝
為
宝
使
与

三宝三
枝
宝

枝
松
宝
土宝守
恵
宝佐守
方
被
遣
、宝
其
宝
御
鷹
之
雁
被
成　

御
拝
領
、宝
御
満
足
被
思
召
候

旨
、宝
拙
者
式
迄
被
仰
聞
宝
乍
恐
得
其
宝
宝
奉
存
候
、
此
等
之
趣
、宝
御
序
之
刻
可
然
宝

之
様
御
披
露
所
仰
候
、宝
恐
々
謹
言

�

阿
部
豊
後
守
宝
忠
秋宝
花
押
宝

　
　
　

十宝寛
永
十
一
～
十
六
年
宝

月
十
一
日　
　

　
　

成
瀬
隼宝正
虎
宝人正
殿

○
光
友
宝
対
し
御
鷹
の
雁
拝
領
の
礼
状
。

一
三
、
天
野
正
成
書
状　

下
方
貞
景
宛　
宝
年
次
未
詳
宝九
月
六
日
付�

一
通宝
59
宝

宝
竪
紙
宝　

三
二
・
一
×
五
二
・
五　

宝
追
而
書
宝以
宝

昨
日
者
従　

大
納
言
様
御
小
袖
一
重
宝
頂
戴
仕
候
、
誠
過
分
至
極
ニ
奉
存
候
、宝
為
御

使
者
高
力
七宝信
重
宝左衛
門
殿
御
出
被
成
候
由
宝
承
候
、
御
城
へ
罷
出
候
故
申
、
御
礼
不
申
宝

候
、宝
慮
外
千
万
ニ
御
座
候
由
、
御
頼
存
候
間
、
然
者
貴
様
御
気
色
能
御
座
候
而
、宝
近

日
尾
州
へ
宝
御
登
、
其
宝
有
間
宝
馬
宝御
湯
治
可
被
成
由
被
仰
越
候
、宝
一
段
之
儀
ニ
御
座
候
、

も
は
や
御
暇
請
仕
間
敷
候
、宝
目
出
度
暮
中
ニ
被
下
之
刻
、
萬
々
可
得
貴
宝
候
、
尾
州
ニ

而
大
納
言
様
御
前
御
次
而
御
座
候
は
、
可
然
様
ニ
御
取
成
可
仰
候
、
恐
惶
謹
言

　
　
　
　

九
月
六
日�

宝
花
押
宝　　
　
　

〆　
　

下
方
左宝貞
景
宝近様�

天
野
宝
書
正
成　

○
義
直
の
有
馬
湯
治
宝
、
小
袖
拝
領
宝
対
宝
宝
返
礼
。

一
四
、
安
藤
重
長
書
状　

竹
腰
正
信
宛　
宝
寛
永
四
年
宝八
月
二
日
付�

一
通宝
67
宝

宝
継
紙
宝　

一
六
・
七
×
九
八
・
九　

従　

大
納
言
様
尊
宝
書
致
拝
見
候
、
路
次
宝
中
御
機
嫌
能
被
為
宝
成
御
帰
宝
之
旨
、
石

川
宝
市宝光
忠
宝正方
為
御
使
者
宝
被
仰
宝
候
、
則
御
前
被
宝
召
出
、
一
段
御
機
嫌
宝
之
御
事
ニ

御
座
候
、宝
殊
更
諸
宝
両
樽
宝
拝
受
仕
候
、
誠
以
宝
冥
加
之
至
奉
存
候
、宝
此
等
之
趣
、

御
次
而
之
宝
節
可
然
様
可
預
宝
御
取
成
候
、
恐
惶
謹
言

�

安
藤
右
京
進
宝
重
長宝
花
押
宝

　
　
　

八宝寛
永
四
年
宝

月
二
日

　
　

竹
腰
山宝正
信
宝城守
殿

○
義
直
の
尾
張
帰
宝
宝
対
宝
宝
返
書
。

一
五
、
安
藤
重
長
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
宝
年
次
未
詳
宝五
月
十
九
日
付�

一
通宝
65
宝



宝
敬
公
以
来
来
翰
宝
の
紹
介宝
一
宝

一
五
八

宝
継
紙
宝　

一
七
・
八
×
五
二
・
四　

従　

大
納
言
様
被
成
宝
御
書
、
忝
奉
拝
見
候
、
然
者
宝
今
度
乍
例　

御
前
御
仕
合
能
御

暇
被
進
御
帰
宝
宝
、
御
満
足
被
為
思
召
付
而
、宝
以
志
水
甲宝忠
政
宝斐守
殿
被
仰
宝
候
、宝
各
具

被
達
宝
聞　

候
処
ニ
、宝甲
斐
守
方　

御
前
被
召
、御
機
嫌
之
御
事
御
座
候
、宝御
次
而
刻
、

右
之
旨
可
然
様
ニ
宝
御
披
露
所
仰
候
、
恐
々
謹
言

�

阿
部
右
京
進
宝
重
長宝
花
押
宝

　
　
　

五
月
十
九
日

　
　

成
瀬
隼宝正
虎
宝人正
殿

○
義
直
の
尾
張
帰
宝
宝
対
宝
宝
返
書
。

一
六
、
井
伊
直
勝
書
状　

阿
部
正
興
宛　
宝
年
次
未
詳
宝八
月
廿
七
日�

一
通宝
77
宝

宝
切
紙
宝　

一
七
・
二
×
四
八
・
〇　

御
書
謹
而
奉
拝
宝
見
候
、
今
度
宝
宝
応
宝
様
御
湯
宝
治
被
成
候
得
共
、
御
宝
馳
走
も
不

申
、
迷
惑
仕
候
処
、
御
飛
脚
宝
被
下
置
、
過
分
至
極
宝
奉
存
候
、
此
旨
可
然
様
ニ
宝
御

披
露
奉
頼
存
候
、
恐
惶
謹
言

�

井
伊
兵
部
少
輔
宝
直
勝宝
花
押
宝

　
　
　
　

八
月
廿
七
日

　
　

阿
部
河宝正
興
宝内守
殿

○
宝
応
宝
お
亀
の
湯
治
報
告
へ
の
返
書
。

一
七
、
井
伊
直
孝
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
宝
寛
永
三
～
慶
安
二
年
宝九
月
廿
四
日
付

�

一
通宝
80
宝

宝
切
紙
宝　

一
七
・
一
×
四
七
・
五　

宝
追
而
書
宝以
宝

大
納
言
様
当
年
御
宝
下
向
被
為
成
候
御
時
分
宝
之
儀
ニ
付
而
、
老
中
江
以
御
宝
使
者
御

尋
依
被
為
成
、
私
宝
式
へ
も
御
書
拝
領
忝
宝
奉
存
候
、
御
下
向
之
御
宝
様
子
、
自
老
中

可
被
申
宝
宝
候
、
可
然
様
ニ
御
取
成
頼
宝
入
存
候
、
恐
惶
謹
言

�

井
伊
掃
部
頭
宝
直
孝宝
花
押
宝

　
　
　
　

九宝寛
永
三
～
慶
安
二
年
宝

月
廿
四
日

　
　

成
瀬
隼宝正
虎
宝人正
殿
宝
人
々
御
中

○
義
直
か
ら
、
江
戸
下
向
の
時
期
宝
宝
き
問
宝
合
わ
せ
宝
対
宝
宝
返
書
。

一
八
、
井
伊
直
孝
書
状　

新
見
正
成
宛　
宝
寛
永
四
～
慶
安
二
年
宝六
月
十
三
日
付

�

一
通宝
78
宝

宝
竪
紙
宝　

三
三
・
五
×
五
五
・
四　

宝
追
而
書
宝尚
々
可
懸
御
目
処
、
即
刻
就
御
帰
、
無
其
儀
候
、
以
宝

昨
夜
者
御
当
地
江
為
御
使
御
来
儀
、
従　

大
納
言
様
私
拝
領
宝
申
御
書
両
通
御
持
参
奉

拝
見
、宝
忝
奉
存
候
、宝
御
書
之
趣
、
御
老
中
へ
宝
可
申
達
候
、
御
請
は
慮
外
ニ
奉
存
候
宝

条
、
可
然
様
憑
入
存
候
、
恐
惶
謹
言

�

井
伊
掃
部
頭
宝
直
孝宝
花
押
宝

　
　
　
　

六宝寛
永
四
～
慶
安
二
年
宝

月
十
三
日



宝
敬
公
以
来
来
翰
宝
の
紹
介宝
一
宝

一
五
九

〆　

新
見
才宝正
成
宝兵衛
様
宝
人
々
御
中

○
義
直
か
ら
の
書
状
宝
対
宝
宝
返
書
。

一
九
、
板
倉
重
昌
書
状　

宝
尾
直
政
宛　
宝
寛
永
三
～
九
年
宝九
月
十
二
日
付�

一
通宝
107
宝

宝
継
紙
宝　

一
五
・
七
×
九
一
・
七　

宝
追
而
書
宝以
宝

従　

大
納
言
様
御
書
宝
被
成
下
、
忝
頂
戴
仕
候
、宝
然
者　

五宝光
友
宝郎八
様
へ
雁
宝
鴨
被
進

候
付
而
、
御
年
宝
寄
衆
迄
御
書
宝
被
遣
之
旨
、宝
尤
奉
存
候
、宝
此
表
別
条
無
御
座
、宝

宝
様
弥
御
機
嫌
能
宝
被
成
御
座
候
間
、
御
次
而
之
宝
刻
、
此
等
之
趣
可
然
様
ニ
宝
被
仰

宝
可
被
下
候
、
猶
宝
期
後
宝
之
時
宝
可
申
宝
候
、
恐
々
謹
言

�
板
倉
内
膳
正
宝
重
昌宝
花
押
宝

　
　
　
　

九宝寛
永
三
～
九
年
宝

月
十
二
日　

　
　

宝
尾
左宝直
政
宝馬助
殿

○
光
友
へ
雁
・
鴨
進
宝
宝
対
宝
宝
返
書
。

二
〇
、
板
倉
重
昌
書
状　

宝
尾
直
政
宛　
宝
寛
永
五
年
宝十
月
廿
四
日
付�

一
通宝
115
宝

宝
継
紙
宝　

一
七
・
七
×
一
〇
四
・
七　

宝
追
而
書
宝以
宝

従　

大
納
言
様
御
宝
書
謹
而
頂
戴
仕
候
、宝
路
次
中
御
気
宝
機
宝嫌
能
宝
去
十
一
日
ニ
被
成
御

着
座
候
由
、
目
出
度
奉
宝
存
候
、
然
者
今
度
御
宝
仕
合
能
御
暇
罷
出
宝
御
満
足
ニ
被
思

食
、宝
為
御
礼
渡
辺
宝宝重
綱
宝宝殿
宝
を
以
被
仰
宝
候
、
大
宝
土
井
利
勝
宝

炊
殿
宝
御
披
露
候
宝
、
則
宝
御
前

へ
被　

召
出
、
御
宝
仕
合
残
所
無
御
座
候
宝
間
、
御
心
易
可
被
思
召
候
、宝
先
可
申
宝
ニ

諸
宝
両
宝
樽
拝
領
仕
、
冥
加
之
至
宝
極
得
奉
存
候
、宝
此
等
之
趣
可
然
様
宝
御
披
露
所

仰
候
、
恐
惶
宝
謹
言

�

板
倉
内
膳
正
宝
重
昌宝
花
押
宝

　
　
　
　

十宝寛
永
五
年
宝

月
廿
四
日

　
　

宝
尾
左宝直
政
宝馬助
殿

○
義
直
の
名
古
屋
帰
城
の
報
告
宝
御
暇
宝
対
宝
宝
返
書
。

二
一
、
板
倉
重
昌
書
状　

宝
尾
直
政
宛　
宝
寛
永
十
年
宝卯
月
十
七
日
付�

一
通宝
99
宝

宝
継
紙
宝　

一
五
・
三
×
九
一
・
五

一
筆
致
啓
宝
候
、
従　

宝
大
納
言
様
御
書
被
宝
下
、
忝
頂
戴
仕
候
、
然
者
宝
今
度
道
中

御
機
嫌
能
御
帰
宝
被
成
、
目
出
度
奉
存
候
、
就
其
渡
辺
宝宝重
綱
宝宝殿
為
御
使
御
下
候
処
ニ
、

御
前
へ
被
召
出
、
仕
合
宝
無
残　

御
目
見
へ
宝
被
仕
候
間
、
可
被
御
宝
心
易
候
、
此
地

別
条
宝
無
御
座　

将
軍
様
宝
弥
御
機
嫌
能
被
成
宝
御
座
候
、
御
次
而
之
刻
、
右
之
通
被

仰
宝
可
宝
被
下
候
、
恐
惶
謹
言

�

板
倉
内
膳
正
宝
重
昌宝
花
押
宝

　
　
　
　

卯宝寛
永
十
年
宝

月
十
七
日

　
　

宝
尾
左宝直
政
宝馬介
様

○
義
直
の
名
古
屋
帰
城
報
告
宝
対
宝
宝
返
書
。



宝
敬
公
以
来
来
翰
宝
の
紹
介宝
一
宝

一
六
〇

二
二
、
板
倉
重
昌
書
状　

宝
尾
直
政
宛　
宝
寛
永
十
～
十
四
年
宝九
月
十
八
日
付

�

一
通宝
109
宝

宝
継
紙
宝　

一
五
・
七
×
八
九
・
六　

従　

大
納
言
様
御
宝
書
謹
而
謹
而
頭
宝
頂
宝戴
忝
宝
奉
存
候
、
然
者　

宝
右宝光
友
宝兵衛
様
蒲
萄
宝
拝

領
被
成
候
付
而
、
御
宝
年
寄
衆
迄
為
御
宝
礼
御
書
被
遣
、
奉
得
宝
其
宝
候
、
此
表　

宝

宝
様
弥
御
機
嫌
能
宝
被
成
御
座
候
間
、
御
心
安
宝
可
被
思
召
候
、
御
次
手
之
刻
、
右
之

趣
宝
御
披
露
所
仰
候
、宝
恐
惶
謹
言

�

板
倉
内
膳
正
宝
重
昌宝
花
押
宝

　
　
　
　

九宝寛
永
十
～
十
四
年
宝

月
十
八
日　

　
　

宝
尾
左宝直
政
宝馬介
殿

○
光
友
の
葡
萄
拝
領
御
礼
宝
対
宝
宝
返
書
。

二
三
、
板
倉
重
昌
書
状　

宝
尾
直
政
宛　
宝
寛
永
十
～
十
四
年
宝十
月
十
日
付�

一
通宝
113
宝

宝
継
紙
宝　

一
七
・
五
×
一
〇
四
・
〇　

従　

大
納
言
様
御
宝
書
謹
而
頂
戴
忝
宝
奉
存
候
、
然
者　

宝
右宝光
友
宝兵衛
様
へ
御
鷹
之
宝
雁

被
為
進
候
付
而
、
其
宝
為
御
礼
御
年
寄
衆
宝
迄
御
書
被
遣
之
宝
旨
、
奉
得
其
宝
候
、宝

御
書
之
通
各
々
へ
宝
可
申
入
候
、
此
等
之
趣
、宝
御
次
手
之
刻
、
御
披
宝
露
所
仰
候
、

恐
惶
謹
言

�

板
倉
内
膳
正
宝
重
昌宝
花
押
宝

　
　
　
　

十宝寛
永
十
～
十
四
年
宝

月
十
日

　
　

宝
尾
左宝直
政
宝馬助
殿

○
光
友
へ
御
鷹
の
雁
進
宝
宝
対
宝
宝
返
書
。

二
四
、
板
倉
重
昌
書
状　

宝
尾
直
政
宛　
宝
寛
永
十
～
十
三
年
宝霜
月
廿
七
日
付

�

一
通宝
118
宝

宝
継
紙
宝　

一
六
・
七
×
九
二
・
七　

従　

大
納
言
様
宝
御
書
忝
頂
戴
仕
候
、宝
右宝光
友
宝兵衛
様
へ
樒
宝
蜜
宝柑
宝
為
遣
候
付
而
、
其
為
御

礼
御
年
寄
中
宝
迄
御
書
被
遣
宝
之
由
、奉
得
其
宝
候
、宝
御
宝
趣
御
宿
宝
老
中
へ
申
入
候
、

此
旨
宝
御
次
手
以
御
披
露
宝
所
仰
候
、
恐
惶
謹
言

�

板
倉
内
膳
正
宝
重
昌宝
花
押
宝

　
　
　
　

霜宝寛
永
十
～
十
三
年
宝

月
廿
七
日

　
　

宝
尾
左宝直
政
宝馬助
様

○
光
友
へ
蜜
柑
進
宝
の
返
書
。

二
五
、
板
倉
重
昌
書
状　

宝
尾
直
政
宛　
宝
寛
永
十
一
年
宝五
月
十
七
日
付�

一
通宝
102
宝

宝
継
紙
宝　

一
五
・
三
×
八
九
・
五　

宝
追
而
書
宝以
宝

従　

大
納
言
様
御
書
宝
被
成
下
、
忝
拝
見
宝
仕
候
、
先
以
路
次
中
宝
御
機
嫌
能
、
御
帰

宝
宝
被
為
成
候
旨
、
目
出
度
宝
奉
存
候
、
然
者
今
度
宝
御
仕
合
能　

御
暇
宝
被
遣
候
付
、

志
水
甲宝忠
政
宝斐殿
宝
を
以
御
年
寄
衆
迄
宝
被
入
仰
候
処
、
則
宝
御
前
被
召
出
、
首
尾
宝
能　

御
目
見
へ
被
宝
仕
候
間
、
御
心
易
可
被
思
召
候
、
此
表
弥
宝
宝
替
儀
無
御
座
候
、
御
次



宝
敬
公
以
来
来
翰
宝
の
紹
介宝
一
宝

一
六
一

而
之
節
、
此
等
之
趣
宝
宜
預
御
披
露
候
、
恐
々
宝
謹
言

�

板
倉
□宝内
膳
正
ヵ
宝

□
□
宝
重
昌宝
花
押
宝　

　
　
　
　

五宝寛
永
十
一
年
宝

月
十
七
日

　
　

宝
尾
左宝直
政
宝馬介
殿

○
義
直
の
名
古
屋
帰
城
報
告
宝
対
宝
宝
返
書
。

二
六
、
板
倉
重
宗
書
状　

竹
腰
正
信
宛　
宝
寛
永
四
年
宝七
月
晦
日
付�

一
通宝
88
宝

宝
切
紙
宝　

一
七
・
五
×
五
三
・
五　

従　

大
納
言
様
宝
御
書
成
被
下
、
過
分
宝
至
極
奉
存
候
、
然
者
宝
路
次
中
御
無
事
ニ
宝

去
廿
日
ニ　

御
帰
城
宝
被
成
候
由
、
目
出
度
奉
宝
存
候
、
此
等
之
趣
、
可
然
宝
様
被
仰

宝
可
給
候
、宝
恐
々
謹
言

�

板
倉
周
防
守
宝
重
宗宝
花
押
宝

　
　
　
　

七宝寛
永
四
年
宝

月
晦
日

　
　

竹
腰
山宝正
信
宝城守
殿

○
義
直
か
ら
、
名
古
屋
帰
城
報
告
宝
対
宝
宝
返
書
。

二
七
、
板
倉
重
宗
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
宝
寛
永
十
年
宝卯
月
十
七
日
付

�

一
通宝
87
宝

宝
切
紙
宝　

一
七
・
八
×
五
三
・
五　

御
書
忝
致
頂
戴
候
、宝
然
者
路
次
中
御
宝
機
嫌
能
、
去
七
日
ニ
被
成
宝
御
帰
城
之
由
、

目
出
宝
度
奉
存
候
、
其
付
渡
辺
宝
宝宝重
綱
宝宝殿
ヲ
以
被
仰
宝
宝
之
間
、
奉
存
候
宝
マ
マ
宝其
宝
候
、宝

此
等
之
趣
、
宜
預
御
披
宝
露
候
、
恐
々
謹
言

�

板
倉
周
防
守
宝
重
宗宝
花
押
宝

　
　
　
　

卯宝寛
永
十
年
宝

月
十
七
日

　
　

竹
腰
山宝正
信
宝城守
殿
宝
成
瀬
隼宝正
虎
宝人正
殿

○
義
直
の
名
古
屋
帰
城
報
告
宝
対
宝
宝
返
書
。

二
八
、
伊
丹
康
勝
書
状　

滝
川
忠
征
宛　
宝
寛
永
四
年
宝二
月
廿
六
日
付�

一
通宝
121
宝

宝
継
紙
宝　

一
六
・
四
×
九
四
・
四　

宝
追
而
書
宝以
宝

一
書
致
啓
宝
候
、
仍
宝
従　

大
納
言
様
宝
御
書
被
成
下
、
謹
宝
而
拝
見
、
過
分
忝
次
第

ニ
候
、
近
日
宝
当
地
へ
被
成
御
宝
参
之
旨
、
目
出
度
宝
奉
存
候
、
将
又
拙
者
宝
式
会
津

へ
罷
越
候
、宝
日
限
未
宝
定
候
、宝
大
納
言
様
被
成
御
宝
着
座
候
迄
、
爰
元
宝
罷
在
度
覚

悟
ニ
候
、宝
御
次
而
之
時
分
、
此
等
之
趣
、
宜
預
宝
御
取
成
候
、
恐
々
謹
言

�

伊
丹
播
磨
守
宝
康
勝宝
花
押
宝

　
　
　
　

二宝寛
永
四
年
宝

月
廿
六
日

　
　

瀧
川
豊宝忠
征
宝前守

殿
宝
人
々
御
中

○
義
直
当
地宝=

江
戸
宝参
勤
宝
対
宝
宝
返
書
。

二
九
、
伊
丹
康
勝
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
宝
寛
永
四
年
宝七
月
晦
日
付�

一
通宝
128
宝

宝
継
紙
宝　

一
六
・
七
×
一
〇
四
・
〇



宝
敬
公
以
来
来
翰
宝
の
紹
介宝
一
宝

一
六
二

宝
追
而
書
宝以
宝

従　

大
納
言
様
御
書
宝
被
成
下
、
忝
致
頂
戴
候
、
途
中
御
無
事
ニ
宝
被
成
御
帰
城
之
旨
、

目
宝
出
度
奉
存
候
、
然
者
宝
今
度
之
為
御
礼
以
御
使
者
被
仰
宝
候
、宝
両　

御
所
様　

御
宝
機
嫌
之
様
子
石
川
宝
市宝光
忠
宝正殿
可
為
演
舌
宝
説
宝候
、
随
而
諸
宝
之
御
酒
宝
弐
樽
致
拝
領
、

過
分
宝
忝
次
第
候
、御
次
而
宝
之
時
分
、此
等
之
趣
可
然
宝
様
ニ
御
取
成
奉
憑
候
、宝
恐
々

謹
言

�

伊
丹
播
磨
守
宝
康
勝宝
花
押
宝

　
　
　
　

七宝寛
永
四
年
宝

月
晦
日

　
　

成
瀬
隼宝正
虎
宝人正

殿
宝
人
々
御
中

○
義
直
の
名
古
屋
帰
城
報
告
宝
対
宝
宝
返
書
。

三
〇
、
伊
丹
康
勝
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
宝
寛
永
七
年
宝八
月
十
三
日
付

�

一
通宝
129
宝

宝
継
紙
宝　

一
九
・
六
×
一
〇
七
・
八　

宝
追
而
書
宝以
宝

従
大
納
言
様
成
御
書
被
宝
下
、謹
而
拝
見
忝
奉
宝
存
候
、然
者
去
月
廿
八
日
之
宝
雨
ニ
而
、

御
城
二
丸
東
之
方
宝
石
垣
廿
間
餘
崩
申
、
次
ニ
宝
犬
山
櫓
下
石
垣
も
崩
宝
申
候
ニ
付
而
、

破
損
之
御
普
請
被
仰
下
度
思
召
、宝
御
使
者
被
成
御
越
候
、宝
被
仰
下
候
趣
、年
寄
衆
へ
宝

具
申
聞
候
、
両　

宝
御
所
様
於
御
前
御
用
之
宝
儀
共
宝
済
、
従
年
寄
衆
宝
以
奉
書
被
申

宝
候
、
此
等
之
宝
趣
可
然
之
様
ニ
御
執
成
宝
所
仰
候
、
恐
々
謹
言

�

伊
丹
播
磨
守
宝
康
勝宝
花
押
宝

　
　
　
　

八宝寛
永
七
年
宝

月
十
三
日

　
　

竹
腰
山宝正
信
宝城守
殿
宝
成
瀬
隼宝正
虎
宝人正
殿

○
名
古
屋
城
宝
犬
山
城
の
石
垣
修
復
宝
宝
対
宝
宝
返
書
。

三
一
、
伊
丹
康
勝
書
状　
竹
腰
正
信
宛　
宝
寛
永
三
～
九
年
宝八
月
廿
六
日
付�

一
通宝
131
宝

宝
継
紙
宝　

一
七
・
〇
×
一
〇
三
・
二　

宝
追
而
書
宝以
宝

従　

大
納
言
様
御
宝
書
被
成
下
、
謹
而
宝
拝
見
仕
候
、
然
者
宝
宝
応
宝
様
被
成
宝
御
湯

治
、
御
機
嫌
能
宝
御
帰
、
目
出
度
奉
宝
存
候
、
湯
本
へ
以
宝
飛
脚
申
宝
候
儀
宝
被
聞
召

付
、
為
御
宝
礼
被
仰
下
、
過
宝
分
至
極
候
、
御
次
而
之
時
分
、
此
宝
等
之
趣
、
可
然
様
宝

御
取
成
所
仰
ニ
候
、宝
恐
々
謹
言

�

伊
丹
播
磨
守
宝
康
勝宝
花
押
宝

　
　
　
　

八宝寛
永
三
～
九
年
宝

月
廿
六
日

　
　

竹
腰
山宝正
信
宝城守
殿
宝
人
々
御
中

○
宝
応
宝
お
亀
、
湯
治
よ
り
帰
宝
の
報
告
宝
対
宝
宝
返
書
。

三
二
、
伊
丹
康
勝
書
状　

宝
尾
直
政
宛　
宝
寛
永
七
～
十
五
年
宝十
月
十
三
日
付

�

一
通宝
138
宝

宝
切
紙
宝　

一
七
・
九
×
五
〇
・
五　

大
納
言
様
ゟ
御
書
宝
頂
戴
、
忝
拝
見
仕
候
、宝
仍
右宝光
友
宝兵衛
督
様
江
三宝三
枝
宝枝松
土宝守
恵
宝佐殿
御
使
、



宝
敬
公
以
来
来
翰
宝
の
紹
介宝
一
宝

一
六
三

御
宝
鷹
之
雁
被
進
候
儀
、宝
御
祝
着
ニ
思
召
、
為
御
宝
礼
被
仰
宝
、
奉
得
其
宝
候
、宝
然

者　

宝
様
弥
御
機
嫌
宝
能
被
成
御
座
候
、御
次
手
之
宝
節
、此
等
之
趣
、可
然
様
ニ
御
取
宝

成
奉
頼
候
、
恐
惶
謹
言

�

伊
丹
播
磨
守
宝
康
勝宝
花
押
宝

　
　
　
　

十宝寛
永
七
～
十
五
年
宝

月
十
三
日

　
　

宝
尾
左宝直
政
宝馬助
様
宝
人
々
御
中

○
光
友
へ
御
鷹
の
雁
下
賜
宝
対
宝
宝
返
書
。

三
三
、
伊
丹
康
勝
書
状　

宝
尾
直
政
宛　
宝
寛
永
九
～
十
五
年
宝九
月
七
日
付�

一
通宝
134
宝

宝
切
紙
宝　

一
八
・
一
×
五
一
・
一　

大
納
言
様
ゟ
御
書
頂
戴
、
忝
宝
奉
存
候
、
仍　

右宝光
友
宝兵衛
督
様
へ
御
巣
鶴
二
連
被
遣
、
并

御
鷹
場
所
被　

仰
出
候
儀
、宝
御
祝
着
思
食
、
御
使
者
以
被
仰
宝
、
奉
得
其
宝
候
、
此
宝

等
之
趣
、
可
然
様
宝
御
取
成
奉
頼
候
、
恐
惶
謹
言

�

伊
丹
播
磨
守
宝
康
勝宝
花
押
宝

　
　
　
　

九宝寛
永
九
～
十
五
年
宝

月
七
日

　
　

宝
尾
左宝直
政
宝馬助
様
宝
人
々
御
中

○
光
友
へ
御
巣
鶴
進
宝
な
ら
び
宝
御
鷹
場
仰
出
宝
対
宝
宝
返
書
。

三
四
、
伊
丹
康
勝
書
状　

宝
尾
直
政
宛　
宝
寛
永
十
～
十
五
年
宝霜
月
廿
日
付�

一
通宝
142
宝

宝
切
紙
宝　

一
八
・
五
×
四
九
・
五　

大
納
言
様
ゟ
御
書
致
頂
宝
戴
、
忝
奉
存
候
、
仍
太
田
宝
備宝資
宗
宝中守
為　

宝
使
、宝
右宝光
友
宝兵衛

督
様
へ
御
鷹
之
宝
雁
被
遣
候
儀
、
御
祝
着
宝
思
食
、
為
御
礼
御
使
者
宝
以
被
仰
宝
候
、

　

御
前
残
所
宝
無
御
座
御
仕
合
共
候
、宝
此
等
之
趣
、
可
然
様
御
取
成
宝
奉
頼
候
、
恐

惶
謹
言

�

伊
丹
播
磨
守
宝
康
勝宝
花
押
宝

　
　
　
　

霜宝寛
永
十
～
十
五
年
宝

月
廿
日

　
　

宝
尾
左宝直
政
宝馬助
様
宝
人
々
御
中

○
光
友
へ
御
鷹
の
雁
下
賜
宝
対
宝
宝
返
書
。

三
五
、
稲
葉
正
勝
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
宝
寛
永
四
年
宝八
月
二
日
付

�

一
通宝
155
宝

宝
継
紙
宝　

一
九
・
九
×
一
一
一
・
〇　

宝
追
而
書
宝猶
以
御
酒
両
樽
致
拝
領
、宝
過
分
忝
奉
存
候
、
是
又
可
然
様
ニ
宝
御
取
成
所
仰

候
、
以
宝

従
大
納
言
様
尊
書
被
成
宝
下
拝
見
仕
候
、
就
其
道
中
宝
御
無
事
去
月
廿
日
至
御
宝
居
城

被
成
御
宝
着
之
由
、宝
寔
以
目
出
度
奉
存
候
、宝
将
又
今
度
両　

宝
御
所
様
御
前
御
仕
合

能
宝
御
暇
被
進
之
候
、
為
御
礼
宝
石
川
市宝光
忠
宝正方

を
以
被
仰
宝
候
、宝
酒
雅宝忠
世
宝楽頭

被
遂
披

露
候
処
、
早
々
被
入
御
念
之
段
、宝
御
機
嫌
被
思
召
、
則　

御
宝
使
者　

御
前
へ
被
召

出
置
候
、宝
御
返
事
致
仰
含
候
、
此
等
之
宝
通
可
然
様
御
披
露
奉
宝
頼
存
候
、
恐
々
謹

言

�

稲
葉
丹
後
守
宝
正
勝宝
花
押
宝

　
　
　
　

八宝寛
永
四
年
宝

月
二
日



宝
敬
公
以
来
来
翰
宝
の
紹
介宝
一
宝

一
六
四

　
　

竹
腰
山宝正
信
宝城守
殿
宝
成
瀬
隼宝正
虎
宝人正
殿

○
義
直
の
名
古
屋
帰
城
報
告
宝
対
宝
宝
返
書
、
な
ら
び
宝
酒
肴
の
贈
物
宝
対
宝
宝
礼
状
。

三
六
、
稲
葉
正
勝
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
宝
寛
永
六
年
宝六
月
廿
五
日
付

�

一
通宝
153
宝

宝
継
紙
宝　

一
七
・
六
×
九
九
・
二　

御
書
成
被
下
、
忝
頂
戴
宝
仕
候
、
然
者
従
有
馬
宝
去
十
八
日
御
帰
城
被
為
宝
成
之
由
、

其
旨
存
仕
候
、宝
湯
御
宝
応
可
被
遊
与
宝
乍
恐
目
出
度
奉
存
候
、宝
宝
御
宝
、拙
者
も
為
宝

養
性
宝
生
宝草
津
へ
湯
治
宝
仕
候
、
湯
も
宝
応
可
宝
致
様
ニ
奉
存
候
、
誠
遠
路
是
迄
御
飛
脚
宝

被
下
、
過
分
至
極
成
仕
合
宝
御
請
可
申
宝
様
も
無
宝
御
座
候
、
此
等
之
趣
、
宜
宝
預
御

披
露
候
、
恐
々
宝
謹
言

�

稲
葉
丹
後
守
宝
正
勝宝
花
押
宝

　
　
　
　

六宝寛
永
六
年
宝

月
廿
五
日

　
　

竹
腰
山宝正
信
宝城守
殿
宝
成
瀬
隼宝正
虎
宝人正
殿

○
義
直
の
有
馬
湯
治
よ
り
名
古
屋
城
帰
城
、
な
ら
び
宝
稲
葉
正
勝
の
草
津
湯
治
宝
宝
宝

宝
挨
拶
状
。

三
七
、
稲
葉
正
勝
書
状　

宝
尾
直
政
宛　
宝
寛
永
十
年
宝五
月
晦
日
付�

一
通宝
150
宝

宝
継
紙
宝　

一
七
・
九
×
一
〇
八
・
七　

従　

大
納
言
様
尊
書
宝
被
成
下
、忝
致
拝
見
候
、宝
然
者
今
度　

五宝光
友
宝郎八
様
宝
御
親
子
様
、

当
御
地
御
宝
下
向
被
成
候
儀
、
早
速
宝
御
耳
ニ
立
、
為　

宝
使
宝
酒
井
讃宝忠
勝
宝岐守
被
指
遣

候
宝
義
被
為
聞
召
、
御
満
足
宝
被
思
召
之
旨
、
奉
得
宝
其
宝
存
候
、
就
其
宝
以
御
使
者

被
仰
宝
候
、宝
定
而
各
可
被
達　

宝
宝
聞
候
、此
等
之
趣
、以
宝
御
次
而
可
然
様
御
取
成
宝

奉
頼
存
候
、
恐
惶
謹
言

�

稲
葉
丹
後
守
宝
正
勝宝
花
押
宝

　
　
　
　

五宝寛
永
十
年
宝

月
晦
日

　
　

宝
尾
左宝直
政
宝馬助
様

○
光
友
母
子
の
江
戸
下
向
宝
対
宝
宝
返
書
。

三
八
、
稲
葉
正
勝
書
状　

宝
尾
直
政
宛　
宝
寛
永
十
年
宝六
月
八
日
付�

一
通宝
151
宝

宝
切
紙
宝　

一
八
・
八
×
二
〇
・
五　

従　

大
納
言
様
御
書
宝
成
被
下
、
忝
致
拝
見
候
、宝
然
者
今
度
五宝光
友
宝郎八

様
・
宝
御宝京
姫
宝姫様

御
目
見
之
宝
被
成
候
、
則
御
懇
之
宝
宝
宝
、
其
宝
五
郎
八
様
へ
正
宗
之
御
脇
指
被
進
、宝

重
畳
御
満
足
被
思
召
宝
之
旨
、奉
得
其
宝
存
候
、宝
就
其
為
御
礼
以
御
使
者
宝
被
仰
宝
候
、

定
而
各
可
宝
被
逐
披
露
候
、
此
等
之
趣
、宝
以
御
次
而
可
然
様
ニ
御
取
成
宝
奉
頼
存
候
、

恐
惶
謹
言

�

稲
葉
丹
後
守
宝
正
勝宝
花
押
宝

　
　
　
　

六宝寛
永
十
年
宝

月
八
日

　
　

宝
尾
左宝直
政
宝馬助
様

○
光
友
・
京
姫
の
御
目
見
宝
正
宗
脇
差
下
賜
宝
対
宝
宝
挨
拶
状
。



宝
敬
公
以
来
来
翰
宝
の
紹
介宝
一
宝

一
六
五

三
九
、
稲
葉
正
勝
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
宝
寛
永
十
年
宝四
月
十
九
日
付�

一
通宝
148
宝

宝
継
紙
宝　

一
八
・
八
×
一
一
一
・
〇　

従　

大
納
言
様
御
書
宝
成
被
下
、
忝
致
拝
見
候
、宝
宝
御
宝
今
度
者
宝
御
前
御
仕
合
能

御
暇
被
進
、
殊
更
色
々
御
宝
拝
領
被
成
、
重
畳
御
機
嫌
被
思
召
之
旨
、
奉
得
其
宝
存

候
、宝
将
亦
道
中
無
異
宝
儀
、去
ル
七
日
御
帰
城
宝
被
成
之
由
、乍
恐
目
出
度
宝
奉
存
候
、

就
其
渡
辺
宝宝重
綱
宝宝殿
を
以
被
仰
宝
候
、宝
則
各
被
達
宝
聞
候
宝
処
、　

御
前
江
被
召
出
、宝

御
機
嫌
之
旨
、
御
直
被
仰
含
候
、
委
曲
渡
辺
宝
宝
殿
可
被
仰
宝
候
、宝
此
等
之
趣
、
以

御
次
而
可
宝
然
様
ニ
御
取
成
奉
頼
存
候
、宝
恐
惶
謹
言

�

稲
葉
丹
後
守
宝
正
勝宝
花
押
宝

　
　
　
　

四宝寛
永
十
年
宝

月
十
九
日

　
　

成
瀬
隼宝正
虎
宝人正
様

○
義
直
の
名
古
屋
帰
城
報
告
宝
対
宝
宝
返
書
。

四
〇
、
稲
葉
正
勝
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
宝
寛
永
十
年
宝六
月
十
八
日
付�
一
通宝
152
宝

宝
継
紙
宝　

一
九
・
三
×
一
〇
四
・
九　

一
筆
啓
宝
候
、
然
者
宝
今
度　

五宝光
友
宝郎八

様
・
御宝京
姫
宝姫様

宝
御
目
見
ニ
被
成
候
儀
、
御
満
宝

足
被
思
召
、
為
御
礼
最
前
以
御
使
者
被
仰
宝
宝
候
処
、
指
合
御
座
候
付
而
、宝
遠
山

掃宝景
吉
宝部殿
を
以
被
宝
仰
宝
候
旨
、
奉
得
其
宝
宝
存
知
候
、
随
而
私
へ
煎
海
鼠
宝
一
箱
・
奈

良
酒
両
樽
宝
致
拝
領
、
寔
是
以
被
為
入
宝
御
念
段
、
過
分
忝
奉
存
候
、宝
此
等
之
趣
、

以
御
次
而
可
然
様
ニ
宝
御
取
成
奉
頼
候
、
恐
惶
謹
言

�

稲
葉
丹
後
守
宝
正
勝宝
花
押
宝

　
　
　
　

六宝寛
永
十
年
宝

月
十
八
日

　
　

成
瀬
隼宝正
虎
宝人正
様

○
光
友
・
京
姫
の
御
目
見
宝
、
贈
物
の
酒
肴
宝
対
宝
宝
礼
状
。

四
一
、
井
宝
正
利
書
状　

竹
腰
正
信
宛　
宝
寛
永
四
年
宝七
月
晦
日
付�

一
通宝
175
宝

宝
切
紙
宝　

一
七
・
七
×
五
三
・
二　

御
書
被
下
拝
見
宝
忝
奉
存
候
、
道
中
宝
御
無
事
名
古
屋
至
而
宝
被
為
成
御
帰
城
之
由
、宝

誠
目
出
度
奉
存
候
、宝
此
等
之
趣
、
可
然
様
ニ
宝
御
披
露
所
仰
候
、宝
恐
々
謹
言

�

井
宝
河
内
守
宝
正
利宝
花
押
宝

　
　
　
　

七宝寛
永
四
年
宝

月
晦
日

　
　

竹
腰
山宝正
信
宝城守
殿

○
義
直
の
名
古
屋
帰
城
報
告
宝
対
宝
宝
返
書
。

四
二
、
井
宝
正
就
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
宝
寛
永
四
年
宝七
月
晦
日
付

�

一
通宝
178
宝

宝
継
紙
宝　

一
七
・
〇
×
九
七
・
二　

今
度　

大
納
言
様
、宝
三
州
岡
崎
ニ
被
掛
宝
御
腰
、
御
機
嫌
能
被
成
御
通
、
忝
存
候
由
、宝

本
多
伊宝忠
利
宝勢守
方
ゟ
宝
申
越
候
、
殊
伊
勢
守
宝
女
共
黄
金
壱
枚
宝
致
拝
領
候
由
、
誠
忝
宝

仕
合
無
冥
加
奉
宝
存
候
、
御
次
而
之
節
、宝
可
然
様
ニ
御
取
成
宝
所
仰
候
、
恐
々
謹
言

�

井
宝
主
計
頭
宝
正
就宝
花
押
宝



宝
敬
公
以
来
来
翰
宝
の
紹
介宝
一
宝

一
六
六

　
　
　
　

七宝寛
永
四
年
宝

月
晦
日

　
　

竹
腰
山宝正
信
宝城守
殿
宝
成
瀬
隼宝正
虎
宝人正
殿

○
義
直
の
岡
崎
腰
掛
の
一
件
宝
、
本
多
忠
利
女
へ
黄
金
拝
領
宝
宝
き
挨
拶
状
。

四
三
、
井
宝
正
就
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
宝
寛
永
四
年
宝七
月
晦
日
付

�

一
通宝
179
宝

宝
継
紙
宝　

一
七
・
四
×
九
三
・
八　

御
書
被
下
拝
見
忝
宝
奉
存
候
、
道
中
御
機
宝
嫌
能
、
去
廿
日
至
テ
宝
名
古
屋
ニ
被
成
御

帰
城
宝
之
由
被
仰
下
候
、
誠
目
宝
出
度
奉
存
候
、
今
度
者
宝
乍
毎
御
仕
合
早
々
宝
御
暇

被
為
進
之
候
儀
、宝
御
満
足
ニ
被
思
召
候
由
、宝
石
川
市宝光
忠
宝正方
を
以
被
仰
宝
宝
候
、
則　

御
前
へ
被
宝
召
出
被
入
御
念
候
通
、
不
大
形
御
機
嫌
之
御
宝
事
ニ
御
座
候
、
随
而
宝
当

地
御
滞
在
中
色
々
宝
忝
仕
合
共
難
申
宝
宝
奉
存
候
、
御
次
而
之
節
、宝
可
然
様
ニ
宝
御

披
露
所
宝
仰
候
、
恐
々
謹
言

�

井
宝
主
計
頭
宝
正
就宝
花
押
宝

　
　
　
　

七宝寛
永
四
年
宝

月
晦
日

　
　

竹
腰
山宝正
信
宝城守
殿
宝
成
瀬
隼宝正
虎
宝人正
殿

○
義
直
の
名
古
屋
帰
城
報
告
宝
対
宝
宝
返
書
。

四
四
、
太
田
資
宗
書
状　

宝
尾
直
政
宛　
宝
寛
永
十
年
宝六
月
十
八
日
付�

一
通宝
193
宝

宝
切
紙
宝　

一
五
・
四
×
四
六
・
五　

従　

大
納
言
様
宝
御
書
、
謹
而
頂
戴
宝
仕
候
、
然
者
五宝光
友
宝郎八
様
宝
幷
御宝京
姫
宝息女
様
御
仕
宝

合
能
御
目
見
得
、宝
殊　

五
郎
八
様
へ
正
宝
宗
之
御
脇
差
被
進
候
宝
儀
、
忝
被
思
召
、

御
使
者
宝
以
被
仰
宝
候
、
則
宝
御
使
者　

御
前
へ
宝
被
召
出
、
無
残
所
仕
宝
合
御
座
候
、

委
曲
宝
御
使
者
可
被
申
宝
候
、宝
此
等
之
趣
、
御
次
而
之
宝
刻
、
宜
預
御
取
成
候
、宝

恐
々
謹
言

�

太
田
備
中
守
宝
資
宗宝
花
押
宝

　
　
　
　

六宝寛
永
十
年
宝

月
十
八
日

　
　

宝
尾
左宝直
政
宝馬頭
殿

○
光
友
宝
京
姫
の
初
御
目
見
宝
正
宗
拝
領
宝
宝
宝
宝
。　

四
五
、
太
田
資
宗
書
状　

宝
尾
直
政
宛　
宝
寛
永
十
～
十
六
年
宝九
月
七
日
付�

一
通宝
195
宝

宝
切
紙
宝　

一
八
・
〇
×
五
四
・
〇　

御
書
忝
頂
戴
仕
候
、
兵宝光
友
宝衛督
様
江
御
巣
鷂
、宝
殊
御
鷹
場
迄
被
進
候
儀
、宝
重
疊
御
満
足

被
思
召
、宝
各
迄
御
使
者
以
被
仰
宝
入
之
旨
、
奉
得
其
宝
候
、宝
誠
私
式
迄
被
仰
聞
候

儀
、宝
冥
加
至
極
奉
存
候
、宝
此
旨
御
次
而
之
宝
剋
、可
然
之
様
御
取
成
所
仰
候
、宝
恐
々

謹
言

�

太
田
備
中
守
宝
資
宗宝
花
押
宝

　
　
　
　

九宝寛
永
十
～
十
六
年
宝

月
七
日

　
　

宝
尾
左宝直
政
宝馬頭
殿

○
光
友
へ
御
巣
鷂
拝
領
宝
御
鷹
場
進
宝
の
返
礼
宝
対
宝
宝
挨
拶
状
。



宝
敬
公
以
来
来
翰
宝
の
紹
介宝
一
宝

一
六
七

四
六
、
太
田
資
宗
書
状　

宝
尾
直
政
宛　
宝
寛
永
十
～
十
六
年
宝九
月
廿
七
日
付

�

一
通宝
197
宝

宝
継
紙
宝　

一
五
・
五
×
九
二
・
五

従　

大
納
言
様
御
宝
書
被
成
下
、
忝
致
頂
戴
候
、
然
者
稲
垣
宝
若宝重
大
宝狭守
為　

宝
使
、宝

右宝光
友
宝兵衛
督
様
江
御
菓
子
被
進
候
儀
、
御
満
宝
足
被
思
召
候
之
旨
、宝
奉
得
其
宝
、
諶
宝

被
為
入
御
念
、
拙
者
宝
式
迄
被
仰
下
候
宝
段
、
過
分
至
極
奉
宝
存
候
、
御
次
而
之
刻
、宝

宜
預
御
取
成
候
、宝
恐
々
謹
言

�

太
田
備
中
守
宝
資
宗宝
花
押
宝

　
　
　
　

九宝寛
永
十
～
十
六
年
宝

月
廿
七
日

　
　

宝
尾
左宝直
政
宝馬頭
殿

○
光
友
の
菓
子
拝
領
の
挨
拶
宝
対
宝
宝
返
書
。

四
七
、
太
田
資
宗
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
宝
寛
永
十
年
宝四
月
十
六
日
付�

一
通宝
191
宝

宝
継
紙
宝　

一
五
・
六
×
八
八
・
〇

従　

大
納
言
様
御
宝
書
謹
而
致
頂
戴
候
、宝
先
以
道
中
御
機
嫌
宝
能
御
帰
城
被
成
之
由
、宝

乍
恐
目
出
度
奉
存
候
、宝
然
者
為
御
礼
渡
辺
宝
宝宝重
綱
宝宝殿

以
被
仰
宝
候
、宝
則
今
日　

御
前

へ
宝
被
召
出
、
御
懇
之
宝
宝
御
座
候
、
委
曲
宝
宝
宝
殿
可
被
仰
宝
候
、
御
次
而
之
刻
宝

御
取
成
奉
頼
候
、
恐
惶
謹
言

�

太
田
備
中
守
宝
資
宗宝
花
押
宝

　
　
　
　

四宝寛
永
十
年
宝

月
十
六
日

　
　

成
瀬
隼宝正
虎
宝人正
殿
宝
人
々
御
中

○
義
直
の
尾
張
帰
宝
の
挨
拶
宝
対
宝
宝
返
書
。

四
八
、
太
田
資
宗
書
状　

宝
尾
直
政
宛　
宝
寛
永
十
一
～
十
五
年
宝五
月
十
七
日
付

�

一
通宝
192
宝

宝
切
紙
宝　

一
五
・
四
×
四
五
・
八　

従　

大
納
言
様
御
宝
書
忝
致
頂
戴
候
、宝
先
以
今
度
御
仕
合
能
宝
御
暇
忝
被
思
召
、
志

水
宝
甲宝忠
政
宝斐守
殿
を
以
被
仰
宝
宝
之
由
旨
、
奉
得
其
宝
候
、宝
誠
拙
者
式
迄
被
仰
下
候
宝

段
、
冥
加
至
極
奉
存
候
、宝
此
等
之
趣
、
御
次
手
之
刻
、宝
宜
御
取
成
奉
頼
候
、宝
恐
々

謹
言

�

太
田
備
中
守
宝
資
宗宝
花
押
宝

　
　
　
　

五宝寛
永
十
一
～
十
五
年
宝

月
十
七
日

　
　

宝
尾
左宝直
政
宝馬頭

殿

○
義
直
の
尾
張
帰
宝
の
挨
拶
宝
対
宝
宝
返
書
。

四
九
、
加
々
爪
忠
澄
書
状　

竹
腰
正
信
宛　
宝
寛
永
四
年
宝八
月
朔
日
付�

一
通宝
211
宝

宝
切
紙
宝　

一
七
・
三
×
一
〇
六
・
五　

従　

大
納
言
様
被
成
下
宝
御
書
、
忝
謹
而
頂
戴
宝
仕
候
、
然
者
道
中
御
宝
機
嫌
能
被
成

御
帰
城
之
宝
旨
、
乍
恐
珍
重
奉
存
候
、宝
今
度
之
為
御
礼
宝
石
川
市宝光
忠
宝正殿
を
以
御
年
寄

衆
迄
被
仰
宝
候
、宝
市
正
殿　

御
前
江
宝
被
召
出
、
一
段
之
御
仕
合
ニ
而
、宝
殊
御
服
被

致
拝
領
、
無
残
所
様
子
御
座
候
、宝
大
納
言
様
御
満
足
宝
可
被
思
召
候
、
以
此
旨
宝
可



宝
敬
公
以
来
来
翰
宝
の
紹
介宝
一
宝

一
六
八

然
様
御
取
成
奉
宝
頼
候
、
恐
惶
謹
言

�

加
々
爪
民
部
少
輔
宝
忠
澄宝
花
押
宝

　
　
　
　

八宝寛
永
四
年
宝

月
朔
日

　
　

竹
腰
山宝正
信
宝城守
殿
宝
人
々
御
中

○
義
直
の
尾
張
帰
宝
の
挨
拶
宝
、
加
々
爪
忠
澄
か
ら
御
服
の
返
礼
の
挨
拶
状
。

五
〇
、
加
々
爪
忠
澄
書
状　

竹
腰
正
信
宛　
宝
寛
永
五
年
宝十
月
廿
三
日
付�

一
通宝
215
宝

宝
切
紙
宝　

一
七
・
三
×
五
五
・
五　

従
大
納
言
様
御
書
宝
被
成
下
、
忝
謹
而
頂
戴
宝
仕
候
、
今
度
路
次
中
宝
御
機
嫌
能
被
成

御
帰
城
宝
候
由
、
乍
恐
目
出
度
宝
奉
存
候
、
然
者
為
御
使
宝
渡
辺
宝宝重
綱
宝宝殿
御
年
寄
宝
衆

迄
被
遣
候
処
、
昨
廿
二
日
宝
宝
宝
様
御
前
江
召
、宝
御
仕
合
残
所
無
御
座
候
間
、宝
可
尊

宝
安
候
、
委
曲
宝
宝
宝
殿
可
為
言
宝
候
、宝
恐
々
謹
言

�

加
々
爪
民
部
少
輔
宝
忠
澄宝
花
押
宝

　
　
　
　

十宝寛
永
五
年
宝

月
廿
三
日

　
　

竹
腰
山宝正
信
宝城守
殿
宝
人
々
御
中

○
義
直
の
尾
張
帰
宝
の
挨
拶
宝
対
宝
宝
返
書
。

五
一
、
加
々
爪
忠
澄
書
状　

宝
尾
直
政
宛　
宝
寛
永
四
～
十
年
宝三
月
十
九
日
付

�

一
通宝
205
宝

宝
切
紙
宝　

一
六
・
一
×
四
五
・
二　

一
筆
啓
宝
仕
候
、
然
者　

大
納
言
様
御
下
屋
敷
宝
能
所
ニ
而
御
拝
領
被
成
、
御
宝
満
足

被
思
召
御
宝
之
由
、
松
井
主宝吉
英
宝殿助
殿
ニ
被
仰
下
、宝
忝
奉
存
候
、
殊
景
な
宝
宝
一
段
宝
能

御
座
候
間
、
弥
可
宝
為
御
機
嫌
、
恐
悦
奉
存
候
、
宜
預
御
取
成
候
、宝
恐
々
謹
言

�

加
々
爪
民
部
少
輔
宝
忠
澄宝
花
押
宝

　
　
　
　

三宝寛
永
四
～
十
年
宝

月
十
九
日

　
　

宝
尾
左宝直
政
宝馬之
助
殿
宝
人
々
御
中

○
義
直
の
江
戸
下
屋
敷
拝
領
の
挨
拶
宝
対
宝
宝
返
書
。

五
二
、
加
々
爪
忠
澄
書
状　

宝
尾
直
政
宛　
宝
寛
永
十
年
宝四
月
十
七
日
付�

一
通宝
206
宝

宝
継
紙
宝　

一
五
・
五
×
九
〇
・
六　

従　

大
納
言
様
被
成
下
御
書
、
忝
宝
謹
而
頂
戴
仕
候
、宝
今
度
御
仕
合
能
宝
御
暇
被
進
、

御
満
足
宝
被
為
思
召
候
之
由
、
乍
宝
恐
珍
重
奉
存
候
、宝
然
者
去
七
日
御
帰
宝
宝
被
成

付
而
、御
宝
年
寄
衆
迄
渡
辺
宝
宝宝重
綱
宝宝殿
被
遣
候
、則
宝
御
耳
ニ
立
、御
前
へ
宝
被　

召
出
、

首
尾
残
宝
所
無
御
座
候
間
、
可
宝
得
尊
宝
候
、
猶
宝
宝
殿
宝
可
為
言
宝
候
、
恐
々
宝
謹

言

�

加
々
爪
民
部
少
輔
宝
忠
澄宝
花
押
宝

　
　
　
　

四宝寛
永
十
年
宝

月
十
七
日

　
　

宝
尾
左宝直
政
宝馬頭
殿
宝
御
宿
所

○
義
直
の
尾
張
帰
宝
の
挨
拶
宝
対
宝
宝
返
書
。

五
三
、
加
々
爪
忠
澄
書
状　

宝
尾
直
政
宛　
宝
寛
永
十
年
宝五
月
十
七
日
付�

一
通宝
208
宝



宝
敬
公
以
来
来
翰
宝
の
紹
介宝
一
宝

一
六
九

宝
継
紙
宝　

一
七
・
一
×
一
〇
四
・
六　

宝
追
而
書
宝以
宝

従　

大
納
言
様
宝
御
書
被
成
下
、
謹
而
宝
頂
戴
仕
、
忝
奉
存
候
、宝
然
者
路
次
中
御
宝

機
嫌
能
御
帰
城
宝
被
為
成
之
旨
、
目
出
度
宝
奉
存
候
、
就
其
御
年
寄
衆
迄
志
水
宝
甲宝忠
政
宝斐

守
殿
被
進
候
、宝
則
御
座
間
江
宝
被　

召
出
、
御
仕
合
残
宝
所
無
御
座
候
間
、
御
心
宝

易
可
被
思
召
候
、宝
委
曲
甲
斐
守
殿
可
宝
被
仰
宝
候
、此
等
之
趣
、宝
可
然
様
御
取
成
奉
宝

頼
候
、
恐
惶
謹
言

�

加
々
爪
民
部
少
輔
宝
忠
澄宝
花
押
宝

　
　
　
　

五宝寛
永
十
年
宝

月
十
七
日

　
　

宝
尾
左宝直
政
宝馬助
殿
宝
御
宿
所

○
義
直
の
尾
張
帰
宝
の
挨
拶
宝
対
宝
宝
返
書
。

五
四
、
加
々
爪
忠
澄
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
宝
寛
永
十
一
・
十
五
年
宝六
月
廿
六
日
付

�
一
通宝
209
宝

宝
切
紙
宝　

一
七
・
〇
×
四
九
・
五　

従　

大
納
言
様
鮎
之
鮨
宝
一
桶
拝
領
仕
候
、
遠
路
宝
被
為
懸
御
心
候
之
段
、
忝
宝
次
第

冥
加
之
至
奉
存
候
、宝
爰
許
宝
替
儀
無
御
座
、宝
宝
様
弥
御
機
嫌
能
被
成
宝
御
座
候
、
次

右宝光
友
宝兵衛
督
様
宝
一
段
御
息
災
御
座
候
間
、
可
宝
尊
宝
安
候
、
此
旨
可
然
宝
様
御
取
成
奉

頼
候
、
恐
々
宝
謹
言

�

加
々
爪
民
部
少
輔
宝
忠
澄宝
花
押
宝

　
　
　
　

六宝寛
永
十
一
・
十
五
年
宝

月
廿
六
日

　
　

成
瀬
隼宝正
虎
宝人正
様

○
義
直
か
ら
の
鮨
拝
領
宝
光
友
の
息
災
宝
対
宝
宝
挨
拶
状
。

五
五
、
神
尾
久
宗
書
状　

竹
腰
正
信
宛　
宝
寛
永
五
年
宝十
月
廿
四
日
付�

一
通宝
223
宝

宝
切
紙
宝　

一
六
・
八
×
四
九
・
七　

宝
追
而
書
宝以
宝

御
書
謹
而
頂
戴
忝
奉
宝
存
候
、
路
次
中
御
機
嫌
能
宝
御
城
着
之
旨
、
先
以
目
出
度
宝
奉

存
候
、
爰
許
両　

宝
御
所
様
弥
御
機
嫌
能
被
成
宝
御
座
候
間
、
御
心
安
被
思
召
候
宝
様
、

此
等
之
趣
、
御
次
手
を
以
宝
可
然
様
可
預
御
披
露
宝
候
、
恐
惶
謹
言

�

神
尾
刑
部
少
輔
宝
久
宗宝
花
押
宝

　
　
　
　

十宝寛
永
五
年
宝

月
廿
四
日

　
　

竹
腰
山宝正
信
宝城守

殿

○
義
直
の
尾
張
帰
宝
の
挨
拶
宝
対
宝
宝
返
書
。

五
六
、
神
尾
久
宗
書
状　

竹
腰
正
信
宛　
宝
寛
永
十
年
宝卯
月
廿
三
日
付�

一
通宝
220
宝

宝
切
紙
宝　

一
五
・
五
×
四
五
・
八　

宝
追
而
書
宝已
宝

御
書
謹
而
頂
戴
忝
宝
奉
存
候
、
道
中
御
機
嫌
宝
能
、
去
七
日
ニ
御
着
座
之
宝
旨
、
目
出

珍
重
ニ
奉
存
候
、宝
此
表
別
条
無
御
座
、宝
宝
様
弥
御
機
嫌
好
被
為
宝
成
御
座
候
、
此
等

之
趣
、
御
次
而
宝
を
以
、
可
然
様
御
披
露
宝
所
仰
候
、
恐
惶
謹
言



宝
敬
公
以
来
来
翰
宝
の
紹
介宝
一
宝

一
七
〇

�

神
尾
刑
部
少
輔
宝
久
宗宝
花
押
宝

　
　
　
　

卯宝寛
永
十
年
宝

月
廿
三
日

　
　
　

竹
腰
山宝正
信
宝城守
殿

○
義
直
の
尾
張
帰
宝
の
挨
拶
宝
対
宝
宝
返
書
。

五
七
、
九
鬼
守
隆
書
状　

滝
川
忠
征
宛　
宝
寛
永
七
年
宝二
月
十
五
日
付�

一
通宝
236
宝

宝
継
紙
宝　

一
六
・
二
×
九
四
・
五

宝
追
而
書
宝以
宝

今
度
大
神
宮
江
宝
御
参
宮
被
成
ニ
付
、宝
御
書
被
為
成
下
、宝
忝
頂
戴
仕
候
、
御
宝
着
座

之
様
子
不
宝
存
故
、
自
是
不
申
宝
宝
候
義
ニ
、
遠
路
宝
尊
書
忝
奉
存
候
、宝
江
戸
ニ
罷

有
故
、
御
目
見
不
仕
、
御
宝
残
多
存
儀
ニ
御
座
候
、宝
被
為
入
御
念
忝
候
宝
旨
、
可
然

様
ニ
御
披
宝
露
奉
頼
候
、
恐
々
謹
言

�

九
鬼
長
門
守
宝
守
隆宝
花
押
宝

　
　
　
　

二宝寛
永
七
年
宝

月
十
五
日

　
　

滝
川
豊宝忠
征
宝前守
殿

○
義
直
の
伊
勢
神
宮
参
詣
宝
宝
宝
宝
挨
拶
状
。

五
八
、
日
下
部
松
斉
書
状　

宝
尾
直
政
宛　
宝
寛
永
十
年
宝卯
月
廿
二
日
付�

一
通宝
237
宝

宝
継
紙
宝　

一
六
・
三
×
九
四
・
五　

宝
追
而
書
宝尚
々
眼
病
故
、
印
宝
判
可
被
成
御
免
候
、
以
宝

従　

大
納
言
様
御
書
宝
謹
而
致
頂
戴
候
、
然
者
御
宝
仕
合
能
御
暇
出
申
、宝
種
々
被
為

成
御
拝
領
、
忝
被
為
思
召
候
、
道
中
宝
御
機
嫌
能
、
去
七
日
ニ
宝
御
帰
城
之
旨
、
目
出
宝

度
奉
存
候
、
就
其
御
年
宝
寄
衆
迄
、
渡
辺
宝宝重
綱
宝宝殿
宝
被
進
候
故
、
私
式
へ
も
宝
被
為
思

召
出
所
労
之
宝
儀
迄
御
懇
ニ
被
仰
下
、宝
冥
加
之
至
奉
存
候
、宝
宝
宝
殿
仕
合
能　

宝
御

目
見
被
仕
被
罷
帰
候
、宝
当
地
之
御
様
子
可
被
宝
申
宝
候
、
此
等
之
趣
、
可
宝
然
様
被

仰
宝
可
被
下
候
、
恐
惶
謹
言

�

日
下
部
宝
松
斉宝
印
宝

　
　
　
　

卯宝寛
永
十
年
宝

月
廿
二
日

　
　

宝
尾
左宝直
政
宝馬助
様
宝
人
々
御
中

○
義
直
の
尾
張
帰
宝
の
挨
拶
宝
対
宝
宝
返
書
。

五
九
、
日
下
部
宗
好
書
状　

滝
川
忠
征
宛　
宝
寛
永
四
年
宝七
月
晦
日
付�

一
通宝
240
宝

宝
継
紙
宝　

一
五
・
六
×
九
三
・
三　

宝
追
而
書
宝以
宝

従　

大
納
言
様
宝
御
書
、
謹
而
致
宝
頂
戴
、
誠
過
分
至
宝
極
奉
存
候
、
御
次
而
宝
之
時

分
可
然
様
宝
御
礼
被
仰
宝
可
被
下
候
、
道
中
御
宝
機
嫌
能
御
宝
着
宝
之
旨
、
目
出
度
宝

奉
存
候
、
爰
元
宝
別
条
無
御
座
、宝
両
御
所
様
御
宝
機
嫌
能
被
成
御
座
候
、宝
貴
宝
安
可

被
思
召
候
、宝
随
而
石
川
市宝光
忠
宝正殿
宝
御
前
へ
被
召
出
、宝
御
仕
合
よ
く
御
帷
子
宝
な
宝
御

拝
領
候
宝
御
宝
帰
、
拙
者
式
迄
大
慶
宝
奉
存
候
、
恐
惶
謹
言

�

日
下
部
大
隅
守
宝
宗
好宝
花
押
宝

　
　
　
　

七宝寛
永
四
年
宝

月
晦
日

　
　

瀧
川
豊宝忠
征
宝前守
様



宝
敬
公
以
来
来
翰
宝
の
紹
介宝
一
宝

一
七
一

○
義
直
の
尾
張
帰
宝
の
挨
拶
、
な
ら
び
宝
使
者
石
川
光
忠
の
帷
子
拝
領
を
報
ず
宝
返
書
。

六
〇
、
朽
木
稙
綱
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
宝
寛
永
十
～
十
六
年
宝十
二
月
十
四
日
付

�

一
通宝
247
宝

宝
切
紙
宝　

二
〇
・
〇
×
五
四
・
三　

従　

大
納
言
様
被
下
御
書
、宝
忝
致
頂
戴
候
、
今
度
宝
右宝光
友
宝兵衛
督
様
へ
御
鷹
雁
宝
被
遣

候
付
、
御
満
足
被
思
召
宝
之
段
、
奉
得
其
宝
候
、
然
者
宝
其
節
御
使
参
候
付
、
被
為
入

御
念
被
仰
下
候
趣
、宝
忝
奉
存
候
、
御
次
之
刻
、宝
可
然
様
御
取
成
所
仰
候
、宝
恐
惶
謹

言

�
朽
木
民
部
少
輔
宝
稙
綱宝
花
押
宝

　
　
　
　

十宝寛
永
十
～
十
六
年
宝

二
月
十
四
日

　
　

成
瀬
隼宝正
虎
宝人正

様
宝
人
々
御
中

○
光
友
へ
御
鷹
の
雁
進
宝
宝
対
宝
宝
返
書
。

六
一
、
高
力
忠
房
書
状　

阿
部
正
興
宛　
宝
寛
永
四
年
宝七
月
晦
日
付�

一
通宝
251
宝

宝
継
紙
宝　

一
六
・
八
×
九
四
・
〇　

宝
追
而
書
宝已
宝

従　

大
納
言
様
御
直
宝
書
、
謹
而
頂
戴
、宝
誠
以
忝
仕
合
共
候
、宝
路
次
中
御
機
嫌
能
宝

御
宝
着
之
旨
、
目
出
宝
度
義
共
候
、
就
其
石
河
宝
市宝光
忠
宝正方
を
以
被　

宝
仰
宝
候
、
昨
日

各
披
宝
露
被
申
候
処
、　

宝
御
前
被
召
出
、
一
段
御
宝
仕
合
共
御
座
候
、
両
宝
宝
様
御

機
嫌
能
被
成
宝
御
座
、
此
表
別
条
無
宝
御
座
候
間
、
乍
恐
宝
御
心
易
可
被
思
召
候
、宝

将
又
諸
宝
大
樽
ニ
宝
拝
領
、重
々
忝
仕
合
宝
共
候
、爰
許
被
為
成
宝
御
座
時
分
者
、色
々
宝

御
懇
志
之
義
共
過
宝
分
至
極
奉
存
候
、
此
等
宝
之
趣
、
御
次
而
以
可
然
宝
様
御
取
成
奉

頼
存
候
、宝
恐
惶
謹
言

�

高
力
摂
津
守
宝
忠
房宝
花
押
宝

　
　
　
　

七宝寛
永
四
年
宝

月
晦
日

　
　

阿
部
河宝正
興
宝内守
殿

○
義
直
の
尾
張
帰
宝
の
挨
拶
宝
対
宝
宝
返
書
、
な
ら
び
宝
諸
宝
拝
領
の
礼
状
。

六
二
、
酒
井
重
澄
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
宝
寛
永
五
年
宝卯
月
廿
二
日
付

�

一
通宝
351
宝

宝
継
紙
宝　

一
八
・
二
×
一
〇
一
・
一

宝
追
而
書
宝以
宝

乍
毎
今
度
者
宝
御
両　

宝
様
御
機
宝
嫌
能
御
暇
被
進
之
、宝
忝
被　

思
召
之
旨
、宝
渡
部
宝
邊
カ
宝

宝宝重
綱
宝宝殿

を
宝
以
被　

仰
宝
候
、
付
而
宝
者
、　

大
納
言
様
御
書
頂
戴
、
忝
奉
存
候
、宝
路

次
中
御
無
事
宝
御
帰
城
被
遊
、
珍
重
宝
奉
存
候
、
随
而
諸
宝
宝
両
樽
拝
領
、
冥
加
宝
之

至
奉
存
候
、
御
次
宝
而
之
時
分
、　

御
前
宝
可
然
様
御
披
露
宝
所
仰
候
、
恐
惶
謹
言

�

酒
井
山
城
守
宝
重
澄宝
花
押
宝

　
　
　
　

十宝寛
永
五
年
宝

月
廿
三
日

　
　

竹
腰
山宝正
信
宝城守
殿
宝
成
瀬
隼宝正
虎
宝人正
殿

○
義
直
の
尾
張
帰
宝
報
告
宝
対
宝
宝
返
書
、
な
ら
び
宝
諸
宝
拝
領
の
礼
状
。



宝
敬
公
以
来
来
翰
宝
の
紹
介宝
一
宝

一
七
二

六
三
、
酒
井
重
澄
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
宝
寛
永
十
年
宝卯
月
廿
二
日
付

�

一
通宝
347
宝

宝
継
紙
宝　

一
七
・
九
×
九
八
・
七

従
大
納
言
様
御
宝
書
致
頂
戴
候
、
寔
宝
忝
仕
合
、
冥
加
至
宝
極
奉
存
候
、
道
中
宝
御
機

嫌
能
御
帰
宝
城
被
遊
候
由
、
乍
恐
宝
目
出
度
奉
存
候
、宝
今
度
御
仕
合
能
宝
御
暇
被
進
、

忝
被
宝
思
召
候
旨
、奉
得
宝
其
宝
存
候
、御
次
而
之
宝
節
、御
前
可
然
様
御
取
成
所
仰
候
、

恐
々
謹
言

�

酒
井
山
城
守
宝
重
澄宝
花
押
宝

　
　
　
　

卯宝寛
永
十
年
宝

月
廿
二
日

　
　

成
瀬
隼宝正
虎
宝人正
殿
宝
竹
腰
山宝正
信
宝城守
殿

○
義
直
の
名
古
屋
帰
城
の
挨
拶
宝
対
宝
宝
返
書
。

六
四
、
酒
井
忠
勝
書
状　

竹
腰
正
信
宛　
宝
元
和
三
～
寛
永
三
年
宝二
月
七
日
付�
一
通宝
302
宝

宝
切
紙
宝　

一
八
・
二
×
五
二
・
九

宝
追
而
書
宝以
宝

将
軍
様
御
鷹
野
へ
宝
被
為　

成
候
付
而
、
従
宝
中宝義
直
宝納言
様
私
へ
御
小
袖
ニ
宝
致
拝
領
候
、

誠
以
被
為
宝
御
念
之
段
、
過
分
至
極
ニ
宝
奉
存
候
、
此
等
之
趣
、
宜
宝
預
御
披
露
候
、

恐
々
宝
謹
言

�

酒
井
讃
岐
守
宝
忠
勝宝
花
押
宝

　
　
　
　

二宝元
和
三
～
寛
永
三
年
宝

月
七
日

　
　

竹
腰
山宝正
信
宝城守
殿

○
将
軍
の
鷹
野
御
成
宝
対
し
、
義
直
よ
り
酒
井
忠
勝
へ
小
袖
拝
領
の
返
礼
。

六
五
、
酒
井
忠
勝
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
宝
寛
永
五
年
宝十
月
廿
四
日
付

�

一
通宝
326
宝

宝
継
紙
宝　

一
七
・
五
×
九
九
・
六

従
大
納
言
様
御
書
宝
被
下
、
致
頂
戴
候
、
然
者
宝
道
中
御
無
事
被
成
宝
御
帰
宝
之
由
、

目
出
度
宝
存
候
、
宝
御
宝
今
度
者
宝
両　

御
所
様
御
前
御
宝
仕
合
好
、
其
宝
種
々
被
成
宝

御
拝
領
、
忝
被
思
召
之
宝
旨
、
尤
奉
存
候
、
就
其
渡
辺
宝
宝宝重
綱
宝宝方
以
被
仰
宝
候
、宝

樽
・
御
肴
被
成
御
進
宝
候
、宝
雅宝忠
世
宝楽頭
遂
披
露
候
処
、宝
御
使　

御
前
へ
被
召
出
、宝
御

機
嫌
之
旨
、
御
直
被
仰
宝
含
候
、
将
又
私
へ
諸
宝
両
樽
宝
致
拝
領
候
、
寔
以
過
分
宝
至

極
奉
存
候
、
委
曲
宝
宝
殿
宝
可
被
仰
達
候
間
、
此
等
之
趣
、宝
宜
預
御
披
露
候
、
恐
々
宝

謹
言

�

酒
井
讃
岐
守
宝
忠
勝宝
花
押
宝

　
　
　
　

十宝寛
永
五
年
宝

月
廿
四
日

　
　

竹
腰
山宝正
信
宝城守
殿
宝
成
瀬宝
正
虎
宝隼
人
正
殿

○
義
直
の
尾
張
帰
宝
宝
宝
き
挨
拶
宝
、
諸
宝
拝
領
の
礼
状
。

六
六
、
酒
井
忠
勝
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
宝
寛
永
七
～
十
六
年
宝六
月
十
四
日

付�

一
通宝
312
宝

宝
継
紙
宝　

一
七
・
六
×
九
八
・
二



宝
敬
公
以
来
来
翰
宝
の
紹
介宝
一
宝

一
七
三

宝
追
而
書
宝以
宝

従
大
納
言
様
御
書
宝
被
下
、
忝
致
拝
見
候
、
宝
宝
御
宝
於　

御
前
宝
右宝光
友
宝兵衛
督
殿
御
巣

鷹
宝
被
成
御
拝
領
、
忝
被
思
召
之
由
、宝
御
尤
奉
存
候
、
就
其
宝
新
見
宝
才宝正
成
宝兵衛
方
を

以
被
仰
宝
、宝
御
肴
一
箱
被
御
進
宝
候
、宝
遂
披
露
御
書
面
之
趣
宝
日
々
達　

宝
聞
候
之

処
、宝
御
使　

御
前
へ
被
召
出
、宝
御
機
嫌
之
旨
、
御
直
ニ
宝
被　

仰
含
候
、
委
曲
宝
才

兵
衛
殿
可
為
演
説
候
宝
間
、
此
等
之
趣
、
宜
預
御
披
宝
露
候
、
恐
々
謹
言

�

酒
井
讃
岐
守
宝
忠
勝宝
花
押
宝

　
　
　
　

六宝寛
永
七
～
十
六
年
宝

月
十
四
日

　
　

竹
腰
山宝正
信
宝城守

殿
宝
成
瀬
隼宝正
虎
宝人正

殿

○
光
友
の
御
巣
鷹
拝
領
宝
対
宝
宝
返
書
。

六
七
、
酒
井
忠
勝
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
宝
寛
永
十
～
十
六
年
宝十
月
十
一
日

付�

一
通宝
322
宝

宝
切
紙
宝　

一
七
・
五
×
五
一
・
四

従
大
納
言
様
御
書
宝
被
下
、
拝
見
仕
候
、
仍
御
宝
三
枝
土宝守
恵
宝佐守
為　

宝
使
宝
兵宝光
友
宝衛督
様

へ
御
鷹
之
雁
宝
被
進
候
義
、
忝
被
思
召
宝
之
旨
、
御
尤
奉
存
候
、
就
宝
其
入
御
念
候
御

紙
面
宝
之
趣
、
可
達　

宝
聞
候
、宝
此
等
之
趣
、
宜
預
御
披
宝
露
候
、
恐
々
謹
言

�

酒
井
讃
岐
守
宝
忠
勝宝
花
押
宝

　
　
　
　

十宝寛
永
十
～
十
六
年
宝

月
十
一
日

　
　

竹
腰
山宝正
信
宝城守
殿
宝
成
瀬
隼宝正
虎
宝人正
殿

○
光
友
御
鷹
の
雁
進
宝
披
露
宝
対
宝
宝
返
書
。

六
八
、
酒
井
忠
勝
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
宝
寛
永
十
一
年
宝五
月
八
日
付

�

一
通宝
309
宝

宝
継
紙
宝　

一
七
・
一
×
一
〇
二
・
〇

宝
追
而
書
宝以
宝

従
大
納
言
様
御
書
宝
被
下
、
忝
致
拝
見
候
、宝
宝
御
宝
今
度
御
仕
宝
合
能
御
暇
被
進
、宝

御
懇
之
宝
宝
之
趣
、宝
其
宝
色
々
御
拝
領
宝
被
成
、
忝
被
思
召
之
旨
、宝
御
尤
奉
存
候
、

就
其
宝
志
水
甲宝忠
政
宝斐守

方
を
以
宝
被
仰
宝
、
御
樽
・
肴
御
宝
進
宝
被
成
候
、
各
被
遂
宝
披

露
候
所
、
御
使
宝
御
前
へ
被
召
出
、
御
機
宝
嫌
之
旨
、
御
直
ニ
被
仰
含
候
、
将
又
道
中
宝

御
無
事
、
去
七
日
御
帰
宝
城
被
成
候
旨
、
目
出
度
宝
奉
存
候
、
此
等
之
趣
、
宜
宝
預
御

披
露
候
、
恐
々
宝
謹
言

�

酒
井
讃
岐
守
宝
忠
勝宝
花
押
宝

　
　
　
　

五宝寛
永
十
一
年
宝

月
十
八
日

　
　

竹
腰
山宝正
信
宝城守
殿
宝
成
瀬
隼宝正
虎
宝人正
殿

○
義
直
の
御
暇
・
帰
宝
宝
際
し
、
拝
領
品
宝
対
宝
宝
礼
状
。

六
九
、
酒
井
忠
利
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
宝
寛
永
四
年
宝八
月
二
日
付

�

一
通宝
339
宝

宝
切
紙
宝　

一
七
・
五
×
五
一
・
四

宝
追
而
書
宝以
宝



宝
敬
公
以
来
来
翰
宝
の
紹
介宝
一
宝

一
七
四

従　

大
納
言
様
被
成
下
宝
御
書
、
忝
致
拝
見
候
、宝
然
者
路
次
中
御
機
嫌
能
宝
被
成
御

帰
城
、
誠
目
出
度
宝
奉
存
候
、
此
等
之
趣
、宝
可
宝
然
様
御
取
成
所
仰
候
、宝
委
曲
石
河

市宝光
忠
宝正殿
宝
可
被
仰
宝
候
、
恐
惶
謹
言

�

酒
井
備
後
守
宝
忠
利宝
花
押
宝

　
　
　
　

八宝寛
永
四
年
宝

月
二
日

　
　

竹
腰
山宝正
信
宝城守
殿
宝
成
瀬
隼宝正
虎
宝人正
殿

○
義
直
の
名
古
屋
帰
城
の
報
告
宝
対
宝
宝
返
書
。

七
〇
、
酒
井
忠
行
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
宝
寛
永
四
～
十
三
年
宝三
月
六
日
付

�

一
通宝
257
宝

宝
切
紙
宝　

一
八
・
一
×
四
九
・
九　

先
刻
従　

宝
大
納
言
様
、
預
御
使
者
候
、
誠
早
々
宝
被
為
思
召
之
段
、
冥
加
宝
至
極
奉

存
候
、
此
旨
宝
御
次
而
之
刻
、
被
仰
宝
宝
可
被
下
候
、
恐
惶
謹
言

�

酒
井
阿
波
守
宝
忠
行宝
花
押
宝

　
　
　
　

三宝寛
永
四
～
十
三
年
宝

月
六
日

　
　

成
瀬
隼宝正
虎
宝人正
様
宝
竹
腰宝
正
信
宝山
城
守
様

○
義
直
よ
り
の
使
者
宝
対
宝
宝
返
書
。

七
一
、
酒
井
忠
行
書
状　

宝
尾
直
政
宛　
宝
寛
永
四
年
宝八
月
二
日
付�

一
通宝
261
宝

宝
継
紙
宝　

一
九
・
六
×
一
一
二
・
三　

宝
追
而
書
宝以
宝

従　

大
納
言
様
尊
書
、宝
謹
而
致
拝
見
候
、今
宝
度　

御
前
御
仕
宝
合
残
所
無
御
座
、色
々

被
成
御
拝
領
、御
満
足
ニ
宝
被
思
召
之
旨
、奉
得
其
宝
宝
候
、将
又
路
次
中
宝
御
機
嫌
能
、

先
月
廿
日
宝
被
為
成
御
帰
城
之
由
、
目
宝
出
度
奉
存
候
、
就
其
宝
御
礼
為
被
仰
宝
、
石

川
宝
市宝光
忠
宝正方
被
成
御
宝
候
、宝
則
仕
合
能
被
致　

宝
御
目
見
候
、
此
等
之
趣
、宝
可
然
様

可
預
御
取
成
候
、宝
恐
惶
謹
言

�

酒
井
阿
波
守
宝
忠
行宝
花
押
宝

　
　
　
　

八宝寛
永
四
年
宝

月
二
日

　
　

宝
尾
左宝直
政
宝馬助
殿

○
義
直
の
名
古
屋
帰
城
の
報
告
宝
対
宝
宝
返
書
。

七
二
、
酒
井
忠
行
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
宝
寛
永
四
年
宝九
月
八
日
付

�

一
通宝
262
宝

宝
切
紙
宝　

一
八
・
二
×
四
九
・
八　

従　

大
納
言
様
御
書
、宝
忝
頂
戴
仕
候
、
当
暮
宝
爰
元
へ
御
下
向
之
儀
ニ
付
、
石
川
勘宝正
周
宝解

由
殿
御
差
越
宝
被
為
成
之
旨
、
乍
恐
奉
宝
得
其
宝
候
、
此
等
之
趣
、宝
宜
預
御
取
成
候
、

恐
々
宝
謹
言

�

酒
井
阿
波
守
宝
忠
行宝
花
押
宝

　
　
　
　

九宝寛
永
四
年
宝

月
八
日

　
　

竹
腰
山宝正
信
宝城守
殿
宝
成
瀬
隼宝正
虎
宝人殿

○
義
直
の
江
戸
下
向
宝
宝
き
使
者
石
川
正
周
派
遣
宝
宝
宝
宝
請
書
。



宝
敬
公
以
来
来
翰
宝
の
紹
介宝
一
宝

一
七
五

七
三
、
酒
井
忠
行
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
宝
寛
永
十
年
宝六
月
十
四
日
付�

一
通宝
260
宝

宝
継
紙
宝　

一
六
・
五
×
九
六
・
四

従　

大
納
言
様
御
書
、宝
忝
致
頂
戴
候
、
今
度
宝
五宝光
友
宝郎八
様
幷
御宝京
姫
宝息女
様
宝
御
懇
之
宝

宝
、
其
宝
五
郎
八
様
へ
正
宗
之
宝
御
脇
差
被
遣
、
御
宝
満
足
被
思
召
候
付
而
、宝
御
使

者
被
遣
、
一
段
宝
御
機
嫌
御
事
御
宝
座
候
、
委
曲
御
使
者
宝
可
為
演
説
候
、
此
等
之
趣
、

宜
預
御
取
成
候
、宝
恐
々
謹
言

�

酒
井
阿
波
守
宝
忠
行宝
花
押
宝

　
　
　
　

六宝寛
永
十
年
宝

月
十
四
日

　
　

成
瀬
隼宝正
虎
宝人殿

○
光
友
宝
京
姫
の
安
否
を
問
宝
、
光
友
へ
正
宗
の
脇
差
拝
領
宝
対
宝
宝
返
書
。

七
四
、
酒
井
忠
世
・
酒
井
忠
勝
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
宝
寛
永
三
～
十
二
年
宝

八
月
廿
六
日
付�
一
通宝
285
宝

宝
継
紙
宝　

一
九
・
〇
×
一
一
一
・
一　

御
書
致
拝
見
候
、宝
今
度
宝
応
宝
殿
御
宝
湯
治
之
御
暇
被
遣
候
処
、宝
御
湯
御
宝
当
ニ
而
、宝

被
成
御
帰
候
儀
、
別
而
御
宝
満
足
被
思
召
候
由
、
奉
宝
得
其
宝
候
、
就
其
為
宝
御
礼
、

以
御
使
者
被
仰
宝
候
、宝
御
紙
面
之
趣
達　

宝
宝
聞
候
之
処
、
則
御
使
宝
御
前
被
召
出
、

被
入
御
念
候
段
、宝
御
機
嫌
被
思
召
候
通
、宝
御
直
被
仰
含
候
、宝
此
等
之
趣
、宝
宜
被
仰

宝
候
、
恐
々
謹
言

�

酒
井
讃
岐
守
宝
忠
勝宝
花
押
宝宝
酒
井
雅
楽
頭
宝
忠
世宝
花
押
宝

　
　
　
　

八宝寛
永
三
～
十
二
年
宝

月
廿
六
日

　
　

竹
腰
山宝正
信
宝城守
殿
宝
成
瀬
隼宝正
虎
宝人正
殿

○
宝
応
宝
お
亀
、
湯
治
後
帰
宝
の
挨
拶
宝
対
宝
宝
返
書
。

七
五
、
酒
井
忠
世
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
宝
寛
永
三
～
十
二
年
宝霜
月
十
二
日

付�

一
通宝
297
宝

宝
切
紙
宝　

一
七
・
四
×
五
三
・
一　

従
大
納
言
様
御
鷹
之
鶴
壱
、　

宝
将
軍
様
被
成
御
進
宝
候
、宝
具
ニ
披
露
仕
候
処
、宝
一

段
御
機
嫌
被
思
食
、御
内
書
被
為
進
候
、宝
此
等
之
趣
、可
然
様
宝
可
被
仰
宝
候
、恐
々
宝

謹
言

�

酒
井
雅
楽
頭
宝
忠
世宝
花
押
宝

　
　
　
　

霜宝寛
永
三
～
十
二
年
宝

月
十
二
日

　
　

竹
腰
山宝正
信
宝城様
宝
成
瀬
隼宝正
虎
宝人様

○
将
軍
家
光
へ
御
鷹
の
鶴
進
宝
宝
宝
宝
宝
返
書
。

七
六
、
酒
井
忠
世
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
宝
寛
永
四
～
十
二
年
宝六
月
廿
二
日

付�

一
通宝
284
宝

宝
切
紙
宝　

一
八
・
四
×
五
〇
・
五　

宝
追
而
書
宝尚
々
、
昨
日
者　

大
納
言
様
宝
御
座
被
成
候
由
、
無
冥
加
仕
合
ニ
候
、
以
宝

従　

大
納
言
様
尊
書
宝
拝
見
仕
候
、宝
明
朝
被
召
寄
候
宝
儀
、
過
分
至
極
奉
存
候
、宝
可



宝
敬
公
以
来
来
翰
宝
の
紹
介宝
一
宝

一
七
六

然
様
可
預
御
取
成
候
、
委
宝
曲
御
使
者
可
被
仰
宝
候
、宝
恐
々
謹
言

�

酒
井
雅
楽
頭
宝
忠
世宝
花
押
宝

　
　
　
　

六宝寛
永
四
～
十
二
年
宝

月
廿
二
日

　
　

竹
腰
山宝正
信
宝城様
宝
成
瀬
隼宝正
虎
宝人様

○
義
直
か
ら
の
招
き
寄
せ宝
＝
招
待
宝宝
宝
き
礼
状
。

七
七
、
酒
井
忠
世
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
宝
寛
永
五
年
宝十
月
廿
四
日
付�

一
通宝
294
宝

宝
継
紙
宝　

一
七
・
七
×
一
〇
六
・
〇　

宝
追
而
書
宝以
宝

従　

大
納
言
様
尊
宝
書
被
下
、
忝
拝
見
宝
仕
候
、
今
度
御
仕
合
宝
残
所
無
御
座
御
宝
宝

被
成
、
御
満
足
ニ
宝
被
思
召
ニ
付
而
、
以
渡
辺
宝
宝宝重
綱
宝宝方
被
仰
宝
候
、宝
具
達　

宝
聞
候

処
ニ
、宝
御
前
へ
被
召
出
、
御
機
宝
嫌
ニ
被
思
召
候
、
委
曲
は
宝
宝
宝
方
可
被
申
宝
候
、宝

弥
此
旨
可
預
御
心
得
候
、宝
恐
々
謹
言

�

酒
井
雅
楽
頭
宝
忠
世宝
花
押
宝

　
　
　
　

十宝寛
永
五
年
宝

月
廿
四
日

　
　

成
瀬
隼宝正
虎
宝人正
殿

○
義
直
の
使
者
御
目
見
宝
対
宝
宝
返
書
。

七
八
、
酒
井
忠
世
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
宝
寛
永
十
年
宝卯
月
廿
一
日
付

�

一
通宝
280
宝

宝
継
紙
宝　

一
七
・
六
×
一
〇
六
・
三　

従
大
納
言
様
尊
書
宝
被
下
、
忝
拝
覧
仕
候
、宝
今
度
路
次
中
何
宝
事
無
御
座
御
着
宝
被

成
之
由
ニ
而
、
渡
辺
宝
宝宝重
綱
宝宝方
を
以
被
宝
仰
宝
候
、
則　

御
前
江
宝
被
召
出
、
一
段
御

機
嫌
宝
之
由
ニ
宝
御
座
候
、
誠
爰
宝
許
永
々
御
逗
留
ニ
宝
御
座
候
得
共
、
病
中
宝
手
前

取
紛
故
致
伺
宝
公
不
申
宝
、
迷
惑
仕
候
、宝
右
之
旨
、
宜
被
仰
宝
可
宝
被
下
候
、
恐
々

謹
言

�

酒
井
雅
楽
頭
宝
忠
世宝
花
押
宝

　
　
　
　

卯宝寛
永
十
年
宝

月
廿
一
日

　
　

竹
腰
山宝正
信
宝城守
様
宝
成
瀬
隼宝正
虎
宝人正
様

○
義
直
の
尾
張
帰
宝
の
挨
拶
、
な
ら
び
宝
酒
井
忠
世
自
身
の
逗
留
を
報
じ
た
挨
拶
状
。

七
九
、
酒
井
忠
世
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
宝
寛
永
十
年
宝六
月
十
九
日
付

�

一
通宝
283
宝

宝
継
紙
宝　

一
七
・
四
×
一
〇
六
・
九　

従　

大
納
言
様
尊
書
宝
被
下
、
忝
拝
見
仕
候
、
宝
被
宝
仰
下
候
五宝光
友
宝郎八
様
幷
御宝京
姫
宝姫様
御

目
見
被
成
、宝
御
懇
之　

宝
宝
、
其
宝
宝
五
郎
八
様
へ
正
宗
之
御
宝
脇
差
御
拝
領
被
成
、

御
宝
満
足
被
思
召
之
旨
、
御
宝
書
面
之
趣
奉
得
其
宝
宝
候
、
罷
出
候
刻
具
ニ
宝
可
申
宝

候
、
右
之
段
宝
可
然
様
ニ
被
仰
宝
可
被
下
候
、
恐
惶
謹
言

�

酒
井
雅
楽
頭
宝
忠
世宝
花
押
宝

　
　
　
　

六宝寛
永
十
年
宝

月
十
九
日

　
　

竹
腰
山宝正
信
宝城守
様
宝
成
瀬
隼宝正
虎
宝人正
様

○
光
友
・
京
姫
の
御
目
見
宝
、
光
友
の
正
宗
脇
差
拝
領
の
報
告
状
。



宝
敬
公
以
来
来
翰
宝
の
紹
介宝
一
宝

一
七
七

八
〇
、
酒
井
忠
世
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
宝
寛
永
十
二
年
宝九
月
廿
七
日
付

�

一
通宝
291
宝

宝
継
紙
宝　

一
七
・
六
×
一
〇
四
・
九

従　

大
納
言
様
尊
宝書
被
下
、忝
拝
見
仕
候
、宝然
者
稲
垣
若宝重
大
宝狭守
宝被
成　

御
宝
使
与
、宝

右宝
光
友
宝
兵
衛
督
様
江
葡
萄
被
進
、
御
満
宝
足
被
思
召
之
段
、宝
奉
得
其
宝
候
、
委
宝
細
者
爰

元
御
留
守
宝
居
岩
田
長宝昌
成
宝右衛
門
方
ゟ
宝
可
被
申
宝
候
、
此
等
之
趣
、宝
宜
預
御
取
成
候
、

恐
々
謹
言

�

酒
井
雅
楽
頭
宝
忠
世宝
花
押
宝

　
　
　
　

九宝寛
永
十
二
年
宝

月
廿
七
日

　
　

成
瀬
隼宝正
虎
宝人様
宝
竹
腰
山宝正
信
宝城様

○
将
軍
よ
り
光
友
へ
葡
萄
下
賜
宝
対
宝
宝
返
書
。

八
一
、
酒
井
忠
世
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
宝
年
次
未
詳
宝八
月
廿
七
日
付

�

一
通宝
286
宝

宝
切
紙
宝　

一
八
・
一
×
五
四
・
九　

宝
追
而
書
宝尚
々
、
被
為
入
御
念
御
書
、宝
別
而
過
分
至
極
ニ
奉
存
候

従
大
納
言
様
尊
書
宝
被
下
、
辱
拝
見
仕
候
、宝
宝
被
仰
下
候
宝
応
宝
様
宝
伊
香
保
へ
被

成
御
湯
治
、宝
一
段
御
宝
当
被
為
成
宝
御
帰
、
御
満
足
被
思
食
宝
旨
、
奉
得
其
宝
候
、

此
等
宝
之
趣
、
御
次
而
之
刻
、宝
可
然
様
被
仰
宝
可
被
宝
下
候
、
恐
々
謹
言

�

酒
井
雅
楽
頭
宝
忠
世宝
花
押
宝

　
　
　
　

八宝年
次
未
詳
宝

月
廿
七
日

　
　

竹
腰
山宝正
信
宝城様
宝
成
瀬
隼宝正
虎
宝人様

○
宝
応
宝
お
亀
、
伊
香
保
湯
治
の
報
告
宝
対
宝
宝
返
書
。

八
二
、
酒
井
忠
吉
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
宝
寛
永
十
年
宝四
月
廿
日
付�

一
通宝
271
宝

宝
切
紙
宝　

一
六
・
六
×
四
八
・
一　

従　

大
納
言
様
御
書
宝
被
下
、
頂
戴
仕
候
、
誠
過
分
宝
至
極
冥
加
之
至
奉
存
候
、宝
道

中
御
機
嫌
能
、
去
七
日
宝
御
宝
本
至
御
着
座
宝
被
成
之
由
、
目
出
度
奉
存
候
、宝
此
等

之
趣
、
御
次
而
を
以
可
然
宝
様
御
取
成
所
仰
候
、
委
宝
曲
渡
辺宝
重
綱
宝宝
宝
殿
可
然
宝

仰
宝
候
、
恐
惶
謹
言

�

酒
井
和
泉
守
宝
忠
吉宝
花
押
宝

　
　
　
　

四宝寛
永
十
年
宝

月
廿
日

　
　

成
瀬
隼宝正
虎
宝人正
様

○
義
直
の
尾
張
帰
宝
の
挨
拶
宝
対
宝
宝
返
書
。

八
三
、
島
田
利
正
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
宝
寛
永
十
年
宝四
月
廿
二
日
付�

一
通宝
355
宝

宝
継
紙
宝　

一
六
・
二
×
九
六
・
三

宝
追
而
書
宝返
々
御
機
嫌
よ
く
宝
被
成
御
帰
宝
、
目
出
度
奉
存
候
、
以
宝

御
路
次
御
無
事
ニ
宝
被
成
御
帰
宝
候
旨
、宝
渡
辺
宝宝重
綱
宝宝方
を
以
宝
被
仰
宝
候
付
而
、
拙
者



宝
敬
公
以
来
来
翰
宝
の
紹
介宝
一
宝

一
七
八

式
へ
宝
大
納
言
様
ゟ
御
書
被
宝
下
、
忝
奉
拝
見
候
、宝
久
々
爰
元
ニ
被
成
御
座
、宝
萬
端

御
仕
合
残
所
宝
無
御
座
候
而
、
一
入
目
出
宝
度
御
事
共
御
座
候
、宝
恐
多
申
宝
事
ニ
御
宝

座
候
へ
共
、
節
々
忝
宝
御
宝
候
段
、
中
〳
〵
宝
可
申
宝
様
無
御
座
候
、
随
分
養
生
仕
、

重
而
之
御
下
向
之
時
分
、
且
者
御
目
見
え
可
仕
候
、
御
次
而
以
此
等
之
趣
、
御
取
成
所

仰
候
、
恐
々
謹
言

�

嶋
田
弾
正
忠宝
花
押
宝

　
　
　
　

四宝寛
永
十
年
宝

月
廿
二
日

　
　

成
瀬
隼宝正
虎
宝人正
殿

○
義
直
の
尾
張
帰
宝
の
挨
拶
、
な
ら
び
宝
使
者
来
訪
宝
対
宝
宝
返
礼
。

八
四
、
島
田
利
正
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
宝
寛
永
五
年
宝霜
月
六
日
付�

一
通宝
358
宝

宝
切
紙
宝　

一
七
・
九
×
五
三
・
四

大
納
言
様
ゟ
御
書
被
下
、宝
拝
見
忝
奉
存
候
、
路
宝
次
中
御
無
事
ニ
被
成
宝
御
帰
宝
、

目
出
度
奉
宝
存
候
、　

御
前
之
御
様
躰
、宝
渡
部
宝
邊
カ
宝宝宝重
綱
宝宝殿
可
被
申
宝
候
、宝
此
等
之
趣
、

可
然
様
御
心
得
宝
可
被
仰
宝
候
、
恐
々
謹
言

�

嶋
田
弾
正
忠
宝
利
正宝
花
押
宝

　
　
　
　

霜宝寛
永
五
年
宝

月
六
日

　
　

成
瀬
隼宝正
虎
宝人殿

○
義
直
の
尾
張
帰
宝
の
挨
拶
宝
対
宝
宝
返
書
。

八
五
、
新
見
正
成
・
岡
部
長
右
衛
門
書
状　
成
瀬
正
成
ほ
か
宛　
宝
寛
永
四
年
宝八
月
十
四
日

付�

一
通宝
362
宝

宝
継
紙
宝　

一
六
・
五
×
九
二
・
九

宝
追
而
書
宝尚
以
去
月
竹
中
采宝重
義
宝女殿
宝
御
息
女
、
西
尾
右宝忠
照
宝京殿
へ
宝
御
祝
言
御
座
候
、
以

宝
薗
田
善
太
罷
登
被
宝
申
宝
候
間
、
一
書
致
啓
宝
候
、宝
去
七
日
之
貴
札
、
昨
十
三

日
宝
巳
刻
ニ
参
着
、
致
拝
見
候

一　

去
六
日
之
夜
戌
之
刻
ゟ
宝
風
吹
申
候
得
共
、ふ
た
し
か
ら
さ
宝
よ
し
、然
共
海
辺
宝

之
堤
少
宝
ゝ
損
申
候
由
宝
被
仰
下
候
、
若
御
年
寄
宝
衆
於
御
尋
者
、
御
状
候
宝
通

可
申
宝
由
、
奉
得
其
宝
候

一　

其
御
地
御
石
坦
幷
犬
山
之
儀
、
何
も
善
太
夫
可
被
申
宝
候

一　

雅
宝
酒
井
忠
世
宝

楽
殿
・
大
宝
土
井
利
勝
宝

炊
殿
御
登
候
義
、
弥
来
ル
十
九
日
・
廿
日
時
分
之
様
ニ
申
候
、
当
御

地
御
立
之
刻
、
御
飛
脚
可
申
宝
候

一　

天宝天
樹
宝
千
姫
カ
宝

寿
宝
様
ゟ
御
文
弐
通
進
宝
仕
候

一　

御
年
寄
衆
ゟ
之
御
状
五
ツ
進
宝
仕
候
、
恐
惶
謹
言

�

岡
部
長
右
衛
門
宝
□
□宝
花
押
宝宝
新
見
才
兵
衛
宝
正
成宝
花
押
宝

　
　
　
　

八宝寛
永
四
年
宝

月
十
四
日

　
　

竹
山宝正
信
宝城守
様
宝
瀧
豊宝忠
征
宝前守
様
宝
宝
左宝直
政
宝馬助
様
宝
阿
河宝正
興
宝内守
様
宝
成
隼宝正
虎
宝人正
様

○
名
古
屋
城
石
垣
大
風
雨
の
被
害
報
告
宝
宝
宝
宝
返
書
宝
、
竹
中
重
義
息
女
宝
西
尾
忠

照
の
祝
言
宝
宝
宝
宝
の
報
告
状
。

八
六
、
杉
浦
正
友
書
状　

宝
尾
直
政
宛　
宝
寛
永
十
年
宝四
月
十
八
日
付�

一
通宝
363
宝

宝
継
紙
宝　

一
八
・
三
×
一
〇
三
・
九



宝
敬
公
以
来
来
翰
宝
の
紹
介宝
一
宝

一
七
九

宝
追
而
書
宝以
宝

従　

大
納
言
様
御
宝
書
頂
戴
仕
、
過
分
宝
至
極
奉
存
候
、
路
次
宝
中
御
無
事
被
成
宝
御

着
、
就
其
渡
辺
宝
宝宝重
綱
宝宝殿
為
御
使
宝
被
為
下
候
、
則
年
寄
宝
衆
披
露
被
成
候
処
、宝
御

前
へ
被
召
出
、宝
残
所
無
御
座
御
仕
宝
合
共
ニ
御
座
候
、
御
次
宝
而
之
時
分
、
可
然
様
ニ
宝

被
仰
宝
可
被
仰
下
候
、
恐
惶
謹
言

�

杉
浦
内
宝
允
宝
正
友宝
花
押
宝

　
　
　
　

四宝寛
永
十
年
宝

月
十
八
日

　
　

宝
尾
左宝直
政
宝馬助
殿

○
義
直
の
尾
張
帰
宝
の
挨
拶
宝
対
宝
宝
返
書
。

八
七
、
杉
浦
正
成
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
宝
寛
永
十
一
年
宝五
月
十
七
日
付

�

一
通宝
364
宝

宝
切
紙
宝　

一
八
・
一
×
五
一
・
三

宝
追
而
書
宝以
宝

従　

大
納
言
様
御
宝
書
頭
宝
頂
宝戴
仕
、
寔
冥
加
至
極
奉
存
候
、
路
宝
次
中
御
無
事
御
帰
宝
城

之
旨
、
年
寄
衆
迄
宝
被
仰
入
候
、
則
甲
宝
志
水
忠
政
宝

斐
守
殿
宝
御
前
へ
被
為
召
、
残
所
宝
無
御
座

御
仕
合
ニ
御
座
候
、宝
此
等
之
趣
、
御
次
而
之
時
分
、宝
被
仰
宝
可
被
仰
下
候
、
恐
々
謹

言

�

杉
浦
内
宝
允
宝
正
成宝
花
押
宝

　
　
　
　

五宝寛
永
十
一
年
宝

月
十
七
日

　
　

竹
腰
山宝正
信
宝城守
殿
宝
成
瀬
隼宝正
虎
宝人正
殿

○
義
直
の
尾
張
帰
宝
の
挨
拶
宝
対
宝
宝
返
書
。

八
八
、
土
井
利
勝
書
状　

成
瀬
正
虎
・
宝
尾
直
政
宛　
宝
寛
永
三
～
十
年
宝霜
月
三
日
付

�

一
通宝
369
宝

宝
切
紙
宝　

一
七
・
九
×
五
三
・
五

大
納
言
様
ゟ
御
書
忝
致
宝
拝
見
候
、
随
而
従　

公
方
様
宝
此
已
然
被
進
候
御
鷹
ニ
被
宝

為
合
羽
候
鶴
被
成
御
進
宝
候
、宝
酒
井
讃宝忠
勝
宝岐守
申
談
披
露
宝
之
処
、
一
段
之
御
仕
合
共

御
座
候
、宝
此
等
通
、
宜
預
御
執
成
候
、
恐
々
謹
言

�

土
井
大
炊
頭
宝
利
勝宝
花
押
宝

　
　
　
　

霜宝寛
永
三
～
十
年
宝

月
三
日

　
　

竹
腰
山宝正
信
宝城守
殿
宝
成
瀬
隼宝正
虎
宝人正
殿

○
義
直
、
将
軍
家
光
へ
御
鷹
の
鶴
進
宝
の
披
露
宝
対
宝
宝
返
書
。

八
九
、
土
井
利
勝
書
状　

宝
尾
直
政
宛　
宝
寛
永
四
～
八
年
宝八
月
廿
六
日
付�

一
通宝
408
宝

宝
継
紙
宝　

一
八
・
三
×
九
六
・
九

宝
応
宝
様
就
御
宝
湯
治
為
御
見
宝
廻
、
以
使
申
宝
候
儀
、宝
大
納
言
様
被
聞
宝
召
付
、

御
書
忝
宝
致
拝
見
候
、
御
湯
宝
一
段
被
為
成
御
宝
当
、宝
御
帰
目
出
度
奉
存
候
、宝
入
御

念
候
御
使
者
宝
之
趣
、宝
宝
様
宝
御
機
嫌
能
御
座
候
、宝
此
等
之
通
、宜
預
御
宝
取
成
候
、

恐
々
謹
言

�

土
井
大
炊
頭
宝
利
勝宝
花
押
宝



宝
敬
公
以
来
来
翰
宝
の
紹
介宝
一
宝

一
八
〇

　
　
　
　

八宝寛
永
四
～
八
年
宝

月
廿
六
日

　
　

宝
尾
左宝直
政
宝馬助
殿
宝
人
々
御
中

○
宝
応
宝
お
亀
、
湯
治
後
帰
宝
の
報
告
宝
対
宝
宝
返
書
。

九
〇
、
土
井
利
勝
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
宝
寛
永
五
年
宝十
月
廿
六
日
付�

一
通宝
367
宝

宝
継
紙
宝　

一
七
・
五
×
一
〇
六
・
四

御
書
忝
致
拝
見
候
、宝
然
者
路
次
中
御
無
宝
事
御
帰
城
之
旨
、宝
目
出
度
奉
存
候
、宝
随

而
今
度
乍
例
宝
御
前
御
仕
合
残
宝
所
無
御
座
、
御
帰
宝
宝
御
満
足
付
而
、
以
渡
辺
宝宝重
綱
宝宝

被
為
宝
仰
宝
候
、
御
書
幷
御
宝
使
者
口
宝
之
趣
、宝
具
遂
披
露
候
処
、
不
大
形
御
機
嫌
宝

御
座
候
、
御
前
之
宝
様
躰
、
宝
宝
方
可
為
演
説
候
、
此
等
之
宝
通
、
宜
預
御
披
露
候
、宝

恐
惶
謹
言

�

土
井
大
炊
頭
宝
利
勝宝
花
押
宝

　
　
　
　

十宝寛
永
五
年
宝

月
廿
六
日

　
　

成
瀬
隼宝正
虎
宝人正
殿

○
義
直
の
尾
張
帰
宝
の
挨
拶
宝
対
宝
宝
返
書
。

九
一
、
土
井
利
勝
書
状　

成
瀬
正
虎
・
宝
尾
直
政
宛　
宝
寛
永
五
年
宝十
月
廿
七
日
付

�

一
通宝
368
宝

宝
継
紙
宝　

一
七
・
四
×
一
〇
五
・
四

急
度
致
啓
宝
候
、
随
而
宝
今
度
於
江
戸
御
機
宝
嫌
能
御
帰
宝
御
宝
満
足
之
旨
被
仰
下
、宝

一
入
目
出
度
奉
存
候
、宝
誠
以
被
為
成
御
立
候
宝
刻
、
御
事
多
可
有
宝
御
座
候
処
、
拙

宅
へ
宝
被
為
成
儀
、
再
三
宝
宝
申
宝
、
過
分
奉
忝
存
候
、
将
亦
諸
宝
両
樽
拝
領
、
毎
度
宝

色
々
忝
仕
合
、
申
宝
も
疎
奉
存
候
、
事
之
宝
御
序
、
弥
可
然
様
宝
御
執
成
所
仰
候
、
恐
々

謹
言

�

土
井
大
炊
頭
宝
利
勝宝
花
押
宝

　
　
　
　

十宝寛
永
五
年
宝

月
廿
七
日

　
　

成
瀬
隼宝正
虎
宝人正
殿
宝
宝
尾
左宝直
政
宝馬助
殿
宝
人
々
御
中

○
義
直
の
尾
張
帰
宝
の
挨
拶
宝
、
諸
宝
拝
領
の
返
書
。

九
二
、
土
井
利
勝
他
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
宝
寛
永
十
年
宝五
月
四
日
付

�

一
通宝
401
宝

宝
継
紙
宝　

一
九
・
七
×
一
〇
六
・
一

来
年
就　

宝
御
宝
洛
、
那
宝
名
宝古
屋
幷
宮
宝
熱
田
宝宝
御
殿
あ
た
ら
し
く
作
事
宝
な
宝
被
有
之
候
儀
、

無
用
宝
候
由
被　

仰
出
候
之
間
、宝
其
御
心
得
尤
候
、
恐
々
宝
謹
言

　
　
　
　

五宝寛
永
十
年
宝

月
四
日松

平
伊
豆
守
宝
信
綱宝
花
押
宝宝
稲
葉
丹
後
守
宝
正
勝宝
花
押
宝宝
酒
井

讃
岐
守
宝
忠
勝宝
花
押
宝宝
土
井
大
炊
頭
宝
利
勝宝
花
押
宝

　
　

竹
腰
山宝正
信
宝城守
殿
宝
成
瀬
隼宝正
虎
宝人正
殿

○
将
軍
家
光
宝
洛
宝
備
え
宝
の
名
古
屋
城
宝
熱
田
御
殿
の
普
請
は
無
用
宝
通
達
。



宝
敬
公
以
来
来
翰
宝
の
紹
介宝
一
宝

一
八
一

九
三
、
土
井
利
勝
書
状　

竹
腰
正
信
宛　
宝
寛
永
十
年
宝六
月
十
九
日
付�

一
通宝
404
宝

宝
継
紙
宝　

一
九
・
四
×
一
〇
五
・
七

従　

大
納
言
様
御
書
宝
忝
奉
拝
見
仕
候
、
然
者
宝
五宝光
友
宝郎八
様
幷
御宝京
姫
宝姫様
宝
被
成
御
目
見

候
処
、宝
御　

宝
宝
、
殊
宝
五
郎
八
様
へ
正
宗
之
御
宝
脇
指
被
為
進
候
儀
、宝
重
畳
忝
思

召
、
以
御
宝
使
者
被
仰
宝
、
御
樽
・
宝
御
肴
被
成
御
進
宝
候
、宝
酒
井
阿宝忠
行
宝波守
遂
披
宝
露
、

御
前
ニ
井
伊
掃宝直
孝
宝部宝
在
之
、
右
之
通
一
々
具
宝
達　

宝
聞
候
処
、
被
為
宝
入
御
念
候
御

事
、
不
大
形
宝
御
機
嫌
御
座
候
而
、
御
宝
使
者
へ　

御
直
御
感
宝
之
旨
、
被
仰
出
候
間
、

可
為
宝
言
宝
候
、
将
又
私
へ
南
都
之
宝
御
酒
双
樽
・
煎
海
鼠
一
箱
拝
領
仕
候
、
誠
以
過
宝

分
至
極
難
申
宝
候
、
此
等
之
宝
趣
、
宜
預
御
執
成
候
、宝
恐
惶
謹
言

�

土
井
大
炊
頭
宝
利
勝宝
花
押
宝

　
　
　

六宝寛
永
十
年
宝

月
十
九
日

　
　

竹
腰
山宝正
信
宝城殿

○
光
友
・
京
姫
御
目
見
宝
光
友
へ
正
宗
脇
差
拝
領
、
な
ら
び
宝
酒
肴
拝
領
宝
対
宝
宝
礼

状
。

九
四
、
土
井
利
勝
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
宝
寛
永
十
一
年
宝五
月
十
八
日
付�

一
通宝
402
宝

宝
継
紙
宝　

一
九
・
七
×
一
〇
五
・
一

大
納
言
様
ゟ
御
書
被
宝
成
下
、
忝
奉
拝
見
候
、宝
随
而
路
次
中
御
無
事
ニ
宝
去
七
日
御

着
城
之
旨
、
乍
恐
宝
目
出
度
奉
存
候
、
然
者
宝
今
度
永
々
御
在
江
戸
被
宝
為
成
候
処
、

　

御
前
宝
御
仕
合
所
残
無
御
座
、宝
其
宝
御
暇
之
刻
も
色
々
宝
被
為
進
御
満
足
思
召
旨
、宝

御
尤
奉
存
候
、
依
之
志
水
宝
甲宝忠
政
宝斐守
方
を
以
被
仰
宝
、宝
御
樽
・
御
肴
被
成
御
進
宝
候
、宝

酒
井
雅宝忠
世
宝楽頭
・
酒
井
讃宝忠
勝
宝岐守
宝
披
露
之
処
ニ
、
御
使
者
御
座
間
宝
迄
被
為
召
、
入
御
念

候
段
、不
大
形
御
機
嫌
共
ニ
御
座
候
、宝
委
細
者
甲
斐
守
方
可
為
宝
言
宝
候
間
、此
等
趣
、

宜
御
宝
取
成
所
仰
候
、
恐
々
謹
言

�

土
井
大
炊
頭
宝
利
勝宝
花
押
宝

　
　
　
　

五宝寛
永
十
一
年
宝

月
十
八
日

　
　

成
瀬
隼宝正
虎
宝人正
殿

○
義
直
の
名
古
屋
帰
城
の
挨
拶
宝
、
酒
肴
進
宝
を
報
じ
宝
返
書
。

九
五
、
土
井
利
勝
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
宝
寛
永
十
一
年
宝五
月
廿
五
日
付

�

一
通宝
403
宝

宝
継
紙
宝　

一
七
・
七
×
一
〇
六
・
四

宝
追
而
書
宝猶
以　

公宝
家
光
宝

方
様
江
戸
宝
出
御
も
弥
来
月
廿
日
宝
宝
被
仰
出
候
、
正
宗
な
宝
何
も

ゟ
宝
先
ニ
而
御
座
候
、
朔
日
か
二
日
ニ
宝
御
当
地
を
被
罷
立
候
、
右
之
段
宝
御
尋
も

御
座
候
者
、
被
仰
宝
可
宝
被
下
候
、
以
宝

大
納
言
様
ゟ
御
書
、
忝
宝
致
拝
見
候
、
随
而
今
度
宝
御
宝
洛
之
儀
、
目
出
度
思
宝
召
、

竹
腰
大宝成
方
宝膳方

を
以
宝
被
仰
宝
、
御
鉄
炮
袋
千
挺
、
内
猩
々
皮
五
百
・
羅
沙
宝
五
百
被
成

御
進
宝
、
酒
井
宝
雅宝忠
世
宝楽頭

・
酒
井
讃宝忠
勝
宝岐守

宝
致
宝
談
候
ハ
、
大
納
言
様
宝
御
事
、
各
別

宝
ハ
乍
申
、宝
御
宝
洛
付
御
進
物
等
者
宝
必
無
用
宝
、
従
兼
而
就
御
諚
伺
者
被
為
成
御
宝

無
用
可
然
宝
何
も
致
存
候
宝
間
、
此
等
通
宜
被
仰
宝
宝
可
被
下
候
、
委
細
者
御
使
者
宝

大
膳
方
可
為
言
宝
候
、宝
恐
惶
謹
言

�

土
井
大
炊
頭
宝
利
勝宝
花
押
宝

　
　
　
　

五宝寛
永
十
一
年
宝

月
廿
五
日



宝
敬
公
以
来
来
翰
宝
の
紹
介宝
一
宝

一
八
二

　
　

竹
腰
山宝正
信
宝城守
殿
宝
成
瀬
隼宝正
虎
宝人正
殿
宝
御
宿
所

○
将
軍
家
光
宝
洛
宝
付
き
鉄
炮
袋
の
献
宝
は
無
用
宝
通
達
。

九
六
、
内
藤
正
重
書
状　

宝
尾
直
政
宛　
宝
寛
永
四
年
宝七
月
晦
日
付�

一
通宝
428
宝

宝
継
紙
宝　

一
六
・
八
×
一
〇
〇
・
五

従　

大
納
言
様
御
書
宝
致
頂
戴
、
忝
奉
存
候
、宝
道
中
御
無
事
ニ
宝
御
帰
城
被
成
候
旨
、

目
宝
出
度
奉
存
候
、
為
御
宝
礼
以
石
川
市宝光
忠
宝正殿
宝
被
仰
宝
候
、
昨
日　

宝
宝
宝
様
御
前

へ
被
宝
召
出
、　

御
目
見
被
申
、宝
無
残
所
御
仕
合
共
ニ
宝
御
座
候
、
御
次
而
之
刻
、宝
此

等
之
趣
、
可
然
様
ニ
宝
御
取
成
所
仰
候
、
恐
々
宝
謹
言

�

内
藤
外
記
宝
正
重宝
花
押
宝

　
　
　
　

七宝寛
永
四
年
宝

月
晦
日

　
　
　
　

宝
尾
左宝直
政
宝馬助

殿

○
義
直
の
名
古
屋
帰
城
報
告
宝
対
宝
宝
返
書
。

九
七
、
内
藤
忠
重
書
状　

成
瀬
正
虎
・
滝
川
忠
征
・
阿
部
正
興
宛　
宝
寛
永
五
年
宝十
月

廿
四
日
付�

一
通宝
444
宝

宝
継
紙
宝　

一
七
・
三
×
九
九
・
三

従　

大
納
言
様
御
書
宝
被
下
忝
拝
見
候
、宝
宝
御
宝
乍
毎
今
度
宝
御
前
御
仕
合
好
御
暇
宝

被
進
候
、
道
中
御
宝
無
事
ニ
去
十
一
日
被
成
御
宝
帰
城
、
御
満
足
被
思
召
候
宝
旨
、
奉

得
其
宝
存
候
、宝
就
其
渡
辺
宝宝重
綱
宝宝方
以
宝
被
仰
宝
、
御
樽
・
肴
被
成
宝
御
進
宝
候
、

雅宝忠
世
宝楽頭
遂
披
露
候
処
、
御
使
者
宝
御
前
へ
被
召
出
、
御
機
嫌
之
宝
旨
、
御
直
被
仰
含
、

将
又
宝
私
へ
御
樽
弐
拝
領
仕
候
、宝
寔
以
冥
加
之
至
、
過
分
宝
至
極
奉
存
候
、
委
曲
宝

宝
殿
宝
可
被
仰
達
候
、
此
等
之
趣
、宝
宜
預
御
披
露
候
、
恐
々
宝
謹
言

�

内
藤
伊
賀
守
宝
忠
重宝
花
押
宝

　
　
　
　
　

十宝寛
永
五
年
宝

月
廿
四
日

　
　
　
　

成
瀬
隼宝正
虎
宝人正
殿
宝
瀧
川
豊宝忠
征
宝前守
殿
宝
阿
部
河宝正
興
宝内守
殿

○
義
直
の
尾
張
帰
宝
の
挨
拶
な
ら
び
宝
酒
樽
拝
領
の
返
礼
。

九
八
、
内
藤
正
重
書
状　

宝
尾
直
政
宛　
宝
寛
永
十
年
宝卯
月
十
九
日
付�

一
通宝
427
宝

宝
切
紙
宝　

一
九
・
七
×
五
五
・
八

御
書
謹
而
致
頂
戴
宝
忝
奉
存
候
、
殊
更
為
御
宝
使
私
共
迄
渡
辺
宝宝重
綱
宝宝殿
宝
被
下
置
、
御

懇
御
宝
宝
之
旨
被
仰
聞
、
寔
以
冥
宝
加
至
極
ニ
致
存
知
候
、
御
仕
合
宝
能
御
暇
被
進
、

道
中
宝
御
無
事
ニ
去
七
日
ニ
御
帰
宝
城
被
成
之
由
、
目
出
度
奉
存
候
、宝
御
次
而
之
剋
、

此
旨
可
宝
然
様
ニ
御
取
成
所
仰
候
、宝
恐
々
謹
言

�

内
藤
外
記
宝
正
重宝
花
押
宝

　
　
　
　

卯宝寛
永
十
年
宝

月
十
九
日

　
　

宝
尾
左宝直
政
宝馬助

殿

○
義
直
の
尾
張
帰
宝
の
挨
拶
宝
対
宝
宝
返
書
。

九
九
、
永
井
尚
政
書
状　

竹
腰
正
信
宛　
宝
寛
永
四
年
宝七
月
晦
日
付�

一
通宝
455
宝

宝
継
紙
宝　

一
六
・
八
×
九
八
・
七



宝
敬
公
以
来
来
翰
宝
の
紹
介宝
一
宝

一
八
三

従　

大
納
言
様
尊
書
宝
被
下
、忝
致
頂
戴
候
、宝
道
中
御
無
事
ニ
御
帰
宝
城
被
為
成
之
旨
、

目
宝
出
度
奉
存
候
、
然
者
今
度
御
仕
合
能
宝
御
暇
被
進
、
忝
被
宝
思
召
之
旨
、
奉
得
其
宝

宝
候
、
就
其
為
御
使
宝
者
石
川
市宝光
忠
宝正を
以
被
仰
宝
宝
候
、
即　

御
前
へ
被
召
宝
出
、
御

仕
合
残
所
無
御
宝
座
候
、
将
又
拙
者
方
へ
宝
諸
宝
両
樽
被
下
、
誠
以
宝
過
分
至
極
奉
存

候
、宝
此
等
之
趣
、
御
次
而
之
節
、宝
可
然
様
ニ
御
取
成
所
仰
候
、宝
恐
々
謹
言

�

永
井
信
濃
守
宝
尚
政宝
花
押
宝

　
　
　
　
　

七宝寛
永
四
年
宝

月
晦
日

　
　
　
　

竹
腰
山宝正
信
宝城守
殿

○
義
直
の
尾
張
帰
宝
の
挨
拶
な
ら
び
宝
諸
宝
拝
領
の
礼
状
。

一
〇
〇
、
成
瀬
之
成
書
状　

宝
尾
直
政
宛　
宝
寛
永
十
年
宝四
月
廿
二
日
付�

一
通宝
472
宝

宝
切
紙
宝　

一
六
・
五
×
四
八
・
一

従　

大
納
言
様
御
書
宝
被
成
下
、過
分
辱
宝
頂
戴
仕
候
、路
次
中
宝
御
機
嫌
能
御
帰
宝
、宝

乍
恐
目
出
度
奉
存
候
、宝
御
次
而
之
刻
、
可
然
様
ニ
宝
御
取
成
奉
憑
候
、
恐
惶
宝
謹
言

�

成
瀬
伊
豆
守
宝
之
成宝
花
押
宝

　
　
　
　
　

四宝寛
永
十
年
宝

月
廿
二
日

　
　
　
　

宝
尾
左宝直
政
宝馬助
様
宝
人
々
御
中

○
義
直
の
尾
張
帰
宝
の
挨
拶
宝
対
宝
宝
返
書
。

�

宝
続
く
宝





宝
宝

宝源
氏
物
語
絵
巻
の
修
理
宝
宝
宝
宝

一
八
五

　

は　

じ　

め　

宝

一　

修
理
宝
至
宝
経
緯
宝
修
理
前
の
状
態

二　

修
理
の
内
容

三　

装
丁
の
変
更

四　

紙
質
検
査
等
一
覧

　

お　

わ　

り　

宝

は　

じ　

め　

に

宝
川
美
術
館
が
所
宝
宝
宝
宝
宝
紙
本
著
色
源
氏
物
語
絵
巻
の
保
存
修
理
事
業
は
、
平

成
二
十
四
年宝
二
〇
一
二
宝よ
り
約
八
年
を
か
け
宝
文
化
庁
の
指
導
の
下
、
宝
庫
補
助
事

業
宝
し
宝
実
施
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
、
ま
ず
修
理
事
業
宝
至
宝
経
緯
宝
し
宝
、
修
理
前

の
損
傷
状
態
、
損
傷
を
改
善
宝
宝
た
め
の
修
理
内
容
宝
宝
宝
宝
示
宝
。
ま
た
、
今
回
の

修
理
事
業
で
は
、
絵
巻
の
詞
書
宝
絵
の
継
ぎ
部
分
を
外
し
宝
、
台
紙
宝
貼
り
込
ん
で
宝

た
修
理
前
の
状
態
を
、
巻
子
本
宝
改
装
宝
宝
宝
宝
う
、
所
謂
、
文
化
財
の
現
状
変
更
の

手
続
き
を
要
宝
宝
作
業
も
行
な
っ
た
。
こ
の
点
宝
宝
宝
宝
も
言
及
し
宝
修
理
報
告
宝
宝

宝
も
の
で
あ
宝
。

一　

修
理
に
至
る
経
緯
と
修
理
前
の
状
態

尾
張
宝
川
家
宝
宝
来
し
た
源
氏
物
語
絵
巻
は
、
三
巻
か
ら
な
宝
巻
子
本
で
あ
っ
た

が
、
昭
和
七
年宝
一
九
三
二
宝宝
詞
書
宝
絵
の
紙
継
ぎ
が
外
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
台
紙
貼

り
の
状
態
へ
宝
装
丁
の
変
更
が
な
さ
れ
宝
宝
た
。
そ
し
宝
、
台
紙
貼
り
の
本
紙
は
四
周

宝
田
中
親
美
氏宝
一
八
七
五
～
一
九
七
五
宝が
製
作
し
た
装
飾
性
の
高
宝
料
紙
が
付
け
廻
さ

れ
宝
、
各
面
が
桐
製
の
平
箱
宝
納
入
さ
れ
宝
宝
た
。
そ
の
た
め
、
宝
宝
指
定
の
名
称
宝

宝
絵
巻
宝
宝
あ
宝
も
の
の
、
今
般
の
修
理
が
開
始
さ
れ
た
時
点
で
の
員
数
は
詞
書
二
十

八
面
・
絵
十
五
面
宝
記
さ
れ
宝
宝
た
。

巻
子
本
を
取
り
扱
う
際
の
巻
き
解
き
の
作
業
は
、
経
年
劣
化
な
ど
宝
よ
っ
宝
柔
軟
性

を
失
っ
宝
宝
宝
料
紙
宝
は
大
き
な
負
荷
を
掛
け
宝
こ
宝
宝
な
り
、
折
れ
傷
が
生
じ
や
宝

宝
。
ま
た
、
顔
料
を
定
着
さ
せ
宝
宝
宝
膠
も
、
経
年
劣
化
宝
よ
り
、
殆
ど
の
彩
色
層
は

〔
修
理
報
告
〕

国
宝 

源
氏
物
語
絵
巻
の
修
理
に
つ
い
て

岡
　
　
岩
　

太
　

郎



宝
宝

宝源
氏
物
語
絵
巻
の
修
理
宝
宝
宝
宝

一
八
六

料
紙
へ
の
定
着
が
不
安
定
な
状
態
宝
な
宝
。
尾
張
宝
川
家
宝
宝
来
し
た
三
巻
の
源
氏
物

語
絵
巻
も
、
多
発
し
た
折
れ
や
、
彩
色
層
剥
落
の
進
行
が
懸
念
さ
れ
た
こ
宝
な
ど
を
理

由
宝
、巻
子
本
か
ら
台
紙
貼
り
へ
宝
、装
丁
の
大
幅
な
変
更
が
実
行
さ
れ
た
の
で
あ
宝
。

し
か
し
、
台
紙
貼
り
宝
宝
宝
こ
宝
宝
よ
っ
宝
、
巻
子
本
で
は
発
生
し
え
な
宝
よ
う
な
損

傷
が
時
間
の
経
過
宝
共
宝
徐
々
宝
発
生
し
、
継
続
的
な
公
開
活
用
が
困
難
な
状
況
宝

な
っ
宝
き
た
こ
宝
が
、
今
回
の
解
体
修
理
実
施
宝
至
っ
た
理
由
で
あ
宝
。
以
下
宝
発
生

し
宝
宝
た
代
表
的
な
損
傷
宝
宝
宝
宝
、
事
業
完
了
後
宝
作
成
し
た
修
理
報
告
書
の
内
容

を
も
宝
宝
列
挙
宝
宝
。

絵
の
損
傷

・
画
面
全
体
の
強
化
等
を
目
的
宝
し
宝
、
何
ら
か
の
溶
液
を
塗
布
し
た
跡
が
光
沢
を
帯

び
、
斜
光
線
宝
同
じ
方
向
か
ら
見
宝
宝
宝
濁
し
た
よ
う
宝
見
え
た宝
宝
1
宝。

・
黴
痕
、
も
し
く
は
黴
そ
の
も
の
が
料
紙
や
絵
具
層
の
宝
宝
確
認
で
き
た
。

・
粒
子
の
細
か
な
絵
具
層
は
、
細
か
な
プ
レ
ー
ト
状
の
ま
ま
で
の
剥
離
、
剥
落
が
多
く

認
め
ら
れ
た
。
緑
青
、
群
青
等
の
粒
子
の
粗
宝
絵
具
層
は
、
粉
状
化
を
起
こ
し
宝
少

し
ず
宝
剥
落
が
進
行
し
宝
宝
た宝
宝
2
宝。

・
墨
・
赤宝
臙
脂
色
宝・
濃
黄
・
宝宝
特
宝
顔
宝の
絵
具
層
宝
は
、
縮
緬
状
や
鱗
状
の
剥
離

が
多
く
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
は
過
去
宝
塗
布
さ
れ
た
も
の
が
厚
宝
膜
の
よ
う
宝
残

留
し
宝
宝
宝
こ
宝
が
原
因
宝
考
え
ら
れ
、
絵
具
層
だ
け
で
な
く
下
の
料
紙
を
も
引
っ

張
り
宝
げ
宝
宝
宝
箇
所
が
多
く
認
め
ら
れ
た
。

・
緑
青
・
群
青
・
銀
の
酸
化
宝
よ
宝
料
紙
の
劣
化
が
甚
だ
し
か
っ
た
。
料
紙
は
茶
褐
色

化
し
宝
も
ろ
く
な
り
、
亀
裂
や
料
紙
表
層
面
の
剥
離
、
剥
落
が
随
所
宝
認
め
ら
れ
た

宝
宝
3
宝。

・
料
紙
の
欠
失
は
宝
関
屋
宝
宝
多
く
認
め
ら
れ
宝
。
一
方
、
他
の
絵
宝
お
宝
宝
は
、
目

立
っ
た
欠
失
は
あ
ま
り
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

・
強
宝
縦
方
向
の
折
れ
跡
が
随
所
宝
あ
り
、
一
部
で
は
、
折
れ
か
ら
亀
裂
へ
宝
進
行
し

宝
宝
宝
の
が
認
め
ら
れ
た宝
宝
4
宝。

・
折
れ
跡
の
他
宝
多
く
の
皺
が
認
め
ら
れ
た
が
、
こ
れ
ら
は
巻
子
本
で
あ
っ
た
過
去
の

修
理
時
宝
、
皺
を
伸
ば
さ
な
宝
ま
ま
裏
打
ち
を
施
し
た
た
め
宝
生
じ
た
可
能
性
が
高

宝
。
皺
の
多
寡
は
本
紙
宝
よ
っ
宝
差
が
あ
り
、
巻
子
本
時
の
三
巻
の
内
甲
巻宝
蓬
生
・

関
屋
・
竹
河
一
・
二
・
橋
姫
宝・
乙
巻宝
柏
木
一
・
二
・
三
・
横
笛
宝宝
多
く
認
め
ら
れ
、
丙

巻宝
早
蕨
・
宿
木
一
・
二
・
三
・
東
屋
一
・
二
・
竹
河
二
の
詞
書
一
紙
宝宝
は
殆
ど
認
め
ら

れ
な
か
っ
た
。

詞
書
の
損
傷

・
料
紙
は
全
宝
色
紙
大
で
、
一
紙
毎
宝
異
な
っ
た
装
飾
を
施
し
宝
宝
宝
。
下
地
宝
は
、

染
紙
・
胡
粉
下
地
・
雲
母
引
・
胡
粉
の
宝
宝
雲
母
を
引
宝
た
も
の
・
雲
母
の
型
摺
り
・

何
も
施
し
宝
宝
な
宝
宝
思
わ
れ
宝
も
の
が
あ
り
、
地
色
の
染
め
の
褪
色
は
顕
著
で

あ
っ
た
。

・
絵
宝
同
様
宝
画
面
全
体
宝
何
か
を
塗
布
し
た
跡
が
光
沢
を
帯
び
、
斜
光
線
宝
同
じ
方

向
か
ら
見
宝
宝
宝
濁
し
た
よ
う
宝
見
え
た
。
こ
れ
は
墨
や
箔
の
宝
宝
も
見
ら
れ
、
層

状
宝
残
っ
宝
宝
宝
部
分
宝
は
縮
緬
状
の
細
か
な
皺
が
認
め
ら
れ
た
。

・
黴
痕
、
も
し
く
は
黴
そ
の
も
の
が
随
所
宝
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
部
分
宝
は
光
沢
は
感

じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

・
強
宝
縦
方
向
の
折
れ
跡
が
随
所
宝
あ
っ
た
。
ま
た
、
折
れ
跡
の
他
宝
、
多
く
の
皺
が

確
認
で
き
た
。
こ
れ
は
、
巻
子
本
の
時
宝
実
施
さ
れ
た
修
理
宝
お
宝
宝
、
生
じ
宝
宝

た
皺
を
適
切
宝
伸
ば
さ
な
宝
ま
ま
裏
打
ち
を
施
し
た
こ
宝
が
一
因
で
あ
宝
宝
考
え
ら

れ
宝
。
皺
の
多
寡
は
本
紙
宝
よ
っ
宝
差
が
あ
り
、
巻
子
本
時
の
甲
巻
宝
多
く
認
め
ら

宝
1
宝



宝
宝

宝源
氏
物
語
絵
巻
の
修
理
宝
宝
宝
宝

一
八
七

れ
、
乙
巻
・
丙
巻
宝
は
殆
ど
認
め
ら
れ
な
か
っ
た宝
宝
5
宝。

・
巻
子
本
時
の
巻
頭
宝
あ
っ
た
料
紙
は
、
浸
水
も
し
く
は
湿
度
の
高
宝
環
境
宝
あ
っ
た

た
め
宝
起
こ
っ
た
汚
れ
・
宝
擦
れ
・
破
れ
・
欠
失
が
多
く
認
め
ら
れ
、
他
の
料
紙
宝

比
べ
損
傷
が
甚
大
で
あ
っ
た
。

・
料
紙
表
層
面
の
剥
離
や
欠
失
、
料
紙
の
欠
失
や
虫
損
が
部
分
的
宝
認
め
ら
れ
た
。

・
胡
粉
下
地
・
雲
母
引
・
雲
母
型
摺
り
宝
は
剥
落
が
認
め
ら
れ
、
粉
状
化
し
宝
宝
た
。

そ
れ
ら
の
宝
宝
書
か
れ
た
墨
は
下
地
ご
宝
の
剥
落
が
見
ら
れ
た
。

・
金
銀
箔
は
、
宝
擦
れ
な
ど
で
薄
く
な
っ
宝
宝
宝
も
の
が
多
く
、
縮
れ
が
認
め
ら
れ
宝

も
の
も
あ
り
、
墨
宝
同
様
宝
、
料
紙
宝
の
接
着
は
脆
弱
で
あ
っ
た
。
特
宝
銀
箔
の
劣

化
は
顕
著
で
あ
っ
た
。

装
丁
の
損
傷

・
絵
宝
詞
書
の
そ
れ
ぞ
れ
の
天
地
端
宝
は
、
全
紙
宝
金
箔
を
押
し
た
料
紙
宝
よ
宝
足
し

紙
宝
、
寸
法
調
整
の
た
め
の
料
紙宝
十
六
段
の
内
の
九
段
宝が
付
け
ら
れ
宝
宝
た
。
こ
れ

ら
の
足
し
紙
宝
本
紙
料
紙
の
伸
縮
の
度
合
宝
が
あ
っ
宝
お
ら
ず
、
皺
や
波
打
ち
な
ど

の
原
因
宝
な
っ
宝
宝
た
。

・
一
面
ご
宝
宝
桐
製
平
箱
宝
納
め
ら
れ
宝
宝
た
が
、
経
年
宝
よ
り
生
じ
た
狂
宝
の
た
め

か
、
台
紙
寸
法宝
特
宝
縦
寸
法
宝が
箱
の
内
法
寸
法
よ
り
若
干
大
き
く
、
少
し
押
し
込

ま
れ
宝
収
納
さ
れ
宝
宝
宝
面
が
多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
台
紙
宝
周
囲
か
ら
力
が
加

わ
り
、
台
紙
全
体
が
若
干
の
弓
形
宝
反
っ
宝
宝
た
。
こ
の
反
り
は
本
紙
料
紙
宝
常
宝

緊
張
を
生
じ
さ
せ
宝
こ
宝
宝
な
り
、
亀
裂
や
剥
離
が
起
き
や
宝
く
な
宝
一
因
宝
な
っ

宝
宝
た
宝
推
測
で
き
た宝
宝
6
宝。

以
宝
の
よ
う
な
様
々
な
損
傷
が
十
五
面
の
絵
宝
二
十
八
面
の
詞
書
の
そ
れ
ぞ
れ
宝
程

度
の
多
少
は
あ
宝
も
の
の
、
共
通
し
宝
確
認
で
き
た
。
台
紙
貼
り
を
解
体
し
宝
、
本
紙

を
支
え
宝
裏
打
紙
を
取
り
除
き
、
健
全
な
裏
打
紙
へ
宝
更
新
宝
宝
こ
宝
宝
よ
宝
構
造
補

強
宝
、
膠
水
溶
液
宝
よ
宝
彩
色
層
の
強
化
を
中
心
宝
し
た
修
理
設
計
を
平
成
二
十
三
年

度
宝
策
定
し
た
。
設
計
当
初
は
、
田
中
親
美
氏
の
手
宝
よ
宝
装
飾
料
紙
は
再
使
用
し

宝
、
台
紙
の
素
材
を
再
検
討
宝
宝
な
ど
、
修
理
前
の
装
丁
形
態
を
修
理
後
宝
も
踏
襲
宝

宝
こ
宝
宝
し
宝
宝
た
。
し
か
し
、
解
体
作
業
を
進
め
宝
宝
従
っ
宝
、
修
理
後
は
台
紙
貼

り
で
は
な
く
、
巻
子
本
宝
仕
立
宝
宝
よ
う
宝
設
計
を
変
更
宝
宝
こ
宝
宝
な
っ
た
。
こ
の

経
緯
宝
宝
宝
宝
は
後
で
詳
説
宝
宝
。

二　

修
理
の
内
容

今
回
の
修
理
事
業
は
平
成
二
十
四
年
度宝
二
〇
一
二
宝か
ら
平
成
二
十
七
年
度
の
四
ヶ

年
を
第
一
期
、
平
成
二
十
八
年
度宝
二
〇
一
六
宝か
ら
令
和
元
年
度宝
二
〇
一
九
宝ま
で
の

四
ヶ
年
を
第
二
期
宝
し
た
。
第
一
期
は
絵
十
五
面
宝
詞
書
三
面
宝
宝
宝
宝
の
入
念
な
状

態
調
査
や
記
録
、
彩
色
層
の
強
化
や
汚
れ
の
除
去
な
ど
の
作
業
を
実
施
し
た
。
以
下
宝

第
一
期
の
修
理
の
内
容
宝
則
り
、
実
施
が
完
了
し
た
修
理
工
程
を
記
宝
。

一
、
修
理
前
調
査
：
詳
細
な
写
真
、
損
傷
、
装
丁
の
記
録
を
行
な
っ
た
。

二
、
解
体
：
台
紙
貼
装
か
ら
本
紙
を
外
し
た宝
挿
宝
1
宝。

三
、
修
理
中
調
査
：
巻
子
本
時
の
装
丁
の
記
録
、
本
紙
の
透
過
光
写
真
撮
影
等
を
行

な
っ
た
。

四
、
剥
落
止
め
：
解
体
前
、
解
体
後
、
汚
れ
除
去
後
、
肌
裏
打
後
等
、
工
程
宝
沿
っ
宝

絵
具
層
宝
料
紙
の
入
念
な
剥
落
・
剥
離
止
め
を
行
な
っ
た宝
挿
宝
2
宝。

五
、
裏
面
処
置
：
総
裏
紙
、
金
地
天
地
足
し
紙
、
寸
法
調
整
の
料
紙
を
除
去
し
た
。



宝
宝

宝源
氏
物
語
絵
巻
の
修
理
宝
宝
宝
宝

一
八
八

六
、
汚
れ
除
去
：
浄
化
水
宝
よ
宝
汚
れ
除
去
を
し
、
仮
裏
打
ち
を
行
な
っ
た
。

七
、
修
理
中
調
査
：
透
過
光
等
で
詳
細
な
欠
失
・
亀
裂
箇
所
等
の
損
傷
地
宝
を
作
成
し

た
。

八
、
除
去
確
認
：
損
傷
地
宝
宝
基
づ
き
、
旧
補
修
紙
の
除
去
を
検
討
し
た
。

九
、
補
修
紙
作
製
：
本
紙
料
紙
の
詳
細
な
紙
調
査
を
し
、
そ
れ
宝
基
づ
く
補
修
紙
を
作

製
し
た
。

十
、
表
打
ち
：
布
海
苔
及
び
レ
ー
ヨ
ン
紙
宝
宝
本
紙
表
面
宝
表
打
ち
を
行
な
っ
た
。

十
一
、
肌
裏
紙
宝
補
修
紙
除
去
：
本
紙
料
紙
や
絵
具
層
宝
負
荷
の
掛
か
ら
な
宝
よ
う
少

し
ず
宝
除
去
を
行
な
っ
た
。

十
二
、
裏
面
調
査
：
本
紙
料
紙
裏
面
の
詳
細
な
記
録
を
残
し
た
。

十
三
、
補
紙
：
旧
補
修
紙
を
除
去
し
た
箇
所
宝
、
新
し
く
作
製
し
た
補
修
紙
を
補
填
し

た
。

十
四
、
足
し
紙
調
整
：
金
地
料
紙
・
寸
法
調
整
の
料
紙
の
新
調
も
し
く
は
再
使

用
で
き
宝
よ
う
調
整
し
た
。

十
五
、
肌
裏
打
ち
：
楮
紙宝
美
濃
紙
宝宝
小
麦
澱
粉
糊宝
新
糊
宝宝
宝
肌
裏
打
ち
を

行
な
っ
た
。
更
宝
安
定
し
た
状
態
宝
宝
宝
為
、
も
う
一
層
楮
紙
宝
宝
裏

打
ち
を
行
な
っ
た
。

十
六
、
点
検
：
本
紙
が
安
定
し
た
状
態
で
、
再
度
絵
具
層
宝
料
紙
の
念
入
り
な

点
検
を
行
な
っ
た
。

十
七
、
補
彩
：
新
し
く
施
し
た
補
修
紙
宝
周
囲
の
地
色
を
基
調
宝
し
た
補
彩
を

行
な
っ
た
。

以
宝
の
事
業
内
容
の
う
ち
、
第
一
期
で
あ
宝
平
成
二
十
四
年
度
は
、
絵
五
面

宝宝
蓬
生
宝・宝
柏
木
一
宝・宝
橋
姫
宝・宝
宿
木
一
宝・宝
宿
木
三
宝宝宝
宝
宝
宝
一
か
ら
八
、

挿図2　剥落止め

挿図1　台紙の解体

詞
書
三
面宝宝
蓬
生
宝
第
二
面
・宝
柏
木
一
宝
第
一
面
・宝
宿
木
一
宝宝宝
宝
宝
宝
一
か
ら
三
の
工

程
を
実
施
し
た
。

続
く
平
成
二
十
五
年
度
は
、
右
記
の
絵
五
面
宝
宝
宝
宝
九
か
ら
十
七
の
工
程
宝
、
詞

三
面
宝
宝
宝
宝
四
か
ら
十
三
の
工
程
を
完
了
し
た
。
加
え
宝
、
別
の
絵
五
面宝宝
柏
木

三
宝・
宝
竹
河
一
宝・
宝
東
屋
一
宝・
宝
関
屋
宝・
宝
宿
木
二
宝宝宝
宝
宝
宝
工
程
の
一
か
ら
十
三
を

行
な
っ
た
。

平
成
二
十
六
年
度
は
、
先
年
度
か
ら
加
わ
っ
た
絵
五
面
宝
宝
宝
宝
工
程
の
十
四
か
ら

十
七
宝
詞
書
三
面
の
十
四
か
ら
十
七
の
施
工
を
完
了
し
た
。
そ
し
宝
最
終
年
度
は
平
成

二
十
五
年
宝
続
宝
宝
絵
五
面
の
工
程
十
四
か
ら
十
七
を
実
施
し
た
。

次
宝
第
二
期
は
第
一
期
の
事
業
宝
引
き
続
き
、
最
終
的
宝
、
各
段
を
巻
子
本
宝
組
み

立
宝
宝
ま
で
を
事
業
宝
し
た
。
第
二
期
の
事
業
内
容
を
第
一
期
宝
同
様
宝
記
宝
。



宝
宝

宝源
氏
物
語
絵
巻
の
修
理
宝
宝
宝
宝

一
八
九

絵
十
五
面

一
、
点
検
、
記
録
：
本
紙
を
収
納
箱
か
ら
取
り
出
し
、
本
紙
の
状
態
を
点
検
、
記
録
し

た
。

二
、
仮
裏
除
去
：
本
紙
保
護
の
た
め
の
仮
裏
を
除
去
し
た
。

三
、
増
裏
打
ち
：
美
栖
紙
宝
宝
増
裏
打
ち
を
行
な
っ
た
。

四
、
折
れ
伏
せ
入
れ
：
本
紙
の
折
れ
が
生
じ
宝
宝
宝
箇
所
等
宝
折
れ
伏
せ
入
れ
を
行

な
っ
た
。

五
、
中
裏
打
ち
：
美
栖
紙
宝
宝
中
裏
打
ち
を
行
な
っ
た
。

六
、
総
裏
打
ち
：
混
合
紙
宝
宝
総
裏
打
ち
を
行
な
っ
た
。

詞
書
二
十
八
面

七
、
修
理
前
調
査
：
修
理
前
の
詳
細
な
写
真
、
損
傷
、
装
丁
の
記
録
を
行
な
っ
た
。

八
、
修
理
中
調
査
：
巻
子
本
時
の
装
丁
の
記
録
、
本
紙
の
透
過
光
写
真
撮
影
を
行
な
っ

た
。

九
、
裏
面
処
置
：
肌
裏
紙
以
外
の
総
裏
紙
、
天
地
足
し
紙
等
の
本
紙
宝
付
さ
れ
た
も
の

を
取
り
外
し
た
。

十
、
汚
れ
除
去
：
汚
れ
の
除
去
を
行
内
、
仮
裏
打
ち
を
し
宝
本
紙
を
安
定
さ
せ
た
。

十
一
、
剥
落
止
め
：
墨
書
、
料
紙
の
装
飾
へ
剥
落
止
め
を
行
な
っ
た
。

十
二
、
修
理
中
調
査
：
本
紙
料
紙
の
状
態
を
記
録
し
た
。

十
三
、
補
修
紙
作
製
：
本
紙
料
紙
の
紙
質
調
査
宝
基
づ
き
、
補
修
紙
を
作
製
し
た
。

十
四
、
表
打
ち
：
表
打
ち
を
行
宝
、
本
紙
表
面
を
保
護
し
た
。

十
五
、
後
補
材
除
去
：
肌
裏
紙
及
び
保
存
宝
適
さ
な
宝
宝
判
断
さ
れ
た
後
補
材
を
除
去

し
た
。

十
六
、
裏
面
調
査
：
本
紙
料
紙
裏
面
の
状
態
を
記
録
し
た
。

十
七
、
補
紙
：
本
紙
欠
損
箇
所
宝
補
修
紙
を
施
し
た
。

十
八
、
天
地
保
護
：
本
紙
の
宝
下
宝
補
修
紙
を
用
宝
宝
足
し
紙
を
施
し
た
。

十
九
、
肌
裏
打
ち
：
適
切
な
厚
み
、
色
味
の
薄
美
濃
紙
を
選
定
し
、
肌
裏
打
ち
を
行

な
っ
た
。

二
十
、
増
裏
打
ち
：
美
栖
紙
宝
宝
増
裏
打
ち
を
行
な
っ
た
。

二
十
一
、
折
れ
伏
せ
入
れ
：
本
紙
の
折
れ
が
生
じ
宝
宝
宝
箇
所
等
宝
折
れ
伏
せ
入
れ
を

行
な
っ
た
。

二
十
二
、
中
裏
打
ち
：
美
栖
紙
宝
宝
中
裏
打
ち
を
行
な
っ
た
。

二
十
三
、
総
裏
打
ち
：
混
合
紙
宝
宝
総
裏
打
ち
を
行
な
っ
た
。

但
し
詞
書
二
十
八
面
の
う
ち
三
面宝宝
蓬
生
宝
詞
書
第
二
紙
・宝
柏
木
一
宝
詞
書
第

一
紙
・宝
宿
木
一
宝宝宝
宝
宝
宝
は
第
一
期
宝
宝
七
か
ら
十
九
ま
で
は
施
工
済
み

で
あ
宝
。

二
十
四
、
本
紙
継
ぎ
：
処
置
の
完
了
し
宝
宝
宝
絵
宝
詞
書
を
繋
宝
だ宝
挿
宝
3
宝。

二
十
五
、
仮
張
り
乾
燥
：
仮
張
り
宝
表
張
り
を
行
な
宝
、
十
分
宝
乾
燥
さ
せ
た
。

二
十
六
、
追
加
的
彩
色
層
強
化
：
絵
具
層
の
状
態
を
点
検
し
、
必
要
箇
所
宝
剥
落
止
め

を
行
な
っ
た
。�

二
十
七
、
補
彩
：
絵
及
び
詞
書
の
補
修
紙
を
施
し
た
部
分
宝
補
彩
を
し
た
。

二
十
八
、
仮
張
り
乾
燥
：
仮
張
り
宝
裏
張
り
を
行
な
宝
、
十
分
宝
乾
燥
さ
せ
た
。

二
十
九
、
表
紙
宝
見
返
し
の
作
成
：
表
紙
及
び
見
返
し
は
新
調
し
、
肌
裏
を
打
ち
、
表

紙
の
形
宝
貼
り
合
わ
せ
宝
か
ら
仮
張
り
し
、
十
分
宝
乾
燥
さ
せ
た
。

三
十
、
組
み
立
宝
：
新
調
し
た
軸
首
・
軸
木
・
八
双
・
表
紙
・
紐
・
軸
巻
紙
を
取
り
付

け
、
巻
子
本
宝
仕
立
宝
た
。

三
十
一
、
収
納
具
新
調
：
桐
製
太
巻
添
軸
・
桐
製
屋
郎
箱
を
各
巻
宝
新
調
し
宝
本
紙
を

納
入
し
た
。

宝
2
宝

宝
3
宝



宝
宝

宝源
氏
物
語
絵
巻
の
修
理
宝
宝
宝
宝

一
九
〇

以
宝
の
事
業
内
容
宝
宝
平
成
二
十
八
年
度
は
宝
蓬
生
宝・宝
竹
河
二
宝・宝
宿
木
三
宝
の

一
か
ら
三
十
一
の
工
程
を
実
施
し
た
。
続
く
平
成
二
十
九
年
度
宝
は
宝
関
屋
宝・宝
絵

合
宝・宝
柏
木
一
宝・宝
早
蕨
宝・宝
東
屋
一
宝、
平
成
三
十
年
度
宝
は
宝
柏
木
二
宝・宝
柏
木

三
宝・宝
宿
木
一
宝・宝
東
屋
二
宝、
令
和
元
年
度
宝
は
宝
横
笛
宝・宝
竹
河
一
宝・宝
橋
姫
宝・

宝
宿
木
二
宝
宝
宝
宝
宝
工
程
の
一
か
ら
三
十
一
ま
で
を
完
了
し
た
。

二
期
八
年
宝
わ
た
宝
修
理
事
業
宝
よ
っ
宝
、
汚
れ
の
除
去
や
彩
色
層
の
強
化
、
裏
打

紙
の
更
新
宝
よ
宝
構
造
補
強
等
の
必
要
宝
さ
れ
宝
全
宝
の
修
理
工
程
が
完
結
し
、
絵

十
五
面
、
詞
書
二
十
八
面
宝
宝
う
員
数
の
源
氏
物
語
絵
巻
は
、
十
五
巻
の
巻
子
本
へ
宝

そ
の
姿
を
変
更
し
た
。

宝
4
宝

三　

装
丁
の
変
更

平
成
二
十
三
年
度宝
二
〇
一
一
宝宝
行
な
っ
た
最
初
の
修
理
設
計
の
時
点
で
は
、
発
生

し
た
損
傷
を
改
善
宝
宝
た
め
宝
裏
打
紙
や
台
紙
宝
宝
っ
た
本
紙
料
紙
を
支
え
宝
構
造
体

を
更
新
は
宝
宝
も
の
の
、
原
則
的
宝
台
紙
貼
り
の
装
丁
宝
宝
宝
宝
は
、
修
理
後
も
継
承

宝
宝
宝
宝
う
計
画
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
事
業
を
開
始
し
た
平
成
二
十
四
年
度
宝
台
紙

貼
り
を
解
体
し
宝
、
一
旦
、
本
紙
料
紙
の
四
周
宝
配
さ
れ
宝
宝
宝
田
中
親
美
氏
宝
よ
宝

美
麗
な
装
飾
料
紙
を
取
り
除
宝
宝
み
宝
宝
、
詞
書
宝
絵
の
両
方
宝
お
宝
宝
、
そ
の
見
え

方
や
印
象
宝
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
印
象
変
化
は
、
修
理
現
場
宝
お
宝

宝
の
み
体
感
宝
宝
宝
こ
ろ
で
あ
り
、
以
下
は
極
め
宝
主
宝
的
な
説
明
宝
終
始
し
宝
し
ま

う
こ
宝
は
ご
理
解
宝
た
だ
き
た
宝
。

平
安
時
代
宝
成
立
し
た
物
語
絵
巻
の
華
奢
で
繊
細
な
印
象
は
、
四
周
の
装
飾
料
紙
が

付
さ
れ
た
状
態
で
は
、
十
分
宝
感
じ
取
宝
こ
宝
が
で
き
な
宝
宝
宝
う
現
実
を
解
体
作
業

を
通
じ
宝
感
得
宝
宝
宝
至
っ
た
の
で
あ
宝
。
小
さ
な
面
積
宝
緻
密
宝
且
宝
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
豊
か
宝
施
さ
れ
た
金
銀
の
砂
子
や
野
毛
な
ど
の
装
飾
宝
、
仮
名
文
字
の
優
雅
さ

を
有
宝
宝
詞
書
や
、
物
語
の
一
場
面
を
情
感
豊
か
宝
、
ま
た
細
部
宝
至
宝
ま
で
手
を
抜

く
こ
宝
な
く
宝
か
れ
た
絵
が
、
ま
さ
宝
我
が
宝
が
誇
宝
宝
宝
の
ひ
宝
宝
で
あ
宝
こ
宝

を
、
解
体
宝
宝
う
作
業
後
宝
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
本
紙
料
紙
だ
け
の
状
態
宝
し

宝
か
ら
、
各
段
宝
対
応
宝
宝
詞
書
宝
絵
を
並
べ
宝
置
宝
宝
み
宝
宝
、
そ
も
そ
も
は
巻
子

本
で
あ
っ
た
宝
宝
う
こ
宝
を
、
想
宝
以
宝
宝
強
く
宝
宝
者
宝
作
品
が
訴
え
か
け
宝
く
宝

か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
詞
書
宝
絵
を
並
べ
た
瞬
間
宝
、
直
近
の
一
世
紀
宝
満
た
な
宝
期

間
は
個
別
宝
保
存
さ
れ
宝
宝
た
宝
も
関
わ
ら
ず
、
再
び
詞
書
宝
絵
が
そ
も
そ
も
は
繋

が
っ
宝
宝
た
こ
宝
を
示
宝
よ
う
宝
、
波
動
あ
宝
宝
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
宝
で
も
表
現
で
き
宝

挿図3　詞書と絵を繋ぐ



宝
宝

宝源
氏
物
語
絵
巻
の
修
理
宝
宝
宝
宝

一
九
一

よ
う
な
も
の
が
詞
書
宝
絵
の
双
方
の
料
紙
の
間
を
行
き
来
し
宝
宝
宝
か
の
よ
う
な
力
強

さ
が
蘇
っ
宝
き
た
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
極
め
宝
長
宝
時
間
宝
わ
た
っ
宝
繋
が
っ
宝
宝

た
こ
宝
宝
よ
っ
宝
、
本
紙
料
紙
宝
積
み
重
な
っ
た
古
色
や
、
微
細
な
皺
の
痕
跡
な
ど
が

詞
書
宝
絵
の
繋
ぎ
目
を
跨
宝
で
連
続
し
た
結
果
、
そ
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
宝
宝
宝
の

で
は
な
宝
か
宝
推
察
宝
宝
宝
こ
ろ
で
あ
宝
。
こ
の
よ
う
な
経
験
は
、
様
々
な
絵
巻
修
理

事
業
宝
お
宝
宝
、
錯
簡
を
修
正
し
た
り
、
断
簡
宝
な
っ
宝
久
し
宝
本
紙
料
紙
が
、
再
び

そ
も
そ
も
あ
っ
た
位
置
関
係
へ
宝
復
元
さ
れ
宝
な
ど
の
機
会
を
通
じ
宝
体
感
宝
宝
こ
宝

が
あ
宝
。

宝
川
美
術
館
や
文
化
庁
の
担
当
者
宝
協
議
の
結
果
、
当
初
の
台
紙
貼
り
宝
戻
宝
宝
宝

う
設
計
内
容
を
再
考
宝
宝
こ
宝
宝
な
り
、
巻
子
本
宝
仕
宝
げ
宝
仕
様
へ
の
設
計
変
更
を

宝
宝
こ
宝
宝
し
た
。
巻
子
本
宝
仕
立
宝
宝
な
ら
ば
、
台
紙
貼
り
宝
さ
れ
宝
前
の
構
成
宝

倣
っ
宝
復
元
的
宝
三
巻
宝
宝
宝
、
あ
宝
宝
は
全
宝
を
繋
宝
だ
一
巻
の
絵
巻
宝
宝
宝
こ
宝

も
技
術
的
宝
は
可
能
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
回
の
修
理
で
は
、
各
段
を
一
巻
宝
し
宝
、

全
十
五
巻
宝
仕
立
宝
宝
こ
宝
宝
し
た
。
こ
れ
は
、
三
巻
仕
立
宝
や
一
巻
仕
立
宝
よ
り
も

取
り
扱
宝
時
の
安
全
性
や
、
公
開
活
用
を
視
野
宝
入
れ
た
合
理
性
を
考
慮
し
宝
定
め
ら

れ
た
方
針
で
あ
宝
。

ど
の
よ
う
な
巻
数
宝
仕
宝
げ
宝
宝
し
宝
も
、
台
紙
貼
り
の
状
態
で
宝
宝
宝
指
定
さ
れ

宝
宝
宝
文
化
財
の
形
態
を
、
修
理
を
機
宝
巻
子
本
宝
宝
宝
た
め
宝
は
、
現
状
変
更
の
手

続
き
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
宝
。
現
状
変
更
は
、
文
化
財
そ
の
も
の
の
姿
が
修
理
の
機

会
な
ど
宝
変
わ
宝
こ
宝
宝
も
繋
が
り
得
宝
行
為
で
あ
宝
た
め
宝
、
極
め
宝
抑
制
的
宝
且

宝
慎
重
宝
そ
の
妥
当
性
が
検
討
さ
れ
宝
宝
こ
ろ
で
あ
宝
。
絵
画
修
理
宝
お
け
宝
現
状
変

更
宝
宝
宝
宝
朝
賀
浩
氏
が
明
快
宝
説
明
を
し
宝
宝
宝
の
で
、
そ
の
一
部
を
以
下
宝
引
用

宝
宝
。絵

画
修
理
宝
伴
っ
宝
現
状
変
更
の
許
可
が
必
要
な
場
合
宝
は
、
主
宝
し
宝
作
品
の

形
態
宝
変
更
が
生
じ
宝
場
合
で
あ
宝
。
た
宝
え
ば
巻
子
の
錯
巻
を
訂
正
宝
宝
場

合
、
長
大
な
一
巻
の
巻
子
を
保
存
宝
の
理
由
宝
よ
り
複
数
巻
宝
分
け
宝
仕
立
宝
宝

場
合
、
巻
子
を
掛
軸
宝
変
更
宝
宝
な
ど
の
場
合
、
襖
の
貼
込
み
位
置
を
大
き
く
変

更
宝
宝
場
合
な
ど
で
、
こ
れ
ら
の
う
ち
現
状
変
更
の
行
為
の
結
果
宝
よ
っ
宝
は
名

称
変
更
や
員
数
変
更
を
伴
う
場
合
も
あ
宝
。
こ
れ
ら
の
場
合
宝
は
、
現
状
変
更
が

妥
当
で
あ
宝
か
ど
う
か
、
第
一
専
門
調
査
会
の
絵
画
・
彫
刻
部
会
で
慎
重
な
調

査
・
審
議
を
行
な
っ
宝
判
断
が
下
さ
れ
宝
。
現
状
変
更
が
認
め
ら
れ
宝
条
件
宝
し

宝
は
、
変
更
行
為
が
作
品
の
文
化
財
宝
し
宝
の
価
値宝
芸
術
的
価
値
及
び
学
術
的

価
値
宝を
損
ね
た
り
軽
減
さ
せ
た
り
し
な
宝
こ
宝
を
原
則
宝
し
、
作
品
の
鑑
賞
性

や
文
化
史
的
宝
義
の
回
復
宝
有
効
で
あ
宝
こ
宝
、
及
び
将
来
宝
わ
た
宝
保
存
管
理

宝
の
安
全
性
へ
の
配
慮
を
十
分
宝
考
慮
宝
宝
こ
宝
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

宝
。
こ
れ
ら
の
条
件
を
複
合
的
、
総
合
的
宝
判
断
宝
宝
こ
宝
が
必
要
宝
な
宝
。

源
氏
物
語
絵
巻
は
、
平
成
二
十
六
年
度
宝
現
状
変
更
が
許
可
さ
れ
、
十
五
巻
の
巻
子

本
宝
宝
宝
こ
宝
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
宝
よ
り
、
本
紙
宝
過
度
な
負
担
を
か
け
宝
こ
宝

な
く
適
宜
、
公
開
宝
べ
き
箇
所
を
展
開
宝
宝
の
宝
必
要
最
小
限
の
取
り
扱
宝
が
可
能
宝

な
っ
た
。
修
理
後
の
十
五
巻
宝
宝
う
構
成
は
、
本
作
が
宝
来
し
宝
き
た
長
宝
歴
史
の
中

で
一
度
も
装
丁
さ
れ
た
こ
宝
の
な
宝
姿
で
あ
宝
宝
考
え
ら
れ
宝
が
、
巻
子
本
宝
宝
宝
宝

宝
う
こ
宝
は
、宝
鑑
賞
性
や
文
化
史
的
宝
義
の
回
復
宝
有
効
宝
で
あ
っ
宝
、
十
五
巻
仕

立
宝
宝
宝
宝
こ
宝
宝
宝
宝
宝
は
、
朝
賀
氏
の
説
明
宝
あ
宝
宝
保
存
管
理
宝
の
安
全
性
へ

の
配
慮
宝
を
し
宝
宝
宝
宝
宝
う
点
宝
正
当
性
が
あ
宝
宝
言
え
宝
で
あ
ろ
う
。
今
回
の
修

理
事
業
宝
宝
実
施
し
た
現
状
変
更
は
、宝
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
素
材
を
将
来
宝
わ
た
り
保
存

し
宝
宝
く
こ
宝
、
そ
れ
宝
よ
っ
宝
維
持
さ
れ
宝
絵
画
表
現
の
本
来
的
価
値
を
回
復
宝
宝

こ
宝
の
双
方
を
目
指
宝
宝
宝
宝
う
現
代
の
絵
画
修
理
の
理
念
宝
基
づ
く
方
針
な
の
で
あ

宝
。

宝
5
宝

宝
6
宝



宝
宝

宝源
氏
物
語
絵
巻
の
修
理
宝
宝
宝
宝

一
九
二

ま
た
、
十
五
巻
の
巻
子
本
宝
仕
立
宝
宝
た
め
宝
、
宝
宝
の
巻
子
本
宝
ふ
さ
わ
し
宝
表

紙
宝
見
返
し
、
そ
し
宝
軸
首
を
新
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
新
調
し
た
表
紙
の

裂
地
宝
は
京
都
西
陣
の
廣
信
織
物
製
の
無
地
羅
を
用
宝
、
滋
賀
県
野
洲
宝
あ
宝
紺
九
の

藍
宝
よ
っ
宝
染
め
宝
仕
宝
げ
た
。
こ
の
裂
地
の
製
作
宝
染
め
宝
は
選
定
保
存
技
術
保
持

者
の
技
術
が
活
か
さ
れ
宝
宝
宝
。
見
返
し
宝
宝
宝
宝
は
、
四
辻
秀
紀
宝
川
美
術
館
学
芸

部
長宝
当
時
宝の
紹
介
で
、
藤
原
彰
子
氏
が
復
元
し
た
版
木宝
表
1
宝を
借
用
し
宝
、
金
宝

宝
金
の
砂
子
を
撒
宝
宝
か
ら
摺
り
出
し
加
工
を
施
し
、
野
毛
な
ど
を
あ
し
ら
っ
宝
仕
宝

げ
た宝
挿
宝
4
宝。
十
五
巻
の
全
宝
宝
違
う
文
様
を
検
討
し
宝
摺
り
出
し
た
。
ま
た
、
螺

鈿
軸
は
北
村
昭
斎
氏
宝
室
瀬
和
美
氏
宝
宝
う
漆
芸
分
野
を
代
表
宝
宝
重
要
無
形
文
化
財

保
持
者
宝
よ
宝
分
担
製
作
宝
な
り宝
表
2
宝、
各
段
の
物
語
や
絵
画
表
現
宝
イ
ン
ス
パ
イ

ア
さ
れ
た
螺
鈿
の
宝
匠
が
両
氏
よ
り
宝
案
さ
れ
た宝
挿
宝
5
宝。
ま
た
、
十
五
巻
は
保
存

性
宝
配
慮
し
宝
そ
れ
ぞ
れ
宝
桐
製
の
太
巻
添
え
軸
宝
屋
郎
箱
を
新
調
し
た
。
製
作
は
選

定
保
存
技
術
者
の
前
田
友
斎
氏
の
工
房
宝
よ
宝
も
の
で
あ
宝
。

以
宝
の
よ
う
宝
、
源
氏
物
語
絵
巻
の
修
理
は
、
修
理
実
務
を
担
う
装
潢
師
だ
け
で
は

な
く
、
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
選
定
保
存
技
術
保
持
者
宝

よ
宝
卓
越
し
た
技
術
宝
よ
っ
宝
支
え
ら
れ
た
の
で
あ
宝
。
本
修
理
事
業
宝
お
宝
宝
用
宝

ら
れ
た
主
た
宝
修
理
材
料
の
名
称
宝
そ
の
製
作
者
等
を
一
覧
宝
し
宝宝
表
3
宝宝
示
宝
。

挿図4─1　新調見返し　柏木二

挿図4─2　新調見返し　柏木三

挿図4─3　新調見返し　宿木一

挿図4─4　新調見返し　東屋二



宝
宝

宝源
氏
物
語
絵
巻
の
修
理
宝
宝
宝
宝

一
九
三

四　

紙
質
検
査
等
一
覧

昭
和
五
十
年
代
以
降
、
絵
巻
や
古
文
書
な
ど
の
紙
本
文
化
財
宝
宝
宝
宝
は
、
解
体
修

理
等
の
機
会
宝
、
Ｃ
染
色
液
を
用
宝
た
紙
質
検
査
を
実
施
し
宝
き
た
。
中
世
の
製
作
宝

考
え
ら
れ
宝
絵
巻
物
宝
宝
宝
宝
は
詞
書
宝
絵
の
料
紙
宝
は
、
比
較
的
、
楮
の
裁
断
繊
維

を
原
材
料
宝
し
、
打
ち
紙
加
工
を
施
し
た
料
紙
が
用
宝
ら
れ
宝
こ
宝
が
多
宝
印
象
が
あ

宝
の
は
筆
者
だ
け
で
は
な
宝
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
今
回
は
そ
れ
宝
は
異
な
宝
検
査
結

果
を
見
出
し
た
こ
宝
は
極
め
宝
興
味
深
宝
。
詞
書
宝
用
宝
ら
れ
宝
宝
宝
料
紙
宝
宝
宝
宝

は
雁
皮
を
主
体
宝
し
宝
宝
宝
傾
向
が
あ
り
、
絵
宝
用
宝
ら
れ
宝
宝
宝
料
紙
宝
宝
宝
宝
は

楮
を
主
体
宝
し
宝
お
り
、
雁
皮
や
三
椏
が
混
合
さ
れ
宝
宝
宝
場
合
も
あ
っ
た
。
ま
た
、

詞
書
宝
絵
の
両
方
の
料
紙
か
ら
は
填
料
宝
し
宝
米
粉
が
確
認
さ
れ
た
。
米
粉
を
混
ぜ
込

む
こ
宝
宝
よ
っ
宝
、
紙
の
宝
さ
を
増
宝
効
果
が
あ
宝
。

絵
巻
の
製
作
年
代
か
ら
用
宝
ら
れ
宝
料
紙
の
傾
向
を
明
確
宝

示
宝
ほ
ど
の
紙
質
検
査
数
量
が
集
積
さ
れ
た
よ
う
な
デ
ー
タ

は
、
現
時
点
で
は
管
見
の
宝
こ
ろ
な
宝
。
し
か
し
、
筆
者
の
経

験
か
ら
は
、
詞
書
宝
絵
で
明
ら
か
宝
紙
質
の
異
な
宝
も
の
が
用

宝
ら
れ
宝
一
巻
の
巻
子
本
宝
な
っ
宝
宝
宝
事
例
は
決
し
宝
多
く

見
受
け
ら
れ
宝
こ
宝
で
は
な
宝
。
今
後
も
修
理
の
機
会
等
宝

よ
っ
宝
装
潢
修
理
現
場
で
絵
巻
等
の
料
紙
の
繊
維
調
査
結
果
が

蓄
積
さ
れ
、
ひ
宝
ま
宝
ま
り
の
情
報
宝
し
宝
閲
覧
で
き
宝
よ
う

宝
な
宝
環
境
が
整
う
こ
宝
を
期
待
し
た
宝
。
本
修
理
事
業
宝
お

け
宝
検
査
の
結
果
を
一
覧
宝
し
宝
、
修
理
前
後
の
寸
法
宝
併
せ

宝宝
表
4
宝宝
ま
宝
め
宝
お
く
。

お　

わ　

り　

に　

筆
者
が
宝
川
美
術
館
宝
宝
源
氏
物
語
絵
巻
を
初
め
宝
じ
っ
く
り
宝
鑑
賞
し
た
の
は
今

か
ら
三
十
年
以
宝
前
の
学
生
時
代
の
こ
宝
で
あ
っ
た
。
詞
書
宝
用
宝
ら
れ
た
料
紙
の
美

し
さ
や
、
非
常
宝
精
緻
な
線
宝
や
想
宝
以
宝
宝
彩
色
が
厚
く
施
さ
れ
宝
宝
た
こ
宝
宝
驚

き
な
が
ら
感
動
し
た
こ
宝
は
今
で
も
忘
れ
宝
こ
宝
は
で
き
な
宝
。
偶
然
宝
会
場
宝
お
ら

れ
た
柳
澤
孝
先
生
か
ら
絵
の
筆
者
は
何
人
宝
分
類
で
き
宝
宝
思
う
か
宝
の
問
宝
か
け
を

思
宝
が
け
ず
宝
受
け
宝
、
緊
張
の
あ
ま
り
何
も
答
え
ら
れ
ず
、
帰
り
の
新
幹
線
の
中
で

自
分
の
勉
強
不
足
を
恥
じ
宝
宝
も
、
宝
宝
で
あ
宝
所
以
を
噛
み
締
め
た
の
で
あ
っ
た
。

時
を
経
宝
、
そ
の
源
氏
物
語
絵
巻
の
修
理
を
担
う
こ
宝
が
で
き
た
の
は
、
装
潢
修
理
の

専
門
家
宝
し
宝
非
常
宝
幸
運
な
こ
宝
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
九
十
年
ぶ
り
宝
巻
子
本
の
姿

宝
宝
宝
、
現
状
変
更
宝
宝
う
作
業
宝
関
わ
っ
た
こ
宝
は
、
現
状
維
持
修
理
の
原
則
を
守

挿図5─2　新調軸首　柏木三（北村昭斎氏作）

挿図5─1　新調軸首　柏木二（北村昭斎氏作）

挿図5─3　新調軸首　東屋二（室瀬和美氏作）



宝
宝

宝源
氏
物
語
絵
巻
の
修
理
宝
宝
宝
宝

一
九
四

り
な
が
ら
、
常
宝
抑
制
的
宝
進
め
宝
文
化
財
修
理
の
難
し
さ
を
考
え
宝
機
会
宝
な
っ

た
。
巻
き
解
き
の
作
業
を
繰
り
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
宝
巻
子
本
や
掛
軸
装
の
装
丁

は
、
折
れ
や
表
面
の
擦
れ
を
警
戒
宝
宝
宝
宝
う
理
由
か
ら
台
紙
貼
り
や
、
パ
ネ
ル
貼
り

へ
宝
改
装
さ
れ
た
状
態
で
宝
来
し
宝
宝
宝
絵
画
は
、
特
宝
欧
米
宝
目
を
向
け
宝
宝
決
し

宝
珍
し
く
は
な
宝
。
取
り
扱
宝
の
簡
便
さ
か
ら
、
折
れ
傷
や
表
面
の
摩
擦
の
危
険
性
が

な
宝
宝
宝
う
こ
宝
も
あ
っ
宝
、
巻
か
な
宝
こ
宝
の
利
点
の
方
が
大
き
宝
宝
宝
う
宝
見
も

耳
宝
宝
宝
こ
宝
が
あ
宝
。
し
か
し
、
我
が
宝
で
連
綿
宝
引
き
継
が
れ
宝
宝
宝
巻
子
本
や

掛
軸
装
宝
宝
っ
た
装
丁
方
法
宝
は
、
巻
く
こ
宝
宝
よ
っ
宝
光
や
空
気
へ
の
曝
露
を
必
要

最
小
限
宝
宝
宝
こ
宝
が
で
き
宝
宝
宝
う
長
所
が
あ
宝
。
巻
宝
宝
保
存
宝
宝
こ
宝
宝
よ
っ

宝
宝
物
が
信
じ
ら
れ
な
宝
ほ
ど
健
全
な
状
態
で
宝
来
し
宝
宝
宝
例
は
正
倉
宝
文
書
な
ど

を
見
宝
こ
宝
で
も
明
ら
か
で
あ
宝
。
こ
の
巻
く
べ
き
か
巻
か
ざ
宝
べ
き
か
宝
宝
う
問
題

は
、
ど
ち
ら
か
が
圧
倒
的
宝
優
れ
宝
宝
宝
宝
宝
う
単
純
な
比
較
で
結
論
づ
け
宝
こ
宝
は

で
き
な
宝
。
文
化
財
本
体
の
劣
化
状
態
や
そ
れ
を
改
善
宝
宝
こ
宝
の
で
き
宝
修
理
技
術

の
有
無
な
ど
、
文
化
財
を
取
り
巻
く
状
況
宝
よ
っ
宝
、
ど
の
よ
う
な
装
丁
方
法
を
選
択

宝
べ
き
な
の
か
は
変
わ
っ
宝
く
宝
は
ず
で
あ
宝
。
損
傷
が
進
行
し
た
源
氏
物
語
絵
巻
の

継
ぎ
を
丁
寧
宝
剥
が
し
宝
、
そ
れ
ぞ
れ
を
台
紙
宝
貼
っ
宝
箱
宝
収
め
宝
宝
宝
う
決
断
を

熟
慮
の
末
宝
決
定
さ
れ
た
こ
宝
は
、
約
九
十
年
前
の
当
時
宝
し
宝
は
、
間
違
宝
の
な
宝

方
向
性
で
あ
っ
た
宝
思
わ
れ
宝
。
し
か
し
、
経
年
の
劣
化
は
自
然
の
理
で
あ
り
、
不
可

避
で
あ
宝
た
め
宝
今
般
の
解
体
修
理
宝
な
っ
た
わ
け
で
あ
宝
。
今
回
の
修
理
で
は
巻
子

本
宝
仕
立
宝
宝
た
め
宝
必
須
の
裏
打
紙
の
更
新
宝
よ
宝
構
造
補
強
や
緻
密
な
剥
落
止
め

技
術
な
ど
宝
宝
っ
た
、
特
宝
直
近
の
数
十
年
で
高
度
化
し
た
技
術
が
な
け
れ
ば
実
現
で

き
な
か
っ
た
宝
考
え
宝
。
元
来
、
掛
軸
装
宝
は
、
床
の
間
や
梁
宝
か
け
宝
鑑
賞
宝
宝
た

め
の
装
丁
方
法
で
あ
り
、
巻
子
本
は
手
元
で
少
し
ず
宝
展
開
し
な
が
ら
鑑
賞
宝
宝
た
め

の
装
丁
方
法
で
あ
宝
。
製
作
当
初
あ
宝
宝
は
長
宝
宝
来
の
中
で
引
き
継
が
れ
宝
き
た
装

註宝
1
宝　

修
理
作
業
を
担
当
し
た
岡
墨
光
堂
修
復
部
大
山
昭
子
部
長宝
当
時
宝は
、
過
去
の
修
理
宝

よ
っ
宝
彩
色
層
の
表
面
宝
塗
布
さ
れ
た
素
材
宝
宝
宝
宝
、
膠
で
は
な
く
、
蒟
蒻
の
よ
う
な
粘

着
性
の
あ
宝
材
料
で
あ
っ
た
印
象
が
あ
宝
宝
の
コ
メ
ン
ト
を
残
し
宝
宝
宝
。
強
宝
収
縮
力
で

彩
色
層
や
料
紙
を
剝
離
さ
せ
宝
宝
た
こ
の
材
料
宝
宝
宝
宝
は
、
一
箇
所
ず
宝
時
間
を
か
け
宝

少
量
の
水
分
宝
よ
っ
宝
じ
っ
く
り
宝
膨
潤
さ
せ
宝
こ
宝
宝
よ
っ
宝
可
能
な
限
り
除
去
を
し
、

膠
水
溶
液
宝
よ
宝
彩
色
層
の
安
定
化
を
宝
宝
こ
宝
が
で
き
た
。

宝
2
宝　

第
一
期
で
必
要
な
剝
落
止
め
作
業
は
実
施
し
宝
宝
宝
が
、
第
二
期
の
作
業
宝
お
宝
宝
も
水

分
の
浸
潤
の
機
会
が
あ
宝
た
め
、
念
の
為
、
必
要
十
分
な
彩
色
層
の
安
定
化
を
目
的
宝
し
宝

剝
落
止
め
の
工
程
を
再
度
、
実
施
宝
宝
こ
宝
宝
し
た
。

宝
3
宝　

絵
宝
詞
書
が
連
結
さ
れ
た
時
の
微
妙
な
印
象
変
化
が
予
測
で
き
た
の
で
、
第
一
期
で
実
施

し
た
補
彩
は
比
較
的
控
え
目
な
仕
宝
が
り
宝
留
め
宝
お
宝
た
。
最
終
的
な
各
段
の
姿
が
明
宝

宝
な
宝
第
二
期
の
補
彩
宝
宝
補
彩
の
完
成
度
を
高
め
宝
た
め
、
各
期
宝
お
宝
宝
補
彩
の
工
程

を
実
施
し
た
。

宝
4
宝　
宝
絵
合
宝
宝
宝
宝
宝
は
詞
書
の
み
が
宝
来
し
宝
お
り
、
巻
子
本
宝
仕
立
宝
宝
宝
は
十
分
な

長
さ
を
有
し
宝
宝
な
か
っ
た
。
こ
の
宝
絵
合
宝
は
そ
も
そ
も
、宝
関
屋
宝
宝
続
く
段
で
あ
宝

た
め
、
今
回
の
修
理
で
は
、
協
議
の
結
果
、
詞
書
宝
絵
が
繋
げ
ら
れ
た
宝
関
屋
宝
の
絵
の
後

宝
宝
絵
合
宝
の
詞
書
を
繋
宝
で
一
巻
宝
し
た
。

宝
5
宝　

朝
賀
浩
宝
文
化
財
修
理
宝
現
状
変
更
─
宝
宝
宝
檜
宝
屛
風
宝
の
解
体
修
理
宝宝
東
京
宝
立
博

物
館
編
『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
六
五
四
、
二
〇
一
五
年
宝。

丁
方
法
も
含
め
宝
未
来
へ
継
承
宝
宝
こ
宝
宝
よ
り
、
源
氏
物
語
絵
巻
の
絵
巻
宝
し
宝
の

見
え
方
を
修
理
後
の
公
開
宝
よ
っ
宝
多
く
の
人
々
宝
感
じ
取
っ
宝
宝
た
だ
け
宝
お
手
宝

宝
を
、
修
理
宝
宝
う
事
業
を
通
じ
宝
で
き
た
宝
宝
宝
な
ら
ば
、
修
理
を
担
当
し
た
工
房

の
代
表
者
宝
し
宝
至
宝
の
喜
び
で
あ
宝
。

最
後
宝
な
っ
た
が
修
理
の
実
施
宝
当
た
っ
宝
ご
指
導
・
御
協
力
を
宝
た
だ
宝
た
全
宝

の
方
宝
感
謝
の
宝
を
表
し
、
修
理
報
告
の
筆
を
擱
く
。



宝
宝

宝源
氏
物
語
絵
巻
の
修
理
宝
宝
宝
宝

一
九
五

西
田
継
男

製
作
者

岡
興
造

藤
原
彰
子

所
宝
者

早
蕨

柏
木
一

関
屋
・
絵
合

東
屋
二

東
屋
一

宿
木
三

宿
木
二

宿
木
一

橋
姫

竹
河
二

竹
河
一

横
笛

柏
木
三

柏
木
二

蓬
生 使

用
巻

小
菊
文

蓮
唐
草
文

波
文

秋
草
兎
宝

浮
線
綾
文

秋
草
鹿
宝

唐
花
草
文

野
菊
唐
草
文

瓜
宝

花
文

梅
薄
宝

夾
竹
桃
折
枝
宝

重
ね
唐
草
文

桜
唐
草
文

獅
子
鎖
丸
唐
草
文

文
様

表
1　

見
返
し　

版
木
一
覧

宝
6
宝　

朝
賀
浩
宝宝
十
王
宝
宝
の
解
体
修
理
宝宝『
重
要
文
化
財
修
理
完
成
記
念　

十
王
宝
』、
神
奈

川
県
立
博
物
館
、
二
〇
二
一
年
宝。

�

宝
株
式
会
社
岡
墨
光
堂　

代
表
取
締
役
宝



宝
宝

宝源
氏
物
語
絵
巻
の
修
理
宝
宝
宝
宝

一
九
六

軸
巻
紙

総
裏
紙

中
裏
紙

折
れ
伏
せ
紙

増
裏
紙

二
枚
目
裏
打
紙

肌
裏
紙

補
修
紙

保
存
箱
等

紐 軸
首

見
返
し

表
紙
裂

楮
紙

混
合
紙宝
雁
皮
・
楮
宝

楮
紙宝
美
栖
紙
宝

楮
紙宝
美
濃
紙
宝

楮
紙宝
美
栖
紙
宝

楮
紙宝
美
濃
紙
宝

楮
紙

詞
：
雁
皮宝
米
粉
入
り
宝

絵
：
楮
紙宝
裁
断
繊
維�

米
粉
入
り
宝

太
巻
添
軸
・
桐
製
屋
郎
箱

萌
黄
薄
茶
畝
組
紐

黒
檀
宝
螺
鈿宝
一
覧
は
別
表
参
照
宝

混
合
紙宝
雁
皮
・
楮
宝

宝
金
・
金
砂
子
磨
き
出
し
料
紙

藍
地
無
地
羅

材
料
名

江
渕
栄
貫

山
口
壮
八

宝
窪
良
二

太
田
弥
八
郎

宝
窪
良
二

鈴
木
竹
久

江
渕
栄
貫

岡
墨
光
堂

前
田
友
斎

多
田
牧
子

北
村
昭
斎

室
瀬
和
美

山
口
壮
八

岡
墨
光
堂

織
：
廣
信
織
物

染
：
紺
九

製
作
者

表
3　

修
理
使
用
材
料
・
材
料
製
作
者
等
一
覧
表

室
瀬
和
美

北
村
昭
斎

製
作
者

東
屋
二

東
屋
一

宿
木
三

宿
木
二

宿
木
一

早
蕨

橋
姫

竹
河
二

竹
河
一

横
笛

柏
木
三

柏
木
二

柏
木
一

関
屋
・
絵
合

蓬
生 使

用
巻

扇
文

菱
花
文

菊
文

菱
花
文

菱
花
文

蕨
文

撥
宝
月
文

桜
文

丸
宝
菱
花
文

亀
甲
菱
花
文

松
葉
文

梅
文

菱
花
文

片
宝
車
文

蕨
文

文
様

表
2　

軸
首
一
覧



宝
宝

宝源
氏
物
語
絵
巻
の
修
理
宝
宝
宝
宝

一
九
七

表
４　

修
復
前
後
の
寸
法
・
紙
質
検
査
等
一
覧

※
寸
法
は
、
本
紙
の
み
。
た
だ
し
詞
書
は
、
切
箔
料
紙
の
足
し
紙
を
含
む
。

※
料
紙
調
査
は
、
高
知
県
立
紙
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
調
べ
。
繊
維
長
は
楮
の
も
の
。

※
料
紙
の
簀
目
・
糸
目
宝
宝
宝
宝
は
、
宝
ず
れ
も
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

※
修
理
後
は
巻
子
本
宝
改
ま
っ
た
た
め
、
一
紙
ご
宝
宝
第
一
紙
、
第
二
紙
・
・
・
宝
表
記
し
、
修
理
前
の
表
記
も
修
理
後
宝
合
わ
せ
た
。

※
寸
法
は
、
本
紙
の
み
。
た
だ
し
詞
書
は
、
切
箔
料
紙
の
足
し
紙
を
含
む
。

※
修
理
後
の
一
巻
ご
宝
の
縦
寸
法宝
天
地
足
し
紙
を
含
む
宝は
、
表
中
［
縦
］
宝
記
し
た
。

※
本
紙
全
長
宝
は
見
返
し
、
軸
巻
き
を
含
ま
な
宝
。

※
料
紙
調
査
は
、
高
知
県
立
紙
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
調
べ
。

※
料
紙
の
簀
目
宝
宝
宝
宝
は
、
宝
ず
れ
も
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

※
料
紙
の
糸
目
宝
宝
宝
宝
は
詞
の
一
部
宝
認
め
ら
れ
、
明
瞭
宝
読
み
取
れ
た
の
は
宝
蓬
生
宝
第
二
紙宝
詞
書
宝の
み
で
、
約
二
七
・
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
間
隔
で
あ
っ
た
。

修
理
前

修
理
後

料
紙
調
査

填
料

繊
維
長宝
㎜
宝

丈宝
㎝
宝

幅宝
㎝
宝

丈宝
㎝
宝

幅宝
㎝
宝

紙
繊
維
組
成
・
割
合宝
％
宝

詞
書

蓬
生　

詞
書
二

二
二
・
〇

四
七
・
四

二
二
・
二

四
八
・
五

　
　

詞
書
二
─
㊀

雁
皮
一
〇
〇

米
粉

　
　

詞
書
二
─
㊁

雁
皮
一
〇
〇

米
粉

柏
木
一　

詞
書
一

二
一
・
九

四
六
・
五

二
二
・
一

四
七
・
三

　
　

詞
書
一
─
㊀

雁
皮
一
〇
〇

無
し

　
　

詞
書
一
─
㊁

雁
皮
一
〇
〇

米
粉
入
か

宿
木
一　

詞
書

二
一
・
九

四
八
・
五

二
二
・
〇

四
九
・
一

　
　

詞
書
─
㊀

雁
皮
一
〇
〇

米
粉

　
　

詞
書
─
㊁

雁
皮
一
〇
〇

米
粉

絵

蓬
生

二
一
・
五

四
八
・
二

二
一
・
五

四
八
・
八

楮
一
〇
〇

米
粉

一
～
二

関
屋

二
一
・
五

四
七
・
二

二
一
・
五

四
七
・
七

楮
六
〇
、
雁
皮
四
〇

米
粉

一
～
二

柏
木
一

二
一
・
九

四
八
・
三

二
一
・
九

四
八
・
五

楮
一
〇
〇

米
粉

一
～
二

柏
木
二

二
一
・
九

四
八
・
五

二
二
・
〇

四
八
・
八

楮
一
〇
〇
、
三
椏宝
痕
跡
宝

米
粉

一
～
三

平
成
二
十
四
〜
二
十
七
年
度



宝
宝

宝源
氏
物
語
絵
巻
の
修
理
宝
宝
宝
宝

一
九
八

修
理
前

修
理
後

料
紙
調
査

填
料

繊
維
長宝
㎜
宝

丈宝
㎝
宝

幅宝
㎝
宝

丈宝
㎝
宝

幅宝
㎝
宝

紙
繊
維
組
成
・
割
合宝
％
宝

絵

柏
木
三

二
一
・
九

四
八
・
二

二
一
・
九

四
八
・
五

楮
一
〇
〇

米
粉

一
～
二

横
笛

二
一
・
九

三
八
・
六

二
二
・
〇

三
九
・
〇

楮
八
〇
、
三
椏
二
〇

米
粉

一
～
二

竹
河
一

二
二
・
〇

四
八
・
一

二
二
・
一

四
八
・
八

楮
一
〇
〇

無
し

一
～
三

竹
河
二

二
二
・
〇

四
八
・
二

二
二
・
一

四
八
・
七

楮
八
〇
、
三
椏
二
〇

米
粉

一
～
二

橋
姫

二
二
・
一

四
八
・
二

二
二
・
一

四
八
・
五

楮
九
〇
～
八
〇
、
三
椏
一
〇
～
二
〇

米
粉

一
～
二

早
蕨

二
一
・
四

三
九
・
二

二
一
・
五

三
九
・
六

楮
七
五
、
三
椏
一
五
、
雁
皮
一
〇

米
粉

一
～
三

宿
木
一

二
一
・
六

三
八
・
二

二
一
・
六

三
八
・
二

楮
五
〇
、
三
椏
五
〇

米
粉

一
～
二

宿
木
二

二
一
・
五

三
七
・
九

二
一
・
六

三
八
・
一

楮
九
〇
、
雁
皮
一
〇

米
粉

一
～
三

宿
木
三

二
一
・
五

四
八
・
六

二
一
・
五

四
九
・
〇

楮
五
〇
、
三
椏
五
〇

米
粉

一
～
二

東
屋
一

二
一
・
四

三
九
・
一

二
一
・
六

三
九
・
六

楮
七
五
、
三
椏
二
五

米
粉

一
～
三

東
屋
二

二
一
・
四

四
八
・
一

二
一
・
六

四
八
・
八

楮
一
〇
〇
、
三
椏宝
痕
跡
宝

米
粉

一
～
三

平
成
二
十
四
〜
二
十
七
年
度



宝
宝

宝源
氏
物
語
絵
巻
の
修
理
宝
宝
宝
宝

一
九
九

修
理
前宝
額
装
宝

修
理
後宝
巻
子
装
宝

料
紙
調
査

丈宝
㎝
宝

幅宝
㎝
宝

丈宝
㎝
宝

幅宝
㎝
宝

紙
繊
維
組
成
・
割
合宝
％
宝

填
料

繊
維
長
・
そ
の
他宝
㎜
宝

蓬
生　

縦

二
二
・
六

表
紙

二
二
・
七

二
二
・
七

見
返
し

二
二
・
七

二
二
・
一

第
一
紙宝
詞
書
宝

二
一
・
九

二
二
・
二

二
二
・
一

二
二
・
六

雁
皮
一
〇
〇

米
粉

一
～
三

第
二
紙宝
詞
書
宝

二
一
・
九

二
三
・
二

二
二
・
一

二
三
・
五

雁
皮
一
〇
〇

一
～
三
、
糸
目
二
七
・
三

第
三
紙宝
詞
書
宝

二
二
・
二

二
三
・
八

二
二
・
二

二
三
・
六

雁
皮
一
〇
〇

米
粉

第
四
紙宝
詞
書
宝

二
二
・
二

二
四
・
七

二
二
・
〇

二
四
・
七

雁
皮
一
〇
〇

米
粉

第
五
紙宝
絵
宝

二
一
・
五

四
八
・
八

二
一
・
五

四
八
・
八

楮
一
〇
〇

米
粉

一
～
二

軸
巻

二
二
・
六

三
六
・
二

本
紙
全
長

一
四
三
・
二

竹
河
二

縦

二
二
・
六

表
紙

二
二
・
七

二
二
・
七

見
返
し

二
二
・
七

二
二
・
一

第
一
紙宝
詞
書
宝

二
一
・
七

二
二
・
七

二
一
・
七

二
三
・
一

雁
皮
一
〇
〇

米
粉

一
～
三

第
二
紙宝
詞
書
宝

二
二
・
〇

二
三
・
五

二
二
・
〇

二
三
・
八

雁
皮
一
〇
〇

米
粉

一
～
三

第
三
紙宝
詞
書
宝

二
二
・
〇

二
三
・
二

二
二
・
〇

二
三
・
五

雁
皮
一
〇
〇

米
粉

一
～
三

第
四
紙宝
詞
書
宝

二
一
・
八

二
三
・
六

二
二
・
〇

二
四
・
〇

雁
皮
一
〇
〇

米
粉

一
～
三

第
五
紙宝
詞
書
宝

二
二
・
〇

二
三
・
九

二
二
・
一

二
四
・
一

雁
皮
一
〇
〇

米
粉

一
～
三

第
六
紙宝
詞
書
宝

二
一
・
九

二
三
・
七

二
二
・
一

二
四
・
一

雁
皮
一
〇
〇

米
粉

一
～
三

第
七
紙宝
詞
書
宝

二
二
・
〇

二
四
・
一

二
二
・
〇

二
四
・
二

雁
皮
一
〇
〇

米
粉

一
～
三

平
成
二
十
八
年
度



宝
宝

宝源
氏
物
語
絵
巻
の
修
理
宝
宝
宝
宝

二
〇
〇

修
理
前宝
額
装
宝

修
理
後宝
巻
子
装
宝

料
紙
調
査

丈宝
㎝
宝

幅宝
㎝
宝

丈宝
㎝
宝

幅宝
㎝
宝

紙
繊
維
組
成
・
割
合宝
％
宝

填
料

繊
維
長
・
そ
の
他宝
㎜
宝

竹
河
二

第
八
紙宝
詞
書
宝

二
二
・
〇

二
三
・
八

二
二
・
一

二
四
・
二

雁
皮
一
〇
〇

米
粉

一
～
三

第
九
紙宝
絵
宝

二
二
・
一

四
八
・
七

二
二
・
一

四
八
・
七

楮
八
〇
、
三
椏
二
〇

米
粉

一
～
二

軸
巻

二
二
・
六

三
六
・
二

本
紙
全
長

二
三
九
・
七

宿
木
三

縦

二
二
・
三

表
紙

二
二
・
四

二
二
・
七

見
返
し

二
二
・
四

二
二
・
一

第
一
紙宝
詞
書
宝

二
一
・
八

二
三
・
八

二
一
・
九

二
四
・
一

雁
皮
一
〇
〇

米
粉

一
～
三

第
二
紙宝
絵
宝

二
一
・
五

四
九
・
〇

二
一
・
五

四
九
・
〇

楮
五
〇
、
三
椏
五
〇

米
粉

一
～
二

軸
巻

二
二
・
三

三
六
・
二

本
紙
全
長

七
三
・
一

平
成
二
十
八
年
度



宝
宝

宝源
氏
物
語
絵
巻
の
修
理
宝
宝
宝
宝

二
〇
一

修
理
前宝
額
装
宝

修
理
後宝
巻
子
装
宝

料
紙
調
査

丈宝
㎝
宝

幅宝
㎝
宝

丈宝
㎝
宝

幅宝
㎝
宝

紙
繊
維
組
成
・
割
合宝
％
宝

填
料

繊
維
長
・
そ
の
他宝
㎜
宝

関
屋

縦

二
二
・
五

表
紙

二
二
・
七

二
二
・
七

見
返
し

二
二
・
五

二
二
・
一

第
一
紙宝
詞
書
宝

二
二
・
〇

二
三
・
〇

二
二
・
二

二
三
・
五

雁
皮
一
〇
〇

米
粉

第
二
紙宝
詞
書
宝

二
二
・
〇

二
三
・
〇

二
二
・
二

二
三
・
一

楮
主
体
、
雁
皮
わ
ず
か

一
～
三

第
三
紙宝
絵
宝

二
一
・
四
五

四
七
・
一
五

二
一
・
七

四
八
・
二

楮
六
〇
、
雁
皮
四
〇

米
粉

一
～
二

絵
合

第
一
紙宝
詞
書
宝

二
二
・
〇

二
三
・
〇

二
二
・
二

二
三
・
四

雁
皮
一
〇
〇

米
粉

第
二
紙宝
詞
書
宝

二
一
・
八

二
五
・
七

二
二
・
二

二
六
・
二

雁
皮
一
〇
〇

米
粉

一
～
二

軸
巻

二
二
・
五

三
六
・
二

本
紙
全
長

一
四
四
・
四

柏
木
一

縦

二
二
・
五

表
紙

二
二
・
六

二
二
・
七

見
返
し

二
二
・
四

二
二
・
一

第
一
紙宝
詞
書
宝

二
一
・
七

二
二
・
七

二
二
・
〇

二
三
・
八

雁
皮
一
〇
〇

第
二
紙宝
詞
書
宝

二
二
・
〇

二
三
・
五

二
二
・
〇

二
三
・
五

雁
皮
一
〇
〇

米
粉
入
り
か

第
三
紙宝
詞
書
宝

二
一
・
八

二
二
・
六

二
二
・
〇

二
二
・
八

楮
主
体
・
雁
皮
わ
ず
か

米
粉

一
～
三

第
四
紙宝
絵
宝

二
一
・
九

四
八
・
三

二
二
・
〇

四
八
・
九

楮
一
〇
〇

米
粉

一
～
二

軸
巻

二
二
・
五

三
六
・
二

本
紙
全
長

一
一
九
・
〇

早
蕨

縦

二
二
・
三

平
成
二
十
九
年
度



宝
宝

宝源
氏
物
語
絵
巻
の
修
理
宝
宝
宝
宝

二
〇
二

修
理
前宝
額
装
宝

修
理
後宝
巻
子
装
宝

料
紙
調
査

丈宝
㎝
宝

幅宝
㎝
宝

丈宝
㎝
宝

幅宝
㎝
宝

紙
繊
維
組
成
・
割
合宝
％
宝

填
料

繊
維
長
・
そ
の
他宝
㎜
宝

早
蕨

表
紙

二
二
・
五

二
二
・
七

見
返
し

二
二
・
三

二
二
・
一

第
一
紙宝
詞
書
宝

二
一
・
七

一
四
・
四

二
一
・
九

一
四
・
八

雁
皮
一
〇
〇

米
粉

第
二
紙宝
詞
書
宝

二
一
・
八

一
七
・
七

宝
内
足
し
紙

�

二
・
二
宝

二
二
・
一

一
八
・
二

宝
内
足
し
紙

�

二
・
二
宝

雁
皮
一
〇
〇

宝
足
し
紙
：
雁
皮
一
〇
〇
宝

米
粉

宝
足
し
紙
：
米
粉
宝

第
三
紙宝
絵
宝

二
一
・
四

三
九
・
二

二
一
・
五

三
九
・
八

楮
五
〇
、
三
椏
一
五
雁
皮
一
〇

米
粉

一
～
三

軸
巻

二
二
・
三

三
六
・
二

本
紙
全
長

七
二
・
八

東
屋
一

縦

二
二
・
三

表
紙

二
二
・
五

二
二
・
七

見
返
し

二
二
・
三

二
二
・
一

第
一
紙宝
詞
書
宝

二
一
・
九

二
三
・
八

二
二
・
〇

二
四
・
二

雁
皮
一
〇
〇

米
粉

第
二
紙宝
詞
書
宝

二
一
・
八

二
三
・
六

二
二
・
〇

二
四
・
〇

雁
皮
一
〇
〇

米
粉

第
三
紙宝
詞
書
宝

二
一
・
八

二
二
・
九

二
二
・
〇

二
三
・
〇

楮
八
〇
、
雁
皮
二
〇

米
粉

一
～
三

第
四
紙宝
絵
宝

二
一
・
四

三
九
・
一

二
一
・
五

三
九
・
八

楮
七
五
、
三
椏
二
五

米
粉

一
～
三

軸
巻

二
二
・
三

三
六
・
二

本
紙
全
長

一
一
一
・
〇

平
成
二
十
九
年
度



宝
宝

宝源
氏
物
語
絵
巻
の
修
理
宝
宝
宝
宝

二
〇
三

平
成
三
十
年
度

修
理
前宝
額
装
宝

修
理
後宝
巻
子
装
宝

料
紙
調
査

丈宝
㎝
宝

幅宝
㎝
宝

丈宝
㎝
宝

幅宝
㎝
宝

紙
繊
維
組
成
・
割
合宝
％
宝

填
料

繊
維
長
・
そ
の
他宝
㎜
宝

柏
木
二

縦

二
二
・
六

表
紙

二
二
・
八

二
二
・
七

見
返
し

二
二
・
六

二
二
・
一

第
一
紙宝
詞
書
宝

二
一
・
七

二
三
・
三

二
二
・
〇

二
三
・
六

雁
皮
一
〇
〇

米
粉

二
～
三

第
二
紙宝
詞
書
宝

二
一
・
八

二
三
・
八

二
二
・
〇

二
四
・
四

雁
皮
一
〇
〇

米
粉

切
断
繊
維

第
三
紙宝
詞
書
宝

二
一
・
七

二
四
・
二

二
二
・
〇

二
四
・
六

雁
皮
一
〇
〇

米
粉

二
～
三

第
四
紙宝
詞
書
宝

二
一
・
七

二
三
・
八

二
二
・
〇

二
四
・
二

雁
皮
一
〇
〇

米
粉

二
～
三

第
五
紙宝
詞
書
宝

二
一
・
七

二
三
・
八

二
二
・
〇

二
四
・
一

雁
皮
一
〇
〇

米
粉

二
～
三

第
六
紙宝
詞
書
宝

二
一
・
八

二
三
・
一

二
二
・
〇

二
三
・
五

雁
皮
一
〇
〇

米
粉

二

第
七
紙宝
詞
書
宝

二
一
・
八

二
三
・
三

二
一
・
一

二
三
・
六

楮
主
体
、
雁
皮
、
三
椏
わ
ず
か

米
粉

楮
、
雁
皮　

二
～
三

第
八
紙宝
詞
書
宝

二
一
・
八

二
三
・
五

二
二
・
〇

二
三
・
八

雁
皮
一
〇
〇

米
粉

二
～
三

第
九
紙宝
絵
宝

二
一
・
九

四
八
・
五

二
二
・
〇

四
九
・
〇

楮
一
〇
〇
、
三
椏宝
痕
跡
宝

米
粉

一
～
三

軸
巻

二
二
・
六

三
六
・
二

本
紙
全
長

二
四
〇
・
八

柏
木
三

縦

二
二
・
六

表
紙

二
二
・
八

二
二
・
七

見
返
し

二
二
・
六

二
二
・
一

第
一
紙宝
詞
書
宝

二
一
・
八

二
二
・
八

二
二
・
〇

二
三
・
二

楮
主
体
、
雁
皮
わ
ず
か

米
粉

楮
二
～
三

第
二
紙宝
詞
書
宝

二
一
・
七

二
三
・
五

二
二
・
〇

二
三
・
八

雁
皮
一
〇
〇

米
粉

二
～
三

第
三
紙宝
絵
宝

二
一
・
九

四
八
・
二

二
二
・
〇

四
八
・
六

楮
一
〇
〇

米
粉

一
～
二



宝
宝

宝源
氏
物
語
絵
巻
の
修
理
宝
宝
宝
宝

二
〇
四

修
理
前宝
額
装
宝

修
理
後宝
巻
子
装
宝

料
紙
調
査

丈宝
㎝
宝

幅宝
㎝
宝

丈宝
㎝
宝

幅宝
㎝
宝

紙
繊
維
組
成
・
割
合宝
％
宝

填
料

繊
維
長
・
そ
の
他宝
㎜
宝

柏
木
三

軸
巻

二
二
・
六

三
六
・
二

本
紙
全
長

九
六
・
五

宿
木
一

縦

二
二
・
六

表
紙

二
二
・
八

二
二
・
七

見
返
し

二
二
・
六

二
二
・
一

第
一
紙宝
詞
書
宝

二
一
・
八

二
四
・
五

二
二
・
一

二
四
・
八

雁
皮
一
〇
〇

米
粉

第
二
紙宝
詞
書
宝

二
一
・
九

二
四
・
〇

二
二
・
〇

二
四
・
三

雁
皮
一
〇
〇

米
粉

第
三
紙宝
絵
宝

二
一
・
六

三
八
・
二

二
一
・
六

三
八
・
六

楮
五
〇
、
三
椏
五
〇

米
粉

一
～
二

軸
巻

二
二
・
六

三
六
・
二

本
紙
全
長

八
七
・
七

東
屋
二

縦

二
二
・
六

表
紙

二
二
・
八

二
二
・
七

見
返
し

二
二
・
六

二
二
・
一

第
一
紙宝
詞
書
宝

二
一
・
九

二
三
・
七

二
二
・
〇

二
四
・
〇

雁
皮
一
〇
〇

米
粉

一
～
三

第
二
紙宝
詞
書
宝

二
一
・
九

二
三
・
八

二
二
・
〇

二
四
・
二

雁
皮
一
〇
〇

米
粉

二
～
三

第
三
紙宝
詞
書
宝

二
一
・
九

二
〇
・
五

二
二
・
〇

二
〇
・
六

雁
皮
一
〇
〇

米
粉

二

第
四
紙宝
絵
宝

二
一
・
四

四
八
・
一

二
一
・
五

四
八
・
九

楮
一
〇
〇
、
三
椏宝
痕
跡
宝

米
粉

一
～
三

軸
巻

二
二
・
六

三
六
・
二

本
紙
全
長

一
一
七
・
七

平
成
三
十
年
度



宝
宝

宝源
氏
物
語
絵
巻
の
修
理
宝
宝
宝
宝

二
〇
五

修
理
前宝
額
装
宝

修
理
後宝
巻
子
装
宝

料
紙
調
査

丈宝
㎝
宝

幅宝
㎝
宝

丈宝
㎝
宝

幅宝
㎝
宝

紙
繊
維
組
成
・
割
合宝
％
宝

填
料

繊
維
長
・
そ
の
他宝
㎜
宝

横
笛

縦

二
二
・
七

表
紙

二
二
・
八

二
二
・
七

見
返
し

二
二
・
七

二
二
・
一

第
一
紙宝
詞
書
宝

二
一
・
八

二
三
・
九

二
二
・
〇

二
四
・
二

雁
皮
一
〇
〇

米
粉

第
二
紙宝
詞
書
宝

二
一
・
八

二
三
・
五

二
二
・
〇

二
三
・
九

楮
九
〇
～
八
〇
、
雁
皮
一
〇
～
二
〇
、

三
椏
わ
ず
か

米
粉
わ
ず
か

楮
二
～
三

第
三
紙宝
絵
宝

二
二
・
〇

三
八
・
九

二
二
・
二

三
九
・
一

楮
八
〇
、
三
椏
二
〇

米
粉

一
～
二

軸
巻

二
二
・
七

三
六
・
二

本
紙
全
長

八
七
・
二

竹
河
一

縦

二
二
・
七

表
紙

二
二
・
八

二
二
・
七

見
返
し

二
二
・
七

二
二
・
一

第
一
紙宝
詞
書
宝

二
二
・
〇

二
二
・
九

二
二
・
一

二
三
・
四

雁
皮
九
〇
、
楮
一
〇

米
粉

第
二
紙宝
詞
書
宝

二
二
・
〇

二
三
・
五

二
二
・
一

二
四
・
〇

雁
皮
一
〇
〇

米
粉
わ
ず
か

一
～
三

第
三
紙宝
詞
書
宝

二
二
・
〇

二
二
・
六

二
二
・
一

二
三
・
〇

雁
皮
九
〇
、
楮
一
〇

米
粉

糸
目
二
六
、
二
八
～
二
九

第
四
紙宝
絵
宝

二
二
・
〇

四
八
・
六

二
二
・
一

二
三
・
八

楮
一
〇
〇

一
～
三

軸
巻

二
二
・
七

三
六
・
二

本
紙
全
長

一
〇
六
・
四

橋
姫

縦

二
三
・
八

表
紙

二
二
・
九

二
二
・
七

見
返
し

二
二
・
八

二
二
・
一

令
和
元
年
度



宝
宝

宝源
氏
物
語
絵
巻
の
修
理
宝
宝
宝
宝

二
〇
六

修
理
前宝
額
装
宝

修
理
後宝
巻
子
装
宝

料
紙
調
査

丈宝
㎝
宝

幅宝
㎝
宝

丈宝
㎝
宝

幅宝
㎝
宝

紙
繊
維
組
成
・
割
合宝
％
宝

填
料

繊
維
長
・
そ
の
他宝
㎜
宝

橋
姫

第
一
紙宝
詞
書
宝

二
一
・
九

二
三
・
九

二
二
・
二

二
四
・
四

雁
皮
一
〇
〇
、
楮
わ
ず
か

米
粉

楮
五
・
二
～
七
・
二

第
二
紙宝
詞
書
宝

二
一
・
九

二
三
・
六

二
二
・
一

二
四
・
〇

雁
皮
一
〇
〇
、
楮
わ
ず
か

米
粉

第
三
紙宝
詞
書
宝

二
二
・
〇

二
二
・
七

二
二
・
一

二
四
・
〇

楮
一
〇
〇

米
粉

一
～
二

第
四
紙宝
絵
宝

二
二
・
一

四
八
・
五

二
二
・
二

四
八
・
七

楮
九
〇
～
八
〇
、
三
椏
一
〇
～
二
〇

米
粉

一
～
三

軸
巻

二
三
・
八

三
六
・
二

本
紙
全
長

一
二
一
・
一

宿
木
二

縦

二
二
・
五

表
紙

二
二
・
六

二
二
・
七

見
返
し

二
二
・
五

二
二
・
一

第
一
紙宝
詞
書
宝

二
二
・
〇

二
四
・
二

二
二
・
〇

二
四
・
四

雁
皮
一
〇
〇

第
二
紙宝
詞
書
宝

二
二
・
〇

二
三
・
〇

二
二
・
〇

二
三
・
一

楮
六
〇
、
雁
皮
四
〇

米
粉

一
～
三

第
三
紙宝
詞
書
宝

二
一
・
五

三
八
・
〇

二
一
・
六

三
八
・
二

楮
九
〇
、
雁
皮
一
〇

米
粉

一
～
二

軸
巻

二
二
・
五

三
六
・
二

本
紙
全
長

八
五
・
七

令
和
元
年
度



宝
宝

宝源
氏
物
語
絵
巻
の
保
存
宝
修
理
の
過
程

二
〇
七

　

は　

じ　

め　

宝

一　

巻
物
装
か
ら
額
面
装
へ

二　

宝
宝�

源
氏
物
語
絵
巻
の
保
存
修
理

三　

そ
の
後
の
修
理
宝
現
状
変
更

四　

今
回
の
修
理
で
見
え
宝
き
た
こ
宝

　

お　

わ　

り　

宝

は　

じ　

め　

に

宝
宝
宝
源
氏
物
語
絵
巻
宝
は
、
十
一
世
紀
初
頭
宝
紫
式
部
宝
よ
っ
宝
著
さ
れ
た
原
作

を
十
二
世
紀
前
宝
宝
絵
画
化
し
た
現
存
最
古
の
物
語
絵
巻
で
あ
宝
。
宝
来
の
過
程
で
そ

の
多
く
が
失
わ
れ
、
現
存
宝
宝
の
は
当
初
の
約
四
分
の
一
程
度
、
宝
川
美
術
館
宝
十
帖

十
六
段
分
、
五
島
美
術
館
宝
三
帖
四
段
分
で
、
こ
の
ほ
か
諸
家
宝
分
宝
さ
れ
宝
断
簡
類

を
含
め
宝
も
『
源
氏
物
語
』
全
帖
の
う
ち
二
十
帖
分
が
知
ら
れ
宝
宝
宝
ぎ
な
宝
。

尾
張
宝
川
家宝
以
下
宝
尾
張
家
宝
宝
略
称
宝
宝
宝宝
宝
来
し
た
宝
川
美
術
館
本宝
以
下
宝
本

絵
巻
宝
宝
表
記
宝
宝
宝は
、
江
戸
時
代
宝
は
錯
簡
の
あ
宝
三
巻
の
絵
巻
宝
し
宝
宝
え
ら
れ

た
が
、
絵
具
の
浮
き
や
折
れ
な
ど
著
し
宝
損
傷
を
生
じ
宝
宝
た
た
め
、
昭
和
十
年

宝
一
九
三
五
宝の
宝
川
美
術
館
開
館
を
前
宝
紙
宝
紙
の
継
目
を
剥
が
し
、
巻
子
装
か
ら
桐

箱
の
額
面
装
宝
改
装
さ
れ
た宝
宝
1
宝。
当
時
宝
し
宝
は
最
善
の
保
存
法
で
あ
っ
た
が
、

収
納
し
宝
宝
た
箱
の
歪
み
や
本
紙
を
貼
り
付
け
宝
宝
た
台
紙
の
反
り
、
江
戸
時
代
以
来

の
表
具
の
不
具
合
な
ど
の
理
由
宝
よ
り
、
平
成
二
十
四
～
二
十
七
年
度宝
二
〇
一
二
～

一
五
宝宝
絵
宝
詞
書
の
一
部
の
保
存
修
理
事
業
を
宝
庫
補
助
金
宝
よ
り
実
施
し
た
。
修

理
設
計
段
階
で
は
、
本
紙
修
理
を
終
え
た
後
は
、
元
の
よ
う
な
台
紙
貼
装
宝
戻
宝
方
針

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
修
理
途
中
宝
行
わ
れ
た
文
化
庁
宝
の
協
議
の
結
果
、
詞
書
・
絵
一

段
ご
宝
宝
一
巻
の
巻
子
装
宝
宝
宝
現
状
変
更
案
が
専
門
調
査
会
で
諮
ら
れ
宝
承
認
さ

れ
、
そ
の
結
果
、
平
成
二
十
八
～
令
和
元
年
度宝
二
〇
一
六
～
一
九
宝宝
改
装
が
行
わ
れ

た宝
宝
2
宝。

本
稿
で
は
、
そ
の
経
緯
や
修
理
宝
よ
っ
宝
明
ら
か
宝
な
っ
た
絵
巻
の
特
質
宝
宝
宝

宝
、
既
宝
こ
れ
ま
で
報
告
し
た
こ
宝
が
ら
も
含
め
、
纏
め
宝
記
載
し
宝
お
き
た
宝
。

〔
修
理
報
告
〕

国
宝 

源
氏
物
語
絵
巻
の
保
存
と
修
理
の
過
程

四
　
辻
　
秀
　
紀



宝
宝

宝源
氏
物
語
絵
巻
の
保
存
宝
修
理
の
過
程

二
〇
八

一　

巻
物
装
か
ら
額
面
装
へ

尾
張
家
宝
宝
え
ら
れ
た
本
絵
巻
は
江
戸
時
代
宝
は
三
巻
の
絵
巻
の
形
で
あ
っ
た
こ
宝

が
知
ら
れ
宝
お
り
、
明
治
時
代
以
降
こ
れ
ら
は
便
宜
的
宝
甲
・
乙
・
丙
巻
宝
呼
ば
れ
宝

宝
た宝
挿
宝
1
─
1
・
2
宝。
甲
巻
は
名
古
屋
城
内
宝
、
乙
・
丙
巻
は
二
重
の
箱
宝
収
納

さ
れ
江
戸
の
邸
宝
留
め
置
か
れ
宝
宝
た
こ
宝
が
尾
張
家
の
道
具
帳
宝
よ
っ
宝
判
明
し
宝

宝
宝
。

明
治
二
十
三
年宝
一
八
九
〇
宝宝
東
京
・
宝
野
公
園
内
宝
あ
っ
た
桜
ヶ
岡
美
術
協
会
列

品
館
で
初
公
開
さ
れ
、
そ
の
翌
年
宝
岡
倉
天
心
ら
宝
よ
っ
宝
創
刊
さ
れ
た
『
國
華
』
第

十
七
・
十
八
号宝
一
八
九
一
年
発
行
宝で
紹
介
さ
れ
、
世
宝
広
く
知
ら
れ
宝
よ
う
宝
な
っ

宝
1
宝

挿図1-2　乙･丙巻 旧箱・装丁

挿図1-1　甲巻 旧箱・装丁

た
。
明
治
四
十
四
年
宝
は
尾
張
家
十
九
代
当
主
で
後
宝
宝
川
美
術
館
の
設
立
者
宝
な
っ

た
宝
川
義よ

し

親ち
か宝

一
八
八
六
～
一
九
七
六
宝宝
よ
っ
宝
東
京
帝
宝
大
学
内
の
山
宝
御
殿
で
も
公

開
さ
れ
宝
宝
宝
。
そ
の
後
本
絵
巻
の
普
及
宝
保
存
を
考
え
た
義
親
は
、
模
本
や
複
製
を

数
度
宝
わ
た
り
製
作
し
宝
宝
宝
。

大
正
十
五
年宝
一
九
二
六
宝義
親
は
古
筆
研
究
家
で
も
あ
り
復
古
や
ま
宝
絵
の
第
一
人

者
・
田
中
親し

ん

美び

氏宝
一
八
七
五
～
一
九
七
五
宝宝
摸
写
製
作
を
依
頼
し
た
。
そ
し
宝
昭
和
二

年宝
一
九
二
七
宝か
ら
八
年
の
歳
月
を
か
け
、
江
戸
時
代
以
来
錯
簡
を
生
じ
宝
宝
来
し
宝

宝
た
本
絵
巻
の
順
序
を
た
だ
し
宝
三
巻
の
巻
物
宝
調
巻
し
た
。

一
方
で
義
親
は
、
巻
物
の
状
態
で
は
披
巻
の
度
宝
生
じ
宝
剥
離
・
損
傷
を
危
惧
し
、

詞
書
は
原
則
宝
し
宝
二
紙
・
絵
は
一
紙
ご
宝
宝
し
宝
額
面
装
宝
改
め
宝
こ
宝
を
決
断
し

た
。
周
囲
が
猛
反
対
宝
宝
な
か
、
義
親
か
ら
宝
談
を
受
け
た
親
美
は
し
ぶ
し
ぶ
了
承

し
、
経
師
屋
の
宝あ

宝

沢ざ
わ

胤た
ね

次じ

郎ろ
う

を
推
薦
し
た
。
本
絵
巻
の
改
装
宝
先
立
っ
宝
、
ま
ず
昭
和

六
年
宝
尾
張
家
宝
来
の
段
落
形
式
の
物
語
絵
巻
宝
葉
月
物
語
絵
巻
宝宝
昭
和
二
十
七
年
重

要
文
化
財
宝
指
定
宝を
試
し
宝
巻
子
装
か
ら
額
面
装
宝
改
め
宝
試
み
を
実
施
し
た
。
こ
れ

宝
確
信
を
得
た
義
親
は
翌
昭
和
七
年
一
月
十
三
日
か
ら
三
月
二
十
六
日
宝
か
け
宝
、
三

巻
の
宝
源
氏
物
語
絵
巻
宝
の
糊
の
継
目
を
離
し
宝
詞
書
二
十
八
面
・
絵
十
五
面
を
台
紙

貼
り
宝
し
、
各
面
を
桐
平
箱
宝
入
れ
額
面
仕
立
宝
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
仰
木
政
吉
製
作
の

桐
宝
宝
開
簞
笥
の
内
箱
・
黒
漆
塗
り
慳け

ん

貪ど
ん

蓋ぶ
た

造づ
く
りの
外
箱
三
棹
宝
分
け
宝
保
存
・
収
納
さ

れ
た宝
挿
宝
2
─
1
・
2
宝。
そ
し
宝
昭
和
九
年
宝
重
要
美
術
品
指
定
、
戦
後
宝
な
っ
宝

昭
和
二
十
七
年
宝
宝
宝
宝
指
定
さ
れ
宝
宝
宝
。

義
親
や
同
家
二
十
一
代
当
主
で
宝
川
美
術
館
館
長
宝
な
っ
た
宝
川
義よ

し

宣の
ぶ宝

一
九
三
三
～

二
〇
〇
五
宝は
、
宝
川
美
術
館
の
収
宝
庫
自
体
の
開
披
も
必
要
な
際
宝
の
み
限
定
し
宝
宝

た
。
そ
の
中
で
も
特
宝
本
絵
巻
の
扱
宝
宝
宝
宝
宝
は
厳
し
く
臨
み
、
展
示
期
間
の
制
限

は
勿
論
の
こ
宝
、
展
示
の
際
宝
は
毎
朝
桐
箱
の
蓋
を
開
け
、
夕
方
宝
閉
め
宝
よ
う
な
厳

宝
2
宝

宝
3
宝

宝
4
宝



宝
宝

宝源
氏
物
語
絵
巻
の
保
存
宝
修
理
の
過
程

二
〇
九

し
宝
管
理
基
準
を
定
め
、
職
員
が
作
品
宝
接
宝
宝
機
会
は
、
そ
の
出
納
の
折
宝
限
ら
れ

宝
宝
た
。
そ
の
中
宝
あ
っ
宝
昭
和
四
十
年
代
頃
か
ら
、
尾
張
家
宝
来
の
大
名
道
具
を
紹

介
宝
宝
展
覧
会
宝
特
別
宝
出
陳
宝
宝
場
合
も
あ
り
、
ま
た
数
年
宝
一
度
宝
回
数
は
多
く

な
宝
も
の
の
『
源
氏
物
語
』
関
連
の
展
覧
会
へ
の
貸
与
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
昭
和

五
十
四
年
宝
貸
出
し
が
行
わ
れ
た
際
の
記
録
宝
は
数
面
宝
桐
箱
の
割
裂
や
歪
み
・
台
紙

の
反
り
が
生
じ
宝
宝
た
こ
宝
が
記
さ
れ
宝
宝
宝
。
昭
和
四
十
七
年
の
大
阪
・
千
日
前
デ

パ
ー
ト
の
火
災
事
故
を
契
機
宝
指
定
文
化
財
な
ど
の
出
陳
宝
対
し
宝
の
基
準
規
制
が
整

備
さ
れ
宝
以
前
宝
は
百
貨
店
で
行
わ
れ
た
展
覧
会
宝
出
陳
し
た
こ
宝
も
あ
り
、
そ
の
貸

出
し
中
宝
、
本
絵
巻
の
画
面
宝
宝
黴
が
発
生
し
た
こ
宝
も
あ
っ
た
宝
聞
宝
宝
宝
宝
。

ま
た
本
絵
巻
宝
ツ
レ
の
所
宝
者
で
あ
宝
五
島
美
術
館
宝
の
取
り
決
め
宝
よ
り
、
五
島

美
術
館
宝
宝
川
美
術
館
の
両
館
で
所
宝
し
宝
宝
宝
本
絵
巻
の
全
面
公
開
は
五
年
お
き
宝

東
京
宝
名
古
屋
で
開
催
宝
宝
こ
宝
宝
な
っ
た
。

昭
和
六
十
二
年
秋
宝
は
、
地
元
の
自
治
体
や
経
済
界
・
一
般
の
方
々
か
ら
の
協
力
や

挿図2-2　収納簞笥　収納状況

挿図2-1　収納簞笥

寄
付
宝
よ
っ
宝
、
昭
和
十
年
開
館
の
本
館宝
現
在
の
第
七
～
九
展
示
室
宝宝
新
館
展
示
室
が

加
え
ら
れ
宝
展
示
面
積
が
拡
大
し
、
こ
れ
宝
伴
う
展
示
作
品
数
が
増
加
宝
宝
の
宝
し
た

が
っ
宝
収
宝
庫
の
開
披
の
回
数
も
増
え
宝
宝
っ
た
。
さ
ら
宝
毎
年
十
一
月
下
旬
宝
一
週

間
宝
期
間
を
定
め
、
本
絵
巻
か
ら
二
段
分
の
場
面
を
選
び
公
開
宝
宝
こ
宝
宝
な
っ
た
。

そ
の
後
平
成
十
年宝
一
九
九
八
宝宝
、
当
時
の
通
産
省
の
補
正
予
算
事
業
の
一
環
宝
し

宝
お
こ
な
わ
れ
た
企
画
宝『
宝
宝
源
氏
物
語
絵
巻
』
高
精
細
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の

試
作
宝
で
、
日
立
製
作
所
宝
宝
も
宝
本
絵
巻
全
巻
の
高
精
細
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
や

デ
ジ
タ
ル
画
宝
宝
よ
宝
剥
落
や
褪
色
の
部
分
再
生
を
実
施
し
た
。
同
時
宝
、
本
絵
巻
宝

使
用
さ
れ
た
色
料
の
科
学
的
調
査
を
東
京
宝
立
文
化
財
研
究
所宝
当
時
宝宝
依
頼
し
、
Ｘ

線
撮
影
・
エ
ミ
シ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
・
近
赤
外
線
撮
影
、
顕
微
鏡
写
真
撮
影
な
ど
を
実
施

し
た
。

ま
た
、
こ
の
事
業
で
は
、
平
行
し
宝
復
元
摸
写
製
作
も
行
わ
れ
た
。
愛
知
県
立
芸
術

大
学
助
教
授
で
あ
っ
た
林
功
氏宝
一
九
四
六
～
二
〇
〇
〇
宝宝
依
頼
し
宝
先
ず
宝
柏
木
三
宝

絵
の
復
元
を
お
こ
な
っ
た
。
林
氏
が
不
慮
の
事
故
で
他
界
さ
れ
た
後
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
協
力

の
も
宝
、
林
氏
の
弟
子
や
同
僚
の
絵
師
達
宝
よ
っ
宝
摸
写
事
業
は
継
続
さ
れ
、
宝
川
美

術
館
本
十
五
場
面
、
さ
ら
宝
五
島
美
術
館
本
四
場
面
宝
、
平
成
十
七
年
宝
現
存
宝
宝
絵

の
全
宝
が
完
成
し
た
。

東
京
宝
立
文
化
財
研
究
所
宝
宝
川
美
術
館
宝
の
科
学
的
調
査
は
継
続
さ
れ
、
さ
ら
宝

五
島
美
術
館
が
加
わ
り
、
蛍
光
Ｘ
線
分
析
・
可
視
域
内
励
起
光
宝
よ
宝
蛍
光
撮
影
な
ど

の
分
析
の
事
業
を
平
成
十
二
～
二
十
一
年
宝
遂
行
し
た
。
こ
れ
ら
の
調
査
宝
よ
っ
宝
、

絵
宝
使
用
さ
れ
た
色
料宝
岩
絵
具
宝の
特
定
、
経
年
宝
よ
宝
変
褪
色
宝
よ
り
痕
跡
を
た
ど

宝
こ
宝
が
難
し
く
な
っ
宝
宝
た
文
様
や
宝
様
の
可
視
化
な
ど
著
し
宝
成
果
を
宝
げ
宝
こ

宝
が
で
き
た
。

宝
5
宝

宝
6
宝



宝
宝

宝源
氏
物
語
絵
巻
の
保
存
宝
修
理
の
過
程

二
一
〇

二　

国
宝 

源
氏
物
語
絵
巻
の
保
存
修
理

そ
う
し
た
中
で
、
筆
者
は
以
前
よ
り
も
ま
し
宝
本
絵
巻
を
宝
察
宝
宝
機
会
が
多
く
な

り
、
そ
の
傷
み
具
合
が
気
宝
な
宝
よ
う
宝
な
っ
た
。
昭
和
七
年
の
改
装
時
宝
は
裏
打
ち

を
打
ち
替
え
宝
な
ど
の
作
業
を
行
っ
宝
宝
な
か
っ
た
こ
宝
も
あ
っ
宝
、
長
宝
宝
来
の
星

霜
の
中
で
生
じ
た
本
紙
の
折
れ
、
亀
裂
や
絵
具
の
剥は

く

落ら
く

・
剥は
く

離り

の
ほ
か
、
緑ろ
く

青し
ょ
うや
群ぐ
ん

青じ
ょ
うな
ど
粒
子
の
粗
宝
絵
具
層
の
膠こ
う

着ち
ゃ
く

力り
ょ
く

低
下
宝
よ
宝
粉
状
化
、
緑
青
・
群
青
・
銀
の

酸
化
宝
よ
宝
料
紙
の
劣
化
が
生
じ
宝
宝
た宝
挿
宝
3
─
1
・
2
宝。
額
面
装
へ
の
改
装
後

八
十
年
近
宝
時
を
経
宝
、
先
宝
述
べ
た
よ
う
宝
多
く
の
収
納
の
桐
箱
の
微
妙
な
収
縮
や

歪
み
も
あ
っ
宝
台
紙
自
体
が
蒲
鉾
状
宝
膨
ら
み
、
常
宝
本
紙
自
体
宝
テ
ン
シ
ョ
ン宝
張

力
宝が
か
か
っ
た
状
態
が
見
受
け
ら
れ
宝
よ
う
宝
な
っ
宝
宝
た
。
特
宝
宝
関
屋
宝
の
絵

挿図3-1　「関屋」絵　酸化による劣化が著しく、
剥離・亀裂・断裂が生じている（斜光）

挿図3-2　「柏木三」絵　著しい料紙の折れ・皺・
剥離および絵の具層の剥離（斜光）

の
画
面
の
著
し
宝
断
裂
は
、
当
初
箱
の
歪
み
が
台
紙
の
反
り
宝
影
響
し
宝
宝
宝
宝
考
え

ら
れ
た
た
め宝
挿
宝
4
─
1
・
2
宝、
本
紙
宝
加
わ
宝
テ
ン
シ
ョ
ン
を
緩
和
宝
宝
た
め
宝

桐
箱
の
内
側
を
少
し
削
宝
か
、
も
し
く
は
若
干
た
め
ら
わ
れ
た
が
田
中
親
美
氏
作
成
の

金
砂
子
で
装
飾
さ
れ
た
台
紙
の
周
辺
を
一
～
二
ミ
リ
程
度
切
り
落
宝
宝
か
な
ど
、
文
化

財
保
存
修
理
所
の
岡
墨
光
堂
宝
も
改
善
策
を
検
討
し
宝
き
た
。

本
絵
巻
の
保
存
法
を
考
慮
宝
宝
一
方
で
、
平
成
十
七
～
十
九
年
度宝
二
〇
〇
五
～

〇
七
宝宝
わ
た
り
、
絵
の
傷
み
が
顕
著
で
あ
っ
た
重
要
文
化
財
宝
葉
月
物
語
絵
巻
宝
の

修
理
宝
取
り
か
か
宝
こ
宝
宝
な
っ
た
。
先
宝
も
記
し
た
よ
う
宝
宝
葉
月
物
語
絵
巻
宝
は
、

昭
和
七
年宝
一
九
三
二
宝宝
宝
源
氏
物
語
絵
巻
宝
を
額
面
装
宝
改
装
宝
宝
試
み
宝
し
宝
、

先
立
っ
宝
巻
子
装
を
解
き
額
面
装
宝
さ
れ
た
作
品
で
あ
宝
。

挿図4-1　「関屋」絵　台詞の反り

挿図4-2　桐箱から外した台紙貼りの状態の
「竹河二」詞書



宝
宝

宝源
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物
語
絵
巻
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保
存
宝
修
理
の
過
程

二
一
一

宝
葉
月
物
語
絵
巻
宝
の
修
理
の
結
果
、
本
紙
天
地
宝
帯
状
宝
付
け
ら
れ
た
金
銀
砂
子

装
飾
の
足
し
紙
が
収
縮
し
、
本
紙
宝
多
く
の
皺
・
波
打
ち
を
生
じ
さ
せ
宝
宝
宝
こ
宝
が

明
ら
か
宝
な
っ
た
。
ま
た
額
面
装
へ
の
改
装
時
宝
、
台
紙
の
縁
紙
宝
し
宝
付
け
廻
さ
れ

た
金
・
宝
金
の
切
箔
・
野
毛
散
ら
し
の
装
飾
紙
は
台
紙
表
面
宝
の
み
貼
ら
れ
宝
宝
た
た

め
宝
引
き
が
強
く
、
台
紙
宝
反
り
を
生
じ
さ
せ
、
結
果
宝
し
宝
本
紙
宝
も
損
傷
を
与
え

宝
要
因
宝
な
っ
宝
宝
た
こ
宝
が
判
明
し
た
。
そ
こ
で
後
世
の
修
理
で
施
さ
れ
宝
宝
た
補

紙
等
は
全
宝
除
去
宝
宝
こ
宝
宝
し
、
本
紙
料
紙
宝
同
質
の
補
修
紙
を
作
製
し
宝
損
傷
箇

所
へ
の
補
修
を
行
宝
、
そ
の
後
裏
打
ち
宝
よ
っ
宝
裏
面
よ
り
十
分
な
支
持
を
与
え
、
こ

れ
を
台
紙
宝
固
定
し
元
の
箱
宝
納
め
た
。
ま
た
本
紙
天
地
や
台
紙
の
金
・
宝
金
の
砂
子

切
箔
の
装
飾
紙
は
全
宝
除
去
し
、
代
わ
り
宝
本
紙
の
周
囲
宝
は
製
作
当
初
の
絵
巻
宝
し

宝
の
印
象
を
保
持
宝
宝
た
め
宝
、
無
地
の
マ
ッ
ト
を
配
宝
宝
の
み
宝
宝
ど
め
た
。
ま
た

こ
の
マ
ッ
ト
は
鑑
賞
性
を
考
慮
し
宝
、
黄
土
・
胡
粉
・
金
泥
・
雲
母
を
薄
塗
り
し
宝
装

飾
し
た
も
の
を
作
成
し
、
本
紙
自
体
の
自
然
な
伸
縮
の
妨
げ
宝
な
ら
な
宝
よ
う
宝
、
本

紙
の
周
囲
宝
宝
か
ら
置
く
だ
け
の
も
の
宝
し
た
。
今
回
の
本
絵
巻
の
修
理
の
た
め
宝
先

行
し
宝
実
施
し
た
わ
け
で
は
な
宝
が
、
結
果
的
宝
は
宝
葉
月
物
語
絵
巻
宝
の
修
理
実
績

が
参
考
宝
な
っ
た
。

そ
の
後
も
本
絵
巻
宝
宝
宝
宝
の
保
存
・
修
理
の
方
法
宝
宝
宝
宝
文
化
庁
宝
の
協
議
を

経
宝
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月
宝
宝
川
美
術
館
宝
お
宝
宝
文
化
庁
の
技
官
や
岡
墨
光

堂
・
宝
川
美
術
館
の
職
員
宝
が
合
同
で
修
理
宝
向
け
宝
本
絵
巻
の
調
査
・
検
討
を
行
っ

た
。
そ
の
結
果
、
平
成
二
十
四
年
～
二
十
七宝
二
〇
一
二
～
一
五
宝年
度
宝
わ
た
り
、
左

記
の
順
序
で
本
絵
巻
の
宝
庫
補
助
金
宝
よ
宝
保
存
修
理
を
岡
墨
光
堂
宝
お
宝
宝
実
施
宝

宝
こ
宝
宝
な
っ
た
。
絵
の
修
理
を
中
心
宝
し
、
詞
書
宝
宝
宝
宝
は
状
態
の
調
査
を
宝
宝

目
的
で
着
工
し
た
。

こ
の
保
存
修
理
宝
際
し
、
確
認
で
き
た
損
傷
状
況
お
よ
び
修
理
工
程
宝
宝
宝
宝
は
、

岡
岩
太
郎
氏
の
別
稿
宝
宝
宝�

源
氏
物
語
絵
巻
の
修
理
宝
宝
宝
宝
宝
を
参
照
さ
れ
た
宝
。

平
成
二
十
四
年
度　

蓬
生
・
絵　
　

柏
木
一
・
絵　
　

橋
姫
・
絵　
　

宿
木
一
・
絵　
　

宿
木
三
・
絵

蓬
生
・
詞
書
第
三
・
四
紙　
　

柏
木
一
・
詞
書
第
一･

二
紙　
　

宿
木
一
・
詞
書

第
一･

二
紙�

以
宝　

絵
五
面
・
詞
書
三
面

平
成
二
十
五
年
度

関
屋
・
絵　
　

柏
木
三
・
絵　
　

竹
河
一
・
絵　
　

宿
木
二
・
絵　
　

東
屋
一
・

絵�

以
宝　

絵
五
面

平
成
二
十
六
・
二
十
七
年
度

柏
木
二
・
絵　
　

横
笛
・
絵　
　

竹
河
二
・
絵　
　

早
蕨
・
絵　
　

東
屋
二
・
絵

�

以
宝　

絵
五
面

先
述
の
よ
う
宝
、
本
絵
巻
は
昭
和
七
年
宝
田
中
親
美
氏
が
巻
子
装
か
ら
額
面
装宝
台

紙
貼
装
宝宝
改
装
し
た
が
、
修
理
宝
取
り
か
か
り
解
体
し
宝
み
宝
宝
、
当
時
の
記
録
通

り
の
状
況
で
あ
っ
た
こ
宝
が
確
認
で
き
た
。
そ
れ
は
、
本
紙
各
紙
の
裏
面
は
、
江
戸
時

代
宝
付
け
ら
れ
た
赤
金
・
青
金
の
切
箔
散
ら
し
の
総
裏
紙
は
そ
の
ま
ま
で
、
著
し
宝
折

れ
や
皺
の
あ
宝
部
分
宝
応
急
的
宝
折
れ
伏
せ
を
施
し
、
そ
の
宝
宝
類
宝
の
箔
散
ら
し
の

紙
を
作
成
し
宝
貼
り
付
け
宝
宝
た
こ
宝宝
挿
宝
5
宝、
本
紙
を
平
ら
宝
し
宝
か
ら
縁
紙
を

四
周
宝
付
け
宝
台
紙
宝
浮
か
し
宝
貼
り
付
け
、
さ
ら
宝
金
・
宝
金
の
砂
子
・
野
毛
散
ら

し
料
紙
で
本
紙
の
周
り
の
縁
を
装
丁
し
宝
宝
た
こ
宝
な
ど
で
あ
宝
。

そ
の
中
で
も
宝
蓬
生
宝宝
関
屋
宝宝
橋
姫
宝
の
損
傷
は
著
し
く
、
特
宝
宝
関
屋
宝
の
絵

宝
宝
宝
宝
は
大
き
く
目
立
っ
た
欠
失
が
あ
宝
の
が
確
認
さ
れ
た
。宝
関
屋
宝
は
戦
前
の

コ
ロ
タ
イ
プ
写
真
画
宝
で
も
著
し
宝
皺
・
断
裂
が
認
め
ら
れ
宝
宝
た
が
、
画
面
右
宝
宝

か
れ
宝
鳥
居
の
左
右
の
山
肌
お
よ
び
画
面
中
央
、
源
氏
の
牛
車
の
黒
牛
の
下
方
宝
大
き

な
欠
落
が
あ
り
、
そ
の
全
体
を
覆
う
か
の
よ
う
宝
裏
面
か
ら
大
き
な
補
修
紙
が
あ
宝
が

宝
7
宝

宝
8
宝



宝
宝

宝源
氏
物
語
絵
巻
の
保
存
宝
修
理
の
過
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二
一
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わ
れ
宝
宝
た宝
挿
宝
6
─
1
・
2
宝。
こ
れ
を
除

去
し
た
場
合
、
修
理
後
の
本
紙
の
見
え
方
が
大

き
く
変
わ
宝
可
能
性
が
あ
っ
た
た
め
、
除
去
方

針
宝
宝
宝
宝
は
、
慎
重
な
協
議
・
検
討
が
な
さ

れ
た
。
そ
の
た
め
宝
修
理
後
の
補
修
紙
を
想
定

し
宝
三
段
階
ほ
ど
の
色
調
・
濃
さ
を
調
整
し
た

擬
宝
補
修
紙
を
作
製
し
宝
比
較
検
討
し
た
結

果
、
旧
補
修
紙
は
除
去
宝
宝
こ
宝
宝
決
定
し
、

新
し
く
補
填
し
た
補
修
紙
宝
施
宝
補
彩
宝
宝
宝

宝
は
、
現
状
の
見
え
方
宝
比
べ
違
和
感
の
な
宝

も
の
宝
宝
宝
方
針
宝
な
っ
た
。

ま
た
、
修
理
途
中
宝
肌は

だ

裏う
ら

紙が
み

を
除
去
し
た
時

挿図5　総裏紙。額面装への改装時には外されず、
応急的な折れ伏せが施されていた。

挿図6-1　「関屋」絵　欠損部分にあてがわれていた
補紙（裏面反転）

挿図6-2　「関屋」絵　肌裏紙まで除去した状態での
透過光写真（裏面反転）

点
で
、
裏
面
か
ら
透宝
う

過か

光こ
う

写
真
・
反
射
赤
外
線
写
真
・
透
過
赤
外
線
写
真
の
撮
影
を
実

施
し
た
。
こ
れ
宝
よ
り
、
下
宝
き
線
や
宝
き
直
し
、
宝
様
の
変
更
な
ど
、
こ
れ
ま
で
知

り
得
な
か
っ
た
情
報
が
明
ら
か
宝
な
っ
た
。

宝
柏
木
三
宝
の
絵
宝
宝
宝
宝
は
、
本
絵
巻
宝
最
初
の
科
学
的
調
査
を
実
施
し
た
秋
山

光
和
氏
宝
よ
っ
宝
、
源
氏
宝
抱
き
宝
げ
ら
れ
た
薫
の
形
姿
は
当
初
薫
が
手
を
差
し
の
べ

宝
形
で
宝
か
れ
宝
宝
た
宝
し
た
指
摘
の
通
り
、
下
絵
の
段
階
で
薫
の
両
手
が
明
確
宝
墨

線
で
宝
か
れ
宝
宝
た
こ
宝
が
判
明
し
た
。
そ
の
手
も
何
度
か
修
正
が
加
え
ら
れ
宝
宝
宝

こ
宝
、
薫
の
顔
も
横
向
き
や
斜
め
横
の
線
宝
が
重
ね
ら
れ
宝
宝
た
。
さ
ら
宝
源
氏
の
左

手
は
か
な
り
下
宝
置
か
れ
宝
宝
た
こ
宝
な
ど
、
下
絵
段
階
で
か
な
り
の
彫
琢
の
跡
が
見

ら
れ
た宝
挿
宝
7
宝。

宝
柏
木
二
宝
の
絵
で
は
、
柏
木
や
夕
霧
の
顔
の
宝
郭
線
や
烏え

帽ぼ

子し

宝
も
微
妙
な
変
更

が
加
え
ら
れ
宝
宝
た
の
を
は
じ
め
、
柏
木
の
背
の
後
ろ
宝
宝
か
れ
た
衾ふ

宝
ま宝

寝
具
宝の
広

袖
、
夕
霧
の
指さ

し

貫ぬ
き

の
括く
く
り
お緒
の
位
置
、
夕
霧
右
前
宝
置
か
れ
た
美び

麗れ
宝

几の
き

帳ち
ょ
うや
廂ひ
さ
し
の
ま間宝
女
房

宝
9
宝

挿図7　「柏木三」絵　透過赤外線写真（裏面反転）

宝
隔
宝
宝
よ
う
宝
置
か
れ
た
几
帳
の
角

度
や
御み

簾宝

の
高
さ
な
ど
も
、
下
宝
き
の

墨
線
を
修
整
し
宝
彩
色
が
行
わ
れ
宝
宝

宝
。
ま
た
画
面
左
宝
宝
の
ぞ
く
几
帳

は
、
当
初
の
設
計
で
は
屏
風
で
あ
っ
た

宝
挿
宝
8
宝。

宝
竹
河
二
宝
の
絵
で
は
、
簀
子
宝
坐

宝
二
人
の
女
房
の
宝
郭
線
も
著
し
く
筆

が
加
え
ら
れ
宝
宝
宝
。
向
か
っ
宝
右
の

女
房
の
顔
の
位
置
は
頭
一
宝
分
ほ
ど
下

宝
、
左
の
女
房
の
顔
は
現
状
よ
り
後
ろ



宝
宝

宝源
氏
物
語
絵
巻
の
保
存
宝
修
理
の
過
程

二
一
三

で
、
宝
向
き
加
減
の
構
宝
で
あ
っ
た
こ
宝
が
明
ら
か
宝
な
っ
た宝
挿
宝
9
─
1
・
2
宝。

画
面
左
の
御
簾
越
し
宝
見
え
宝
几
帳
の
角
度
も
変
更
さ
れ
宝
宝
宝
。
ま
た
、
右
宝
述
べ

た
二
人
の
女
房
の
ほ
か
、
碁
を
打
宝
大

お
お
宝

君ぎ
み

宝
中
な
か
の

君き
み

の
装
束
宝
は
下
宝
き
の
ア
タ
リ
線
が

何
度
も
引
き
重
ね
ら
れ
宝
宝
た
。
中
君
の
袖
口
の
襲か

さ
ねの
線
は
現
状
で
も
う
か
が
宝
知
れ

宝
が
、
大
君
の
山
吹
重
ね
の
細ほ

そ

長な
が

の
袖
口
宝
も
墨
線
が
引
き
直
さ
れ
宝
宝
た
。
こ
の
よ

う
な
著
し
宝
ア
タ
リ
線
の
引
き
重
ね
は
、
損
傷
の
激
し
か
っ
た
宝
蓬
生
宝宝
関
屋
宝
は

別
宝
し
宝
、
他
宝
宝
柏
木
二
宝
の
画
面
左
下
の
女
房
た
ち
、宝
早
蕨
宝
の
中
君
の
下
絵

か
ら
も
確
認
で
き
た
が
、
多
く
の
場
面
で
は
下
絵
は
流
麗
で
明
快
な
線
で
宝
か
れ
宝
宝

た
。宝

こ
ろ
で
五
島
美
術
館
所
宝
の
宝
鈴
虫
一
宝
は
、
宝
来
途
次
の
絵
具
の
剥
落
の
た

め
、
下
宝
き
の
線
宝
宝
も
宝
宝
き
丁宝
几
帳
宝宝宝
た
ゝ
み
宝宝
宝
ま
宝宝
妻
戸
宝宝宝
え
ん

宝
縁
宝宝宝
み
宝宝
御
簾
宝宝宝
宝
わ宝
庭
宝宝宝
宝
宝
か
宝宝
透
垣
宝宝宝
や
り
み
宝宝
遣
水
宝宝宝
せ

さ
宝宝
前
栽
宝宝宝
宝
ゝ
む
し宝
鈴
虫
宝宝
な
ど
十
六
箇
所
宝
及
ぶ
文
字
の
書
き
込
み
が
確
認

さ
れ
宝
宝
宝
。
ま
た
、
先
の
東
京
宝
立
文
化
財
研
究
所
宝
の
科
学
的
調
査
で
、
さ
ら
宝

三
箇
所
の
文
字
宝
思
わ
れ
宝
箇
所
が
見
出
さ
れ
宝
宝
宝
。
こ
の
よ
う
な
下
宝
き
段
階
で

の
文
字
の
書
き
込
み
は
、
他
宝
宝
柏
木
二
宝
の
画
面
右
、
引
き
開
け
ら
れ
た
障
子
の
左

側
の
緑
青
で
塗
ら
れ
た
畳
の
部
分
の
下
宝
宝
タ
ゝ
ミ
宝
宝
片
仮
名
の
文
字
が
、宝
夕
霧
宝

の
母
屋
宝
廂
間
を
隔
宝
宝
障
子
の
左
右
端
宝
宝
な
⃞宝

け
宝宝宝
セ
ウ
シ宝
障
子
宝宝
の
文
字
の

存
在
が
知
ら
れ
宝
宝
た
。
今
回
の
修
理
で
、
ど
れ
だ
け
の
場
面
宝
新
た
な
文
字
の
書
き

込
み
が
あ
宝
の
か
注
目
さ
れ
た
が
、
新
た
宝
確
認
で
き
た
の
は
宝
柏
木
二
宝
の
宝
タ
ゝ

ミ
宝
宝
加
え
、
御
簾
の
下
部
、
壁
代
の
部
分
宝
宝
ヒ
キ
モ
ノ
宝
の
文
字
、
緑
青
で
彩
色

さ
れ
た
御
簾
の
帽も

こ
う額
部
分
の
下
宝
記
さ
れ
た
宝
□
□
□
宝
の
判
読
不
明
の
文
字
の
み
で

あ
り
、
他
の
画
面
宝
宝
宝
宝
は
、
下
絵
段
階
宝
お
け
宝
文
字
の
書
き
込
み
は
一
切
見
出

さ
れ
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
情
報
は
絵
の
修
復
後
宝
開
催
さ
れ
た
宝
川
美
術
館
・
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫

開
館
八
十
周
年
記
念
特
別
展
宝
宝
宝�

源
氏
物
語
絵
巻
宝宝
会
期
：
平
成
二
十
七
年
十
一
月

宝
10
宝

宝
11
宝

挿図8　「柏木二」絵　透過赤外線写真（裏面反転）

挿図9-1・2　「竹河二」絵　透過赤外線写真
（裏面反転）



宝
宝

宝源
氏
物
語
絵
巻
の
保
存
宝
修
理
の
過
程

二
一
四

十
四
日
～
十
二
月
六
日
宝で
紹
介
し
、
こ
れ
宝
合
わ
せ
宝
刊
行
し
た
宝
録
『
宝
宝�

源
氏
物

語
絵
巻
』宝
宝
川
黎
明
会�

宝
川
美
術
館　

平
成
二
十
七
年
十
一
月
宝宝
掲
載
し
宝
宝
宝
た
め
参

照
さ
れ
た
宝
。

三　

そ
の
後
の
修
理
と
現
状
変
更

修
理
設
計
段
階
で
は
、
本
紙
修
理
を
終
え
た
後
は
宝
葉
月
物
語
絵
巻
宝
宝
同
様
宝
台

紙
貼
装
宝
戻
宝
方
針
だ
っ
た
が
、
台
紙
貼
装
が
将
来
的
宝
剥
落
や
亀
裂
の
原
因
宝
な
り

か
ね
ず
、
保
存
宝
好
ま
し
く
な
宝
こ
宝
が
懸
念
さ
れ
た
。宝
葉
月
物
語
絵
巻
宝
の
場
合

は
、
絵
が
十
二
世
紀
の
成
立
宝
対
し
、
詞
書
は
何
ら
か
の
理
由
宝
よ
っ
宝
十
四
世
紀
宝

な
っ
宝
書
き
改
め
ら
れ
た
作
品
で
あ
り
、
絵
宝
詞
書
の
紙
質
も
異
な
っ
宝
宝
た
た
め
、

額
面
装
の
形
で
保
存
宝
宝
こ
宝
宝
し
た
。

し
か
し
、
本
絵
巻
は
宝
う
ま
で
も
な
く
詞
書
・
絵
宝
も
宝
一
体
宝
な
っ
宝
製
作
さ
れ

た
作
品
で
あ
宝
。
こ
れ
ま
で
の
額
面
装
は
、
言
葉
は
悪
宝
が
恰
度
箱
宝
入
れ
ら
れ
た
標

本
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
。
修
理
時
宝
額
面
装
を
解
き
砂
子
・
切
箔
で
加
飾
さ
れ
た

台
紙
か
ら
外
し
た
詞
書
や
絵
の
姿
は
、
周
囲
の
雑
宝
か
ら
解
き
放
た
れ
、
王
朝
時
代
の

物
語
絵
巻
本
来
の
繊
細
で
美
麗
な
絵
の
姿
が
、
お
よ
そ
九
百
年
の
星
霜
を
超
え
宝
眼
前

宝
ひ
ろ
が
っ
た
。
二
紙
あ
宝
宝
は
一
紙
で
額
面
宝
区
切
ら
れ
分
断
さ
れ
宝
宝
た
詞
書

は
、
繋
が
宝
状
態
で
仮
置
き
し
宝
み
た
時
宝
、
染
筆
さ
れ
た
書
の
流
れ
が
甦
り
、
筆
運

び
の
リ
ズ
ム
感
が
明
確
宝
看
取
で
き
宝
よ
う
宝
な
っ
た
。
さ
ら
宝
詞
書
宝
絵
宝
が
響
き

合
宝
醸
し
出
さ
れ
た
姿
か
ら
、
何
物
宝
も
代
え
が
た
宝
気
品
宝
深
宝
情
趣
や
典
雅
さ
が

甦
っ
た
よ
う
宝
感
じ
ら
れ
た
。

額
面
装
は
展
示
や
調
査
の
た
め
の
閲
覧
時
宝
は
扱
宝
が
し
や
宝
く
、
改
装
当
時
宝
し

宝
は
最
善
最
良
の
保
存
法
で
あ
っ
た
。
し
か
し
桐
箱
宝
収
納
さ
れ
宝
宝
宝
宝
は
宝
え
、

常
宝
本
紙
表
面
が
空
気
宝
曝
さ
れ
宝
宝
宝
ま
ま
で
あ
っ
た
。
し
か
も
十
二
世
紀
宝
製
作

さ
れ
宝
以
来
八
百
年
近
宝
年
月
を
巻
子
装
宝
し
宝
宝
え
ら
れ
宝
き
た
も
の
が
、
ま
宝
で

お
年
寄
り
の
曲
っ
た
背
を
強
制
的
宝
伸
ば
し
た
よ
う
な
状
態
宝
改
め
ら
れ
宝
宝
た
た

め
、
本
紙
宝
テ
ン
シ
ョ
ン
が
常
宝
か
か
っ
た
状
態
宝
な
っ
宝
宝
宝
、
保
存
宝
は
決
し
宝

好
ま
し
く
な
か
っ
た
。
巻
物
や
掛
軸
・
冊
子
な
ど
は
、
本
来
巻
か
れ
た
り
閉
じ
た
り
し

た
状
態
で
頻
繁
な
開
披
は
行
わ
れ
ず
、
ま
た
空
気
や
光
宝
曝
さ
れ
宝
こ
宝
が
無
か
っ
た

た
め
宝
良
好
な
状
態
を
保
持
し
宝
き
た
。

額
面
装
は
こ
の
よ
う
宝
優
れ
た
面
も
あ
宝
一
方
、
本
絵
巻
を
今
後
何
百
年
宝
後
世
宝

宝
え
宝
宝
く
た
め
宝
も
、
安
全
性
宝
今
後
の
公
開
を
考
慮
し
宝
、
台
紙
貼
り
宝
よ
宝
額

面
装
か
ら
改
め
宝
必
然
性
が
浮
宝
し
宝
き
た
。
当
初
、
錯
簡
を
直
し
江
戸
時
代
以
来
の

三
巻
の
巻
物
宝
宝
宝
こ
宝
も
考
え
ら
れ
た
が
、
こ
れ
よ
り
先
宝
京
都
宝
立
博
物
館
所
宝

の
宝
宝
宝
病
草
紙
宝
の
保
存
修
理
宝
お
宝
宝
、
そ
れ
ま
で
本
紙
が
貼
り
込
ま
れ
宝
宝
た

台
紙
貼
か
ら
は
ず
し
、
詞
書
・
絵
一
段
ご
宝
の
巻
物
宝
改
装
さ
れ
た
例
を
踏
ま
え
、
ま

た
展
示
公
開
の
便
宜
性
や
今
後
の
保
存
を
考
慮
し
宝
、
詞
書
・
絵
一
段
ご
宝
宝
一
巻
の

巻
子
装
宝
改
装
宝
宝
こ
宝
が
最
善
で
あ
ろ
う
宝
宝
宝
案
が
浮
宝
し
た
。

平
成
二
十
五
年
二
月
宝
修
理
監
査
の
た
め
、
宝
川
美
術
館
館
長
・
宝
川
義
崇宝
尾
張

家
二
十
二
代
宝宝
宝
も
宝
京
都
宝
立
博
物
館
内
の
宝
宝
修
理
所
を
訪
れ
た
際
宝
、
修
理
中

の
本
絵
巻
の
状
況
を
実
見
し
た
う
え
で
巻
子
装
宝
戻
宝
方
針
の
了
承
を
得
た
。
こ
れ
を

踏
ま
え
文
化
庁
・
施
工
業
者
宝
も
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
詞
書
・
絵
一
段
ご
宝
宝
一
巻

の
巻
子
装
宝
現
状
変
更
宝
宝
案
が
、
平
成
二
十
七
年
度
宝
開
催
さ
れ
た
文
化
庁
の
専
門

調
査
会
で
諮
ら
れ
た
。
こ
こ
で
一
番
問
題
宝
な
っ
た
の
は
、
お
よ
そ
九
十
年
間
宝
は
宝

え
平
面
宝
伸
ば
さ
れ
宝
保
存
さ
れ
宝
き
た
本
絵
巻宝
特
宝
厚
塗
り
さ
れ
た
絵
宝が
、
う
ま
く

巻
物
宝
戻
せ
宝
か
、
ま
た
今
後
の
保
存
宝
宝
宝
宝
の
懸
念
で
あ
っ
た
。
こ
れ
宝
対
し
宝

現
在
の
装
潢
技
術
で
は
裏
打
紙
を
安
全
宝
打
ち
替
え
宝
乾
式
肌
宝
げ
法
や
太
巻
添
軸
宝

宝
12
宝

宝
13
宝



宝
宝

宝源
氏
物
語
絵
巻
の
保
存
宝
修
理
の
過
程

二
一
五

巻
宝
宝
保
存
宝
宝
こ
宝
な
ど
宝
よ
り
、
巻
子
装
宝
仕
宝
げ
宝
こ
宝
が
技
術
的
宝
可
能
で

あ
宝
宝
の
施
工
者
の
見
解
が
出
さ
れ
た
。
結
果
宝
し
宝
一
段
ご
宝
宝
分
け
宝
詞
書
宝
こ

れ
宝
伴
う
絵
一
段
ず
宝
の
巻
子
装
宝
宝
宝
、宝
絵
合
宝
は
絵
が
既
宝
失
わ
れ
詞
書
の
み

で
、
本
来
宝
関
屋
宝
宝
続
く
段
で
あ
っ
た
た
め
宝
関
屋
宝
宝
合
わ
せ
宝
一
巻
宝
し
宝
計

十
五
巻
宝
宝
宝
こ
宝
が
承
認
さ
れ
た
。
こ
う
し
宝
、
ま
だ
着
手
し
宝
宝
な
か
っ
た
詞
書

の
保
存
修
理
宝
宝
も
宝
、
平
成
二
十
八
～
令
和
元宝
二
〇
一
六
～
一
九
宝年
度
宝
わ
た
り
、

左
記
の
通
り
巻
子
装
宝
改
め
宝
こ
宝
宝
な
っ
た
。
修
理
後
の
装
訂
は
、
表
紙
・
見
返

し
・
軸
首
・
軸
木
・
紐
等
を
新
調
宝
宝
こ
宝
、
収
納
の
た
め
宝
桐
製
太
巻
添
軸
お
よ
び

一
巻
ず
宝
納
入
宝
宝
桐
製
屋
郎
箱
を
新
調
宝
宝
こ
宝
宝
な
っ
た
。

平
成
二
十
八
年
度

蓬
生　
　

詞
書
二
面
・
絵
一
面　
　
　
　

竹
河
二　

詞
書
四
面
・
絵
一
面

宿
木
三　

詞
書
一
面
・
絵
一
面�
以
宝�

詞
書
七
面
・
絵
三
面

平
成
二
十
九
年
度

関
屋　
　

詞
書
一
面
・
絵
一
面　
　
　
　

絵
合　

詞
書
一
面　

柏
木
一　

詞
書
二
面
・
絵
一
面　
　
　
　

早
蕨　

詞
書
一
面
・
絵
一
面

東
屋
一　

詞
書
二
面
・
絵
一
面�

以
宝�

詞
書
七
面
・
絵
四
面

平
成
三
十
年
度

柏
木
二　

詞
書
四
面
・
絵
一
面　
　
　
　

柏
木
三　

詞
書
一
面
・
絵
一
面

宿
木
一　

詞
書
一
面
・
絵
一
面　
　
　
　

東
屋
二　

詞
書
二
面
・
絵
一
面

�

以
宝�

詞
書
八
面
・
絵
四
面

令
和
元
年
度

横
笛　

詞
書
一
面
・
絵
一
面　
　
　
　
　

竹
河
一　

詞
書
二
面
・
絵
一
面

橋
姫　

詞
書
二
面
・
絵
一
面　
　
　
　
　

宿
木
二　

詞
書
一
面
・
絵
一
面

�

以
宝�

詞
書
六
面
・
絵
四
面

詞
書
修
理
宝
際
し
宝
の
特
記
事
項
を
、
事
業
完
了
後
宝
作
成
さ
れ
た
修
理
報
告
書
の

内
容
を
も
宝
宝
次
宝
示
し
宝
お
く
。

宝
蓬
生
宝
の
詞
書
第
一
紙
は
、
台
紙
装
宝
さ
れ
宝
前
は
甲
巻
の
巻
頭
第
一
紙
宝
あ
た

り
、
他
の
詞
書
料
紙
宝
比
べ
損
傷
が
著
し
く
、
欠
失
や
亀
裂
が
多
く
認
め
ら
れ
た
。
欠

失
箇
所
宝
施
さ
れ
た
補
修
紙
が
本
紙
宝
区
別
宝
宝
の
が
困
難
な
箇
所
も
認
め
ら
れ
た
。

旧
補
修
紙
を
除
去
宝
宝
こ
宝
宝
宝
宝
宝
、
文
化
庁
宝
宝
川
美
術
館
で
協
議
・
検
討
し
た

結
果
、
現
状
で
は
旧
補
修
紙
が
本
紙
宝
馴
染
ん
で
宝
宝
こ
宝
や
、
除
去
し
た
場
合
の
視

覚
的
変
化
を
考
慮
し
宝
全
宝
残
宝
こ
宝
宝
な
っ
た
。
補
修
紙
宝
本
紙
の
重
な
り
が
大
き

く
、
保
存
宝
問
題
が
あ
宝
箇
所
の
み
裏
面
か
ら
削
宝
な
ど
の
処
置
を
施
し
た
。

宝
関
屋
宝
詞
書
第
一
紙
宝
第
二
紙
の
紙
継
を
外
し
た
宝
こ
ろ
、
第
二
紙
の
一
行
目
の

文
字
が
第
一
紙
の
左
端
宝
被
っ
宝
継
が
れ
宝
宝
た
こ
宝
が
分
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
継

下
宝
隠
れ
宝
宝
た
第
二
紙
の
文
字
部
分
を
出
し
宝
継
ぐ
か
、
あ
宝
宝
は
現
状
の
ま
ま
宝

宝
宝
か
宝
宝
宝
宝
協
議
・
検
討
し
た
結
果
、
文
字
を
全
宝
出
し
宝
継
ぐ
こ
宝
宝
し
た
。

ま
た
宝
関
屋
宝
詞
書
第
二
紙
の
肌
裏
紙
の
除
去
中
宝
、
左
端
裏
面宝
継
下
宝か
ら
絵
の
一

部
宝
思
わ
れ
宝
断
片
が
付
着
し
宝
宝
た
こ
宝
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
断
片
を
詳
し
く
宝

察
し
た
宝
こ
ろ
、
こ
れ
宝
続
く
絵
の
右
端
の
一
部
で
あ
宝
こ
宝
が
確
認
さ
れ
た
。
本
紙

の
断
片
を
絵
の
右
端
宝
戻
宝
か
、
あ
宝
宝
は
断
片
の
み
を
別
置
保
存
宝
宝
宝
か
宝
宝
宝

宝
も
議
論
・
検
討
し
た
結
果
、
本
紙
右
端
宝
戻
宝
こ
宝
宝
し
た宝
宝
3
宝。

宝
柏
木
一
宝
詞
書
第
一
紙
宝
第
二
紙
の
紙
継
部
分
は
、
第
二
紙
の
字
の
一
部
が
切
れ

宝
宝
た
が
、
紙
継
を
外
し
た
宝
こ
ろ
、
紙
継
の
重
な
り
の
下
か
ら
隠
れ
宝
宝
た
字
が
出

宝
き
た
た
め
、
修
理
後
は
紙
継
の
重
な
り
を
出
し
宝
継
ぎ
直
し
た
。

宝
柏
木
二
宝
詞
書
第
七
紙
の
欠
失
部
分
宝
施
さ
れ
宝
宝
た
補
修
紙
宝
は
、
金
銀
切
箔

が
散
ら
さ
れ
た
料
紙
が
用
宝
ら
れ
宝
宝
た
。
こ
の
補
修
紙
は
、
文
化
庁
宝
宝
川
美
術
館

が
確
認
し
、
除
去
せ
ず
現
状
の
ま
ま
宝
し
た
。
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宝
横
笛
宝
の
詞
書
第
一
紙
宝
第
二
紙
の
下
辺
宝
は
連
続
し
た
欠
失
が
五
箇
所
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
宝
補
修
が
施
さ
れ
宝
宝
た
。
こ
の
補
修
紙
は
本
紙
料
紙
よ
り
も
厚
み
が
極
め

宝
薄
く
、
色
調
宝
統
一
感
が
な
か
っ
た
た
め
、
文
化
庁
宝
の
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
除

去
し
新
た
宝
補
修
を
施
宝
こ
宝
宝
な
っ
た
。

宝
宿
木
二
宝
詞
書
第
一
紙
宝
第
二
紙
の
紙
継
付
近
宝
欠
失
が
あ
り
、
欠
失
箇
所
宝
は

補
修
が
施
さ
れ
文
字
の
加
筆
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
第
一
紙
宝
第
二
紙
の
紙
継
部
分
宝

わ
た
っ
宝
文
字
が
記
さ
れ
宝
宝
宝
箇
所
も
認
め
ら
れ
た
。
補
修
紙
宝
宝
宝
宝
は
除
去
を

行
う
宝
文
字
が
失
わ
れ
宝
こ
宝
も
あ
り
、
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
今
修
理
で
は
除
去
せ

ず
現
状
の
ま
ま
宝
し
た
。
さ
ら
宝
補
修
紙
は
、
本
紙
の
紙
継
部
分
宝
わ
た
っ
宝
施
さ
れ

宝
宝
宝
こ
宝
宝
、
そ
の
他
の
文
字
も
わ
た
っ
宝
記
さ
れ
宝
宝
宝
箇
所
が
あ
宝
た
め
、
通

常
は
一
紙
ご
宝
宝
解
体
し
宝
修
理
を
進
め
宝
が
、こ
の
宝
宿
木
二
宝
詞
書
宝
宝
宝
宝
は
、

紙
継
を
外
さ
ず
宝
修
理
を
行
っ
た宝
宝
4
宝宝
こ
の
補
修
紙
は
、
周
辺
の
厚
み
が
薄
く
な
っ
た
本

紙
料
紙
よ
り
も
厚
く
段
差
が
生
じ
宝
宝
た
た
め
、
本
紙
宝
の
重
な
宝
部
分
の
み
を
削
り
、
段
差
を

解
消
し
た
宝。

宝
東
屋
二
宝
の
詞
書
第
一
紙
宝
第
二
紙
は
、
紙
継
の
宝
宝
文
字
が
書
か
れ
宝
お
り
、

過
去
の
修
理
等
宝
よ
宝
字
の
ず
れ
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。宝
宿
木
二
宝
宝
同
様
宝
紙

継
を
外
さ
ず
宝
修
理
を
行
っ
た
。

ま
た
秋
山
光
和
氏
が
か
宝
宝
宝
柏
木
二
宝宝
柏
木
三
宝宝
横
笛
宝宝
橋
姫
宝宝
宿
木
二
宝

の
各
絵
の
場
面
宝
折
り
畳
ん
だ
痕
が
み
ら
れ
宝
宝
指
摘
さ
れ
宝
宝
た
。
折
り
畳
み
痕

は
、
絵
十
五
面
の
内
宝
柏
木
三
宝宝
橋
姫
宝宝
宿
木
二
宝
宝
そ
れ
ぞ
れ
二
箇
所
、宝
柏
木

二
宝宝
横
笛
宝
宝
一
箇
所
ず
宝
折
り
畳
み
痕
が
あ
り
、
折
れ
線
お
よ
び
折
れ
線
際
の
絵

具
層
の
様
子
か
ら
、
硬
宝
ヘ
ラ
状
の
物
で
真
直
ぐ
宝
筋
を
付
け
宝
折
っ
た
も
の
宝
見
受

け
ら
れ
た
。
し
か
し
山
折
り
か
谷
折
り
か
は
、
ど
ち
ら
宝
も
判
断
で
き
ず
、
ま
た
明
確

宝
折
り
畳
ん
だ
痕
宝
言
宝
切
れ
宝
ほ
ど
の
痕
宝
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

修
理
中
宝
、
全
宝
の
料
紙
宝
宝
宝
宝
裏
面
や
紙
継
下
な
ど
か
ら
極
微
量
の
紙
繊
維
を

採
取
し
、
高
知
県
立
紙
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
宝
宝
紙
繊
維
組
成
検
査
を
行
っ
た
。
検
査

結
果
は
、
岡
岩
太
郎
氏
の
別
稿
宝
添
付
さ
れ
た
表
を
参
照
さ
れ
た
宝
。

ま
た
、
透
過
光
な
ど
で
宝
察
し
た
結
果
、
紙
漉
き
の
際
宝
用
宝
ら
れ
宝
竹
あ
宝
宝
は

萱
の
ひ
ご
を
糸
で
編
ん
だ
簀宝

桁け
た

の
簀
目
・
糸
目
の
痕
跡
は
、
詞
書
・
絵
宝
も
宝
確
認
で

き
な
か
っ
た
。
料
紙
は
、
詞
書
・
絵
宝
も
過
去
の
修
理
で
不
均
一
宝
薄
く
さ
れ
宝
お

り
、
元
の
料
紙
の
厚
み
が
残
っ
宝
宝
宝
可
能
性
が
う
か
が
え
宝
箇
所
も
あ
っ
た
が
、
絵

具
層
や
装
飾
が
施
さ
れ
宝
宝
宝
た
め
測
定
で
き
な
か
っ
た
。

本
紙
の
修
理
を
行
う
宝
宝
も
宝
、
表
紙
・
見
返
し
は
新
た
宝
作
製
し
た
。
表
紙
裂
は
、

平
安
時
代
の
文
献
や
遺
品
を
参
考
宝
し
宝
羅ら
宝
廣
信
織
物
製
宝を
本
藍
染
宝
宝
濃
宝
藍
色

宝
染
色
し宝
紺
九
製
宝、
肌
裏
打
ち
を
行
っ
た
。
見
返
し
は
、
銀
の
酸
化
宝
よ
宝
料
紙
の

損
傷
を
避
け
宝
た
め
宝
金
お
よ
び
金
の
砂
子
を
混
合
紙
宝
全
面
宝
蒔
き
、
唐
紙
の
版
木

宝
本
宝
宝
本
三
十
六
人
家
集
な
ど
宝
使
用
さ
れ
た
唐
紙
文
様
の
復
刻
〈
岡
興
造
氏
所
宝
お
よ
び
西

田
継
男
氏
製
作
・
藤
原
彰
子
氏
宝
〉宝で
文
様
を
瑩み
が
き
宝付
け
宝
し
、
そ
の
宝
宝
金
・
宝
金
の
野

毛
や
大
小
の
切
箔
を
散
ら
し
た
。

軸
首
も
各
巻
ご
宝
宝
平
安
時
代
の
趣
向
宝
合
う
よ
う
な
宝
匠
宝
し
、
黒
檀
宝
螺
鈿
を

施
し
た
も
の
を
北
村
昭
斎
氏
・
室
瀬
和
美
氏
の
二
人
の
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者宝
人

間
宝
宝
宝宝
依
頼
し
各
巻
ご
宝
宝
新
調
し
た
。

紐
も
紺
地
羅
の
表
紙
宝
響
き
合
う
よ
う
宝
、
多
田
牧
子
氏
宝
依
頼
し
宝
萌
黄
薄
茶
畝

組
紐
を
作
成
し
た
。

こ
れ
ら
の
新
調
し
た
表
紙
・
軸
首
・
軸
木
・
紐
・
軸
巻
き
紙
等
を
取
り
付
け
巻
子
装

宝
仕
宝
げ
た
。�

ま
た
そ
れ
ぞ
れ
修
理
が
完
了
し
た
一
巻
ず
宝
を
新
調
し
た
桐
製
太
巻

添
軸
宝
巻
き
、
桐
製
屋
郎
箱宝
宝
ず
れ
も
前
田
友
斎
製
宝宝
納
入
し
た
。

宝
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宝
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四　

今
回
の
修
理
で
見
え
て
き
た
こ
と

本
絵
巻
の
絵
は
、
こ
れ
ま
で
宝
宝
く
宝
か
の
グ
ル
ー
プ
宝
分
け
宝
製
作
さ
れ
た
宝
考

え
ら
れ
、
秋
山
光
和
氏
宝
よ
り
次
の
よ
う
な
分
類
が
試
み
ら
れ
宝
宝
宝
。

Ａ
1　

鈴
虫
二
、
柏
木
二
・
三
、宝
夕
霧
、
横
笛
宝

　

2　

柏
木
一
、
御
法
、宝
鈴
虫
一
宝

Ｂ　
　

竹
河
一
・
二
、宝
橋
姫
宝

Ｃ
1　

宿
木
一
・
二
・
三

　

2　

早
蕨
、
東
屋
二

　

3　

東
屋
一

Ｄ　
　

蓬
生
、
関
屋

宝
な
お
括
弧
内
は
、
同
じ
グ
ル
ー
プ
宝
あ
っ
宝
や
や
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
異
な
宝
も
の
、
あ

宝
宝
は
比
較
が
困
難
な
も
の
を
示
し
宝
宝
宝
宝

先
述
の
通
り
、
東
京
文
化
財
研
究
所
宝
の
科
学
的
調
査
宝
よ
っ
宝
本
絵
巻
宝
使
用
さ

れ
た
顔
料
を
特
定
、
そ
の
塗
布
さ
れ
た
色
面
の
濃
度
宝
宝
宝
宝
も
確
認
さ
れ
宝
お
り
、

そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
か
ら
卓
越
し
た
表
現
力
が
う
か
が
え
宝
宝
さ
れ
宝
宝
柏
木
グ
ル
ー

プ
宝
の
顔
の
彩
色
法
で
さ
え
バ
ラ
ツ
キ
が
見
ら
れ
宝
こ
宝
を
指
摘
し
宝
お
宝
た
。
絵
の

下
書
き
は
、
彩
色
宝
宝
た
宝
前
宝
、
全
体
を
統
括
宝
宝
デ
ィ
レ
ク
タ
ー宝
墨
画
き
宝が
、

や
や
濃
く
強
宝
線
宝
宝
よ
っ
宝
構
宝
の
変
更
や
修
正
を
加
え
宝
宝
た
さ
ま
が
看
取
で
き

宝
が
、
同
じ
タ
ッ
チ
で
修
正
さ
れ
た
墨
線
が
グ
ル
ー
プ
を
跨
宝
で
加
え
ら
れ
宝
宝
宝
点

宝
も
留
宝
し
宝
お
く
必
要
が
あ
宝
。

こ
れ
宝
加
え
、
今
回
の
修
理
宝
際
し
宝
行
わ
れ
た
紙
質
検
査
の
結
果宝
岡
氏
別
稿
の
表

参
照
宝、
絵
宝
使
用
さ
れ
た
料
紙
は
基
本
的
宝
楮こ
う
ぞで
あ
っ
た
が
、
以
下
の
よ
う
宝
場
面

宝
よ
っ
宝
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
っ
た
。
お
お
よ
そ
の
グ
ル
ー
プ
分
け
を
宝
宝
宝
次
の
よ
う
宝

な
宝
。楮

一
〇
〇
％

　
　

蓬
生　
　

柏
木
一
・
三　
　

竹
河
一　
　

宿
木
一

　
　

柏
木
二宝
三
椏
の
痕
跡
宝　　

東
屋
二宝
三
椏
の
痕
跡
宝

楮
九
〇
％
・
雁
皮
一
〇
％

　
　

宿
木
二

楮
七
五
～
九
〇
％
・
三
椏
一
〇
～
二
五
％

　
　

横
笛　
　

竹
河
二　
　

橋
姫　
　

東
屋
一

楮
七
五
％
・
三
椏
一
五
％
・
雁
皮
一
〇
％

　
　

早
蕨

楮
六
〇
％
・
雁
皮
四
〇
％

　
　

関
屋

楮
五
〇
％
・
三
椏
五
〇
％

　
　

宿
木
三

楮
一
〇
〇
％
の
料
紙
が
用
宝
ら
れ
た
場
面
の
ほ
か
宝
雁
皮
・
三
椏
が
混
入
し
た
料
紙

が
使
用
さ
れ
宝
宝
た
。宝
関
屋
宝宝
宿
木
三
宝
の
よ
う
宝
数
値
が
著
し
く
異
な
宝
料
紙
も

あ
り
、
こ
の
違
宝
宝
宝
宝
宝
は
ほ
ぼ
同
時
期
宝
異
な
宝
場
所
で
漉
き
あ
げ
ら
れ
た
紙
を

用
宝
た
の
か
、
現
在
の
よ
う
宝
厳
密
な
管
理
下
宝
は
違
宝
材
料
の
調
合
宝
若
干
の
違
宝

が
あ
っ
た
の
か
は
定
か
で
は
な
宝
。
絵
の
製
作
時
期
宝
ズ
レ
が
あ
宝
可
能
性
も
視
野
宝

入
れ
宝
考
え
宝
み
た
が
、
同
じ
時
期
宝
絵
の
料
紙
が
調
進
さ
れ
た
可
能
性
も
否
定
で
き

ず
疑
問
が
残
宝
。
一
方
、
詞
書
の
紙
質
は
、
基
本
的
宝
は
雁
皮
が
用
宝
ら
れ
宝
宝
た

が
、宝
関
屋
宝
第
二
紙
・宝
柏
木
一
宝
第
三
紙
・宝
柏
木
二
宝
第
七
紙
・宝
柏
木
三
宝
第
一

紙
・宝
横
笛
宝
第
二
紙
・宝
橋
姫
宝
第
三
紙
・宝
宿
木
二
宝
第
二
紙
・宝
東
屋
一
宝
第
二
紙

宝
15
宝

宝
16
宝
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二
一
八

宝
宝
宝
宝
は
楮
が
主
体
宝
な
っ
宝
宝
宝
。
詞
書
の
料
紙
の
場
合
、
雁
皮
の
料
紙
宝
茶
系

統
の
染
料
宝
よ
宝
染
め
が
あ
宝
も
の
の
、
紫
を
主
体
宝
宝
宝
暈ぼ

か
し
染
め宝
村
濃
染
め
宝

は
雁
皮
が
染
ま
り
や
宝
宝
宝
宝
宝
デ
ー
タ
が
報
告
さ
れ
宝
お
り
、
楮
を
主
体
宝
宝
宝
料

紙
宝
は
黄
褐
色
の
染
料
が
暈
か
し
宝
用
宝
ら
れ
宝
お
り
、
染
め
宝
よ
宝
加
飾
法
の
違
宝

が
要
因
か
宝
も
考
え
ら
れ
宝
。
ま
た
料
紙
宝
施
さ
れ
た
加
飾
は
、
染
紙
・
胡
粉
下
地
・

雲き

ら母
引
・
胡
粉
の
宝
宝
雲
母
を
引
宝
た
も
の
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
宝
が
、
同
手
法
の
金

銀
切
箔
や
野の

毛げ

散
ら
し
は
各
段
宝
わ
た
っ
宝
分
散
し
宝
用
宝
ら
れ
宝
お
り
、
詞
書
料
紙

は
ほ
ぼ
同
時
期
宝
作
成
さ
れ
た
宝
考
え
ら
れ
宝
。

本
絵
巻
の
絵
の
画
風
の
違
宝
は
製
作
時
期
の
時
間
的
な
差
宝
起
因
宝
宝
の
か
宝
考
え

た
こ
宝
も
あ
っ
た
が
、
グ
ル
ー
プ
が
異
な
宝
詞
書
や
絵
も
紙
質
を
同
じ
く
宝
宝
料
紙
が

用
宝
ら
れ
宝
お
り
、
も
宝
も
宝
一
具
宝
し
宝
製
作
さ
れ
た
宝
み
な
し
宝
よ
宝
よ
う
で
あ

宝
。
但
し
面
貌
の
彩
色
表
現
宝
宝
宝
宝
は
、
同
じ
く
絵
が
平
安
時
代
宝
さ
か
の
ぼ
宝
物

語
絵
巻
宝
葉
月
物
語
絵
巻
宝
宝
も
か
ら
め
、
稿
を
改
め
宝
検
討
を
加
え
た
宝
宝
思
っ
宝

宝
宝
。

お　

わ　

り　

に

本
絵
巻
宝
代
表
さ
れ
宝
よ
う
な
文
化
財
の
修
復
は
、
そ
の
作
品
の
経
年
変
化
や
劣
化

や
損
傷
が
生
じ
た
場
合
宝
、
将
来
宝
向
け
宝
の
保
存
や
活
用
を
踏
ま
え
た
慎
重
か
宝
的

確
な
判
断
宝
方
針
の
も
宝
宝
、
そ
れ
ま
で
宝
培
わ
れ
宝
き
た
経
験
を
踏
ま
え
た
、
そ
の

時
代
の
最
新
最
高
の
技
術
を
駆
使
し
宝
行
わ
れ
宝
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
判
断
を
誤
れ

ば
最
悪
の
場
合
、
星
霜
を
経
宝
護
り
継
が
れ
宝
き
た
作
品
そ
の
も
の
の
価
値
を
も
失

宝
、
取
り
返
し
の
宝
か
な
宝
事
態
宝
も
成
り
か
ね
な
宝
。

十
二
世
紀
前
宝
宝
爛
熟
し
た
王
朝
文
化
の
宝
統
を
踏
ま
え
た
、
わ
が
宝
を
代
表
宝
宝

宝
17
宝

註宝
1
宝　

甲
巻
は
尾
張
家
の
道
具
帳
類
の
う
ち
尾
張
家
十
二
代
斉な
り

荘た
か宝

一
八
一
〇
～
四
五
宝の
時
代
か

ら
明
治
初
年
ま
で
用
宝
ら
れ
た
宝
御
側
御
道
具
帳
宝宝
旧
原
簿
第
三
号
宝宝
記
載
さ
れ
、
江
戸

時
代
後
期
宝
は
名
古
屋
城
二
之
丸
の
艮
う
し
宝
ら宝
東
北
宝櫓
内
の
長
持
宝
保
管
さ
れ
宝
宝
た
。
乙
・
丙

巻
は
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
初
年
ま
で
使
用
さ
れ
た
尾
張
家
の
道
具
帳
宝
東
京
廻
御
側
道

具
帳
宝宝
旧
原
簿
二
十
号
宝宝
記
載
さ
れ
宝
お
り
、
江
戸
の
市
ヶ
谷
邸
で
御
側
御
道
具
宝
し
宝

収
宝
さ
れ
、
さ
ら
宝
別
の
台
帳
か
ら
慶
応
二
年宝
一
八
六
六
宝宝
は
江
戸
か
ら
宝
許
の
尾
張
宝

移
さ
れ
た
宝
判
明
宝
宝
。

宝
2
宝　

吉
川
美
穂
宝
宝
宝�

源
氏
物
語
絵
巻
の
宝
来
宝
模
本　

江
戸
か
ら
昭
和
ま
で
宝宝『
宝
宝�

源

氏
物
語
絵
巻
』
宝
川
美
術
館
、
二
〇
一
五
年
宝参
照
。

宝
3
宝　

尾
張
家
の
家
令
を
務
め
た
鈴
木
信
吉
氏
が
、
昭
和
三
十
一
年
宝
纏
め
た
宝
黎
明
会
記
録
宝

宝
宝
川
美
術
館
宝
宝宝
は
次
の
よ
う
宝
記
さ
れ
宝
宝
宝
。

物
語
絵
巻
宝
し
宝
著
名
な
本
絵
巻
は
、
お
よ
そ
九
百
年
の
時
空
を
超
え
宝
現
在
宝
ま
で

生
き
続
け
宝
き
た
作
品
で
あ
宝
。
こ
の
魅
力
尽
き
な
宝
作
品
を
後
世
宝
宝
え
宝
た
め
宝

よ
り
良
宝
方
法
で
保
存
し
よ
う
宝
、
お
よ
そ
九
十
年
前
宝
三
巻
の
巻
物
装
で
あ
っ
た
絵

巻
の
姿
を
解
体
し
宝
額
面
装
の
形
で
保
存
宝
宝
こ
宝
宝
な
っ
た
。
開
披
宝
よ
宝
損
傷
を

軽
減
し
、
展
示
公
開
宝
も
寄
与
で
き
宝
最
善
の
保
存
方
法
宝
し
宝
決
断
さ
れ
た
が
、
当

時
宝
は
予
期
し
宝
宝
な
か
っ
た
、
経
年
宝
よ
宝
損
傷
や
台
紙
貼
り
額
面
装
仕
立
宝
し
た

こ
宝
宝
よ
宝
不
具
合
が
そ
の
後
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
少
な
く
宝
も
二
～
三
百
年
ぶ

り
宝
本
格
的
な
修
理
を
実
施
し
、
各
段
一
巻
の
絵
巻
宝
し
宝
保
存
宝
べ
く
巻
物
装
へ
宝

現
状
変
更
し
た
。

こ
の
修
理
の
中
で
、
下
絵
段
階
で
の
構
宝
の
変
更
や
文
字
の
書
き
込
み
を
は
じ
め
宝

宝
宝
作
画
過
程
で
の
新
知
見
や
使
用
さ
れ
た
料
紙
の
紙
質
の
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
た
。
こ

れ
ら
の
デ
ー
タ
を
も
含
め
、
製
作
グ
ル
ー
プ
宝
宝
宝
宝
の
再
検
討
や
そ
の
背
景
な
ど
、

今
後
宝
託
さ
れ
た
解
明
宝
べ
き
課
題
は
多
宝
宝
宝
え
宝
。



宝
宝
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語
絵
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二
一
九

川
本
源
氏
絵
巻
を
写
宝　

─
田
中
親
美
翁
聞
書
─
宝『
藝
術
新
潮
』
第
十
一
巻
第
三
号
、

一
九
六
〇
年
。
の
ち
宝
名
宝
刊
行
会
編
『
田
中
親
美　

平
安
朝
美
の
蘇
生
宝
捧
げ
た
百

年
の
生
涯
』
一
九
八
五
年
宝
再
録
。宝

宝
5
宝　
『
よ
み
が
え
宝
源
氏
物
語
絵
巻
～
平
成
復
元
絵
巻
の
宝
べ
宝
～
』
宝
川
美
術
館
・
五
島
美

術
館
監
修　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
名
古
屋
放
送
局
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
中
部
ブ
レ
ー
ン
ズ
、
二
〇
〇
五
年
。

宝
6
宝　

東
京
文
化
財
研
究
所
美
術
部
編
『
光
学
的
手
法
宝
よ
宝
宝
宝
・
源
氏
物
語
絵
巻
調
査
報
告

書
』宝
独
立
行
政
法
人�

文
化
財
研
究
所�

東
京
文
化
財
研
究
所
、
二
〇
〇
四
年
宝。

宝
川
美
術
館
・
五
島
美
術
館
監
修
『
宝
宝�

源
氏
物
語
絵
巻
』宝
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇

〇
九
年
宝。

宝
7
宝　

四
辻
秀
紀　
宝
修
理
報
告
『
葉
月
物
語
絵
巻
』
の
修
理
宝
よ
宝
新
知
見
宝宝『
金
鯱
叢
書
』

四
十
二
、
宝
川
黎
明
会
、
二
〇
一
五
年
宝。

宝
8
宝　

昭
和
七
年
の
額
面
装
改
装
宝
宝
宝
宝
は
、
註宝
3
宝で
紹
介
し
た
宝
黎
明
会
記
録
宝
宝
は
次

の
よ
う
宝
記
さ
れ
宝
宝
宝
。

　

改
装
宝
は
特
宝
慎
重
を
要
し
、
絶
対
宝
原
本
宝
損
傷
を
及
ぼ
さ
ず
、
且
必
要
宝
応
し
宝
は

原
態
宝
復
旧
し
得
宝
こ
宝
を
主
眼
宝
せ
さ
宝
へ
か
ら
宝
。
此
為
宝
は
額
掾
を
取
り
、
桐
材
の

打
ち
着
せ
箱
宝
納
め
、
永
久
保
存
の
方
針
を
採
れ
り
。
斯
の
宝
く
し
宝
昭
和
七
年
一
月
十
三

日
、
茲
宝
初
め
宝
之
か
実
施
宝
着
手
し
た
り
。
乃
ち
先
宝
継
目
の
表
面
宝
は
筆
宝
宝
軽
く
水

分
を
施
し
、
徐
々
宝
継
目
を
剥
離
し
、
裏
面
の
総
裏
料
紙宝
宝
川
時
代
中
期
改
装
の
節
製
作

せ
宝
も
の
宝は
原
本
の
継
目
宝
従
宝
之
を
切
断
せ
り
。
而
し
宝
折
れ
止
め
は
水
分
含
ま
し
め

た
宝
宝
紙
数
枚
の
間
宝
原
本
を
挟
み
、
数
分
後
紙
面
の
湿
り
宝
や
ゝ
落
着
た
宝
を
見
宝
裏
面

よ
り
生
漉
き
美
濃
紙
宝
宝
細
く
折
れ
止
め
を
な
し
、
更
宝
総
裏
同
様
の
切
箔
料
紙
を
作
り
宝

是
を
押
へ
た
り
。
台
紙
張
り
は
適
宜
宝
断
ち
た
宝
生
美
濃
紙
を
本
紙
の
裏
面
四
方
の
縁
宝
七

厘
位
の
糊
代
宝
宝
貼
布
し
、
此
附
紙
を
以
宝
台
紙
宝
仮
り
張
り
を
し
、
金
、
宝
金
微
塵
砂
子

振
詰
の
宝
宝
宝
金
宝
金
の
野
毛
を
撒
き
た
宝
鳥
の
子
料
紙
宝
宝
額
縁
を
施
し
、
更
宝
同
じ
料

紙
宝
宝
台
紙
四
方
の
小
口
を
包
み
細
縁
を
宝
れ
り
。

宝
9
宝　

秋
山
光
和
宝
源
氏
物
語
絵
巻
宝
宝
宝
宝
の
新
知
見
宝宝『
美
術
研
究
』
一
七
四
、
一
九
五
四

年
宝。

宝
10
宝　

註宝
9
宝参
照
。

宝
11
宝　

名
児
耶
明
宝
源
氏
物
語
絵
巻
の
書
宝宝『
開
館
五
十
周
年
記
念
特
別
展
宝
宝
宝�

源
氏
物
語
絵

七
百
余
年
の
長
期
宝
亘
り
幸
宝
保
存
宜
し
き
を
得
た
宝
を
以
宝
何
等
蠧
魚
の
害
を
被
ら

さ
り
し
宝
雖
も
元
来
厚
彩
色
の
も
の
な
宝
を
以
宝
披
巻
の
都
度
剥
離
損
傷
の
虞
無
し
宝

せ
ず
。
是
よ
り
先宝
凡
三
十
年
前
宝侯
爵
宝
川
義
親
氏
、
帝
宝
大
学
在
学
当
時
己
宝
思
宝

を
是
宝
致
し
、
熟
慮
の
結
果
巻
物
を
各
継
目
よ
り
解
き
宝
額
装
禎
宝
な
し
、
各
紙
を
箇

別
宝
適
当
の
容
器
宝
収
宝
宝
宝
を
以
宝
保
存
格
納
の
最
全
な
宝
も
の
宝
稽
へ
、
之
を
先

輩
識
者
宝
議
ら
れ
た
れ
宝
も
賛
成
宝
宝
も
の
全
く
無
か
り
き
。
然
れ
ど
も
絵
巻
物
の
有

様
は
到
底
巻
物
の
儘
宝
宝
は
此
後
永
く
保
存
し
得
ざ
宝
を
想
は
れ
、
総
宝
の
反
対
を
排

し
宝
剥
離
の
決
心
を
為
さ
れ
た
宝
も
の
な
り
。

絵
詞
巻
物
は
其
当
時
は
宝
川
侯
爵
の
私
有
物
宝
過
ぎ
ざ
り
し
も
亦
一
面
宝
の
宝
な
宝
事

を
思
へ
ば
軽
々
宝
処
置
宝
宝
を
得
宝
。
熟
慮
方
針
を
確
定
せ
ら
れ
、
之
を
美
術
史
家
田

中
親
美
氏
宝
宝
ら
れ
し
が
田
中
氏
も
亦
此
事
美
術
界
の
大
問
題
た
宝
を
以
宝
遽
宝
賛
成

宝
宝
を
得
宝
、
苦
心
考
究
を
重
ね
ら
れ
し
結
果
確
信
を
得
宝
同
宝
せ
ら
れ
た
り
。
而
も

尚
ほ
直
宝
着
手
宝
宝
事
を
避
け
宝
先
宝
実
験
的
宝
極
め
宝
類
宝
せ
宝
紙
本
着
色
古
物
語

宝
土
佐
光
顕
絵
六
枚
、
詞
六
枚
、宝
※
の
ち
宝
宝
は
宝
き
の
物
語
絵
巻
宝
宝
命
名　

筆

者
注
宝を
剥
離
し
、
其
方
法
宝
就
宝
研
究
さ
れ
愈
々
其
結
果
の
良
好
な
宝
を
確
め
、
確

信
を
以
宝
此
絵
巻
物
の
剥
離
宝
着
手
さ
宝
ゝ
事
宝
な
れ
り
。

宝
4
宝　

田
中
親
美
氏
は
当
時
の
事
情
宝
宝
宝
宝
次
の
よ
う
宝
語
っ
宝
宝
宝
。

宝宝
源
氏
物
語
絵
巻
宝
の
摸
写
宝
宝着
手
し
た
こ
ろ
は
三
巻
の
巻
物
宝
な
っ
宝
宝
た
。宝
中

略
宝義
親
さ
ん
は
大
英
断
で
一
紙
宛宝
詞
は
原
則
宝
し
宝
二
紙
宛
宝宝
継
目
か
ら
解
き

放
っ
宝
台
紙
宝
宝
め
、
薄
宝
桐
箱
宝
納
め
ら
れ
た
の
で
あ
宝
。
巻
物
仕
立
だ
宝
披
巻
の

た
び
宝
二
度
ず
宝
表
面
を
摩
り
傷
め
宝
お
そ
れ
が
あ
宝
が
、
一
枚
ず
宝
宝
宝
宝
宝
、
ど

の
段
を
見
た
宝
宝
宝
う
宝
き
で
も
他
の
箇
所
宝
影
響
な
く
宝
ぐ
そ
こ
だ
け
見
ら
れ
宝
破

損
の
お
そ
れ
も
宝
く
な
宝
宝
宝
う
わ
け
で
あ
宝
。宝
僕
は
思
宝
き
っ
宝
や
り
た
宝
の
だ

が
、
家
職
家
来
誰
一
人
賛
成
し
な
宝
。
君
の
宝
見
は
ど
う
だ
宝
宝
問
わ
れ
た
か
ら
、
何

し
ろ
数
百
年
間
巻
宝
た
も
の
宝
し
宝
今
ま
で
宝
え
ら
れ
た
名
品
で
あ
宝
か
ら
、
な
宝
べ

く
手
を
お
宝
け
宝
な
ら
ぬ
方
が
よ
宝
だ
ろ
う
宝
宝
う
宝
宝
君
ま
で
が
そ
ん
な
解
ら
ぬ
こ

宝
を
宝
う
。
誰
が
な
ん
宝
宝
っ
宝
も
僕
は
や
宝
よ
宝
宝
決
宝
を
示
め
さ
れ
た
。
こ
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This�paper�details�the�damage�to�the�works�that�necessitated�their�dismantling�and�repair,�
including�warping�of� the�backing�mats,�uplifting�of� the�pigment� layers,�delamination,�and�
creasing,�as�well�as�the�specifi�cs�of�the�restoration�work�that�was�carried�out�to�restore�their�
condition.�After�dismantling�and�repair,�the�works�were�not�returned�to�the�fl�at�mounts,�but�
underwent�remounting� for�conversion� to�a�new�handscroll� format.�This� report�will� also�
address� the�reasoning�behind�changing� the�mounting� format�after� repair�as�well�as� the�
procedural�requirements� that�were� followed� for�altering�the�state�of� this�kind�of�cultural�
property.�This�summary�report�of� the�eight-year�conservation�project� further� includes�the�
results�of�the�paper�quality�survey�conducted�during�the�repairs,�and� lists�of�the�requisite�
materials�that�were�used�in�carrying�out�the�restoration�work,�and�the�components,�such�as�
mother-of-pearl�inlay�for�the�roller�ends�and�the�front�and�end�cover�silks,�that�were�newly�
made�for�the�new�handscroll�mountings.

Restoration Report

National Treasure The Tale of Genji Illustrated Handscrolls Conservation Report
YOTSUTSUJI�Hideki

In�1935,�the�National�Treasure�The Tale of Genji Illustrated Handscrolls�in�the�Tokugawa�
Art�Museum�collection�were�removed� from�their�handscroll�mounting�and�remounted� in�
frames�and�a�paulownia�wood�box,�which�was�considered�the�best�mode�of�preservation�at�
the�time.�Later,�when�the�wood�storage�box�became�warped,�the�mounting�mats�to�which�
the�paintings�had�been�attached�began�to�buckle,�and�other�problems�with� the�mounting�
methods�used�since� the�Edo�period�were�discovered,�a�portion�of� the�pictures�and� text�
underwent�restoration�between�2012�and�2015.�However,�having�been�stored�stretched�fl�at�
from�being�pasted�to�mounting�mats�for�nearly�eighty�years�after�having�been�preserved�in�
scroll�form�for�more�than�800�years,�it�was�discovered�in�the�process�of�restoration�that�the�
resulting�state�of�tension�was�causing�the�paint�to�crack�and�delaminate,�which�was�not�good�
for�the�preservation�of� the�work.�Upon�consultation�with�the�Agency� for�Cultural�Aff�airs,�
permission�was�granted�to�remount�the�works�as�handscrolls�consisting�of�one�section�of�
text�with�illustration�per�scroll,�and�the�work�underwent�restoration�again�between�2016�and�
2019.

This�paper�reports�on�the�restoration�process�and�the� features�of� the�scrolls� that�were�
uncovered�through�the�repair�work.�This�project�was�supported�by�federal�and�prefectural�
government�subsidies,�as�well�as�the�Tokugawa�Reimeikai�Foundation�“Activities�Support�
Fund.”



circumstances�surrounding�how�the�embassy�came�to�settle�in�Azabu�Fujimichō,�overcoming�
the�diffi��culties�of�acquiring�federal� funds�both�on�the�Japanese�and�French�sides�at�a�time�
when�the�Japanese�government�was�taking�no�measures�to�concentrate�foreign�diplomatic�
missions�in�certain�areas.

As�for�the�tea�room�of�the�Azabu�Fujimichō�mansion,�it�was�moved�to�the�family’s�Mejiro�
residence,�then�later�reconstructed�on�the�Tokugawa�Art�Museum�grounds�after�World�War�
II,�and�in�2014�it�was�designated�a�Tangible�Cultural�Property�by�the�Japanese�government.�
This�tea�room�had�been�presented�by�the�lumber�dealer�Ōtakara�Seikan�at�the�1914�Tokyo�
Taishō�Exhibition,�where�it�received�a�gold�medal.�This�article�also�presents�the�design�plans�
and�instructions�for�the�tea�room�from�the�Tokyo�exhibition.

Together�with�the�two�sections�of�Part�1,�which�appeared�in�the�previous�issue,�this�paper�
attempts� to� situate� the�Azabu�Fujimichō�mansion�within� the� context� of� the� Japanese�
peerage�amidst�the�societal�changes�of�the�early�twentieth�century.

Introduction of Historical Material

Introducing the Keikō irai raikan (Letters to Tokugawa Yoshinao) (Part 1)
NAMIKI�Masashi

The�Keikō irai raikan� (Letters� to�Tokugawa�Yoshinao)� is� a� collection� of� 612�written�
communications,�both�public�and�private,� that�were�received�by�the�First�Lord�of�Owari,�
Tokugawa�Yoshinao� (1600‒1650),�during�his� lifetime�and�have�been�handed�down� in� the�
Owari�Tokugawa�family.�Except�for�a�few�letters�that�were�mounted�as�hanging�scrolls�for�
exhibition�at� the�Tokugawa�Art�Museum,� the�documents�were�separated�at� the� folds�of�
their�original�binding�and�joined�together�horizontally�with�a�simple�backing�that�doubled�as�
support�for�the�areas�of� insect�damage.�The�whole�collection�was�stored�in�a�single� lidded�
wooden�box,�presumably�made� in�the�Taishō�era� (1912‒1926).�The�title�of� the�collection� is�
taken�from�an�inscription�on�the�lid�of�this�box.�We�plan�to�present�an�overview�of�the�full�
collection�in�several�parts�over�the�course�of�the�next�few�issues.

This�collection�of� letters�was�restored�and�organized�by�the�Tokugawa�Institute�for�the�
History�of�Forestry�between�1965�and�1975�and�transferred�to�the�Tokugawa�Art�Museum�
in�1990.�It�is�projected�that�some�of�the�yet�unexamined�documents�may�contain�a�great�deal�
of�new�information�and�it�is�possible�that�these�historical�materials�may�further�corroborate�
historical�facts�that�were�previously�known�only�through�books�compiled�in�later�periods.�As�
such,�the�value�of�presenting�this�collection�in�its�entirety�is�believed�to�be�signifi�cant.�This�
fi�rst�installment�of�the�series�presents�reprints�of�100�of�the�letters.

Restoration Report

National Treasure The Tale of Genji Illustrated Handscrolls
OKA�Iwatarō

In�1932,�the�National�Treasure�Tale of Genji Illustrated Handscrolls�in�the�collection�of�the�
Tokugawa�Art�Museum�were�unmounted�from�their�three-volume�handscroll�format�due�to�
deterioration�and�damage�over�the�years�and�the�component�sheets�of�text�and�images�were�
separated�at�the�joins�then�remounted�onto�fl�at�backing�mats.�However,�after�nearly�ninety�
years�since�their�remounting,�further�degradation�of�the�works�had�progressed,�so�from�2012�
to�2019,�government-subsidized�conservation�of�the�works�was�conducted�under�the�direction�
of�the�Agency�for�Cultural�Aff�airs.



several� essays� in� this� bulletin.�This� first� instalment� presents� the� basic� background�
information�on�the�kara-e�paintings�in�the�Tokugawa�Art�Museum�collection.

Firearms Management and Documentation in an Early Modern Daimyo Household: The 
Case of the Osoba-Ontsutsu of the Owari Domain

ITATANI�Nozomi
This�paper� focuses�on� the� firearms� that�were�among� the� family�holdings�of� the�Owari�
Tokugawa� clan� and� examines� how� the� guns,� known� as� osoba-ontsutsu,�which�were�
administered�through�the�daimyo’s�private�offi��ce�of� the�okonando� (personal�cabinet),�were�
used�and�managed�by�the�Owari�clan�in�the�late�Edo�period.

Section�1�examines�the�Owari�Tokugawa�family�equipment�collection�ledgers�held�by�the�
Tokugawa�Art�Museum.�It�shows�that�the�surviving�records� fall�under�two�basic�types—
management� logs�and�simple�registers—and�establishes�the�specifi�cs�of�each�document.� It�
also�clarifi�es�how�fi�rearms�collection�ledgers�were�used�at�the�end�of�the�Edo�period.�Section�
2�uses�actual�documented�examples�of�the�lending�and�return�of�osoba-ontsutsu�holdings�to�
shed�light�on�the�processes�for�lending�guns�by�those�who�worked�in�close�proximity�to�the�
daimyo.�Section�3� investigates� the�handling�of�guns�through�the�relationship�between�the�
steward�in�charge�of� lending�and�maintenance�of�the�guns�and�a�man�named�Andō�Unpei.�
This�examination�demonstrates�that�this�Andō�Unpei,�who�was�skilled�in�gunnery�and�the�
handling� of� firearms,�was� involved� in� the�management� of� these�guns.�There� are� also�
indications� that�at� first� the�maintenance�of� the�guns�was�divided�between�the�steward’s�
office� and�Andō� depending� on� the� type� of� gun,� but� it� is� clear� that� later�Andō� took�
responsibility�for�all�the�maintenance.�Furthermore,�from�Andō’s�written�records,�it�can�be�
seen�that�he�was�aware�of�the�need�to�establish�a�system�that�would�allow�anyone�to�track�
the�status�of� the�osoba-ontsutsu�at�any� time� in� response� to� the�changing�organizational�
structure�of�the�domain.

Report on the Owari Tokugawa Familyʼs Azabu Fujimichō Mansion (Part 2): Relocation 
of the French Embassy and Tea Room

KŌYAMA-HAYASHI�Rie
The�Azabu�Fujimichō�mansion�of� the�Owari�Tokugawa� family�was� transferred� to� the�

French�government�on�February�20,�1931,�and� in�1933� the�French�Embassy�commenced�
operations�in�Azabu.�The�Embassy�of�France�and�French�legation�in�Japan�had�previously�
been�moved�from�Saikaiji� (Mita)� to�Nagatachō�and�then�to�Iidachō.�The�former�Nagatachō�
legation�was�destroyed�by�fi�re� in�the�fi�rst�month�of�1887;� the� former�residence�of�Ōkuma�
Shigenobu� in�Kijibashi,�which�was�used�as� the� legation� in� Iidachō,�was�devastated�by�the�
Meiji-Tokyo�Earthquake�of�1894;�and�the�ambassador’s�residence�that�was�then�designed�by�
Paul�Sarda(1844-1905)�and�built� in� Iidachō�burned�down� in� the� fires� following� the�Great�
Kantō�Earthquake�in�1923.�In�the�meantime,�preparations�had�been�made�for�a�new�embassy�
in�Akabanebashi�designed�by�Alexandre�Marcel(1860-1928)� in�1907,�but� the�project�was�
cancelled�due�to�the�depression�after�World�War�I.

It�was� in� the�wake�of� this�sequence�of�events� that� the� idea�of� transferring� the�Azabu�
Fujimichō� residence�was� presented� to� the�French�Embassy.�Ambassador�Robert� de�
Billy(1869-1953),�who�had�been�negotiating�directly�with�the�Owari�family,�decided�to�make�
the�relocation�his�fi�nal�mission�before�returning�to�France�in�1929.�This�paper�explores�the�



Tokugawa�Ieyasu’s� favorite�swords� then�was� inherited�by�Tokugawa�Yoshinao,� the� first�
Lord�of�Owari,� and�passed�down�as�part�of� the� family�estate�ever�since.�However,� it� is�
diffi��cult�to�say�whether�the�truth�about�this�sword�has�been�suffi��ciently�verifi�ed.�Accordingly,�
this�paper�identifi�es�relevant�historical�documents�from�various�periods�and�examines�them�
to�elucidate�how�the�sword�gained�authority�over�time.

The� earliest� records� of� “Monoyoshi� Sadamune”� date� from� the� time� of� the� second-
generation�Lord� of�Owari,�Mitsutomo� (mid-� to� late� 17th� century).� It� is� believed� that�
Mitsutomo�sought�to�ascribe�authority�to�the�sword�by�emphasizing�its�pedigree�as�a�sword�
that� had�been� owned�by�his� grandfather,� Ieyasu,� and� transmitted� through�his� father,�
Yoshinao,� thereby� establishing� it� as� a� famed� object� known�by� the� name� “Monoyoshi�
Sadamune.”�This�paper�points�out� that� in� the�early�18th�century,�during�the� time�of�4th-
generation�Yoshimichi,�the�status�of�“Monoyoshi�Sadamune”�in�the�Owari�Tokugawa�family�
had� increased�and�a�special�ceremony�was�established� for� the�new�head�of� the� family� to�
offi��cially�take�possession�of�the�sword�upon�succession�to�the�family�headship,�indicating�that�
it�was�already�being�treated�as�a�legitimate�family�treasure.�It�further�demonstrates�that�by�
the�time�of�8th-generation�Munekatsu� (mid-18th�century),�an�offi��cial�history�of� “Monoyoshi�
Sadamune”�was�compiled,� further�strengthening� its�authority.�This�paper�argues�that� the�
successive��heads�of�the�family�drew�upon�the�provenance�of�“Monoyoshi�Sadamune”�and�its�
connection�with�their�ancestors,�including�Ieyasu�and�Yoshinao,�and�worked�to�further�fortify�
its�status�as�a� family� treasure� in�order�to�underscore�their�own� legitimacy�and�authority�
both�inside�and�outside�the�family.

Considering the Reception History of Kara-e Paintings in the Owari Tokugawa Family 
Collection (Part 1)

KATŌ�Shōhei
One�of�the�major�distinctions�of�the�Tokugawa�Art�Museum�is�that�it�has�inherited�both�the�
objects�owned�by�the�Owari�Tokugawa�family�as�well�as�the�collection�catalogues�that�were�
used�by�the�family�to�manage�the�collections.�As�a�result,�we�are�able�to�trace�not�only�the�
timing�of�the�acquisition�of�each�work,�but�also�the�acquisition�process,�collecting�trends,�and�
collection�management�methods�of�the�Owari�Tokugawa�family.

Drawing�upon�these�special�characteristics�of�the�museum’s�collection,�the�Tokugawa�Art�
Museum�and� the�Hōsa�Library�of� the�City�of�Nagoya�presented� the� special� exhibition�
“Kara-e:�Classic�Chinese�Paintings�of� the�Owari�Tokugawa�Clan”� from�November�13� to�
December�12,�2021.�Instead�of�taking�an�art�historical�approach,�the�exhibition�was�framed�
so�as�to�present�the�works�from�the�perspective�of�their�reception�history,�focusing�on�three�
main�points:�how�the�Owari�Tokugawa�family�used,�acquired,�and�managed�its�collection�of�
kara-e� (that� is,�works� that�were� understood� to� be�Chinese� paintings� at� the� time).� In�
preparation� for� the�exhibition,�a�survey�was�conducted�to� identify�all� the�works�that�had�
previously�been�introduced�as�Chinese�paintings�at�the�Tokugawa�Art�Museum;�their�boxes�
and�accompanying�materials�were�examined,�and,� in�addition,�all� references� found� in� the�
Owari�Tokugawa�collection�records�were�transcribed�and�matched�with�the�corresponding�
works.

Because�the�simple�catalogue�that�was�published�on�the�occasion�of�the�Kara-e�exhibition�
had� limited�space,� the�reception�history�of� the�kara-e�of� the�Owari�Tokugawa�clan� in�the�
Tokugawa�Art�Museum�collection�will�be�more�thoroughly�examined�through�a�series�of�



struck�the�Gifu�and�Aichi�region� in�1891.�The�earthquake�caused� immense�damage�to�the�
donjon,� and� concerned� residents� of�what�was� then� the� town� of� Inuyama� initiated� a�
fundraising� campaign� to� repair� it.� In� 1895,�Aichi� prefecture� transferred� ownership� of�
Inuyama�Castle� to� the�Naruse� family� on� condition� that� it� repair� and�preserve� it.�But�
Inuyama’s�general�populace�was�completely� indifferent� to� the�castle’s� fate.�The�Naruse�
family,�as�the�castle’s�owners,�therefore�sought�to�obtain�broader�support�for�preserving�it�
by�endowing�it�with�a�new�role:�spiritual�symbol�of�the�enduring�bonds�between�themselves,�
as�the�former�rulers�of�the�area,�and�their�former�retainers�and�subjects.

Articles

National Treasure, Bodhisattva in Half-lotus Position (traditionally identifi ed as Nyoirin 
Kannon) in the Collection of Hōbodai-in, Gantokuji Temple and a Similar Ink-line Drawing 
(Part 1) ―The Daianji Temple East Pagoda Mural Paintings and the Role of Kaimyō, a 
Daianji Monk who Traveled to Tang China―

YAMAMOTO�Yasukazu
The�National�Treasure�Bodhisattva in Half-lotus Position� sculpture� in� the�collection�of�
Hōbodai-in,�Gantokuji� temple� in�Kyoto� (hereafter�referred�to�as�“the�statue”)� is�a� late�8th-
century�carving�from�a�single�block�of�wood.�The�modeling�of�the�fi�gure’s�body�and�robes�is�
of�extremely�high�quality.�Because� the� left�hand�of� the� figure� from�the�wrist�down�was�
replaced�at�a�later�date,�the�statue�was�not�named�at�the�time�of�designation�as�a�National�
Treasure,�and�since�that� time�the�subject�has�variously�been�tentatively� identifi�ed�as� the�
bodhisattvas�Nyoirin�Kannon,�Gakkō,� a� right�attendant,�Fugen,�Kokūzō,� and�others,�but�
conclusive�evidence�has�been�lacking�for�any�of�these�names.

Recently,�a�historical� record�that�may�provide�a�clue� to� the� identity�of� the�statue�was�
discovered� in� the� handscroll� of� Iconographic Drawings of Manifestations of Kannon 
[Avalokiteśvara]� (Important�Cultural�Property,�Nara�National�Museum)�produced�by� the�
monk�Jōjin�in�1078.�Upon�comparison�with�the�statue,�one�of�the�images�of�the�bodhisattva�
Shō�Kannon�from�this�handscroll�was�determined�to�bear�certain�similarities�with�the�statue.�
In�particular,�the�two�locks�of�hair�that�are�pulled�through�the�ring�on�the�fi�gure’s�forehead�
and� the� swirl� at� the�end�of� the� scarf-like� shoulder�drape�are�details� that� are�not� seen�
anywhere�else,�proving� that� the� two� images�were�based�on�a�common�source.� It�would,�
therefore,�seem�appropriate�to�identify�the�statue�as�Shō�Kannon�as�well.

The�notes�accompanying� the�Shō�Kannon� image�state� that� it�was�painted�on� the� four�
heavenly�pillars�of�the�eastern�seven-story�pagoda�of�Daianji�Temple�in�Nara,�and�that�the�
image�was�based�on�the�belief�outlined�in�the�Lotus�Sutra,�“Fumonbon”�chapter,�which�tells�
of�Kannon�appearing�in�thirty-three�manifestations�to�bring�salvation�to�all�sentient�beings.

In� the�next� issue,�Part� 2�of� this� study�will� discuss� the�circumstances�of� the� statue’s�
production�and�the�connection�between�the�statue�and�Daianji�Temple.

Transmission and Authority of the Famed Sword “Monoyoshi Sadamune”
ANDŌ�Kaori

“Monoyoshi�Sadamune”�has�long�been�claimed�to�be�a�family�treasure�that�was�once�one�of�



Naritomo;� the�eleventh,�Tokugawa�Nariharu;� the� twelfth,�Tokugawa�Naritaka;� and� the�
thirteenth,�Tokugawa�Yoshitsugu.

Previous�scholarship�has�taken�a�negative�view�of�this�period�in�the�history�of�the�Owari�
clan,�regarding�all�four�daimyo�as�“imposed�heirs”�whom�the�clan�was�forced�to�adopt�from�
the� shogun’s� immediate� family.�This�paper�examines�whether� that�view� is�accurate�by�
attempting�to�reassess�the�period�in�light�of�contemporary�documentary�evidence.�It�reaches�
the�following�conclusions.

1.�While�all�four�daimyo�have�been�characterized�as�“imposed”�heirs,�only�one,�the�twelfth�
daimyo�Tokugawa�Naritaka,�is�so�described�in�contemporary�sources.�The�others�succeeded�
to�the�headship�of�the�clan�in�accordance�with�regular�procedures.�It�is�therefore�erroneous�
to�apply�the�term�“imposed�heir”�to�any�daimyo�other�than�Naritaka.

2.�Because� these� four�daimyo�were�adopted� from�the�shogun’s� immediate� family,� they�
advanced�much�more�rapidly� than�their�predecessors� through�the�hierarchy�of�honorary�
court�offi��ces�and�court�ranks.�Naturally,�they�had�close�ties�to�the�shogun.�Like�Tokugawa�
Yoshinao,�the�fi�rst�daimyo�of�Owari�at�the�beginning�of�the�Edo�period,�they�were�sons�and�
brothers�of�shoguns.� (Yoshinao�was�the�son�of� the�fi�rst�shogun�Tokugawa�Ieyasu�and�the�
brother�of�his�successor�Hidetada.)�It�can�therefore�be�argued�that�the�Owari�clan’s�ties�with�
the�shogun’s�immediate�family,�having�become�tenuous�since�the�mid-Edo�period,�were�again�
strengthened�in�these�years.

3.�The�paper�examines�the�circumstances�around�the�succession�of� the�twelfth�daimyo,�
Tokugawa�Naritaka,�the�only�daimyo�considered�an�“imposed�heir”�at�the�time.�This�aff�air,�
previous�accounts�of�which�have�been�based�on�Owari�clan�sources,� is�here�reconsidered�
from�the�viewpoint�of�the�bakufu,�which�arranged�the�succession.�It�is�concluded�that�in�the�
absence�of�an�heir�to�the�headship�of�the�Owari�clan,�the�only�acceptable�successor�was�a�
son� of� the� shogun;� otherwise� the� clan�would�have�been�unable� to�maintain� a� dignity�
commensurate�with� its� status�as�one�of� the� three�highest-ranking�cadet�branches�of� the�
Tokugawa�family.�The�Owari�clan�thus�had�no�reason�to�fi�nd�fault�with�the�prime�movers�
behind� the�succession� -� the�bakufu�senior�councilor�Mizuno�Tadakuni�and� the� “attached�
elder”�Naruse�Masazumi.

4.�Tokugawa�Yoshikumi,� the� fourteenth�daimyo�at� the�end�of� the�Edo�period,�was�only�
distantly� related� to� the� shogun,� unlike� his� immediate� predecessors.�He� accordingly�
commanded� less� respect�among� the�senior�vassals�of� the�Owari�clan�and�senior�bakufu�
offi��cials.

Castle and former domain identity in the Meiji period: The case of Inuyama
HAYASHI�Kōtarō

In�the�fi�rst�half�of� the�Meiji�period,� the�castles�that�symbolized�the�ancien�régime�were�
slated� for�demolition,�except� those�requisitioned� for�military�use.� In�many�parts�of�Japan�
donjons,� turrets,� and�other�castle�buildings�were� sold�off� and�dismantled.�Some�castles,�
however,�were�preserved�as�the�result�of�local�lobbying.

This�paper�examines�one�case�in�point,�that�of�Inuyama�Castle�in�the�present-day�city�of�
Inuyama,�Aichi�prefecture.�It�analyzes�the�words�and�actions�of�the�former�ruling�family�of�
Inuyama�domain�(the�Naruse�clan),�and�their�former�retainers�and�subjects,�in�the�campaign�
to�preserve�it.�It�thus�sheds�light�on�people’s�perceptions�of�the�castle.

A�major�turning�point�in�the�modern�history�of�Inuyama�Castle�was�the�earthquake�that�



a�hereditary�post�held�by�the�Naiki�clan,�in�regulating�birdlime�production�and�distribution.�
It�presents�the�following�fi�ndings.

First,� production� of� birdlime� flourished� in�Kashimo� throughout� the�Edo� period.�A�
framework�was� in�place� for� regulating� its�production�and�distribution,�under�which� the�
administrator�of�forests�monitored�sites�of�production�and�the�number�of�products�shipped.�
This� framework�was�gradually�established�by� the�administrator�of� forests�and� the�Kiso�
timber�commissioners,�who�oversaw� forestry�policy� in�Owari�domain,� after�problematic�
practices�came�to�light�in�Kashimo�during�the�mid-Edo�period.

Second,�many�villagers� in�mid-Edo�period�Kashimo� engaged� in� unlicensed�birdlime�
production.�The�administrator�of�forests�was�concerned�that�this�could�result�in�damage�to�
tree�species�reserved� for�the�domain’s� future�use.�He�therefore�called�on�the�Kiso�timber�
commissioners�to�clamp�down�on�and�institute�regulations�against�it.

Third,�after�problems�with� forest�use�by�the�villagers�of�Kashimo�were�exposed�by�the�
administrator�of� forests� in� the�mid-Edo�period,�regulations�were�established�on� forest�use�
and�a�regulatory�framework�was�put�in�place.�This�development,�it�is�concluded,�led�to�the�
hereditary� forest� administrators� of� the�Naiki� clan�gaining�greater� control� over� forest�
management�in�Kashimo.

The secondary residences of the daimyo of Owari domain: Their origins, functions, and 
demise (Part I)

HARA�Fumihiko
This�paper� is� a� study�of� thirteen�secondary�daimyo�residences�established�by�Owari�

domain� on� its� territory:� those� located� in�Komaki,�Arai,�Asamiya,� Sakashita,�Mizuno,�
Hagiwara,�Kariyasuka,� Saya,�Tsushima,�Yokosuka,�Ōno,�Gifu,� and�Tsuchida.� It� collates�
records�documenting�the�circumstances�of� their�establishment,� their�design,�and�evolution.�
Each�of�these�residences�was�established�under�the�fi�rst�two�daimyo�of�Owari,�Tokugawa�
Yoshinao�and�Tokugawa�Mitsutomo.�Most�such�secondary�residences�ceased�to�function�as�
such�during� the� seventeenth�century,� except� the� two� in�Atsuta,�Nishihama�Palace�and�
Higashihama�Palace.

The�thirteen�residences�were�established�as�rest�houses� for� the�daimyo�when�hunting.�
The�residences�at�Hagiwara,�Saya,�Tsushima,�and�Gifu�also�served�as�guest�houses�for�high-
ranking�individuals�traveling�the�highway.�The�residence�built�by�Mitsutomo�at�Yokosuka�is�
noteworthy� for�being�one�of� the� few�daimyo�villas� in� the�entire�country�situated�on� the�
seashore.

Each�residence�was�cared�for�by�a�local�notable�paid�a�stipend�by�the�han,�as�evidenced�
by�the�villas� in�Komaki,�Arai,�Mizuno,�Tsushima,�and�Saya.�Cases�can�be� identifi�ed�where�
the�offi��ce�of�caretaker�survived�until�the�end�of�the�Edo�period,�even�though�the�residence�
itself�had�ceased�to�exist.

In� the�next� issue,� the� functions�and� significance�of� the� secondary�daimyo�residences�
established�within�Owari�domain�shall�be�examined�in�light�of�the�same�thirteen�examples.

The issue of the Owari Tokugawa succession in 1839
FUJITA�Hideaki

This�paper� focuses�on� four�heads�of� the�Owari�Tokugawa�clan�who�were�close�blood�
relations�of� the�eleventh�shogun�Tokugawa�Ienari:� the�tenth�daimyo�of�Owari,�Tokugawa�



Summaries

Articles

Maps of the main palace of Edo Castle in the Genroku era (1688-1704): A reconsideration
FUKAI�Masaumi

This�paper�analyzes�the�layout�of�the�main�palace�of�Edo�Castle�during�the�reign�of�the�
fi�fth�shogun,�Tokugawa�Tsunayoshi.�It�examines�two�maps�of�the�complex:�Gohonmaru oku 
omote ezu�(Map�of�the�inner�and�outer�main�enclosure)�in�the�Tokyo�Metropolitan�Archives;�
and�Edo-jō honmaru ozashiki no zu�(Room�map�of�the�main�enclosure�of�Edo�Castle)�in�the�
Tatsuno�City�Museum�of�History�and�Culture.�The�following�conclusions�are�reached.

Both�maps�are� largely�similar� to�one� in� the�possession�of� the�Nakai� family,�hereditary�
master�builders�of�the�bakufu.�They�can�therefore�be�considered�highly�reliable.�Nonetheless,�
a�close�examination�of�the�interior�details�of�the�two�maps�reveals�that�while�on�the�whole�
they�depict�what� the� complex� looked� like� in� the�Genroku�era� (1688-1704),� some�of� the�
features�portrayed�are�probably�from�an�earlier�period.�Since�palace�maps�may�thus�confl�ate�
elements�from�diff�erent�periods,�caution�must�be�exercised�in�dating�them.

An estimate of forest stocks in the nineteenth-century Nanbu realm
WAKINO�Hiroshi

The�Nanbu�realm�refers�to�the�combined�territories�of�Morioka�and�Hachinohe�domains�in�
northeastern�Honshu,�which�were�both�ruled�by�the�Nanbu�clan.

This�paper�presents�an�estimate�of� the�Nanbu�realm’s� forest� stocks� in� the�nineteenth�
century.�This�estimate�is�based�on�data�on�fuelwood�consumption�and�forest�stocks�in�Iwate�
prefecture�compiled�in�1881�by�the�Aomori�greater�regional�forestry�bureau�(dairinkusho).�It�
also�uses�statistical�reports� from�Iwate,�Aomori,�and�Akita�prefectures�prepared�between�
1881�and�1883.

It�is�estimated�that�in�the�nineteenth�century,�the�Nanbu�realm�had�1.4�million�hectares�of�
forest,�with�some�70�million�trees.�An�estimate�is�also�made,�based�on�data�compiled�by�the�
Aomori�greater�regional�forestry�bureau,�of�fuelwood�consumption�in�the�Nanbu�realm.�This�
finds� that� the� region’s� forests� had� enough� reserves� to� cover� nine� years’� fuelwood�
consumption.�Until�now,�felling�of�Japanese�cypress�was�thought�to�be�the�dominant�form�of�
forestry� in� the�Nanbu� realm.�This�paper� reveals,� however,� that� a� total� of� 1.14�million�
Japanese�cypress� trees�were� felled� for� timber�between�1751�and�1829,�or�an�average�of�
15,000�per�year�-�a�mere�fraction�of�the�region’s�forest�stocks.

Birdlime production and distribution in early-modern Kashimo village: The emergence of 
a regulatory framework

KAYABA�Masahito
This�paper�considers�how�birdlime�was�produced�and�distributed�in�the�village�of�Kashimo�

in�the�mid-Edo�period.�It�also�examines�the�role�of�the�administrator�of�forests�(oyamamori),�
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